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第
一章

新
し
い
教
育
の
振
興
と
問
題
点

第
一
節
教
育
機
関
と
教
育
団
体

一、
教

育
行

政
機

関

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
は
昭
和二
十
七
年
(一
九
五
二
)
十
一
月
一
日
に
発
足
し、
教
育
委
員
は
当
初
公
職
選
挙
法

教
育
委
員
会
に
よ
る
選
挙
に
よ
り
四
人
が
選
ば
れ、

一人
は
市
議
会
選
出
委
員
の
五
人
制
で
、
任
期
は
四
年
で
あ
っ
た
。

同
三
十
一
年
(五
六
)
六
月、
「教
育
委
員
会
法」
に
代
わ
り
「地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律」
が
制
定
さ
れ
新
た

な
発
足
と
な
っ
た。
委
員
は
市
長
の
任
命
と
な
り
、
市
議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
た
。
苫
小
牧
市
で
は
同
年
九
月
二
十
六
日
の
市
議
会
に

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ、
門
脇
松
次
郎、
小
野
貢、
瀬
戸
藤
市、
阿
部
悌
甫、
森
田
勇
が
選
任
さ

れ
た
。
ま
た
、
教
育
委
員
の
中
か
ら
教
育
長
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
月
一
日
の
第
一
回
市
教
育
委
員
会
で
委
員
長
に
瀬
戸
、
同
職

務
代
理
に
門
脇、
教
育
長
に
森
田
を
選
出
し
た
。

教
育
委
員
会
は
合
議
制
の
執
行
機
関
で
、
合
議
の
議
決
機
関で
あ
る
委
員
会
(五
人)
と
執
行
機
関
と
し
て
の
事
務
局
と
から
成
り、

教
育
長
が
事
務
局
を
統
括
す
る
。
委
員
は
「人
格
が
高
潔
で、
教
育、
学
術
及び
文
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る
も
の
の
中
か
ら
」
選
ば
れ

(1)
る
。
事
務
局
の
内
部
組
織
は
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め、
指
導
主
事、
事
務
職
員、
技
術
職
員
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る。平

成
十二
年
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

(二
〇
〇
〇
)
五
月
末
現
在、
学
校
教
育
部、
ス
ポー
ツ
生
涯
学
習
部
の
二
部
制
で、
二
六
四
人
体
制
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
は、
「学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
を
管
理
し、
学
校
の
組
織
編
制、
教
育
課
程、
教
科
書
そ
の
他
の
教
材
の
取

扱
及
び
教
育
職
員
の
身
分
取
扱
に
関
す
る
事
務
を
行
い、
並
び
に
社
会
教
育
そ
の
他
の
教
育、
学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
事
務
を
管
理
し、

(2)
こ
れ
を
執
行
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
で
は、
昭
和
四
十
年
(六
五)
十
一
月二
十
二
日
に
初
の
女
性
委
員
と
し
て
小
池
ト
ヨ
(苫
小
牧
短
歌
協
会
会

長)
が
選
ば
れ、
同
五
十
三
年
(七
八
)
十
月
二
十
四
日
に
初
の
女
性
委
員
長
と
し
て
黒
澤
み
つ
る
(苫
小
牧
ク
ロ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
女
学

院
院
長)
が
就
任
し
た。
ま
た、
教
育
委
員
会
の
長
い
歴
史
の
中
に
は
不
祥
事
と
も
言
え
る
出
来
事
も
あ
っ
た。
同
五
十
五
年
(八
〇
)

に
は
部
長
人
事
を
めぐ
り
教
育
長
の
独
断
に三
委
員
が
反
発
し
て
辞
表
を
提
出し
た
こ
と
が
あ
っ
た。こ

れ
は
市
議
会
で
も
問
題
に
な
り、

市
教
委
正
常
化
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ、
こ
の
特
別
委
員
会
で
市
長
、
教
育
長
が
陳
謝
し、
三
委
員
は
辞
表
を
撤
回
し
た
。
特
別

委
員
会
は
要
望
意
見
を
付
し
て
約
二
カ
月
半
に
及
ん
だ
一
連
の
正
常
化
問
題
を
終
了
し
た。
し
か
し
、
そ
の
後
も
こ
の
問
題
は
く
す
ぶ
り

を
み
せ、
す
べ
て
が
解
消
し
た
の
は
関
係
委
員
が
退
任
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

歴
代
教
育
委
員

一
覧
表

瀬 保藤田小吉門野氏
戸 利 田 中野 住脇 口

藤 啓 正秀 松為
次

市 吉栄経貢雄郎郎

名

S
3
0
・
5
・
1
4
S
3
・
1
・
2
7

S
2
8
・
8
・
1
1
～
S
3
0
・
4
・
30

S
2
8
・
3
・
2
0
～
5
30
・
1
・
20

S
2
7
・
1
1
・
1
4
S
2
8
・
8
・
6

S
7
7
・
1
1
・
1
～
5
4
5
・
1
0
・
1
9

S
2
7
・
11
・
1
4
S
3

・
9
・
3

S
2
7
・
1
1
・
1
4
S
3
2
・
1
1
・
4

S27
・
1
1
.
1
4
S
2
8
・
3
・
1
0

任任
期

三 富 石川荒 阿森海氏

海 田 堂 村 田 部 田 堀

静 一 武 俊

つ
と
む

夫 茂夫夫 夫 悌 勇 む

名

S
3
9
・
9
・
1
4
～
5
4
2
・
1
・
1

S
3
・
1
1
・
2
2
～
S
4
0
・
11・

21
5
3
・
1
・
2
7
～
5
9
9
・
1
2
・
2
7

S
3
・
11
・
5
～
S
3
9
・
9
・

S
3
・
1
1
・
5
～
S
4
0
・
1
1
・
21

S
3
1
・
1
0
・
1
～
5
3
2
・
9
・
3
0

S
3
・
1
0
・
1
～
5
4
3
・
9
・
3
0

任
S
30
・
5
・
1
～
5
8
・
9
・
30

委
員 員

30 期
委

員 員
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対 小 小 対 三 小 川 小 瀬 小 門 田 氏

馬 林 野 馬 海 野 村 野 戸 野 脇 中

豊吾 豊静 武 藤 松次
三 妻 貢 三 夫 貢 夫 貢 市 貢 郎 経 名

生 中 山大梅 黒 太 小 工 今 小対

玉 澤下平津澤田林藤野池馬

み俊 吾勇 昇 卜豊
四
良 吾 正 剛 千 系 雄 妻 :一ヨ三

S
4
6
・
1
1
・
7
4
S
2
8
・
9
・
30

S
4
5
・
1
・
2
～
5
4
0
・
1
・
1

S
4
3
・
1
0
・
4
～
5
4
5
・
1
0
・
1
9

S
4
・
2
・
2
0
～
S
4
3
・
9
・30

S
4
1
・
1
0
・
1
6
～
5
4
2
・
1
・
7

S
3
・
1
0
・
2
5
～
S
4
1
・
1
0
・
1
5

S
35
・
9
・
3
0
～
5
3
7
・
10
・
2
4

S
3
1
・
1
1
・
1
3
～
5
3
5
・
9
・
29

S
31
・
1
0
・
1
4
S
3
・
1
1
・
1
2

～30
・5

・21～5
37
・
9
・30

S
2
8
・
8
・
1
2
～
5
3
0
・
5
・
20

S
2
7
・
1
1
・
1
～
5
2
8
・
8
・
1
1

委
員

長
任

期

教
育
委
員
長

一
覧

表

S
55・10・11～559・

10・10
S
5
5
・
1
0
・
3
～
5
5
9
・
1
0
・
2

S
5
3
・1
0
・2
0
4
56
7
・
10
・
19

S
5
・
1
0
・
1
～
5
5
5
・
9
・
30

S
5
・
1
0
・
1
～
5
5
6
・
1
1
・
26

S
2
8
・1
1
・
2
2
～
5
5
・
11・

21

S
4
5
・
1
0
・
2
0
～
S
5
3
・
1
0
・
1
9

S
4
3
・
1
1
・
1
4
S
5
・
9
・
30

S
4
3
・
1
0
・
1
4
5
5
5
・
9
・
30

S
4
・
2
・
1
8
～
5
4
3
・
9
・
3
0

S
4
0
・
1
1
・
2
2
～
5
2
8
・
11・

21
S
33
・
10
・
1
4
5
5

・
9
・
30

新 福 中 吉 渡 田 佐 野 海 福 小
々

谷 島 原 本 辺 村 木 津原
昭 正 順 俊 達 錦 文 周 淳 藤

名 一 義子憲正昭雄一彦 子 郎正 子 一

靖
吾

藤
市
郎

H
9
・
1
0
・
1
1
～
H
1
2
・
9
・
3
0

H
4
・
1
0
・
3
～
H
9
・
9
・
3
0

H
2
・
1
0
・
4
～
H
5
・
1
0
・
2

H
元
・
1
0
・
4
A
H
2
・
1
0
・
3

S
5
3
・
1
0
・
3
～
H
元
・
1
0
・
3

S
5
8
・
1
0
・
1
8
～
5
5
9
・
1
0
・
2

S
5
7
・
1
0
・
2
6
～
5
5
8
・
1
0
・
1

S
5
6
・
1
0
・
2
2
4
S
5
7
・
1
0
・
1

S
54
・
10
・
2
4
～
5
4
6
・
1
0
・
2
1

S
5
3
・
10
・
2
4
～
5
5
4
・
1
0
・
2
3

S
5
1
・
10・
1
～
5
5
3
・
1
0
・
1
9

委委
員 員

長
任任

期 期

H
9
・
1
0
・
1
～
現
在
に
至
る

H
8
・
1
0
・
1
1
～
現
在
に
至
る

H
4
・
1
0
・
3
～
現
在
に
至
る

H
2
・
1
0
・
2
0
～
現
在
に
至
る

H
元
・
1
1
・
2
2
～
H
9
・
9
・
3
0

S
6
3
・
1
0
・
3
～
H
1
2
・
9
・
3
0

S
6
2
・
6
・
1
～
H
8
・
1
0
・
1
0

S
5
3
・
1
0
・
1
1
～
5
6
2
・
5
・
1
9

S
5
・
1
0
・
3
～
5
6
6
・
1
0
・
2

S
6
・
1
0
・
2
0
～
H
2
・
1
0
・
1
9

S
6
6
・
1
2
.
1
5
～
H
4
・
1
0
・
2

S
5
6
・
1
1
・
2
～
H
元
・
1
1
・
2
1

氏

村 辺

出 渡
辺

佐
久
間
淳

福
原
周

小小
山

藤
市
郎

中
澤 山 下

正
梅

津
三

千
澤

み
つ
る

田
俊

雄

佐
久
間

淳
子
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)教

育
長

一
覧
表
(昭
和
三
十
一
年
の
法
改
正
以
降)

生 工 森 氏

建
四
良

玉 藤 田:
勇
二 名

教
育

長
任

期
氏野
垣々
錦
一

S
5
9
・
1
0
・
1
1
～
5
6
2
・
5
・
19

H
8
・
1
0
・
1
～
現
在
に
至
る

S62
・
6
・
1
～
H
8
・
1
0
・
1
0

他
の
行
政

苫
小
牧
市
に
は
昭
和二
十
五
年
(五
〇)
以
降、
苫
小
牧
市
条
例
及び
規
則
に
基
づ
い
た
各
界
代
表
に
よ
る
次
の
よ

委
員
会
う
な
教
育
関
係
の
各
種
行
政
委
員
会、
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る。

・
苫
小
牧
市
青
少
年
問
題
協
議
会
(昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
条
例
第
一
六
号
)

同
協
議
会
は
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
法
(昭
和
二
十
八
年
法
律
第
八
三
号
)
に
基
づ
き
、
苫
小
牧
市
青
少
年
問
題
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
協
議
会

は
青
少
年
の
指
導、
育
成
、
保
護
及
び
矯
正
に
関
す
る
総
合
的
施
策
の
樹
立
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
並
び
に
連
絡
調
整
を
担
当
し
、
委
員
は、
1
市
議
会
議

員
三
人
以
内
2
関
係
行
政
機
関
の
職
員
一
一人
以
内
3
学
識
経
験
者
一
五
人
以
内
と
し
委
員
の
任
期
は
二
年
と
定
めら
れ
て
い
る
。

・苫
小
牧
市
社
会
教
育
委
員
(昭
和二
十
五
年
一
月
十
五
日
条
例
第二
号
)

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立
案、
研
究
調
査
に
関
す
る
事
項
を
担
当
し
、
委
員
の
定
数
は
一〇
人
と
し
任
期
は二
年
と
し
て
い
る
。

・公
民
館
運
営
審
議
会
(昭
和二
十
五
年
一月
十
五
日
条
例
第
四
号)

公
民
館
が
行
う
各
種
事
業
の
企
画、
実
施
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
す
る
こ
と
を
担
当
事
項
と
し
て
い
る
。
審
議
会
委
員
は
学
校
代
表、
各
団
体
代
表、
学

識
経
験
者
で
構
成
し
定
数
は
一〇
人
で
あ
る
。
な
お、
現
在
は
図
書
館
協
議
会
委
員
と
兼
務
で
あ
る
。

•図
書
館
協
議
会
(昭
和
六
十
三
年三
月
二
十
五
日
条
例
第
三
号
・
昭
和
二
十
六
年三
月
の
図
書
館
条
例
を
全
文
改
正
)

教
育

長
任任

期 期

S55・
1
0
・
1
～
5
5
9
・10・10

S
4
3
・
1
0
・
1
4
5
5
・
9
・
30

S
31
・
1
0
・
1
～
5
4
3
・
9
・
3
0

(『苫
小
牧
市
の
教
育
～
平
成
十
年
度
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
な
ど
よ
り
作
成)

福
島
正
義

佐
木々
達
雄 名

722



図
書
館
の
運
営
に
関
す
る
事
業
の
協
議
を
行
う
協
議
会
は
学
校
代
表、
学
識
経
験
者、
社
会
教
育
団
体
代
表
一〇
人
で
構
成
し、
委
員
の
任
期
は
二
年
と

し
て
いる
。
な
お、
現
在
は
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と
兼
務
で
あ
る
。

・
博
物
館
協
議
会
(昭
和
六
十
年
七
月
五
日
条
例
第
一
一号
)

会
教
育
関
係
者、
市
議
会
議
員
で
構
成
し
委
員
の
任
期
は
二
年
、
定
数
は
一〇
人
と
し
て
い
る。

博
物
館
法
第
二
〇
条
の
規
定
に
基
づ
き
同
協
議
会
が
設
置
さ
れ、
博
物
館
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
協
議
す
る
た
め、
学
識
経
験
者、
学
校
関
係
者、
社

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運
営
委
員
会
(昭
和
四
十
四
年
十
月二
十
七
日
条
例
第
三
一号
)

勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進
と
教
養
の
向
上
を
図
る
た
め
の
ホ
ー
ム
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
担
当
し
、
勤
労
青
少
年
学
識
経
験
者、
勤
労
青
少
年
の
雇

用
主
及
び
雇
用
主
の
配
偶
者、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
一
五
人
が
運
営
委
員
会
を
構
成、
二
年
任
期
で
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

・
女
性
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
(平
成
六
年
十
月
十
一
日
教
委
規
則
第三
号
)

勤
労
女
性、
家
庭
の
主
婦、
学
識
経
験
者、
勤
労
女
性
の
雇
用
主、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
ら
一
一人
で
運
営
委
員
会
を
構
成
し、
二
年
任
期
で
同
セン

タ
ー
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

・
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
審
議
会
(昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
条
例
第
一
〇
号
)

校
長
会
代
表、
P
T
A
代
表、
学
識
経
験
者
一二
人
以
内
で
構
成
す
る
同
審
議
会
は
一
年
任
期
で、
学
校
給
食
及
び
共
同
調
理
場
の
運
営
に
関
す
る
事
項

の
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

・体
育
指
導
委
員
(昭
和三
十
七
年
四
月
十
一
日
教
委
規
則
第二
号
)

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
市
民
に
対
す
る
実
技
指
導、
指
導
助
言
、
体
育
行
事
及び
事
業
に
協
力
す
る
体
育
指
導
委
員
は
、
各
域、
学
校
関
係
者、
体
育

関
係
団
体
か
ら
定
数
五
〇
人
以
内
と
し
、
二
年
任
期
で
関
係
事
項
を
担
当
し
て
い
る。

(『苫
小
牧
市
例
規
類
集
3
(
教
育
・
病
院
・
建
設)』

平
成
十
年
十
月
加
除
分
苫
小
牧
市
よ
り
作
成)
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注
(1)(2)

『現
代
用
語
の
基
礎
知
識
～
1
9
9
9
』
平
成
十
一
年
自
由
国
民
社

二、
教
育
機
関
と
教
育
団
体

苫
小
牧
市

昭
和
四
十
五
年
(一
九
七〇
)
四
月
一
日、
教
育
関
係
者
の
強
い
要
望
に
応
え
て
「苫
小
牧
市
教
育
研
究
所」
が
苦

教
育
研
究
所
小
牧
市
役
所三
階
の
教
育
委
員
会
内
に
設
置
さ
れ、
発
足
し
た。
研
究
所
開
設
以
前、
苫
小
牧
市
で
は
現
場
教
師
の
意

欲
あ
ふ
れ
る
自
主
的
な
個
人
研
究、
自
校
の
研
究
課
題
に
せ
ま
る
共
同
研
究
お
よ
び
各
種
研
究
会
や
職
能
団
体
に
よ
る
組
織
的
な
合
同
研

究
な
ど
教
育
水
準
の
向
上
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
成
果
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

市
教
育
委
員
会
は
変
転
す
る
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に、
よ
り
広
範
な
見
地
か
ら
地
域
の
実
態
を
見
極
め
一
層
科
学
的
な
調
査
に
基
づ

く
理
論
研
究、
実
践
研
究
を
は
じ
め
資
料
提
供、
教
育
相
談
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
推
進
す
る
た
め、
公
的
教
育
機
関
と
し
て
教
育
研
究
所

設
置
の
方
針
を
固
め、
同
四
十
五
年
三
月
の
市
議
会
に
「
教
育
研
究
所
設
置」
に
つ
い
て
提
案、
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

研
究
所
の
基
本
構
想
は
条
例、
規
則
に
沿
っ
て
他
の
教
育
研
究
所
と
と
も
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
が、
組
織、
運
営、
事
業
の
具
体

的
方
針
並
び
に
内
容
の
概
要
を
決
定
し、
併
せ
て
各
学
校
か
ら
研
究
委
嘱
の
意
向
を
打
診
し
、
研
究
員
の
推
薦
を
求
め、
研
究
委
嘱
校
と

研
究
員
の
決
定
を
み
た。
次
い
で、
同
年
七
月二
十
七
日
に
研
究
員、
研
究
委
嘱
校
の
初
会
議
を
開
き、
研
究
主
題
、
研
究
推
進
計
画
を

た
て
、
各
部
門
ご
と
に
協
議
を
重
ね
て
実
践
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

教
育
研
究
所
は
設
立
以
来
す
で
に三
〇
年
余
を
経
過
し
た。
高
度
な
教
育
理
念
の
も
と
具
体
的
に、
か
つ
実
践
的
に
教
育
現
場
で
す
ぐ

に
役
立
つ
教
育
研
究
が
啓
発
さ
れ、
苫
小
牧
教
育
の
流
れ
と
な
っ
て
そ
の
成
果
が
構
築
さ
れ
て
き
た。
研
究
所
の
運
営
に
か
か
わ
っ
て
き

た
運
営
委
員、
所
員、
研
究
員、
教
育
相
談
員
を
はじ
め
研
究
委
嘱
校
な
ど
に
よ
る
多
く
の
人
び
と
の
努
力
の
足
跡
は
研
究
所
の
磐
石
な
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基
盤
と
な
っ
た
。

ま
た、
歴
代
の
研
究
員
が
取
り
組
ん
で
き
た
実
践
研
究
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り、
そ

の
貴
重
な
レ
ポ
ー
ト
が
収
録
さ
れ
た
『研
究
紀
要
』
は、
す
で
に
七
八
号
を
数
え
苫
小
牧
の

最
高
の
教
育
財
産
と
な
っ
た。

一方
、
研
究
委
嘱
校
の
実
践
研
究
は
延
べ
七
六
校
に
の
ぼ
り

市
内
の
各
小
中
学
校
が
研
究
指
定
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
独
自
性
を
生
か
し
時
宜
に

か
な
っ
た
主
題
が
設
定
さ
れ
て、
学
校
ぐ
る
み
の
共
同
研
究
に
よ
る
合
意
形
成
が
図
ら
れ
展

開
さ
れ
て
き
た
。

研
究
主
題
を
大
別
す
る
と
、
1
授
業
改
善
の
研
究、
2
学
校
・
学
級
経
営
の
研
究、
3
生

徒
指
導
の
研
究
、
4
特
別
活
動
の
研
究、
5
視
聴
覚
・
放
送
・
パ
ソ
コ
ン
教
育
の
研
究
等
の

ほ
か
安
全
教
育、
体
力
づ
く
り、
学
習
評
価、
性
教
育
研
究
な
ど
に
分
類
で
き
教
育
の
全
領

域
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ、こ

の
委
嘱
研
究
は
二
ヵ
年
の
継
続
研
究
が
定
着
し、

さ
ら
に
発
展
し
て
いく
こ
と
で
あ
ろ
う
。
研
究
所
の
広
報
活
動
と
し
て
の
刊
行
物
に
所
報
「潮

流
」、
教
育
情
報
誌
「ひ
ろ
が
り」
「教
育
の
広
場」
等
が
あ
る
。
特
に
教
育
の
広
場
は
昭
和

五
十
八
年
(八
三
)
七
月
に
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ、
現
在
ま
で
に
四
六
号
の
発
刊
を
終
え
た。

道
内
で
も
ユニ
ー
ク
な
情
報
誌
で
当
面
す
る
教
育
課
題
を
取
り
上
げ
、
教
師
集
団
の
日
常
の

教
育
実
践
を
紹
介
し
な
が
ら
情
報
を
提
供
し
、
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
合
い、
学
び
合
う
素
材
と
し
て
の
問
題
提
起
を
す
る
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。

昭
和
四
十
年
代
(六
五
～)
に
入
っ
て
「教
育
相
談」
の
微
増
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
こ
の
た
め
同
四
十
五
年
度
(七
〇
)
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に
は
研
究
所
内
に
教
育
相
談
の
窓
口
が
開
設
さ
れ
た。
こ
の
こ
と
が
苫
小
牧
に
お
け
る
教
育
相
談
の
草
分
け
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
六
年

(七
一)
の十
一
月
に
は
「教
育
相
談
指
導
の
手
引
き
」
を
作
成、
各
教
育
関
係
機
関
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。

相
談
者
数
は
同
五
十
年
代
(七
五
～)
後
半
か
ら
年
う々
な
ぎ
上
り
に
激
増
し
た
。
平
成
元
年
度
(八
九)
の
相
談
件
数
は三
九
〇
件

と
な
り
過
去
最
高
の
数
値
と
な
っ
た。
個
々
の
事
例
は
領
域
分
類
が
で
き
る
ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
な
く、
あ
る
定
義
づ
け
さ
れ
た
用
語
で

く
く
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

わ
け
て
も
心
身
症
的
傾
向
の
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て、
社
会
問
題
に
ま
で
な
っ
た
「
登
校
拒
否」

一つ
と
っ
て
も
研
究
所、
学
校、
家

庭
の
み
の
対
応
で
は
対
処
し
き
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
従
っ
て
各
医
療
機
関
と
の
密
接
な
連
携
が
急
務
と
な
り、
研
究
所
で
は
あ
ら
ゆ

る
手
だ
て
を
尽
く
し
て
相
談
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
平
成
九
年
度
(九
七)
の
相
談
件
数
は
一
四
六
件
で
あ
っ
た
。

研
究
所
業
務
の
中
で
特
色
あ
る
も
の
に、
小
学
校
社
会
科
副
読
本
「の
び
ゆ
く
苫
小
牧」
の
編
集、
発
行
が
あ
る
。
こ
れ
は
研
究
所
開

設
以
前
の
昭
和三
十
年
(五
五)
八
月、
当
時
の
苫
小
牧
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
酒
井
仁
之
進、
大
矢
稔ら
が
編
集、
市
教
委
が

発
行
し
た
苫
小
牧
郷
土
読
本
「
伸び
ゆ
く
苫
小
牧」
が
初
版
で
あ
っ
た。

研
究
所
が
開
設
さ
れ
た
後
は、
研
究
所
業
務
に
包
括
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
「の
び
ゆ
く
苫
小
牧」
と
し
て
継
続
編
集
さ
れ
て
き
た。
こ

の
間、
市
の
急
速
な
発
展
に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
や
「学
習
指
導
要
領」
の
改
訂
等
で
過
去
一三
回
の
修
正、
改
訂
が
行
わ
れ
て
き
た。

ご
く
最
近
の
全
面
改
訂
は
社
会
科
教
科
書
が
横
書
き
に
な
っ
た
昭
和
六
十
二
年
(八
七
)
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
この
時
の
改
訂
版
は

初
め
て
A
四
判
の
カ
ラ
ー
印
刷
と
な
り
三
、
四
年
生
共
用
の
合
本
で
一三
七
ペ
ー
ジ
の
豪
華
版
と
な
っ
た
。
郷
土
苫
小
牧
の
具
体
的
な
社

会
事
象
や
地
域
素
材
を
教
材
化
し
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
楽
し
く
学
習
す
る
授
業
づ
く
り
へ
の
足
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

苫
小
牧
市
教

苫
小
牧
市
教
育
研
究
会
は
昭
和二
十
七
年
(五
二
)
三月
十
七
日
に、
参
加
校
一
八
校、
会
員
二
四
四
人
を
も
っ
て

育
研
究
会
発
足
し、
初
代
会
長
に
は
加
藤
虎
雄
が
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同三
十
七
年
度
(六
二
)
以
降、
わ
が
国
の
教
育
環
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境
は
勤
務
評
定、
日
米
安
保、
指
導
要
領
改
訂、
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト、
特
設
道
徳
問
題、
そ
し
て
苫
小
牧
で
は
王
子
争
議
に
よ
る
後

遺
症
な
ど
激
変
の
渦
の
中
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
現
状
認
識
か
ら
教
師
集
団
は
当
然
の
よ
う
に
、校
長
を
中
心
に
統
一
し
た
学
校
経
営
を
進
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。

苫
小
牧
西
小
の
「主
体
的
学
習」、

勇
払
中
の
「V
T
R
放
送
教
育」、

光
洋、
和
光
中
の
「特
設
道
徳
の
具
体
的
研
究」
な
ど
が
そ
の
典

型
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
勇
払
小
の
「道
徳
教
育
の
方
法」
に
啓
発
さ
れ
た
各
学
校
は
年
次ご
と
に
継
続
研
究
の
積
み
上
げ
方
式
を

導
入
し
て
い
っ
た
。

苫
小
牧
市
の
急
速
な
発
展
に
よ
る
新
設
校
と
大
幅
な
人
事
異
動
か
ら
他
管
内
か
ら
の
転
入
教
職
員
が
急
増
し
地
域
が
広
く
な
り、
同
研

究
会
の
会
員
数
も
増
大
し
て
い
っ
た。
し
か
し
、
教
職
員
本
来
の
研
修
活
動
と
組
合
活
動
に
対
す
る
討
議
が
不
十
分
で、
市
教
育
研
究
会

の
全
員
参
加
に
よ
る
研
修
体
制
は、
つ
い
に
組
合
分
裂
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
。
昭
和
四
十
年
(六
五)
五
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
市
の
教
職
員
は
四
分
五
裂、
北
教
組、
苫
教
組、
無
所
属、
校
長
会、
教
頭
会
に
分
か
れ
職
員
室
に
は
重
苦
し
い
空
気
が
漂
い

反
目
の
日
々
が
続
い
た。
こ
の
よ
う
な
異
常
事
態
の
中
で
苫
小
牧
教
育
の
停
滞
を
憂
え
る
同
志
は
次
第
に
打
開
策
を
求
め
て
動
き
出
し
、

同
四
十
一
年
(六
六)
七
月
「苫
小
牧
市
教
育
研
究
会
連
絡
協
議
会」
の
創
立
総
会
を
開
催、
会
長
に
近
江
謙
三
清
水
小
学
校
長
を
選
出

し
て
市
教
育
研
究
会
の
再
建
に
乗
り
出
し
た
。

単
位
研
究
会
が
次
と々
再
発
足
し
、
組
合
の
分
裂
に
関
係
な
く
ほ
と
ん
ど
の
教
職
員
が
自
ら
の
研
修
の
場
を
求
め
て
加
入
し
た
。
従
前

の
教
科
研
究
部
会、
教
科
外
研
究
部
会
は
直
ち
に
再
出
発
し
た。

再
発
足
直
後
に
登
録
さ
れ
た
単
位
研
究
部
会
は
十
七
部
会
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後、
図
書
館、
教
育
評
価、
特
殊
教
育、
生
徒
指
導
な

ど
の
研
究
部
会
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
単
位
研
究
会
の
研
究
行
事
や
対
外
的
な
交
渉
窓
口
は
一切、

連
絡
協
議
会
が
あ
た
り

市
教
育
委
員
会
と
の
補
助
金
交
渉
に
も
当
た
っ
て
い
た
。
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ま
た、
単
位
研
究
会
への
加
入
に
つ
いて
は
強
制
化
を
避
け
て
任
意
加
入
制
と
し
た
が、
全
員
加入
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
対
立
感
情
や
イ
デ
オ
ロギ
ー
の
持
ち
込
み
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
「学
テ
問
題
の
審
理」
が
進
む
昭

和
四
十
五
年
(七
〇
)
ご
ろ
か
ら
北
教
組
と
道
教
委
と
の
対
立
関
係
が
激
し
さ
を
増
し
、
北
教
組
苫
小
牧
市
支
部
も
同
研
究
会
連
絡
協
議

会
に
対
し
研
究
会
の
「自
主、
民
主、
公
開
」
の三
原
則
を
掲
げ
て
、
年
二
回
の
全
体
研
究
会
へ
の
不
参
加
体
制
を
指示
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
何
と
か
打
開
し
よ
う
と
同
連
絡
協
議
会
の
幹
部
は、
再三
に
わ
た
り
北
教
組
苫
小
牧
市
支
部
執
行
部
と
交
渉
を

続
け
た
が
妥
協
点
を
見
出
せ
ず、
結
局、
同
四
十
九
年
度
(七
四)
ま
で
は
一
部
不
参
加
者
を
出
し
な
が
ら
全
体
研
究
会
を
続
け
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

同
五
十
年
(七
五)
に
な
っ
て
苫
小
牧
市
教
育
研
究
会
連
絡
協
議
会
(会
長
・
佐
藤
誠
治
和
光
中
学
校
長)
は
北
教
組、
苫
教
組
の
両

執
行
部
と
徹
底
し
た
話
し
合
い
を
幾
度
と
な
く
繰
り
返
し
、
難
航
の
末
に
よ
う
や
く
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
年
四
月
三
十
日
に

市
内
全
教
職
員
参
加
の
も
と
に
教
育
研
究
会
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

役
員
構
成
で
は
佐
藤
が
会
長
に
就
任
し
、
教
頭
会、
北
教
組、
苫
教
組、
無
所
属
の
各
組
織
を
網
羅
し
た
中
から
選
出
す
る
と
い
う
苦

心
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
こう
し
て
苫
小
牧
市
内
七
〇
〇
人
の
全
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
た
の
は、
実
に
十
年
間
も
の
空
白
の
後
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

同
五
十
九
年
(八
四)
か
ら
同
六
十
年
代
(八
五
～)
に
か
け
て
教
育
現
場
は
生
徒
の
問
題
行
動
が
表
面
化
し、
い
わ
ゆ
る
「荒
れ
る

学
校」
が
出
現
し
た。
特
に
中
学
校
で
は
生
徒
の
世
代
闘
争
と
も
い
え
る
校
内
暴
力、
つ
っ
ぱ
り
、
い
じ
め
問
題
が
起
こ
り
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
の
低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

学
校
や
教
師
の
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
だ
け
に、
各
研
究
部
会
を
はじ
め
市
教
育
研
究
大
会
や
市
P
T
A

研
究
大
会
な
ど
で、
こ
と
あ
る
ご
と
に
父
母
お
よ
び
一
般
市
民
に
呼
び
か
け、
教
育
の
現
状
を
訴
え
理
解
と
協
力
を
求
め
る
運
動
を
精
力
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的
に
展
開
し
た
。

(
)
は
会
員
数

教
科
部
会

1
国
語
教
育
研
究
部
会
(四
八)

4
理
科
教
育
研
究
部
会
(五
一)

7
保
健
体
育
教
育
研
究
部
会
(三
五
)
8
造
形
教
育
研
究
部
会
(八
三
)

10)英
語
教
育
研
究
部
会
(二
一
)

教
科
外
部
会

1
特
別
活
動
研
究
部
会
(一九
)

4
書
教
育
研
究
部
会
(九
)

7
演
劇
教
育
研
究
部
会
(一三
)

10)新
聞
教
育
研
究
部
会
(六
六
)

特
別
部
会

1
学
校
事
務
研
究
部
会
(三
八
)

4
養
護
教
員
研
究
部
会
(三
六)

3
算
数
・
数
学
教
育
研
究
部
会
(五
一)

6
音
楽
教
育
研
究
部
会

(三
七
)

9
技
術
・
家
庭
教
育
研
究
部
会
(一九
)

3
生
徒
指
導
研
究
部
会
(二
二
)

6
図
書
館
教
育
研
究
部
会
(三
三
)

9
国
際
理
解
教
育
研
究
部
会
(二
一)

(四)
進
路
指
導
研
究
部
会
(一
一)

2
特
殊
教
育
研
究
部
会
(六
一
)

3
複
式
教
育
研
究
部
会
(八
)

校
長
会

(『第
二
四
回
定
期
総
会
議
案
書
～
研
究
部
会
の
会
員
数
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
研
究
会)

苫
小
牧
に
校
長
会
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
(四
七)
四
月
の
こ
と
で、
苫
小
牧
西
小
学
校
長
の
萬
谷
直

と
教
頭
会
吉
が
初
代
会
長
に
選
任
さ
れ、
同三
十
五
年
(六
〇
)
三月
ま
で
の
一
四
年
間、
苫
小
牧
教
育
界
の
重
鎮
と
し
て
そ
の
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苫
小
牧
市
教
育
研
究
会
の
平
成
十
年
度
研
究
部
会

2
社
会
科
教
育
研
究
部
会
(四三
)

5
生
活
科
教
育
研
究
部
会
(一
二
)

2
道
徳
教
育
研
究
部
会
(二
二
)

5
視
聴
覚
教
育
研
究
部
会
(二
三
)

8
環
境
公
害
教
育
研
究
部
会
(三
一)



苫
小
牧
市
史
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補
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責
務
を
果
た
し
た
。
な
お、
本
会
は
胆
振
管
内
校
長
会
に
所
属
し
て
い
た
。
昭
和二
十三
年
(四
八
)
四
月
一日、

苫
小
牧
は
市
制
施
行

に
よ
り
苫
小
牧
市
校
長
会
を
設
立、
市
内
全
小
中
学
校
長
(一
〇
人
)
が
そ
の
構
成
員
と
な
っ
た
。

同
四
十
二
年
(六
七)
四
月
に
は
全
道
的
な
動
き
も
あ
っ
てこ
れ
ま
で
の
小
中
学
校
長
会
が
分
化
し
て
、
苫
小
牧
市
小
学
校
長
会
と
苦

小
牧
市
中
学
校
長
会
に
分
か
れ
た。

苫
小
牧
市
教
頭
会
は
同
四
十
一
年
度
(六
六)
か
ら
全
道
一
斉
に
各
支
庁
別
に
校
長
昇
任
試
験
が
実
施
さ
れ、
こ
れ
に
よ
り
全
道
教
頭

会
の
組
織
化
が
進
ん
だ
。
本
会
で
は
同
四
十
三
年
(六
八)
に
北
海
道
公
立
学
校
教
頭
会
に
加
盟
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

校
長
会
・
教
頭
会
一
覧
表

名
称

松 山 板

岡 川 垣
会
長
名

勝

昭 修 晨

啓
北
中
学
校

和
光
中
学
校

泉
野
小
学
校

所
属

会
員
数三六 一四

二
一

=
13年

4
月

=
42年
4月

昭
和
2
年
4
月

設
立
年
月
日

備
考

(『教
育
名
簿』

平
成
1
年
度
苫
小
牧
市
教
育
研
究
所)

苫
小
牧
市
教
頭
会

苫
小
牧
市
中
学
校
長
会

苫
小
牧
市
小
学
校
長
会

『苫
小
牧
市
教
育
研
究
所
報
告
”
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
研
究
所

注
(
1
)
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苫
小
牧
市
の

三
、
学
校
給
食
と
学
校
保
健

本
市
に
お
い
て
本
格
的
な
学
校
給
食
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
昭
和二
十
三
年
(一九

四
八
)
七
月
に
「苫
小
牧
市
学

学
校
給
食
校
給
食
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
初
期
の
学
校
給
食
は、
P
T
A
会
費
の
中
で
実
施
さ
れ、
学
校
給
食

委
員
会
は
企
画、
運
営、
物
資
購
入
、
調
理
の
奉
仕
な
ど
に
お
い
て
積
極
的
に
協
力
し
た
。

同
二
十
八
年
(五
三
)
六
月
に
は、
児
童
の心
身
の
健
全
な
育
成
と
国
民
の
食
生
活
の
改
善
を
う
た
っ
て
「学
校
給
食
法」
が
公
布
さ

れ
た
。
当
初
の
学
校
給
食
は
各
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
学
校
間
に
お
い
て
か
な
り
の
格
差
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る。

同
四
十
三
年
(六
八
)
五
月
六
日、
苫
小
牧
市
に
第
一
学
校
給
食
共
同
調
理
場
(給
食
セ
ン
タ
ー
)
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
「セン

タ
ー
方
式
」
と
な
っ
て
従
前
の
「自
校
給
食
方
式」
は
一
部
を
除
き
姿
を
消
し
た。
食
材
料
費
の
安
価
仕
入
れ、
栄
養
基
準

の
確
保、
さ
ら
に
は
現
場
教
師
の
給
食
業
務
か
ら
の
開
放
な
ど
、
そ
のプ
ラ
ス
面
が
多
く
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。

た
だ、
給
食
費
を
め
ぐ
り
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
起
こ
っ
た
。
同
四
十
二
年
(六
七
)
の
文
部
省
の
発
表
で
は、

一食
あ
た
り
平
均
単
価

が
富
山
県
の
四
六
円
四
四
銭、
山
形
県
の
四
四
円
四
六
銭
が
上
位
を
占
め、
北
海
道
は
三
三
円
六
一銭、

苫
小
牧
市
は三
六
円
で
あ
っ
た
。

文
部
省
が
同
四
十
三
年
(六
八
)
の
給
食
費
補
助
金
と
し
て
算
出
し
た
一
食
単
価
で
は
、
小
学
校
で
三
九
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
か
ら
苫
小

牧
市
の
三
六
円
は
下
位
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。

苫
小
牧
市
学
校
給
食
会
は
同
四
十
三年

(六
八)
五
月
の
第
一
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
開
設
と
同
時
に
発
足
し
、
主
と
し
て
学
校
給

食
会
計
の
運
営
管
理
に
当
た
る
こ
と
と
し
た
。
会
長
は
教
育
長
と
し
、
副
会
長
は
学
校
教
育
部
長、
校
長、
P
T
A
代
表
の
三
人
と
し
た
。

理
事
は
校
長、
P
T
A
代
表
で
構
成
し
、
業
者
選
定、
物
資
購
入、
給
食
献
立
、
給
食
指
導
の
四
専
門
委
員
会
を
設
け、
よ
り
良
い
学
校
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

ランチルームでの給食風景 給
食
の
会
計
運
営
に
当
た
っ
た。

ま
た、
苫
小
牧
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
審
議
会
は、
同
調
理
場
の
適
正
な
運

営
を
図
る
た
め
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
同
調
理
場
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す

る
と
し
小
学
校
長、
中
学
校
長
、
小
学
校
P
T
A
会
長、
中
学
校
P
T
A
会
長
、
苫
小

牧
保
健
所、
医
師
会、
薬
剤
師
会、
市
議
会、
駒
澤
短
期
大
学、
商
工
会
議
所、
市
経

済
部
長
ら
学
校
給
食
に
つ
い
て
識
見
を
有
す
る
者
(一
一人
)
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

ふれあいツランチルーム

ありがとう

給
食
費
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
一
年
度
(七
六
)
ま
で
小
学
校
で
は
年
額
二
万
四、

〇
〇
〇
円
、
月
額二
、
〇
〇
〇
円
で
、
一食
当
た
り
一二
〇
円
、
中
学
校
で
は
年
額二

万
八
、
八
〇
〇
円
、
月
額二
、
四
〇
〇
円
で
、
一食
当
た
り
一
四
四
円
で
あ
っ
た
が
、

次
表
の
よ
う
に
据
え
置
き
期
間
を
置
き
な
が
ら
も、
物
価
の
上
昇
、
人
件
費
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
給
食
費
の
大
幅
な
増
額
が
あ
っ
た。
す
な
わ
ち、
平
成
十
年
度
(九
八
)
に

は、
小
学
校
で
は
年
額
で
一
万
六、
二
〇
〇
円
ア
ッ
プ
の
四
万
二
〇
〇
円、
月
額
で
一、

三五
〇
円
ア
ッ
プ
の
三
、
三五
〇
円
(約
一
・六
七
倍)
に
上
昇
し、
中
学
校
で
は
年

額
で
一
万
八、
九
六
〇
円
ア
ップ
の
四
万
七、
七
六
〇
円、
月
額
で
一、
五
八
〇
円
ア
ッ
プ
の
三
、
九
八
〇
円
(約
一・六

六
倍)
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
平
成
八
年
度
(九
六
)
苫
小
牧
市
の
月
額
給
食
費
(小
学
校三
、
一五
〇
円、
中
学
校三
、
七
五
〇
円
)
を
、
全
道
・
全

国
に
比
較
し
て
み
る
と
、
小
学
生
は
全
道
平
均
(三
、
五
〇
三
円)
よ
り
三
五
三
円
、
全
国
平
均
(三
、
六
三
一
円
)
よ
り
四
八
一
円
安

く
、
中
学
校
も
全
国
平
均
(四、

一五
八
円)
よ
り
四
〇
八
円、
全
国
平
均
(四、

一五
九
円)
よ
り
四
〇
九
円
安く
な
っ
て
い
た。 1

こ
の
間、
学
校
給
食
は
教
育
の
一環
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が、
よ
り
効
率
的
な
運
営
と
経
営
の
た
め、
民
間
委
託
も
検
討
さ
れ
て
お
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4
年
度

3
年
度

2
年
度

6
年
度

162年
度

61年
度

60年
度

59年
度

68年
度

57年
度

5
年
度

5
年
度

54年
度

63年
度

62年
度

11年
度

昭
和
50年
度 度

三
一五〇

円
一九
四
円

三、一五〇
円

二、九
五
〇
円

二、九
五
〇
円

二、九五〇
円

二一
九五〇円

二、九
五〇
円

一七
七
円

二、九
五〇
円

一七
七
円

二、九
五〇
円

二、八
五〇
円

二、八
五〇
円

二、七
五
〇円

二、五〇
〇
円

二、三
〇
〇
円

二、二
〇
〇
円

二、二
〇
〇
円

二、〇
〇
〇
円

二、〇
〇
〇
円 額

一九
四
円

一七
七
円

一七七円
一七
七円

一七
七
円

四
三
・一
五
円

四二
・七三
円

三
九
・九
七
円

四〇
・九
八
円
二
九・三
四円

四〇・六
〇
円

二
九・三
四
円

三九
・九〇
円

二八・三
四
円

三八
・六三
円

二八・三
四
円

三
四・六
九
円

二八・三
四
円

三三
・二
四
円

二八
・一四
円

八
八・五
二
円

三〇
五
〇
円

二、八
五〇
円

二、六
五
〇
円

二、六
五
〇
円

二、四〇
〇
円

一四
四
円

二、四〇
〇
円 額

二三
〇
円

二三
〇
円

三
五〇
〇
円

二
一〇
円

三
五
〇
〇
円

二
一〇
円

三
五
〇
〇
円

三
五
〇
〇
円

二
一〇
円

二
一
〇
円

二
一〇
円

五
三
・〇
五
円

五
五・〇
七
円

二
九・九八

円

五
〇・五三

円
二
九・三
四
円

二
九・三
四円

四
九・九八

円
二八
・三
四円

四
八・九
一
円

二八・三
四
円

二八・三
四
円
二二二二

・七
六
円

四
四・九
五
円

二八・一四
円

一〇
九
・九
一円

四
一・一六

円
二
七・三
五
円
一〇
二・四九円

二七・三
五
円

二
六・八
七円

九
四・八

四
円

八
五・〇
八
円

八
九・二
七
円

お
か
ず 訳

苫
小
牧
市
学
校
給
食
費
の
推
移
一
覧
(昭
和
五
十
年
以
降
)

一四二・五三
円

一四六・六
八
円

一二
二・八三

円
一二
〇・一

六
円

一二
四・二
六
円

一二
二
二
二
円

一二
四・九

五
円

一三
〇・一三

円
一二
七・五

七円

一二
六・七
五
円

一二
五・七八

円

二
〇
四
円

一九
八
円

一八
三
円

一七
一円

一五九円
三
八
・五
一
円

三
七
・二
九
円

三
三・五
九
円

二五
・三
三
円

三
一・五
六
円

二
三・〇
七
円

一主
食
食

学

三
〇
・七
一
円

三
〇・五

四円
三
〇
・二
一
円

五
九・五
八
円

三
〇
・二
六
円

五
六・〇

四
円

二
九
・七
〇
円

牛 単

単
価乳

一
食
単
価

五
六・七
六
円

五
二・七八円
五
六
・九
六
円

四
七・七二

円
四
四・五〇

円
三
〇・二

一円
一〇
二
・二
九
円

九
九・〇
二
円

二
九・七
〇
円

一〇三
・〇
八
円

二
九・九八

円
一〇
四
・二
九
円

二
九・九八

円
一〇
七
・〇
五
円

一〇
六・六
八
円

一〇
七・〇

六
円

一〇
二
・七
六
円

一〇
四・〇
三円

一〇
一・九
七円

内
お
か
ず 訳 訳

三
七
五
〇
円

三
七
五〇
円

中

一五
九
円

六
六・七
五
円

七〇
・七
八
円

主
食
食

三
〇
・七
一円

三〇
・五
四
円

単牛
乳

単
価

内
価 校

一
二三
・五二

円
一
一七・八

八
円

七三
・三
四
円

七
四・九

四
円

二七・九二
円

二五
・三
三
門

一
二〇
円

一
食
単
価

学四
九・七
七
円

四
五・五
八
円

一

三〇・一
一円

三三一
三
一円

二
七・三
五
円

八〇
・五
四
円

二
七・三
五
円

二
五・八
七円

二三
・〇
七
円

月 小

一三
八
円

二三三二
円

一
三二
円

一二〇
円

三〇・一九
円

二六
・一
五
円

七
七円

一七
一円

一七
一円

一五
〇
円

一五〇
円

九
三
・一
四円

内
校

り、
過
去
に
も
食
中
毒
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
お
り、
児
童
・
生
徒の
給
食
だ
け
に
そ
の
点
で
は
最
善
を
尽
く
て
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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月三
、四〇

〇
円

三
四〇
〇
円

三、五
〇
〇
円

三
五〇
〇
円

三、五
〇
〇
円

二
一
〇
円

二
〇
四
円

三
三
〇
〇
円

四
六・九〇

円

一四四円

五
八・八〇

円
二
九・九
八
円

二
一〇
円

三〇
・二
五
円

平
成
元
年
度

年



(『学
校
給
食
の
概
要
～
別
表
』
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
よ
り
作
成)

10年
度

9
年度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

平
成
5
年
度

三
三
五〇円

三
一五
〇
円

三、一
五〇
円

三
一
五
〇
円

三
一五〇

円

三
一
五〇
円

二
〇
六
円

一九
四
円

一九
四
円

一九
四円

一九
四
円

一九
四
円

五
七・八
五
円

五
三・七七円
五
〇・二
〇
円

四
八
・
一一
円

四
八・六
一
円

四
七・九
六
円

三
二・四〇

円
三
二・四一円
三
一・七
九
円

三
一・二
五
円

三
一・二
四円

三
一・二
四
円

一
一五
・七
五
円

一〇
七・八二

円

一一二
・〇
一
円

一一
四・六
四
円

一
一四・一五

円

一一
四・八〇

円

三、九
八〇
円

三
七
五
〇
円

三
七
五〇
円

三
七
五〇
円

三
七
五〇
円

三、七
五〇
円

二
四
五
円

二三
〇
円

二三
〇
円

二三
〇
円

二三
〇
円

二三
〇
円

〇・五
一

〇・四
三

〇・三
八

ビ
タ

ミ
ン〇・七
〇

〇・五
九

〇
・五
三

3
2

容

中
学
生

小
学
高
学
年

小
学
低
学
年 年

週
5
回

週
1
回

週
1
回

週
3
回 回 八
二
〇

六
八
〇

六
一五

K
c
a
l

エ
ネ
ル
ギ
ー中
学
校

小
学
校
月
・
水
・
金

三三二
・〇

二
七
・〇

二
三・五 グラ

～
三
〇
%

ギ
ー
の
二
五

摂
取
エ
ネ
ル

脂
肪

四三
〇

三
三
〇

二
七
〇

ー
ム

ゆう
カ
ル
シ
ュ

鉄四・〇
三
・三
三二・
一 mg

七
五
〇

七一三
六三
八

七
一・五
三
円

三三二
・四
〇
円

五
五
・九
九
円

五〇
・二
四
円

五
七・七三

円
三
一・二
五
円

三
一・二
四
円

三
一・二
四
円

一四
一・〇

七
円

一三
一・六
〇
円

一三
七
・九
七
円

一四
一・〇
二
円

一四
〇・一

四
円

一四〇・九〇
円

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

(『学
校
給
食
の
概
要
』
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市
学
校
給
食
共
同
料
理
場)

学

牛
乳

め
ん
類

パ
ン

ご
は
ん

品
目

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
、
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
、
そ
ば
等
(い
ず
れ
も
ホ
ッ
ト
め
ん
)

パ
ン
、
ジ
ャミ
ー
パ
ン
、
バ
ター
パ
ン
、
黒
糖パ
ン、
甘
納
豆
パ
ン
等

ま
ぜ
ご
飯、
手
巻
き
す
し
、
ち
ら
し
寿
司
等

内

苫
小
牧

市
の
給

食
献
立

蛋
白
質月
・
火
・
木

数 数

ス
ラ
イ
ス
パ
ン
、
メ
ロ
ン
パ
ン
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
ハ
ン
バ
ー
グ
パ
ン
、
レ
ー
ズ
ン

C

二
十
二 1

苫
小
牧
市
の
栄
養
基
準

A

五
八・五二

円
五
七・八
六
円

二三二・四
一円

三
一・七
九
円
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苫
小
牧
市
の

苫
小
牧
市
学
校
保
健
会
(会
長
・
佐
久
間三
八
王
子
病
院
院
長
)
は、
昭
和三
十
九
年
(六
四)
二
月
に
設
立
さ
れ

学
校
保
健
会
た。
こ
れ
は
同
三
十
三
年
(五
八)
施
行
の
「学
校
保
健
法」
及
び
「学
校
保
健
法
施
行
令」
等
、
一
連
の
法
令
に

よ
っ
て
学
校
に
お
け
る
健
康
診
断、
伝
染
病
予
防、
環
境
衛
生、
安
全
点
検
等
に
つ
い
て
の
実
施
方
法
や
基
準
な
ど
を
具
体
的、
効
果
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
研
究
活
動
を
進
め、
児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
学
校
薬
剤
師
の
設
置
、
就
学
時
の
健
康
診
断
が
新
し
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た、
「学
校
安
全

法
」
「学
校
給
食
法」
の
施
行
と
と
も
に
学
校
に
お
け
る
健
康
増
進
の
重
要
性
が
位
置づ
け
さ
れ
た
こ
と
も
「学
校
保
健
会
」
設
立
の
背
景

に
あ
っ
た
。

同
保
健会
の
会
員
は
幅
広
く
小
中
学
校、
高
校
の
教
師、
養
護
教
諭
を
は
じ
め
幼
稚
園、
学
校
医、
学
校
歯
科
医、
学
校
薬
剤
師、
P

T
A
会
員、
学
校
保
健
関
係
者
ら
で
組
織
化
さ
れ
て
講
演
会、
講
座、
研
究
発
表
会
等
が
開
か
れ
研
究
成
果
と
そ
の
実
績
が
構
築
さ
れ
て

い
っ
た
。

市
内
の
児
童
生
徒
の
健
康
診
断、
予
防
接
種、
健
康
管
理
等
に
つ
い
て
は
学
校
医
部
会
が
単
独
で
市
教
委
と
交
渉
し
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
同
五
十
年
代
(七
五
～)
に
入
り
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い、
小
児
科、
内
科
医
師
の
み
で
は
定
数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、

し
か
も
学
校
保
健
あ
る
い
は
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
地
域
医
療
の
中
で
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ、
こ
れ

を
医
師
会
直
轄
の
事
業
と
し
て
全
会
員
の
協
力
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
同
五
十
四
年
(七
九
)
四
月
十
六
日
の
学
校
医
部
会
総
会
に
提

案
さ
れ
て
医
師
会
へ
の
移
管
を
承
認、
正
式
に
学
校
保
健
委
員
会
が
発
足
し
た
。

同
医
師
会
内
に
学
校
保
健・
学
校
医
委
員
会、
小
児
成
人
病
対
策
委
員
会
、
学
校
心
臓
検
診
委
員
会
の
三
委
員
会
を
平
成
六
年
度
(九

四)
から

「学
校
保
健
部
会
」
に
統
合
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編
)

注
(1)

『学
校
給
食
概
要
』
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

第
二
節
教
育
の
抱
え
る
問
題
点

心
の
豊
か
さ

一、
新
し
い
問
題
へ
の
取
り
組
み

高
齢
化、
高
度
情
報
化、
国
際
化
な
ど
の
急
激
な
社
会
変
化
と
と
も
に
、
科
学
技
術
が
著
し
く
進
歩
し、
自
由
時
間

が
増
大
す
る
な
か
で
、
人
び
と
の
価
値
観
は
「
物
の
豊
か
さ
」
か
ら
「心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き

た
。 教
育
の
到
来

一方
で
は、
市
民
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
関心
と
意
欲
が
高
ま
り、
生
活
の
な
か
に
楽
し
み
や
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
た
め
の
趣
味
や

教
養
の
学
習
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
た
り、
経
験
や
知
識
を
発
揮
し
て
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
、
個
人
の
自
発
性
や
主
体
性
に
も
と
づ
き
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
年
代
(七
五
～)
以
降、
「ゆ
と
り
の
あ
る
教
育」
「人
間
性
豊
か
な
教
育」
を
目
標
と
し
な
が
ら
「教
育
危
機」
と
い
わ
れ

る
事
態
を
避
け
る
こと
は
で
き
な
か
っ
た。
わ
が
国
の
教
育
改
革
を
目
指
す
中
央
教
育
審
議
会
が
設
置
さ
れ、
当
面
す
る
教
育
課
題
を
ふ

ま
え
教
育
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
文
部
省
へ
答
申
さ
れ
て
き
た。
特
に
平
成
三
年
(九
一)
四
月
の
審
議
会
最
終
答
申
は
「生
涯

学
習
の
基
盤
整
備
に
つ
いて
」
に
よ
っ
て
基
本
方
向
が
示
さ
れ、
教
育
改
革
の
推
進
策
が
提
案
さ
れ
た
。
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高
度
経
済
成
長
が
も
た
ら
し
た
社
会
環
境
の
激
変
に、
文
部
省
は
中
央
教
育
審
議
会
や
臨
時
教
育
審
議
会、
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申

を
受
け
「心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る
生
涯
学
習
の
重
視
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
に
お
い
て
は、
豊
か
な
文
化
都
市
の
基
礎
を
築
く
と
と
も
に、
自
然
条
件
を
生
か
し
た
工
業
都
市
化
へ
の
着
実
な
歩
み
に
よ

り
、
道
南、
道
央
に
お
け
る
経
済、
文
化
の
進
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
現
象
に
伴
う
人
間
疎
外

や
生
活
環
境
の
複
雑
化
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
が
生
じ
た
。

し
た
が
って
苫
小
牧
市
の
求
め
る
都
市
像
は、
市
民
憲
章
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
豊
か
な
大
自
然
の
な
か
で
高
度
の
福
祉
と
文

化
を
調
和
さ
せ
、
相
互
の
愛
情
と
強
い
連
帯
意
識
に
結
ば
れ
た
市
民
す
べ
て
が
生
き
が
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が、

よ
り
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
生
涯
教
育
の
視
点
か
ら
、
家
庭
教
育、
学
校
教
育、
社
会
教
育
など
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
場
を
通
し

(1)
て
目
標
達
成
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
心
の
豊
か
さ
教
育
の
到
来
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
教
育
目
標

苫
小
牧
市
に
お
い
て
は、
草
創
の
頃
か
ら
多
く
の
す
ぐ
れ
た
先
駆
者
が
北
国
の
厳
し
い
自
然
を
克
服
し
、
進
取
の
気
性
と
磨
か
れ
た
知
性
を
発
揮
し
て
豊

か
な
文
化
都
市
の
基
礎
を
築
く
と
と
も
に、
自
然
条
件
を
生
か
し
た
工
業
都
市
化
へ
の
着
実
な
歩
み
に
よ
り、
道
南、
道
央
に
お
け
る
経
済、
文
化
の
進
展

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
現
象
に
と
も
な
う
人
間
疎
外
や
生
活
環
境
の
複
雑
化
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
も
生
じ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
本
市
の
求
む
べ
き
都
市
像
は、
市
民
憲
章
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
豊
か
な
大
自
然
の
中
で
高
度
の
福
祉
と
文
化
を
調
和
さ
せ
、
相
互

の
愛
情
と
強
い
連
帯
意
識
に
結
ば
れ
た
市
民
す
べ
て
が
生
き
が
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は、
生
涯
学
習
の
視
点
から
、
家
庭
教
育
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
場
を
通
し
て
目
標
達
成
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
り
ま
す
。
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強
じ
ん
な
身
体
と
豊
か
な
教
養
を
も
つ
文
化人

1二
道
義
を
重
ん
じ
進
ん
で
住
み
よ
い
郷
土
を
建
設
す
る
社
会
人

三
お
う
盛
な
開
拓
精
神
と
勝
れ
た
科
学
的
技
術
を
も
つ
生
産
人

(『苫
小
牧
市
の
教
育』

平
成
六
年
度
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
)

学
校
週

文
部
省
は
平
成
四
年
(九二

)
三
月
二
十
三
日、
全
国
各
市
町
村
教
育
委
員
会
に
「学
校
週
五
日
制の
実
施
に
つ
い

五
日
制
て」
(文
初
小
第
一一
六
四
号)
の
通
達
を
出
し
た。
同
号
の
通
達
で
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
し、

幼
稚
園、
小
学
校、
中
学
校、
高
等
学
校
並
び
に
盲
学
校、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
に
お
い
て
同
年
九
月
一
日
から
毎
月
の
第
二
土
曜
日

(2)
を
休
業
日
と
す
る
学
校
週
五
日
制
を
実
施
す
る
と
いう
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
制
度
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
は、
教
育
の
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
起
こ
っ
た
。
子
ど
も
の
学
校
外
で
の
休
日
生
活
を
世
話
す

る
態
勢
が
整
わ
な
い
ま
ま
休
日
が
増
え
る
と
、
非
行
に
走
り
は
し
な
い
か、
塾
通
い
に
拍
車
が
か
か
っ
て
子
ど
も
の
受
験
戦
争
が
一層
あ

お
ら
れ
は
し
な
い
か、
と
い
っ
た
親
た
ち
の
意
見
が
強
ま
る
一
方、
土
曜
日
四
時
間
の
授
業
を
他
の
週
休
に
移
し
て
消
化
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
に
時
間
的
ゆ
と
り
も
な
く
な
る
し
、
教
員
の
労
働
強
化
を
招く
も
の
だ
と
い
う
教
員
間
の
意
見
も
高
か
った。

こ
の
通
達
を
受
け
た
市
教
育
委
員
会
で
は
学
校
五
日
制
の
潤
沢
な
推
進
に
向
け
て
検
討
す
る
「苫
小
牧
市
学
校
週
五
日
制
推
進
委
員
会
」

(関
寺
恭
朗
委
員
長
)
を
設
置
し
た
。
委
員
は
子
ど
も
の
育
成
に
か
か
わ
る
関
係
者、
小
中
学
校
長
会、
P
T
A
連
合
会
、
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
など
幅
広
い
十
五
団
体
の
代
表
二
十
人
で
構
成
さ
れ、
土
曜
日
分
の
授
業
時
数
の
確
保
を
検
討
す
る
学
校
部
会
と
、
子
ど

も
た
ち
の
受
け
皿
や
家
庭
で
の
親
子
の
ふ
れ
あ
いの
促
進
を
話
し
合
う
学
校
外
部
会
で
組
織
さ
れ
た
。

同
推
進
委
員
会
は二
回
目
の
会
議
から
実
質
的
な
討
議
に
入
り、
学
校
関
係
機
関
か
ら
は
週
五
日
制
で
減
る
土
曜
日
分
の
授
業
の
確
保、

新
学
習
指
導
要
領
に
伴う
新
し
い
学
力
観
の
認
識、
地
域
の
受
け
皿
を
知ら
せ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワー
ク
の
整
備、
五
日
制
実
施
後
の
経
過
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学校5日制推進委員会の報告書提出

の
ま
と
め
や
問
題
点
に
対
応
す
る
機
関
の
設
置、
受
験
産
業
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た。

父
母
は、
留
守
家
庭
児
童
、
生
徒
の
受
け
皿
の
用
意、
受
け
皿
役
と
し
て
の
P
T
A
の
役
割
の
見
直
し、
青
少
年
非
行
の
増
加
に
つ
い

て
の
憂
慮
な
ど
を
挙
げ、
地
域
団
体
は
企
業
に
向
け
た
週
休
二
日
制
普
及
促
進
の
働
き
か
け、
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
地
域
指
導
者
の

明
確
な
位
置
付
け
を
必
要
と
し
た
課
題
解
決
へ
の
基
本
的
方
策
が
検
討、
協
議
さ
れ
た
。

同
推
進
委
員
会
は
平
成
四
年
(九
二
)
八
月
四
日
に
第
六
回
目
の
会
議
を
開
き、
九
月
か
ら
始
ま
る
学
校
週
五
日
制
推
進
に
つ
い
て
協

議
し
て
き
た
事
項
の
報
告
書
を
市
教
委
に
提
出
し
た
。
報
告
書
で
は
新
学
力
観
に
た
っ
た
授
業
の
あ
り
方、
教
育
水
準
の
維
持
と
学
習
負

担
、
学
校
週
五
日
制
に
対
す
る
父
母
の
啓
発
と
家
庭
の
教
育
力、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成

と
非
行
防
止
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
な
ど
の
現
状、
課
題
、
推
進
方
策
が
箇
条
書

き
さ
れ、
学
校
教
育、
家
庭、
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

一方
、
苫
小
牧
市
中
学
校
長
会
(会
長
・
佐
木々
和
夫
東
中
学
校
長)
で
は、
学
校
週

五
日
制
実
施
を
前
に
部
活
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
が、
同
四
年
八
月三
十

一
日、
休
み
と
な
る
毎
月
第二
土
曜
日
の
午
前
中
に
つ
い
て、
部
活
動
を
自
粛
し、
止
む

を
得
ず
行
う
場
合
も
午
前
十
時
ご
ろ
か
ら
に
す
る
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。
特
に
こ
こ
数

年
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
練
習
が
加
熱
気
味
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
成
り
行
き
が
注
目

さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
都
市
・
苫
小
牧
で
は
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト、

野
球
な

ど
を
中
心
に
部
活
動
は
活
発
で
、
生
徒
以
上
に
父
母
が
熱
心
で
あ
る
。
こ
の
た
め、

一部
生
徒
や
父
母
か
ら
、
今
回
の
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て
不
満
の
声
も
予
想
さ
れ
た。
校
長
会
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で
は、
部
活
動
の
目
的
は
健
全
育
成
や
体
力
づ
く
り
に
あ
る
の
で、
部
活
動
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
週
五
日
制
の
趣
旨
を
説
明
し
、
理

解
を
求
め
る
よ
う
努
力
す
る
と
し
て、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
部
活
動
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
取
る
こ
と
に
し
た
。

学
校
週
五
日
制
が、
毎
月
第
二
土
曜
日
だ
け
を
休
日
に
す
る
形
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、
平
成
四
年
(九
二
)
九
月
十
二
日
は
全

国
で
幼
稚
園、
小
中
学
校、
高
校
が
休
日
と
な
っ
た。
苫
小
牧
市
内
で
は、
私
立
の
幼
稚
園
や
高
校
も、
ほ
ぼ
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
の
で

「授
業
の
な
い
日
」
と
な
っ
た。
家
庭
や
地
域
で
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
活
動
す
る
日
にし
よ
う
と
いう
市
教
委
の
呼
び
か
け
で、
町

内
会
や
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
企
画
さ
れ
た
が、
予
想ど
お
り
子
ど
も
の
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
。
受
験
戦
争
の
現
実
と
「ゆ
と

り
の
教
育
」
と
し
て
の
学
校
週
五
日
制
は
手
探
り
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

小
学
校
で
は、
父
母
が
家
を
空
け
る
一、
二
年
生
を
対
象
に
学
校
を
開
放、
一六
校
で
一〇
五
人
の
子
ど
も
た
ち
が
教
職
員
の
O
B
な

ど
の
指
導
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。
P
T
A
は、学

校
ご
と
に
行
事
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
が
目
立
っ
た
。
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

校
下
の
ご
み
拾
い、
親
子
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
花
壇
整
備、
親
子
入
浴
体
験
など
が
行
わ
れ
た
が、
参
加
を
強
制
す
る
と
五
日
制
は
無
意
味

に
な
る
の
で
は、
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
。

学
校
五
日
制
の
二
回
目
と
な
っ
た
同
年
十
月
十
四
日、
市
内
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
行
事
や
公
共
施
設
で
の
親
子
向
け
行
事
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た。
料
理
講
習
会
や
学
校
も
子
ど
も
天
国
に
と
趣
向
を
こ
ら
し
た
ふ
れ
あ
い
活
動
が
開
か
れ
た
り、
管
弦
楽
鑑
賞
の
集
い、
中
央

図
書
館
で
は
子
ど
も
ア
ニ
メ
上
映
会
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。
特
に
公
共
施
設
の
図
書
館、
温
水プ
ー
ル
な
ど
は
ふ
だ

ん
の
三
‒
四
割
増
の
に
ぎ
わ
いと
な
っ
た
。
学
校
五
日
制
は
家
庭
や
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
日
と
い
う
意
識
が
芽
生
え、
そ
の
日
の
あ

り
方
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
始
め
た
。

同
六
年
(九
四)
十
一
月
二
十
四
日、
文
部
省
令
第
四
六
号
を
も
っ
て
「学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一部
を
改
正
す
る
省
令」
が
公
布

さ
れ、
同
七
年
(九
五
)
四
月
一
日
から
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
学
校、
家
庭
及
び
地
域
社
会
の
教
育
全
体
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の
あ
り
方
を
見
直
し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
る
幼
児、
児
童
及
び
生
徒
の
望
ま
し
い
人
間
形
成
を
は
か
る

観
点
から
、
平
成
七
年
(九
五
)
四
月
か
ら
毎
月
の
第二
土
曜
日
及
び
第
四
土
曜
日
を
休
業
日
と
す
る
学
校
週
五
日
制
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

留
意
事
項
と
し
て
月
二
回
の
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
月
一
回
の
学
校
週
五
日
制
の
実
施
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
各
学
校

に
お
い
て
は
、
1
指
導
内
容
・
指
導
方
法
の
一
層
の
工
夫
改
善
な
ど
に
よ
り
学
校
教
育
の
質
的
な
向
上
に
さ
ら
に
努
め
る
こ
と
、
2
月
二

回
の
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
伴
っ
て、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
生
活
時
間
が
増
加
す
る
こ
と
に
鑑
み
、

そ
の
生
活
体
験、
自
然
体
験、
社
会
体
験
な
ど
を
豊
か
に
す
る
た
め、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
で
き
る
場
や
機
会
の
充
実
に
さ
ら
に
努

め
る
と
と
も
に
、
学
校
週
五
日
制
の
趣
旨
に
つ
い
て
保
護
者
を
は
じ
め
広
く
国
民
の
一層
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
い

う
も
ので
あ
った。

土
曜
日
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
そ
う
と
同
八
年
度
(九
六
)
か
ら
の
公
立
学
校
「週
五
日
制」
の
月
二
回
実
施
に
伴
い
、
子
ど
も
の
遊

び
や
学
習
を
取
り
入
れ
て
いる
苫
小
牧
市
内
の
社
会
教
育
施
設
で
は、
よ
り
充
実
し
た
休
日
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
施
設
の
特
色
を
生
か

し
た
事
業
で
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「レ
ッ
ツ
ゴ
ー
教
室
」
を
第
四
土
曜
日
に
実
施、、

博
物
館
で
は
体
験
学
習
を
通
し
て
郷

土
の
理
解
を
深
め
る
「博
物
館
ク
ラ
ブ
」、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セン
タ
ー
で
は
「考
古
学
ク
ラ
ブ
」
を
月
一
回
か
ら
二
回
に
増
や
し
、
中
央

図
書
館
で
は
土
曜
休
み
に
合
わ
せ
て
「ビ
デ
オ
上
映
会
」
を
開
く
な
ど
、
各
施
設
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
体
験
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
が
子
ど
も

た
ち
の
人
気
を
集
め、
こ
う
し
て
月
二
回
の
学
校
週
五
日
制
が
徐
に々
定
着
し
て
い
っ
た
。

平
成
八
年
七
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て、
完
全
実
施
の
方
向
が
示
さ
れ、
同
十
四
年
(二
〇
〇
二
)
か
ら
の
導
入
が
決
ま
っ

て
い
る
。
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英
語
指
導
助

語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
(英
語
指
導
助
手)
は
昭
和
六
十
二
年
(八
七)
八
月
一
日
か
ら
導
入
さ

手
の
招
致
れ
た
。
こ
れ
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
の
進
展
を
は
か
る
た
め、
自
治
省、
文
部
省、
外
務
省
の三
省
が
定
め
る

「語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
実
施
要
綱」
に
基
づ
き、
外
国
青
年
を
招
致
し
地
域
住
民
と
の
交
流
に
活
用
す
る
な
ど
、
道

及
び
道
内
市
町
村
や
民
間
国
際
交
流
団
体
が
行
う
国
際
交
流
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
た
。

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
で
は
「英
語
指
導
助
手
の
設
置
及
び
取
り
扱
い
に
関
す
る
要
綱」
を
定
め、
本
市
の
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教

育
の
改
善
・
充
実
を
は
か
り
、
国
際
理
解
教
育
を
促
進
す
る
た
め、
市
教
育
委
員
会

に
姉
妹
都
市
(
ネー
ピ
ア
市)
の
あ
る
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
英
語
指
導
助
手
を

招
致
し
配
置
す
る
こ
と
に
し
、
同
六
十
二
年
八
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た。
な
お、

道
内
で
は
苫
小
牧
市
の
ほ
か
滝
川
市、
清
里
町、
生
田
原
町、
新
得
町
の
二
市
三
町

が
英
語
指
導
助
手
を
招
致
し
た
。

同
要
綱
で
は
、
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
の
職
名
を
「英
語
指
導
助
手」
と

す
る
こと
、
身
分
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
教
育
委
員
会
の
非
常
勤
嘱
託
職
員
と

す
る
こ
と
、
任
用
はニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
「マ
ッ
セ
イ
大
学
日
本
学
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
斡
旋
を
受
け
て
任
用
し、
任
用
期
間
は
原
則
と
し
て
一年
間
と
す
る
こ
と
な
ど
を

定
め
た。
同
助
手
の
職
務
内
容
は、
1
指
導
室
長
の
指
示
に
よ
る
市
教
育
委
員
会
及

び
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
2
中
学
校
の
英
語
担
当
教
員
の
指
示
に
よ
る
英
語
の

発
音
指
導
な
ど
3
学
校
長
の
指
示
に
よ
る
課
外
活
動
へ
の
参
加
及
び
担
当
教
員
の

指
示
に
よ
る
指
導
4
指
導
室
長
の
指
示
に
よ
る
英
語
教
材
の
作
成、
英
語
能
力
コ
ン

英語指導助手の授業風景
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テ
ス
ト
の
審
査
な
ど
5
そ
の
他、
指
導
室
長
ま
た
は
学
校
長
に
指
示
さ
れ
た
職
務
な
ど
と
し
た。
ま
た、
勤
務
条
件
と
し
て
週
休二
日

制
と
し
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
勤
務
で、
週
時
数
は二
〇
時
間
程
度
と
し
休
憩、
休
息
、
長
期
休
業
な
ど
の
扱
い
は
学
校
の
日

0)

こ
う
し
て
、
苫
小
牧
市
に
お
け
る
英
語
指
導
助
手
の
一
番
手
と
し
て
任
用
さ
れ
た
の
は
、
フ
ィ
オ
ー
ナ
・
モ
ー
ベ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

(一
九
六
四
・
一〇
・
一
生
、
二三
歳
)
で
あ
っ
た
。
以
下
、
歴
代
の
英
語
指
導
助
手
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

" =
一〇
・
八・
一
～

九
・八
・
一
～ S

" = =
一〇
・
七
・
三
一

九
・
七
・
三
一

八
・
七
・
三一

六
・
八
・
一
～
=

七
・
七
・
三
一

平
成
五
・八
・
一
～
平
成
六
・
七
・
三
一

=
四
・八
・
一
～

=

11
三
・
八
・
一
～

=

二
・
七
・
三
一

三
・
七
・
三
一

四
・
七
・
三
一

= "

ロ
ク
サ
ン
・
メ
リ
ー
・
ス
ミ
ス

セ
ラ
・
ジ
ェ
ン
・
ク
レ
ア
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

・第
七
年
次

・第
六
年
次

・
第
五
年
次

・
第
四
年
次

・第
二
年
次

・第
三
年
次

=

二
・
八
・
一
S

"

平
成
二・
八
・
一
～

"

六三
・八
・
一
～
平成

元
・七
・三
一

一
一・
七
・
三一

キ
ャ
ス
テ
ー
ン
・
マ
イ
ネ
ッ
ト
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"

・第
一
二
年
次

・
第
一
一年
次

・第
一
〇
年
次

= ==
八
・
八
・
一

=

七
・
八
・
一
～
=

"

ダ
ン
ケ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ナ
イ
ト

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
デ
ビ
ッ
ト
ソ
ン
・
マ
ク
ラ
ク
ラ
ン

=

・
第
九
年
次

・第
八
年
次

課
に
準
ず
る
な
ど
詳
細
な
服
務
規
程
を
定
め
た
。

・第
一
年
次

昭
和
六
二
・八
・
一
～
昭
和
六
三
・
七
・三
一

フ
ィ
オ
ー
ナ
・
モー
ベ
ン
・
キ
ャン
ベ
ル

シ
ョ
ナ
・
マー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ロ
メ
ン

五
・
七
・
三
一



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

※
第
一
二
年
次
か
ら
英
語
指
導
助
手
は
二
人
制
と
な
る
。

希
望
の
鐘

(『英
語
指
導
助
手
に
関
す
る
資
料』

平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
指
導
室)

「希
望
の
鐘」
は
昭
和
四
十
六
年
(七
一)
に
市
政
発
展
を
期
し
苫
小
牧
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て、
あ
る
い
は
街
並
み

の
設
置
に
情
緒
を
持
た
せ
た
い
とし
、
そし
て
次
代
を
担う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
願
い
を
込
め
て、
新
設
間
も
な
い
市
民

会
館
の
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る。同

年
十
一月三

日
午
後
一
時
か
ら
同
会
館
大
ホ
ー
ル
で
待
望
の
完
成
披
露
を
行
っ
た
。

大
泉
源
郎
市
長
が
打
ち
鳴
ら
し
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
同
時
に
会
場
と
市
内
に
高
ら
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
た。
以
来
毎
日
朝
八
時
と

夜
十
時
の
二
回、
定
期
的
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

希
望
の
鐘
の
設
置
計
画
は
同
四
十
年
(六
五
)
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
が、
同
四
十
五
年
(七〇
)
六
月
に
な
っ
て
具
体
化
し
た。
こ

の
年
苫
小
牧
民
報
社
が
創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
市
に
希
望
の
鐘
建
設
資
金
と
し
て
一
〇
〇
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、
不
足
分
を
市
が
支

出
し
て
総
額
一
四〇
万
円
で
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ロデ
ィー
は
全
道
か
ら
一
般
公
募
し
た
一〇
四
曲
の
中
か
ら
苫
小
牧
工
業
高

専
学
生
・
三
上
博
章
の
応
募
曲
が
選
定
さ
れ
た
。
苫
小
牧
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
曲
を
選
択、
チ
ャ
イ
ム
音
に
な
お
し
た
吹
鳴

曲
が
一
分
二
〇
秒
に
わ
た
っ
て
流
さ
れ
た
。
こ
れ
が
苫
小
牧
に
お
け
る
「希
望
の
鐘」
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。

そ
の
後、
同
六
十
二
年
(八
七)
十
一
月
、
苫
小
牧
市
P
T
A
連
合
会
や
町
内
会
連
合
会
な
ど
か
ら
苫
小
牧
全
市
で
鐘
の
音
が
聞
こ
え

る
よ
う
に
と
の
要
請
も
あ
り
、
市
で
は
同
六
十
三年

(八
八)
に
設
置
し
た
市
民
会
館
の
鐘
は
周
辺
に
高
層
建
築
物
が
建
っ
て
聞
こ
え
な

く
な
っ
て
い
る
た
め、
市
役
所
庁
舎
の
改
築
に
合
わ
せ
て
そ
の
屋
上
へ
の
移
設
を
検
討
し
て
お
り、
そ
の
中
で
全
市
的
に
聞
け
る
方
策
を

考
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

市
は
「鐘
の
鳴
る
ま
ち
・
苫
小
牧」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ップ
を
は
か
る
た
め
市
費
に
よ
る
年
次
計
画
の
も
と
、
各
中
学
校
区
ご
と

に
「希
望
の
鐘」
併
設
の
「ポ
ー
ル
時
計」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し、
吹
鳴
時
刻
を
朝
八
時
と
夕
方
五
時、
夜
の
八
時
の
毎
日三
回
と
し
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て
美
し
い
メ
ロデ
ィー
が
全
市
に
流
さ
れ
る
よ
う
に
事
業
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「希
望
の
鐘」
は
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
(八
八)
八
月
十
八
日
ま
で
に
勇
払
中
学
校
と
凌
雲
中
学

校
に
取
り
付
け
ら
れ
た。
両
校
校
舎
の
屋
根
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
ス
ピ
ー
カー
三
基
を
設
置、
I
C
(集
積
回
路)
を
使
っ
た
装
置
で
鐘

の
音
色
の
電
子
音
楽
を
と
も
に
一日
三
回、

一分
二
〇
秒
ず
つ
吹
鳴
す
る
こ
と
に
し
た
。
音
色
は
設
置
場
所
か
ら
半
径
約
一キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
で
さ
わ
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

希望の役

住吉公園の希望の鐘

同
六
十
三
年
九
月二
十
五
日、
市
民
会
館
の
「希
望
の
鐘
」
が
市
庁
舎
屋
上
に
移

設
さ
れ、
勇
払、
錦
岡
に
も
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
市
役
所
一
階
の
市
民

ホ
ー
ル
で
吹
鳴
披
露
が
行
わ
れ
た
。

「希
望
の
鐘
」
が
平
成
元
年
(八
九)
十
月
五
日
に
新
た
に
澄
川
小
学
校、
糸
井

小
学
校、
開
成
中
学
校
に
設
置
さ
れ
吹
鳴
式
を
行
っ
た
。
今
回
の
設
置
で
希
望
の
鐘

の
設
置
は
六
カ
所
に
な
っ
た
。
市
教
委
の
設
置
計
画
で
は
今
後
も
希
望
の
鐘
が
つ
い

た
ポ
ー
ル
時
計
を
市
内
の
公
園
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
内
双
葉
町
の
双
葉
一
号
公
園
に
市
内
の
公
園
と
し
て
は
初
め
て
「希
望
の
鐘
」

が
設
置
さ
れ
た
。
平
成
元
年
(八
九
)
十
一
月
二
十
二
日
午
後
同
公
園
で
除
幕
式
と

吹
鳴
式
が
行
わ
れ、
住
民
待
望
の
鐘
の
音
が
高
ら
か
に
地
域
に
鳴
り
わ
た
っ
た
。

同
公
園
に
設
け
ら
れ
た
希
望
の
鐘
は、
ステ
ン
レ
ス
製
の
ポ
ー
ル
時
計
と
セ
ッ
ト

で
、
半
径
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
域
一
円
に
聞
こ
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た、

同
月二
十
四
日
に
は
日
新
町
の
草
笛
公
園
に
双
葉
一
号
公
園
に
設
置
し
た
も
の
と
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同
様
の
「希
望
の
鐘
」
が
設
置
さ
れ、
除
幕
式
お
よ
び
吹
鳴
式
が
行
わ
れ
た。

平
成
二
年
(九〇
)
七
月
十
七
日、
日
新
小
学
校
で
「希
望
の
鐘」
の
吹
鳴
式
を
行
っ
た
。
鐘
の
設
置
は
当
初、
夏
休
み
中
に
予
定
し

て
い
た
が
「苫
小
牧
市
子
ど
も
を
守
り、
心
を
育
て
る」
強
調
月
間
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
七
月
設
置
を
決
め
た。
希
望
の
鐘
は
苫
小
牧
市

の
発
展
と
情
緒
あ
る
ま
ち
づ
く
り、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い、
同
月
十
八
日
に
は
大
成
小
学
校
に、
同
十
九
日
に
は
沼ノ
端
小
学
校

に
、
さ
ら
に
住
吉
公
園
に
も
設
置
さ
れ
一二
カ
所
と
な
っ
た。

弥
生
中
学
校
で
は
同
四
年
(九二
)
七
月二
十
三
日
に
「希
望
の
鐘」
の

吹
鳴
式
を
行
っ
た。
デ
ジ
タ
ル
を
内
蔵
し
一
日
の
始
ま
る
午
前
八
時
と
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
る
午
後
五
時、
同
八
時
に
鐘
の
音
が
響
い
て

い
る
。
同
九
年
度
(九
七)
に
は
明
野
中
学
校
に
二
〇
カ
所
目
の
希
望
の
鐘
が
設
置
さ
れ
た。
一方、

明
野
は
ん
の
き
公
園、
宮
の
森
二

号
公
園、
柏
木
四丁
目
公
園
に
も
ポ
ー
ル
時
計
が
設
置
さ
れ
た。
こ
れ
ら
の
設
置
費
用
は
総
額
で
希
望
の
鐘
は
約
一、
四
〇
〇
万
円、
ポ
ー

ル
時
計
は
約
一、
八
〇
〇
万
円
が
投
じ
ら
れ
た
。

希
望
の
鐘
設
置

一
覧

表

昭
和
四
六
年
度
1
市
民
会
館
屋
上
(昭
和
六
三
年
度
市
庁
舎
屋
上
に
移
設
)

=
六
三
年
度
1
市
庁
舎
、
2
勇
払
中
学
校
、
3
凌
雲
中
学
校

4
糸
井
小
学
校
、
5
澄
川
小
学
校、
6
開
成
中
学
校
、
7
双
葉
一号
公
園
、
8
日
新
草
笛
公
園

二
年
度
9
日
新
小
学
校、
10大
成
小
学
校、
四)沼
ノ
端
小
学
校、
12)住
吉
公
園

13北
光
小
学
校、
14)樽
前
小
学
校、
15植
苗
小
中
学
校、
6
明
野
は
ん
の
木
公
園

四
年
度
1
弥
生
中
学
校、
18宮
の
森
二
号
公
園

五
年
度
1)柏
木
四丁
目
公
園

九
年
度
2
明
野
中
学
校
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吹
鳴
時
間

一日
三
回

朝
八
時
今
日
も
一
日
頑
張
ろ
う

夕
五
時
小
学
校
の
皆
さ
ん
お
家
へ
帰
り
ま
し
ょ
う

中
学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
帰
宅
の
時
間
で
す

夜
八時

(『希
望
の
鐘
に
つ
いて
』
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
青
少
年
課)

青
少
年
の

平
成
元
年
(八
九)

一月
十
日
、
竹
下
首
相
の
提
案
に
よ
り
自
治
省
は
「自
ら
考
え
自
ら
実
践
す
る
地
域づ
く
り
」

海
外
派
遣
事
業
と
し
て
全
国
各
市
町
村
に
一律
一
億
円
の
普
通
交
付
税
を
配
分
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「ふ
る
さ
と
創
生」
事
業
を
行

う
こ
と
に
し
た
。‘苫

小
牧
市
で
は
同
年
五
月
二
十
三
日、
「苫
小
牧
市
こ
ど
も
国
際
交
流
基
金」
を
創
設
し
「苫
小
牧
市
こ
ど
も
国
際
交
流

事
業」
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
れ
は
一
億
円
を
基
金
と
し
運
用
果
実
(利
息
)
で
子
ど
も
た
ち
の
海
外
派
遣
・
交
流
事
業
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
市
が
行

う
基
金
事
業
に
つ
い
て
は
「基
金
条
例」
が
必
要
な
た
め、
同
年
六
月
定
例
市
議
会
に
「同
条
例
設
置
案」
を
提
案、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

苫
小
牧
市
こ
ど
も
国
際
交
流
基
金
条
例

第
一
条
(設
置)

こ
ど
も
国
際
交
流
事
業
に
必
要
な
経
費
(以
下
「事
業
費
」
と
い
う
)
の
財
源
に
充
て
る
た
め、
苫
小
牧
市
こ
ど
も
国
際
交
流
基
金
(以

下
「基
金」
と
い
う)
を
設
置
す
る
。

第
二
条
(積
立
て)

基
金と
し
て
積
み
立
て
る
額
は、
予
算
で
定
める
。

基
金
に
属
す
る
現
金
は、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
かつ
有
利
な
方
法
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
利
益
(以
下
「利
益」
と
い
う)
は
、
一般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
事
業
費
に
充
て

第
三
編
教
育
・
文
化
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る
も
のと
す
る。

2
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
益
の
全
部
又
は
一
部
を
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て、
基

金
に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
(繰
返
運
用)

市
長
は
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳

計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
長
は、
第
一
条
に
規
定
す
る
目
的
の
た
め
に
基
金
の
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
(処
分)

第
七
条
(委
任)

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は、
市
長
が
定
め
る
。

付
則
こ
の
条
例
は、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理
由

こ
ど
も
国
際
交
流
事
業
に
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め、
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
本
条
例
を
設
定
す
る
。

(『第
一三
回
苫
小
牧
市
議
会
定
例
会
議
案
等
綴
』
平
成
元
年
六
月
苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
編)

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
で
行
う
「こ
ど
も
国
際
交
流
事
業
運
営
委
員
会
」
(会
長
・苫
小
牧ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
協
会
松
井
郁
夫
会

長、
委
員
十
五
人)
が
平
成
元
年
(九
八
)
十
月
に
開
か
れ、
同
委
員
会
は
同二
年
度
(九
〇
)
に
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

平
成
三
年
(九
一)
一月
十
五
日
か
ら
十
日
間
の
日
程
で、
市
内
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポー
ツ
少
年
団
一四
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
さ
れ
た
一八

人
(い
ず
れ
も
小
学
六
年
生)
が、
こ
ど
も
国
際
交
流
事
業
の
第
一
弾
と
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
(団
長
・
佐
木々
達
雄
教
育
長)
一

行
(監
督、
コー
チ
な
ど
総
勢
二
二
人
)
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
向
け
て
出
発
し
た。

滞
在
期
間
中、
オ
ー
クラ
ン
ド
、
ネ
ー
ピ
ア
の
両
市
を
訪
問、
現
地
の
少
年
チ
ー
ム
と
サ
ッ
カ
ー
の
親
善
試
合
を
行
っ
た
ほ
か
、
ホ
ー
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ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た。

同
事
業
の
高
校
生
海
外
派
遣
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
苫
小
牧
中
央
高
校、
苫
小
牧
高
等
商
業
学
校、
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
の三
校

が
海
外
の
友
好、
姉
妹
校
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
そ
の
第
一
陣
と
な
っ
た
中
央
高
校
の
派
遣
団
(一〇

人)
は、
平
成三
年
(九

一
)
十
月
二
十
一
日
か
ら
四
泊
五
日
の
日
程
で
同
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
韓
国
の
三
一
(サミ

ル)
商
業
高
校、
三
一工
業
高
校
を
訪
問
し

体
験
入
学
、
交
歓
会
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
。

高
等
商
業
学
校
の
派
遣
団
(一
〇
人
)
は、
同
三
年
十
一
月三
日
か
ら
十
日
間
に
わ
た
っ
てニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ネ
ー
ピ
ア
市
タラ

デ
ー
ル
高
校
を
訪
問、
現
地
で
の
授
業
参
加
に
よ
る
学
校
生
活
体
験
や
福
祉
施
設
の
視
察、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
交
流
を
深

め
た
。

総
合
経
済
高
校
の
派
遣
団
(一
〇
人
)
は
、
同
年
十
一
月
四
日
か
ら
同
校
の
友
好
校
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
ラ
コ
ー
ム
高
校

を
訪
問
し
八
日
間
に
わ
た
っ
て
交
流
を
行
っ
た
。
同
校
は
友
好
校
か
ら
姉
妹
校
に
正
式
に
締
結
す
る
ほ
か
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
生
活
体

験
な
ど
で
さ
ら
に
交
流
を
深
め
た
。

中
学
生
カ
ナ
ダ
派
遣
団
(団
長
・
佐
々
木
和
夫
苫
小
牧
東
中
学
校
長
)
の
一行
一
三人
は、
同
四
年
(九
二
)
八
月
六
日
から
八
泊
九

日
の
日
程
で
友
好
親
善
の
使
者
と
な
り
、
ネ
ー
ピ
ア
市
と
姉
妹
都
市
関
係
に
あ
る
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッシ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
州
都
・

ビ
ク
ト
リ
ア
市
と
同
州
最
大
の
都
市
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
及
び
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
の
アラ
ク
セ
ン
を
訪
問
し
た
。
苫
小
牧
の
姉
妹
都

市
ネ
ー
ピ
ア
市
を
含
め
た
三
都
市
間
交
流
を
目
指
し
、
中
学
生
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
国
際
化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

派
遣
と
な
っ
た
。

国
際
交
流
小
学
生
派
遣
団
(団
長
・
新
谷
昭
一
若
草
小
学
校
長
)
一行
の三
〇
人
は、
同
五
年
(九三
)
十
月
九
日
か
ら
五
日
間
の
日

程
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
問
し
た。
現
地
で
は
観
光
施
設
や
日
本
企
業、
小
学
校
な
ど
を
見
学
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
ジ

第
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

ン
タ
イ
小
学
校
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
を
訪
問、
歌
や
リ
コ
ー
ダー
演
奏
な

ど
で
友
好
を
深
め
た
。

高
校
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
団
(団
長
・
山
内
長
市
企
画
調
整
部
参
与
)
一五

人
は
平
成
七
年
(九
五)

一月
十
日
から
十
日
間
の
日
程
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
や
グ
リ
ー
ン
島
を
訪
問
し
た。
現
地
で
は
シ
ド
ニ
ー
の
市
内
見
学
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
研
修、三

泊
四
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

中
学
生
ア
メ
リ
カ
派
遣
団
(団
長
・
森
下
祐
宏
苫
小
牧
東
中
学
校
長
)
一七
人
は、

同
八
年
(九
六)

一月
四
日
から
十
日
間
の
日
程
で
ア
メ
リ
カ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
で
三

泊
四
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
ほ
か、
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ネデ
ィ
ー
宇
宙
セ

ン
タ
ー
で
ス
ペ
ー
スシ
ャト
ル
・
エン
デ
バ
ー
の
打
ち
上
げ
の
様
子
な
ど
を
見
学
し

た。小
学
生
カ
ナ
ダ
派
遣
団
(団
長
・
小
山
侑
美
園
小
学
校
長)

一行
一
五
人
は、
同

九
年
(九
七)

一月
九
日
から
六
泊
七
日
の
日
程
で
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
や

ビ
ク
ト
リ
ア
市
を
親
善
訪
問
し
た。
現
地
で
は
小
学
校
を
訪
れ
て
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
た
ほ
か
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
異
文
化
を
体
験
し
実
り
あ
る
交
流
を
深
め
た
。
こ
の
よ
う
に
同
二
年
度
(九
〇
)
か
ら
始
め
ら
れ
た
「苫

小
牧
市
こ
ど
も
国
際
交
流
事
業」
は
同
九
年
度
(九
七)
ま
で
に
七
回
実
施
さ
れ、
参
加
人
員
は
延
べ
一四
二
人
に
の
ぼ
り
子
ど
も
た
ち

の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
っ
た
。

PA

苫小牧市こども国際交流事業
中学生アメリカ派遣団出発式

平成8年の中学生アメリカ・アトランタ等派遣
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『苫
小
牧
市
の
教
育
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

注
(
1
)

(
2
)
『現
行
法
規
総
覧
20～
教
育
・
文
化
1
』
平
成
十
年
十
月
加
除
分
第
一
法
規
出
版
(株)

『現
代
用
語
の
基
礎
知
識
～
1
9
9
9
』
平
成
十
一
年
自
由
国
民
社

(
3
)

(4)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
四
年
八
月
五
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』
平
成
六
年
文
部
省
通
知
(文
部
事
務
次
官
)

(
5
)

(6)
『英
語
指
導
助
手
の
設
置
及び
取
り
扱
い
に
関
す
る
要
綱』

平
成
五
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

二
、
特
殊
教
ハ
育

の
変
遷

特
殊
学
級

苫
小
牧
市
で
は、
戦
後
の
疲
弊
と
混
乱
の
続
く
中
で
特
殊
教
育
の
研
究
や
実
践
が
進
めら
れ
て
い
た。
組
織
化
さ
れ

の
設
置
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
(一
九
五
二)
三月
設
立
の
苫
小
牧
市
教
育
研
究
会
の
「ガ
イ
ダン
ス
部
会
」
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
動
き
の
中
で
特
殊
教
育
の
基
盤
が
着
整々
備
さ
れ、
本
格
的
に
軌
道
に
乗
っ
た
の
は
同三
十
五
年
(六
〇
)
一月
の
「精
神
薄

弱
児
育
成
会
準
備
委
員
会」
(佐
藤
玄
一会
長
)
の
発
足
で
あ
っ
た
。

一
方、
山
な
み
学
園
(山
な
み
分
校
)
は
、
こ
う
し
た
同
育
成
会
の
会
員
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
「道
立
養
護
学
校
設
立
期
成
会
」
の

有
志
の
力
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ、
そ
れ
が
全
市
的
な
運
動
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
み
せ、
今
日
の
「山
な
み
分
校」
の
開
設
に
結
び
つ
い

た
の
が
同
四
十
一
年
(六
六)
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た、
就
学
指
導
に
お
け
る
判
断
基
準
は、
1
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
二
条
の
二
、
2
教
育
上
特
別
な
取
り
扱
い
を
要
す
る
児
童
・

生
徒
の
教
育
措
置
(通
達)
に
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。
就
学
指
導
の
基
本
姿
勢
は、
1
障
害
の
状
態
や
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導、

第
三
編

教
育
・
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同
校
の
情
緒
障
害
学
級
は
昭
和
六
十
年
(八
五)
四
月
一
日
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
市
内
の
情
緒
障
害
学
級
へ
の入
級
児
童
数
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り、

合

美
園
小
学
校

澄
川
小
学
校

北
星
小
学
校

緑
小
学
校

若
草
小
学
校

苫
小
牧
西
小
学
校

苫
小
牧
東
小
学
校

小
学
校
名

情 精|情 精

緒 薄|緒 薄
情 精

緒薄
情 精

緒 薄
情 精

緒 薄

情 肢 精
緒 体 薄

病
弱

障
害

二
一

一 1 一 一
二 二

一

二

一 1 1二 一 一1

一二二 一一
三 六 三 九 四 四

三 一 六 一〇 一〇

三 1

合
澄
川
小
学
校
計

苫
小
牧
東
小
学
校

小
学
校
名

合
な
み
分
校

啓
北
中
学
校
や
ま

弥
生
中
学
校

苫
小
牧
東
中
学
校

学
級
数

在
籍
数

中
学
校
名

(『苫
小
牧
の
教
育
』
平
成
十
年
度
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会)

言
語

言
語

障
害

進
級
指
導
教
室

設
置
状
況

九

二 一 1 一 C 1 1 1

在
籍
数五三 一〇 一六

八 五 〇 五 五 四

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

2
障
害
の
程
度
・
内
容
等
の
判
断
に
あ
た
っ
た
は、
医
学、
教
育
学
、
心
理
学
等
科
学
の
成
果
を
尊
重
し
指
導、

(一
)

3
障
害
児
教
育
全
般の

啓
蒙
を
含
め
た
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

・
苫
小
牧
西
小
学
校
情
緒
障
害
学
級
(は
ま
な
す
学
級)

特
殊
学
級

設
置
状
況

(平
成
十
年
度)

四
九
二
〇
二
九

計

計

情 精

緒 薄
情 精 肢

緒 薄 体

情
緒

病
弱

言
語

障
害

学
級
数

在
籍
数

計

一〇
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既
設
の
緑、
北
星
両
小
学
校
で
は
指
導
の
限
界
を
超
え
る
過
密
状
態
に
ま
で
膨
張
し
て
い
た
。
さ
ら
に
将
来
的
展
望
の
中
で
児
童
数
の
減
少
は
考
え
ら
れ
な

い
状
況
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
市
教
委
は、
緑、
北
星
両
小
学
校
の
情
緒
障
害
学
級
か
ら
一三
人
の
児
童
を
移
籍
し、
二
学
級
が
認
可
と
な
っ
て
四
人
の

教
員
と
介
添
人
一
人
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

・
苫
小
牧
西
小
学
校
肢
体
不
自
由
児
学
級
(た
ん
ぽ
ぽ
学
級
)

昭
和
四
十
九
年
(七
四)
五
月
一
日
、
在
宅
訪
問
指
導
学
級
と
し
て
病
弱
児
五
人
を
対
象
に
開
設
し
た
。
同
五
十
年
(七
五
)
七
月
七
日
に
「肢
体
不
自

由
児
学
級」
と
し
て
認
可
と
な
っ
た。
肢
体
不
自
由
特
殊
学
級
の
教
育
は、
各
教
材、
道
徳
お
よ
び
特
別
活
動
の
指
導
の
ほ
か
に
肢
体
不
自
由
の
状
況
に
応

じ
て
、
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
の
運
動
機
能
や
認
知
能
力
の
向
上
等
に
関
す
る
指
導
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た、
指
導
に
あ
た
っ
て
は
一人
ひ
と
り
の

障
害
の
状
況
や
発
達
段
階
に
即
し
た
指
導
を
行
う
よ
う
教
材
・
教
具
の
工
夫
に
細心
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る。
さ
ら
に、
指
導
の
改
善
に
努
め
る
と
と
も

に
通
常
の
学
級
の
児
童
と
の
交
流
等
を
通
し
て
社
会
性
や
集
団
へ
の
参
加
能
力
を
高
め
る
指
導
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

・
若
草
小
学
校
情
緒
障
害
学
級
(す
ず
ら
ん
学
級)

平
成
二
年
(九
〇
)
四
月
一
日、
情
緒
障
害
学
級
(す
ず
ら
ん
学
級)
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
障
害
別
に
単
独
の
特
殊
学
級
を
設
置
す
る
よ
り
は
複
数

の
特
殊
学
級
を
併
設
す
る
方
が、
よ
り
充
実
し
た
指
導
と
教
育
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
市
教
委
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果、
緑
小
学
校
情
緒
障
害
学
級
の
過
密
化
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、
し
か
も
遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
問
題
が

解
決
さ
れ
て
一
段
と
特
殊
教
育
の
発
展
、
充
実
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
月二
十
六
日
の
開
級
式
で
は
情
緒
障
害
の
児
童
六
人
と
若
草
小
学
校
の

在
校
生
四
人
、
新
入
学
の
情
緒
障
害
児
五
人
の
計
一
五
人
編
成
で
「す
ず
ら
ん
学
級」
が
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

・
苫
小
牧
東
小
学
校
・
東
中
学
校
言
語
障
害
治
療
学
級
(こ
と
ば
の
教
室
)

昭
和
四
十
八
年
(七三
)
四
月
一
日、
苫
小
牧
東
小
学
校
に
言
語
障
害
治
療
学
級
(こ
と
ば
の
教
室
)
が
開
設
さ
れ
た。
同
五
十
一
年
(七
六
)
四
月
一

日
に
は
苫
小
牧
東
中
学
校
言
語
障
害
治
療
教
室
が
認
可、
苫
小
牧
東
小
学
校
内
に
併
設
さ
れ
学
級
規
模
は
小
学
校
四
学
級、
中
学
校三
学
級
と
な
った
。
軌
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道
に
乗
り
出
し
た
同
学
級
の
教
育
実
践
は
市
の
内
外
に
強
い
反
響
を
呼
び
、
言
語
障
害
に
か
か
わ
る
教
育
相
談
件
数
も
年
増々
加
の
一途
を
た
ど
っ
て
い
っ

た
。・
苫
小
牧
東
小
学
校、
苫
小
牧
東
中
学
校
病
弱
虛
弱
児
学
級
(院
內
学
級)

昭
和
五
十
四
年
(七
九)

一月、
療
養
生
活
を
通
じ
一人
ひ
と
り
の
特
性
及
び
そ
の
可
能
性
を
の
ば
し
、
よ
り
よ
い
心
身
の
健
康
回
復
を
め
ざ
す
こ
と
を

目
標
に
「院
内
学
級」
開
設
要
綱
案
が
市
教
育
委
員
会
と
市
立
総
合
病
院
(矢
倉
安
太
郎
院
長
)
の
協
議
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た。
さ
ら
に
同
年二
月
に

は
同
病
院
と
市
教
委
に
よ
る
「院
内
学
級
開
設
に
伴う
確
認
事
項」
を
と
り
交
わ
し
開
設
の
準
備
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
同
五
十
四
年
(七
九)
三月
、
「苫
小
牧
東
小
学
校
院
内
分
教
室
」
と
し
て
一
学
級
が
認
可
と
な
り
、
同
病
院
六
階
の
屋
上
サン
ル
ー
ム
、
五

五
・
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル
が
教
室
に
改
造
さ
れ
た。
通
級
児
童
は
市
立
総
合
病
院
内
に
慢
性
疾
患
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
疾
患
で
三
カ
月
以
上
入
院
し
て
い

る
児
童
の
う
ち
医
師
が
認
め
た
者
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
市
内
お
よ
び
市
外
か
ら
の
児
童
五
人
が
入
級
す
る
こ
と
に
な
り
同
年
五
月
十
一
日、

開
級
式
を
行
い
院
内
学
級
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

胆
振、
日
高
地
区
で
唯
一
の
院
内
学
級
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
開
設
以
来、
市
内
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら
の
入
級
者
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
手
狭
に
な
り

つ
つ
あ
っ
た
時
に
市
立
総
合
病
院
の
新
館
病
棟
が
完
成
し
た
。
同
五
十
六
年
(八
一)
三月
、
新
装
な
っ
た
四
階
小
児
科
病
棟
の
隣
接
し
た
教
室
に
院
内
学

級
を
移
転
し
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
病
魔
と
闘
い
な
が
ら
も
新
し
い
教
室
で
学
習
に
励
ん
だ。
開
設
当
初
は
小
学
生
の
み
で
あ
っ
た
が、

病
棟
に
は
中
学
生
も
お
り、
同
五
十
五
年
(八
〇
)
四
月
か
ら
は
苫
小
牧
東
中
学
校
院
内
分
教
室
も
併
置
と
な
っ
た
。

・緑
小
学
校
情
緒
障
害、
精
神
薄
弱
学
級
(ひ
ま
わ
り
学
級)

昭
和
五
十
一
年
(七
六
)
四
月
一
日、
緑
小
学
校
情
緒
障
害
学
級
の
設
置
が
認
可
さ
れ
た。
当
時
の
苫
小
牧
市
に
お
け
る
特
殊
学
級
の
設
置
概
要
は、
精

神
薄
弱
学
級
が
苫
小
牧
西
小
学
校
(三
五
年
開
設)
弥
生
中
学
校
(三
六
年
開
設)、

若
草
小
学
校
(四
三
年
開
設
)、
山
な
み
分
校
(四
七
年
開
設)
が
あ

り、
肢
体
不
自
由
学
級
が
苫
小
牧
西
小
学
校
(四
九
年
開
設
)
と
さ
れ
て
い
た
。

754



昭
和
五
十
年
代
初
め
こ
ろ
か
ら
情
緒
障
害
学
級
の
設
置
に
つ
い
て
の
緊
急
度
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
市
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
で

種
検々
討
が
加
え
ら
れ
緑
小
学
校
に
、
市
内
初
の
情
緒
障
害
学
級
二
学
級
が
認
可
と
な
っ
た
。
普
通
教
室
二
教
室
を
総
工
費
約
六
〇
〇
万
円
で
改
造、
同
年

十
月
十
六
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。
備
品
お
よ
び
教
材
教
具
費
に
は
約
一
六
〇
万
円
が
充
て
ら
れ
開
級
準
備
が
着
々
整
え
ら
れ
た
。
同
月
十
八
日
に
は
入
級

判
別
会
議
が
開
か
れ
入
級
対
象
児
一三
人
の
決
定
を
み
た
。
同
月
二
十
二
日
か
ら
は
指
導
が
開
始
さ
れ、
同
年
十
一
月
八
日
に
開
級
式
が
行
わ
れ
同
学
級
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

・北
星
小
学
校
精
神
薄
弱、
情
緒
障
害
学
級
(あ
か
し
あ
学
級)

苫
小
牧
西
小
学
校
特
殊
学
級
の
過
密
解
消
に
伴
っ
て、
苫
小
牧
西
部
鉄
北
地
区
へ
の
特
殊
学
級
は、
昭
和
五
十
七
年
(八
二
)
四
月
一日、

精
神
薄
弱
一

学
級、
情
緒
障
害
一
学
級
が
認
可
と
な
り、
児
童
数
一
六
人
を
も
っ
て
北
星
小
学
校
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
北
光、
豊
川、
日
新、
澄
川、
明

徳
、
錦
岡
の
六
小
学
校
な
ど
の
校
区
の
児
童
を
対
象
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
普
通
教
室
三
教
室
を
総
工
費
約
七
五
〇
万
円
で
改
修
し
作
業
室
兼
給
食
指
導
室
、

学
習
室
、
指
導
室
(職
員
室
)、
個
別
学
習
室
、
観
察
室、
無
刺
激
室
、
生
活
訓
練
室、
父
母
控
室
等
が
設
置
さ
れ
新
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

・
澄
川
小
学
校
言
語
障
害
学
級
(こ
と
ば
の
教
室)

昭
和
六
十
三
年
(八
八
)
三
月
ま
で
の
市
内
の
言
語
障
害
児
は
苫
小
牧
東
小
学
校
の
言
語
治
療
教
室
へ
通
級
し
治
療
お
よ
び
指
導
を
受
け
て
い
た
。
し
か

し、
通
級
児
が
増
加、
新
設
の
言
語
障
害
学
級
の
開
設
が
急
務
と
な
っ
た。
こ
の
た
め
市
教
育
委
員
会
は
同
年
四
月
一日、

市
内
を
東
西
に
分
け
西
部
地
区

の
言
語
障
害
児
は
澄
川
小
学
校
の
言
語
障
害
学
級
(こ
と
ば
の
教
室
)
へ
通
う
こ
と
と
し
二
学
級
設
置
認
可
と
な
り
、
児
童
数
一五
人
を
も
っ
て
開
設
し
た。

・澄
川
小
学
校
精
神
薄
弱、
情
緒
障
害
学
級
(つ
く
し
学
級)

昭
和
六
十
三
年
度
(八
八)
ま
で
の
市
内
西
部
鉄
北
地
区
に
お
け
る
精
神
薄
弱、
情
緒
障
害
学
級
は
北
星
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「あ
か
し
あ
学
級
」

のみ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
障
害
児
学
級
入
級
対
象
児
の
増
加
傾
向
が
強
く、
同
学
級
は
恒
常
的
な
過
密
現
象
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
た
め
市
教
育
委
員
会

は
こ
れ
ら
の
状
況
を
緩
和、
解
消
す
る
た
め
平
成
元
年
(八
九)
四
月
一
日、
澄
川
小
学
校
に
精
神
薄
弱、
情
緒
障
害
学
級
の
新
設
を
決
め二
学
級
設
置
が
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認
可
と
な
っ
て
児
童
数
九
人
で
開
級
し
た
。当
時、北

星
小
学
校
は三
学
級
規
模
の
施
設
に
情
緒
障
害
学
級三
学
級、精

神
薄
弱
学
級
二
学
級
の
計
五
学
級(児

童
数
三
三
人
)
と
い
う
市
内
で
最
も
過
密
化
の
激
し
い
特
殊
学
級
で
あ
っ
た
。

澄
川
小
学
校
に
特
殊
学
級
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
地
区
の
各
小
学
校
の
障
害
児
が
入
級
対
象
と
な
り
総
工
費
約
一、
一〇
〇
万
円
を
充
て
て

普
通
教
室
を
改
修
し
開
設
に
至
っ
た
。

・
美
園
小
学
校
知
的
障
害
・
情
緒
障
害
学
級
(こ
の
み
学
級)

平
成
八
年
(九
六
)
一月
二
十
日、
美
園
小
に
「情
緒」
と
「知
的
障
害
」
の二
学
級
の
特
殊
学
級
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
緑
小
か
ら
分
離
す
る

通
学
エ
リ
ア
は
美
園
小
の
ほ
か、
明
野、
植
苗
の
両
小
学
校
区
も
含
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鉄
北
東
部
地
区
で
人
口
増
が
著
し
い
た
め
「緑
小
の
過
密
化
解

消
対
策
と
し
て
美
園
小
に
開
設
す
る
こ
と
に
し
た」
と
市
教
委
の
方
針
を
公
表
し
た
。
両
学
級
と
も
定
員
一〇
人
で
美
園
小
で
は
普
通
教
室
を
特
殊
学
級
用

に
改
装
し、
併
せ
て
理
科
室
を
転
用
し
た
プ
レ
ー
ル
ー
ム
を
開
設
し
た
。
こ
れ
で
市
内
の
特
殊
学
級
併
設
校
は
小
学
校
が
苫
小
牧
東、
苫
小
牧
西、
若
草、

緑
、
北
星、
澄
川、
美
園
の
七
校
で、
中
学
校
は
苫
小
牧
東、
弥
生、
啓
北
の
三
校
と
な
っ
た
。

「こ
の
み
学
級」
の
開
級
式
が
同
年
四
月三
十
日
に
同
校
で
行
わ
れ
た
。
精
神
の
発
達
に
遅
れ
を
持
つ
児
童
や、
情
緒
に
障
害
の
持
つ
児
童
五
人
が
入
級

し
た
。
前
年
度
末
に
校
舎
の
改
装
工
事
を
行
い
東
側
一
階
の
普
通
教
室、
特
別
教
室
計
五
室
を
改
装
し
、
こ
の
み
学
級
の
職
員
室
、
ホ
ー
ル、
プ
レ
イ
ルー

ム
な
ど
を
設
け
た
。

・
啓
北
中
学
校
山
な
み
分
校

啓
北
中
学
校
山
な
み
分
校
の
前
身
は、
昭
和三
十
六
年
(六
一)
四
月、
苫
小
牧
西
小
学
校
の
精
神
薄
弱
学
級
に
併
設
さ
れ
た
弥
生
中
学
校
精
神
薄
弱
学

級
で
あ
っ
た。
その
後、
同
四
十
一
年
(六
六
)
四
月、
全
道
的
に
も
ハ
イ
ク
ラ
ス
と
い
わ
れ
た
啓
北
中
学
校
山
な
み
学
園
の
独
立
校
舎
が
竣
工
し
開
校
の

運
び
と
な
っ
た。
同
四
十
七
年
(七
二
)
四
月、
啓
北
中
学
校
特
殊
学
級
か
ら
分
校
に
昇
格
し
て
「山
な
み
学
園」
を
「山
な
み
分
校」
と
改
称
し
た。

同
分
校
は
建
築
後二
五
年
を
経
て
増
改
築
を
重
ね
な
が
ら
経
過
し
て
き
た
が、
近
年
に
な
り
校
舎
の
老
朽
化
と
と
も
に
狭
隘
化
が
著
し
く
な
っ
た。
さ
ら
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に、
生
徒
の
障
害
の
多
様
化、
重
度
化
に
対
処
す
る
た
め
苫
小
牧
市
は
平
成三年

(九
一)
九
月
二
十
六
日、
松
風
町
の
同
分
校
を
有
珠
の
沢
町
三
丁
目
に

移
転
改
築
す
る
方
針
を
固
め
た
。

校
舎
は
雨
漏
り
や
傷
み
な
ど
老
朽
化
が
激
し
い
上
、
重
度
障
害
児
の
た
め
の
機
能
訓
練
室
が
な
く
普
通
教
室
も
不
足
の
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三角
形

の
敷
地
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
十
分
に
確
保
で
き
ず
、
さ
ら
に
付
近
の
道
路
も
狭
く
交
通
安
全
上
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
た
め
同
分
校
父
母
の
会

は
前
年、
市
議
会
に
校
舎
改
築
を
陳
情、
採
択
さ
れ
て
い
た
。

移
転
先
は、
現
在
地
か
ら
有
珠
川
を
挟
ん
だ
西
側
の
民
有
地
で
面
積
は
約
一万
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
現
在
の
用
地
の
約
一・
七
倍
の
広
さ
と
な

り
、
建
設
費
は
移
転
費
用
含
め
八
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
計
上、

一般
財
源
の
ほ
か
跡
地
の
売
却
益
な
ど
を
充
て
る
と
し
た
。

新
校
舎
の
工
事
は
同
四
年
(九二
)
八
月
十
五
日
に
始
めら
れ
同
五
年
(九
三
)
五
月
七
日、
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ、
新
校
舎
の
完
成
を
祝
っ
た
。

と
ん
が
り
屋
根
と
丸
み
の
あ
る
建
物
が
新
校
舎
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
、
生
活
訓
練
室
な
ど
障
害
者
用
の
施
設
や
親
子
体
育
館
を
整
え
た
近
代
的
設
備
が
完

備
さ
れ、
二
四
人
の
生
徒
と
一
六
人
の
職
員
が
一丸
と
な
っ
て
新
し
い
校
舎
で
の
分
校
づ
く
り
を
誓
い
合
っ
た
の
で
あ
る
。

・
弥
生
中
学
校
精
神
薄
弱、
情
緒
障
害
学
級

弥
生
中
学
校
に
精
神
薄
弱
学
級
・
情
緒
障
害
学
級
の
特
殊
学
級
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
は、
市
内
の
中
学
校
の
特
殊
学
級
は
啓
北
中
学
校
山
な
み
分
校
一
校

の
みで
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
同
分
校
の
在
籍
生
徒
数
は
昭
和
六
十
三
年
度
(八
八
)
は
三
三
人
、
平
成
元
年
度
(八
九)
に
は三
七
人
と
な
っ
た
。
こ

の
過
密
現
象
を
解
消
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
山
な
み
分
校
校
舎
の
狭
隘
化
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な
り
平
成二
年
(九
〇
)
四
月
一
日、
弥
生
中
学
校
に
精
神

薄
弱
学
級
(生
徒
数
三
人
)
情
緒
障
害
学
級
(生
徒
数
五
人
)
の
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。

・
苫
小
牧
東
中
学
校
情
緒
障
害
学
級
(登
校
拒
否
生
徒
相
談
学
級)

昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
同
六
十
年
代
に
か
け
て、
苫
小
牧
市
に
お
い
て
も
登
校
拒
否
生
徒
は
著
し
い
増
加
傾
向
を
み
せ
た
。
市
内
の
各
中
学
校
で
は
こ

れ
ら
生
徒
の
対
応
に
最
善
の
指
導
体
制
を
確
立
し
生
活
改
善
へ
の
方
策
を
講じ
て
臨
ん
だ
が、
そ
の
状
況
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
現
場
教
師
は
苦
境
に
立
た
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さ
れ
た
。
特
に
心
因
性
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
登
校
拒
否
生
徒
の
指
導
に
は、
医
療
機
関
や
専
門
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
指
導
の
必
要
性
が
急
務
と
な
り
、
改

善
へ
の
具
体
的
な
手
立
て
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

市
教
育
委
員
会
は
昭
和
六
十
三
年
(八
八)
十
二
月、
「苫
小
牧
市
特
殊
教
育
振
興
委
員
会
」
(委
員
長
・
佐
木々
登
開
成
中
学
校
長
)
を
設
置、
「登
校
拒

否
生
徒
の
指
導
改
善
に
つ
い
て」
諮
問
し
た
。
同
委
員
会
は
同
月二
十
日、
第
二
次
答
申
を
ま
と
め
佐
木々
達
雄
教
育
長
へ
提
出
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

苫
小
牧
東
中
学
校
内
に
「
情
緒
障
害
学
級」
通
称
「
相
談
学
級」
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
道
教
育
委
員
会
に
対
し
学
級
認
可
の
申
請
を
行
っ
た。
こ
う
し
て
、

平
成
元
年
(八
九)
四
月
一
日、

一学
級
の
設
置
が
認
可
と
な
っ
た
。
同
中
学
校
に
設
置
さ
れ
た
主
な
理
由
は、
同
中
学
校
周
辺
に
は
博
物
館、
図
書
館、

科
学
セン
タ
ー
、
文
化
会
館、
教
育
研
究
所
な
ど
が
あ
り
社
会
教
育
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
か
ら
で

あ
る
。
同
中
学
校
の
保
健
室
を
約
四
〇
〇
万
円
を
か
け
て
改
修
し
二
人
の
教
員
を
配
置
し
て
開
級
に
至
っ
た
。

・
不
登
校
生
徒
の
適
応
指
導
教
室
(あ
お
ば
学
級)

市
教
育
委
員
会
は
深
刻
化
す
る
児
童
、
生
徒
の
不
登
校
対
策
と
し
て
「適
応
指
導
教
室」
を
開
設
す
る
こ
と
を
平
成
八
年
(九
六)
二
月
三
日
決
め
た
。

使
用
さ
れ
て
い
な
い
市
内
青
葉
町
の
市
長
公
宅
を
活
用
す
る
も
の
で
開
設
の
た
め
の
改
修
費
と
し
て
五
〇
〇
万
円
の
予
算
を
計
上
し
た。
道
内
の
自
治
体
で

こ
の
種
の
施
設
を
持
つ
の
は
苫
小
牧
市
は
八
番
目
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は、
いじ
め
な
ど
を
要
因
と
す
る
不
登
校
問
題
は、
全
国
的
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る。
苫
小
牧
で
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
教
委
で
は、
市

内
の
小
中
学
校
で
七
〇
人
程
度
は
い
る
と
み
て
い
た。
市
内
で
は、
不
登
校
問
題
に
悩
む
中
学
生
が
通
う
教
室
と
し
て
、
平
成元
年
(八
九)
に
苫
小
牧
東

中
学
校
内
に
「相
談
学
級」
が
開
設
さ
れ
て
い
た。
市
教
委
は
学
校
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
通
学
を
敬
遠
す
る
生
徒
も
い
る
ほ
か、
小
学
生
に
も
不

登
校
が
増
え
て
いる
こ
と
を
重
視
し
、
市
独
自
で
「適
応
指
導
教
室
」
(あ
お
ば
学
級)
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
設
場
所
の
旧
市
長
公
宅
は
木
造
平
屋
建
て
で
延
べ
二
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
同
六
年
(九
四
)
十
一
月
か
ら
入
居
者
が
な
く
空
き
家
状
態
に
な
っ

て
い
た。
この
た
め
市
教
委
は
公
宅
の
有
効
利
用、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
指
導
し
た
い
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
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て
同
八
年
(九
六
)
六
月三
日
か
ら
「あ
お
ば
学
級」
の
入
級
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始
し
た
。
同
年二
月
現
在
の
児
童、
生
徒
の
不
登
校
調
査
で
は

小
学
生
で
二
〇
人
、
中
学
生
で
七
〇
人
に
の
ぼ
っ
た。
市
教
委
で
は
同
教
室
の
ス
タ
ッフ
と
し
て
専
任
指
導
員
二
人
が
教
育
相
談
や
学
習
指
導
に
あ
た
る
こ

と
に
し
委
嘱
し
た
。

あ
お
ば
学
級
の
開
設
準
備
も
整
い
、
社
団
法
人
・
北
海
道
家
庭
生
活
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
三
級
と
二
級
の
資
格
を
持
つ
専
任
指
導
員
を
配
置
、

平
成
八
年
(九
六
)
六
月
十
四
日
か
ら
五
人
の
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
開
級
し
た
。
そ
の
後、
専
任
指
導
員
の
異
動
は
あ
っ
た
も
の
の
地
道
な
適
応
指
導
は

現
在
も
続
け
ら
れ
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

(『苫
小
牧
教
育
史』

平
成
五
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『苫
小
牧
の
教
育
』
平
成
十
年
度
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
)

注
(1)

『苫
小
牧
の
教
育』
平
成
六
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

三、
教

育
の

問
題
点

問 い
じ

め
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
は、
全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
「い
じ
め」
を
防
止
、
根
絶
対
策
を
強
化

題
す
る
た
め、
平
成
五
年
(一
九
九
三
)
七
月
三
十
日、
全
道
的
視
野
か
ら
い
じ
め
問
題
に
取
れ
組
む
「い
じ
め
根
絶
対

策
特
別
委
員
会
」
(会
長
・
佐
々
木
達
雄
教
育
長
)
を
発
足
さ
せ
た
。
い
じ
め
根
絶
に
関
す
る
特
別
宣
言
を
出
し
、
緊
急
対
策
実
施
計
画
に

基
づ
き、
根
絶
集
中
学
習
日
の
設
定
など
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

同
委
員
会
の
発
足
は、
い
じ
め
を
一
因
と
す
る
市
内
中
学
校
生
徒
の
自
殺
が二
件
発
生
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。
構
成
団
体
は、

中
学
校
長
会
、
生
徒
指
導
推
進
委
員
会、
P
T
A
連
合
会、
学
識
経
験
者
など
で
緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
い
じ
め
根
絶
意
識
の
高
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揚
と
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
に
し
、
平
成
六
年
(九
四
)
三月
ま
で
を
任
期
と
し
た
。

緊
急
対
策
実
施
計
画
で
は、
錦
岡
公
民
館
に
「子
育
て
相
談
室
」
の
開
設
や
中
学
生
主
張
発
表
大
会
の
主
要
テ
ー
マ
を
い
じ
め
根
絶
と

す
る
こ
と
、小
中
学
校
の
教
員
が
一
斉
に
いじ
め
に
つ
い
て
研
修
す
る
な
ど
と
し
た。
同
委
員
会
は二
月
二
十
四
日
の
最
終
会
議
を
開
き、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

いじめ根絶会議を報ずる新聞

小
中
学
校
長
会、
市
教
育
研
究
所、
市
教
育
委
員
会
が
中心
と
な
っ
て
特
別
委
員
会

を
縮
小
し
た
形
で
情
報
交
換
の
場
を
設
け、各

団
体
の
取
り
組
み
を
確
認
し
た
。
ま
た、

「一
番
大
事
な
の
は
子
ど
も
が
い
じ
め
を
憎
み、
正
義
感
を
持
つ
こ
と、
学
校
や
教
師

が
セ
レ
モ
ニ
ー
(い
じ
め
根
絶
集
会
な
ど
)
だ
け
で
、
子
ど
も
に
思
い
や
り
が
育
っ
た

と
思
い
込
む
の
は
怖
い
こ
と
だ
」「教

師
は
従
来
の
子
ど
も
と
の
す
き
間
を
埋
め
る
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」「現

代
っ
子
の
考
え
方
を
父
母
や
地
域
住
民
が
知
る
場
も
必

要
」
「学
校
に
来
な
い
父
母
に
は
積
極
的
に
声
を
か
け
た
り
家
庭
訪
問
す
べ
き
」
な
ど
と

(1)

活
動
に
対
す
る
反
省
の
声
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

い
じ
め
防
止
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
た
鳥
越
市
長
は
平
成
七
年
(九
五
)
一月、

市
内
の
学
校
を
文
部
省
が
来
年
度
予
算
に
盛
り
込
む
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
の(2)

カ
ウン
セ
ラ
ー
派
遣
校
と
し
て
「積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
い
く
」
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
は、
い
じ
め
の
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
や
不
登
校
の

子
ど
も
の
相
談
役
と
し
て、
臨
床心
理
士
など
カ
ウン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
を
定
期
的

に
学
校
に
派
遣
す
る
事
業
で
あ
る。
ス
ク
ー
ル
カ
ウン
セ
ラ
ー
派
遣
校
に
凌
雲
中
学
が
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決
ま
り
、
平
成
七
年
(九
五
)
四
月
一日
よ
り
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

市
教
育
委
員
会
は
「いじ

め
根
絶
対
策
事
業
」
で
同
年
四
月二
十
七
日
に
教
員
カ
ウン
セ
リ
ン
グ
研
修
を
実
施
し
た。
さ
ら
に
、
同
月

二
十
八
日
から
は
市
教
育
研
究
所
に二
台
設
置
し
た
子
ど
も
相
談
電
話
「
いじ
め
一
一〇
番
」
を
ス
ター
ト
さ
せ
る
な
ど
新
た
な
取
り
組

み
を
展
開
し
て、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
対
策
事
業
と
し
て
は
、
教
育
問
題
に
経
験
豊
富

な
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
三
人
を
配
置
、
教
員
対
象
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
、
子
ど
も
専
用
相
談
電
話
開
設
と
相
談
員
の
配
置
、
さ

ら
に
相
談
電
話
の
番
号
を
記
載
し
た
カ
ー
ド、
父
母
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。

子
ど
も
相
談
電
話
「いじ

め
一
一〇
番」
は
午
後
一時
か
ら
五
時
ま
で
受
け
付
け、
相
談
員
は
民
間
教
育
団
体、
国
際
ス
コ
ー
レ
会
員

や
民
生・児

童
委
員
など
の
女
性
六
人
で
悩
み
を
聞
き
心
を
和ら
げ
る
こ
と
と
し
た
。
「い
じ
め
一
一〇
番」
の
電
話
番
号
を
印
刷
し
た
連

絡
カ
ー
ド
は
市
内
の
小
中
学
生
約
一
万
九、
〇
〇
〇
人
全
員
に
配
布
し
た
。

苫
小
牧
市
は、
同
八
年
度
(九
六
)
以
降
も
「いじ

め
根
絶
対
策
事
業
」
に
本
腰
を
入
れ
る
こ
と
に
し
、
新
年
度
予
算
案
に
事
業
費
と

し
て
七
三
〇
万
円
を
計
上
し
た
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
と
専
用
電
話
相
談
「い
じ
め
一
一〇
番」
を
事
業
の
柱
と
し
た
。
さ

ら
に
文
部
省
の
指
定
を
受
け
た
凌
雲
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
二
年
目
に
入
っ
た
。
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
潜
在
化
す
る

い
じ
め
問
題
に、
粘
り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た。

問 不

登

校

市
教
育
委
員
会
が
同
五
年
(九三
)
秋
か
ら
不
定
期
に
行
っ
て
い
る
「い
じ
め
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
同
年
秋
の
ピ
ー
ク
時
に
比
べ、

い
じ
め
件
数
は三
分
の
一
ま
で
減
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が、
し
か
し
そ
の
反
面、
表
面
に
浮
上
し
な
い
い
じ
め
の
潜
在
化
も
事
実

と
み
て
同
七
年
(九
五
)
創
設
し
た
「いじ

め
根
絶
対
策
事
業
」
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
た
。

教
育
相
談
を
受
け
て
い
る
市
教
育
研
究
所
は、
昭
和
六
十
二
年
度
(八
七)
の
相
談
受
理
件
数
を
ま
と
め
た
が、
こ

題
れ
に
よ
る
と
相
変
わ
ら
ず
中
学
生
の
相
談
が
八
三
件
(四
六
パ
ー
セ
ン
ト)
と
最
も
多
く
不
登
校
(登
校
拒
否
)、
学
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校
嫌
い、
いじ
め、
対
人
関
係
な
ど
の
性
格、
行
動
に
関
す
る
相
談
が
全
体
の
七
四
・
七
パ
ー
セン
ト
を
占
め
た
。
同
研
究
所
で
は
教
職

相
談
員
六
人
の
ほ
か
専
任
相
談
員
一
人
を
常
駐、
女
性
の
特
別
相
談
員
を
配
置
し
、
電
話
や
面
談
に
よ
る
教
育
相
談
対
策
を
強
化
さ
せ
た
。

増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
の
指
導
を
強
化
す
る
た
め
市
教
委
指
導
室、
青
少
年
課、
教
育
研
究
所、
生
徒
指
導
推
進
委
員
会
が
連
携
し

て
「登
校
拒
否
指
導
特
別
委
員
会
」
(委
員
長・
渡
辺
正
教
育
研
究
所
長
)
を
昭
和
六
十
三年

(八
八)
五
月
三
十
日
に
発
足
さ
せ
、
不
登

校
の
実
態
の
把
握、
現
状
の
分
析、
資
料
の
収
集、
指
導
経
過
の
連
絡、
指
導
訪
問
など
解
決
の
糸
口
を
探
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
教
育
委
員
会
は
平
成
元
年
(八
九)
四
月
か
ら
不
登
校
生
徒
に
対
処
す
る
た
め、

苫
小
牧
東
中
学
校
内
に
情
緒
障
害
学
級
「相
談
学
級」
を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
六

十
二
年
(八
七)
ご
ろ
か
ら
中
学
生
を
中心
に
不
登
校
が
急
増、
特
に
長
期
間
に
お
よ

び
専
門
的
な
指
導
を
必
要
と
す
る
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
の
相
談
学
級
と
し
た
。

同
学
級
が
発
足
し
て
四
年
経
過
し
た
平
成
五
年
(九
三
)
四
月
現
在、
合
わ
せ
て三

○
人
が
在
席、

一七
人
が
進
学
・
就
職
し
て
一応
の
成
果
を
挙
げ
た
。
心
因
性
の
不
登

校
で
五
〇
日
以
上
の
長
期
欠
席
者
ら
は
昼
夜
逆
転
の
生
活、
自
室
へ
の
閉
じ
こ
も
り
、

対
人
関
係
が
持
て
な
い
な
ど
の
生
徒
が
同
教
室
で
指
導
を
受
け
た。
生
徒
に
見
ら
れ
る

症
状
は、
極
端
な
対
人
恐
怖
症、
母
子
不
分
離
、
忍
耐
力
の
欠
如
な
ど
が
要
因
と
み
ら

れ
、
特
に
苫
小
牧
の
場
合
は
極
端
な
放
任
な
ど
子
育
て
に
対
す
る
親
の
誤
っ
た
考
え
が

そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。

同
六
・
七
年
(九
四
・
九
五)
ご
ろ
か
ら
中
学
生
の
不
登
校
は
減
少
傾
向
と
な
っ
た

が、
小
学
生
の
不
登
校
は
平
成
七
年
(九
五)
九
月
段
階
で
過
去
四
年
間
で
四
倍
以
上

旧市長公宅を改造したあおば学級
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に
急
増、
低
年
齢
化
し
た
。
市
教
育
委
員
会
は
社
会
教
育
課
と
住
吉
児
童
セ
ン
タ
ー
の
二
カ
所
に
生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

し
、
家
庭
教
育
問
題
の
相
談
業
務
(二
人
体
制)
を
開
始
し
た。

教
育
研
究
所
は
不
登
校
が
依
然
な
く
な
ら
な
い
事
態
を
重
視
し
、
平
成
七
年
(九
五
)
九
月
か
ら
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
所
員
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
派
遣
し
、
登
校
を
拒
む
子
ど
も
た
ち
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
不
登
校
の
原
因
は、
学
校
嫌
い、
無
気
力
、

非
行、
精
神
不
安
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
全
道、
全
国
的
な
社
会
問
題
と
も
な
っ
た。
家
庭、
学
校、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複
雑
に
絡

ん
で
引
き
起
こ
し
て
い
る
場
合
が
多
く、
原
因
を
一
つ
に
特
定
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
の
解
決
を
難
し
く
さ
せ
て
い
る
と
考
え
、
深
刻
な

不
登
校
問
題
の
解
決
へ向
け
て
本
格
的
な
取
り
組
み
を
強
め
た。

市
教
育
委
員
会
は
深
刻
化
す
る
不
登
校
対
策
と
し
て
同
八
年
(九
六
)
六
月
十
四
日
か
ら
適
応
指
導
教
室
「あ
お
ば
学
級」
を
開
設
し

た
。
同
学
級
は
市
内
青
葉
町
の
旧
市
長
公
宅
を
活
用、
北
海
道
家
庭
生
活
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
三
級
と
二
級
の
資
格
を
持
つ
二

人
を
専
任
指
導
員
と
し
て
配
置
し
た
。
同
学
級
は
道
内
で
は
七
番
目
の
開
級
と
な
っ
た
。

男
子
中
学
生
シ
ン

平
成
元
年
(八
九)
七
月
一
日
午
後
七
時ご
ろ、
市
内
し
ら
か
ば
町
二
丁
目
の
市
が
管
理
す
る
旧
下
水
道
ポ
ン

ナ
ー
中
毒
死
事
故
プ
場
の
地
下
室
で、
市
内
の
男
子
中
学
生
三
人
が
死
亡
し
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。
建
物
の
中
はシ
ン
ナ
ー
の

臭
い
が
充
満
し
、
遺
体
の
近
く
に
シ
ン
ナ
ー
の
缶
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
苫
小
牧
警
察
署
で
は
三
人
が
シ
ン
ナ
ー
を
吸
っ
て
い
て
中
毒
死

し
た
と
み
た
。
J
R
糸
井
駅
に
近
い
住
宅
街
を
目
の
前
に
し
た
現
場
に
は、
訃
報
を
聞
い
た
級
友
や
学
校
関
係
者、
父
母、
付
近
の
住
民

ら
が
大
勢
詰
め
掛
け
事
態
を
重
く
受
け
と
め
た
。

現
場
の
建
物
は、
か
つ
て
市
の
下
水
道
中
継
ポ
ン
プ
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が、

一〇
年
ほ
ど
前
か
ら
市
緑
地
公
園
課
の
資
材
小
屋

に
使
わ
れ
て
い
た
。
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
で
一
階
と
地下
室
が
あ
っ
て
、
一
階
に
は
北
側と
南
側
に
ド
ア
が
あ
り
、
発
見
当
時
南

側
の
ド
ア
は
施
錠、
北
側
の
ド
ア
は
閉
ま
っ
て
い
た
も
の
の
鍵
は
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
南
側
の
窓
に
打
ち
つ
け
て
い
た
板
が
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外
さ
れ
て
い
た。
遺
体の
そ
ば
に
はシ
ン
ナ
ー
が
若
干
残
っ
た
一
八
リ
ッ
ト
ル
缶
一
個
が
あ
り、
一階
に
もラ
ッ
カ
ー
シ
ン
ナ
ー
の
缶
数

個
と
シ
ン
ナ
ー
を
吸
う
の
に
使
っ
た
と
み
ら
れ
る
ビ
ニー
ル
袋
数
枚
が
散
乱
し
て
い
た
。

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
中
学
生
男
子
三
人
の
シン
ナ
ー
中
毒
死
事
故
で
「本
当
に、
中
学
生
に
シン
ナ
ー
遊
び
が
流
行
し
て
い
た
の
か
」

(3)
「大
規
模
校
ゆ
え
に
生
徒
が
起
こ
す
問
題
行
動
も
多
く
、
迅
速、
適
切
な
対
応
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
疑
問
が
生

ま
れ
た
。
市
教
育
委
員
会
の
補
導
統
計
に
よ
る
と
中
学
生
の
シ
ン
ナ
ー
乱
用
に
よ
る
補
導
者
数
は、
昭
和
六
十
年
度
(八
五
)
を
ピ
ー
ク

に
急
激
に
減
少
し
た。
昭
和
五
十
九
年
度
(八
四)
三一
人
、
同
六
十
年
度
五
三
人
、
同
六
十
一
年
度
(八
六
)
一九
人、
同
六
十
二
年

(〒
)

度
(八
七)

一六
人、
同
六
十
三
年
度
(八
八)

一人
と
沈
静
化
し
て
い
た
。

市
議
会
文
教
経
済
委
員
会
が
平
成
元
年
(八
九)
七
月
十
一
日
に
開
か
れ、
中
学
生三
人
の
シン
ナ
ー
中
毒
死
事
故
に
関
し
て
佐
木々

達
雄
教
育
長
が
報
告
し
た。
同
教
育
長
は
事
故
発
生
に
つ
い
て
市
民
に
深
く
お
わび
す
る
と
陳
謝、
事
故
の
経
過
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て、
事
故
後
市
内
の
空
き
家
や
た
ま
り
場
と
な
り
や
す
い
公
共
施
設
の
点
検
を
進
め
て
い
く
ほ
か、
有
機
溶
剤
管
理
強
化
を
業
者
に
要
請、

非
行
や
事
故
の
防
止
を
訴
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
に
配
布
し
た
い
な
ど
と
説
明
し
た。
ま
た、
シ
ン
ナ
ー
取
扱
事
業
主
に
苫
小
牧
警

察
署
と
市
教
育
委
員
会
の
連
名
で
文
書
を
作
成
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。

苫
小
牧
市
青
少
年
問
題
協
議
会
(会
長
・
鳥
越
忠
行
苫
小
牧
市
長)
の
臨
時
会
が
七
月
十
四
日、
市
社
会
福
祉
会
館
で
開
か
れ、
中
学

生
三
人
の
シ
ン
ナ
ー
中
毒
死
事
故
に
つ
い
て
市
側
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
し
た。
シン
ナ
ー
を
は

じ
め
、
非
行
防
止
対
策
を
強
く
推
し
進
め
る
た
め、
各
中
学
校
区
別
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
父
母
や
地
域
の
青

少
年
委
員
など
と
一
体
と
な
っ
て
情
報
収
集
を
行
い、
市
補
導
セン
タ
ー
で
集
約、
対
応
に
あ
た
り
、
家
庭
と
学
校、
市
教
育
委
員
会
と

地
域
の
連
携
を
よ
り
強
め、
生
徒
指
導
の
強
化
・
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う
と
平
成
元
年
(八
九)
七
月
二
十
日、
市
教
育
委
員
会
青
少
年
課
と
苫
小
牧
警
察
署
は、
青
少
年
有
害
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環
境
点
検
を
行
っ
た。
同
署
防
犯
課
を
は
じ
め
市
職
員、
環
境
浄
化
推
進
委
員
や
市
から
委
嘱
さ
れ
て
い
る
有
害
環
境
モ
ニ
タ
ー
など
三

○
人
が
参
加
し、
繁
華
街
を
中心
に
商
店
な
ど
で
環
境
浄
化
の
啓
発
を
行
っ
た
。
J
R
苫
小
牧
駅
前
か
ら
錦
町、
大
町
に
か
け
て
の
繁
華

街
で
商
店
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
パ
チ
ン
コ
店
など
を
訪
問、
チラ
シ
を
配
布
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
の
た
め
に
環
境

浄
化
に
協
力
を
と
呼
び
か
け
た
。
特
に
シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
販
売
す
る
小
売
店
に
対
し
て
は
、シ
ン
ナ
ー
乱
用
防
止
の
チ
ラ
シ
を
渡
し
、
売
っ

た
り
、
盗
ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
協
力
を
お
願
い
す
る
と
訴
え
た
。

平
成
元
年
(八
九)
七
月
二
十
九
日、
シン
ナ
ー
事
故
死
か
ら
一
カ
月
後、
再
発
防
止
で
啓
発
活
動
が
活
発
化
し
、
特
に
市
内
中
学
校

区
ご
と
の
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
が
相
次
い
で
開
か
れ
た。
こ
の
中
で
応
急
対
策
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
は
地
域
の
危
険
個
所
の
点
検、

児
童
生
徒
や
家
庭
へ
のシ
ン
ナ
ー
事
故
防
止
啓
発
活
動
な
ど
で
あ
っ
た
。

市
教
育
委
員
会
は
シ
ン
ナ
ー
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
せ
る
啓
発
活
動
を
、
ビ
デ
オ
や
印
刷
物
を
使
っ
た
学
級
指
導
、
家
庭
へ
の
印
刷
物
の

配
布、
地
域
の
懇
談
会
で
の
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
を
行
っ
た
。市
青
少
年
補
導
セン
タ
ー
が
用
意
し
て
い
る
シ
ン
ナ
ー
事
故
防
止
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
の
貸
し
出
し
も
増
え
て
利
用
度
が
高
ま
り
、
家
庭、
教
師
と
生
徒
の
信
頼
関
係づ
く
り
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

平
成
時
代
(八
九
～)
に
入
っ
て
特
に
中
学
生
に
よ
る
事
件
が
多
く
発
生
し
、
市
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
で

そ
の
他
中
学

生
の
事
件
あ
る
。

先
ず
男
子
中
学
生
の
水
死
事
故
は、
平
成二
年
(九〇
)
四
月二
十
九
日
午
後
二
時
一
〇
分ご
ろ、
千
歳
市
支
笏
湖
湖
畔
の
湖
畔
橋
付

近
で
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
た
市
内
の
中
学
二
年
生
男
子三
人
が
水
死
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
故
後、
市
教
育
委
員
会
は

三
十
日
付
け
で
各
小
中
学
校
長
に
対
し
、
事
故
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
命
の
大
切
さ
や
休
日
の
過
ご
し
方
など
を
徹
底
さ
せ
る
内
容
の
文
書

を
通
達
し
た。

男
子
中
学
生
鉄
道
自
殺
事
件
は、
平
成
四
年
(九二
)
十
一
月二
十
日
午
後
四
時
四
〇
分ご
ろ、
市
内
錦
岡
七
一
四
番
地
の
J
R
室
蘭
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本
線で
、
苫
小
牧
発
東
室
蘭
行
き
普
通
列
車
に
中
学
校三
年
男
子
生
徒
が
飛
込
み、
全
身
を
強
く
打
っ
て
即
死
し
た。
こ
の
自
殺
事
件
で

は
死
亡
し
た
生
徒
に
か
な
り
ひ
ど
い
いじ
め
に
あ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
市
教
育
委
員
会
は
小
中
学
校
の
臨
時
校
長
会
を
開
き、

佐
木々
教
育
長
は
緊
張
感、
使
命
感、
教
育
哲
学
を
持
っ
て
学
校
経
営
を
し
て
ほ
し
い
と
厳
し
く
指
導
し
た。
さ
ら
に、
子
ど
も
の
心
に

く
い
込
む
指
導
や
職
員
の
断
層
格
差
の
な
い
組
織
の
確
立
を
求
め、
再
び
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
問
題
行
動
に
万
全
を
期
し
て

取
り
組
ん
で
ほし
い
と
訴
え
た。

女
子
中
学
生
自
殺
事
件
は
平
成
五
年
(九
三
)
七
月
八
日
昼
過
ぎ、
市
内
錦
岡
の
J
R
室
蘭
本
線
錦
岡
駅
の
手
前
で、
前
年
の
自
殺
事

件
と
同
じ
中
学
校
一
年
女
子
生
徒
が
貨
物
列
車
に
飛
込
み
自
殺
を
し
た
。
こ
の
生
徒
が
同
じ
学
級
の
友
だ
ち
に
遺
書
め
い
た
走
り
書
き
を

渡
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
一
部
の
生
徒
か
ら
い
じ
め
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

(6)

市
教
育
委
員
会
は
女
子
生
徒
の
自
殺
事
件
を
重
視
し、
七
月
九
日、
臨
時
校
長
会
議
を
開
い
た
。
佐
木々
教
育
長
は、
自
殺
の
一
因
と

さ
れ
る
い
じ
め
の
根
絶
と
撲
滅、
子
ど
も
に
命
の
尊
さ
を
認
識
さ
せ
る
指
導
を
厳
し
く
指
示
し
た。
さ
ら
に、
命
の
尊
厳
を
子
ど
も
に
徹

底
指
導
す
る
よ
う
再三
指
示
し
て
い
た
の
に、
痛
ま
し
い
事
件
が
繰
り
返
さ
れ
て
遺
憾
の
極
み
と
述
べ、
同
元
年
度
(八
九
)
以
降
に
起

き
た
市
内
中
学
生
の
シ
ン
ナ
ー
中
毒
死、
水
死、
自
殺
を
振
り
返
っ
て
「こ
れ
ま
で
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
た
の
か
。
緊
迫
感、
使
命

感
、
責
任
感、
教
育
哲
学
を
踏
ま
え
て
教
育
運
営
を
し
て
ほ
し
い
」
と
厳
し
い
口
調
で
訓
示
し
た
。

女
子
中
学
生
の
自
殺
事
件
で
札
幌
法
務
局
は
同
六
年
(九
四)
三月
二
十
九
日、
同
校
前
校
長
に
「勧
告」、

市
教
育
委
員
長
と
校
長
に

い
ず
れ
も
書
面
に
よ
る
「要
望
」
を
行
っ
た
。
前
校
長
に
対
す
る
勧
告
は
人
権
侵
犯
事
件
と
し
て
は
、
犯
罪
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の

「告
発」
を
除
き
最
も
重
い
措
置
で
あ
っ
た
。

女
子
中
学
生
の
覚
せ
い
剤
事
件
は
平
成
七
年
(九
五)
九
月
八
日
に、
札
幌
中
央
署
と
道
警
少
年
課
が
市
内
の
暴
力
団
幹
部
と
市
内
の

女
子
中
学三
年
生
二
人
を
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
(使
用)
の
疑
い
で
逮
捕
し
た。
調
べ
に
よ
る
と
同
幹
部
(容
疑
者)
は
同
月
上
旬
に
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自
宅
や
中
学
生
宅
で
二
人
の
腕
に
注
射
器
で
覚
せ
い
剤
の
水
溶
液
を
注
射
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
同
容
疑
者
か
ら
覚
せ
い
剤
を
注
射
し
て

も
ら
い、
う
ち
一
人
は
約
四〇
回
使
用
し
た
と
いう
。
二
人
は
別
な々
中
学
校
に
通
学
し
て
お
り、
平
成
七
年
(九
五)
七
月
下
旬ご
ろ

暴
走
族
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
容
疑
者
の
自
宅
に
出
入
り
し
て
い
た
。
二
人
の
う
ち
一
人
は
同
年
六
月
に
家
族
か
ら
捜
索
願
が

出
さ
れ
て
お
り、
シン
ナ
ー
を
や
め
る
た
め
に
覚
せ
い
剤
を
打
っ
た
な
ど
と
供
述
し
た
。
二
人
の
女
子
中
学
生
と
札
幌
市
内
で
交
遊
関
係

に
あ
っ
た
仲
間
が
別
件
で
札
幌
中
央
署
に
事
情
聴
取
を
受
け、
この
調
べ
か
ら
今
回
の
覚
せ
い
剤
使
用
事
犯
が
浮
かび
上
が
り、
同
署
な

ど
が
捜
査
に
乗
り
出
し
て
い
た。

こ
の
事
件
は
市
内
の
教
育
関
係
者
に
大
き
な
動
揺
と
衝
撃
を
与
え
た
。
市
教
育
委
員
会
は
緊
急
校
長
会
議
を
招
集
す
る
と
と
も
に、
生

命
尊
重
の
精
神
を
子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か
け
る
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
学
校
を
魅
力
あ
る
場
に、
非
行
問
題
の
あ
る
児
童
生

徒
に
は
家
庭
訪
問
を
実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
家
庭
と
の
連
携
を
深
め
る
な
ど
学
校
側
の
協
力
を
求
め
た
。

覚
せ
い
剤
汚
染
は、主

婦
や
未
成
年
者
な
ど
一
般
市
民
に
広
が
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
苫
小
牧
署
に
よ
る
と
同
七
年
九
月
末
ま
で
に、

覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
で
二
七
人
を
逮
捕、
前
年
同
期
を
四人
上
回
っ
た
上、
女
子
中
学
生
の
使
用
も
発
覚
し、
同
署
で
は
汚
染
は
市
民

層
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
と
し
て
取
り
締
ま
り
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
。

中
学
生
の
殺
人
事
件
は、
市
内
勇
払
六
番
地
の
書
店
経
営
者
の
妻
が
平
成
八
年
(九
六
)
二
月
二
十
七
日、
自
宅
車
庫
内
で
殺
害
さ
れ

る
と
い
う
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
で
苫
小
牧
警
察
署
と
道
警
本
部
刑
事
部
の
合
同
捜
査
本
部
は
同
年三
月
三
日
夜、
殺
人
の
疑
い
で

市
内
に
住
む
中
学
三
年
の
男
子
生
徒
を
逮
捕
し
た
。
事
件
は
発
生
後
五
日
目
で
解
決
し
た。

調
べ
に
よ
る
と
中
学
生
は
同
年
二
月二
十
七
日
午
前
零
時三
五
分
ご
ろ
同
書
店
宅
に
侵
入
し
た
が、
こ
れ
に
気づ
い
た
経
営
者
の
妻
の

頭
を
車
庫
内
で
石
の
よ
う
な
も
の
で
殴
打
し
殺
害
し
た
。
主
婦
は
前
頭
部
を
激
し
く
殴
ら
れ
て
お
り
、
司
法
解
剖
の
結
果
から
同
日
午
前

一時
ご
ろ
死
亡
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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中
学
生
逮
捕
の
知ら
せ
に
市
教
育
委
員
会
は
三
日
深
夜、
佐
木々
教
育
長
の
ほ
か
幹
部
ら
が
集
合、
大
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
。
重

苦
し
い
雰
囲
気
の
中、
対
応
策
を
検
討
し
四
日
午
前
九
時
か
ら
小
中
学
校
校
長
会
議
を
緊
急
に
招
集
す
る
こ
と
を
決
め
た。

佐
木々
教
育
長
は
「苫
小
牧
市
に
と
っ
て
中
学
生
が
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
大
変
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る
」
と
切
り

(7)
出
し
「殺
人
は
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
あ
り
非
常
に
残
念
で
な
ら
な
い」
と
緊
張
気
味
に
経
過
報
告
を
し
た
。

市
内
で
は
か
つ
て
「いじ

め」
を
苦
に
し
た
中
学
生
の
自
殺
が
相
次
ぎ、
「思
い
や
り」
や
「命
の
尊
さ」
を
は
ぐ
く
む
な
ど
生
徒
指
導

が
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
いじ
め
や
不
登
校
に
限
定
せ
ず
、
視
野
を
広
げ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
部
分
で

の
実
践
が
不
十
分
だ
っ
た
と
い
う
教
育
機
関
内
部
から
の
意
見
も
あ
っ
た。
ま
た、
女
子
中
学
生
の
覚
せ
い
剤
事
件、
殺
人
事
件
に
し
て

も
教
育
に
関
す
る
問
題
だ
と
いう
痛
烈
な
反
省
も
込
めら
れ、
実
の
あ
る
教
育
実
践
が
今
度
こ
そ
求
め
ら
れ
る
重
く、
や
り
き
れ
な
い
教

訓
と
な
っ
た
。

注
(1)

『苫
小
牧
民
報
』

(2)
『苫
小
牧
民
報
』

平
成
六
年
二
月
二
十
五
日
号
苫
小
牧
民
報
社

平
成
七
年
一
月
六
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(3)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
元
年
七
月三
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(4)
『新
聞
切
抜
綴
‒‒少
年
犯
罪』

昭
和
五
十
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(5)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
四
年
十
二
月
八
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『新
聞
切
抜
綴
‒
学
校
教
育
2
』
昭
和
六
十
一
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(6)

(7)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
八
年
三
月
四
日
号
苫
小
牧
民
報
社

768



第
二
章
教
育
施
設
の
変
遷
と
充
実

第
一
節
学
校
教
育
の
編
成
と
充
実

一、
市
街
地
の
拡
大
と
幼
稚
園
の
新
設

苫
小
牧
市
立
は

苫
小
牧
市
立
苫
小
牧
幼
稚
園
は
昭
和三
十
一
年
(一
九
五
六)

一月
十
八
日
に
入
園
式
を
行
い、
三
月
十
六
日
に

な
ぞ
の
幼
稚
園
開
園
式
並
び
に
落
成
式
を
行
っ
た
。
場
所
は
山
手
町
四
六
番
地
(現
北
光
町三
丁
目)
で
あ
っ
た
。

そ
の
後、
情
勢
の
変
化
に
よ
り
新
た
な
幼
稚
園
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
同
四
十
八
年
(七
三
)
四
月、
市
内
大
成
町
二
丁
目
に

「市
立
幼
稚
園
大
成
分
園」
が
開
園
し
た
。
以
来、
本
園
と
分
園
に
よ
る
幼
稚
園
教
育
が
進
め
ら
れ、
教
育
目
標
お
よ
び
保
育
指
導
の
実

施
に
つ
い
て
は
共
通
し
た
教
育
課
程
に
よ
り
、
相
互
の
交
流
や
連
携
を
深
め
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
き
た
。

同
三
十
四
年
(五
九
)
に
開
園
し
た
市
立
苫
小
牧
幼
稚
園
は、
同
六
十
年
代
(八
五
～)
に
な
り
老
朽
化
が
著
し
く
狭
隘
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
「
新
幼
稚
園
教
育
要
領」
の
改
訂
に
伴
い、
今
日
的
な
幼
児
教
育
課
題
達
成
の
た
め、
一層
の
公
立
幼
稚
園
教
育
の
あ
り
方
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
従
前、
手
が
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
障
害
幼
児
の
就
園
と
、
そ
の
指
導
等
の
問
題
の
た
め
に、
市

お
よ
び
教
育
委
員
会
は
本
園、
分
園
を
閉
園
す
る
こ
と
に
し
て、
新
幼
稚
園
を
新
設
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
同
六
十
三
年
(八
八
)

六
月、
市
教
育
委
員
会
は
「市
立
幼
稚
園
教
育
検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
新
設
幼
稚
園
に
お
け
る
幼
稚
園
教
育
の
あ
り
方
を
諮
問
し

第
三
編
教
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市立はなぞの幼稚園 た。
平
成元
年
(八
九)
三
月、
同
検
討
委
員
会
は
「苫
小
牧
市
立
幼
稚
園
教
育
の
振
興

に
つ
い
て」
の
答
申
を
行
っ
た
。
市
教
育
委
員
会
は、
こ
の
答
申
を
受
け
て
市
内
花
園
町

二
丁
目
に
約
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
確
保、
面
積
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近

代
的
新
園
舎
を
竣
工
し
た
。
同三
年
(九
一)
四
月
十二
日、
新
装
な
っ
た
園
舎
で
初
の

入
園
式
が
行
わ
れ、
同
年
六
月
八
日
に
は
関
係
者
多
数
参
加
の
も
と
、
新
生
「苫
小
牧
市

立
は
な
ぞ
の
幼
稚
園」
(橋
浦
清
司
園
長)
の
開
園
式
並
び
に
落
成
記
念
式
典
が
盛
大
に

行
わ
れ、
新
た
な
出
発
と
な
った
。
な
お、
園
名
は
所
在
地
が
花
園
町
で
あ
る
こ
と
か
ら

「は
な
ぞ
の
幼
稚
園
」
と
名
づ
け
ら
れ
た。

幼 私

立

立
昭
和
五
十
年
(七
五)
以
降
に
開
園
し
た
私
立
幼
稚
園
は
八
園
あ
り
、

幼
稚
園
既
存
園
と
合
わ
せ
る
と
苫
小
牧
市
に
は
二
〇
園
の
私
立
幼
稚
園
が
あ

り、
そ
れ
に
市
立
幼
稚
園
が
一
園
で
あ
る
。
平
成
十
年
(九
八)
の
在
園
児
は三
、
二
三

(一)
一人
、
教
員
は二
〇
七
人
で
あ
る
。

次
に
新
設
園
の
沿
革
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

▼
エ
ン
ゼ
ル
幼
稚
園
学
校
法
人
設
立
認
可
・
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十
二
日

昭
和
四
十
八
年
(七三

)
二
月、
糸
井
団
地
内
に
開
設
し
た
坂
本
学
園
ピ
ノ
キ
オ
幼
稚
園
(日
新
町)
は
定
員
二
八
〇
人
規
模
で
あ
っ

た
が、
都
市
化
が
進
み、
こ
の
地
区
の
人
口
は
急
激
に
増
加
し
た
。
同
時
に
幼
児
教
育
に
対
す
る
地
域
住
民
の
関
心
は
高
く
、
就
園
希
望

と
な
っ
て
毎
年
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
応
募
数
で
あ
っ
た
。
一方、

都
市
開
発
と
と
も
に
交
通
整
備
も
進
み、
同
団
地
中
央
部
に
バ
イ
パ

ス
が
通
り
住
宅
街
が
二
分
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
園
児
の
安
全
通
園
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
背
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景
の
中、
す
で
に
取
得
し
て
い
た
糸
井
南
地
区
(し
ら
か
ば
町
)
の
幼
稚
園
建
設
予
定
地
約
五、

一〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に、
昭
和
五
十

一年
(七
六
)
十
二
月
に
坂
本
学
園
エ
ン
ゼ
ル
幼
稚
園
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

園
舎
は
姉
妹
園
で
あ
る
ピ
ノ
キ
オ
幼
稚
園
と
ほ
ぼ
同
じ
造
り
で、
子
ど
も
の
生
活
を
主
体
に
考
え
近
代
的
設
備
を
完
備
し
た
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
て
約
一、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
園
舎
が
完
成、
同
五
十
二
年
(七
七)
四
月、
一二〇

人
の
園
児
を
迎
え
て
入
園
式

を
行
い
開
園
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
後、
同
五
十
三年

(七
八
)
に
は
園
舎
を
増
築
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

苫
小
牧
第
二
中
央
幼
稚
園
学
校
法
人
設
立
認
可
・
昭
和
五
十
二
年
二
月二
十
八
日

糸
井
地
区
が
現
在
の
よ
う
に
都
市
化
が
進
展
し
な
い
以
前
に、
中
央
幼
稚
園
は
建
設
に
必
要
な
約
一
、
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地

を
取
得
し
て
い
た
。
こ
れ
は
近
接
す
る
小
学
校
と
の
連
携
を
保
つ
た
め
に
適
地で
あ
る
と
の
立
地
条
件
を
考
慮
し
て、
市
内
桜
木
町
一丁

目
に
「苫
小
牧
第
二
中
央
幼
稚
園
」
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
五
十
二
年
四
月
、
園
舎
面
積
約
七
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
総
工
費

七
、
五
〇
〇
万
円
を
も
って
竣
工
し
た
。
園
舎
は
落
ち
着
い
た
中
に
も
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
む
よ
う
設
計
さ
れ
た
。

▼
勇
払
幼
稚
園
学
校
法
人
設
立
認
可
・
昭
和
五
十
二
年
四
月
三
十
日

勇
払
地
区
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
創
始
は、
同三
十
一
年
(五
六)
に
開
設
さ
れ
た
国
策
パ
ルプ

(現
日
本
製
紙)
の
「会
社
立
国
策

パ
ル
プ
勇
払
幼
稚
園」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
社
勇
払
工
場
従
業
員
子
弟
の
厚
生
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
勇
払
幼

稚
園
は
厚
生
施
設
を
も
含
め
て
み
た
場
合
に
は、
苫
小
牧
に
お
け
る
戦
後
の
幼
稚
園
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
の
設
立
で
あ
っ
た
が、
同

園
は
一
年
足
ら
ず
で
廃
園
に
な
っ
た
。

同
四
十
年
代
(六
五
～
)
に
入
り、
勇
払
地
区
に
も
公
立
の
幼
稚
園
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
強
ま
っ
て
い
った
。
住
民
代
表
が
市
に
対
し、

幼
稚
園
設
置
の
要
請
を
行
っ
た
が、
諸
般
の
事
情
で
「市
立
幼
稚
園
分
園」
の
設
置
は
そ
の
実
現
を
み
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
会
社

側
は
地
元
の
強
い
要
望
に
応
え
て、
同
四
十
九
年
(七
四)
に二
教
室
を
増
設
し
、
一般
住
民
の
幼
児
も
入
園
で
き
る
措
置
を
講じ
た
。
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そ
の
後
も
幾
多
の
変
遷
を
辿
り、
昭
和
五
十
二
年
(七
七)
四
月、
「学
校
法
人
勇
払
学
園
勇
払
幼
稚
園」
の
設
置
が
認
可
と
な
っ
た
。

同
時
に
会
社
所
有
地
約三
、
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
無
償
貸
与
と
し
、
総
工
費
約
八、
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
園
舎
面
積
約
六
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
が
竣
工
し
た
。
こう
し
て
同
年
五
月
一
日、
定
員
一
六
〇
人
、
四
学
級
の
「
勇
払
学
園
勇
払
幼
稚
園」
が
正
式
に
誕
生
し
た
。

現
勇
払
幼
稚
園
は
前
述
の
よ
う
に
「国
策
パ
ル
プ
付
属
勇
払
幼
稚
園」
を
発
展
的
に
廃
園
と
し
「学
校
法
人」
と
し
て
新
生
の
幼
稚
園
と

な
っ
た
。

同
五
十
三
年
(七
八)
に
は、
勇
払
一
四二
番
地
に
防
衛
施
設
庁
の
補
助
金
を
受
け
て
新
園
舎
が
完
成
し、
同
五
十
四
年
(七
九)
に

旧
園
舎
よ
り
新
園
舎
へ
移
転
し
た。
平
成三
年
(九
一)
に
は三
歳
児
学
級
を
独立
さ
せ
年
齢
別
学
級
編
制
を
導
入、
現
在
に
及
ん
で
いる
。

▼
苫
小
牧
青
葉
幼
稚
園
学
校
法
人
設
立
認
可
・
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
三
日

青
葉
幼
稚
園
は
昭
和
五
十
二
年
(七
七
)
四
月、
市
内
見
山
町
四
丁
目
に
敷
地
約
一、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
得
て、
総
工
費
約二

億
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
園
舎
を
新
築
し
て
開
園
の
運
び
と
な
っ
た
が、
正
式
な
学
校
法
人
の
設
立
認
可
を
得
た
の
は、
翌
五
十三

年
(七
八
)
十
二
月
十
三
日
で
あ
っ
た
。
同
五
十
八
年
(八
三
)
に
は
学
校
法
人
北
海
道
徳
風
学
園と
青
葉
学
園
の
合
併
が
認
可
と
な
り

定
員
二
〇
〇
人
と
な
っ
た。
同
六
十
三
年
(九
八
)
に
は
文
部
省
の
幼
稚
園
教
育
研
究
委
嘱
園
と
な
り
「生
命
を
守
り
豊
か
な
人
間
性
を

め
ざ
す
」
保
育
方
針
を
掲
げ、
開
園
の
精
神
を
健
康
第
一
主
義
と
し
「健
康
は
一
生
の
宝
」
「習
慣
は
第
二
の
天
性
」
「努
力
は
天
才
に
勝

(2)
る
」と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

▼
ひ
か
り
の
国
幼
稚
園
学
校
法
人
設
立
認
可
・
昭
和
五
十
四
年三
月
五
日

昭
和
四
十三
年
(六
八)
三月
、
「原
学
園
ひ
か
り
幼
稚
園」
を
設
立
し
幼
児
教
育
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が、
同
五
十
四
年
(七
九)
四

月、
国
際
児
童
年
に
意
義
づ
け
て
「ひ
か
り
幼
稚
園」
の
姉
妹
園
と
し
て
「ひ
か
り
の
国
幼
稚
園」
が
開
園
し
た
。

市
の
鉄
北
糸
井
地
区
は
都
市
化
に
よ
る
人
口
増
加
が
急
速
に
進
む
中、
市
内
糸
井三
五
三
に
約
七
万
九、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
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大
な
敷
地
に
約
九
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
園
舎
を
建
設
、
開
園
に
至
っ
た
。
園
の
周
辺
は
自
然
の
森
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、
ア
カ
ゲ

ラ
、
カ
ケ
ス
な
ど
が
巣
立
ち、
ク
ワ
ガ
タ
、
シ
マ
リ
ス
な
ど
も
生
息
し
て
お
り
、
ク
リ
、
コ
ク
ワ
、
野
イ
チ
ゴ
な
ど
が
採
集
で
き
、
四〇

○
株
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
育
ち
園
児
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る。

▼
苫
小
牧
澄
川
幼
稚
園
学
校
法
人
設
立
認
可
・
昭
和
五
十
五
年二
月
五
日

昭
和
五
十
年
代
(七
五
～)
に
入
り
急
増
す
る
人
口
定
住
化
の
た
め
の
土
地
造
成
や
区
画
整
理
事
業
は、
市
街
地
中
心
部
か
ら
次
第
に

周
辺
地
区
へ
拡
大
し
て
い
っ
た。
特
に
と
き
わ
町
と
隣
接
し
た
澄
川
町
一
帯
の
発
展
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た。

同
五
十
五
年
(八
〇
)
二
月、
浦
島
満
寿
夫
が
市
内
澄
川
町
三
丁
目
に
約
一、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
取
得、
約
八
三
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
の
園
舎
を
建
設
し
て、
同
年二
月
に
学
校
法
人
浦
島
学
園
苫
小
牧
澄
川
幼
稚
園
を
開
園
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
五
十
五
年

(八
〇
)
四
月
十
日、
三学
級、
一二
一
人
の
園
児
を
迎
え
開
園
式
を
行
っ
た
。
そ
の
後、
同
五
十
六
年
(八
一)
に
は
五
学
級、
一七

六
人
と
な
り、
同
六
十
年
(八
五
)
に
は
六
学
級、
定
員
二
〇
〇
人
が
認
可
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

▼
青
空
幼
稚
園
学
校
法
人
設
立
認
可
・
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

昭
和
五
十
五
年
(八
〇
)
十
二
月、
「学
校
法
人
平
舘
学
園
青
空
幼
稚
園」
と
し
て
設
置
認
可
を
受
け
た。
市
の
鉄
北
西
部
に
位
置
す
る

市
内
柏
木
町
二
丁
目
に
約三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
用
地
を
取
得、
総
工
費
一
億
一、
〇
〇
〇
万
円
を
か
け

て
建
築
面
積
一
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
明
る
く
モ
ダ
ン
な
園
舎
が
竣
工
し
た。
同
五
十
六
年
(八
一)
四
月、
三
学
級
一二
〇
人
の

園
児
を
迎
え
て
入
園
式
を
行
い
開
園
の
運
び
と
な
っ
た。
そ
の
後、
同
五
十
七
年
(八
二
)
に
は
五
学
級、
定
員
一
二〇
人、
同
六
十
年

(八
五
)
に
は
五
学
級、
同
一
六〇
人
、
同
六
十
三
年
(八
八
)
に
は
七
学
級、
同
二
〇
〇
人
、
平
成二
年
(九
〇
)
に
は
八
学
級、
同

二
四〇
人
の
学
級
編
制
と
推
移
し
、
現
在
は
二
八〇
人
の
認
可
定
員
で
あ
る
。

▼
は
く
ち
ょ
う
幼
稚園

学
校
法
人
設
立
認
可
・
平
成
三
年二
月
十
四
日
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苫
小
牧
市
の
東
部
に
位
置
す
る
沼
ノ
端
地
区
は、
近
年
著
し
く
活
気
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
沼
ノ
端
中
小
企
業
団
地
は
準
工

業
地
域
で、
平
成二
年
(九
〇
)
の
時
点
で
一七
社
の
企
業
が
進
出
し
操
業
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
急
速
に
人
口
が
膨
張

し
た
。
同
年
の
沼
ノ
端
地
区
の
戸
数
は
約二
、
五
〇
〇
戸
、
人
口
は
約
七、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
住
民
の
子
ど
も
の
教
育
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
特
に
幼
児
教
育
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
沼
ノ
端
地

区
に
も
幼
稚
園
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
強
ま
って
い
っ
た
。
こ
れ
は
遠
く
市
街
地
の
幼
稚
園
へ
バ
ス
通
園
す
る
幼
児
の
安
全
性
と
健
康

上
の
問
題
を
憂
慮
し
た
上
の
も
の
で
あ
っ
た
が、
何
よ
り
も
沼
ノ
端
地
区
に
お
け
る
幼
稚
園
教
育
充
実
の
見
地
から
の
願
望
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
住
民
の
声
を
重
視
し
た
同
地
区
の
有
志
ら
が
「沼
ノ
端
幼
稚
園
設
立
期
成
会
」
を
発
足
さ
せ、
強
力
な
幼
稚
園
設
立
運
動
を
展

開
し
た。
こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
努
力
が
実
っ
て
同
二
年
(九〇
)
九
月、
沼
ノ
端
二
三
〇
番
地
に
約三
、
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

建
設
用
地
を
確
保、
木
造
亜
鉛
葺
き
平
屋
約
四
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
園
舎
建
設
に
着
手
、
同
三年

(九
一)
二
月
に
は
設
置
許
可
と
な

り、
同
年
三
月
に
総
工
費
約
五、
五
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
園
舎
が
落
成
し
た
。

そ
し
て
、
同
三年

(九
一
)
四
月
一
日、
地
域
住
民
待
望
の
沼
ノ
端
幼
稚
園
の
開
園
と
な
っ
て
二
学
級
六
七
人
の
新
入
園
児
の
歓
声
と

と
も
に
自
然
体
験
型
「沼
ノ
端
は
く
ち
ょ
う
幼
稚
園」
が
市
内
二
一
番
目
の
幼
稚
園、
平
成
年
代
(八
九
～
)
初
の
幼
稚
園
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
「は
く
ち
ょ
う
」
の
園
名
は
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
遊
ぶ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
表
象
し
、
自
然
の
も
つ
豊
か
さ
と
動
物
た
ち
の
限
り
な
い
親
愛

の
情
を
沸
か
せ
てく
れ
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
意
義
づ
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

幼
稚稚

園
名

許
可
年
月
日

認
可
定
員

一
四〇

花
園
町
2
～
1
1
～
1
5

所所
在

地地

学
級
数四

園
児
数

平
成
七
年
五
月
実
績

一三
三

教
員
数六

苫
小
牧
市
内
の
幼
稚

園
一
覧

表

苫
小
牧
市
立
は
な
ぞ
の
幼
稚
園

S
3
・
8
・
3
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『苫
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牧
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育
史
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苫
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委
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会
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四
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・
1

字
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(『苫
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平
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概
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二、
小
学
校
の
新
設
と
廃
校

昭
和
五
十
年
以
降
に

苫
小
牧
で
の
小
学
教
育
施
設
は、
明
治
九
年
(一
八
七
六
)
六
月
に
開
設
さ
れ
た
苫
小
牧
西
小
学
校
の
前
身

新
設
さ
れ
た
小
学
校
で
あ
る
苫
小
牧
仮
教
育
所
に
始
ま
る。
同
小
学
校
は
平
成
八
年
(九
六
)
十
月
六
日
に
開
校
一
二〇
周
年
記
念

式
典
を
行
っ
て
いる
。
そ
の
後、
苫
小
牧
の
発
展
と
と
も
に
小
学
校
の
数
も
増
え
(別
表
苫
小
牧
市
の
小
学
校
一
覧
表
参
照)、

昭
和
四
十

九
年
(七
四)
五
月
現
在
で
、
一五
校、
三三
〇
学
級、
児
童
数
一
万
二
、
一三
六
人
(男
六
、
二三
九
人、
女
五
、
八
九
七
人
)、
教
職

員
四
〇
九
人
を
数
え
て
い
た
。

同
五
十
年
(七
五)
国
勢
調
査
の
苫
小
牧
市
の
人
口
は
一
三
万
二
、
四
七
七
人
と
な
り
、
郊
外
に
新
興
住
宅
地
の
広
が
り
を
見
せ
は
じ

め
て
い
た
。
そ
の
後
も
旧
糸
井、
錦
岡
地
区
の
発
展
が
著
し
く、
同
五
十
年
(七
五
)
に
糸
井
小
学
校、
同
五
十
二
年
(七
七)
に
北
星

小
学
校、
同
五
十
四
年
(七
九
)
に
澄
川
小
学
校、
同
五
十
六
年
(八
一)
に
豊
川
小
学
校、
同
五
十
八
年
(八
十三
)
に
明
徳
小
学
校、

同
六
十
年
(八
五
)
に
泉
野
小
学
校
が
一年
置
き
に
次
と々
新
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に、
明
野
地
区
が
住
宅
地
化
す
る
と
平
成
六
年

(九
四)
に
明
野
小
学
校
が
新
設
さ
れ
た
。
苫
東
工
業
基
地
の
開
発
や
営
林
事
業
の
改
革
に
よ
り
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
も
あ
っ
た
が、

同
十
年
(九
八
)
五
月
現
在
の
苫
小
牧
市
の
小
学
校
は二
一
校
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
以
降
に
開
校
し
た
小
学
校
に
つ
い
て
、
そ
の
沿
革
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

▼
糸
井
小
学
校

糸
井
鉄
南
地
区
は、
本
市
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
市
民
の
住
生
活
を
考
慮
し
た
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
一環
と
し
て、
市
は
昭
和
四

十
三
年
度
(六
八)
よ
り
五
カ
年
計
画
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
に
着
手
し
た
。
道
路、
排
水、
緑
地
の
設
定、
歩
道
と
車
道
の
区
分、
さ

ら
に
将
来
の
交
通
災
害
に
備
え
て
の
わ
が
国
初
の
試
み
で
あ
る
ラ
ド
バ
ー
ン
方
式
を
取
り
入
れ
て
造
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
同
四
十
四
年
度
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(六
九)
から
一
般
住
宅、
商
業
用
地
の
分
譲
が
開
始
さ
れ、
年
住々
宅
建
設
が
進
み
住
宅
団
地
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め、

こ
の
地
域
から
の
通
学
校
で
あ
る
大
成
小
学
校
は
急
激
な
膨
張
を
み
せ、
昭
和
四
十
九
年
度
(七
四)
に
は
三
二
学
級、
一、
四二
八
人

の
児
童
数
と
な
り
市
内
最
大
規
模
の
マ
ン
モ
ス
校
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
市
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
定
し
て
い
た
市
内
日
吉
町
四
丁
目
の
公
共
用
地二
万
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
市
内
一
五
番
目
の
小
学

校
の
新
設
を
決
定
し
た。
校
舎
は
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て、
延
べ
面
積
二
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
主
体
工
事
費
約三
億

九
、
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
体
育
館
を
除
き、
同
五
十
年
(七
五
)
三月
二
十
日
に
竣
工
し
た
。
な
お、
二
期
工
事
の
体
育
館
六
五
八
平

方
メ
ー
ト
ル
は
工
事
費
約
七、
九
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
同
年
(七
六
)
九
月
十
九
日
に
完
成
を
み
た
。

同
五
十
年
(七
五
)
四
月
一
日、
「糸
井
小
学
校」
が
設
置
認
可
と
な
り
、
初
代
校
長
に
生
玉
建
四
良
が
就
任、
教
職
員
二
一
人
が
発
令

さ
れ
開
校
し
た
。
校
名
に
つ
い
て
は
も
と
も
と
こ
の
地
一帯
を
糸
井
(戦
前
は
小
糸
魚
:
こ
い
と
い)
と
呼
ん
で
い
た
が、
歴
史
的
に
も

意
義
深
い
糸
井
の
名
を
校
名
に
託し
た
い
と
い
う
強
い
要
望
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
。

開
校
式
は
昭
和
五
十
年
四
月
七
日、
体
育
館
が
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
た
め、
カ
ギ
の
手
の
廊
下
で
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
学
校
規
模

一五
学
級、
児
童
数
五
一
七
人
を
も
っ
て
「糸
井
小
学
校
」
が
誕
生
し
た。
な
お、
開
校
落
成
記
念
式
典
は
体
育
館
の
完
成
を
待
っ
て
十

月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
。

年

8
年
度

5
年
度

昭
和
50年
度 度

一
八 九 五

普
通
特
殊

計
学
級

数

一八 一五

七
五
五

七
五
七

五
二
〇

普
通

|
特
殊

児児
童童

数
計七
五五
七
五
七

五
二
〇

二
四
二三 一九

教
普

通
特
殊
養
護
事
務 員

1 1 そ
の
他

五 三 三 数

計三元元

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補
・
給
食
・
公
務
補

職
1 一

糸
井
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
数
一
覧
表
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
60年
度

一
三 一三

五 七 八

一二 一三
三
二
〇

四
一七
四五八
四
九
五

五三
三 二

三
二
〇

四
一
七

四
五
八

四
九
五

五三
三

七
一三

一
七
一七
一九
二
一

二

= =
一〇
・
四
～
現
在
に
至
る

七
・四
～
”

一〇
・三

=
五
・四～

=
七
・三

六 (代
)

(平
成
十
一
年
度
現
在
)

(氏
名
)

平
成
四
・
四
～
平
成
五
・
三

(在
任
期
間
)

1 1 1 1

1 1 1

1 二四 四

二

二
一

二
一

二
三
二七

七 九

五 四 三 二 初 代

新
谷
昭
一

佐
藤
清
一

(氏
名
)

生
玉
建
四
良

宮
口
良
作

平
成
二
・
四
～
♪

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成)

▼
北
星
小
学
校

苫
小
牧
市
勢
の
伸
展
と
と
も
に
人
口
急
増
の
著
し
い
糸
井
団
地
を
含
め
た
鉄
北
地
区
の
住
宅
建
設
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
昭

和
五
十
一
年
度
(七
六
)
の
日
新
小
学
校
は
四
一
学
級、

一、
六
三
三
人
の
児
童
数
と
な
り
仮
設
の
プ
レ
ハ
ブ
教
室
で
急
場
を
凌
い
で
き

た
が、
こ
の
極
限
の
飽
和
状
態
は
プ
レ
ハ
ブ
教
室
を
建
て
る
ス
ペー
ス
さ
え
無
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
市
教
育
委
員
会
は、
市
内
糸
井
三
二
〇
番
地
(現
桜
木
町三
丁
目)
に
市
内
一
六
番
目
の
小
学
校
の
新
設
を
決
定
し、
同
五

11
一四

1

一

一八
(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

1 1

糸
井
小
学
校
歴
代
校
長
一覧

(在
任
期
間
)

昭
和
五
〇
・
四
～
昭
和
五
三
・三

ル
五
三
・
四～
”

五
八
・
三

=
五八
・四
～
=
六二
・三

九 八

金
崎
重
彌

熊
谷
敏
則

七
細
川
勝
紀

柿
崎
成
基

四
・
三

"
三
上

豊
六
二
・
四
～
平
成
二
・
三

一三

五七八

七
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十
一
年
(七
六
)
九
月
に
学
校
建
築
の
工
事
に
着
手
し
た
。
校
舎
は
約三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に、
校
舎
面
積
約三
、
五
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て、
プ
レ
ハ
ブ
方
式
シ
ス
テ
ム
工
法
を
採
用、
全
国
的
に
も
珍
し
い
設
計
で、
暖
房
は
電

気
暖
房、
明
る
く
近
代
的
な
学
校
建
築
は
各
関
係
者
の
注
目
を
浴
び
た
。

体
育
館
は
本
校
舎
建
築
よ
り
遅
れ
て
完
成
す
る
と
い
う
の
が
常
例
で
あ
っ
た
が、
本
校
は
苫
小
牧
市
振
興
公
社
に
よ
る
先
行
整
備
が
実

現
し、
本
校
舎
の
主
体
工
事
と
同
時
に
着
工
し
た
。
新
築
工
事
は
順
調
に
進
み
同
五
十
二
年
(七
七
)三
月
十
一
日、
総
工
費
約三
億
八、

〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
竣
工
を
み
た
。

(3)

同
五
十
二
年
(七
七)
二
月、
市
教
育
委
員
会
は
一
般
市
民
か
ら
市
内
一
六
番
目
の
小
学
校
の
校
名
を
公
募
し
た
。
応
募
数
は
二
七
一

人、
三
四
三
点
の
校
名
候
補
が
寄
せ
ら
れ
た
。
校
名
選
考
委
員
会
で
は
選
考
基
準
に
よ
り
「北
星、
柏
木、
啓
明、
曙
」
の
四
種
を
答
申、

同
年
二
月
十
九
日
の
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
「北
星
と
い
う
名
前
は
夢
と
希
望
が
こ
め
ら
れ
て
お
り、
子
供
に
も
親
し
め
る
名
前」
と

い
う
こ
と
で
、
正
式
に
「北
星
小
学
校」
と
決
定
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
四
月
八
日
の
開
校
式
は
新
装
な
っ
た
体
育
館
で
行
わ
れ、
体
育
館
同
時
完
成
は
教
育
上
の
効
果
が
大
き
く
望
ま
し
い
前

例
と
な
っ
た
。
な
お、
同
校
の
開
校
落
成
記
念
式
典
は
同
年
十
一月
十
三
日
に
体
育
館
で
行
わ
れ
た。
ま
た、
学
校
所
在
地
の
糸
井三
二

○
番
地
は、
同
五
十
四
年
(七
九
)
十
一
月
の
住
居
表
示
に
よ
る
町
名
設
定
で
桜
木
町三
丁
目
に
変
更
と
な
っ
た
。

第
三
編

教
育
・
文
化

年

60年
度

8
年度
年
度

昭
和
55年

度

度
普一

九
二
一
二
四
二
四

通 学

学
特
級

四 三 殊

数
二 計
一四

二
四

二
四

八
六
七

八
九
九

八
七
七

九
二
三
特

二
〇
二二

殊

数計八
八
七

九
二
一

八
七
七

九
二
三

二
八
二
八

二
六
二八

教

五 五

職
一

普
通
特

殊
|養

護
|
事
務 員

1 1 1

そ
の
他
」 数

四

三
八 三二一
三
五

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補
・
給
食
・
公
務
補

石 三二 三

五

計

北
星
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

普
通
児児

童童
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

二
〇

1

1

三二
一

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

二
二

1
10年

度
7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成元
年
度

慶
三

一五

一八 二〇 二一 二二

三

二三

三 11

一
八
二〇
二三 二
四
二
五

五〇
三

六二
三

一五
二二
二
四

二
四

五
二
五

六三
八

七〇
八

七
二
四

八
一
二

二
三
二
七
二五 二五

七三 七 六 五

1 1 1

1 1 1 1

三

二 11 六

三三
一
三
八 二
六

(代
)

(氏
名
)

北
星
小
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一年
度
現
在
)

(在
任
期
間
)

昭
和
五
二
・
四
～
昭
和
五
六
・
三

(代
)

小
崎
正
司

(氏
名
)

平
成
四
・
四
～
平
成
六
・
三

=
六
・四～

=
八
・三

=
八
・
四～
”

一一
・三

一
一・
四
～
現
在
に
至
る

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成)

澄
川
小
学
校

四
相
馬

三
千
葉
健三

二
田
村
康
夫

初
秋
山
信
慶

平
成
元
・四
～
”

四
・
三

=
六
一
・四～

平
成
元
・
三

”
五
六
・
四
～”

六
一・三

佐藤
英
輔

沼
田
克
弘

上
原
俊
昭
=

こ
の
地
域
は、
市
の
中心
部
よ
り
約
一二
キ
ロ
離
れ
た
錦
岡
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で、
昭
和
四
十
年
代
終
わ
り
(一
九
七三
～)

こ
ろ
から
次
第
に
宅
地
化
が
進
み、
あ
っ
と
い
う
間
に
住
宅
地
と
し
て
変
貌
し
て
い
っ
た
。
小
学
生
は
錦
岡
小
学
校
か、
日
新
小
学
校
へ

通
学
し
て
い
た。
し
か
し、
錦
岡、
日
新
両
校
と
も
に
児
童
数
の
増
加
が
著
し
く
過
密
状
態
に
な
っ
て
い
て
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
た。

市
教
育
委
員
会
は
過
密
解
消
の
た
め
市
内
一
七
番
目
の
小
学
校
の
新
設
を
決
定
し
た
。

市
内
澄
川
町
二
丁
目
の
学
校
用
地
に
同
五
十
四
年
(七
九)
三月
、
二
万
六、
六
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に、
主
体
工
事
費
四
億

780

(在
任
期
間)

八 七 六 五

六
八
六

七
〇〇
七
八
八



九
、
六
八〇
万
円
を
も
っ
て
面
積
四、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
校
舎
が
竣
工
し
た。
通
学
区
域
は
東
側
は
小
泉
の
沢
川、
西
側

は
通
称
高
専
通
り
と
し
て
い
た
が、
宮
の
森
地
区
は
日
新
小
学
校
に
比
べ
て
二
倍
近
い
通
学
距
離
と
な
る
こ
と
から
編
入
反
対
の
声
が
上

が
っ
た
。

ま
た、
そ
の
南
側
に
あ
る
永
沢
団
地
地
区
は、
新
設
小
学
校
ま
で
は
約二
・
二
キ
ロ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
従
来
通
り
と
す
る
こ
と
が
不

可
能
の
場
合
は、
区
画
整
理
に
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
る
幅
員
一
八
メ
ー
ト
ル
道
路
の
早
期
完
成
と
照
明
灯
など
通
学
路
の
防
犯、
交
通
安

全
施
設
の
完
備
等
を
要
望
し
た
。

こ
う
し
た
協
議
を
経
て
最
終
的
に
は
日
新、
錦
岡
両
小
学
校
の
過
密
緩
和
を
は
か
る
と
い
う
見
地
か
ら
宮
の
森
地
区
は
日
新
小
学
校
へ、

永
沢
団
地
地
区
は
新
設
小
学
校
の
通
学
区
域
と
す
る
こと
が
決
定
し
た
。
市
教
育
委
員
会
は
新
し
い
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
名
を
公
募
し

た
。
こ
の
結
果
二
六
二
件
の
応
募
が
あ
り
昭
和
五
十
四
年
(七
九
)
二
月二
日、
「小
糸
魚
川
の
澄
ん
だ
川
の
流
れ
の
よ
う
に、
清
く
お
お

ら
か
な
子
ど
も
に
育
つ
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
地
名
と
も
一
致
し
て
い
て
分
か
り
や
す
い
」
と
し
て
「
澄
川
小
学
校」
と
決
定
し
た

た。き

そ
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
七
日、
十
八
学
級、
児
童
数
七
一
一人
を
も
っ
て
開
校
式
を
行
い
新
し
い
船
出
と
な
っ
た
。

休
職
者
含
む
、
そ
の
他
は
事
務
補
・
給
食
・
公
務
補

年

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

60年
度

58年
度

昭
和
56年
度 度

二
四
二
四
二
四
二
六
三六 二八 学

級

四 四 四

二
八
二
八
二六
三
六 二八

普
通

八
五
七

八八一
八
八
一

一、〇
〇
六

一、四
八
〇

一、
一〇
七 児
特

二
四
二
四 殊
数数

八
八
六

九
〇
五

九
〇
五

一、〇
〇
六

一、四
八
〇

一、
一〇
七

計

二
九

三
〇
二九 三〇 四一
三
四

教

七 六 六

普
通
特
殊
養

護
事
務

一
員

1 1 1 1 1

そ
の
他

三 三 六 六 七 六 数

四 四 四三五四一 三八〇三

計
職

1 1 1

第
三
編

教
育
・
文
化
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普
通
特
殊
数
計

澄
川
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
数
一
覧
表
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

平
成
7
年
度

10年
度

二三 二九

三 五

二六
三四

八
八
九

八
三
一

三〇 二九
九
一
九

八
四
七

三三
一

三〇

七 八

一 二

一 二

二 四

四
一

四
七

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

(代
)

(氏
名
)
澄
川
小
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在
)

(在
任
期
間
)

昭
和
五
四
・
四
～
昭
和
五
八
・
三

=
五
八
・四
～
=
六二
・三

八 七 六 五

(代)
(氏

名
)

菊
地
義
雄

片
山
敏
之

=
五
・
四～
”
九
・
三

=
九
・
四
～
=

一
一
・三

一
一・
四
～
現
在
に
至
る

四
沼
澤

三
及
川
和
郎
=
六
二
・
四～
平
成
二・
三

宰
平
成
二
・
四
～
ル

四
・三

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
の
作
成)

▼
豊
川
小
学
校

昭
和
五
十
五
年
(八
〇
)
三
月、
市
教
育
委
員
会
は、
北
光、
日
新、
北
星
小
学
校三
校
の
過
密
緩
和
を
は
か
る
た
め
市
内
糸
井三
四

○
番
地
(現
豊
川
町
四
丁
目)
に
市
内
一
八
番
目
の
小
学
校
の
新
設
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た。

一方
、
同
年
一
月
に
は
北
星
小
学
校

に
お
い
て
分
離
母
体三
校
が
分
離
に
か
か
わ
る
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
開
き、
具
体
的
な
業
務
に
と
り
か
か
っ
た
。
分
離
に
伴う
移
籍
児
童

は
北
星
小
学
校
六
三
〇
人
、
日
新
小
学
校
二
八
〇
人、
北
光
小
学
校
九
八
人
の
計
一、
〇
〇
八
人
で
あ
っ
た。
な
お、
児
童
用
図
書
、
教

材
教
具
に
つ
い
て
は
北
星
六
、
日
新三
、
北
光
一
の
比
率
で
充
当
す
る
こ
と
に
し
た
。
P
T
A
会
費
の
図
書
費
と
し
て
北
星
二
〇
万
円
、

日
新
一
五
万
円
、
北
光三
万
円
を
搬
出
す
る
こ
と
も
決
め
た
。

新
設
校
は
校
地
面
積二
万
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り三
階
建
て
の
校
舎
本
体
五、
四
六
二
平
方
メー
ト
ル、

782

柏 品
川
博
之

征
一
= 平
成
四
・
四
～
平
成
五
・
三

(在
任
期
間
)

初
岸
本
不
五
男

二
星
川
元
昭



体
育
館
一、
二〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
校
舎
が
総
工
費
八
億
一、
七三
〇
万
円
を
も
っ
て
昭
和
五
十
六
年
(八
一)
三月
竣
工
し
た。
校

舎
は
オ
レ
ン
ジ
、
黄
、
緑
、
青
、
白
の
五
色
に
外
壁
が
塗
ら
れ
カ
ラ
フ
ル
で
明
る
い
色
合
い
の
近
代
的
な
特
色
を
も
ち
、
前
例
の
な
い
校

舎
が
建
築
さ
れ
た
。

校
名
は、
市
教
育
委
員
会
が
同
五
十
五
年
(八
〇
)
十
二
月、
一般
公
募
し
応
募
件
数
一〇
六
件
の
中
から
校
名
選
考
委
員
会
で
三
九

点
の
候
補
名
を
あ
げ、
同
五
十
六
年
(八
一
)
二
月
十
八
日、
「豊
川
小
学
校」
と
正
式
に
決
定
し
た。
「知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

豊
か
な
人
間
性
と
、
お
お
ら
か
な
人
間
愛
が
尽
き
る
こ
と
が
な
い
川
の
流
れ
の
よ
う
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
」
と
校
名
を
意
義づ
け
た
。
(4)

同
五
十
六
年
四
月
一
日
「豊
川
小
学
校
」
と
し
て
認
可
さ
れ、
同
月
九
日
に
二
五
学
級、
児
童
数
一、
〇
二
六
人
を
も
っ
て
開
校
式
を

行
い
同
校
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

豊
川
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
一
覧
表

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

年

10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

60年
度

28年
度

昭
和
56年
度 度
普

二
一
二
五
二
七

二
九

三〇 三〇 二八
二
五

通 学

特
珠

二
二
二
五

二七 二
九
三〇 三〇 二八 二五

普
通

七
四
〇

八
六六
九
九
七

一、〇
七
〇

一、
一
一七

一、二
四
八

一、
一二
四

一、〇
二
六 児児

特
殊
童

数

七
四
〇

八
六
六

九
九
七

一、〇
七
〇

一、
一
一七

一、二
四
八

一、
一二四

一、〇
二
六
普

二
八
三三二
三
三
三
四
三
六
三
五

三
四
三〇 通
教

特

殊

養 職
1 1 1 1

食
護
|
事
務
員

一 1 1 1 1

そ
の
他11 二二 三二

六 六五五
数

11 一二
十

三
八

三
九 四四
四
三
四 計三
七

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補
・
給
食
・
公
務
補
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補
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五 四 三 二 初 代

畑
中

野
村

前
田
登
美
一

満 博

(氏
名
)

(在
任
期
間
)

進
昭
和
五
六
・
四
～
昭
和
六
〇
・三

六
〇
・
四
～
=
六二
・三

= "平
成
元
・
四
～
〃

六
二
・
四
～
平
成
元
・
三

三
・三

五
・
三

(代
)

(氏
名
)

平
成
五
・
四
～
平
成
七・
三

七
・
四～
"

八
・
九

ミ "〃
八
・
一〇
～
=

一
一
・三

=
一
一・
四
～
現
在
に
至
る

(『苫
小
牧
市
の
教
育』

各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成)

・明
徳
小
学
校

昭
和
五
十
年
代
(七
五
～)
に
入
り、
苫
小
牧
市
西
部
の
錦
岡
地
区
は
宅
地
造
成
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
人
口
が
急
増
し
た。
こ
の
た
め

児
童
数
も
増
加し
、
同
五
十
三
年
度
(七
八)
の
錦
岡
小
学
校
の
児
童
数
は三
二
学
級、
一、
二
七
五
人
と
な
っ
た
。
翌
五
十
四
年
(七

九
)
に
は、
こ
の
過
密
現
象
を
解
消
す
る
た
め
新
設
校
の
「澄
川
小
学
校」
が
分
離、
開
校
し
た
。

し
か
し
、
過
密
緩
和
を
は
か
っ
た
錦
岡
小
学
校
校
下
は、
そ
の
後
も
道
路
整
備
と
並
行
し
て
宅
地
開
発
に
一層
拍
車
が
か
か
り、
同
五

十
七
年
度
(八
二
)
に
は
三
五
学
級、
児
童
数
一、
四
〇
〇
人
を
超
す
大
規
模
校
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
地
区
に
住
宅
を
建
て
永
住
し

よ
う
と
願
う
住
民
が
増
加
し
た
こと
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
中
に
あ
っ
て
錦
岡
小
学
校
の
再
分
離
問
題
は
極

め
て
緊
急
を
要
す
る
問
題
と
な
っ
た
。

同
五
十
七
年
(八
二
)
四
月、
市
教
育
委
員
会
は
錦
岡
小
学
校
の
過
密
緩
和
と
今
後
の
人
口
増
に
備
え
市
内
一
九
番
目
の
小
学
校
を
新

設、
一八
学
級
規
模
で
開
校
す
る
こ
と
の
方
針
を
明ら
か
に
し
た。
同
年
七
月
十
二
日
に
は、
新
設
校
の
通
学
区
域
の
説
明
会
が
開
か
れ、

784

九 八 七 六

丸
谷
繁
太
郎

上
原
俊
昭

福
島
正
義

福
井
晋
作

(在
任
期
間
)

豊
川
小
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在)

高
橋

田
中

正
雄

"
三
・
四
～
”



生
協
第
二
団
地
等
を
含
む
通
学
区
域
と
す
る
こ
と
の
決
定
を
み
た。

一方
、
市
教
委
は
新
設
小
学
校
の
校
名
を
一
般
公
募
し
た
。
その
結
果
一
〇
九
件、
九
一点
の
応
募
が
あ
り
、
昭
和
五
十
七
年
(八
二
)

八
月
五
日、
校
名
選
考
委
員
会
に
お
い
て
校
名
候
補
を
審
査
し
た。
「共
栄、
栄
、
柏
葉、
若
葉、
明
徳
」
な
ど
の
中
か
ら
同
年
九
月三
日

の
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て、
「人
間
性
豊
か
な
児
童
を
育
成
す
る
た
め
と
、
新
し
い
道
徳
性
を
身
に
つ
け
自
主
的
に
実
践
す
る
こ
と
の
で

6)
き
る
児
童
像
を
目
指
す
た
め
明
徳
と
決
め」、

正
式
に
「明
徳
小
学
校」
と
決
定
し
た
。

同
五
十
八
年
(八
三
)
四
月
八
日、

一八
学
級、
児
童
数
六
七
八
人
規
模
の
「明
徳
小
学
校」
が
開
校
し
た
。

明
徳
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補
・
給
食
・
公
務
補

昭 年

10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

60年
度

昭
和
58年
度 度

普
通 学

特
殊 級

数
計

二
一三三
一
四
一八 一八

六
八
七 児

特
殊 童

数

計

三
五
〇

三
六
五

三
六
一

三
九
一

四
八
四

六
七二
六
八
七

普
通一五
一五 一七 一八 二一 二二

特
殊

養
護

1 1 1 1 1

教
職

員
数

事
務

1 1 1 1 1 1

そ
の
他

1 1 1 四 四

計一

一
九
一九
二
一
二
四

二
七

二
八一

第
三
編
教
育
・
文
化

二
斎
藤
定
吉

初
山
田
和
男

(氏
名
)

=
六〇
・四
～
=
六二
・三

四 三

松
島
和
幸

昆昆
正
之

(氏
名
)

(平
成
十
一
年
度
現
在
)

昭
和
六
二
・
四
～
平
成
二
・
三

一七

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

三
五
〇

一二二
一
四
一八 一八

明
徳
小
学
校
歴
代
校
長
一
覧

昭
和
五
八
・
四
～
昭
和六
〇
・
三

(在
任
期
間) 普
通三
六
五

三
六
一

三
九
一

四
八
四

六
七
二

(代)
(在

任
期
間)

平
成
二
・
四
～か

四
・三
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(代
)

一
二一

1

1



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

六 五

千
葉
重
利

武
田
信
昭

七
・四
～
“

九
・
三

八 七

巌康

平
成
九
・四
～
=

一
一
・三

ル
一一
・
四
～
現
在
に
至
る

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成)

▼
泉
野
小
学
校

元
来、
この
地
域
は
大
部
分
が
住
居
専
用
地
域
の
指
定
で
家
屋
の
新
築
が
無
秩
序、
無
計
画
に
建
設
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し、
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
住
宅
建
築
は
一
段
と
高
ま
り
、
昭
和
五
十
四
年
(七
九
)
に
開
校
し
た
澄
川

小
学
校
の
児
童
数
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た。

開
校
わ
ず
か
五
年
後
の
澄
川
小
学
校
は、
同
五
十
九
年
度
(八
四)
に
は三
六
学
級、
児
童
数
一、
五
五
五
人
の
超
大
規
模
校
に
ま
で

膨
張
し
た
。
こ
の
た
め
市
は
同
校
の
過
密
解
消
を
は
か
る
と
と
も
に
、
将
来
の
人
口
増
を
見
越
し
て
事
前
に
予
定
し
て
い
た
市
内
糸
井
二

九
九
番
地
(現
川
沿
町
四
丁
目)
の
公
共
用
地二
万
五
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
市
内
二
〇
番
目
の
小
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
め

た
。同
五
十
九
年
(八
四)
五
月
よ
り
地
質
調
査
が
始
め
ら
れ、
校
舎
お
よ
び
体
育
館
を
含
む
四、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
主
体
工
事
に

着
手
、
総
工
費
五
億三
、
六
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
同
六
十
年
(八
五)
三
月、
一部
校
地
整
備
を
残
し
て
完
成
し
た
。
校
区
は、
小
糸
魚

川
と
小
泉
の
沢
川
の
間
の
糸
井
北
町
第
四
町
内
会
全
域
で
あ
っ
た
。
同
年
九
月
に
は
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
川
沿
町、
柏
木
町
お
よ
び
通

称
は
ま
な
す
団
地
が
新
し
い
校
区
と
な
っ
た
。

一
方
、
市
教
育
委
員
会
は
校
名
を
一
般
公
募
と
し
た
。
校
名
の
応
募
数
は
一八
三
件、
一七
七
点
で
「若
葉、
常
盤、
朝
日、
青
雲、

泉
野
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
市
教
委
は
「清
涼
な
泉
に
源
を
発
す
る
小
泉
の
沢
川、
小
糸
魚
川
の
流
れ
が
自
然
に
潤
い
を
与
え
て
い
る
地
域

の
姿
を
表
し
清
ら
か
な心
と
愛
情、
寛
容、
平
和
の
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
し
て
い
る
」
と
し
て
同
五
十
九
年
(八
四)
六
月
十
二
日、
「泉
野

786
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小
学
校」
と
決
定
し
た。

昭
和
五
十
九
年
四
月
八
日
「泉
野
小
学
校」
の
開
校
式
が
行
わ
れ、
一七
学
級、
児
童
数
六
二
九
人
で
ス
ター
ト
し
た
。

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補、
給
食、
公
務
補

三
〇

三五
(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

九
四
六

三
七 四五 四一
四
〇
二
六

年

10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
60年
度 度

二
七
二
六
三
〇
三
〇 二六 一八 学

特
殊 級

数

二
七
二
六

三
〇
三〇 二六 元 →

九
五
四

一、〇
八
七

一、〇
六
八

九三
七

二
六
九 児

童童

九
四六
九
五
四

一、〇
八
七

一、〇
六
八

九三
七

二六
九

普
通三
二
三
八
三
六 三三 二一

特
殊

養
護

1 1 1 1 1 1

事
務

一 一 1 1 1

そ
の
他

三 三 四 三 五 三

計

(代)
(氏

名
)

功 豊 徹

平
成
元
・
四
～
か

四
・
三

ゅ
六三
・
四
～
平
成
元
・三

昭
和
六
〇
・
四
～
昭
和
六
三
・
三

六 五 四

(代)

板
垣

晨

石
坂
迪
郎

三
上

保

(氏
名
)

平
成
四
・
四
～
平
成
六
・
三

(在
任
期
間
)

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成
)

“
九
・
四～
ッ

一二
・三

ル
六
・
四
～
♪

九
・三

初

高
橋

▼
明
野
小
学
校

市
教
育
委
員
会
は
平
成
四
年
(九
二
)
六
月、
市
内
明
野
地区
の
児
童
数
増
加
に
伴
う
市
内二
一
番
目
の
小
学
校
の
建
設
計
画
を
明
ら

第
三
編

教
育
・
文
化

三 二
小
泉

山
崎

(在
任
期
間
)

泉
野
小
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在)

泉
野
小
学
校
指
導
数
・
教
職
員
数
一覧
表

計
普
通

特
殊

数
計

教
職
員
数

一

普
通
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

か
に
し
た
。
こ
の
構
想
は
同
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
児
童
数
が
急
増、
既
存
の
緑
小
学
校
は三
〇
学
級、
美
園
小
は
三
三
学
級

と
な
り
マ
ン
モ
ス
校
を
解
消
す
る
た
め
の
新
設
校
で
あ
っ
た
。

校
予
定
と
い
う
も
の
で
あ
った。

市
教
委
は
市
内
明
野
新
町
六
丁
目
に
約
八
億三
、
〇
〇
〇
万
円
の
学
校
用
地
(約二

万三
、
〇〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル)
取
得
費
と
実
施

設
計
費
を
予
算
計
上
し
た
。
新
設
校
は
当
面
二
二
学
級
を
め
ど
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
考
え
で
校
区
決
定
を
受
け
て
、
平
成
四
年
度
内

(九
二
)
に
実
施
設
計
に
取
り
組
み、
同
五
年
度
(九
三
)
早
に々
校
舎、
体
育
館
の
建
築
に
着
手
し
て、
同
六
年
(九
四)
四
月
に
開

市
教
育
委
員
会
は
同
四
年
(九
二
)
十二
月
二
十
二
日、
新
設
小
学
校
の
校
名
を
「明
野
小
学
校」
と

決
定
し
た
。
市
教
委
は
十
月
に
校
名
を
公
募、

一〇
五
件、
五
〇
種
が
集
ま
っ
た。
校
名
選
考
委
員
会
で
校
名
候
補
を
「明
野、
新
明、

明
新、
明
園、
明
星、
明
和」
に
し
ぼ
っ
た
。
こ
の
う
ち
「明
野
」
は、
応
募
数
が
二
五
件
で
一
番
多
く、
古
く
か
ら
字
名
と
し
て
存
在

(0)
し、
地
域
住
民
が
親
し
め
て
分
か
り
や
す
く、
明
朗
で
快
活、
の
び
の
び
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
し
て
採
択
し
た
。

ゆ
と
り
と
潤
い
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
し
た
同
校
の
最
大
の
特
徴
は
校
舎
の
形
で、
外
観
を
上
空
か
ら
見
る
と
「
い
か
り」
や
「ハ
ク
チ
ョ

ウ
が
翼
を
広
げ
た
」
よ
う
に
も
見
え、
校
舎
の
中
は
三
階
ま
で
の
吹
き
抜
け
や、
屋
上
に三
角
形
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト、
大
型
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
など
が
あ
り
、
日
光
を
ふ
ん
だ
ん
に
採
り
入
れら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た。
ま
た、
内
壁
に
は
「四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

森
を
感
じ
さ
せ
る
レ
リ
ー
フ
も
施
さ
れ
た
。

校
舎
は
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
六、
〇
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
屋
内
体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
一、

二
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
市
内
小
学
校
と
し
て
は二
一
番
目
の
小
学
校
と
し
て
、
同
六
年
(九
四)
四
月
七
日、
緑
小
と
美
園
小
の
学
区

か
ら
児
童
が
編
入
し
二
三
学
級
・
八二
七
人
を
も
っ
て
新
生、
明
野
小
学
校
の
歴
史
の
一
ペー
ジ
が
始
ま
っ
た。
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年

10年
度 度

普
通二
七
二
六

特
殊

学
級

数

二
七
二
六

普
通九
四
六

九
五
四 児
特
殊 童童

数

九
四
六

九
五
四

普
通三
四
三
二

特
殊

養
護

教
職
員
数

事
務

一 一 そ
の
他

三 三

四
C
三
八

(代)
(氏

名
)

成
基
平
成
六
・
四
～
平
成
一
〇
・
三

初
柿
崎
一

(在
任
期

間
)

(『北
海
道
教
員
関
係
職
員
録
』
各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

静
川
小
学
校
と
柏

苫
小
牧
市
の
静
川
、
柏
原
地
区
は
明
治
末
期
か
ら
開
拓
者
の
入
植
や、
炭
焼
き
の
入
地
が
あ
っ
て、
静
川
は
ニ

原
小
学
校
の
廃
校
ナ
ル
カ、
柏
原
は
勇
払
遠
浅、
北
松
田
と
呼
ば
れ、
部
長
(後
に
区
長)
が
置
か
れ
一
つ
の
集
落
が
出
来
上
が
っ

て
い
た
。
静
川
に
は
大
正
四
年
(一
九
一
五)
九
月
に
設
置
さ
れ
た
ニ
ナ
ル
カ
特
別
教
授
場
を
経
て、
仁
成
花
国
民
学
校、
昭
和
二
十
二

年
(四
七)
に
静
川
小
学
校
と
な
っ
て
い
た
。

一方
、
柏
原
に
は
大
正
五
年
(一
六
)
遠
浅
特
別
教
授
場
が
設
置
さ
れ
た
が、
間
も
な
く
廃
校
と
な
り
、
沼
ノ
端
小
学
校
の
通
学
区
に

な
っ
て
い
た。
昭
和
二
〇
年
(四
五
)
十
一
月
に
政
府
の
緊
急
開
拓
事
業
実
施
要
項
に
よ
り
、
柏
原
・
弁
天
へ
の
入
植
者
が
あ
り、
就
学

児
童
も三
〇
人
を
数
え
た
の
で、
苫
小
牧
町
は
同二
十三
年
(四
八
)
二
月
に
沼ノ
端
小
学
校
柏
原
分
校
を
設
置
し、
四
月
一
日
から
柏

原
小
学
校
と
し
て
独
立
し
た
。

第
三
編
教
育
・
文
化

789

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補
、
給
食、
公
務
補

平
成
7
年
度

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

1

明
野
小
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在
)

(代
)
(氏

名
)

二
伊
藤
憲
司
平
成
一〇
・
四
～
平
成
一二
・三

(在
任
期
間
)

計
計

明
野
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

計

1



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

と
こ
ろ
が、
昭
和
四
十三
年
(六
八)
に
な
っ
て
道
開
発
庁
は
第三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て、
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業

開
発
計
画
を
樹
立
し
た
。い
わ
ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
国
の
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、同
四
十
四
年
(六

九)
十
月
か
ら
用
地
買
収
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
買
収
に
対
す
る
反
対
の
動
き
も
あ
っ
た
が、
年
を
重
ね
る
に
し
た
が
い
一

戸
、
二戸
と
立
ち
退
き
が
はじ
ま
り、
児
童
数
も
減
少
し
て
い
っ
た
。

こ
の
た
め
市
教
育
委
員
会
は、
同
四
十
六
年
(七
一)
三
月二
十
一
日
に
静
川
小
学
校、
三月
二
十
三
日
に
柏
原
小
学
校
の
閉
校
式
を

行
い、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
歴
史
を
閉じ
た
の
で
あ
る。
(※苫

小
牧
市
史下
巻
～
第
八
"

編
社
会
・
文
化
史
参
照)

丸
山
小
学

丸
山
地
区
は
旧
営
林
署
の
苗
圃
等
に
従
事
す
る
人
々
で
賑
わ
い
を

校
の
閉
校
見
せ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
(四
七)
四
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
丸
山
地
区
に
樺
太
か
ら
の
引
揚
者
四〇
戸
の
入
植
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
集

落
の
戸
数
は
一
挙
に
七
三
戸
と
な
っ
た
。
小
学
校
の
児
童
は三
〇
余
人
で
あ
っ
た
が、

丸
山
地
区
に
小
学
校
が
な
い
た
め
約
四
キ
ロ
離
れ
た
千
歳
町
烏
柵
舞
小
学
校
(の
ち
の

水
明
小
学
校)
へ
の
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

毎
年
冬
期
間
に
な
る
と
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
と
な
り
、
か
つ
樽
前
山
ろ
く
特

有
の
猛
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
っ
た
「王
子
山
線」

は
不
通
と
な
っ
て
通
学
で
き
ず
完
全
に
陸
の
孤
島
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
住
民
は、
丸
山
に
も
ぜ
ひ
小
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、

同
二
十
三
年
(四
八
)
十
一
月
に
部
落
民
一
同
は
分
校
設
置
に
関
す
る
陳
情
書
を
市
及

廃校となった丸山小学校
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び
市
議
会
に
提
出
し
た
。
苫
小
牧
市
議
会
は
分
校
設
置
を
議
決
し
、
十
二
月
に
は
道
教
委
の
設
置
認
可
と
な
っ
た。
苫
小
牧
営
林
署
の
好

意
も
あ
っ
て
同
署
丸
山
事
業
所
自
動
車
車
庫
(約
一〇
〇
™)
を
借
用
し
て
仮
教
室
に
改
造
し、
苫
小
牧
東
小
学
校
丸
山
分
校と
し
て
昭
和二

十
四
年
(四
九)
二
月
十
八
日、
一学
級、
児
童
数
三
一人
で、
初
代
分
校
主
任
に
宮
脇
公
巖
が
発
令
さ
れ
開
校
式
が
行
わ
れ
た。
同
二
十
六

年
(五
一)
四
月
一
日
に
は
苫
小
牧
東
小
学
校
か
ら
分
離、
独
立
し
て
丸
山
小
学
校
に
昇
格
し
た。

広
大
な
国
有
林
で
森
林
事
業
に
従
事
し
て
い
た
苫
小
牧
営
林
署
職
員
は
国
の
行
政
改
革
に
伴
い、
そ
の
機
構
が
逐
次
整
理
統
合
さ
れ
て

い
っ
た
。
丸
山
事
業
所
も
そ
の
例
外で
は
な
く
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
同
五
十
七
年
(八
二)
四
月
に
は
「た
っ
た
一人
の
入
学
生」
と

マ
ス
コ
ミ
で
も
話
題
に
な
る
く
ら
い
児
童
数
が
減
少、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
通
い
職
員
が
増
加
し
て、
児
童
は
わ
ず
か
四
人
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
林
野
庁
行
政
改
革
に
と
も
な
う
他
へ
配
置
転
換
も
あ
り、
将
来
的
に
み
て
も
丸
山
地
区
の
人
口
増
は
絶
望
的
と
な
り
廃
校
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

同
五
十
三
年
(七
八)
に
は
開
校三
〇
周
年
記
念
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
が、
そ
の
四
年
後
に
丸
山
小
学
校
の
灯
は
消
え
た
。
閉
校
式

お
よ
び
惜
別
の
会
は、
同
五
十
七
年
(八
二
)
三
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ、
苫
小
牧
市
唯
一
の
山
間
の
複
式
校
「丸
山
小
学
校」
は
永
遠

に
消
え
去
っ
た
の
で
あ
る
。

年

5
年
度

33年
度

昭
和
50年

度 度
普
通

二 二 二

特
殊

学
級

数
計

二 二 二

普
通

四 七 〇
一

特
殊

児児
童

数
計

一
四 七 〇

普
通

三 三 三

特
殊

養
護

教
職
員
数

事
務

そ
の
他1

計

三 四 四

丸
山
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

そ
の
他
は
事
務
補

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『議
会
要
覧
～
市
政
編
』
各
年
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局)
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)丸

山
小
学
校
歴
代
校
長
一
覧

代
)
(氏

名
)

(在
任
期
間
)

昭
和二
六
・
四
～
昭
和三
三
・
九

六
潮

七
宮
口
良
作
〃

良
孝
か
五
三
・
四
～
"

九 八

入谷
阿
部

:壽
一
”
五
五
・
八～
”
五
七
・三

(『苫
小
牧
市
の
教
育』

各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成)

注
(1)

『議
会
要
覧
～
市
政
編』

昭
和
五
十
年
度
版
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局

(2)
『開
校
二
〇
周
年
記
念
誌
糸
井
』
平
成
六
年
糸
井
小
学
校

『新
聞
切
抜
綴‒‒学

校
教
育
1
』
昭
和
四
十
八
年
～
同
六
十
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(
3
)

(4)
『開
校
二
〇
周
年
記
念
誌
～
澄
川
小
学
校
』
平
成
十
年
澄
川
小
学
校

(5)
『開
校
落
成
記
念
誌
～
躍
進』

昭
和
五
十
六
年
豊
川
小
学
校

『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
五
十
七
年
九
月
四
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(
6
)

(7)
『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
五
十
九
年
六
月
十
三
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(8)
『新
聞
切
抜
綴
‒
学
校
教
育2
』
昭
和
六
十
一
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(9)
『あ
あ
母
校
丸
山
』
昭
和
五
十
七
年
丸
山
小
学
校
閉
校
記
念
協
賛
会

二 初
宮
脇
公
巖

幅
田
八
十
吉

〃
三三
・
一〇～

"
三八
・三

三
奥
山
俊
光
ゅ
三
八
・
四
～
♪
四
一・
三

四
木
谷
利
雄

=
四

・
四～
”
四
五
・三

五
木
下
紀
久
雄
=
四
五
・
四～
”
四
七
・三

(代)
(氏

名
)

(在
任
期
間
)

武
敏
昭
和
四
七
・
四
～
昭
和
四
九
・
三

四
九
・四
～

五
三
・三

五
五
・
七
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世界に目を開き
限りなき夢の翼を

特認校樽前小学校

三、
特
認
校
の
指
定
と
特
殊
分
校

樽
前
小
学
校
の

樽
前
小
学
校
過
疎
化
対
策
推
進
協
議
会
(鮭
川
捷
司
会
長)
は
平
成
六
年
(一
九
九
四)
二
月二
十
四
日、
同
五

特
認
校
指
定
年
度
(九
三
)
の
樽
前
小
学
校
の
全
校
児
童
数
が
一
二
人
ま
で
減
少
し
た
こ
と
に
つ
い
て、
越
境
入
学
で
他
地
域
か

ら
児
童
を
受
け
入
れ
る
、
通
学
区
域
特
別
認
可
学
校
(特
認
校)
と
す
る
よ
う
市
教
育
委
員
会
に
陳
情
し
た
。

同
小
学
校
は、
厳
し
い
第
一
次
産
業
の
情
勢
に
伴
い、
廃
業
や
後
継
者
流
出
で
児
童

数
が
昭
和三
十三
年
(五
八)
のピ
ー
ク
時
一
四
八
人
から
二
一人
(平
成
六
年
現
在)

ま
で
激
減
し
今
後
も
増
加
の
見
通
し
は
極
め
て
薄
い
状
況
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
住

民
や
P
T
A
で
協
議
会
を
結
成、
学
校
存
続
と
児
童
数
増
加
策
の
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
。

市
教
委
を
訪
れ
た
同
会
長
ら
は
「認
定
校
に
向
け
て
市
の
特
段
の
協
力
を」
と
陳
情

書
を
佐
木々
達
雄
教
育
長
に
手
渡
し
た
。
同
教
育
長
は
「全
校
児
童
が
少
な
い
と
集
団

で
の
修
練
に
欠
け
る
が、
高
い
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

(1)
れ
た
学
校
な
の
で
廃
校
は
一
切
考
え
て
い
な
い
」と
の
考
え
を
示
し
た
。

地
域
を
あ
げ
て
自
然
と
接
す
る
環
境
の
充
実
を
と
樽
前
小
で
平
成
六
年
(九
四)
九

月
四
日、
校
舎
周
辺
の
自
然
林
約
二
万
五、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
P
T
A
や
地
域

住
民
ら
が
幅
二
・
三
メ
ー
ト
ル、
延
長
約
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
を
造
成
し
た
。

同
校
は
豊
か
な
自
然
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
環
境づ
く
り
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

793



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

組
み、
遊
歩
道
が
で
き
たこ
と
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
森
林
浴、
動
植
物
の
観
察
など
自
然
教
育
に
役
立
て
る
こ
と
に
な
った。

特
認
校
認
可

・に
向
け
て
同
小
で
は
「一
人
一
坪
畑」
の
「た
る
ま
え
っ
子
農
園」
を
設
け、
児
童
が
一
区
画
ご
と
に
名
前
を
つ
け
て
ト
ウ
モ
ロ
コシ
な

ど
を
栽
培
し
て
いる
ほ
か、
小
動
物
の
飼
育
も
計
画
す
る
な
ど
、
よ
り
一層、

自
然
豊
か
な
教
育
方
針
を
打
ち
出
し、
特
認
校
の
実
現
に

(2)
向
け
て
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
が
と
ら
れ
た
。

樽
前
小
学
校
は
平
成
七
年
度
(九
五)
か
ら
市
内
で
初
め
て
の
特
認
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
の
過
疎
化
か
ら

同
校
の
児
童
が
減
少
を
た
ど
る
な
か、
樽
前
住
民
の
強
い
要
望
が
市
教
育
委
員
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
同
校
は
開
校
七

十
年
を
越
す
伝
統
校
で
、
一学
年
三
〇
人
近
い
在
籍
を
数
え
た
時
期
も
あ
っ
た
が、
少
子
化
や
地
域
の
過
疎
化
か
ら
児
童
数
が
減
少、
五

年
後
に
は
現
在
の
半
数
に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。

樽
前
小
学
校
児
童
数
・
教
職
員
一
覧
表

教
職
員
そ
の
他
は
用
務
員
等

10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

60年
度

36年
度

昭
和
50年
度

年
度

四 四 三 三 三 三 四 三

普
通

特
殊
|

学
級

数
計

四 四‘三 三 三 三 四 三

四一

四
二
二
二 二
七
二
六
二
九

三七 四
一 児

童
数

四
一

四
二
二
一
二
七

二
六
二
九

三
七

四
一

六 六 四 五 五 五 六 五

教

1 1 一

職
員

1 1 数 数

1 二1

二 三

二 二 二

普
通

特
殊

養
護
|
事
務
|
そ
の
他

計

九 〇 八 九 九 八 九 七

普
通

特
殊
|
計

(『苫
小
牧
市
の
教
育』

各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)
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適
正
な
集
団
教
育
と
い
う
観
点
から
、
父
母
の
間
で
不
安
が
広
が
り、
中
に
は
七
十
年
余
り
に
わ
た
り
地
域
の
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
い
た
同
校
の
衰
退
を
心
配
す
る
住
民
も
あ
っ
た。
し
か
し、
市
お
よ
び
市
議
会
は
「特
認
校」
の
陳
情
を
採
択、
学
校
側
は
指
定

の
条
件
整
備
に
着
手
し
た
。
学
校
や
地
域
住
民
の
取
り
組
み
が
実
り、
市
教
育
委
員
会
は
樽
前
小
学
校
を
特
認
校
に
指
定
、
き
め
細
か
な

指
導
で
個
性
豊
か
な
児
童
を
育
成
す
る
教
育
実
践
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
七
年
度
(九
五
)
か
ら
市
内
在
住
の
入
学
希
望
者
二
一
人
程
度
を
受
け
入
れ、
地
域
の
豊
か
な
自
然
や
小
規
模
校
・
少
人
数、
複

式
学
級
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
推
進、
野
鳥
観
察
や
野
菜
の
栽
培、
動
物
の
飼
育、
老
人
福
祉
施
設
と
の
交
流、
農
業
見
学
な

ど
授
業
に
取
り
入
れ、
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

永
光
学
園

永
光
学
園
は
社
会
福
祉
法
人
「緑
星
の
里
」
の
精
神
薄
弱
児
施
設
が
開
設
さ
れ、
こ
の
施
設
の
子
供
た
ち
を
ど
こ
で

分
校
の
廃
止
教
育
す
る
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
た
。
近
く
の
学
校
は
植
苗
小
中
学
校
で
あ
っ
た
が、
通
学
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
と
面
倒
な
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
福
祉
コロ
ニ
ー
中
の
施
設
の
一
部
を
借
り
受
け
て
、
植
苗
小
中
学
校
の
特
殊
学
級
を

開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

永
光
学
園
分
校
の
設
置
は、
昭
和
四
十
五
年
(七
〇
)
四
月
一
日
に
特
殊
学
級
と
し
て
認
可
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
担
当
教
員
が
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
、
開
設
出
来
な
い
で
い
た
。
た
ま
た
ま、
緑
星
の
里
の
管
理
者
夫
人
で
あ
る
森
岡
誼
子
が
養
護
学
校
一
級
免
許
状
を
所
持

し
て
い
るこ
と
が
わ
か
り、
市
教
育
委
員
会
は
本
人
及
び
緑
星
の
里
の
承
諾
を
得
て、
嘱
託
教
員
に
発
令
し
て
学
級
を
担
当
し
て
も
ら
い、

同
四
十
五
年
(七〇
)
五
月
一
日
に
植
苗
小
中
学
校
の
特
殊
学
級
と
し
て
開
級
と
な
っ
た
。

同
四
十
六
年
度
(七
一
)
に
は
小
学
部
に二
人
、
中
学
部
に
一
人
の
正
式
教
員
が
配
属
さ
れ
て、
翌
四
十
七
年
(七二
)
四
月
一日
に

は
特
殊
学
級
か
ら
植
苗
小
中
学
校
永
光
学
園
分
校
に
昇
格
し、
本
格
的
な
校
務
活
動
を
開
始
し
た
。
一時
は
小
学
部
四
学
級、
五
〇
人
、

中
学
部
三
学
級、
三
四
人
を
数
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が、
他
地
で
の
養
護
学
校
の
開
校
も
あ
っ
て
、
同
五
十
五
年
度
(八
〇
)
以
降
児
童
・
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静
川
小
学
校

沼
ノ
端
小
学
校

植
苗
小
学
校

勇
払
小
学
校

錦
岡
小
学
校

苫
小
牧
西
小
学
校
明
治
9
・
6
・
10

学
校
名

58年
度

6
年
度

54年
度

12年
度

50年度
18年

度
昭
和
47年

度

休
校

二 三 四 四 一 学
大 " " " "
正
4 37362823
• •9 4 12

2
・
0
・
1

2
・
4
・
1

開
校
年
月
日・

•

1 1511

昭
和
46・3・21

閉
校
年
月
日

静
川
沼
ノ
端
五
一九
～
四
八

植
苗
五
〇

勇
払
一四
九

宮
前
町
2
～
3
0
～
2

矢
代
町
3
～
7
～
1
6

所
在
地

二三
六 五七

六
七
四

二
二
六 児
昭
和
六
〇
年

童六
〇
七
八
五

五
二
二

七
〇
〇

五
八
〇

数

七
七
〇
八
五

一
九〇
六
五
四

三
五
九

平
成
一〇
年

苫
小
牧
市
の
小
学
校
一
覧
表
(昭
和
四
十
六
年三
月
ま
で
存
在
し
た
学
校)

(『苫
小
牧
市
の
教
育』

各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『議会

要
覧
～
市
政
編』

三

1 一 1一 三 三 三 二 一111
三

小
学
部

中
学
部

計
数

一 五 六 七 六 二

"

休
校
一三 三〇 四八
五
〇

小
学
部
中
学部

児
童
生
徒
数一
二

四
七
五
七
七
四
七
一
一
三

教
頭

1 1 1 1 1

二 五 六 三 三 教

三 四 七 五 五 三 二

員
1

数そ
の
他

1

1 1 計
三 四

11

三 七 三

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

生
徒
の
減
少
が
続
き
、
小
学
部
は
昭
和
五
十
六
年
(八
一)
三月
三
十
一
日、
中
学
部
は
同
五
十
九
年
(八
四)
三月
三
十
一
日
を
も
っ

て
閉
校
と
な
っ
た
。

植
苗
小
中
学
校
永
光
学
園
児
童
・
生
徒
数
、
教
職
員
数
一
覧
表

各
年
度
版
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局
)

職一
一

一、一
九
六

昭
和
四〇
年

小
学

中
学

養
護

教
職
員
そ
の
他
は
用
務
員

三 一二
三
四

二
七

二
六
二
一

計
年
度

"

級

6
.
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一
柏
原
小
学
校

一
樽
前
小
学
校

一苫
小
牧
東
小
学
校

平
成
6
・
4
・
8

60・
4
・
8

5
8
.
4
.
8

3
・
4
・
9

4
・
4
・
7

52
・
4
・
8

5
・
4
・
7

1
8
.
1
.
1
9

4
5
・
5
・
1

15 $3・
4
・
6

40・
4
・
6

35
・
9
・
1

3
.
1
.
1

ル
・
4
・
5

27
・
8
・
1

4
.
2
.
18

昭
和
2
3
・
2
・
2

=
1
1
・
6
・
12

大
正
7
・
9
・
5

昭
和
56・

3
・
31

" 昭
和

5746
•

・
3
・

00
.

2723
明
野
新
町
6
～
3
～
1

川
沿
町
4
～
5
～
1

明
徳
町
3
～
1
0
～
3

豊
川
町
4
～
7
～

澄
川
町
2
～
4
～
6

桜
木
町
3
～
8
～
6

日
吉
町
4
～
1
2
～
6

日
新
町
3
～
1
4
7

植
苗
一
二
一

美
園
町
4
～

清
水
町
4
～
2
6
～
2

大
成
町
2
～
3
～
2

三光
町
2
～
6
～
5

北
光
町
3
～
8
～
2

若
草
町
1
～
4
～
5

丸
山

柏
原

樽
前
一
〇
二

旭
町
3
～
3
～
4

五
〇
〇

八
二
三

一、
四
一四

八
八
一

一、〇
一
一

一
六

四
九

一
一〇

一、六
四
一

六
二
九

六
七二

一、二
四二

一、〇
〇
七

九
〇
七

七
一
八

一、二
五三

一
八
六

五
九
九

一、二
六
九

八
四
七

一、一
八二

一、二
七
九

二
九

七
九
八

九
四
六

八
一
〇

三
五
〇

七
四
〇

八
四
七

五
〇
三

三
二
〇

七
九
七

五
四二

三
四
九

六
三
三

八二
〇

五
三八
五
八
九

四
一

三九
六

野

野 野 徳 川 川 星井新
小 小 小 小 小

学
校

学
校

学
校

学
校

学
校

星
小
学
校

小
井
小
学
校

新
小
学
校

永
光
学
園
分
校

美
園
小
学
校

清
水
小
学
校

大
成
小
学
校

小 小
学

北
光
小
学

若
草

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
平
成
十
年
度
版
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『市
勢
要
覧
』
各
年
苫
小
牧
市
よ
り
作
成)

注
(1)

『苫
小
牧
民
報
』
平
成
六
年三
月
二
十
四
日
号
苫
小
牧
民
報
社

※
勇
払
小
学
校
に
お
い
て
一時
廃
校
と
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が、
最
初
の
創
立
年
と
し
た
。

明 泉 明 豊 澄 北 糸 日

緑
校

= = = = = =

" " "

=

5 32
小
学
校

山
小
学
校

～

一

～
214

(2)
『新
聞
切
抜
綴
‒‒学

校
教
育
2
』
昭
和
六
十
二
年
～
平
成
十
二年

苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

797



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

四、
中
学
校

の
新
設

昭
和
五
十
年
以
降
に

新
設
さ
れ
た
中
学
校

戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
り
六
・三
・三
・
四
の
新
学
制
が
確
立
し
て、
昭
和二
十
二
年
(一
九
四
七)
五
月

一
日
に
義
務
教
育
部
分
の
三
年
制
の
新
制
中
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し、
戦
後
の
混
乱
と
食
糧
難
や
物
資

不
足
に
よ
り、
直
ち
に
新
制
度
へ
の
移
行
に
は
幾
多
の
困
難
が
あ
っ
た。
こ
の
た
め、
苫
小
牧
に
お
い
て
新
制
中
学
校
が
開
校
し
た
の
は、

同
年
六
月
一
日
で
あ
っ
た
。

当
初
は
独
立
し
た
校
舎
も
な
く、
小
学
校
や
旧
制
中
学
校
の
一
部
を
借
用
し
て
の
ス
ター
ト
で
あ
っ
た。
当
初
は
苫
小
牧
町
立
東
中
学

校
(勇
払
分
校、
沼
ノ
端
分
校、
植
苗
分
校)
と
苫
小
牧
町
立
西
中
学
校
(錦
岡
分
校、
樽
前
分
校)
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後、
苫
小
牧

西
中
学
校
は
弥
生
中
学
校
と
改
称
し、
分
校
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
単
独
の
中
学
校
に
な
っ
た
。

同
三
十
六
年
(六
三
)
四
月
十
日
に
和
光
中
学
校、
同
三
十
七
年
(六
四)
四
月
七
日
に
啓
北
中
学
校
と
光
洋
中
学
校、
同
四
十
七
年

(七
二
)
四
月
五
日
に
開
成
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
開
校
し
、
同
四
十
九
年
(七
四)
五
月
現
在
で、

一〇
校、

一四三
学
級、
児
童
数
五、

四
九三
人
(男
二
、
八
二
五
人、
女
二
、
六
六
八
人
)、
教
職
員
数二
四
四
人
を
数
え
て
い
た
。

同
五
十
年
(七
五)
以
降
に
お
い
て
苫
小
牧
市
は
旧
糸
井、
錦
岡
地
区
が
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
、
ま
た、
平
成
年
間
(八
九
～)
に

入
っ
て
明
野
地
区
が
住
宅
地と
な
り、
昭
和
五
十
三
年
(七
八)
に
明
倫
中
学
校、
同
五
十
九
年
(八
四)
に
啓
明
中
学
校、
平
成
四
年

(九
二
)
に
明
野
中
学
校、
同
十
年
(九
八
)
に
緑
陵
中
学
校
が
新
設
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
年
以
降
に
開
校
し
た
中
学
校
に
つ
い
て、
そ
の
沿
革
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

▼
明
倫
中
学
校

昭
和三
十
七
年
(六
二
)
四
月、
啓
北
中
学
校
の
開
校
を
み
た
が、
当
時
糸
井
地
区
に
散
在
し
て
い
た
農
家
の
中
学
生
は
草
原
の
広
が

798



る
悪
路
を
自
転
車
通
学
を
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
年
代
(六
五
～)
に
入
り
苫
小
牧
市
の
人
口
は
急
激
に
膨
張
し、
糸
井
地
区
で
は
苫
小

牧
市
ニ
ュー
タ
ウ
ン
五
カ
年
計
画
に
基
づ
き
土
地
分
譲
が
始
ま
っ
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
各
企
業
の
社
宅
や
一
般
住
宅
、商
店
な
ど
が
次
々

に
建
設
さ
れ、
同
四
十
三
年
(六
八
)
に
は
戸
数
六、
〇
〇
〇
戸
、
人
口
は
二
万
人
を
超
す
大
団
地
に
変
貌
し
た
。

こ
の
た
め
啓
北
中
学
校
は
同
五
十
年
度
(七
五)
に
は
二
七
学
級、
生
徒
数
一、

一二
五
人
の
マ
ン
モ
ス
校
と
な
り、
同
校
P
T
A
等

よ
り
新
設
中
学
校
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た。
そ
こ
で
市
は
日
新
町
三
丁
目
の
糸
井
鉄
北
地
区
に
市
内
一
一番
目
の
中
学
校
を
同
五
十
二

年
度
(七
七)
に
お
い
て
新
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

主
体
校
舎
は
同
五
十
二
年
七
月
二
十
五
日
に
着
手、
総
工
費
四
億
二
、
○
一
四
万
円
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て、
面
積三
、
四

二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
施
設
を
も
つ
校
舎
が、
同
年
十
二
月
二
十
日
に
完
成
し
た
。
ま
た、
鉄
筋
造
り
平
屋
建
て
一部
二
階
建
て

の
体
育
館
は、
総
工
費
一
億
二
、
八
八
二
万
円
を
も
っ
て
面
積
一、
〇
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル
が
本
体
工
事
と
同
時
に
完
成
し
た
。

(3)

校
名
は
一
般
公
募
に
よ
り
一五
九
件、
二二
〇
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
校
名
選
考
委
員
会
で
明
倫、
北
陵、
北
辰
の
候
補
名
を
選
定
し、

同
五
十
三
年
(七
八
)
一月
三
十
日
の
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
中
学
校
で
最
も
大
事
と
さ
れ
て
い
る
人
間
形
成
を
意
味
す
る
「明
倫
中

学
校」
と
正
式
に
決
定
し
た
。

同
五
十
三
年
(七
八
)
四
月
七
日、
糸
井
団
地
内
に
明
倫
中
学
校
が
誕
生
し
た
。

年
度

二六 二四
二
四
一
六 学

特
殊
級級

数二
六

二
四

二
四
一
六

一、〇
九二
九八
五

九
九
六

六
六
七 生

特
殊
徒

数

一、〇
九二
九八
五

計九
九六

六
六
七

四三三
二 八九五

普
通

特
殊 教

職

1 1 1 1 員
事
務

1 1 1 数

1 二 二

そ
の
他

休
職
者
含
む
、
そ
の
他
は
事
務
補
・
給
食
・
公
務
補

四 四四二計
六二三九

第
三
編

教
育
・
文
化

60年
度

58年度
50年
度

昭
和
53年

度
普
通

計
普
通

明
倫
中
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

養
護
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

二
〇
二
三
二
六
二
六
二
七

二
〇
二
三
二
六

二
六
二
七

一、〇
二
〇

一、一
一三

七
四
〇

八
八
三

九
七
〇

一、
〇
二
〇

一、一
二三

三
六

三九 四〇 四二 四
三

一 1 1 1 一

一 二 二 一 一

三三 三 三 五

四
一 四四五

五 六 七 〇

(『苫
小
牧
市
の
教
育』

各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

明
倫
中
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在)

(代)
(氏

名
)

六
古
川
春
朗
平
成
五
・
四
～
平
成
七
・
三

"
稔

=
八
・
九
～
"

七
・
四
～
〃

九
・
三

八
・
七

(代)
(氏

名
)

初
渡
辺

正
昭
和
五三
・
四～
昭
和五
五
・
三

二
栗井

善
市
”
五
五
・四
～
=
五八
・三

三
宮
野
久幸

”
五八
・
四～
=
六三
・三

四
加
藤
弘
治
♪
六三
・
四～
平
成
三・
三

五
石田

昌
平
平
成

三・
四
～
”

五
・三

一〇
(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成)

啓
明
中
学
校

苫
小
牧
市
の
急
激
な
発
展
に
よ
る
鉄
北
西
部
地
区
の
児
童
の
急
増
に
対
処
す
る
た
め、
昭
和
五
十
四
年
(七
九)
に
は
澄
川
小
学
校
が

開
校
し
た
が、
開
校二
年
目
で
一、
〇
〇
〇
人
を
超
す
激
増
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
同
校
卒
業
の
中
学
生
は、
明
倫
お
よ
び
凌
雲
の
両
中
学
校

へ
進
学
し
て
い
た
が、
父
母、
地
域
住
民
は
澄
川
地
区
に
中
学
校
の
新
設
を
強
く
要
望
し
て
い
た。

市
は、
明
倫
中
と
凌
雲
中
の
中
間
点
で
あ
る
錦
岡
四三
九
番
地
(現
は
ま
な
す
町二
丁
目)
の
通
称
「は
ま
な
す
ゴ
ル
フ
場」
跡
地
に

800

各
年
北
海
道
教
職
員
組合
よ
り
作
成)

(在
任
期
間
)

七
原
田

八
鴫
原
福三
郎

「九

河
田
英
雄

"
九
・
四
～
=

一〇
・八

坂
本
雅
昭

”
一〇
・
九
～
”

一二
・三

(在
任
期
間
)

七
四
〇

八
八
三

九
七
〇



三万
三
、
〇〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
得
て、
昭
和
五
十
七
年
度
(八
二
)
に
市
内
に
お
い
て
一二
番
目
の
中
学
校
を
新
設
す
る
こ

と
を
決
定
し
た。
中
学
校
用
地
は
樽
前
山
麓
に
位
置
し
、
小
糸
魚
川
の
清
流
に
面
し
自
然
に
恵
ま
れ
た
閑
静
な
環
境
に
あ
り、
校
下
は
新

興
住
宅
地
域
で
、
澄
川
町、
と
き
わ
町
地
区
は
新
築ラ
ッシ
ュ
で
住
宅
新
築
に
伴
う
生
徒
数
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

同
五
十
七
年
(八
二
)
四
月、
主
体
工
事
総
額
六
億二
、
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三階

建
て、
延
べ
面
積
約三
、

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
校
舎
が
完
成
し
た
。
同
五
十
九
年
四
月
七
日、
開
校
式
お
よ
び
入
学
式
を
行
い
、
新
生
の
「啓
明
中
学

校
」
が
誕
生
し
た
。
生
徒
は
明
倫、
凌
雲
両
中
学
校
か
ら
移
籍
し
て
き
た
二
、
三年
生
と
新
一
年
生
の
一
二
学
級、
四
九
六
人、
教
職
員

二
七
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

(5)
校
名
の
「啓
明」
の
意
味
は、
「明
け
の
明
星
」
を
目
指し
て
飛
翔
す
る
翼
(希
望
・努
力)
と
書
物
を
開
い
た
形
(真
理
の
探
求)
を

ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
も
の
で
、
希
望
の
星
を
目
指
し
て
飛
ぶ
過
程
を
大
切
に
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

年
度10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

元
年
度

60年
度

昭
和
57年
度

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』

二
一

二
六

三
〇 二八
二
六
一
九 一二

普
通

特
殊

学
級
数

一

計

二天一

三〇 二八
二
六
一九 一一

普
通七
六
七

九
七
二

一、
一〇
七

一、
一〇
五

一、〇
五
七

七
七
五

四
九
六 生

徒
数

七
六
七

九
七
二

一、
一〇
七

一、
一〇
五

一、〇
五
七

七
七
五

四
九
六

三六 四四
四
八
四
四
四二
三二
一

二
一

普
通

特
殊 教

養
護
職

1 1 1

1:

1 一

事
務

一 1 二 1 1 1 1

数

二三

三 五
一 二 三

そ
の
他

|計四
〇
五〇 五
四
四
九 四九
三
五 二六

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補
・
給
食
・
公
務
補

「
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)
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第
三
編
教
育
・
文
化

啓
明
中
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

特
殊

計

員
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)啓

明
中
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在)

(代
)
(氏

名
)

(在
任
期
間
)

二 初溝
江
敏
勝
ル
六
一
・
四
～
平
成
元
・三

三
井
川
克
巳
平成

元
・
四～
”

野
宮
俊
一
昭
和
五
七
・
四
～
昭
和
六
一・
三

四
・三

四
安
田

勝
"

四
・
四
～
♪

六
・
三

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
等
よ
り
作
成)

▼
明
野
中
学
校

平
成三
年
(九
一)
九
月
現
在、
明
野
地
区
と
呼
ば
れ
る
幌
内
川
以
東
は
一、
二〇
〇
戸、
五、
七
〇
〇
人
の
人
口
を
数
え
る
ま
で
に

発
展
し
た。
こ
の
こ
と
に
よ
り、
こ
の
地
域
の
中
学
生
の
通
学
校
で
あ
る
和
光
中
学
校
は
同三
年
五
月
末
に
は
二
九
学
級、
生
徒
数
一、

一〇
〇
人
の
マン
モ
ス
校と
な
って
い
た。

こ
の
た
め
市
は
、
こ
の
過
密
状
態
を
解
消
す
る
た
め
既
に
同
地
区
に
市
内
に
お
け
る
一三
番
目
の
中
学
校
の
新
設
を
決
め
て
い
た
。
し

か
し、
こ
の
年
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
実
質
的
な
作
業
は
五
月
以
降
に
行
わ
れ
た。

同
三
年
五
月
に
は
市
教
育
委
員
会
は
地
域
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
校
区
を、
幌
内
川
以
東
の
明
野
新
町、
新
明
町、
あ
け
ぼ
の
町、

柳
町、
明
野
元
町
の
六
町
と
決
定
し
た。
校
舎
建
設
場
所
を
市
内
明
野
新
町
三
丁
目
で、
敷
地三
万
四
一
三平
方
メ
ー
ト
ル、
鉄
筋
コン

ク
リ
ー
ト
造
り三
階
建
て
延べ
四、
三一
四
平
方
メ
ー
ト
ル、
総
工
費
約
七
億三
、
〇
〇
〇
万
円
で
六
月
に
着
工
し
た
。
ま
た、
体
育
館

は
建
築
面
積
一、
二〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
面
積
一、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
総
工
費
約
二
億
八、
〇
〇
〇
万
円
の
総
額
一〇
億

一、
〇
〇
〇
万
円
の
近
代
的
建
築
技
術
を
駆
使
し
た
豪
華
な
学
校
建
築
と
な
っ
た
。
一方
、
グ
ラ
ウン
ド
は
面
積
一万
七、
〇
〇
〇
平
方

802

(在
任
期
間
)

(代)
(氏

名
)

五
磯
部
篤
男
平
成
六
・
四
～
平
成
八
・三

六
松
下

正
彦

”
八
・
四～
”

一〇
・
三

七
川
越
俊
隆
ノ
一〇
・
四
～
現
在
に
至
る



メ
ー
ト
ルで
、
そ
の
造
成
費
は
約
五、
四〇
〇
万
円
で
あ
っ
た。

(0)

「第
十
三
中
学
校」
の
校
名
を
一
般
公
募
し
た
が、
応
募
総
数
一
一二
点
・
七
四
種の
中
から
校
名
検
討
委
員
会
(会
長
・
明
野
柳
町
町

内
会
長
)
が
六
点
の
候
補
名
に
絞
り
、
市
教
育
委
員
会
に
答
申
し
た
結
果
し
た
。
平
成
三
年
(九
一)
八
月
十
二
日
の
委
員
会
で
明
る
く

の
び
の
び
な
ど
を
強
調
し
た
「
明
野
中
学
校」
と
正
式
に
決
定
し
た
。

同
四
年
(九二
)
四
月
一
日
「明
野
中
学
校」
の
設
置
が
認
可
と
な
り、
同
月
八
日、
一
二
学
級、
生
徒
数
四
五
三
人、
教
職
員
数二

五
人
の
学
校
規
模
で
開
校
式
を
行
い、
鉄
北
東
部
地
区
初
の
中
学
校
が
誕
生
し
た
。

明
野
中
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

年
度

一
七
一六 一
四
一
二一 -学

級
数
計一七 一六 一四 一二

普
通六
〇
二

五
六
〇

四
八三
四
五
三

生
徒

数

六
〇
二

五
六
〇

四
八
三

四
五
三

普
通

特
殊 教

養
護
職

1 1 1 員
員

事
務

一 1 1 1 数そ
の
他二 二 二

二 計三
四

三
三
二
八

【五

第
三
編
教
育
・
文
化

二
山
岡

一基
”

七
・
四
～
”

九
・三

四
柳
澤
喜
美
雄

三 (代)
(氏

名
)

平
成
九
・
四
～
平
成

(在
任
期
間)

一
一・
三

明
野
中
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
一
一年
度
現
在)

(代)
(氏

名
)

初
森
下

祐
宏
平
成
四
・
四
～
平
成
七
・
三

三
中
原
照
幸

一
一・
四
～
現
在
に
至
る

"

1

1

『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

三〇 二九
二
四

二
一

休
職
者
含
む、
そ
の
他
は
事
務
補、
公
務
補

平
成
4
年
度

10年
度

8
年
度

6
年
度

普
通

特
殊(在
任
期
間
)

特
殊

計

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
員
委
員
会)
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市
史
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補
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▼
緑
陵
中
学
校

平
成
九
年
度
(九
七)
に
お
い
て
錦
岡
地
区
の
啓
明
中
学
校
が
三
一
学
級、
生
徒
数
一、
一六
四
人
、
凌
雲
中
学
校
が
一四
学
級、
生

徒
数
五
二
一
人
と
な
っ
た。
市
教
育
委
員
会
はこ
の
過
密
状
態
を
解
消
す
る
た
め、
市
内
一
四
校
目
の
新
設
校
を
の
ぞ
み
町
に
建
設
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

(3)

建
設
工
事
は
同
九
年
六
月
から
始
め
ら
れ
同
十
年
(九
八)
三
月
に
完
成
し
た。
苫
小
牧
南
高
校
北
側
の
市
有
地三
万
二
、
六
八
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て、
延
べ
四
、
七
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
校
舎
と
、
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
、
延
べ
一、

二
三
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
体
育
館
が
建
設
さ
れ
た。
総
工
費
は
約
一
七
億
円
で
あ
っ
た
。
校
舎
内
に
は
普
通
教
室
一二
室、
特
別
教
室
一

二
室、
管
理
諸
室
一〇
室
な
ど
を
設
置、

一階
に
ギ
ャラ
リ
ー
や
生
徒
が
く
つ
ろ
げ
る
多
目
的
ホー
ル
一
一〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
設
け
た

ほ
か、
障
害
者
用
の
エ
レベ
ー
ター
も
市
内
の
中
学
校
と
し
て
は
初
め
て
設
置
し
た
の
が
特
徴
と
な
っ
た
。
ま
た、
廊
下
の
両
サ
イ
ド
に

教
室
を
配
置
す
る
「中
廊
下
方
式
」
を
採
用
し
、
廊
下
は
採
光
性
を
高
め
た
構
造
で
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
校
舎
と
な
っ
た
。

校
名
は
市
民
か
ら
の
公
募
し
た
一
七
一
点
の
中
か
ら
地
域
町
内
会
や
校
長
会
代
表
で
つ
く
る
校
名
選
考
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
中
か

ら
同
九
年
四
月
九
日
の
市
教
育
委
員
会
で、
緑
豊
か
な
丘
陵
を
背
景
に、
明
る
い
心
で
さ
わ
や
か
に
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
の

願
い
が
込
めら
れ
た
「
緑
陵
中
学
校」
と
決
定
し
た
。

同
十
年
(九
八)
四
月
八
日、
市
内
初の
ブ
レ
ザー
制
服
を
採
用
し
た
「
緑
陵
中
学
校」
の
開
校
式
と
始
業
式
が
行
わ
れ、
新
し
い
歴

史
と
伝
統
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た。
ま
た、
同
十
年
十
一
月
八
日
に
は
開
校
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
新
し
い
校
歌
が
披
露
さ
れ

落
成
を
祝
っ
た
。
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年
度1
年
度

平
成
10年

度
普
通一
一

一二

-特
殊

学
級
数

一
一
一二

普
通四
〇
〇

四
二
二

生
徒
数

計四
〇
〇

四
二
一

普
通二
〇
二
一

特
殊 教

養
護

1 1

事
務
1

職
員

数そ
の
他

二 二

計
四 王

(代)
(氏

名
)

(在
任
期
間
)

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会)

▼
山
な
み
分
校
の
移
転
と
新
築

啓
北
中
学
校
山
な
み
分
校
の
前
身
は、
昭
和三
十
六
年
(六
一)
四
月、
苫
小
牧
西
小
学
校
の
精
神
薄
弱
学
級
に
併
設
さ
れ
た
弥
生
中

学
校
精
神
薄
弱
学
級
で
あ
っ
た
。
同
四
十
一
年
(六
六)
四
月
松
風
町
に
啓
北
中
学
校
山
な
み
学
園
と
し
て
独
立
校
舎
を
新
築
し
て
移
転

し
て、
同
四
十
七
年
(七
二
)
四
月
に
特
殊
学
級
か
ら
分
校
に
昇
格
し
た
。

し
か
し
、
同
校
舎
は
建
設
か
ら
二
十
五
年
経
過し
た
た
め、
老
朽
化
が
著
し
く、
敷
地
も
湿
地
帯
と
あ
っ
て
雨
水
が
た
ま
り
や
す
く、

父
母
や
学
校
関
係
者
から
は
劣
悪
な
教
育
環
境
で
あ
る
と
し
て
改
築
の
強
い
要
望
が
出
て
い
た
。

そ
こ
で
市
教
育
委
員
会
は、
平
成
四
年
(九
二
)
四
月、
苫
小
牧
の
障
害
児
教
育
の
拠
点、
啓
北
中
学
校
山
な
み
分
校
の
移
転
改
築
を

明
ら
か
に
し
た
。

第
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805

(『北
海
道
教
員
関
係
職
員
録』

平
成
十
年・
同
十
一
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

特
殊
一

そ
の
他
は
事
務
補
・
公
務
補

二
五

緑
陵
中
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在
)

初
鴫
原
福
三
郎

平
成
一
〇
・
四
～
現
在
に
至
る

緑
陵
中
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

計



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

新
建
設
場
所
は
市
内
有
珠
の
沢
町三
丁
目
で、
松
風
町
の
校
舎
か
ら
北
西
に
約
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
った。

敷
地
は
約
一
万
二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
、
旧
校
舎
の
一
・
六
倍
の
広
さ
を
確
保
し
、
日
常
生
活
に
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
生

活
訓
練
棟
を
併
設
す
る
ほ
か、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
別
に
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
あ
ず
ま
屋
な
ど
を

配
置
し
た
運
動
広
場
も
開
設
す
る
な
ど
、
屋
外
の
教
育
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
た
施
設
規

模
が
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

同
分
校
の
移
転
改
築
工
事
は
平
成
四
年
(九二
)
八
月
に
着
手
さ
れ
た
が、
新
校
舎
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
延
べ
一
、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
管
理
部
門
の
ほ
か

普
通
教
室、
情
緒
教
室、
特
別
教
室
(木
工
、
音
楽、
視
聴
覚、
家
庭
科)、

体
育
館
な
ど

が
建
設
さ
れ、
建
設
費
約
八
億
七、

一〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

山
な
み
分
校
は
ト
ン
ガ
リ
屋
根
と
丸
み
の
あ
る
建
物
が
シ
ン
ボ
ル
で
、
同
五
年
(九
三
)

三月
に
完
成
し
た
。
落
成
記
念
式
典
が
同
年
五
月
七
日
同
分
校
で
行
わ
れ、
生
徒
と
そ
の
父

母
、
職
員、
旧
職
員
、
卒
業
生、
教
育
関
係
者
ら
約
一
一〇
人
が
出
席
し
、
新
校
舎
の
完
成
を
祝
っ
た。

啓
北
中
学
校
山
な
み
分
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

年

53年
度

50年
度

昭
和
47年

度 度
学普
通

特
殊

級

四 四 三

計 数四 四 三

普
通

生
徒
数

二
九
三
七
三
三三
上

計二 三三九 モ 三 普
通
特
殊

教

九 八 七
養 職
護

事
務 員

そ
の
他

二 二 二
数

計
二〇1

一〇 九

そ
の
他
は
事
務
補
・
用
務
補
・
技
職
・
介
添

山�人分校

移転改築の啓北中山なみ分校
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啓
明
中
学
校

明
倫
中
学
校

山
な
み
分
校

開
成
中
学
校

光
洋
中
学
校

啓
北
中
学
校

和
光
中
学
校

沼
ノ
端
中
学
校

植
苗
中
学
校
(併
)

樽
前
中
学
校

凌
雲
中
学
校

勇
払
中
学
校

弥
生
中
学
校

苫
小
牧
東
中
学
校

校
名

3
・
4
.
9

53
・
4
・
7

4
・
4
・
10

4
・
4
・
5

3
・
4
・
7

3
7
・
4
・
7

36
・
4
・10

26
・
4
・
7

46
・
4
・
1

2
・
4
・
6

2
・
4
・
1

2
.
4
・
1

3 1

昭
和
31・
9
31

開
校
年
月
日

閉
校
年
月
日

所

は
ま
な
す
町
2
～
2
～
2

日
新
町
3
～
5
～
1
3

有
珠の
沢
町3～9～

清
水
町
2
～
9
～
2

光
洋
町
2
～
5
～
2

啓
北
町
2
～
1
2
～
1
1

双
葉
町
1
～
1
1
～
3

沼
ノ
端
五
一
九
～
五

植
苗
50

樽
前

青
雲
町
2
～
1
5
～
3

勇
払
一三三二

弥
生
町
1
～
9
～
1
1

旭
町
1
～
7
～
1
0

在

7

地

四
九三
六
六
〇

九
九
一

一
七
四
四
九

二
一
一

四
四
九

一、二
二三

一、五
六
六

一、〇
九
二
二
一

三二二
八

九
〇
〇

九
七八

一、〇
一
七

二
九
五
三
八

六八
九

二
六
六

五二
一

九
二三

平
成
1
0
年

七
六
七

七
四〇
二
六

一八三
五
八六
七
七
五

七
一
一

四〇
六
四
一

四
五
五

一二八
二
二
五

五
六
二

(『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成
)

〇〇九九〇 七 八八

一 1 1 1 1

一 1

一

11 四 四 二 1 一二1

四 四 五 四 四九〇〇

苫
小
牧
市
の
中
学
校
一
覧
四 三 四三五三三四

四 三 四三五三三四

二六 二
七
二
四
二
五
三
五
二
一 三天六

二六 二七
二
四

二
五
三五 二一 1 一
六

昭
和
四
〇
年

生

七
七
五

昭
和
六
〇
年

徒

数

10年
度

7
年
度

5
年
度

3
年
度

平
成
元
年
度

60年度
68年度

昭
和
55年
度

" " 昭
和

242222

4
.

=

"

学
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平
成
4
・
4
・
8

=
10・

4
・
8

明
野
新
町
3
～
1
3
～
1

の
ぞ
み
町
3
～
1
0
～
1

四二〇
六
〇二

明
野
中
学
校

緑
陵
中
学
校

※
弥
生
中
学
校
は
昭
和二
十
二
年
六
月三
日
苫
小
牧
西
中
学
校
・
同
二
十
三
年
四
月
一
日
弥
生
中
学
校
と
改
称、
凌
雲
中
学
校
は
昭
和
二
十
二
年
六
月
四
日

苫
小
牧
西
中
学
校
(弥
生
中)
分
校
・
同
二
十
四
年
四
月
一
日
錦
岡
中
学
校
・
同
三
十
一
年
十
月
一
日
凌
雲
中
学
校、
樽
前
中
学
校
は
昭
和
二
十
二
年
六
月

四
日
苫
小
牧
西
中
学
校
(弥
生
中)
分
校
・
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
樽
前
中
学
校
・
同
三
十
一
年
九
月
三
十
日
凌
雲
中
学
校
に
吸
収
合
併
し
て
閉
校
と
な

12º

(『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
よ
り
作
成)

注
(1)

『議
会
要
覧
～
市
政
編』

昭
和
五
十
年
度
版
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局

(2)
『新
聞
切
抜
綴
‒
学
校
教
育
1
』
昭
和
四
十
八
年
～
同
六
十
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(3)
『苫
小
牧
民
報』

昭
和
五
十
三
年
四
月
八
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(4)
『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
五
十
七
年
四
月
九
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(5)
『開
校
十
周
年
記
念
誌
啓
明
』
平
成
三年

苫
小
牧
市
立
啓
明
中
学
校

(6)
『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
一九
九
一
年
度
版
北
海
道
教
職
員
組
合
編

(7)(8)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成三
年
八
月
十
二
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(9)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
九
年三
月
二
十
九
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『新
聞
切
抜
綴
‒
学
校
教
育
2
』
昭
和
六
十
一
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(10)

(1)
『苫
小
牧
民
報』

平
成
五
年
四
月
十
一
日
号
苫
小
牧
民
報
社
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五
、
高
等
学
校
の
新
設

昭
和
五
十
年
以
降

戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
り
義
務
教
育
と
し
て
の
新
制
中
学
が
新
設
さ
れ、
旧
制
中
等
学
校、
実
業
学
校、
女
学

に
新
設
さ
れ
た
高
校
校
は
新
制
の
高
等
学
校
に
改
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
三
年
(一
九
四
八)
四
月
一日
に
北
海
道
立
の
苫
小
牧
高
等

学
校、
苫
小
牧
女
子
高
等
学
校、
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た。
同
二
十
五
年
(五
〇
)
四
月
に
男
女
共
学
及
び
学
区
制

が
実
施
さ
れ、
苫
小
牧
高
校
が
苫
小
牧
女
子
高
校
を
吸
収
合
併
し
て
苫
小
牧
高
等
学
校
一
本
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
市
の
高
校
入
学
者
の

増
加
に
伴
い、
同
二
十
八
年
(五
三
)
四
月
か
ら
再
度
分
割
さ
れ
て
、
苫
小
牧
東
高
等
学
校
と
苫
小
牧
西
高
等
学
校
に
分
か
れ
た。

同
二
十
三
年
十
一
月
に
苫
小
牧
高
校
に
定
時
制
高
校
(夜
間
高
校)
が
併
設
さ
れ、
同
二
十
八
年
四
月
に
は
勇
払
中
学
校
内
に
市
立
の

北
海
道
勇
払
高
校
が
設
置
さ
れ、
そ
の
後
苫
小
牧
工
業
高
校
と
苫
小
牧
西
高
校
に
も
定
時
制
課
程
が
設
け
ら
れ
た
。

一方、
私
立
高
等
学
校
で
は、
同三
十
六
年
(六
一)
四
月
に
苫
小
牧
女
子
技
芸
学
校
が
苫
小
牧
女
子
高
等
学
校
と
な
り、
同
四
十
八

年
(七
三
)
四
月
か
ら
男
女
共
学
の
苫
小
牧
中
央
高
等
学
校
と
改
称し
た。
駒
澤
大
学
付
属
苫
小
牧
高
等
学
校
は、
同三
十
九
年
(六
四)

四
月
十
八
日
に
東
小
学
校
を
仮
校
舎
で
開
校
し
、
同
年
十
月
に
美
園
町
の
新
校
舎
に
移
っ
た
。

苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
は
同
五
十
六
年
(八
一)
五
月
に
高
丘
に
校
舎
を
新
築
し
て
移
転
し、
平
成
二
年
(九
〇
)
四
月
に
は
西
高
校

の
商
業
科
が
分
離
独
立
し
て
苫
小
牧
総
合
経
済
高
等
学
校
が
新
設
さ
れ、
同
十
年
(九
八
)
五
月
末
現
在
で
道
立
高
校
五
校
(う
ち
定
時

制
有
二
校
)、
私
立
高
校
二
校
で
、
生
徒
数
は
六
、
〇
二
七
人
で
あ
る
。
(1)

昭
和
五
十
年
度
(七
五
)
以
降
に
開
校
し
た
高
等
学
校
に
つ
い
て、
そ
の
沿
革
を
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

▼
苫
小
牧
南
高
等
学
校

苫
小
牧
港
の
開
港
に
伴
う
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
に
よ
り
、
苫
小
牧
市
の
都
市
化
が
進
み、
昭
和
五
十
年
(七
五)
十
月
の
国
勢
調
査

第
三
編
教
育
・
文
化
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

苫小牧南高等学校

で
一三
万二
、
四
八
〇
人
に
達
し
た
。
こ
の人
口
増
加
は
高
校
進
学
希
望
者
の
増
加
に
も
拍
車
が
か
か
り、
既
存
の
高
校
の
学
級
数
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
状
態
と
な
り、
公
立
高
校
の
新
設
が
急
務
と
な
っ
た。

苫
小
牧
市
で
は
こう
し
た
状
態
を
打
開
す
る
た
め
す
で
に
高
校
新
設
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
(七
五)

一月
八
日
に
は

市
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
が
道
教
育
委
員
会
に
対
し
て
高
校
新
設
に
つ
い
て
の
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
た
。
苫
小
牧
市
に
と
っ
て
高
校
進

学
者
が
急
増
す
る
中
で、
「苫
小
牧
に
公
立
高
校
新
設
を
進
め
る
会」
が
署
名
運
動
を
行
う
な
ど
、
こ
の
問
題
は
全
市
挙
げ
て
の
悲
願
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
道
教
育
委
員
会
は
同
五
十
年
十
一
月
十
一
日、
同
五
十
一
年
度
(七
六
)
の
公
立
高
校
適
正
配
置
計
画
を
発
表
し
、

苫
小
牧
市
に
道
立
高
校
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て、
同
月
二
十
八
日
に
は
「北
海
道
苫
小
牧
南
高
等
学
校
」
と
の
仮
称
が
決

定
し
て、
十
二
月
一
日
付
け
で
喜
茂
別
高
校
校
長
の
木
下
勝
市
と
苫
小
牧
西
高
校
校
長
の
田

村
博
司
(兼
務
)
が
開
校
事
務
取
扱
者
に
発
令
さ
れ
た
。

苫
小
牧
市
は
一〇
学
級
規
模
の
高
校
を
希
望
し
た
の
に
対
し
、
僅
か
三
学
級
が
認
め
ら
れ

た
だ
け
だ
っ
た。
大
泉
市
長
は、
本
市
に
は
炭
鉱
離
職
者
な
ど
第
二
の
人
生
を
求
め
て
落
ち

着
い
た
者
が
多
く
、
経
済
的
に
も
苦
し
い
家
庭
な
の
で、
も
う
一
学
級
の
増
口
を
要
求
し
た

が、
諸
情
勢
の
厳
し
い
中
で
は
開
校
時
は
三
学
級
編
成
の
ま
ま
だ
っ
た
。
道
内
で
た
だ
一
校

だ
け
の
新
設
が
認
めら
れ
た
こ
と
は、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
に
苫
小

牧
側
の
事
情
が
理
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

同
五
十
一
年
四
月
一
日、
北
海
道
苫
小
牧
南
高
等
学
校
の
創
立
が
公
布
さ
れ、
木
下
校
長

以
下
の
教
職
員
の
発
令
が
あ
っ
た。
た
だ
、
校
舎
の
方
は
同
五
十
一
年
度
に
調
査
費
が
計
上

さ
れ
て
い
た
が、
場
所
は
未
定
の
ま
ま
新
入
生
一三
五
人
を
も
っ
て
苫
小
牧
東
中
学
校
の
旧
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校
舎
を
借
り
て
、
昭
和
五
十
一
年
(七
六
)
四
月
十
日
に
同
中
学
校
体
育
館
で
開
校
式
と
入
学
式
が
行
わ
れ
た。

し
か
し
な
がら
、
新
校
舎
建
設
用
地
で
土
地
価
格
で
折
り
合
い
が
つ
かず
、
教
育
内
容
が
ど
ん
ど
ん
前
進
し
て
い
る
も
のの
、
校
舎
の

方
は
土
地
問
題
で
な
か
な
か
進
展
せず
、
生
徒
や
父
兄
に
も
大
き
な
不
安
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
道
教
委
と
市
は
錦
岡
地
区
の

旧
は
ま
な
す
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
校
地と
し
て
選
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
両
者
の
取
得
価
格
と
鑑
定
価
格
の
間
に
大
き
な
差
が
あ
っ
て
、

こ
の
土
地
は
白
紙
に
戻
さ
れ
た
。
そ
の
後、
苫
小
牧
市
農
協
の
土
地
が
候
補
地
に
あ
が
っ
た
が、
こ
れ
も
価
格
問
題
で
く
ず
れ、
道
教
委

(2)
は
独
自
交
渉
を
行
い、
同
五
十
一
年
十
一
月
に
な
っ
て
錦
岡
の
民
有
地
五
万
四、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
取
得
し
た
。

同
五
十
二
年
(七
七)
六
月
二
十
三
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
が、
全
生
徒
は
感
激
を
新
た
に
遠
足
を
兼
ね
な
が
ら
式
典
に
参
列
し
た
。

翌
五
十三
年
(七
八)
三月
十
五
日
に
は
新
校
舎
の
第
一期
工
事
が
完
成
し、
月
末
に
か
け
て
引
っ
越
し
が
行
わ
れ
た。
四
月
十
日
に
は

新
校
舎
で
の
入
学
式
を
行
い、
十
二
月
二
日
に
は
待
望
の
校
舎
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

開
校
当
時
何
も
な
か
っ
た
原
野
に
は
建
物
が
び
っ
し
り
建
ち、
あ
ら
た
め
て
苫
小
牧
市
の
発
展
を
感
じ
る
が、
初
し々
い
と
言
わ
れ
た

苫
小
牧
南
高
等
学
校
も
平
成
八
年
(九
六
)
四
月
に
は、
創
立
二
〇
周
年
記
念
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
南
高
等
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

そ
の
他
は
時
講
・
実
助
・
事
務
・
業
務
・
公
務
等

第
三
編
教
育
・
文
化

平
成
2
年
度

年

6
年
度

60年
度

80年
度

560年
度

5
年度

昭
和
52年

度 度
:普

三
〇
三
〇
二八

二 八四六

学
級
数
生
徒
数

一、三
五
九

一、三
六
六

一、二
七
四

九
四二
八
二
三

六
二
六

二
七
〇 通

学
級
数

定
時一
生
徒
数 制

六 五 五四四〇 九七六ニ ニ
一六 普

教
諭

養
護

1 1 一 1 1 そ
の
他

〇八四三〇〇七
1

通
十 +八

七
二
六
〇
五
二
四
二
二
四

定
教

諭
養
護
|そ
の
他

-時
制計

一

計
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苫
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補
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10年
度

8
年
度

6
年
度

平
成
4
年
度

二四
二
六
二
七
二
八

九
五
五

一、〇
三
五

一、〇
七
七

一、二〇
四

五
二
五
六
五六 五七

一六 一
四

一
五
一五

七
二
七
二

1

(『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
等
よ
り
作
成)

六
九

七
二

(代
)

(氏
名
)

(在
任
期
間
)

(代)
(氏

名
)

澤
井
弘
司
平
成
三・
四～
平
成
五
・三

五
・三
～
”

七
・
三

井
上
昭
二

ル
六
〇
・
四
～
”

六
二
・三

八

一夫
”
六
二
・四
～
平
成
元
・三

九

将
平
成
三・
四
～
平
成
三・
三(『二
十
年
史
』
平
成
八
年
北
海
道
苫
小
牧
南
高
等
学
校
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会)

能
登

源 伊
藤

一
木
下
勝
市
昭
和
五
一
・
四
～
昭
和
五
四
・三

六七
「
浩

”
五
三・
四
～
"
六
〇
・
三

西
山
政
俊

"

松
田
健
治
〃

七
・
四
～
=

一〇
・三

小
竹
克
幸

か
一〇
・
四
～

苫
小
牧
総
合
経
済
高
等
学
校

昭
和
五
十
五
年
(八
〇
)
四
月
十
四
日
に
苫
小
牧
市
の
人
口
は
一
五
万
人
に
達
し
た。
こ
の
た
め
高
校
進
学
希
望
者
は
年
増々
え
続
け、

特
に
普
通
科
に
集
中
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
従
前
か
ら
普
通
科
の
間
口
増
の
要
請
は
繰
り
返
さ
れ
て
は
き
た
が、
苫
小
牧
東
高
校

お
よ
び
苫
小
牧
南
高
校
は
と
も
に
一
学
年
一〇
間
口
と
な
っ
て
限
界
に
達
し
て
い
た
。

そ
こ
で
道
教
育
委
員
会
は、
同
五
十
五
年
度
に
苫
小
牧
西
高
校
の
家
政
科
と
保
育
科
を
普
通
科
に
学
科
転
換
さ
せ、
同
校
の
学
年
規
模

を
普
通
科
六、
商
業
科
四
と
し
て
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
同
六
十
年
度
(八
五)
に
入
り
普
通
科
希
望
が
ま
す
ま
す
増
大
し、
同
年

812

五 四 三 二

苫
小
牧
南
高
等
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在)(在

任
期
間)
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四
月
に
は
「道
立
商
業
高
等
学
校
建
設
促
進
期
成
会
」
(会
長
・鳥
越
忠
行
市
長
)
が
設
立
さ
れ、
昭
和
六
十
年
(八
五
)
六
月
に
は
「苫

小
牧
西
高
等
学
校
校
舎
改
築
お
よ
び
商
業
科
分
離
独
立
に
関
す
る
陳
情
書
」
を
道、
道
議
会、
道
教
委
に
提
出
し
た
。

(3)

そ
の
結
果、
同
六
十
一
年
(八
六)
四
月
「苫
小
牧
西
高
等
学
校
校
舎
改
築
お
よ
び
仮
称
苫
小
牧
地
区
高
等
学
校
調
査
設
計
費
」
が
道

予
算
に
計
上
さ
れ、
同
年
九
月
に
は
正
式
に
「苫
小
牧
地
区
高
等
学
校
分
離
独
立
の
件」
と
し
て
道
教
育
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た。
こ
う

し
て
地
元
の
要
望
を
担
っ
た
新
設
の
商
業
高
校
は、
国
際
化、
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
人
材
の
養
成
と
流
通
経
済
の
進
展、
変
化
に
対

応
で
き
る
新
し
い
商
業
高
等
学
校
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
こと
と
な
った
。

同
六
十
一
年
十
二
月
、道
教
委
は
苫
小
牧
西
高
校
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

新
設
商
業
高
校
の
教
育
計
画
に
基
づ
く
学
校
経
営
の
検
討
を
指
示
し
た
。
さ
ら
に
平
成
元
年

(八
九
)
四
月
十
日、
新
設
高
校
準
備
室
を
設
置
し
苫
小
牧
西
高
校
長
三
上
信
迪
ほ
か
四
人

を
発
令
、
同
年
十
月
に
は
妹
背
牛
商
業
高
校
長
木
崎
盛
一
郎
ほ
か三
人
が
苫
小
牧
地
区
高
等

学
校
開
校
準
備
事
務
取
扱
者
に
発
令
さ
れ
開
所
式
を
行
っ
た
。

一方、
校
舎
建
築
に
つ
いて
は
鉄
北
東
部
地
区
の
新
興
住
宅
街
と
し
て
急
速
な
伸
展
を
み

せ
て
い
る
市
内
新
開
町
四
丁
目
に
四
万
四、
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
学
校
用
地
に
、
昭
和

六
十
三
年
(八
八)
十
一
月
か
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト三
階
建
て、
延
べ
五、
七
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
で
一
学
年
四
学
級
規
模
と
な
る
建
設
工
事
に
着
手
し
た
。
教
育
課
程
も
地元
要

望
に
沿
う
形
で
ほ
ぼ
固
ま
り
「流
通
経
済」
「情
報
処
理」
「国
際
経
済
」
の三
課
程
四
間
口

と
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た。
新
設
校
舎
は
平
成
元
年
十
一
月
末
に
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し、

入
学
希
望
者
の
体
験
入
学
を
実
施し
た
。
同
年
十
二
月
の
道
議
会
に
お
い
て
「北
海
道
苫
小

苫小牧総合経済高等学校
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

牧
総
合
経
済
高
等
学
校」
と
校
名
を
可
決
決
定
し
た。

苫
小
牧
西
高
校
で
は
平
成
二
年
(九
〇
)
三月
二
十
四
日、
商
業
科
の二
年
、
三年
生
が
新
設
の
総
合
経
済
高
校
へ移
る
こ
と
に
な
り
、

修
了
式
と
と
も
に
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
と
の
分
離
式
を
行
っ
た。
こ
れ
に
よ
り
同
校
は、
昭
和
二
十
八
年
(五
三
)
か
ら
設
置
さ
れ
て

い
た
商
業
科
と
大
正
十
三
年
(二
四)
か
ら
続
い
た
女
学
校と
し
て
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉じ
、
普
通
高
校
と
し
て
新
た
な
歴
史
と
伝
統

を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成二
年
(九
〇
)
四
月
一
日、
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
(木
崎
盛
一郎
校
長
、
五
三
〇
人
)
の
開
校
式
と
第
一回
入
学
式
が
新
開
町

の
新
校
舎
で
行
わ
れ、
同
校
長
は
式
辞
の
中
で
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め、
至
誠
創
意
の
校
訓
の
も
と
、
よ
り
よ
き
伝
統
と
校
風
を

と
呼
び
か
け
た。
約
十
年
越
し
の
市
民
ぐ
る
み
の
新
設
校
設
置
運
動
が
実
を
結
び
同
高
校
が
誕
生
し
た
。
当
初
は
西
高
校
か
ら
二
年、
三

年
生
と
総
合
経
済
高
校
と
し
て
入
学
し
た
一
年
生
の
混
淆
学
級
で
あ
っ
た
が、
同
四
年
(九
二
)
三
月
に
は
こ
れ
ら
商
業
科
の
生
徒
は
卒

業
し
て
、
同
年
度
か
ら
は
流
通
経
済
六
学
級
(各
学
年
二
学
級)、

情
報
処
理
三
学
級
(各
学
年
一
学
級)、

国
際
経
済三
学
級
(各
学
年

一学
級)
の
一
二
学
級
と
な
っ
た
。

年

10年
度

8
年
度

6
年
度

4
年
度

平
成
2
年
度 度

流
通

六 六 六 四 二 学

情
報

三 三 三 ニ ー

国
際 級

三 三三ニ ー

商
四 八 数

計:三
流
通
生

情
報

国
際 徒

商
数

四
七
六

四
八二
四
七
四

五
一九
五
三
〇

計

三
五
三五
三
五
三
四

三
四

職

一八 一五 一三

九 八 員

計 数

五三 五〇 四八 四三 四二

苫
小
牧
総
合
経
済
高
等
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
一
覧
表

(北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
各年

北
海
道
教
職
員
組
合
等
よ
り
作
成)

そ
の
他
は
時
講
・
技
助
・
事
務
・
公
務
等

教
諭
教

そ
の
他
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(代)
(氏
名
) 苫
小
牧
総
合
経
済
高
等
学
校
歴
代
校
長
一
覧
(平
成
十
一
年
度
現
在)

(在
任
期
間
)

初
木
崎
盛
一
郎
平
成
二
・
四
～
平
成
四
・
三

七
・
三

(代)
(氏
名
)

(在
任
期
間
)

三
鈴
木
敏
彦
平
成
七
・
四
～
平
成
一〇
・
三

四
坂
本
弘
幸
=

一〇
・
四
～
現
在
に
至
る

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合、
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
よ
り
電
話
取
材
に
よ
り
作
成)

▼
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
の
移
転

苫
小
牧
工
業
高
校
(苦
工
高
)
は
大
正
十
二
年
(一
九
二
三)
四
月
に
北
海
道
庁
立
苫
小
牧
工
業
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
伝
統
を
誇
る

学
校
で
あ
る
。
同
校
校
舎
は
昭
和
二
十
二
年
(四
七)
九
月
十
四
日
の
火
災
で
校
舎
を
焼
失
し
た
が、
同二
十
四
年
(四
九)
五
月
に
第

一
期
、
七
月
に
第
二
期
復
旧
工
事
が
完
成
し
た。
同
二
十
八
年
四
月
に
は
定
時
制
課
程
が
設
け
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら、
校
舎
は
終
戦
後
の
資
材
難
時
の
建
物で
あ
り
、
建
築
年
限
も
相
当
経
過
し
て
い
て
老
朽
化
が
目
立
ち、
危
険
校
舎
に

な
っ
て
い
た。
同
四
十
七
年
(七
二
)
三月
に
は
苫
工
校
舎
改
築
期
成
会
が
結
成
さ
れ、
校
舎
改
築
の
陳
情
が
市
長、
市
議
会、
市
教
育

委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
具
体
的
な
改
築
運
動
の
始
ま
り
と
な
り、
同
年
九
月
に
は
当
時
の
市
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
で
陳
情
案

件
が
採
択
と
な
っ
た。
市
は
高
丘
へ
の
移
転
改
築
計
画
を
掲
げ
て
いて
、
市
議
会、
同
期
成
会
も
高
丘
へ
の
移
転
を
含
め
て
道
、
道
議
会

へ
の
陳
情
も
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
P
T
A
を
軸
と
す
る
現
在
地
改
築
論
が
強
ま
り
、
道
、
道
教
委
に
独
自
の
陳
情
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
道
教
委
も
同
五

十
年
(七
五
)
十
月
に
は
現
在
地
改
築
で
の
考
え
方
を示
し
た
が、
市
と
学
校
関
係
者
の
対
立
運
動
も
影
響
し
て
一
週
間
後
に
は
現
在
地

改
築
を
引
っ
込
め
地元
の
意
思
統
一
を
理
由
に、
地
元
に
ゲ
タ
を
預
け
る
形
で
態
度
を
保
留
し
た
。

市
議
会
で
は
大
泉
源
郎
市
長
の
い
う
、
苫
工
高
の
跡
地
を
市
民
の
森
と
し
て
緑
豊
か
な
憩
い
の
場
に
す
る
こ
と
に
は
都
市
計
画
上
理
解
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苫
小
牧
市
史
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補
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で
き
る
が
、
現
在
地
改
築
推
進
者
が
い
る
以
上、
問
題
の
な
い
よ
う
に
話
し
合
い
調
整
をと
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た。
そ
の
後
も
市
理
事

者
の
移
転
論と
P
T
A
の
現
在
地
論
が
対
立
し
た
ま
ま
推
移
、
つ
い
に
市
理
事
者
は
定
例
市
議
会
に
高
丘
地
区
移
転
の
た
め
の
用
地
造
成

費
を
提
案
す
る
に
至
っ
た。

こ
れ
に
対
し
同
校
P
T
A
(松
原
沢
光
会
長)
と
苫
工
高
教
職
員
一
同
(村
上
十
四
雄
代
表)
は
昭
和
五
十
年
(七
五
)
十
二
月
十
一

日
に
現
在
地
改
築
の
陳
情
書
を
市
議
会
に
提
出
し
た。
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で、
高
丘
地
区
用
地
造
成
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
同
五
十

年
度
市
土
地
造
成
事
業
会
計
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ、
陳
情
案
件
は
不
採
択
と
な
っ
た。
こ
れ
に
よ
り
移
転
改
築
の
方
向
が
議
会
で
意

(4)
思
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一方
、
同
校
校
舎
改
築
期
成
会
(西
田
信
一
会
長
)
は
す
で
に
同
年
十
二
月
六
日
の
総
会
に
お
い
て
現
地
改
築
で
運
動
す
る
こ
と
を
決

め
て
お
り
、
二
十
日
に
は
P
T
A
、
定
時
制
後
援
会
の
総
会
で
も
現
地
改
築
の
方
針
が
再
確
認
さ
れ、
今
後
も
道、
道
教
委
に
対
し
積
極

的
に
陳
情、
要
望
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
た
道
教
育
委
員
会
は、
同
五
十
一
年
(七
六
)
一月
二
十
一
日
に
苫
工
高
の
移
転
改
築
問
題
で
五
十
一
年
度

内
の
設
計
を
断
念
し
た
と
発
表
し
た。

苫
工
高
の
移
転
問
題
が
解
決
し
た
の
は、
同
五
十
四
年
(七
九)
七
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
市
と
同
校
P
T
A
会

と
の
ト
ップ
会
談
が
行
わ
れ、
バ
ス
通
学
の
利
便
を
図
る
な
ど
で
の
市
の
提
案
に
対
し
て
P
T
A
側
も
譲
歩
し
、
移
転
改
築
の
線
で
話
し

合
い
が
つ
い
た
。

道
教
委
は
同
五
十
六
年
度
(八
一)
の
苦
工
高
建
築
事
業
費
一
一
億
一、
六
〇
〇
万
円
を
計
上
し
、
五
月
二
十
三
日
に
待
望
の
起
工
式

が
高
丘
の
現
地で
行
わ
れ
た
。
新
校
舎
は
高
丘
六
番
地
に
建
設
さ
れ、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
管
理
諸
室
、
普
通
教
室
の
あ
る
四
階

建
て
の
管
理
棟
と、
実
習
室
の
あ
る
産
業
教
育
振
興
棟三
棟
で、
合
わ
せて
一万
九、
四三
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
他
に
屋
内
体
育
館、
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格
闘
技
場
な
ど
一、
七
四三
平
方
メ
ー
ト
ル、
こ
の
う
ち
昭
和
五
十
六
年
度
(八
一)
に
建

設
さ
れ
た
の
は
一
万二
、
九
一
七
平
方
メー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

高
丘
の
新
校
舎
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
九
月
三
十
日
に
完
成
し
、
十
月
四
日
に
全
面
移

転
し
た
。
総
額
六
〇
億
円
を
投
じ
た
施
設、
設
備と
も
工
業
高
校
と
し
て
は
東
北
以
北
随
一

の
学
校
と
な
っ
た
。な
お
同
年
十
月
二
十
二
日
に
は
新
装
な
っ
た
新
校
舎
で
創
立
六
〇
周
年、

定
時
制三
〇
周
年
及
び
新
校
舎
改
築
落
成
記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
新
し
い
時
代
の
歴
史

が
始
ま
っ
た
。

市
内
末
広
町
の
市
民
文
化
公
園
に
建
立
さ
れ
た
「苫
工
発
祥
の
地
記
念
碑」
の
除
幕
式
が

同
六
十
三
年
(八
八
)
十
月
二
日
に
行
わ
れ
た
。
苦
工
高
の
旧
校
舎
跡
地
は
市
民
文
化
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ、
同
公
園
内
に
は
博
物
館、
図
書
館、
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。ま
た、
時
代
の
変
化
や
要
請
に
伴
い
科
も
見
直
さ
れ、
同
五
十
七
年
度
(八
二
)
か
ら
設

備
科
一
学
級
を
新
設
し、
建
築
科
を
二
学
級
か
ら
一
学
級
と
し
た
。
コン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
に
よ
り
平
成
八
年
度
(九
六
)
か
ら
電
子
機

械
科
を
新
設
し
て、
同
十
年
度
(九
八)
に
は
機
械
科
を
廃
止
し、
電
子
科
も
廃
し
て
同
九
年
度
(九
七)
か
ら
情
報
技
術
科
を
新
設
し

た
。
現
在
は
二
八
学
級
に
な
って
い
る
。

昭
和
五
十
八
年
(八
三
)
八
月
二
十
二
日
に
は
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
平
成
四
年
(九
二
)
四
月
に
は
創
立
七
〇
周
年

記
念
『会
員
名
簿
～
平
成
四
年
版』
(北
海
道
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
同
窓
会
編)
を
発
刊
し
て
い
る
。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編
)苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数

年

同
定
時
制

10年
度

同
定
時
制

9
年
度

同
定
時
制

平
成
8
年
度

同
定
時
制

59年
度

同
定
時
制

8
年
度

同
定
時
制

57年
度

同
定
時
制

昭
和
50年

度 度

六 六 六 六 六 六 六
一学建

築

四三 四三四三四三四四四五 四六

機
械

四 四 二 四四四六四六四六 四 六

電
気

四 五 六一六二六四六四六

工
化

三 三 三 三 三 三 三
級

一 二 三 三 三 三 三

電
機

六 四 二 情
技

二 一

設
備

三 三 三 三 数

二八八 八九八〇九

三
〇 一

C

三〇 一二 三〇 一二 三〇
一、一

六
四

生
徒
数

三公司

八
七
二三
八
六
二
三
八
六
二
三
八
一
二三
八
〇
二
五

七
八
二
二
七
五

二
八
一
四
二
七
一二 一九
一
一

二
〇
一二
二
一 八

三三

三
七 一四
三
七 一二二

三五

三
四 三 九三〇七 九〇 八

計 数

一
四
二六 一
四

三
七
二三

(『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
等
よ
り
作
成)

一三
八

一、〇
九〇
一三三八

計

一、二三
六

一
四〇

一、一八
〇

一
一五

一、
一
七
七

一
四〇

一、一
六
五

一二
九

一、一
四八
二
四
八

教
諭
|そ
の
他

教
職
員

▼
苫
小
牧
西
高
等
学
校
の
校
舎
改
築
と
商
業
分
離

老
朽
化
し
た
苫
小
牧
西
高
等
学
校
の
校
舎
改
築
運
動
を
進
め
る
同
高
校
校
舎
改
築
期
成
会
(会
長
・
橋
浪
蔵)
が
昭
和
五
十
七
年
(八

二
)
十
二
月
六
日、
設
立
総
会
を
開
い
て
発
足
し
た
。

陳
情
書
の
審
議
で
は、
1
校
舎
の
腐
朽、
土
台
沈
下
の
た
め
維
持
管
理
に
支
障
が
あ
る
、
2
特
別
教
室
が
不
足
し
、
教
育
上
大
き
な
支

障
が
あ
る
、
3
校
地
の
効
率
的
利
用、
4
全
面
改
築
は
地
域
住
民
の
宿
望
な
ど
の
理
由
を
あ
げ、
早
い
機
会
の
校
舎
改
築
実
現
を
目
指
し

818

そ
の
他
は
時
講
・
技
助
・
事
務
・
公
務・
給
食
等

土
木

電
子
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て
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
った。

苫
小
牧
西
高
校
校
舎
は
昭
和
二
十
八
年
(五
三
)
十
二
月
に
旧
校
舎
(矢
代
町)
が
焼
失
後、
同
三
十
年
(五
五)
十
月
に
現
在
地

(青
葉
町)
に
移
転
再
建
し
た
。
し
か
し
、
建
築
当
時
の
資
財
不
足
や、
地
盤
が
湿
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
老
朽
化
が
急
速
に
進
ん

だ
。
ま
た、
間
口
増
や
職
業
科
の
新
設
に
よ
り
同三
十
三
年
(五
八
)
十
二
月
か
ら
毎
年、
小
規
模
な
増
改
築
が
続
け
ら
れ
、
鉄
筋、
ブ

ロ
ッ
ク
、
木
造
校
舎
が
混
在
し、
部
分
的
な
増
改
築
で
は
措
置
し
切
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

ま
た、
同
三
十
一
年
(五
六
)
四
月
に
設
置
さ
れ
た
定
時
制
課
程
は
生
徒
数
の
減
少
か
ら
同
五
十
七
年
度
(八
二
)
か
ら
募
集
停
止
と

な
り
、
同
六
十
(八
五)
年
二
月
二
十
四
日
に
最
後
の
二
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
閉
校
式
を
行
っ
た
。

苫
小
牧
西
高
校
の
老
朽
化
に
伴
う
現
地
改
築
と
商
業
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め、
苫
小
牧
市
に
新
し
い
道
立
商
業
高
校
が
必
要
と
「苫

小
牧
市
道
立
商
業
高
校
建
設
促
進
期
成
会
」
(会
長
・
鳥
越
忠
行
市
長
)
を
設
置
し
陳
情
活
動
を
続
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
商
業
科
分

離
独
立
の
問
題
が
第二
次
ベ
ビー
ブ
ー
ム
世
代
の
高
校
受
験
期
と
重
な
る
た
め、
道
教
委
は
同
校
の
現
地
改
築
と
分
離
独
立
の
方
針
を
固

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
六
十
二
年
(八
七
)
六
月
の
定
例
道
議
会
に
政
策
予
算
案
と
し
て
設
計
調
査
費
を
計
上
し
た
の
で
あ
る
。

予
算
案
に
は
苫
西
高
の
現
地
改
築
が
他
の
道
立
三
校
改
築
と
合
わ
せ
て
二
億
一、
九
〇
〇
万
円、
商
業
科
分
離
独
立
に
つ
い
て
は
四、

一九
〇
万
円
の
い
ず
れ
も
設
計
調
査
費
で
あ
っ
た
。

道
教
委
は
同
六
十
三
年
(八
八
)
四
月二
十二
日
に、
平
成三
年
度
(九
一)
ま
で
の
四
ヵ
年
で
完
成
を
目
指
す
苫
西
高
の
校
舎
改
築

計
画
の
概
要
を
ま
と
め
た
。
初
年
度
の
昭
和
六
十三
年
度
は
約
一
億
七、
〇
〇
〇
万
円
で
新
体
育
館
を
建
設、
平
成元
年
度
(八
九
)、
同

二
年
度
(九
〇
)
の二
ヵ
年
で
校
舎
を
、
最
終
の
同
三
年
度
で
外
構
工
事
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
全
面
改
築
さ
れ
る
新
校
舎
は

総
事
業
費
約
一
八
億
円
を
か
け、
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
延
べ
六、
八
五
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
った
。

.

昭
和
六
十
三
年
八
月
一
日
に
は
苫
小
牧
西
高
校
の
全
面
改
築
第
一
期
工
事
に
着
手、
屋
内
体
育
館
が
新
築
さ
れ
た
。
平
成
元
年
十
一
月

第
三
編

教
育
・
文
化
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編
)

十
三
日
に
は
苫
西
高
校
舎
改
築
期
成
会
を
解
散
し、
新
た
に
「創
立
七〇
周
年
校
舎
新
築
落

成
記
念
事
業
協
賛
会
」
を
設
立
し
た
。
平
成
三
年
(九
一)
二
月
二
十
一
日
に
は
第
二
期
工

事
に
着
手
し
、
校
舎、
渡
廊
下
が
完
成
し
た
。
ま
た、
同
工
事
に
よ
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
(陸

上
競
技
場
造
成、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
取
付
け)
も
終
了
し
た
。
さ
ら
に
第
三
期
工
事
に
よ
り

校
舎、
渡
廊
下
、
弓
道
場、
柔
剣
道
場、
物
置、
自
転
車
置
場
が
完
成、
同
工
事
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
(野
球
場
)
造
成、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ン
ク
が
完
成
し
た
。
第

四
期
工
事
で
は
外
構
(前
庭
整
備、
門
柱、
国
旗
掲
揚
塔、
テ
ニ
ス
コー
ト、
フ
ェ
ン
ス
)

が
完
備
さ
れ、
同
年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
全
工
事
が
完
了
し
待
望
の
新
校
舎
が
落
成
し

(0)
た
。
こ
の
総
工
費
は
一
八
億
四、
二〇
〇
万
円
で
あ
っ
た。

開
校
以
来
、
二
万
人
に
及
ぶ
卒
業
生
を
社
会
に
輩
出
し
て
き
た
苫
小
牧
西
高
等
学
校
の
高

ま
る
伝
統
と
そ
の
校
風
が
継
承
さ
れ
「心
常
清
新」
を
教
育
目
標
と
し
た
同
校
は
創
立
七
〇

周
年
・
校
舎
改
築
落
成
記
念
式
典
を
同
三
年
十
月
二
十
七
日、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
同

日
午
後、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ、
新
校
舎
で
の
新
し
い
歴
史
の
一
ペー
ジ
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
西
高
等
学
校
生
徒
数
・
教
職
員
数
の
変
遷

教
職
員
そ
の
他
は
用
務
員
等

年

59年
度 度

一八 一三
| - 学

一二
一

一
二

商
業

三

家
政

- 級保
育三

三〇
三三一 計

数-

一 四
一、三
二
四

一、
四
〇
一
|
九
八

定
時
商
全
日
制
定
時
制
教
諭

数

六
四

六
四

一
九
二
二

そ
の
他

教
職
員
数
全
日
制八
三
八
六

計

五 八

教
諭
そ
の
他

三 五

職
員
数
定
時
制

一 計八 二

生
徒

二 二

祝
創
立
60周

年
美
味之

現地で改築した苫小牧西高等学校

820

昭
和
50年
度
普
通



※
苫
工
高
は
大
正
十
二
年
四
月二
十
二
日
北
海
道
庁
立
苫
小
牧
工
業
学
校
・
昭
和
二
十
三
年
四
月
一日
北
海
道
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校、
苫
東
高
は
昭
和
十

二
年
四
月
二
十
二
日
町
立
北
海
道
苫
小
牧
中
等
学
校
・
同
十
六
年
四
月
一
日
北
海
道
庁
立
苫
小
牧
中
等
学
校
・
同
二
十
三
年
四
月
一
日
北
海
道
苫
小
牧
高
等

第
三
編

教
育
・
文
化

(『苫
小
牧
教
育
史
』
平
成
五
年
、
『苫
小
牧
史
の
教
育
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
よ
り
作
成)

(『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録』

各
年
北
海
道
教
職
員
組
合
等
よ
り
作
成)

10年
度

7
年
度

平
成
2
年
度

昭
和
60年
度

一 一八 八 八 八

1
二

八八元�

七
一
八

七
一七

七
九
七

一、三
三
五

四
三
四
二
四
二
六
二

一、
一五
一

四
八三

一、二
七
四

一、三
三
五

一
一九

一、三
二
八

一
一四

一、
一
七
九

徒 五
五
五
三
五
四
七
八

一、〇
六
六

六
〇三
四
九
五

一、
一一
九

七
四
四

一〇三
一、三
二
四

一六
八

一、
一
九
〇

八
七
四

五
六
八

四
七
六

九
五
五

七
一八
一
二二

一、
一
一〇

一三
八

一、〇
九
〇

平
成
一
〇
年

= 青
葉
町

" " = 高
丘
6
～
2
7 在

1

1 S

S 00

2 地

九
〇
八

八
四
八

一
七
七

一、
四
九
六

二
一六

一、
五
八
五

三
三
四

一、二
〇
〇

昭
和
四
〇
年

生

苫
小
牧
市
の
高
等
学
校
一
覧
表

33・4
・18

美
園
町
1
～
9
～
3

昭
和
3
6
・
4
・
1

平
成
2
・
4
・
1

=
51
・
4
・
1
1

3
1
・
4
・
7

2
8
.
4
.
1

昭
和
2
・
1
・
1

昭
和
1
2
・
4
・
2

昭
和
2
8
・
4
・
1 22

学

駒
大
付
属
苫
小
牧
高
等
学
校
(私)

苫
小
牧
総
合
経
済
高
等
学
校
(道)

苫
小
牧
中
央
高
等
学
校
(私)

苫
小
牧
南
高
等
学
校
(道)

同
定
時
制

苫
小
牧
西
高
等
学
校
(道
)

同
定
時
制

苫
小
牧
東
高
等
学
校
(道)

同
定
時
制

苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
(道
)

校

"

光
洋
町
3
～
1
3
～
1
6

新
開
町
4
～
7
～
2

の
ぞ
み
町
2
～

1
S

清
水
町
2
～
1
2
～
2
0

大
正
1
2
・
4
・

名
開
校
年
月
日
所

一二
一
二

一二 一六

昭
和
六
〇
年
平
成
五
年

数
八 二

" " "
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編
)

学
校
・
同
二
十
八
年
四
月
一
日
北
海
道
苫
小
牧
東
高
等
学
校、
苫
西
高
は
大
正
十
三
年
四
月
八
日
苫
小
牧
町
立
高
等
女
学
校
・
昭
和
二
年
四
月
一
日
北
海
道

庁
立
苫
小
牧
高
等
女
学
校
・
同
二
十
三
年
四
月
一
日
北
海
道
苫
小
牧
女
子
高
等
学
校
・
同
二
十
五
年
四
月
一
日
北
海
道
苫
小
牧
高
等
学
校
・
同
二
十
八
年
四

月
一
日
北
海
道
苫
小
牧
西
高
等
学
校、
苫
中
央
高
は
昭
和三
十
六
年
四
月
一
日
苫
小
牧
女
子
高
等
学
校
・
同
四
十
八
年
四
月
一
日
苫
小
牧
中
央
高
等
学
校

と
な
る
。

注
(1)

『北
海
道
教
育
関
係
職
員
録
』
一九
九
八
年
版
北
海
道
教
職
員
組
合
編

(
2)
『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二
十
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(3)
『苫
小
牧
教
育
史』

平
成
五
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

『新
聞
切
抜
綴
‒
学
校
教
育
1
』
昭
和
四
十
八
年
～
昭
和
六
十
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(4)

(5)
『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
七
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
七
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(
6
)

『新
聞
切
抜
綴‒‒学

校
教
育
2
』
昭
和
六
十
一
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(7)

『苫
小
牧
民
報
』
平
成三
年
十
二
月
一日
号
苫
小
牧
民
報
社

(8)

澤
大
苫
小
牧
短
大

苫
小
牧
高
専
と
駒

六
、
高
専
・
短
大
・
大
学
の
新
設

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
(苫
小
牧
高
専)
は
昭
和三
十
九
年
(一
九
六
四)
四
月
二
十
日、
弥
生
中
学
校

を
仮
校
舎
に
し
て
開
校
し
た。
同
四
十
年
(六
五)
三
月
に
第
一
期
工
事
の
校
舎
お
よ
び
寄
宿
舎
が
完
成、
新
校

822



舎
に
移
転
し、
昭
和
四
十
五
年
(七
〇
)
ま
で

に
第
四
期
工
事
が
完
了
し
た
。

同
校
の
位
置
は
J
R
錦
岡
駅
よ
り
二
・
八
キ

ロ
の
地
点
に
あ
り
、
秀
峰
樽
前
山
麓
の
雄
大
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ、
敷
地
面
積
約
一三
万
平

方
メ
ー
ト
ル
は
全
国
工
業
高
専
の
中
で
は
最
大

規
模
で
あ
る。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
充

実
し
た
教
授
陣
容
で
三階

建
て
の
校
舎、
近
代

的
図
書
館、
新
鋭
の
電
算
機
室
、
最
新
学
術
の

粋
を
駆
使
し
た
研
究
実
験
設
備、
完
備
さ
れ
た

体
育
施
設
等
二
万
八
、
八
一
一平
方
メ
ー
ト
ル

の
総
面
積
は
高
等
教
育
機
関
に
ふ
さ
わ
し
い
威

容
を
誇
っ
て
い
る
。

AwwW.

苫小牧工業高等専門学校

駒澤大学苫小牧短期大学

開
校
当
初
は
電
気
工
学
科・
機
械
工
学
科
・
工
業
化
学
科
で
、
定
員
は
各
四
〇
人
の
一二
〇
人
で
あ
っ
た
が、
同
四
十
四
年
度
(六
九)

に
土
木
工
学
科
を
新
設
し
た
。
ま
た、
高
度
情
報
化
社
会
や
環
境
問
題
へ
の
対
応
の
た
め、
平
成三
年
度
(九
一)
か
ら
情
報
工
学
科、

同
七
年
度
(九
五
)
に
は
環
境
都
市
工
学
科
を
新
設
し
、
同
十
年
度
(九
八)
に
は
物
資
工
学
科
・
工
業
化
学
科
を
物
資
工
学
科
に
統
一

し
て
、
開
校
以
来
の
工
業
化
学
科
が
消
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
は、
昭
和
四
十
年
(六
五)
四
月
十
七
日
に
女
子
だ
け
の
苫
小
牧
駒
澤
短
期
大
学
と
し
て
美
園
町
の
付
属
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高
校
隣
地
に
開
学
し
た
。
当
初
は
国
文
科
と
英
文
科
の
二
科
で
あ
っ
た
が、
昭
和
四
十
二
年
度
(六
七)
に
食
物
栄
養
科
が
新
設
さ
れ
た。

平
成元
年
(八
九)
四
月
一
日
に
駒
澤
大
学
の
建
学
精
神
を
よ
り
一
層
鮮
明
に
し、
地
域
に
根ざ
し
た
大
学
と
し
て
発
展
す
る
こと
を
祈
念
し

(1)
て
大
学
名
を
駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
に
改
称
し
た。
ま
た、
同
七
年
度
(九
五)
か
ら
男
女
共
学
と
し
、
二
五
人
の
男
子
学
生
を
迎
え
た
。

平
成
十
年
(九
八)
四
月
に
は
駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
の
四
年
制
へ
の
転
換
を
ベ
ー
ス、
苫
小
牧
駒
澤
大
学
が
開
校
し、
国
文
科

と
英
文
科
は
廃
止と
な
り、
食
物
栄
養
科
だ
け
が
錦
岡
の
キ
ャン
パ
ス
に
移
り、
駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
食
物
栄
養
科
と
し
て
(定

員
五
〇
人)
残
っ
て
い
る。

苫
小
牧
駒
澤

駒
澤
大
学
が
苫
小
牧
の
四
年
制
大
学
開
設
に
向
け
て
、
内
部
組
織
で
あ
る
「苫
小
牧
駒
澤
大
学
設
置
準
備
委
員
会
」

大
学
の
開
学
を
平
成
八
年
(九
六
)
四
月
十
一
日
に
設
置
し
た。
同
事
務
局
を
駒
大
苫
小
牧
短
大
内
に
置
き
開
学
準
備
に
入
っ
た
。

用
地
譲
渡
問
題、
財
政
支
援
問
題、
短
大
改
組
問
題
等
の
難
関
は
あ
っ
た
も
の
の
同
大
学
と
苫
小
牧
市
と
の
間
で
精
力
的
な
折
衝、
交
渉
、

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
協
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
た
の
は
同
年
八
月
六
日
で
あ
った
。

翌
九
年
(九
七)
一月
十
四
日、
苫
小
牧
駒
澤
大
学
の
地
鎮
式
が
錦
岡
の
錦
西
ニ
ュー
タ
ウン
内
の
建
設
現
場
で
行
わ
れ
た。
胆
振
東
部、

日
高
地
区
で
初
の
四
年
制
大
学
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
際
化
が
各
方
面
に
広
が
り
を
見
せ
る
中、
新
し
い
時
代
に
柔
軟
に
対
応

す
る
人
材
の
育
成
や
二
一世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て
、
地
域
の
期
待
を
担
い
な
が
ら
建
設
工
事
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
方、
同
大
学
の
認
可
申
請
を
審
査
し
て
き
た
文
部
省
の
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
は、
法
人
の
経
営
内
容
と
教
育
内
容
(カ
リ

キ
ュ
ラ
ム)
に
つ
いて
の
第
一
次
審
査
を
通
過し
た
旨
の
通
知
が
平
成
九
年
(九
七)
二
月
十
三
日
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
大
は

教
職
員
ス
タ
ッ
フ
を
主
と
す
る
第
二
次
開
学
認
可
申
請
の
手
続
き
に
入
っ
た
。
ま
た、
建
設
中
の
苫
小
牧
駒
澤
大
学
の
文
部
省
現
地
審
査

が
同
年
九
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た。
校
舎
建
設
工
事
は、
この
時
点
で
進
捗
率
約
六
〇
パ
ー
セン
ト、

一五
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
々

と
し
た
敷
地、
校
舎
面
積
も
設
置
基
準
の
二
倍
以
上
と
い
う
北
海
道
ら
し
さ
が
大
き
な
特
徴と
な
っ
た
。
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平
成
九
年
(九
七)
十
月
一
日、
苫
小
牧
駒
大
の
上
棟
式
が
現
地で
厳
か
に
行
わ
れ
た
。
建
設
工
事
は
一月
中
旬
の
地
鎮
式
で
始
ま
り
、

基
礎
工
事
、
鉄
骨
立
ち
上
げ
を
経
て
、
九
月
中
旬
ま
で
に
主
要
施
設
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み
作
業
が
終
了
し
、
十
二
月
中
の
完
成
を

目
指
し
て
内
外
装
を
仕
上
げ、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
た
。

・

苫
小
牧
駒
澤
大
学
は
、
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
答
申
を
も
と
に
、
文
部
省
か
ら
同
年
十
月
十
九
日
に
設
置
が
認
可
さ
れ
た。

こ
の
こ
と
で
同
十
年
(九
八)
の
開
学
が
正
式
に
決
ま
り
四
年
制
大
学
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
大
は
同
日
か
ら
本
格
的
な
学
生

募
集
に
乗
り
出
し、
入
試
要
項
の
発
送
を
始
め
る
な
ど
開
学
準
備
は
一
層
慌
た
だ
し
く
な
っ
て
い
っ
た。

苫
小
牧
駒
澤
大
学
は、
同
十
年三
月
十
一日
に
校
舎
完
成
を
祝
っ
て
「定
礎
式
」
を
行
っ
た。
玄
関
入
口
横
に
御
影
石
で
作
っ
た
銘
板

が
取
り
付
け
ら
れ
た
が、
幅
四
五
セ
ン
チ
、
高
さ
三
〇
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
、
蔵
山
大
典
理
事
長
の
書
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し
た

「定
礎」
の
文
字
を
刻
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

東
胆
振、
日
高
地
区
で
初
め
て
の
四
年
制
大
学
と
な
っ
た
苫
小
牧
駒
澤
大
学
(大
久
保
治
男
学
長
)
は
同
十
年
四
月
九
日
に
開
学、

一
期
生
二
八
八
人
(留
学
生
七
人
)
を
迎
え
て
晴
れ
の
第
一
回
入
学
式
が
同
大
体
育
館で
行
わ
れ
た。
苫
小
牧
駒
大
は
短
期
大
学
の
改
組
転

換
を
基
本
に
し
た
新
設
大
学
で、
苫
小
牧
市
が
開
学
費
用
の
一
部
を
財
政
支
援
す
る
公
私
協
力
方
式
に
よ
り、
実
に二
十
二
年
間
に
わ
た

る
粘
り
強
い
努
力
の
誘
致
活
動
の
末、
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
四
年
制
大
学
の
実
現
は
苫
小
牧
市
民
長
年
の
悲
願
で
も
あ
っ
た
が、
ここ
に
至
る
ま
で
の
道
程
は
余
り
に
も
長
く、
時
に
は
大
き

な
壁
に
阻
ま
れ二
転
三
転
し
、
関
係
者
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た。
し
か
し、
苫
小
牧
駒
澤
大
学
の
開
学
に
よ
っ
て
そ
の

労
が
報
わ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
り、
苫
小
牧
教
育
の
歴
史
に
輝
し
い
ペ
ー
ジ
を
印
し
た
。

苫
小
牧
駒
澤
大
学
が
開
学
し
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
た
め、
同
大
学
実
現
の
推
進
母
体
と
な
っ
た
苫
小
牧
大
学
誘
致
期
成
会
(会
長
・

中
村
光
雄
苫
小
牧
商
工
会
議
所
会
頭)
は、
同
十
年
六
月
十
二
日
の
総
会
で
解
散
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
め
た。
同
期
成
会
は
昭
和
五
十
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000

開学した苫小牧駒澤大学

一
年
(七
六
)
五
月、
苫
小
牧
国
立
大
学
誘
致
期
成
会
の
名
称
で
発
足、
市
内
の

事
業
所
や
市
民
代
表
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
市
民
ぐ
る
み
の
大
学
誘
致
運
動

を
展
開
し
て
き
た
。
同
五
十
八
年
(八三
)
八
月
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
私
立
大
学
に

も
拡
大
し
た
の
に
伴
い、
現
行
の
名
称
に
変
更
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
平
成
元
年

(八
九)
七
月
に
は
「苫
小
牧
の
求
め
る
大
学
像」
を
ま
と
め
る
な
ど
市
民
運
動

を
盛
り
上
げ
て
き
た
。

苫
小
牧
駒
澤
大
の
開
学
が
決
ま
っ
た
同
九
年
(九
七)
二
月
以
降、
市
の
大
学

誘
致
基
金
拡
充
に
協
力、
企
業、
団
体
へ
の
要
請
活
動
を
展
開
し、
短
期
間
の
う

ち
に
総
額
二
億
円
余
を
集
め
る
原
動
力
に
も
な
っ
た
。

同
十
年
(九
八
)
七
月二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
、
苫
小
牧
駒
澤
大
学
と
駒
澤

大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
(大
久
保
治
男
学
長)
の
開
学
・
落
慶
記
念
式
典
が
同
大
学

屋
内
体
育
館で
厳
か
に
行
わ
れ
た。
本
学
はじ
め
市
内
外
の
教
育
関
係
者、
周
辺
町

内
会
代
表
な
ど
約
四〇
〇
人
が
出
席、
苫
小
牧
初
の
四
年
制
大
学
の
新
校
舎
落
成
と

併
合
し
た
短
期
大
学
の
一
層
の
発
展
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

苫
小
牧
駒
澤
大
学
は
同
年
十
月、
学
内
の
長
期
計
画
委
員
会
内
に
学
内
改
善
、
新
学
部、
短
期
大
学
問
題
の三
検
討
委
員
会
を
設
置
し

た。
ま
た
学
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
市
民
代
表
で
構
成
す
る
「苫
小
牧
駒
澤
大
学
懇
話
会
」
(一二

人
)
を
発
足
さ
せ、
大
学
の
在
り
方
に

つ
い
て
市
民
の
意
見
を
吸
収
し、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
大
学
運
営
に
取
り
組
む
方
針
を
決
め
た。
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注
(1)

『駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
の三
十
年』

平
成
六
年
駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学

(2)
『苫
小
牧
民
報』

平
成
八
年
八
月
六
日
号
苫
小
牧
民
報
社

七
、
専
修
学
校
・
専
門
学
校
と
各
種
学
校

昭
和
五
十
年
以

苫
小
牧
市
に
お
け
る
昭
和
五
十
年
(一
九
七
五
)
五
月
末
の
各
種
学
校
状
況
に
つ
い
て
は、
洋
裁・
和
裁・
編
物

降
の
各
種
学
校
関
係
が
四
校・
五
五
八
人、
看
護
婦
養
成
が
三
校
・二
二
四
人、
自
動
車
学
校
が
一
校
・
八
一人
、
商
業
・
タ
イ
プ

が
一
校
・
二
五
二
人、
理
容
・
美
容
が
一校
・
一七〇

人
で
あ
っ
た。
ま
た、
設
立
母
体
別
で
は
公
立
が
二
校、
学
校
法
人
が
一校、

準
学
校
法
人
一
校、
財
団
法人
一
校、
社
団
法
人
一
校、
そ
の
他の
法人
一
校、
個
人三
校
で
あ
っ
た。な

お、
別
表
の
生
徒
数
で
は
そ
の
見

1)

方
に
よ
っ
て
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

各
種

学
校

一
覧
表

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃私 〃公種
立 立別

苫
小
牧
市
外
二
郡
医
師
会
付
属
准
看
護
学
院

苫
小
牧
高
等
商
業
学
校

ク
ロ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
女
学
院

苫
小
牧
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院

苫
小
牧
み
ど
り
技
芸
学
院

王
子
総
合
病
院
付
属
准
看
護
学
院

苫
小
牧
文
化
服
装
学
院

苫
小
牧
高
等
理
容
美
容
学
校

苫
小
牧
市
立
総
合
病
院
付
属
高
等
看
護
学
院

名

旭若栄錦表表本糸本矢
町草町町町町幸井幸代
2町 321818町 二町町
5555

1
5

1

4 14 S
54 55

0
0 2 1

20$2166 2

所
在

地

飛山黑藤田佐小矢!
舗本澤平中久池嶋倉
羊 み 八間 安相
彦つ 久枝三久

郎一 京子子八子潔郎吉

小
田
桐
末
吉

校
長
名

科
程
数

一 二 二二五一 一

八一 四四五四九八八八
二七九五〇八五九九一

生
徒
数

教
員
数

二三六六八三五四四〇

第
三
編
教
育
・
文
化

(『苫
小
牧
市
の
教
育
』
昭
和
五
十
年
度
版
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
)

学
苫
小
牧
市
立
自
動
車
学
校 校

～
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2.

昭
和
五
十
一
年
(七
六)

一月
十
日
に
施
行
さ
れ
た
学
校
教
育
法
の
一部
改
正
で、
正
規
の
学
校
以
外
の
学
校
で、
職
業
や
実
際
生
活

に
必
要
な
能
力
を
育
成
し
た
り
、
教
養
の
向
上
を
図
る
た
め
に、
修
業
年
限
が
一年
以
上
で
授
業
時
数
が
文
部
大
臣
の
定
め
る
授
業
時
数

以
上
で
あ
る
こ
と
、
常
時
四
〇
人
以
上
収
容
し
て
い
る
教
育
施
設
を
専
修
学
校
と
し
た
。
入
学
資
格
は
高
等
課
程
の
中
学
卒
対
象
者、
専

門
課
程
の
高
校
卒
対
象
者、
一般
課
程
は
学
歴
不
問
と
し
た
。
そ
の
基
準
に
達し
な
い
も
の
は
各
種
学
校
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
現
在
本
市
で
は、
準
学
校
法
人
苫
小
牧
高
等
商
業
学
校、
財
団
法
人
苫
小
牧
美
容
専
門
学
校、
苫
小
牧
市
立
総
合
病
院
付

属
高
等
看
護
学
院、
社
団
法
人
苫
小
牧
医
師
会
付
属
看
護
専
門
学
校、
医
療
法
人
王
子
総
合
病
院
付
属
看
護
専
門
学
校、
学
校
法
人
駒
澤

大
学
苫
小
牧
専
門
学
校
が
専
修
学
校
と
し
て
、
ク
ロ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
女
学
院
が
各
種
学
校
と
し
て
活
動
し
て
い
る。
な
お、
苫
小
牧
市
立

自
動
車
学
校
は
昭
和
六
十
年
(八
五
)
十
一
月
に
廃
校
し
た。
(※
第
一
編
政
治
・
行
政
編
の
市
立
自
動
車
学
校
参
照)

苫
小
牧
高
等
商
業
学
校

苫
小
牧
高
等
商
業
学
校
は
昭
和二
十
八
年
(五
三
)
五
月
に
苫
小
牧
編
物
専
門
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ

と
苫
小
牧
美
容
専
門
学
校
た
。
そ
の
後、
苫
小
牧
タ
イ
ピ
ス
ト
専
修
学
校
を
経
て、
同
四
十
五
年
(七
〇
)
三月
に
苫
小
牧
高
等
商

業
学
校
と
改
称
し
た。
同
四
十
五
年
(七
〇
)
に
は
商
業
科
技
能
教
育
施
設
と
し
て
文
部
大
臣
の
指
定
を
受
け、
北
海
道
有
朋
高
等
学
校

と
の
技
能
連
携
校
と
な
り
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
時
代
に
即
応
し
た
職
業
教
育
を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
。
同
五
十
年

(七
五
)
十
月、
市
内
若
草
町
五
丁
目
の
旧
苫
小
牧
東
高
校
跡
地
五、
六三
一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収、
新
校
舎
建
設
に
着
手
、
同
五
十

一年
(七
六)
十
月、
総
工
費二
億
八、
二
七
六
万
円
を
も
っ
て
建
物
面
積
二
、
九
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
校
舎
が
竣
工
し
た
。

国
際
化
時
代
に
対
応
し
て
ニ
ュ
ージ
ー
ラ
ン
ド
・
ネ
ー
ピ
ア
市
の
タラ
デ
ー
ル
高
校
と
同
六
十
年
(八
五
)
四
月、
姉
妹
校
提
携
の
盟

約
を
結
び
、
交
換
留
学
生
制
度
を
実
施、
広
い
視
野
に
立
っ
た
教
育
実
践
の
展
開
を
開
始
し
た
。

開
校
以
来、
女
子
教
育
一
本
で
き
た
苫
高
商
は、
女
性
の
社
会
進
出
や
男
女
平
等
の
社
会
基
盤
が
整
っ
て
き
た
中で
、
男
女
そ
ろ
っ
た

人
間
関
係
に
適
応
す
る
人
材
づ
く
り
が
課
題
と
な
り
、
平
成
十
一
年
度
(九
九)
か
ら
男
女
共
学
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
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苫
小
牧
美
容
専
門
学
校
は
昭
和三
十
六
年
(六
一
)
四
月
十
六
日
に
苫
小
牧
高
等
理
容
美
容
学
校
し
て
市
内
浜
町
で
開
校
し
た
。
同
四

十
四
年
(六
九)
八
月
に
は、
市
内
糸
井
二
九
番
地
(現
川
沿
町
四
丁
目)
に
四
、
五
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
校
地
を
取
得、
校
舎
新
築

工
事
に
着
工、
同
年
十
二
月、
校
舎
面
積
一、
四
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
が
総
工
費
約
一
億
円
を
か
け
て
竣
工
し
た
。

同
五
十
五
年
(八
〇
)
二
月
に
は
苫
小
牧
理
容
美
容
専
門
学
校
と
改
称、
さ
ら
に
同
六
十
年
に
は
専
修
学
校
と
し
て
苫
小
牧
理
容
美
容

専
門
学
校
の
認
可
を
う
け
た
。
理
美
容
学
校
は
開
校
以
来
四
十
年
余
の
歴
史
を
刻
み、
多
く
の
理
容
師、
美
容
師
を
送
り
出
し
、
地
域
の

理
美
容
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
景
気
の
低
迷と
社
会
背
景
の
変
化
も
あ
っ
て
理
容
師
志
望
者
が
激
減
し
、
平
成
十
年
(九
八
)
四
月
の
新
年
度
から

理
容
科
を
廃
止、
校
名
も
苫
小
牧
美
容
専
門
学
校
と
改
称
し
た
。

駒
澤
大
学
苫
小

昭
和
六
十
年
代
(八
五
～)
に入
っ
て
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い、
そ
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
機
関
の

牧
専
門
学
校
設
置
は、
全
国
各
地
で
急
速
に
進
ん
で
い
た。
苫
小
牧
地
区
で
も
こ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
た
め、
平
成
元
年
(八

九)
四
月
十
二
日
に
学
校
法
人
駒
澤
大
学
苫
小
牧
コン
ピ
ュー
タ
専
門
学
校
を
苫
小
牧
駅
南
口
に
開
校
し
た。
第
一
期
生
は
情
報
シ
ス
テ

ム、
O
A
ビ
ジ
ネ
ス
二
科
合
わ
せ
て
五
〇
人
で、
高
度
情
報
化
時
代
の
中
で
即
戦
力
と
な
る
べ
く
人
材
育
成
を
開
始
し
た
。

同
専
門
学
校と
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ネー
ピ
ア
市
郊
外
タラ
デ
ー
ル
の
ホー
ク
ス
・
ベ
イ・
ポ
リ
テ
クニ
ッ
ク
(総
合
技
術
専
門
学

校
)
は
同
六
年
(九
四)
十
月
七
日、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
、
中
西
道
瞻
校
長
と
ブ
ル
ー
ス
・
マー
チ
ン
学
長
が
姉
妹

校
協
定
を
結
ん
だ
。
調
印
式
で
は、
同
七
年
(九
五
)
四
月
か
ら
改
称
さ
れ
る
新
校
名
「駒
澤
大
学
苫
小
牧
専
門
学
校」
で
協
定
書
に
署

名
、
両
校
の
生
徒
や
教
職
員
が
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
に
な
り
、
海
外
留
学
コー
ス
を
設
け、
国
際
性
と
学
習
意
欲
を
よ
り
高
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

東
胆
振
圏
初
の
同
専
門
科
と
し
て
産
業
・
経
済
界
で
は
新
時
代
に
向
け
た
人
材
育
成
の
機
関
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ、
そ
の

要
請
に
応
え
な
が
ら
推
移
し
て
き
た
が、
生
徒
の
職
業
観
や
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い、
生
徒の
入
学
が
年
激々
減
し
た
た
め、
同
十
一

年
(九
九
)
四
月
か
ら
の
生
徒
募
集
は
取
り
止
め
と
な
っ
た
。

注
(1)

『市
勢
統
計
書
』
昭
和
五
十
一
年
版
苫
小
牧
市

(2)
『全
国
専
修
・
各
種
学
校
案
内』

一九
九
四
年
版
晶
文
社
出
版
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第
三章

生
涯
学
習

第
一
節
生
涯
学
習
と
青
少
年
問
題

生
涯
学
習

一、
生
涯
学

習
推

進
計

画

生
涯
学
習
は
乳
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
の
教
育
の
在
り
方
を、
家
庭
教
育、
学
校
教
育、
社
会
教
育
と
い
う
分
け
方
で

へ
の
移
行
は
な
く、
教
育
的
機
能
と
作
用
を
人
間
の
発
達
と
成
熟
の
過
程、
段
階
に
応じ
て
統
合
し
、
教
育
の
組
織
化
を
進
め
る

教
育
観
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
ユ
ネ
ス
コ
で
も
論
じ
ら
れ、
わ
が
国
で
は
昭
和
四
十
六
年
(一
九
七
一)
以
降
に
急
速
に
関
心
を
高
め

て
い
っ
た。
同
五
十
六
年
(八
一
)
に
中
央
教
育
審
議
会
が
「生
涯
学
習
に
つ
い
て」、

同
六
十
一
年
(八
六
)
に
中
曽
根
首
相
の
臨
時
教

育
審
議
会
が
「生
涯
学
習
へ
の
移
行
を
主
軸
と
し
た
教
育
再
編
成
の
基
本
方
針」
を
答
申
し
、
生
涯
学
習
論
は
公
教
育
政
策
の
基
本
理
念

に
ま
で
成
長
し
た
。

(2)

文
部
省
は
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、
同
六
十
三
年
(八
八
)
に
こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
局
を
廃
止
し
、
生
涯
学
習
局
を
筆
頭
局
と
し
て
設

置
し
て
、
生
涯
学
習
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
こ
の
措
置
は
地
方
自
治
体
に
も
波
及
し
、
北
海
道
に
お
い
て
は
平
成
元
年
(八

九
)
四
月
十
日
に
北
海
道
教
育
委
員
会
(道
教
委)
が
国
の
生
涯
学
習
方
針、
新
教
育
長
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
学
校
教
育
部
と
社
会
教

育
部
を
合
体
し
て
新
た
に
生
涯
学
習
部
を
設
置
し
た
。
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苫
小
牧
市
で
は
機
構
改
革
で
は
や
や
遅
れ
を
と
っ
た
も
の
の、
平
成元
年
(八
九)
四
月
に
は
生
涯
学
習
基
本
構
想
へ
の
取
り
組
み
に

入
り
、
同
二
年
(九〇
)
四
月
に
生
涯
学
習
推
進
準
備
室
を
新
設
し、
同
十
年
(九
八
)
四
月
一
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
部
を
設
置

し
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
学
校
教
育
部
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
従
来
の
体
育
部
と
社
会
教
育
部
を
統
合
し
た
だ
け
で
、
生
涯
学
習
の
狙
い
と
す

る
乳
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
の
家
庭
教
育、
学
校
教
育、
社
会
教
育
と
い
う
枠
を
こ
え
た
総
合
的
な
教
育
の
在
り
方
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

点
で
国
や
道
教
委
の
示
し
た
教
育
観
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

生
涯
学
習
推
進

苫
小
牧
市
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
は
平
成
元
年
(八
九)
四
月、
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
(市
教
委)

検
討
委
員
会
が
社
会
教
育
委
員
会
議
に
「苫
小
牧
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
」
を
諮
問
し
た
の
が
発
端
で
あ
っ
た
。
同
会
議
で

は
第
一
部
会
(学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討)、

第
二
部
会
(施
設
・
情
報
検
討)、

第
三部
会
(学
社
連
携
・
推
進
体
制
検
討)
を
構
成、
協

議
、
検
討
を
加
え
同
年
九
月
に
次
の
よ
う
な
答
申
に
取
り
ま
と
め
た。

苫
小
牧
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
に
つ
い
て
(答
申)

【前
文】

市
民
の
学
習
意
欲
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
現
在
の
時
期
こ
そ、生

涯
学
習
推
進
の
好
機
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
早
急
に
具
体
案
の
着
手
に
期

待
す
る
。

1
、
社
会
教
育
の
立
場
か
ら
見
る
か
ぎ
り、
人
生
は
す
べ
て
学
習
期
間
に
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち、
市
民
が
例
外
なく
生
涯
教
育
の
対
象
者
で、
年
代、
性

別
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
学
習
要
求
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
要
求
を
生
涯
学
習
意
欲
と
し
て
と
ら
え
、
組
織
的、
有
機
的
に
推
進
で
き
る

環
境
を
生
涯
学
習
社
会
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2、
生
涯
学
習
は、
社
会
教
育
な
いし
は
生
涯
教
育
の
読
み
替
え
で
は
な
い。
即
ち
、
市
民
の
自
発
的
な
要
求
を
組
織
し
て
、
生
涯
学
習
社
会
に
参
加
す
る

こ
と
を
助
成
し、
要
求
に
先
ん
じ
て
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が、
教
育
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
。

3、
既
存
学
習
組
織
の
整
理
と
新
分
野
の
開
発、
既
設
の
施
設
設
備
と
補
充
に
は、
行
政
組
織
内
で
の
英
断
を
含
む
改
革
拡
充
を
必
要
と
す
る
。
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4
、
生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
配
慮
の
も
と
に
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(1)
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
確
立

市
民
の
手
に
よ
る
生
涯
学
習
を
体
系
的
に
推
進
す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
整
備

生
涯
学
習
に
か
か
わ
る
諸
施
設
の
活
用
・
充
実
及
び
学
社
連
携

生
涯
教
育
に
お
け
る
学
校
教
育
と
の
連
携
・
検
討
及
び
行
政
と
民
間
の
教
育
機
能
の
連
携
促
進

優
れ
た
技
能
や
特
技
を
持
っ
た
人
材
の
発
掘
・
活
用

ふ
る
さ
と
苫
小
牧
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
、
よ
き
生
活
習
慣
や
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
家
庭
教
育
の
充
実

1

5 4 3 2 1

各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
の
設
置

(2)
市
民
の
主
体
的
な
学
習
活
動の
推
進

2
幼
児
から
高
齢
者
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
拡
充

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
温
かく
社
会
連
帯
感
に
結
ば
れ
た
地
域
活
動
の
推
進
及
び
生
き
が
い
や
充
実
し
た
生
活、
ま
た
郷
土
愛
に
満
ち
た
地
域

3

づ
く
り
等
の
社
会
参
加
活
動
の
推
進

4
心
豊
か
で
ゆ
と
り
や
、
う
る
お
い
を
深
め
る
文
化
活
動
等
の
推
進

余
暇
の
活
用
な
ど
楽
し
く
幸
せ
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
食
生
活
を
通
じ
健
康
な
生
活
の
促
進

5

国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
組
織
及
び
職
員
体
制
の
整
備

6

3
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
行
政
施
策

2 1生
涯
学
習
に
対
応
し
た
組
織
及
び
職
員
体
制
の
整
備

機
能
的
で
心
な
ご
む
魅
力
的
な
施
設
の
整
備
及
び
施
設
間
の
連
携
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3
生
涯
学
習
社
会
を
展
望
し
た
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
行
政
計
画
の
策
定

(1)
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
の
財
政
措
置

1
市
は
生
涯
学
習
推
進
に
必
要
な
財
源
措
置
を
早
急
に
講
ず
べ
き
で
あ
る

【結
び
】
以
上
、
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
基
本
事
項
と
し
て
、
市
民
が
学
習
の
主
体
者
に
な
っ
て
積
極
的
に
活
動
し、
自
己
実
現
を

め
ざ
す
と
と
も
に
生
涯
学
習
社
会
を
自
ら
の
力
で
生
き
ぬ
く
意
欲
を
喚
起
す
る
方
策
等
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

こ
の
提
言
事
項
を
具
体
化
し
、
さ
ら
に
新
た
な
課
題
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は、
現
行
の
行
政
組
織
機
構
を
再
検
討
し
、
生
涯
学
習
推
進
の
機
能
を
も
つ

体
制
づ
く
り
が
急
務
で
ある
。

以
上
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
早
急
に
対
処
さ
れ
る
よ
う
強
く
期
待
し
答
申
す
る
。

平
成元
年
九
月
十
四
日

(『苫
小
牧
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
』
平
成三
年
苫
小
牧
市
教
員
委
員
会)

こ
の
答
申
を
受
け
た
市
教
委
は
平
成
二
年
(九
〇
)
四
月
か
ら
生
涯
学
習
推
進
準
備
室
を
設
け
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
答
申
の
構
想

を
策
定
す
る
作
業
に
取
り
組
み、
同
二
年
度
末
に
「苫
小
牧
市
第
一
次
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
は、
同
三
年
度
(九
一)
か
ら
同
九
年
度
(九
九)
ま
で
の
七
カ
年
を
見
込
ん
だ
も
の
で、
本
市
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
取

り
組
み
の
草
創
期、
助
走
期
と
し
て
基
盤づ
く
り
の
役
割
を
果
た
し
た
。
具
体
的
に
は、

1
学
習
機
会
の
整
備
に
つ
い
て
は、
行
政
の
各
担
当
部
局
が
企
画
実
施し
て
い
る
生
涯
学
習
関
連
事
業
を
毎
年
掌
握
し、
市
民
が
参
加

で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
基
本
計
画
に
基
づ
く
七
領
域
で
体
系
的
に
分
類
整
理
し
て
、
事
業
全
体
を
一
覧
表
に
ま
と
め
可
能
な
と

こ
ろ
か
ら
調
整
を
進
め
て
き
た
。

2
学
習
環
境
の
整
備
に
関
し
て
は、
生
涯
学
習
に
対
す
る
関心
を
高
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
と
考
え、
情
報
提
供
を
重
視
し
て
取

834



り
組
ん
で
き
た
。
教
育委
員
会
の
各
施
設が
行
う
事
業
はも
と
よ
り
、市
長
部
局
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
や
福
祉
施
設
の
事
業
案
内
など
、

幅
広
い
情
報
を
一
元
化
し
「生
涯
学
習
だ
よ
り
」
と
し
て
毎
年
二
回
全
世
帯
に
配
布
し
て
き
た
。

3
推
進
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は、
学
社
連
携
事
業
を
重
視
し
平
成
四
年
度
(九二
)
か
ら
、
一期
二
ヵ
年、
四
小
中
学
校
を
学
社
連

携
実
践
委
嘱
校
と
し
て
指
定
し
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
協
力
し
合
っ
て
教
育
効
果
を
向
上
す
る
た
め
の
先
導
的
な
実
践
活
動
に
取
り
組

(3)
ん
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
三
期
六
年
間
に
わ
た
り
、
延
べ
一
二
校
が
先
進
的
に
取
り
組
む
中
で
、
市
内
の
全
小
中
学
校
に
お
い
て
も
連
携
事
業
に
対
す

る
関
心
と
意
欲
は
年
を
追
う
ご
と
に
高
ま
り、
毎
年
度
末
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
こ
の
四
年
間
の
連
携
事
業
の
取
り
組
み
件
数
は三
倍

に
増
加
し
た
。

今
後
の
課
題
と
方
向
性
に
つ
いて
は、
こ
の
よ
う
な
経
過
と
現
状
を
ふ
ま
え
た
上
で
同
十
年
度
(九
八
)
以
降
の
一〇
ヵ
年
は
こ
れ
ま

で
の
基
盤
の上
に
立
っ
て、
本
市
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
展
望
、
発
展
さ
せ
て
いく
第二
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
位
置づ
け
た
。
社
会
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で、
市
民
の
意
識
も
学
習
ニ
ー
ズ
も
一
層、
多
様
化
か
つ
高
度
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ、
次
の
事
項
に
留
意
し
推

進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

留
意
事
項

1
す
べ
て
の
市
民
が
い
つ
で
も、
ど
こ
で
も
学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
多
様
な
学
習
機
会
を
準
備
す
る
こ
と

2
学
校
教
育
の
見
直
し
や
学
校
週
五
日
制
が
進
む
中
で
、
学
社
連
携
や
融
合
の
促
進
や
学
校
開
放
の
拡
大
を
図
る
こ
と

3
生
涯
学
習
社
会
へ
の
移
行
に
伴
い、
学
習
活
動
に
取
り
組
む
市
民
と
取
り
組
ま
な
い
市
民
に
二
極
分
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
啓
発
を
意
図
し
た
情
報
提
供

を
推
進
す
る
こ
と

4
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
学
習
し
た
成
果
を
適
切
に
評
価
し、
人
材
登
録
な
ど
に
よ
り
活
用
す
る
方
策
が
必
要
に
な
る
こ
と
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

5
行
政
組
織
や
官
民
の
ワ
ク
を
越
え
た
人
・
施
設
・
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワー
ク
化
の
推
進
と
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こと

第
二
次
生
涯
学
習

(『苫
小
牧
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
』
平
成三
年

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会)

苫
小
牧
市
第二
次
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
は、
平
成
十
年
度
(九
八
)
か
ら
始
ま
る
苫
小
牧
市
総
合
計
画
第

推
進
の
基
本
方
針
四
次
基
本
計
画
に
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
。
本
市
は
勇
払
原
野
の
砂
丘
に
世
界
で
初
め
て
の
内
陸
掘
込
式
人
造
港

を
造
り
、
西
部
工
業
地
帯
を
実
現
さ
せ、
さ
ら
に
、
東
部
工
業
地
帯の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
間、
昭
和
四
十
八
年
(七
三
)

に
は
基
本
構
想
を
定
め
「人
間
環
境
都
市」
の
創
造
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
第
四
次
基
本
計
画
は、
基
本
構
想

を
ふ
ま
え
人
口
一
九
万
人
の
福
祉
都
市、
文
化
都
市、
健
康
都
市、
開
発
都
市
を
基
本
に
す
え
策
定
し
て
い
た
。

第
二
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
は
「人
間
環
境
都
市
」
の
創
造
を
め
ざ
し
て、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
生
か
し
「い
つで
も
」
「ど
こ

で
も」
「だ
れで
も」
学
習
し、
生
き
が
い
を
み
つ
け、
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
を
ねら
い
と
し
て
い
た
。
ま
た、
市
民
の
多
様
化・高

度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え、
支
援
し
て
い
くこ
と
を
念
頭
に
お
き
二
一世
紀
初
頭
の
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

生
涯
学
習
推
進
の
基
本
方
針
は、
本
市
の
豊
か
な
自
然
と
先
人
が
築
き
あ
げ
て
き
た
文
化
に
根
ざ
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
充
実
し
た
生
き
が
い
を
求
め、
い
つ
で
も、
ど
こ
で
も、
だ
れ
で
も、
な
ん
で
も
自
ら
意
欲
的
に
学
び
続
け、
明
る
く
住
み
よ
い

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

1
、
個
性
の
伸長
と
健
康
で
心
の
豊
か
な
市
民
生
活
を
目
指
し、
自
己
教
育
力
の
育
成
に
つ
と
め
る
。

2、
ふ
れ
合
い
や
語
ら
い
の
深
ま
る
学
習
社
会
と
潤
い
に
満
ち
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

3
、
郷
土
を
愛
し
、
国
の
内
外
に
友
好
の
輪
を
広
げ
、
国
際
感
覚
豊
か
な
市
民
意
識
の
育
成
に
つ
と
め
る
。 (6)

学
社
連
携
実
践
委
嘱
事
業
指
定
校

一
期
二
ヵ
年
と
し
、
四
校
指
定
、
年
度
ご
と
に
一
校
当
た
り
一
〇
万
円
補
助
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地
域
の
分
散
と
小
学
校、
中
学
校
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

本
事
業
と
並
行
し
全
校
を
対
象
に
学
社
連
携
実
践
事
例
集
を
作
成

学
校
指
定
か
ら
地
域
指
定
へ
発
展
さ
せ
る
構
想

○
第
一
期
平
成
四
・
五
年
度
苫
小
牧
西
小、
清
水
小、
豊
川
小、
啓
北
中

苫
小
牧
西
小、
沼
ノ
端
小、
明
徳
小、
明
野
中

糸
井
小、
明
野
小、
勇
払
小、
弥
生
中

泉
野
小、
樽
前
小、
苫
小
牧
東
小、
開
成
中

(『苫
小
牧
市
学
社
連
携
実
践
委
嘱
校
研
究
実
践
報
告
書
』
平
成
十
年)

苫
小
牧
教
育
委
員
会

注
(1)

『現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
平
成
十
二
年
自
由
国
民
社

(2)
『北
海
道
年
鑑
・
一九
九
〇
』
平
成
二
年
北
海
道
新
聞

(3)(5)(6)
『苫
小
牧
市
第
二
次
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
』
平
成
十
年

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

(4)
『苫
小
牧
市
学
社
連
携
実
践
委
嘱
校
研
究
実
践
報
告
書
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

昭
和
五
十
年
以
前
に
設
置

二、
生

涯
学

習
施

設

苫
小
牧
市
に
は
昭
和
五
十
年
以
前
に
設
置
さ
れ
た
生
涯
学
習
施
設
(社
会
教
育
施
設)
は
苫
小
牧
市
史

さ
れ
た
生
涯
学
習
施
設
下
巻
で
述
べ
た
と
お
り、
昭
和
二
十
二
年
(一九

四
七
)
三月
十
五
日
に
設
置
さ
れ
た
苫
小
牧
市
公
民
館

(-
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

(苫
小
牧
町
公
民
館・苫

小
牧
市
文
化
交
流
セン
タ
ー
)、
昭
和
四
十
年
(六
五)
十
二
月
二
十
七
日
勇
払
地
区
公
民
館
(同
六
十
年
十二

月
二
日
改
築)、

同
四
十
八
年
(七
三
)
四
月
一
日
錦
岡
地
区
公
民
館
が
そ
れ
ぞ
れ
開
館、
同
二
十
六
年
(五
一)
四
月
一
日
開
設
の
市
立

苫
小
牧
図
書
館
(苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館)、

同
四
十
三
年
(六
八)
十
二
月
二
十
四
日
開
館
の
苫
小
牧
市
婦
人
ホ
ー
ム
(市
女
性
セン

タ
ー
)、
同
四
十
四
(六
九)
十
月二
十
七
日
開
館
の
苫
小
牧
市
勤
労
青
少
年
セン
タ
ー
、
同
四
十
五
年
(七
〇
)
一月
十
五
日
開
館
の
苫

小
牧
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
(市
科
学
セン
タ
ー
)
の
五
施
設
・
七
館
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
一覧
表
に
て
掲
載
す
る
。
設
立
経

緯、
運
営
等
に
つ
い
て
は
『苫
小
牧
市
史
』
下
巻
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お、
市
民
部
所
管
の
文
化
施
設
で
も
あ
る
苫
小
牧
市
民
会
館
は
同
四
十
三
年
(六
八)
十
月
十
八
日
に
竣
工
し
、
当
時
と
し
て
は
東

北
以
北
随
一
と
い
わ
れ
た
施
設
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
年
以
降
に
設
置

苫
小
牧
市
は
港
湾
整
備
と
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
に
よ
り
著
し
い
発
展
を
遂
げ
、
市
街
地
も
郊
外、
丘

さ
れ
た
生
涯
学
習
施
設
陵
地
へ
と
広
が
り、
人
口
も
急
速
な
伸
び
を
示
し
て
い
た
。
一方
、
教
育
面
で
も
学
校
を
は
じ
め、
社
会

教
育
施
設
の
充
実
も
図
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
学
校
解
放
を
含
め、
今
や
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
市
民
の
利
用
に
供
し
て
い
る
。

本
編
に
お
い
て
は
昭
和
五
十
年
以
降
(七
五
～)
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
生
涯
学
習
施
設
(社
会
教
育
施
設)
及
び
関
連
施
設
(地
域

文
化
施
設
等)
に
つ
い
て
記
述
し
た。
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
苫
小
牧
市
史
や
各
施
設
沿
革
誌、
要
覧
など
を
参
照
さ
れ
た
い。

苫
小
牧
市
の
生
涯
学
習
施
設
一
覧
表
(平
成
十
一
年
七
月
現
在)

錦
岡
地
区
公
民
館

勇
払
地
区
公
民
館

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

平
成
10年

1
月
1
日

称

昭
和
48年
4
月
1
日

昭
和
60年
12月

2
日

設
置
年
月
日

青
雲
町
1・23・12

四、九
一二

勇
払
三
三

本
町
1
・
6
・
1

所
在

地

一、三
六
二

四、四
九
九

延
面
積
Ⅲ

市
教
委

市
教
委

市
教
委

所所

深
津
幸
夫

長
谷
川
聰

間
山
光
代

管
館
長
名

備

昭
和
40年
12月
27日
に
旧
公
民
館
開
館。

昭
和
21年
10月
25日
苫
小
牧
町
公
民
館と
し
て
創
立。

考
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苫
小
牧
市
文
化
会
館

苫
小
牧
市
の
市
民
文
化
施
設
と
し
て
は、
市
公
民
館
と
市
民
会
館
が
あ
っ
た
が、
公
民
館
大
ホ
ー
ル
は
収
容
人
員
一五
〇
人
、
市
民
会

第
三
編
教
育
・
文
化

(『苫
小
牧
市
の
教
育』

平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
『苫
小
牧
市
職
員
録』
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市)

植
苗
フ
ァミ
リ
ー
セ
ン
ター

沼
ノ
端
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

住
吉
ラ
イ
ブ
リ
ー
セン
タ
ー

豊
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

苫
小
牧
市
民
会
館

沼
ノ
端
児
童
セン
タ
ー

日
新
児
童
セ
ン
タ
ー

大
成
こ
ど
も
交
流
館

住
吉
児
童
セ
ン
ター

西
弥
生
児
童
セン
タ
ー

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セン
タ
ー

苫
小
牧
市
博
物
館

苫
小
牧
市
女
性
セン
タ
ー

苫
小
牧
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

苫
小
牧
市
科
学
セ
ン
タ
ー

苫
小
牧
市
文
化
会
館

苫
小
牧
市
サン
ガ
ー
デ
ン

苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館

平
成
9
年
6
月
7
日

平
成
4
年
10月

10日

昭
和
63年
12月
2
日

昭
和
56年
5
月
1
日

昭
和
43年
10月

18日

平
成
11年
4
月
1
日

平
成
9
年
4
月
1
日

平
成
8
年
4
月
1
日

平
成
6
年
4
月
8
日

昭
和
56年
1
月
10日

昭
和
60年
4
月
1
日

昭
和
60年
1
月
3
日

平
成
6
年
10月

23日

昭
和
4
年
12月

7
日

昭
和
60年
1
月
1
日

昭
和
45年
1
月
3
日

昭
和
6
年
1
月
3
日

昭
和
63年
1
月
3
日

植
苗
四
〇
‒‒五

五

沼
ノ
端
六
二
六

住
吉
町
1
・
3
・
2
0

豊
川
町
3
・
4
・
2
1

旭
町
3
・
1
・
1
6

沼
ノ
端
六
二
五

日
新
町
3
・
6
・
1
5

大
成
町
2
・
3
・
8

住
吉
町
2
・
5
・
7

弥
生
町
2
・
2
・
2

末
広
町
3
・
9
・
7

末
広
町
3
・
9
・
7

若
草
町
3
・
3
・
8

旭
町
3
・
1
・
1
2

旭
町
3
・
1
・
1
2

旭
町
2
・
8
・
1
9

末
広
町
3
・
1
・
1
5

二、三
九三

末
広
町
3
・
1
・
1
5

一、二
五
六

二
二
二
六

二、一
五
六

二、五三
二

八、九二
二

三八
〇

四
四
一

三
七
九

四
四
一
市
教
委

七二
四
市
教
委

市
教
委

市
教
委

市
教
委

市
教
委

市
教
委

市
教
委

都
市
建
設
部

市
教
委

粕
谷

英
男

菅
原
公
男

委
託
業
務

森
隆
雄

押
切

高
屋

高
屋

高
屋

高
屋

高
屋

仁

佐
藤

一夫

佐
藤

一夫

遠
山
恭
子

河
上

良
子

杉
山
光
二

北
島

島
敏
夫

君
嶋

龍
郎

平
成
9
年
8
月
10日
全
館
オ
ー
プ
ン

苫
小
牧
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
正
式
名
称。

昭
和
43年
12月
24日
働く
婦
人
の
家
「婦
人
ホ
ー
ム」
と
し
て
創
立。

昭
和
52年
4
月
15日
に
勤
労
者
体
躯
セン
タ
ー
開
館。

昭
和
45年
1
月
15日
苫
小
牧
市
青
少
年
セン
タ
ー
と
し
て
創
立
。

一、三
九
〇

一、〇
五
二

二、四
九
六

三
六
〇
五

四、四
一
九

市
民
部

市
民
部

経
済
部

市
民
部

市
民
部

市
教
委

隆 仁 仁 仁

市
教
委

市
教
委

仁 博

一、六
四
九

三、二
九
四

昭
和
26年

4
月
1
日
苫
小
牧
市
立
苫
小
牧
図
書
館
と
し
て
創
立
。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

館
大
ホ
ー
ル
一、
八〇
〇
人
で
あ
り、
文
化
団
体
に
と
っ
て
は
帯
に
短
し
た
す
き
に
長
し
の
状
態
で
あ
り
、
市
民
会
館
は
有
料で
あ
り
自

由
に
使
え
る
施
設
で
は
な
か
っ
た。
この
た
め、
文
振
連
か
ら
も
五
〇
〇
人
収
容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
持
つ
文
化
会
館
新
設
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
お
り、
大
泉
市
長
三
選
の
選
挙
公
約
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
気
運
も
一気
に
高
ま
り、
昭
和
五
十
年
(七
四)
七
月
に
大

泉
市
長
は
旭
町
の
職
安
跡
地
に
建
設
す
る
と
発
表
し
た
。
市
教
委
は
同
五
十
一
年
(七
六
)
六
月三
十
日
に
文
化
団
体
代
表
に
よ
る
文
化

会
館
建
設
懇
話
会
を
設
けて
先
進
施
設
の
視
察
を
含
め
調
査
研
究
を
重
ね、
利
用
者
の
立
場
で
提
言
を
行
っ
た
。

文
化
会
館
は
設
計
上
の
問
題
で
予
定
よ
り
着
工
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
苫
小
牧
市
の
新
し
い
文
化
の
殿
堂
と
し
て
同
五
十
三
年

(七
八
)
十
月
十
二
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た。
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下
一
階

地
上
四
階
の
延べ
面
積
約三
、
六
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
総
工
費
約
八
億
四、
〇
〇

〇
万
円
で
あ
っ
た。

同
五
十
四
年
(七
九)
十
一
月
三
日、
新
し
い
地
域
文
化
創
造
の
場
と
し
て
文
化
会

館
は
落
成
開
館
式
を
行
い
オ
ー
プ
ン
し
た
。
市
民
の
旺
盛
な
創
造
意
欲
を
育
て、
郷
土

に
根
ざ
し
た
独
特
の
文
化
活
動
を
推
進
す
る
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が、
そ
の
趣
旨
は、

1
芸
術
・
ふ
れ
あ
い
の
場
市
民
の
優
れ
た
芸
術
の
鑑
賞
を
通
し
て
交
流
を
深
め
文
化

活
動
を
進
め
る
。
2
う
る
お
い、
郷
土
文
化
創
造
の
場
市
民
が
創
造
活
動
の
成
果
を

発
表
し
郷
土
文
化
の
創
造
を
進
め
る
。
3
学
習
の
場
市
民
が
教
養
を
高
め
学
習
を
進

(2)
め
る
な
ど
で
あ
る
。

一階
に
は
間
口
一
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
一
二
メ
ー
ト
ル
の
舞
台
を
備
え
た
五
〇
〇
人

収
容
の
大
ホ
ー
ル
の
ほ
か、
市
民
ロビ
ー
や
展
示
室
、
美
術
陶
芸
室
が
設
け
ら
れ、
二

苫小牧市文化会館
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階
に
研
修
室
、
三階
に
中
小
会
議
室、
練
習
室、
和
室、
四
階
に
教
育
研
究
所、
視
聴
覚
室、
研
修
室
な
ど
が
あ
る
。
な
お、
市
教
育
研

究
所
は
平
成
六
年
(九
四)
六
月
十
二
日
に
移
転
し
、
会
議
室
等
に
な
っ
て
い
る
。

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

4
年
度

3
年
度

2
年
度

6
年
度

162年
度

6
年
度

60年
度

59年
度

68年
度

57年
度

60年
度

5
年
度

昭
和
54年

度

年
度 度

九
六、五〇

〇
八
七、一五二
九
六、九
九
九

九
一、三
四
七

九
一、六三

〇
九五、七一一
九
四、六
四九

九
四、三
九八

九
四、五
六
五

一〇
六、七
九二

一〇〇
、二
九
九

九
九、九
九
六

一〇
九、七

五
七

一〇
七、三
九
〇

一〇
五、四二

八
一二二
、五
九
六

一一五、七
七三

九
九、七
一
九

一六、一三
七 数

四
九、三
二
七

四
五
、七二
三

五
〇
、
一三
六

五
二、八
四〇

四九、七〇
五

五〇、〇
七
七

四
九、五
六
一

五
一、九
八
五

四六、四三
〇

五
四、二
九
八

四七、八
〇二

四三、八
九五

四
四、一一

六
四二、六

四〇
三
七、七〇

八
三七
、七〇

七
四三、三

〇
八

四〇
二
一〇

六、〇
九
三

六
二
八

六
七
八

五
八
〇

六
一
四

九
五
一

七
九
一

九
八
四

八
二
七

九
六
三

一、八
五二

一、六
七
九

一、八〇
八

一、五
三
〇

九
五三
六
七
二

一五
五

一四
一

四〇二 四
〇

四
、八
四〇

展
示
室

三
、六
六
二

三
、六
四
一

一、六
七
六

一、八
九三

二、一〇
〇

二、五
八三

四、〇
一
五

三、八三
四

三、八
二
四

三、九八
一

三、九三
八

三
五
八〇

三、四
一
二

四、四
七〇

一二、一四
一

一四、六五一
一五、八

六三
一三
六
九
九

八、五
四
一

三
九五

和二、七
四
一

二、三
七
六

二、四
一九

二、三二八
二、八
九
六

二、八
一
一

三、五〇
六

二、八
七
四

三〇
〇
七

三
一七〇

四、〇
七
七

三、七
六
七

三
五
六
二

三
一〇
七

三、
一五
一

四、二三
七

四、七八
二

三
二
一〇
二
四
六 室

一四、九
九
〇

一五、二
一五

一六、八
九三

一三八
一〇

一五、三
七二

一四、五
〇
六

二三
七
八〇

一
二、七
九
九

一二、八
七
五

一三
二
五
一

一七、三
一
四

一七、四〇
一

一九、〇
二
九

一九、〇三
二

二
一、六
五
四

二三、五
八三

二二、八
七三

一六、五
四九

三
七三
三

会
議
室
四
室

五、五六八
四、二
三
四

四、一
四
四

三、九〇
九

四、〇三
三

四、二
六〇

四、〇
六
一

四、五
九
三

四、七四六
四、三
〇八

四、二
三
二

五、四二
二

五、六
五
一

五、三
一三

五
、七五
八

六、三
九
六

七、三
三
七

四、五六
五

一四
〇

研
修
室
1

四、三
四
四

二、七一一
三、五八一
四、四六

九
五、六
八二

五、九
一
九

四、九
一〇

五
、四六
〇

六、八
九五

七、
一九
六

六、五
二
九

六、六三
五

一〇
、五
七八

八、四
一九

六、〇
一
七

四、七七
五

六、六
七〇

二、八三
〇
五
八

視
聴
覚
研
修
室

苫
小
牧
市
文
化
会
館
利
用
者
数
(単
位
人
)

(『苫
小
牧
市
統
計
書
』

第
三
編

教
育
・
文
化

各
年
版
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

年
ホ

ー
ル

楽
屋

五、三
二
〇

三〇
七
〇

八、二
三
〇

二、七〇
〇

二
〇
一八

五
、三
一
一

四、
一四
〇

四
、三
四〇

八
三
六
〇

一
一、二
六
〇

六、九五
〇

八
、九
七○

一二
、七
八
〇

一二二、三一
五

一〇
、九
五
五

一四、三
七
七

一
二、六
〇
〇

一四、九
五
〇

三
〇
〇
五 一五

美
術
室
練

習
室
|

九、九
二
〇

九、五〇
四

九、三
四〇

八、七
九
四

八、八
七三

九、四五三
九、六
九二

八、六
八
六

八、四六
五

七、四七六
七、七七

八

九、〇
六
九

八、五
一
九

四、八
六
一

四、七二
三

三
、七
五
六

平
成
元
年
度

総

841



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

苫
小
牧
市
博
物
館
・
苫
小
牧
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セン
タ
ー

昭
和三
十
年
(五
五)
十
二
月、
旧
職
業
安
定
所
(王
子
町
・
そ
う
ご
電
器
付
近)
の
建
物
から
旭
町
に
新
図
書
館
を
建
設
し
て
移
転

し
た
際
、
図
書
館
が
収
集
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
を
中
心
に
し
て
新
館
に
郷
土
博
物
室
を
開
設
し
た
。
こ
れ
が
苫
小
牧
に
お
け
る
博

物
館
の
嚆
矢
で
あ
っ
た。

同
四
十
五
年
(七〇

)
一月
十
五
日
に
市
青
少
年
セン
タ
ー
(現
市
科
学
セン
ター
)
が
開
館
し、
同
セン
タ
ー
内
に
博
物
展
示
室
が

併
設
さ
れ、
図
書
館
内
の
博
物
資
料
は
こ
こ
に
移
さ
れ
た
。

苫
小
牧
市
は
同
四
十
八
年
(七
三
)
十
一
月
に
苫
小
牧
百
年
事
業
と
し
て
郷
土
博
物
館
建
設
の
方
針
を
決
定
し
た。
し
か
し
な
が
ら
、

財
源
的
裏
付
け
や
建
設
用
地
問
題
も
あ
っ
て
実
質
的
な
進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が、
同
五
十
一
年
(七
六)
二
月
に
な
っ
て
大
泉
源
郎

(3)
市
長
は
同
五
十
五
年
度
(八
〇
)
以
内
に
完
成
さ
せ
た
いと
発
言
し
た
。
市
教
委
で
は
同
年
七
月
六
日
に
郷
土
博
物
館
建
設
懇
話
会
(門

脇
松
次
郎
代
表
幹
事
・
会
員
一
〇
人
)
を
設
置
し
て
広
く
意
見
を
求
め
て
そ
の
建
設
準
備
に
入
っ
た。

そ
の
後、
具
体
的
な
進
展
は
な
く
博
物
館
建
設
懇
話
会
も
有
名
無
実
化
し
て
い
た
た
め、
同
五
十
二
年
(七
七
)
四
月
に
苫
小
牧
郷
土

文
化
研
究
会
員
を
中心
に
し
た
民
間
の
苫
小
牧
博
物
館
資
料
収
集
委
員
会
(昭
和
四
十
八
年
十
二
月
結
成
・
門
脇
松
次
郎
会
長
)
が
市
博

物
館
準
備
委
員
会
の
早
期
設
置
と
専
門
職
の
配
置
を
訴
え
る
意
見
書
を
市
教
委
に
提
出
し
た
。
だ
が、
財
政
難
か
ら
こ
の
問
題
は
な
か
な

か
実
現
し
な
か
っ
た
。

同
五
十
五
年
(八
〇
)
に
な
っ
て
博
物
館
に
つ
いて
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た。
同
年
七
月
二
十三
日
に
な
って
ほと
ん
ど
機
能
をし
て

い
な
い
建
設
懇
話
会
に
代
わ
り、
よ
り
専
門
的
な
人
材
を
集
め
た
新
た
な
苫
小
牧
市
郷
土
博
物
館
建
設
懇
話
会
(門
脇
松
次
郎
会
長
・
会

員
一
八
人
)
を
設
置
し
、
博
物
館
の
性
格、
規
模、
内
容
な
ど
の
基
本
構
想
を
固
め
る
こ
と
に
な
っ
た。
同
懇
話
会
は
同
五
十
六
年
(八

一)
十
一
月
に
博
物
館
の
基
本
構
想
を
ま
と
め、
市
内
末
広
町
の
苫
小
牧
工
業
高
校
跡
地
に
造
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
文
化
公
園
の
一角
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に
建
設
し
よ
う
と
い
う
構
想
案
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年
(八
二
)
一月
二
十
八
日
に
は
専
門
家
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
顧
問
二
人
を
入
れ
た、
苫
小
牧
市
博
物
館
建
設
準

備
委
員
会
(門
脇
松
次
郎
会
長
・
委
員
一
四
人)
を
発
足
さ
せ
、
専
門
的
な
角
度
か
ら
研
究、
検
討
を
行
っ
た
結
果、
博
物
館
に
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
を
併
設
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一方
、
市
議
会
で
も
同
五
十
八
年
(八
三
)
八
月
三十

一
日
に
博
物
館
・
埋
蔵
文
化
財

調
査
セン
タ
ー
建
設
特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ、
同
年
九
月
二
十
六
日
に
博
物
館
と
埋
文
セン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
「1
公
共
施
設
の
建

設
に
当
た
っ
て
は、
今
後
諸
要
件
を
整
備
の
上、
提
案
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
は、
不
信
感
を
持
た
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
十
分
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
2
建
設
に
当
た
っ
て
は
地
元
企
業
を
最
優
先
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
3
博
物
館
使
用
条
例
の
設

(4)
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
委
員
会
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る
意
見
を
十
分
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
」
と
三
項
目
の
要
望
意
見
を
付
し
て
、
原

案
通
り
可
決
し
た。

本
市
初
の
本
格
的
な
博
物
施
設
と
な
る
苫
小
牧
市
博
物
館
と
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セン
タ
ー
の
起
工
式
が
同
五
十
八
年
十
二
月
十
六

日
、
市
内
末
広
町三
丁
目
の
建
設
現
場
で
行
わ
れ
た
。

博
物
館
と
埋
文
セン
タ
ー
が
一
体
と
な
り、
延
べ
四、
八
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル、
総
建
築
費
は
一
七
億
六、
四
七
〇
万
円
(博
物
館
一

三
億
二
、
五
四〇
万
円
、
埋
文
セ
ン
タ
ー
四
億
三
、
九
三
〇
万
円)
で
あ
っ
た
。
工
事
は
三
年
計
画
で
郷
土
の
考
古、
民
俗
資
料
が
収
蔵
・

展
示
さ
れ、
胆
振
・
日
高
管
内
で
は
最
大
規
模
の
博
物
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
セン
タ
ー
の
落
成
開
所
式
が
同
六
十
年
(八
五
)
四
月
一
日、
同
セン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
地
下
一
階
地
上
二
階
建
て
で
延
べ
床
面
積
一、
六
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル、
地
階
に
収
蔵
庫、

一階
に
整
理
室
や
復元
室、
保
存

処
理
室
、
二
階
に
記
録
保
存
室、
図
面
整
理
室
、
研
究
室
が
完
備
さ
れ
た
。

同
四
十
八
年
(七
三
)
の
苫
東
埋
文
調
査
開
始
以
来、
同
五
十
九
年
(八
四)
ま
で
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
は
三
五
遺
跡、
出
土
し
た
遺
物
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

市博物館 市埋蔵文化財調査センター は
一
一五
万
点、
遺
構
は
二、
六
九
六
件
に
達
し
た
。

昭
和
六
十
年
(八
五
)
四
月
一
日
に
開
館
し
た
同
セン
タ
ー
が
同
月
十
二
日
に
一
般

開
放
さ
れ
市
民
ら
の
来
訪
で
賑
わ
っ
た
。
職
員
ら
の
指
導
を
得
な
が
ら
縄
文
時
代
の
土

器
片
を
実
際
に
接
合
さ
せ
る
土
器
の
復
元
や
石
器
の
形
や
大
き
さ
を
実
測
す
る
な
ど

考
古
学
調
査
の
一
部
を
体
験、
先
史
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

苫
小
牧
市
博
物
館
と
苫
小
牧
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
落
成
記
念
式
典
が

同
年
十
一
月
一
日、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た。
博
物
館
は
同
四
十
八
年
(七三
)
に
建

設
方
針
を
決
め
て
以
来
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
が
、
式
典
に
は
同
施
設
の
建
設
に
携

わ
っ
た
市
民、
団
体、
業
者
ら
関
係
者
約
二
七
〇
人
が
参
列
し
て
落
成
を
祝
っ
た
。

同
六
十
年
十
一
月三
日
の
文
化
の
日
に
オ
ー
プ
ン
、
当
日
は
市
民
に
無
料
公
開
さ
れ

た
。
待
ち
望
ん
だ
オー
プ
ン
に
朝
か
ら
市
民
が
続
と々
詰
め
か
け
夕
方
ま
で
に
八
、
〇

〇
〇
人
を
超
え
る
入
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
開
館
を
記
念
し
た
特
別
展
「苫
小
牧
地
方
の

有
形
文
化
財」
は
江
戸
時
代
末
期
の
勇
武
津
(勇
払)
場
所
の
隆
盛
を
物
語
る
文
化
財

が
展
示
さ
れ
た
。

博
物
館
が
公
募
(応
募
数
一、
〇
八
六
点)
し
た
シ
ン
ボ
ル
展
示
・
マン
モ
ス
親
子
の
愛
称
が
同
年
十
二
月
十
四
日、
母
マ
ン
モ
ス
は

「ク
イ
ー
ン
ト
マ
モ
ス」、

子
マ
ン
モ
ス
は
「チ
ビ
モ
ス」
と
決
ま
っ
た
。
名
付
け
親
と
な
っ
た
の
は
、
と
も
に
苫
小
牧
東
小三
年
生
の
庄

子
敏
行
と
磯
部
英
之
で
あ
っ
た
。
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博
物
館
に
対
す
る
理
解
を
深
め、
各
地
の
博
物
館
友
の
会
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
識
を
広
め
よ
う
と
昭
和
六
十
三
年
(八
八
)

七
月
三
十
一
日
に
苫
小
牧
市
博
物
館
友
の
会
(中
澤
啓
次
会
長
)
が
設
立
さ
れ
た。

博
物
館
で
は
特
別
展
を
開
催
し
て
お
り、
そ
の
主
な
も
の
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民
マ
オ
リ
族
の
民
俗
資
料
「マ
オ
リ
文
化
展
」

が
平
成
五
年
(九三
)
に、
苫
小
牧
一
二〇
年
記
念
の
「苫
小
牧
一
二
〇
年
の
歩
み
展
」
が
同
五
年
(九三
)
に、
苫
小
牧
港
と
中
国
・

秦
皇
島
港
と
の
国
際
友
好
港
締
結
十
周
年
を
記
念
し
て
「兵
馬
俑」
(へ
い
ば
よ
う
)
が
同
七
年
(九
五)
に、
ま
た、
海
外
で
の
資
料
展

示
と
し
て
姉
妹
都
市
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ネ
ー
ピ
ア
市
の
ホ
ー
ク
ス
ベ
イ
博
物
館
で
「二
つ
の
島
の
か
け
は
し
‒‒苫

小
牧
市
博
物
館
秘

蔵
品
展
」
が
開
か
れ、
苫
小
牧
の
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
など
が
展
示
さ
れ
た
。

入
場
者
が
一
〇
万
人
に
達
し
た
の
は
同
九
年
度
(九
七)
末
で
三
五
万
五
、
一六
七
人
と
な
り
、
考
古
資
料
四
万
四、
四
九
一点
、
歴

史
資
料
四
万二
、
七
九
三
点
、
自
然
資
料
四
万
一、
四
八
三
点
、
民
俗
資
料
一、
七
八
七
点
、
芸
術
資
料
九
二
〇
点
を
数
え、
郷
土
苫
小

牧
の
文
化
の
向
上
に
そ
の
役
割
を
果
たし
て
いる
。

年

3
年
度

2
年
度

6
年
度

62年
度

11年
度

昭
和
60年

度

度

総二八、六
一九

三〇
、五
二
一

二
九、八
六
五

二
九、四〇

〇
二
一、七
一四

二〇
、九
一
八

一二
、六
六
三 数

小
・
中
学
生

個四
、二
一
一

四、九
四
五

五、七
四
〇

四、八七
〇

二八
五

一
九
一

一
五
一

一
三六

高
校
生

三
〇
九

三八
七

三
五六

一
、
二
四
九

二
三
六
一
四

六、七〇三
八、〇
九八

六、六
七
六 般
|
幼

人
児

一〇
五二三

八、九二
七

九
六
八八

七、六
六
五

六、九三
六

三
五〇三
五
〇
七

小
・
中
学
生

団

一二
七

四
五
〇 一七 二

二
六
一
六
四

1

三、七
九
三

三〇
八二

二、八
一
五

二、九
六
四

三、一
七九

三
、三
七
九

七三
八

体
般

苫
小
牧
市
博
物
館
入
館
者
数
(単
位)
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四、四
四
四

五、七二
三

四、六〇六

九、六
五
六

一二
、七三

〇

高
校
生



(『苫
小
牧
市
統
計
書
』
各
年
版
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

年

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

4
年
度

3
年
度

2
年
度

平
成
元
年
度

6
年
度

62年
度

1
年
度

昭
和
60年
度 度

四
四、四

九
一

四
四、四
九〇

四
四、四
九〇

四
四、九
八
九

四
四、四八

六
四
四、七

五
〇

四
四、七

四
四

四
四、七二

七
四
四、五

七
四

四
四、五
七
四

四
四、〇
七
五

四
三
九
五
〇

四三、九
二
七

四二
、七
九
三

四
一、九二

五
四
一、三
九二

四
一、二二三
四〇
、五三

〇
三
八、〇三

五
三
六
、九
六
〇

三
五
、三
四二

二三二、二
一
六

二〇、一
五
八

一八、一六
〇

一六、九〇
九

一六
、〇
二
八

資
料
自

然
資

料
民

族

四
一、四
八
三

四
一、一

一六
四〇、九

八
一

四〇
、七
九三

三
九、三
〇
四

三
五、七六

三
三
五、二

八
九

三
五、二

〇
八

三
五、
一四
一

三
五、〇
〇
六

三
四、七
八二

三
四、五
九
一

三三三、四
一八

一、
七
八
七

一、七
八
四

一、七
八
二

一、七
八
一

一、
七五
七

一、七三
二

一、七三
二

一、六
九
六

一、六
八
九

一、六
七
五

一、六
七
五

一、六
七
四

一、
六
七
四

資
料
|芸
術 術

九
二
〇

九
一
七

九
一〇
九〇
三

九〇
二

七
五
九

七
五
四

七
〇
三

五
一八
四
九
四

四
九
二

四
七
五

四
七
五

資
料料

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

平
成
4
年
度

二
七、四二

九
二
六、九二

四
二
八、一〇

一
二
九、八
七
九

二
八、八
七〇

三
一、二
七
八

四、四
五三

四、一
九
九

五
、二
七
〇

五、二
七
〇

五、八三
六

五、九五六

二五
五

一五
五

一九
九

二
一六
二
二
二

三
九
一

八、七
九
四

六、四三
四

八、〇
六
四

八、六
九二

八、九
九一

一
、
八
九
六

(『苫
小
牧
市
統
計
書
』

二、一
七六

一、四
六
二

八、五
二
一

一
二、〇
九
七

一
二、三三二

一
一
二、九
八
六

一
二、〇
二
〇

九、九
九
一

七
三
七

一五

一

二、八
六
六

三、
四
一五

三、二
四
七

三
七
一
五

二、七
八
六

三〇
四三

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)苫

小
牧
市
博
物
館
資
料
数
(単
位
・
個
)

各
年
版
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

考
古

資
料
歴

史
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苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館

苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
は
昭
和二
十
六
年
(五
一)
四
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
苫
小
牧
市
立
苫
小
牧
図
書
館
を
そ
の
前
身
と
す
る
が
、

決
ま
っ
た
建
物
は
な
く、
空
き
家
を
求
め
て
点
と々
移
転
す
る
放
浪
図
書
館
時
代
が
あ
っ
た。
同
三
十
年
(五
五)
十
二
月
、
旭
町
に
新

図
書
館
が
完
成
し
て
移
転
し、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
時
と
し
て
は
近
代
的
な
建
物で
あ
っ
た
か
ら
日
本
図
書

館
協
会
から
全
国
の
模
範
中
小
図
書
館と
し
て
調
査
を
受
け
る
ほ
ど
で
あ
っ
た。
し
か
し
、
年
数
が
経
過
す
る
に
つ
れ
次
第
に
老
朽
化
が

進
み、
雨
漏
り
や
破
損
箇
所
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た。
特
に
閲
覧
者
が
多
く
、
常
に
混
雑
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。
図
書
館
と
し
て

は
移
動
図
書
館
(ブ
ッ
ク
モ
ー
ビ
ル
)
や
分
室
を
設
置
し
て
、
利
用
者
の
要
望
に
応
え
て
き
た
が、
同
五
十
五
年
(八
〇
)
に
は
人
口
も

一
五
万
人
を
超
え
、
新
図
書
館
建
設
の
要
望
が
高
ま
って
い
っ
た
。

市
教
委
と
市
立
図
書
館
で
は
新
図
書
館
建
設
に
向
け
て
先
進
都
市
の
視
察
を
含
め
な
が
ら
調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
た
が、
現
図
書
館

の
地
(旭
町)
で
の
改
築
を
行
う
方
向
を
決
め
て
い
た
。
そ
し
て、
同
五
十
七
年
(八
二
)
五
月
に
市
社
会
教
育
委
員
会
議
(図
書
館
協

議
会
委
員
兼
務)
に
対
し
て
新
図
書
館
の
建
設
を
含
め
て
「図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
を
諮
問
し
た
。

約
一
一カ
月
に
及
ぶ
調
査
、
研
究、
先
進
図
書
館
視
察
を
行
っ
た
市
社
会
教
育
委
員
会
議
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
三月
に
市
教
育
委

員
会
に
対
し
「図
書
館
の
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て」
の
答
申
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
答
申
は
市
立
図
書
館
の
目
標、
目
的、
図
書
館
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク、
新
館
建
設、
運
営
など
六
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
た。
特
に
新
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
は、
中
央
図
書
館
は三
五
万
冊
の
蔵
書

を
収
容
で
き
る
四、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
規
模
と
し
、
さ
ら
に
市
内
の
二
地
区
に
分
館
(一
カ
所
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
)
を
早
急
に

建
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
し、
文
化
的
な
香
り
の
す
る
生
涯
学
習
の
施
設
と
す
る
と
いう
も
の
で
あ
った。

こ
う
し
て
図
書
館
の
狭
隘
化
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
改
善
要
望
の
声
が
高
ま
っ
た
同
六
十
年
(八
五)
二
月、
市
は
新
図

書
館
建
設
の
検
討
に
入
っ
た
。
建
設
候
補
地
は、
現
在
地
は
土
地
も
狭
く、
高
層
図
書
館
は
好
ま
し
く
な
い
と
し
て
除
外
さ
れ、
若
草
町
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の
お
祭
り
広
場、
王
子
球
場
隣
接
地、
旧
東
高
校
跡
地
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
が、
そ
の
いず
れ
も
不
適
で
あ
った
り、
土
地
所
有
者
と
の

折
り
合
い
が
つ
か
ず
見
送
り
と
な
っ
た。
し
か
し、
最
終
的
な
結
論
と
し
て
市
民
文
化
公
園
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着

い
た
。

昭
和
六
十
年
(八
五
)
九
月
の
市
議
会
で
図
書
館
改
築
補
正
予
算
二
、
四
〇
〇
万
円
の
設
計
費
が
追
加
計
上
さ
れ
可
決
を
み
た。
同
年

十
二
月
に
は
サン
ガ
ー
デ
ン
(当
初
サン
ル
ー
ム)
と
中
央
図
書
館
の
設
計
コン
ペ

に
よ
る
基
本
設
計
が
決
ま
り、
三
カ
年
計
画
を
も
っ
て
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
た。
同
六
十
一
年
(八
六
)
十
月二
十
一
日、
中
央
図
書
館
と
サン
ガ
ー
デ
ン

の
起
工
式
が
建
設
地
の
市
民
文
化
公
園
で
行
わ
れ
た。

建
設
さ
れ
る
中
央
図
書
館
は
地
上
二
階
一部
地下
一
階、
総
面
積
四、
四
一九
平

方
メ
ー
ト
ル
、
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
図
書
館
と
棟
続
き
で
二
階
建
て、
総
面
積
二
、
三

九
三
平
方
メ
ー
ト
ル、
総
事
業
費
は
約
一
九
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
(図
書
館
一三
億

二
八
〇
万
円、
サン
ガ
ー
デ
ン
五
億
九、
七二
〇
万
円)
で
主
体工
事
は
本
州
大
手

建
設
一
社
と
地元
建
設
二
社
に
よ
る
共
同
企
業
体
が
当
た
っ
た
。

建
設
工
事
が
順
調
に
進
み
同
六
十
三
年
(八
八
)
十
一
月
二
日、
市
立
中
央
図
書

館
と
市
サン
ガ
ー
デ
ン
の
落
成
記
念
式
典
が
同
館
で
行
わ
れ
た
。
関
係
者
約
二
〇
〇

人
が
出
席、
文
化
と
憩
い
の
殿
堂
の
完
成
を
祝
っ
た。
新
設
図
書
館
の
蔵
書
能
力
は

四
五
万
冊
(開
館
当
時
二
〇
万
冊)
の
ほ
か、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
の
ビ
デ
オ、
音
楽
や

落
語
が
聴
け
る
音
声
シ
ステ
ム
な
ど
の
あ
る
視
聴
覚
サ
ロン
、
図
書
等
の
コン

市立中央図書館とサンガーデン
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ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
た
。
併
設
の
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
土
木
部
緑
地
公
園
課
の
管
理
で、
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階

建
て
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
温
室
で、
苫
小
牧
で
は
見
ら
れ
な
い
常
緑
樹
な
ど
が
植
え
ら
れ、
市
民
に
通
年
緑
と
花
を
提
供
す
る
こ
と
に
な

り、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
緑
化
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
憩
い
の
場
と
な
っ
た
。こ
れ
ら
の
二
施
設
は
翌
日
の
文
化
の
日
で
あ
る
昭
和
六
十
三
年
(八

八)
十
一
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

市
立
中
央
図
書
館
の
貸
し
出
し
冊
数
は
平
成
二
年
(九
〇
)
十
二
月二
十
一
日
に
一
〇
〇
万
冊
を
突
破
し
た。
同
六
年
(九
四)
十
一

月
九
日
に
三
〇
〇
万
冊
を
突
破
し
、
同
十
年
(九
八
)
の
年
間
貸
し
出
し
冊
数
は
過
去
最
高
の
七
八
万
一、
六
四
〇
冊
を
記
録
し
た
。
一

方
、
苫
小
牧
市
内
を
巡
回
し
図
書
を
貸
し
出
す
移
動
図
書
館
の
「は
ま
な
す
号
」
が
同
六
年
二
月
に三
代
目
と
し
て
中
型
バ
ス
改
良
車

(三
、
五
〇
〇
冊
積
載)
に
更
新
さ
れ
た。
だ
が、

一時
は二
一
万
冊
の
貸
し
出
し
の
あ
っ
た
移
動
図
書
館
も、
新
図
書
館
の
開
館
と
分

室
の
開
設
に
よ
り
年
利々
用
率
が
低
下
し
、
同
十
年
度
に
は
五
万
三
、
九
四
一
冊
に
止
ま
り
、
移
動
図
書
館
の
役
割
も
極
め
て
小
さ
い
も

(00)
の
と
な
り
、
同
十
一
年
度
(九
九
)
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
型
移
動
図
書
館
車
を
廃
止
し
、
一台
・
二
三
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
月
二
回
巡
回
を

も
っ
て
運
用
し
て
い
る
。

ま
た、
中
央
図
書
館
は
開
館
と
同
時
に
錦
岡、
勇
払
の
地
区
公
民
館
に
あ
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
(分
室
)
に
中
央
図
書
館と
電
話
回
線
に

よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
バ
ッ
チ
処
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
後
も
住
吉
ラ
イ
ブ
リ
ー
、
沼
ノ
端
コ
ミ
セン
、
植
苗
フ
ァ
ミ
リ
ー
セン

タ
ー
、
豊
川
コ
ミ
セ
ン
の
図
書
室
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ステ
ム
を
と
り
、
利
用
者
検
索
端
末
機
一
五
台
、
C
D
-
R
O
M
検
索
機
二
台
、

道
立
図
書
館
・
札
幌
市
中
央
図
書
館
蔵
書
検
索
器
各
一
台
を
設
置
し
て
い
る
。

同
図
書
館
は
同
七
年
(九
五)
十
一
月
十
日
か
ら
電
子
出
版
物
(
C
D
-
R
O
M
)
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
自
然
科
学
や
経

済
、
観
光
な
ど
各
種
情
報
の
C
D
を
自
由
に
見
ら
れ
る
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
従
来
の
活
字
資
料
だ
け
で
な
く
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
へ

対
応
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た、
同
十
一
年
十
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
利
用
者
へ
の
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サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
。

図
書
館
の
夜
間
開
館
は
平
成
五
年
(九
三
)
八
月
に
ス
タ
ー
ト
と
し
た
が
(現
在
は
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
午
後
七
時)、

利
用
者
は

年
々
増
加し
て
お
り
同
十
年
度
(九
八
)
の
実
績で
は
夜
間
入
館
者
数三
万
二
、
六二
二
人
で、
貸
し
出
し
冊
数
は
四
万
四、
五二
三冊

で
、
中
央
館
の
全
体
数
から
み
る
と
、
入
館
者
数
で
は
一
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト、
貸
し
出
し
冊
数
で
は
一
四
・
ニ
パ
ー
セン
ト
を
占
め
る

も
の
で
あ
る
。
同
図
書
館
で
は
同
九
年
(九
七)
十
一
月
か
ら
図
書
の
「団
体
貸
し
出
し」
の
対
象
を
拡
大
し
、
市
内
保
育
園二
一
園
に、

同
十
年
一
月
か
ら
は
市
内
小
中
学
校
へ
の
貸
し
出
し
を
実
施
し
た
。
一
回
の
貸
し
出
す
冊
数
は
学
校
図
書
館
へ
は
一〇
〇
冊、
ク
ラ
ス
単

位
で
は
五
〇
冊
と
し
、
中
央
図
書
館
の
ほ
か
錦
岡、
住
吉
、
沼
ノ
端、
植
苗
の
各
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
蔵
書
も
対
象
と
し
て
い
る。
同
十
年

度
の
団
体
貸
し
出
し
は
三
二
一
団
体、

一万
一、
八三
七
冊で
あ
っ
た。

中
央
図
書
館
は
市
内
の
各
図
書
施
設
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
生
涯
学
習
施
設
の
拠

点
と
し
て
利
便
性
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「親
切
で
や
さ
し
い、
市
民
の
た
め
の
図
書
館
」
を
目
指
し
て、
ま
た、
高
度
情
報
化

社
会
へ
対
応
出
来
る
図
書
館
を
目
指
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
な
お、
本
館
は
平
成
八
年
度
北
海
道
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

苫
小
牧
市
立
図
書
館
の
利
用
状
況

(単
位
人
・
冊
)

年年

6
年
度

5
年
度

4
年
度

3
年
度

2
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
63年
度 度

四
三
四、三
六
一

四一
一、一〇

五
三
八
一、九八

七
三
七五、九二

九
三
二
二、七

四
一

二
四
一、一

一三
一五〇

、九三
三

-央五
七二、八二

九
五
二八、
一三六

五
一九
二
八
八

四
九二、〇

五二
四六二

、八
七
九

四五三、二
九
八

二八
三
七
五
五

館
移

二二、〇
七
一

動
図

-図

九
五、三
二
八

八
五、三
〇
六

九
七、五
八
八

一〇
五、六
二
五

一二
〇
〇
四
五

一三三一、八
〇
九

一一
九、五二

四

一、三
五
九

四、四
四
六

五、六
七
一

五、七六
九

八、五五三
一〇
、四
六
五

九、八
七
六

一三
三
八〇

用 岡二、六
一一

九、四八五
一一、二五

七
一
、五
七八

一〇
、八
二
三

一二
三
四
八

一二
、二
〇
九

一六、一
二二

中
動

書
館

入
館
者
数
貸
出
冊
数
利
用
者
数
貸
出
冊
数
利
用
者
数
貸
出
冊
数
利

勇
払
図
書

コ
ー

ナ
ー

者
数
貸
出
冊

数
錦
岡
図
書
コ
ー

ナ
ー
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年

3
年
度

2
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
68年
度 度
総

七、七
五
九

六、六
三
七

一
二、八
二
七

一
一、六
九
七

記
哲

六、五
二
五

六
、
一七
四

五、五
七
六

六、三
一
九 学
歴

二二
、
一八
八

一九、五六
八

一
七、八
五
五

一七、八
三
七

三一、七
四
二

二八、五
五
六

二
九、六
一三

二六、六
五
九

一
九、五
五
七

一八、五
五
一

一六
、一
二〇

一三
、四
一
一

一九、九
四
九

一六、八
六
八

二
三、〇
二
九

一
一、九
二
五 術
|産

六、八
九三

六、〇
四
四

三、九
五七

三、九
一
六 業

苫
小
牧
市
立
図
書
館
の
蔵
書
冊
数
・
所
蔵
数
一
覧
(単
位
冊
・
本
・
枚
)

(『苫
小
牧
市
統
計
書』

各
年
版
苫
小
牧
市
、
『と
ま
こ
ま
い
図
書
館
要
覧
』
各
年
苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館)

※
移
動
図
書
館、
各
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
者
数
の
欠
落
は、
統
計
の
取
り
方
の
違
い
で
デ
ー
タ
ー
な
し
。

七八
一、六
四〇

七〇
六、八二

四
七二
六、七
九三

七
二
七、四

九二
七
四
六、四
一〇

七〇
三
、三
五二

六
九三、二

四九
六五八、三

八一
六三
九、七一五

六
三
八
三
二三

四
四三
八
四三

総
貸
出
冊
数

一二
、二
七
六

一〇、五
九
〇

九、九
一
一

平
成
7
年
度

10年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

4
年
度

3
年
度

2
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
6
年
度 度

10年
度

9
年
度

8
年
度

三九
六、七
五
五

三九
九、六
七
七

三
五、三

二二
三五
、
一九
五

三
六、〇
九七

三三
、五
八
七

三四
、七二
六

貸
出
冊
数

六
一
六、八

五
五

五
五〇、九六二
五
五六、二

九
八

五
五三六

九
一九
七
九
五

九、六
六
五

九
、九
五
六

九
五二
三

九
〇
二二

三四、七八八
三
一、九二六
二
二
二九六

三二一、七
四
四

二
九、五

九
六

貸
出
冊
数

八、六
一二

一
五、六

七
四

二
〇
、四
四
四

二二、七二〇

一、三
九
三

一、二
五〇

利
用
者
数

五三
九
四
一

七
〇、四三五
八
九、〇
八
一

九
三
七三
〇

四、三
八
八

四、〇
四九

貸
出
冊
数

植
苗
図
書
コ
ー
ナ
ー

一、二
二
〇

一、
一二
四

九
四二

一、二二
二

四、七〇三

利
用
者
数

豊
川
図
書
コ
ー
ナ
ー

三、九
四
九

三六
六
七

三
、
一
一〇

三、六
二
六

二
〇
、二三

一

貸
出
冊
数 三、二
九二

二、九
八
一

二、七
七
六

三
、一
一四

一
一、
一

年

九
、七
七
二

一〇
、二
七
五

一〇
、五
五三

九、七
八
一

一〇
〇
〇
九

利
用
者
数

四
一〇
、〇
〇
九

四
〇
一、〇
六
三

住
吉
図
書
コ
ー
ナ
ー

利
用
者
数

沼
ノ
端
図
書
コ
ー
ナ
ー

史
社
会
科
学
自
然
科
学
技
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10年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

4
年
度

3
年
度

2
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
6
年
度

10年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

平
成
4
年
度

二
六、八

七
七

二
五、九

四
六

二
四、四〇

一
二二
、七
六
三

二〇、九
九
〇

一
八、七
五
九

一
六、七二

三
一
九、〇
二
一

一八
〇
一
九

一六、五二
八

一四、六
八
三

一
一、〇
六
四

一〇
、八
二
五

一〇、
一五
四

九、六
八
五

九
、〇
七
五

七、九五
八

七、
一〇
八術
語

三、七
四
〇

三
、五
九〇

三
三
六
四

三
二
一
九

三、〇
八
四

二、七
八
四

二、四
七三

二、八
三
〇

二、六
八
九

五、五
七
六

二、二
五
九

九
、四
〇
九

九、〇
一
七

八、四
一八

七、九
九
四

七、四三
五

六、四七
〇

五、七
五
六

一五
四、七〇

六
一
四六、七

九
四

一
三
九、六
五三

一三
四
、二
三
〇

一二
六、三

二
二

一
一二
、二
一六

一〇
〇
、三
九
七

一
一四、〇

四三
一〇
七、九
六三

八
九、九
二
七

八
一
、三
七
八

二
八、八

七
四

二
八、
一五〇

二六、五
九
四

二
五、六
四
七

二
四、三
二
三

二
二、〇
七
五

一九、七
六
一学
絵
本
紙
芝
居

四
四、四三〇
四二
、七
九
三

四
〇、七

四
七

三
八、八
二
七

三
六、四八三
三
二、二三

八
二
九、五
六〇

三
七
五
、〇
二
三

三
六
〇
、四〇

九
三
四
一
、四
一
九

三
二
六、〇

八
五

三
〇
六、五

一〇
二
七
二、四

七
七

二
六
八、〇
六
七

二
四
七、三
四
六

二二
二
、六
二
二

一
九
九、六
〇
七

二
七、二

五
二

二
六、〇

九
七

二
四、六

五
四

二三
、二
六
一

二
一、
一
一七

一九、〇
二
二

一七、〇
六
九

一〇
、四
五
七

一〇
、
一三
〇

八、七二
九

九
、四
五
一

八、六
九〇

八、一
四二

七、九
九
五

テ
ー
プ
・ビ
デ
オ

二
五
、七
五
四

二
五、四

七
二

二
四、〇
五
〇

二
三
、一
七
一

二二
、四五

三
二〇
、一八

九
一八、一六

二

雑
誌
種
類
数

一〇
、二
八
八

九、八二
九

九
、二
三
四

八、六
八
七

八、二
四〇

七、四
一六

六、六
四
七

1二
四
七

二三
九

二三
一

二
二
四 三

(『苫
小
牧
市
統
計
書』

各
年
版
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

三三二、六二
九

三
一、八
九
六

三〇、一五〇
二
八、六〇

一
二
六、九
九
八

二三三
五〇

一九、八
一
七
二
四三、四

七
三

一
七、五
六
〇

一六、二
七
七

一〇、七
一
四

九、五
二
三

合

計

苫
小
牧
市
女
性
セ
ン
タ
ー

苫
小
牧
市
女
性
セン
タ
ー
は
昭
和
四
十三
年
(六
八)
十
二
月
二
十
四
日
に
旭
町
の
市
営
改
良
住
宅
一
階
に
開
設
さ
れ
た
婦
人
ホ
ー
ム

を
そ
の
前
身
と
す
る
。
当
初
は
福
祉
事
務
所
所
管
で
あ
っ
た
が、
同
五
十
五
年
(八
〇
)
七
月
に
市
教
委
の
所
管と
な
っ
た。
勤
労
婦
人

年
度
|芸

学

文
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苫小牧市女性センター

及
び
勤
労
者
家
庭
主
婦
の
福
祉
の
増
進
と
教
養
の
向
上
を
図
り、
併
せ
て
憩
い
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ、
全
国
で
一六
番

目
、
道
内
で
は
最
初
の
婦
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

同
ホ
ー
ム
は
築
後
二
十
数
年
を
経
過
し
建
物
は
老
朽
化、
狭
隘
と
な
っ
て
働
く
女
性
の
活
動
や
運
営
に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
っ

た
。こ
の
た
め
各
種
女
性
団
体
や
サー
ク
ル
等
か
ら
改
築
要
望
の
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た。市

は
社
会
福
祉
会
館・婦

人
総
合
セ
ン
タ
ー
(仮

称)
の
併
設
施
設
と
し
て
、
平
成
五
年
(九
三
)
二
月
十
七
日
基
本
設
計
を
に
ま
と
め
た。
同
セン
タ
ー
の
建
設
予
定
地
は、
若
草
町
の

王
子
製
紙
社
有
地
五、
二〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル
と
決
ま
っ
た
。

複
合
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
五
階
建
て
延
べ
約
四、
五
三
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
一、
二、
三階
が
社
会
福
祉
協
議
会
関
係、
四、
五
階
は
婦
人
団
体
が
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
、
総
事
業
費
約
二
〇
億
三
、
二
〇
〇
万
円
を
投
入
す
る
こ
と
と

な
り
、
同
五
年
九
月
一
日
に
複
合
施
設
基
本
設
計
が
出
来
上
が
り
「苫
小
牧
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
工
事
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
、
愛
称
も
「ふ
れ
あ
い三
・三
」

と
決
ま
り
市
民
活
動
セン
タ
ー
は、
同
六
年
(九
四)
八
月
二
十
二
日
に
竣
工
し
た。

婦
人
ホ
ー
ム
の
名
称
は
既
婚
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く、
時
代
の
流
れ
も
あ
り
、
「女

性
セ
ン
タ
ー
」
と
改
称
し
て
同
年
十
月
二
十
三
日
に
開
館
し
た
。
女
性
セ
ン
タ
ー
の

専
有
面
積
は
約
一
、
三
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
有
し
、
事
務
室
を
は

じ
め
相
談
室
、
講
習
室、
音
楽
室、
茶
室、
和
室、
図
書
資
料
室、
交
流
学
習
室、

美
術
工
芸
室、
陶
芸
室
、
料
理
実
習
室、
プ
レ
イ
ル
ー
ム、
談
話
コ
ー
ナ
ー
等
女
性

の
活
動
施
設
と
し
て
は
設
備
の
完
備
さ
れ
た
セン
タ
ー
と
な
っ
た
。
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婦
人
ホー
ム
から
女
性
セン
タ
ー
と
改
称
し
た
記
念
の
「第
一
回
女
性
セン
タ
ー
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル」
が
平
成
六
年
(九
四)
十
一
月

十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の三
日
間、
華
や
か
に
開
か
れ
た。
テー
マ
を
「輝
い
て、
楽
し
く
、
豊
か
に」
と
し
作
品
展
示
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
お
祝
い
ム
ー
ド
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

同
セン
タ
ー
は、
女
性
各
層
の
生
涯
を
通
し
た
学
習
や
交
流
の
場
と
し
て
自
主
的
活
動
を
助
長
育
成
す
る
と
と
も
に
、
教
育
文
化
を
推

進
す
る
専
門
施
設
と
し
て
そ
の
充
実
を
図
り、
苫
小
牧
の
女
性
活
動
及
び
福
祉
の
積
極
的
展
開
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
(九
七)
に
お
け
る
事
業
内
容
は、
勤
労
女
性
に
対
し
、
1
職
業
人
と
し
て
の
知
識
や
技
術
に
関
し
て
の
相
談
・
各
種
講

座
、
講
演
会、
2
家
庭
に
あ
る
女
性
に
対
し
て
は、
再
就
職
に
必
要
な
相
談、
講
習
会
等
を
実
施し
た
。
第
一
期
講
座
で
は
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
体
操、
家
庭
料
理
な
ど
一
五
講
座
が
実
施
さ
れ、
延
べ
約
四
六
〇
人
が
受
講
し
た。

ま
た、
第
二
期
講
座
で
は
、
ト
ー
ル
・
ペ
イ
ン
テ
ィン
グ
、
や
さ
し
い
英
会
話
な
ど
一六
講
座
を
実
施、
延
べ
約
四
四
〇
人
が
受
講
し

日
常
生
活
に
役
立
つ
知
識
や
能
力
を
身
に
つ
け
た
。
こ
の
ほ
か
暮
ら
し
の
中
の
消
費
生
活
講
座
や
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座、
保
育
サ
ー
ビ
ス

講
習
会
な
ど
も
開
か
れ、
多
く
の
現
代
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

一方、
女
性
セン
タ
ー
サー
ク
ル
は
各
種
各
様
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
文
芸
六、
華
道
三
、
茶
道
七、
和
裁
・
洋
裁
七、
書
道

二、
ペン
字
一、
絵
画
七、
手
芸
三
、
手
工
芸
一
一、
料
理
は
四、
舞
踊
二、
音
楽
七、
軽
運
動
一〇
、
暮
ら
し
工
夫
二
と
な
っ
て
お
り、

総
数
で
は
一
四
部
門、
七二
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し、
会
員
数
は
一、
〇
五
四
人
で
あ
る
。

年平
成
2
年
度

4
年
度

3
年
度 度

講
座
研
修
会
等

五、〇
七
二

四、二
八
六

五、四
六
八

一
七、四

六
七

一六、二
五
八

講
演
会
展
示
等

一、八三
六

一、五
〇
五

一、二
二
九

三
、二
二
八

貸
館
事
業

三、一
八
〇

四、八
七〇

そ
の
他

四、三
五
三

四、六
八六

三
、三
六
五

合
計

三
一、九〇

八
三三一、五

〇
五

二
八、五
六
一

苫
小
牧
市
女
性
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
(単
位
人
)

一五、二
八
一

サ
ー
ク
ル
活
動
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平
成
5
年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

五
、九
五
四

四、八
一
九

七
、七
一三

八、七二
七

三〇
、四
七
六

三〇
、五
六
七

二八、六
一
七

一七、二
二
八

一六
、八
九
二

五
、二〇

八
四、二
二
四

三
、九
五
一

三、四
一
四

二、六三
六

一五
、四
一
一

一四、〇
七
八

二
六
四
一

六、四
七六

三、三
七
七

八、〇
二
一

六、八
三
八

五、三
三
〇

三
、九三
〇

四、〇
〇
五

三
七、〇
〇
二

三
一、七二

九

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セン
タ
ー

▶

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セン
タ
ー
は
昭
和
二
十
二
年
(四
七)
三月
十
五
日
に
設
置
さ
れ
た
苫
小
牧
町
公
民
館
を
そ
の
前
身
と
す
る
。
当

初
は
旧
軍
人
会
館
な
ど
の
建
物
を
利
用
し
て
い
た
が、
同
二
十
八
年
(五
三
)
六
月
に
は
本
町
に
労
働
会
館
兼
用
の
公
民
館
を
建
設
し
て

落
ち
着
い
た
。

苫
小
牧
市
公
民
館
は
本
道
で
も
最
も
古
い
公
民
館
と
し
て
社
会
教
育
活
動
を
展
開
し
、
同
五
十
二
年
(七
七
)
十
一
月
に
は
全
国
優
良

公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
た。

し
か
し
な
がら
、
築
後
四
十
数
年
を
経
過し
、
こ
の
間し
ば
し
ば
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
た
が、
狭
隘
の
う
え、
老
朽
化
も
激し
く
、

利
用
者
を
は
じ
め
と
し
、
市
議
会、
運
営
協
議
会、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
か
ら
も
改
築
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
平
成
五
年
(九
三
)
十
一
月
四
日
に
公
民
館
の
利
用
者
団
体
で
あ
る
同
館
サ
ー
ク
ル
連
盟
(八
一団
体
・
六、

一一三
名
)
が
市
に
対
し
て
全
面
改
築
を
訴
え
る
署
名
簿
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
苫
小
牧
市
は、
同
六
年
(九
四)
八
月二
十
九
日
に
利
用

者
や
有
識
者
か
ら
成
る
公
民
館
改
築
調
査
検
討
委
員
会
(遠
藤
満
男
会
長)
を
設
置
し、
生
涯
学
習
機
能
を
兼
ね
備
え
た
芸
術
文
化
の
拠

点
と
な
る
施
設
を
建
設
す
る
た
め、
先
進
地
視
察
を
含
め
て
調
査
検
討
を
重
ね、
翌
七
年
(九
五
)
六
月
五
日
に
調
査
検
討
結
果
の
報
告

書
を
鳥
越
忠
行
市
長
に
提
出
し
た
。

第
三
編

教
育
・
文
化

855

(『苫
小
牧
市
統
計
書』

各
年
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

六
六、八二

九
六
四、四三

四
五
九、二
六
二

七、七二
三



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

市
は
市
総
合
計
画
第三
期
実
施
計
画
(平
成
六
～
八
年
度)
に
用
地
取
得
や
基
本
・
実
施
計
画
を
盛
り
込
み、
平
成
八
年
度
(九
六)

か
ら
実
施
計
画
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
。
場
所
は
北
側
の
本
町
シ
ョ
ッパ
ー
ズ
跡
地
と
し
、
共
同
店
舗
付
き
市
営
住
宅
の
解
体
作
業
が

同
八
年
十
一
月
十
一
日
から
始
ま
っ
た。

当
初
は
文
化
・
芸
術
の
生
涯
学
習
機
能
と
市
教
育
研
究
所
を
併
せ
た
複
合
施
設
を
考
え
た
が、
起
債
の
関
係
から
市
教
育
研
究
所
は
除

外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、
規
模
も
五
階
建
て
か
ら
四
階
建
て
に
計
画
縮
小
と
な
っ
た
。

公
民
館
の
増
改
築
を
目
指
す
苫
小
牧
市
は
基
本
設
計
を
策
定
し
、
同
年
六
月
五
日
に

市
公
民
館
改
築
検
討
委
員
会
に
示
し
た
。
新
公
民
館
の
名
称
は
「文
化
交
流
セン
タ
ー
」

(仮
称)
と
し
、
当
初
予
定
の
五
階
建
て
か
ら
四
階
建
て
に
縮
小
さ
れ
た
設
計
で
あ
っ

た。
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
鉄
骨
・
鉄
筋
造
り
地
下
一
階、
地
上
四
階
建
て
の
延
べ
面
積

四、
四
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル、

一
階
に
は
フ
ロ
ア
の
一
部
を三
階
ま
で
吹
き
抜
け
と
し

た
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
置、
ステ
ー
ジ
や
ロー
ルバ
ック
式
椅
子
と
呼
ば
れ
る
移
動
式

の
観
客
席
を
三
六
〇
席
備
え
た
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
図
書
・
雑
誌
、情
報
の
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
交
流
ひ
ろ
ば
(二
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル
)
も
開
設
さ
れ、
芸
術
作

品
の
展
示
会
も
開
け
る
ギ
ャラ
リ
ー
(二
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
)
と
作
品
保
管
室、
大

道
具
置
場、
楽
屋、
事
務
室
など
が
配
置
さ
れ
る
。
二
階
に
は
学
習
室
(二
室)
や
講

習
室
、
談
話
コー
ナ
ー
な
ど
を
開
設、
三階
に
は
学
習
室
(二
室
)、
プ
レ
ー
ル
ー
ム
、

音
楽
練
習
室
な
ど
を
配
置、
四
階
に
は
美
術
室、
視
聴
覚
室、
工
芸
室、
和
室
な
ど
を

苫小牧市文化交流センター
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設
け、
地
階
は
ボ
イ
ラ
ー
室
など
で
あ
る
。
総
事
業
費
は
約二
一億
八、
〇
〇
〇
万
円
で
あ
った。

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セン
タ
ー
(愛
称・ア
イ
ビ
ー
プ
ラ
ザ
)
が
平
成
十
年
(九
八)
十
一
月
一
日、
新
館
一
階
ロビ
ー
(交
流
広
場)

で
落
成
式
が
行
わ
れ、
本
市
の
新
し
い
生
涯
学
習
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

愛
称
名
の
ア
イ
ビ
ー
は
「ツ
タ」
を
意
味
し
、
旧
公
民
館
の
名
物
で
も
あ
り、
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ、
ツ
タ
の
よう
に
地
面
に
根
付

い
た
旺
盛
な
文
化
活
動
を
期
待し
て
の
命
名
で
あ
っ
た
。

一
方、
地
区
公
民
館
は
勇
払
と
錦
岡
に
あ
り、
勇
払
地
区
公
民
館
は
昭
和
四
十
年
(一
九
六
五)
十
二
月
二
十
七
日
に
開
設
さ
れ
た
が、

同
六
十
年
(八
五
)
十
二
月二
日
に
新
し
い
建
物
を
得
て
移
転
し
た。
両
地
区
と
も
地
域
性
を
生
か
し
た
事
業
に
取
り
組
み、
地
域
文
化

の
拠
点
に
な
っ
て
い
る。
な
お、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
は
ま
だ
利
用デ
ー
ター
が
な
く、
旧
公
民
館
の
利
用
状
況
と
し
た
。

苫
小
牧
市
公
民
館
利
用
状
況
(単
位
回
・
人
)

館 民 公 払 勇 館 民 公 町 本|館

年

9
年
度

8
年
度

平
成
7
年
度

9
年
度

8
年
度

平
成
7
年
度 度

人
員
回
数

人
員
回
数
人
員
回
数
人
員

回
数

人
員

回
数
人
員
回
数

区
分

一、五
四二
一六
四

二、三
六
〇

一八三
一、六
三
八

四三
一九
一

六
七三

四
八、
一二
八

五
三
、六
二
八

六
八
七

主
催
事
業

サ
ー
ク
ル
活
動

九
、○
一
四

一、〇八
七

九、二
一
七

一、一
七三

九
、八三
三

一、
一三
五

三
二、五

九
六

二、四
四
六

一三六、五
九
六

二、六
四
九

三九
、一
九
七

二、七二
五

三
、八
五
八

一
九
一

六、五
五
九

一
四
一

九、〇
六
〇

四
、八
九
五

五
五
〇

五、四八
四

六
一
七

五、四
七二
六
一
九

貸
館
事
業

一、二
七
一

二
四
六

九
四二
二
四
四

一、
二二
二

二
四
二

社
会
教
育
事
業

一、三
八
三

二
四
〇

八 五

六
八、九
一九

一三、八
二
一

八、八
四
七 一三三

合

一七、〇
六八

一、六
九
六

一
九、三
一八

一、七
四六

二
二
、〇
一
五

一、七
二三

八
九、六〇

〇
三
、六
八
二

一〇
四、〇二

九
四、〇〇

二
一〇
七、
一四
四

四、〇
四
四
計
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館 民 公 岡 錦

9
年
度

8
年
度

平
成
7
年
度

人
員

回
数

人
員
回
数
人
員
回
数

三、八
六
四

二
七
八

三、九八
八

二六
九

三、五
四
一

二
六
七

一五、九二三
一、二
八
一

一五、九
一
五

一、三
〇
一

一
二
九
二

一、二
四二

四、
一〇
五

二二
四

五、四
九
一

一五五
三、七

四
四

一四
五

三、四
三
四

二八
五

三、三
〇
八

二八
八

三、六
六二
二
八
二

一、九
八〇 二

二
七、三三二

六
二、〇
六
八

三一
、四〇

二
二
〇
一八

二六、二
一
九

一、九三
八

各
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
)

ミ
ー
ル
展
示
館

苫
小
牧
市
は
岩
倉
建
設
か
ら
平
成
十
年
(九
八
)
十月
に
寄
贈
さ
れ
た
旧
ソ
連
製
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「ミ
ー
ル
」
と
実
験
モ
ジ
ュ
ー

ル
「ク
バ
ン
ト
」
(同
二
年
十
二
月
取
得)
を
市
科
学
セン
タ
ー
隣
接
地
に
展
示
し
て
い
た
。

ミ
ー
ル
は
旧
ソ
連
が
昭
和
六
十
一
年
(八
六
)
二
月
に
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
か
ら
打
ち
上
げ
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
幹
モ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
同
六
十
二
年
(八
七)
四
月
に
天
体
観
測
用
の
クバ
ン
ト
が
打
ち
上
げ
ら
れ、
ミ
ー
ル
に
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
。
宇
宙
飛
行

士
の
三
六
五
日
間
宇
宙
滞
在
記
録
を
達
成
し、
平
成二
年
(九〇
)
十
二
月
四
日
に
日
本
人
で
初
め
て
秋
山
豊
寛
宇
宙
飛
行
士
が
搭
乗
し

た
宇
宙
船
「ソ
ユ
ー
ズ
TM11

」
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、
人
類
の
夢
に
大
き
く
近
づ
い
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョン
と
し
て
多
く
の
実
績
と
話
題

を
集
め
た
。

苫
小
牧
市
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は、
こ
れ
と
全
く
同
じ
に
製
作
さ
れ
た
予
備
機
で
あ
る
。
ミ
ー
ル
は
全
長
一三
メ
ー
ト
ル、
直
径
四
・
二

メー
ト
ル
、
重
さ
一三
・
五
ト
ン
。
ク
バ
ン
ト
は
全
長
六
メ
ー
ト
ル、
直
径
四
メ
ー
ト
ル、
重
さ
六
ト
ン
で
軌
道
修
正
エン
ジ
ン
や
船
内

のコ
ン
ピ
ュー
タ
ー
類
は
外
さ
れ
い
る
が、
内
外
装
の
形
状
や
素
材、
船
内
の
基
本
的
な
装
備
は
飛
行
中
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
現
在

も
飛
行
中
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョン
ミ
ー
ル
の
予
備
と
し
て
世
界
で
た
だ
一
つ
現
存
す
る
も
の
で
、
ロ
シ
ア
は
ミ
ー
ル
の
乗
組
員
の
引
き
上

858
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二
、七
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〇

五



げ
を
行
い、
事
実
上
の
放
棄
を
決
め
て
お
り
、
や
が
て
は
消
え
る
運
命
に
あ
る
だ
け
に
極
め

て
貴
重
な
も
のと
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ミ
ー
ル
は
科
学
セン
タ
ー
隣
接
地
に
展
示
さ
れ
て
い
た
が、
野
外
の
た
め、
侵
蝕
や

腐
食
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
市
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ、
市
は
こ
れ
を
保
護
す
る
と
同

時
に
、
常
時
船
内
を
一
般
公
開
す
る
た
め
に
ミ
ー
ル
展
示
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ミ
ー
ル
展
示
館
は
通
産
省
の
補
助
事
業
と
し
て
約
一
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
を
か
け、
約
四
九

三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
二
階
建
て
で
平
成
十
一
年
(九
九
)
十
二
月
十
二
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

ミール展示館オープニングセレモニー

ミール展示館の開館式風景

▼
苫
小
牧
市
豊
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

苫
小
牧
市
に
お
け
る
初
の
地
域
総
合
施
設
で
あ
る
苫
小
牧
市
豊
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
苫
東
の
石
油
備
蓄
交
付
金
を
主
な
財
源
と
し
て
昭
和
五
十
五
年
(八
〇
)
七
月
三

十
一
日
に
市
内
豊
川
町
の
建
設
現
場
で
起
工
式
が
行
わ
れ、
本
格
的
に
工
事
を
開
始
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
中
心
地
域
に
集
中
し
た
公
共
施
設
を、
地
域
分
散
型
に
と
い
う
市
民
の
要
望
に
応
え
て
建
設
さ
れ
た。
同
セ
ン
タ
ー

に
は
、
図
書
室、
プ
レ
ー
ル
ー
ム、
料
理
室
、
講
堂、
ス
テー
ジ
な
ど
を
備
え
て
お
り
、
延
べ
面
積
一、
三六
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
セ
ン

タ
ー
と
、
床
面
積
一、
〇
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
体
育
館、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
等
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
五
十
六
年
(八
一)

一月
に
発
足
し
、
地
域
活
動
は
関
係
住
民
に
よ
り
運
営
し
よ
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
が
設

立
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
は
市、
町
連
役
員、
町
内
会、
学
識
経
験
者
な
ど
一七
人
で
構
成
さ
れ、
市
が
建
物
を
直
接
管
理
し、
同
協
議

会
に
事
業
運
営
を
委
託
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
住
民
主
体
の
運
営
が
基
本
方
針で
あ
っ
た
。
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苫
小
牧
市
豊
川
コ
ミ
ュニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
(豊
川
コ
ミ
セ
ン
)
は
総
事
業
費
六
億
八、
八五
八
万
円
を
か
け
て
、
ふれ
あ
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
昭
和
五
十
六
年
(八
一)
五
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

豊
川
コ
ミ
セ
ン
は
運
営
協
議
会
の下
に、
専
門
部
会
(総
務、
文
化、
厚
生、
体
育
)
が
設
け
ら
れ
運
営
に
当
た
る
も
の
で、
公
共
施

設
の
住
民
運
営
は
市
内
で
は
初
の
試
みと
な
っ
た
。

コミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
事
業
(豊
川
・沼
ノ
端
と
も
)
に
つ
いて
は
条
例
に
よ
り
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

1
コミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
た
め
の
場
の
提
供
に
関
す
る
こ
と

各
種
講
習
会
、
講
演
会
等
開
催
等
の
文
化
活
動
に
関
す
る
こ
と

5 4 3 23

児
童
・
老
人
等
の
福
祉
活
動
に
関
す
る
こ
と

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
及
び
レ
ク
リ
エー
シ
ョン
活
動
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
コ
ミ
ニ
ュテ
ィ
活
動
に
関
す
る
こ
と

5

(『苫
小
牧
市
例
規
類
集』

平
成
十
年十
月
加
除
分
苫
小
牧
市)

長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
室
の
電
算
化
は、
平
成
十
年
(九
八
)
十
一
月
一
日
か
ら
苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
の
分
室
に
組
み
入

れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
た
実
現
し、
中
央
図
書
館
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ステ
ム
に
よ
っ
て
結
ば
れ、
極
め
て
便
利
と
な
っ
た
。

▼
沼
ノ
端
コミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

沼
ノ
端
コミ

ュニ
テ
ィ
ー
セン
タ
ー
の
実
施
計
画
が
平
成三
年
(九
一)
四
月
十
六
日
に
ま
と
ま
っ
た
が、
こ
れ
は
昭
和
五
十
六
年

(八
一)
五
月
に
開
館
し
た
豊
川
ミ
ュニ
テ
ィー
セン
タ
ー
に
次
ぐ
市
内二
番
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
市
は
前
年
から
地
域
住
民
と
の
話

し
合
い
を
進
め、
防
衛
庁
補
助
を
受
け
て
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

沼
ノ
端
コ
ミ
セ
ン
の
建
設
が
平
成三
年
(九
一
)
九
月
五
日
か
ら
沼
ノ
端
六
二
五
番
地
の
鉄
南
地
区
で
始
ま
っ
た
が
、
体
育
館
を
併
設

860



苫小牧市豊川コミュニティーセンター

苫小牧市沼ノ端コミュニティーセンター

苫小牧市植苗ファミリーセンター

植苗ファミリーセンター

し
た
複
合
施
設
と
な
り、
敷
地
面
積
が
五、
一〇
〇
平
方
メー
ト
ル
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建て
一
、
三
五
二
平
方
メ
ー

ト
ル
の
コ
ミ
セ
ン
と
八
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
体
育
館
を
建
設
し
、
総
工
費
は
約
八
億二
、
〇
〇
〇
万
円
で、
こ
の
う
ち
二
億
一、
二
九

〇
万
円
を
防
衛
庁
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

体
育
館
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一
面
が
と
れ
る
ア
リ
ー
ナ
の
ほ
か、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム、
シ
ャワ
ー
室
を
完
備、
コミ
セ

ン
部
分
は
談
話
室
と
集
会
室、
和
室、
料
理
室、
図
書
室
な
ど
を
設
け、
建
物
の
外
周
に
は
四
四
台
収
容
の
駐
車
場
も
設
けら
れ
た。

平
成
四
年
(九
二
)
十
月
十
日、
沼
ノ
端
コミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
が
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ、
盛
大
に
完
成
を
祝
っ
た
。
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▼
植
苗
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

コミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
と
町
内
会
館
を
併
設
し
た
植
苗フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
平
成
八
年
(九
六)
九
月
十
六

日、
市
内
植
苗
四
〇
番
地
の
現
地
で
始
ま
っ
た
。
同
セン
タ
ー
は
国
際
エ
ア
カ
ー
ゴ
基
地
形
成
を
目
指
し
て
同
六
年
(九
四)、
新
千
歳
空

港
を二
四
時
間
運
用
と
す
る
道
と
住
民
合
意
に
基
づ
き、
苫
小
牧
市
が
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は、
敷
地
面
積
約
五
、
二
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
一、
二
五
六
平
方
メ
ー
ト

ル
、
五
四
台
収
容
の
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
た。
総
工
費
は
四
億
九、
六
八
〇
万
円
で、
こ
の
う
ち
道
が
九
割
を
助
成
し
た
。
コミ
セン
部

分
は
多
目
的
ホ
ー
ル
や
事
務
室、
図
書
室、
研
修
室、
工
芸
室
の
ほ
か、
老
人
室、
和
室、
男
女
浴
室
を
整
備、
町
内
会
部
分
に
は
通
年

保
育
所
の
役
割
を
果
た
す
幼
児
・
遊
戯
室
の
ほ
か、
集
会
室、
料
理
教
室、
和
室三
室
が
完
備
さ
れ
た。
こ
れ
に
よ
り
現
行
の
植
苗
総
合

福
祉
会
館
は
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
地
区
住
民
に
よ
る
運
営
協
議
会
が
発
足
し、
事
業
内
容
は
豊
川、
沼
ノ
端
コ
ミ
セ

ン
と
殆
ど
同
じ
で
、
市
職
員
も
常
駐
し
効
率
的
な
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

苫
小
牧
市
植
苗
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
が
平
成
九
年
(九
七)
八
月
十
日、
全
面
オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
日
落
成
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

が
行
わ
れ、
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
地
域
住
民
な
ど
関
係
者
七
五
人
が
完
成
を
祝
っ
た。
町
内
会
館
機
能
ゾ
ー
ン
は
六
月
七
日
に
す

で
に
完
成
し
一
部
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
が、
同
日
で
全
面
開
館
と
な
っ
た
。

館
年平
成
5
年
度

7
年
度

6
年
度 度

二
九
四

二
九
五

二
九
五

開
館
日
数

三
九、五
五六

四
〇、六

一七

図
書
室

一五、九
八
一

一六、二
九
八

一七、八
六
八

五
、六
〇三

六
、三
〇
四

六、八
九五

三
七、〇
九三

四
一、五
七
五

体
育
館

そ
の
他
|

四
九、九八

〇
四
九、五三

八
四
九、〇
六
五

合

一四
八、二
一三

一五
一、三
三
二

一五
六、七

一五 計

苫
小
牧
市
コミ
セン
・
フ
ァミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況
(単
位
人
)

豊
老
人
室

四
一、五

一二

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

四
一、三
七
五
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9
年
度

8
年
度

平
成
7
年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

平
成
5
年
度

9
年
度

平
成
8
年
度

一八
九

二
九
五

二
九
五

二
九
四

二
九
五

二
九
五

二
九
五

二
九
五

二、二
四
五

三
、六
六
五

三、九
五
〇

三
、七
九
六

三
九〇
二

四、四二
二

四
〇
、七
八
四

四
〇、二

九
〇

一、
四
八
九

九
、〇
三
七

九
、六
二
四

九、一七三
八、三
七
五

八
、〇
七三

一二三
四
五
七

一六
、一八

四

八
〇
三

二、一
二三

二、四二
七

二、六八
四

二
、六
七
九

三
、〇
八
四

五
、九
一
七

六、一
一六

八
五
五

一九、九
八
〇

二
二、四

七
四

二
五、〇三

五
一九、五

四
八

二
三
、二
四
七

三
四、四

九
六

三
七
、二
一
一

一、
七
五
一

二
二
、三
〇
〇

二
一
、七
七
九

二
一
、〇
四六

二
三
、八
五
七

二
一、三

三
七

五
六
、七
九三

五
二、〇
〇
七

七、
一四三

五
七、〇
九五

六
〇、二

五
四

六
一、七三

四
五
八、三
六
一

六
〇
、一
六三

一五
一、四

四
七

一五
一、八
〇
八

(1)
『苫
小
牧
市
史丨
下
巻
』
昭
和
五
十
二
年
苫
小
牧
市

(2)
『苫
小
牧
教
育
史
』
平
成
五
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

『苫
小
牧
民
報
』
昭
和
五
十
一
年
二
月
十
八
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『第
四
回
定
例
苫
小
牧
市
議
会
会
議
録
』
昭
和
五
十
八
年
九
月
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局

(4)
『苫
小
牧
東
部
工
業
地
帯
埋
蔵
文
化
罪
分
布
調
査
』
昭
和
五
十
二
年
苫
小
牧
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セン
タ
ー

(
5
)

『苫
小
牧
市
の
教
育
』
平
成
十
年
度
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

(
6
)
『苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
建
設
誌』

(7)
平
成
二
年
苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館

『移
動
図
書
館
二
〇
年
の
歩
み
』
平
成三
年
苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館、
『と
ま
こ
ま
い
図
書
館
要
覧
・
一九
九
八
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
立

(
8
)

図
書
館
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(3)



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

(9)(10)
『と
ま
こ
ま
い
図
書
館
要
覧
・
一九
九
九
』
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館

(1)(12)
『公
民
館
四
五
年
の
足
跡』

平
成
十
年
苫
小
牧
市
公
民
館

三
、
青
少
年

問
題

対 青

少
苫
小
牧
市
で
は
青
少
年
が
良
い
環
境の
も
と
で
心
身
と
も
に
健
や
か
に、
の
び
のび
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い、
市

教
委
に
青
少
年
課
を
設
置
し
て、
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て
健
全
育
成
対
策
や
非
行
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

策 年

た
。中
期
社
会
教
育
計
画
や
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
の
中
に
も
そ
の
展
望
が
み
ら
れ、
さ
ら
に
ま
た、
各
年
度
ご
と
に
青
少
年
対
策
の
基

本
計
画
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
主
な
年
度
の
推
進
目
標
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

・
推
進
目
標
及
び
重
点
事
項

昭
和
五
十二
年
度
(一
九
七
七)

1
地
域
活
動
体
制
の
整
備

1
青
少
年
委
員
制
度
の
強
化、
2
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
養
成
確
保
。

2
家
庭
に
お
け
る
健
全
育
成
意
識
と
責
任
の
強
調

1
家
庭
機
能
の
理
解、
2
家
庭
機
能
の
回
復。

3
勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
推
進、

1
職
場
外
生
活
の
充
実、
2
勤
労
青
少
年
の
ス
ポー
ツ
活
動
の
強
化、
3
職
業
生
活
の
動
向
と
そ
の
安
定。
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4
非
行
防
止
体
制
の
強
化
と
非
行
対
策
の
充
実

1
地
域
補
導
体
制
の
充
実、
2
非
行
少
年
対
策
の
強
化

昭
和
五
十
四
年
度
(一
五
七
九
)

1
家
庭
教
育
の
振
興

1
健
全
な
家
庭
づ
く
り
の
促
進、
2
家
庭
教
育
学
習
の
充
実、
3
老
人
パ
ワ
ー
の
有
効
活
用

2
地
域
社
会
に
お
け
る
育
成
活
動
の
促
進

1
団
体
活
動
の
促
進、
2
指
導
者
の
養
成
確
保
と
地
域
指
導
体
制
の
充
実、
3
青
少
年
委
員
制
度
の
強
化、
4
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
促
進。

3
勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進

1
健
全
な
余
暇
活
動
の
充
実、
2
勤
労
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
振
興
、
3
職
場
生
活
の
安
定
。

4
非
行
防
止
活
動
の
充
実

1
補
導
体
制
の
強
化
充
実、
2
多
発
非
行
の
防
止
対
策
の
強
化、
3
青
少
年
相
談。

昭
和
六
十
二
年
度
(一
九
八
七)

1
健
全
な
家
庭づ
く
り
、
2
地
域
活
動
の
活
性
化、
3
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
。

1
健
全
育
成
対
策

2
非
行
防
止
対
策

1
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
非
行
防
止
、
2
社
会
環
境
の
浄
化、
3
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化

3
勤
労
青
少
年
対
策

1
文
化
趣
味
活
動
へ
の
参
加
促
進、
2
研
修
事
業
促
進、
3
交
流
事
業
促
進
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平
成
五
年
度
(一
九
九
三
)

1
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

1
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
育
成
団
体
活
動
推
進、
2
地
域
活
動
の
活
性
化、
3
芸
術
文
化
活
動
の
奨
励、
4
自
然
環
境
の
活
用
と
科
学
知
識
の
涵
養、

5
学
校、
行
政
な
ど
関
係
機
関
の
施
策
の
充
実
と
各
団
体
に
対
す
る
支
援、
6
国
際
交
流
の
促
進、
7
生
涯
学
習
の
推
進、
8
学
校
週
五
日
制
の
支
援

2
青
少
年
の
た
め
の
環
境
の
整
備

通
事
故
防
止
対
策
の
促
進、
5
有
害
環
境
浄
化
活
動
の
促
進
、
6
各
種
施
設
の
整
備
充
実
、
7
児
童
生
徒
指
導
の
積
極
的
支
援
。

1
健
全
な
家
庭
づ
く
り
の
た
め
に
積
極
的
支
援、
2
街
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
社
会
参
加
の
促
進、
3
雇
用
の
促
進
と
福
祉
の
増
進、
4
交

・

3
青
少
年
非
行
の
防
止

1
非
行
防
止
体
制
の
充
実
と
指
導
活
動
の
促
進、
2
非
行
少
年
の
指
導
並
び
に
援
助、
3
広
報
活
動
の
強
化、
4
地
域
活
動、
団
体
活
動
の
推
進。

(『市
政
概
要
』
昭
和
五
十
二
年
度
・
五
十
四
年
度
・
六
十
二
年
度
・
平
成
五
年
度
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局)

こ
の
よ
う
に
本
市
の
青
少
年
対
策
は
毎
年
推
進
目
標、
推
進
項
目、
推
進
内
容
が
設
定
さ
れ
て
根
強
い
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
平

成
十
年
度
(九
八)
に
は
「青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
の
浄
化
を
図
る
た
め、
親
の
意
識
を
変
え
る
学
習
の
場
の
拡
大」
を
重
点
に
進
め

(1)

ら
れ
た
が、
大
項
目
で
は
平
成
五
年
度
の
も
の
と
あ
ま
り
か
わ
ら
ず
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
傾
向
に
あ
る
。

青
少
年
問
題
は
教
育
、
福
祉、
労
働、
保
健
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り、
そ
の
対
策
は
各
領
域
の
基
本
施
策
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い

る
が、
実
施
の
機
関
の
連
絡
調
整
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
青
少
年

青
少
年
問
題
協
議
会
は、
昭
和
二
十
四
年
(四
九)
に
総
理
府
(現
総
務
省)
に
中
央
青
少
年
問
題
協
議
会

問
題
協
議
会
の
設
置
が
設
置
さ
れ、
そ
の
設
置
法
に
よ
り
都
道
府
県、
市
町
村
に
お
い
て
も
地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
を
置
く
こ
と

が
出
来
る
と
し
、
会
長
は
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
を
も
っ
て
充
て
る
と
さ
れ
た
。
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地
方
青
少
年
問
題
協
議
会
は、
1
青
少
年
の
指
導、
育
成、
保
護
及び
矯
正
に
関
す
る
総
合
的
施
策
の
樹
立
に
つ
き
必
要
な
重
要
事
項

を
調
査
審
議
す
る
。
2
青
少
年
の
指
導、
育
成、
保
護
及び
矯
正
に
関
す
る
総
合
的
施
策
の
適
切
な
実
施
を
期
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係

行
政
機
関
の
連
絡
調
整
を
図
る
こ
と
、
3
当
該
地
方
公
共
団
体
や
区
域
内
の
関
係
行
政
機
関
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
と
あ

(2)

苫
小
牧
市
青
少
年
問
題
協
議
会
は
昭
和三
十
一
年
(五
六)
九
月
一
日
に
「苫
小
牧
市
青
少
年
問
題
協
議
会
条
例」
を
交
付
し
て
設
置

し
た
。

(設
置
) 苫
小
牧
市
青
少
年
問
題
協
議
会
条
例
(昭
和
31年
9
月
1
日
条
例
第
16号)

第
1
条
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
法
(昭
和
28年
法
律
第
8
号)
に
基
づ
き、
苫
小
牧
市
青
少
年
問
題
協
議
会
(以
下
「協
議
会
」
と
い
う
)
を
設
置
す

る。

(委
員
)市
議
会
議
員

関
係
行
政
機
関
の
職
員

15名
以
内

1
名
以
内

3
名
以
内

第
2
条
協
議
会
の
委
員
は
次
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
り
任
命
す
る
。

3 2 1学
識
経
験
者

2
前
項
第
3
号
の
委
員
の
任
期
は
2
年
と
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

(会
長
及
び
副
会
長)

第
3
条
会
長
は
会
務
を
総
理
す
る
。

2
協
議
会
に
副
会
長
1
名
を
置
き、
会
長
が
委
員
の
中
から
指
名
す
る
。
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市
史
(追
補
編)

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

3

付
則

第
4
条
法
令
及
び
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
外、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
会
長
が
定
め
る
。

(補
則
)

(『苫
小
牧
市
例
規
類
集』

平
成
十
年
十
月
加
除
分
苫
小
牧
市
)

こ
の
条
例
は、
公
布
の
日
から
施
行
す
る
。

苫
小
牧
市
の

苫
小
牧
市
に
は
青
少
年
団
体
及
び
関
連
団
体
は、
こど
も
会、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダー
会、
海
洋
少
年
団、
ボ
ー
イ
ス

青
少
年
団
体
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト、
こど
も
会
支
援
団
体
な
ど
が
あ
る
。
こ
のう
ち、
昭
和
五
十
六
年
(八
一)
現
在
の
市

補
助
団
体
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
市
の
青
少
年
育
成
団
体
一
覧
(単
位
人)

名ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
苫
小
牧
第
一
団

苫
小
牧
B
B
S
会

苫
小
牧
海
洋
少
年
団

苫
小
牧
市
つ
み
き
の
会

苫
小
牧
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会 称

昭
和
52年
10月

23日

昭
和
62年
10月

23日

昭
和
18年
5
月
6
日

昭
和
41年
1
月
16日

昭
和
13年
2
月
2
日

昭
和
43年

8
月
1
日

昭
和
42年
7
月
1
日

設
立
年
月
日
会
員
数

" 「そ
な
え
を
つ
ね
」
に
標
語
に
奉
仕
の
精
神
を
身
に
つ
け、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
、
社
会
に
役
立
つ
青
少
年
を
育
て
る
。

八八

愛
と
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き、
非
行
少
年
の
更
正、
明
朗
な
青
年
社
会
の
建
設
に
役
立
て
る
。

海
に
親
し
み
な
が
ら
二
つ
の
ち
か
い、

一〇
の
お
き
て
を
通
じ
て
海
を
訓
練
の
場
と
し
、
規
律、
活
動
を
通
し
社
会
人
の
育
成

地
域
子
ど
も
会
の
育
成
強
化
を
図
り、
組
織
的
な
子
ど
も
会
活
動
を
促
進
す
る
た
め
相
互
連
携
及び
研
修
を
行
う
。

地
域
子
ど
も
会
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、
育
成
者、
指
導
者
の
資
質
向
上
を
図
り、
子
ど
も
会
の
健
全
な
活
動
の
促
進
を
図
る

的

四
九
少
女
一人
一
人
の
豊
か
な
可
能
性
を
開
発
し、
品
性、
知
性、
能
力
を
も
っ
て
社
会
に
役
立
つ
市
民
に
な
る
よ
う
育
成
す
る
。

(『議
会
要
覧
昭
和
五
十
六
年
版
』
昭
和
五
十
六
年
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局)

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
北
海
道
第
二
〇
団

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
苫
小
牧
第
二
団

九
二 一三

一四七 二
五

一四〇

目
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苫
小
牧
市
少
年

苫
小
牧
市
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
は
昭
和三
十
五
年
(六
〇
)
六
月
一
日
に
苫
小
牧
市
青
少
年
補
導
セン
タ
ー
と
し

指
導
セ
ン
ター

て
設
置
さ
れ
た。
同
五
十
二
年
度
(七
七
)
に
は
一九
八
人
の
補
導
委
員
が
委
嘱
さ
れ、
市、
警
察、
学
校
な
ど
の

関
係
機
関
や
民
生
委
員、
保
護
司
等
の
関
係
団
体
と
密
接
な
連
携、
協
力
を
と
り
な
が
ら
、
組
織
的
計
画
的
に
補
導
活
動
を
展
開
し
て
き

た。
主
な
活
動
は、
駅
、
映
画
館、
喫
茶
店、
デ
パ
ー
ト、
遊
技
場、
公
園、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル、
盛
り
場
な
ど
の
街
頭
補
導、
列
車
添
乗
補

導
、
少
年
相
談、
継
続
補
導、
各
種
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

平
成
五
年
(九
三
)
に
は
苫
小
牧
市
少
年
指
導
セン
タ
ー
と
改
称
し、
少
年
を
非
行
から
守
り
、
不
幸
な
少
年
を
出
さ
ぬ
よ
う
に
日
夜

努
力
し
て
い
る。

刑
法
犯
少
年
補
導
数
(単
位
人
)

(『市
政
概
要
各
版
』
平
成
元
年
・
同
三
年
・
同
五
年
・
同
七
年
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局
)

内
女
子
数

全 区

体
数 分

三
九

三三
〇

昭
和
61年

七
四

三三
六
七

昭
和
62年

七
九

三
三三六

昭
和
63年

五
六

三
〇
六

平
成
元
年

二三

二
四
七

平
成
2
年

四三

一八
八

平
成
3
年

三六

一五
九

平
成
4
年

三三二

一四三

平
成
5
年

四
六

一
一四

平
成
6
年
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会

(2)
『現
行
法
規
総
覧
4
行
政
一
般
』
平
成
十
年
十
月
加
除
分
第
一
法
規



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

四、
児
童
施

設

児
童
館

苫
小
牧
市
に
西
弥
生
児
童
館
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和三
十
九
年
(一
九
六
四)
一月
五
日
の
こ
と
で
あ
る。
こ
れ

の
新
設
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童
厚
生
施
設
と
し
て、
健
全
な
遊
び
や
運
動
を
通じ
て
、
本
市
に
お
け
る
児
童
の
健
康
を

増
進
し
、
及
び
情
緒
を
豊
に
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
っ
た
。
ま
た、
そ
の
目
的
は
次
の
と
通
り
で
あ
る
。

5 4 3 2 14

健
全
な
遊
び
を
通
し
た
児
童
の
指
導
に
関
す
る
こ
と

運
動
に
親
し
む
習
慣
の
形
成
及
び
体
力
増
進
の
た
め
の
児
童
の
指
導
に
関
す
る
こ
と

児
童
の
遊
び
及
び
運
動
の
場
の
提
供
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
組
織
活
動
の
育
成
助
長
及
び
そ
の
指
導
者
の
育
成
の
養
成
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
市
長
が
第
一
条
の
目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
る
事
業

5

(『苫
小
牧
市
例
規
類
集
3
』
平
成
十
年
十
月
加
除
分
苫
小
牧
市)

西
弥
生
児
童
館
は
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
同
五
十
五
年
(八
〇
)
秋
に
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
が
、

新
児
童
館
は
同
五
十
六
年
(八
一)
一月
十
日
に
完
成
し
た。
同
館
は
軽
量
鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
平
屋
建
て
約二
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で

約
一
・
八
倍
に
拡
大
さ
れ
た
。
工
事
費
は
四、
六
〇
〇
万
円
で、
こ
の
う
ち
四、
〇
〇
〇
万
円
は
通
産
省
の
工
業
再
配
置
促
進
補
助
を
受

け
た
。
定
員
六
〇
人
で
募
集
地
区
は
矢
代、
新
富、
青
葉、
大
成、
白
金、
弥
生
の
六
町
内
の
四、
五
歳
児
で、
小
中
学
生
に
も
開
放
し

利
用
拡
大
を
図
る
こ
と
に
し
、
充
実
し
た
児
童
館
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

住
吉
児
童
セ
ン
タ
ー
は
市
内二
番
目
の
児
童
館
と
し
て
平
成
六
年
(九
四)
八
月
八
日
に
住
吉
町
二
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
し
た。
市
消
防

署
住
吉
出
張
所
北
側
に
あ
り、
敷
地二
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
建
物
の
床
面
積
は
三
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル、
木
造
一
部
鉄
骨
造
り、

870



平
屋
建
て
で
室
内
体
育
館、
遊
戯
室
、
図
書
室
、
集
会
室
が
あ
る
。

緑
、
明
野、
清
水
小
学
校
区
の
一
〇
町
内
会
の
青
少
年
委
員
等
で
、
住
吉
児
童
セン
タ
ー
運
営
協
議
会
が
平
成
六
年
(九
四)
四
月
二

十
六
日
発
足
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
コミ
ニ
ュテ
ィー
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に

そ
の
下
に
運
営
委
員
会
の
「ふ
れ
あ
い
部
会
」
「お
楽
し
み
部
会」
「遊・ゆ

う
部
会
」
「児
童
ク
ラ
ブ
部
会
」
の
四
部
会
が
設
け
ら
れ、
年

間
行
事
計
画
へ
の
助
言、
文
化
活
動
の
促
進、
母
親
ク
ラ
ブ
の
育
成、
児
童
の
体
力
増
進、
留
守
家
庭
児
童
会
の
運
営
な
ど
に
参
画
す
る

こ
と
に
し
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
懸
命
な
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

日
新
児
童
セン
タ
ー
は
市
内三
館
目
の
児
童
館
と
し
て
平
成
九
年
(九
七
)
四
月
一
日
に
日
新
町
三
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
館
は

木
造
一
部
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
、
延
べ
三
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
図
書
コー
ナ
ー
集
会
室
を
兼
ね
た
ミ
ニ
ホ
ー
ル、
運
動
室、
児
童
ク
ラ

ブ
室
、
事
務
室
、
器
具
室、
調
理
室
な
ど
を
設
置、
総
工
費
は
約
一
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
で、
こ
の
う
ち
三
分
の
一
は
厚
生
省
の
補
助
を

受
け
た
。
本
館
に
は
児
童
厚
生
員
の
四
人
の
職
員
が
常
駐、
家
庭
教
育
相
談
を
実
施
す
る
専
門
指
導
員
も
配
置
さ
れ
て
お
り、
同
館
の
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。

沼
ノ
端
児
童
セ
ン
タ
ー
は
市
内
東
部
地
区
初
の
児
童
館
と
し
て
平
成
十
一
年
(九
九
)
十
一
月
一
日、
沼
ノ
端
コ
ミ
セン
に
隣
接
し
た

地
域
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
建
物
は
木
造
一
部
鉄
筋
造
り
平
屋
建
て、
延べ
面
積
三
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で、
運
動
室、
集
会
室
、
図
書
室、

調
理
室、
集
会
室
、
児
童
クラ
ブ
室
等
を
設
け、
総
工
費
は
約
一
億二
、
〇〇
〇
万
円
で
あ
っ
た。
屋
根
の
あ
る
公
園と
し
て
活
用
さ
れ、

児
童
厚
生
員
四
人
の
職
員
が
常
駐
し、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
解
放
す
る
ほ
か、
沼
ノ
端
小
学
校
の
留
守
家
庭
児
童
学
級
の
子
ど
も
クラ

ブ
も
利
用
し
て
い
る
。

西
弥
生
児
童
館、
住
吉
児
童
セ
ン
タ
ー
、
日
新
児
童
セ
ン
タ
ー
、
沼
ノ
端
児
童
セン
タ
ー
の
四
館
は
「苫
小
牧
市
児
童
館
条
例」
の
適

用
館
で
あ
る
。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

大
成
こ
ど
も

大
成
こ
ど
も
交
流
館
は
昭
和
四
十
七
年
(七
二
)
建
築
の
旧
苫
小
牧
第二
幼
稚
園
(大
成
分
館)
を
改
築
し
た
もの

交
流
館
で
あ
っ
た
。
大
成
分
館
が
廃
止
に
な
っ
て
か
ら
大
成
小
学
校
の
留
守
家
庭
児
童
学
級
が
そ
の
一
部
を
使
用
し
て
い
た
か

ら、
改
築
に
あ
た
っ
て
も
留
守
家
庭
学
級
の
使
用
が
前
提
に
あ
っ
た。
こ
の
た
め、
他
の
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
館
と
は
異
な
り、
苫

小
牧
市
大
成
こ
ど
も
交
流
館
条
例
に
基
づ
く
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
。

改
築
工
事
は
平
成
八
年
(九
六)
三月
十
六
日
に
完
了
し
た
が、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボー
ル
の
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
や
一
輪
車
の
練
習
用
手
す
り

を
設
け
た
遊
戯
室
を
開
設、さ

ら
に
留
守
家
庭
児
童
会
が
主
に
使
用
す
る
集
会
室
や
図
書
室
な
ど
の
ほ
か
和
室
の
休
憩
室
も
設
け
ら
れ
た。

集
会
室
と
図
書
室
に
は
メ
ル
ヘ
ン
調
の
ジ
ャ
ン
ボ
壁
画
も
飾
ら
れ、
全
体
的
に
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
内
装
と
な
っ
た
。

同
交
流
館
は
遊
び
や
運
動
を
通
し
て
こ
ど
も
の
交
流
を
助
長
し、
こ
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
で
あ
り、
事
業
内
容
は
次
の
通
り

で
あ
っ
た
。

3 1

遊
び
や
運
動
の
場
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
、

遊
び
や
運
動
を
通
し
た
生
活
指
導
等
に
関
す
る
こ
と
、

(『苫
小
牧
市
例
規
類
集
3
』
平
成
十
年
十
月
加
除
分
苫
小
牧
市)

こ
の
よ
う
に
児
童
館
は
市
長
の
所
管
で
あ
っ
た
の
に
対
し、
こ
ど
も
交
流
館
は
社
会
教
育
施
設
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
所
管
で
あ
っ

た
。
苫
小
牧
市
大
成
こ
ど
も
交
流
館
は
同
八
年
四
月
一
日
に
四
人
の
常
駐
職
員
を
配
置
し
て
オー
プ
ン
し
た
。

苫
小
牧
市
児
童
館、
児
童
セ
ン
タ
ー
・
こど
も
交
流
館
利
用
状
況
(単
位
人
)

西
弥
生
児
童
館

区

幼

分児

平
成
5
年
度

二、二
五
三

平
成
6
年
度

一、八八
七

平
成
7
年
度

二、
一一八

平
成
8
年
度

一、三
三
九

平
成
9
年
度

一、五
六〇

平
成
10年

度

一、三
七
五

872

4 2

遊
び
や
運
動
の
指
導
、
研
修
等
に
関
す
る
こ
と
、

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
前
条
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
事
業、

(2)
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(2)
『苫
小
牧
市
例
規
類
集
3

注
(1)

『苫
小
牧
市
例
規
類
集
3

一三三
六
七二

三
三三
七

一、
一八
二

六、九
〇
〇

一六、八
七
七

二、五五三
一、二
九
九

一〇
、四
五〇

二、五
八
五

二三、四
二
四

二、八
五
五

六
二
九

八、、〇
五三

一六、六
六
八

二、五
四
七

一、七三六
一〇、二

〇
七

一三一
三
六

二、四
九
九

四
六
〇

八
、〇
五
九

一三
く
五
八
八

一、九
一三
一九
七

一〇
、五六

一
九
一七

一三、四一
九

一、七
八
二

一、
一〇
四

九、二
四
二

一、二
九
一

一二
、四
四
五

二、三
六
一

四
五
九

八、二
八
九

一八、、四
四
〇

四、三
〇
〇

四
八
七

一〇、七
九〇

二、八
六
三

一二
、三
〇
九

一、二
八三
四
九
九

九、四
一〇

一、一
一七

一二、〇
四〇

二、五
二
四

七
一六

七、四六
一

一、三
三
九

一一、八
八
八

二、〇
一三
四三
五

七、八
八
〇

二〇
、七
四
七

四、八
八八
六
七
七

一二、六
九三

三
、四八
九

一五、八
八
六

二
、八
六二
二
七二

一〇
、四
四
一

二、
三
一
一

一六、三
六
五

四、三
七
六

九
七三

七
、六二

七
三
三
八
九

九、六
六
六

一、六
八
七

二
四
八

六
、三
五
六

計
一 中 小 幼
学 学 計

一 中 小 幼
学 学

般 生 生 児

住
吉
児
童
セ
ン
タ
ー

一 中 小
計計学 学

般 生 生児 般 生 生

一 中 小 幼
計 学学
般 生 生 児

大
成
こ
ど
も
交
流
館

日
新
児
童
セ
ン
タ
ー

(『苫
小
牧
市
統
計
書
』
各
年
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

苫
小
牧
市
大
成
こ
ど
も
交
流
館
条
例
』
平
成
十
年
十
月
加
除分

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市
児
童
館
条
例』

平
成
十
年
十
月
加
除
分
苫
小
牧
市

二
、
一七
八
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)第
二
節
文
化
振
興

一、
文
化
振
興
と
文
化
財

苫
小
牧
市
の

文
化
振
興
策

近
年
は
生
涯
学
習
時
代、
高
度
情
報
化
時
代
と
呼
ば
れ、
著
し
い
社
会
の
変
動
と
共
に
人
び
と
の
持つ
価
値
観
も
変

わ
っ
て
き
た
。
こ
の
社
会
変
化
に
主
体
的
に
対
応
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
や
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
、

市
民
の
自
発
的
な
学
習
・
文
化
活
動
が
年
活々
発
化
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
自
ら
学
ぼ
う
、
楽
し
も
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り、

こ
の
市
民
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た
め、
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
て、
体
制
の
整
備、
充
実
に
努
め
て
き
た
。
ま
た、

郷

土
文
化
財
を
保
護
し、
地
域
に
根
ざ
し
た
芸
術
・
文
化
の
振
興
を
図
る
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

1

市
民
文
化
の
振
興
で
は、
1
地
域
に
根
ざ
し
た
豊
か
な
芸
術
・
文
化
を
育
む
施
策
の
実
施、
2
優
れ
た
芸
術
・
文
化
の
鑑
賞
機
会
の
拡

充
、
3
市
民
の
創
作
・
発
表
活
動
の
機
会、
場
の
提
供、
4
芸
術
・
文
化
団
体
等
へ
の
助
成
と
活
動
の
推
進、
5
文
化
財
の
保
護
、
整
備、

活
用
の
促
進、
6
郷
土
芸
能
の
育
成、
支
援
を
方
策
と
し
て
挙
げ
て
い
た。
そ
の
推
進
内
容
は、
市
民
文
化
で
は
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め、
優
れ
た
芸
術
・
文
化
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に、
市
民
の
芸
術
・
文
化
活
動
を
促
進
し
郷

土
文
化
創
造
気
運
の
高
揚
に
努
め
る
と
し
て
い
た。
文
化
財
の
保
護
の
推
進
内
容
で
は、
先
人
の
文
化
遺
産
の
調
査
研
究
活
動
と
そ
の
保

存
に
努
め、
文
化
財
の
周
知
を
図
り
郷
土
理
解
の
促
進
に
努
め
る
こ
と
を
推
進
方
針
と
し
て
い
る
。

苫
小
牧
市
の
行
っ
て
い
る
文
化
事
業
に
は、
市
民
の
文
化
・
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
る
「苫
小
牧
市
民
文
化
祭」
が
あ
る
。
同
文
化
祭
は
昭
和
二
十
四
年
(一
九
四
九)
十
一
月
に
第
一
回
文
化
祭
を
行
い、
平
成
十
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一年
(九
九
)
に
は
第
五
十
一
回
目
を
迎
え
て
お
り、
毎
年
文
化
の
日
を
中
心
に
展示
部
門、
ス
テー
ジ
部
門、
文
芸
部
門
、
地
域
文
化

祭
、
(五
地
区
)
な
ど
が
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る。

第
五
一
回
苫
小
牧
市
民
文
化
祭
(平
成
十
一
年)

総
合
展
示
発
表
十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
三
日
市
総
合
体
育
館

手
芸
展
、
ち
ぎ
り
絵
展、
西
洋
陶
芸
ア
ラ
カ
ル
ト
展
、
工
芸
展、
写
真
展
、
陶
芸
展、
郵
便
切
手
展
、
ペ
ン
字
展、
書
道
展、
小
中
学
校

書
道
展、
華
道
展、
教
育
美
術
展、
美
術
協
会
受
賞
者
選
抜
展、
お
茶
展

菊
花
展

市
民
俳
句
大
会

九
月
二
十
六
日

十
月
十
七
日

市
文
化
会
館

十
月
二
十
三
日

十
月
二
十
四
日

市
民
会
館

市
文
化
会
館

十
一
月
三
日

発
行

(『広
報
と
ま
こ
ま
い
M.一
五
四
〇
』
平
成
十
一
年
九
月
二
十
五
日
号
苫
小
牧
市)

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
で
は、
昭
和二
十
九
年
度
(五
四)
か
ら
社
会
教
育
功
労
者
及
び
同
団
体
表
彰
を
行
っ
て
き
た
が、
同
六
十
二

年
度
(八
七)
か
ら
苫
小
牧
市
文
化
賞、
同
文
化
奨
励
賞
と
改
め
た。
な
お、
表
彰
者
に
つ
い
て
は
第
一
編
第
一章
の
「各
種
表
彰」
を

参
照
の
こ
と
。

苫
小
牧
市
文
化
振

昭
和
四
十
四
年
(六
九)
十
二
月、
胆
振
管
内
二
市
一三
町
村
が
胆
振
地
域
の
統
合
文
化
団
体
と
し
て
「胆
振

興
連
絡
協
議
会
文
化
振
興
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
苫
小
牧
市
に
は
各
種
の
文
化
団
体
が
組
織
的
に
活
動
す
る
た
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市
民
川
柳
大
会

小
中
学
校
音
楽
発
表
会

小
中
学
校
演
劇
発
表
会

苫
小
牧
市
民
文
芸
誌 十
月三
十
一
日
～
十
一
月
三日

市
サン
ガ
ー
デ
ン

ア
イ
ビ
ー
・
プ
ラ
ザ
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め
に
、
何
ら
か
の
形
で
統
一
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。

折
し
も
文
化
団
体
の
活
動
を
一
層
充
実、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
連
絡
機
関
を
設
置
し
よ

う
と
い
う
気
運
が
熟
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り、
昭
和
四
十
五
年
(七
〇
)
二
月、
苫
小
牧

市
文
化
振
興
連
絡
協
議
会
(文
振
連)
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し
た
。
同
準
備
委
員
会

と
市
教
育
委
員
会
は
各
団
体
に
対
し
設
立
趣
意
書
を
配
布
し
賛
同
を
募
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
結
果、
加
盟
回
答
を
寄
せ
た
団
体
は
一
八
団
体、
一、
五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が、
さ

ら
に
趣
旨
の
浸
透
を
図
っ
て
勧
誘
を
続
け
た
。
こ
う
し
た
経
過
の
中
で
同
四
十
五
年
四
月

二
十
五
日、
設
立
総
会
が
開
か
れ、
苫
小
牧
市
文
化
振
興
連
絡
協
議
会
(矢
嶋
潔
会
長)

が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

�炸票票�院

文振連創立10周年記念式典

そ
の
後、
苫
小
牧
市
の
文
化
団
体
は
年
増々
加
の
一
途
を
た
ど
り
同
五
十
年
度
(七
五
)

の
文
振
連
加
盟
団
体
は
二
七
団
体、
各
団
体
傘
下
数
は
一
七
五
団
体、
会
員
総
数
は
七、

八
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
文
化
団
体
に
と
っ
て
最
大
の
悩
み
は
会
場
難
で
あ
り
、

ど
の
団
体
に
と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
文
振
連
は
会
場
難
解
消
に
乗
り
出
し
、
同
五
十
一
年
(七
六
)
三
月、
文
化

会
館
建
設
推
進
委
員
会
を
設
置し
て、
市
に
対
し
て
建
設
の
要
望
書
を
提
出
す
る
一
方、
文
振
連
会
員
に
よ
る
文
化
会
館
建
設
推
進
募
金

運
動
を
行
い、
約
一三
〇
万
円
の
建
設
基
金
を
寄
付
し
た
。

(2)
文
振
連
提
案
の
要
望
が
概
ね
採
択
さ
れ
た
市
文
化
会
館
は、
同
五
十
四
年
(七
九
)
十
一月
三
日
オー
プ
ン
し
た
。
こ
の
文
化
会
館
の

誕
生
は
文
振
連
二
〇
年
余
の
足
跡
の
中
で
も
歴
史
に
残
る
最
大
の
業
績
で
あ
っ
た
と
い
え
る。

創
立
二
五
周
年
を
迎
え
た
平
成
七
年
(九
五
)
七
月
現
在、
文
振
連
へ
の
加
盟
団
体
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お、
加
盟
団
体
名
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の
文
化
団
体
の
内
容
は
『文
振
連二
五
周
年
記
念
誌』
や
『苫
小
牧
市
公
共
施
設
サー
ク
ル
名
簿
』
を
参
照
さ
れ
た
い。

苫
小
牧
邦
舞
協
会

新
舞
踊
む
つ
み
会

苫
小
牧
創
作
舞
踊
連
盟

苫
小
牧
琵
琶
同
好
会

区
連
合
会

北
海
道
民
謡
協
会
苫
小
牧
支
部
地

合
会

北
海
道
民
謡
連
盟
苫
小
牧
地
区
連

昭
和
45年
6
月
30日

苫
小
牧
民
謡
連
合
会

苫
小
牧
三
曲
会

苫
小
牧
謡
曲
同
好
会

苫
小
牧
詩
吟
団
体
連
合
会

連
合

会
名

称

昭
和
45年

6
月
1
日

昭
和
51年

4
月
22日

昭
和
31年
10月

1
日

昭
和
21年

6
月
1
日

昭
和
51年
6
月
20日

昭
和
46年

4
月
10日

昭
和
55年
4
月
1
日

昭
和
31年
5
月
1
日

昭
和
51年

6
月
1
日

設
立
年
月
日

昭
和
45年
8
月
1
日

昭
和
51年

4
月
2
日

昭
和
52年

4
月
1
日

昭
和
46年

4
月
10日

昭
和
55年
4
月
1
日

昭
和
46年

4
月
10日

昭
和
46年

4
月
10日

昭
和
45年

4
月
20日

昭
和
51年
5
月
10日

昭
和
51年

6
月
15日

加
盟
年
月
日

一 四 三 1

1
1

八 二

一
二

1 三

会
員
数

二三
八

六
六

二
四
八 五 六

四
二
六

六
四
二

一五
四

四
二

所

会、
扇
勝
会
、
藤
之
会
、
若
梅
正
流
吉
樹
会、
奏
の
会
、

北
扇
会
、
鯉
こ
ま
会
、
禄
扇
会
、
鐘
和
会
、
藤
と
し
会
、
藤
奈
美
会、
藤
照
美

舞
踊
同
好
会
、
愛
和
会
、
舞
踊
み
ど
り
会
、
舞
踊
劇
会

ジ
ャ
ズ
ワ
ー
ク
ス
タ
ジ
オ、
苫
小
牧
バ
レ
エ
研
究
所、
向
井
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー

苫
小
牧
琵
琶
同
好
会

民
謡
孝
瑶
会
、

民
謡
春
美
会
、
民
謡
は
ま
な
す
会
、
民
謡
謡
新
会、
民
謡
巴
会
、
民
謡
公
声
会

苫
小
牧
民
謡
協
会、
民
謡
花
水
会、
民
謡
声
友
会、
国
翁
民
謡
会、
民
謡
恵
会

伸
民
謡
連
合
会
、
み
ど
り
民
謡
会、
絃
声
会、
孝
信
民
謡
連
合
会
、

照
翠
民
謡
連
合
会、
観
昇
民
謡
会
、
孝
章
民
謡
三絃
会、
ち
ど
り
民
謡
会
、
正

社
中
(寿
恵
美
会
)、
山
田
流
桜
井
社
中
(寿
恵
美
会
)、
筑
紫
琴
葉
会

若
草
会
)、
生
田
流
日
本
当
道
会
琴
栄
社
中、
生
田
流
日
本
富
道
会
菊
永
社
中

生
田
流
当
道
楽
友
連
盟
絲
音
会
、
琴
古
流
尺
八
、
都
山
流
尺
八、
山
田
流
藤
井

生
田
流
正
派
四
方
の
会、
生
田
流
正
派
秋
庭
社
中、
生
田
流
正
派
西
村
社
中
(

苫
小
牧
観
世
流
謡
曲
同
好
会、
室
生
流
謡
曲
苫
小
牧
喜
雲
会

龍
聖
吟
蝦
夷
流
龍
聖
会
苫
小
牧
支
部

日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
苫
小
牧
支
部、
日
本
国
風
流
詩
吟
吟
舞
会
苫
小
牧
支
部

八
一七

属
団

体
名

苫
小
牧
市
文
化
振
興
連
絡
協
議
会
加
盟
団
体
一
覧
(平
成
七
年
現
在)

所
属
数

....
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苫
小
牧
写
真
連
盟

苫
小
牧
書
道
連
盟

苫
小
牧
軽
音
楽
界

苫
小
牧
軽
音
楽
連
盟

苫
小
牧
軽
音
楽
協
議
会

苫
小
牧
吹
奏
楽
連
盟

苫
小
牧
音
楽
連
盟

苫
小
牧
邦
楽
協
会

苫
小
牧
演
劇
協
議
会

昭
和
50年
10月

21日

昭
和
35年
10月

1
日

昭
和
31年
10月
2
日

昭
和
99年
4
月
2
日

昭
和
54年
4
月
10日

昭
和
4
年2
月
1
日

昭
和
29年
1
月
7
日

昭
和
62年
12月

1
日

昭
和
48年
4
月
1
日

昭
和
30年
1
月
1
日

昭
和
45年

4
月
25日

昭
和
54年
4
月
20日

昭
和
45年

4
月
25日

昭
和
54年
4
月
20日

昭
和
45年
4
月
25日

昭
和
45年

4
月
25日

昭
和
66年

4
月
1
日

昭
和
48年
9
月
1
日

六

八 三 四 二

一八 一〇 四 四

一四三

三
九〇 一
八

五三 七
一

六
八
五

二八
二

三
五

一、
一八
六

北
海
道
写
真
協
会
苫
小
牧
支
部、
全
日
本
写
真
連
盟
苫
小
牧
支
部、
王
子
製
紙

鶴
心
書
道
会、
書
道
棨
心
社、
書
道
誠
心
会

鵬
陽
会、
玄
洋
書
道
会、
渓
臨
書
道
会、
書
道
は
ち
す
葉
会、
恵
心
書
道会、

カ
ン
ト
リ
ー
ワ
ゴ
ン
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ペ
ガ
サ
ス、
ペー
パ
ー
ム
ー
ン

テ
ー
ク
・
オ
フ
)

グ
ル
ー
ビ
ー
、
ジ
ョ
ッ
ピン
、
キ
ン
グ
・
ソ
ロ
モ
ン
、
T
A
K
E
・
O
F
F
(

苫
小
牧
軽
音
楽
連
盟、
苫
小
牧
軽
音
楽
界

演
劇
集
団
「
群
73」、

苫
小
牧
演
劇
鑑
賞
会

弥
栄
朝
会
、
弥
栄
昌
会、
七
美
裕
会、
弥
兵
衛会

苫
小
牧
市
民
管
弦
楽
団、
苫
小
牧
市
合
唱
団、
苫
小
牧
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
団、

苫
小
牧
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
よ
た
ぼう
し、
ギ
ター
同
好
会、
フ
ロ
イデ
ィ
ッ

ヒ
・
コ
ー
ル、
苫
小
牧
音
友
会、
フル
ー
ト
アン
サ
ン
ブ
ル
「ア
マ
ー
ビ
レ
」

苫
小
牧ジ
ュニ
ア
ア
ン
サン
ブ
ル
、
苫
小
牧
ウ
イ
ン
ド
・
アン
サ
ン
ブ
ル

苫
小
牧
市
民
吹
奏
楽
団、
王
子
製
紙
吹
奏
楽
部、
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校

吹
奏
楽
部、
苫
小
牧
東
高
校
吹
奏
楽
部、
苫
小
牧
西
高
校
吹
奏
楽
部、
苫
小
牧

南
高
校
吹
奏
楽
部、
苫
小
牧
工
業
高
校
吹
奏
楽
部、
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
吹

奏
楽
部、
駒
大
苫
小
牧
高
校
吹
奏
楽
部、
苫
小
牧
東
中
学
校
吹
奏
楽
部、
明
倫

中
学
校
吹
奏
楽
部、
啓
北
中
学
校
吹
奏
楽
部、
和
光
中
学
校
吹
奏
楽
部、
啓
明

中
学
校
吹
奏
楽
部、
緑
小
学
校
ス
クー
ル
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
同
好
会、
苫
小
牧

東
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
同
好
会、
豊
川
小
学
校
吹
奏

楽
同
好
会、
苫
小
牧
チ
ェ
ン
バ
ー
ブ
ラ
ス

苫
小
牧
市
教
育
研
究
会
演
劇
教
育
研
究
部
会、
高
文
連
苫
小
牧
支
部
演
劇
部
会
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苫
小
牧
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
盟

苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

苫
小
牧
川
柳
社

苫
小
牧
俳
句
協
会

苫
小
牧
短
歌
協
会

苫
小
牧
文
芸
く
ら
ぶ

日
本
郵
趣
協
会
苫
小
牧
支
部

苫
小
牧
美
術
協
会

苫
小
牧
茶
道
連
合
会

苫
小
牧
手
工
芸
連
盟

苫
小
牧
陶
芸
協
会

苫
小
牧
華
道
連
合

昭
和
3
年
6
月
14日

昭
和
35年

4
月
23日

昭
和
4
年
11月
24日

昭
和
51年
4
月
1
日

昭
和
51年
5
月
17日

昭
和
50年

4
月
18日

昭
和
38年

4
月
1
日

昭
和
14年
9
月
1
日

昭
和
30年
1
月
29日

昭
和
50年
12月
7
日

昭
和
59年

3
月
28日

昭
和
50年
10月

19
日

昭
和
45年
4
月
25日

昭
和
45年

4
月
25日

昭
和
48年
4
月
26
日

昭
和
51年

4
月
26日

昭
和
51年
5
月
20日

昭
和
51年

4
月
21日

昭
和
43年
4
月
20日

昭
和
45年
4
月
25日

昭
和
50年
4
月
1
日

昭
和
11年
1
月
23日

昭
和
49年

4
月
6
日

昭
和
51年

4
月
1
日

四
〇

1 五
一
四 四 1 1 1

五 五 七

二、〇
四
八

六
八

二
八

一六
八

六
六 三 八二

五
〇
〇

九
六

八〇

一、
五
一〇

苫
小
牧
郷
土
文
化
研
究
会

苫
小
牧
川
柳
社

苫
小
牧
ホ
ト
ト
キ
ス
会
、
苫
小
牧
青
女
会

苫
小
牧
や
ま
な
み
俳
句
会
、
ア
カ
シ
ヤ
俳
句
会
苫
小
牧
支
部、
葦
牙
俳
句
会、

八二
牧
支
部、
銀
河
短
歌
会
、
にし
き
ぎ
短
歌
会、
原
始
林
苫
小
牧
短
歌
会

苫
小
牧
文
学
の
会
、
童
話
を
楽
し
む
会、
錨
地
詩
会、
い
ず
み
同
人
会

苫
小
牧
短
歌
会、
ヌプ
リ
短
歌
会、
苫
小
牧
群
帆
短
歌
会、
木
曜
短
歌
会、
白

楊
短
歌
会
、
北
方
短
歌
苫
小
牧
支
部、
ア
ド
ー
ネ
ス
園
短
歌
ク
ラ
ブ
、
は
な
し

ょ
う
ぶ
短
歌
会
、
は
ま
な
す
短
歌
会、
つ
り
ふ
ね
草
短
歌
会、
は
る
に
れ
苫
小

苫
小
牧
郵
趣
協
会
苫
小
牧
支
部

表
千
家
苫
小
牧
和
敬
会、
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
苫
小
牧
支
部

苫
小
牧
美
術
協
会

彫
教
室
苫
小
牧
支
部

ジ
ュ、
パ
ッチ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
、
黒
ばら
会
木

ヴ
ォー
グ
ア
ー
ト
い
な
べ
会
、
現
代
(創
作)
押
し
絵
真
木
の
会
、
デ
コ
パ
ー

ど
陶
芸
会

ど
ろ
ん
こ
陶
芸
会
、
陶
炎
会
、
楽
焼
会
、
縄
文
人
陶
芸
サ
ー
ク
ル
、
な
な
か
ま

華
道
未
生
会、
華
道
未
生
流、
七
彩

小
原
流
苫
小
牧
支
部、
池
坊
苫
小
牧
支
部、
草
月
流
草
の
会
、
草
月
流
草
秋
会

イ
アン
グ
ル
」、
苫
小
牧
フ
ォ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

写
真
部、
た
る
ま
え
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
「ト
ラ

苫
小
牧
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
、
苫
小
牧
木
彫
会、
苫
小
牧
民
舞
白
寿
会、
苫
小
牧
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
習
会
、
文
学
を
楽
し
む
会

ー
ダ
ン
ス
同
好
会、
苫
小
牧
書
道
もえ
ぎ
会
、
ジ
ャ
ズ
ダン
ス
ス
ポ
ッ
ト、
切

り
絵
繭
の
会
、
和
歌
朗
吟
会
、
漢
文
を
読
む
会
、
太
極
拳
ひ
ま
わ
り、
蘭
書
会

ル、
さ
わら
び
会、
切
り
絵
同
好
会、
イン
テ
リ
ヤ
木
彫
サー
ク
ル、
シ
ル
バ

ー
ク
ル
、
赤
い
靴
サー
ク
ル
(フ
ォー
ク
ダ
ン
ス)、

雪
輪会
、
水
曜
会
(水

彩
画)、

「む
ら
さ
き
の
会
」
源
氏
物
語
を
読
む
会、
ハ
ング
ル
文
化
サー
ク

ペン
習
字
クラ
ブ、
苫
小
牧
山
岳
会、
日
舞
歩
実
の
会、
苫
小
牧
七
宝
焼
き
研

究
会
、
苫
小
牧
子
ど
も
劇
場
協
議
会、
中
国
語
会
話
サー
ク
ル、
日
本
野
鳥の

会
苫
小
牧
支
部、
ヨ
ガ
サー
ク
ル
、
苫
小
牧
書
友
会
、
水
曜
会
(絵
画
サー
ク

ル)、
苫
小
牧
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
、
大
正
琴
同
好会
、
ダ
ン
ス
ィ
ン
グ
9
9
9

サン
デ
ー
歌
謡
サー
ク
ル、
は
ま
な
す
会
コ
ー
ラ
ス、
水
彩
会、
ハ
タ
ヨ
ガ
サ

(『文
振
連
創
立
二
五
周
年
記
念
誌
』
平
成
七
年
苫
小
牧
市
文
化
振
興
連
絡
協
議
会
よ
り
、
名
称
等
一
部
修
正
し
て
作
成)

(代)
(氏

(在
任
年
度
)

三
三上

徳
博

昭
和
六
三

～
現
在
に
至
る

二
炭
谷

初
矢
嶋

肇
〃
五
六

5
"
六
二

潔
昭
和
四
五
～
昭
和
五
五

名
)

(在
任
年
度
)

苫
小
牧
市
文
化
振
興
連
絡
協
議
会
歴
代
会
長
一
覧

(代)
(氏

名
)

苫
小
牧
市
文

(『文
振
連
創
立
二
五
周
年
記
念
誌
・
は
ば
た
き』

平
成
四
年
苫
小
牧
市
文
化
振
興
連
絡
協
議
会)

苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
は
昭
和
五
十
二
年
(七
七
)
十
二
月、
当
時、
菱
中
興
業
(株)
(
現
菱
中
建
設)
相
談
役
で

化
振
興
基
金
あ
っ
た
中
村
清
一
郎
が
同
社
の
創
業
七
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て、
市
内
に
点
在
し
て
い
た
同
氏
の
所
有
地
約

一万三
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
時
価
総
額
四
億
一、
〇
〇
〇
万
円
を
市
に
寄
付
し、
文
化
振
興
に
あ
て
るこ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
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た
も
の
で
あ
る
。

寄
付
の
目
的
を
文
化
振
興
の
た
め
と
し
た
の
は、
工
業
開
発
で
発
展
す
る
苫
小
牧
市
を
文
化
的
な
面
で
も
そ
の
振
興
を
図
り
た
い
と
す

る
念
願
から
で
あ
っ
た。
市
で
は
この
意
思
に
報
い
る
た
め、
こ
れ
ら
の
土
地
の
賃
貸
料
や
収
益
に
よ
る
果
実
(基
金
の
運
用
金)
を
市

(3)
民
の
行
う
自
主
的
な
文
化
事
業
に
補
助
す
る
こ
と
と
し
「苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
事
業」
を
設
け
た
。

基
金
事
業
に
は
市
民
が
自
主
的
に
行
う
事
業
を
補
助
事
業
と
い
い、
基
金
が
主
催
し
又
は
他
と
共
催
す
る
事
業
を
主
催
事
業
と
し
た
。

1
美
術
、
書
、
工
芸
作
品
等
の
展
示
会
、
2
音
楽、
演
劇、
舞
踊
等
の
公
演
会、
3
文
化
に
関
す
る
講
演
会、
4
文
学
碑、
彫
刻、
壁
画

等
の
設
置
、
5
郷
土
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
文
化
の
功
績
を
広
く
認
め
ら
れ
る
者
の
顕
彰、
6
地
域
文
化
の
創
造
及
び
育
成
事
業、
7
そ
の

他
文
化
の
振
興
に
必
要
な
事
業
な
ど
で
あ
っ
た
。

文
化
振
興
基
金
の
設
立
を
記
念
し
た
第
一
回
事
業
は、
昭
和
五
十
三年

(七
八
)
六
月
の
劇
団
文
化
座
の
公
演
及
び
札
幌
交
響
楽
団
の

演
奏
会
が
開
催
さ
れ、
同
基
金
に
よ
る
市
民
文
化
振
興
の
新
し
い
幕
開
け
と
な
っ
た
。

な
お、
近
年
に
お
け
る
文
化
振
興
基
金
は
極
め
て
幅
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
審
査
は
市
文
化
振
興
基
金
運
営
委
員
会
(一
五
人
・

会
長
市
教
委
教
育
長)
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る。

平
成
十
年
度
苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
創
設
二
〇
周
年
記
念
主
催
・
補
助
事
業
一
覧

演
劇

音
楽

分
野

主
催
事
業

星
屑
の
会
公
演
星
屑
の
町

劇
団
四
季
公
演
王
子
と
こ
じ
き

札
幌
交
響
楽
団
小
中
学
生
音
楽
教
室

業

名

文
化
振
興
基
金
・
星
屑
の
町
実
行
委
員
会

文
化
振
興
基
金
・
四
季
の
風
実
行
委
員
会

文
化
振
興
基
金
・
北
海
道
新
聞
社
外

主
催

・
共
催
団
体
外

実
施

1
・
8
・
2
7

10・
4
・
27

平
成
10・10・31 日 日

文
化
会
館

市
民
会
館

市
民
会
館

場
所

一五〇
万
円

五
〇
万
円

二
八
〇
万
円

補
助
金
額

四
〇
%

一一%

1
0
0
%

補
助
率
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団
体
連
絡
協
議
会
会
で
あ
っ
た
が、
王
子
争
議
の
影
響
を
受
け
一
時
休
会
と
な
っ
た
。
そ
の
後
婦
人
団
体
連
絡
会
を
経
て
同
四
十
七

念
事
業

周
年
記

市
制
50

音 地

楽 元

展 地示 元元

講
演

音
楽

映
画 語

演
劇 分

野

P
M
F
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

市
民
文
化祭
支
援ほ
か記
念事
業

勇
払
に
育
っ
た
大
き
な
木

市
民
管
弦
楽
団
第
18回
定
期
演
奏
会

第
2
回
苫
小
牧ブ
ラ
ス
サ
ウ
ン
ズ
演
奏
会

第
8
回
ブ
ラ
ス
ア
ン
サン
ブ
ル
の
饗
宴

第
1
回
苫
小
牧
美
術
大
賞
展

市
制
50周

年
記
念
華
道
展

苫
小
牧
美
術
大
賞
展
実
行
委
員
会

苫
小
牧
華
道
連
合
会

1
0
・
9
・
3
～
9

1
・
4
・
18～99

10・
11・

21

10・3
月
予
定

10・8
月
予
定

1
0
・
1
・
15

市
民
会
館

10・
1
1
.
6
文
化
会
館

1
1
.
1
.
13

市
民
会
館

市
民
会
館

S
・
ト
ー
ラ
ス

不
退
寺
本
堂

文
化
会
館

文
化
会
館

市
民
会
館
所

二〇
〇
万
円

八
二
万
円

一、二
五
〇
万
円

三〇
万
円

一〇
万
円

一〇
万
円

六
万
円

二〇
万
円

五
〇
万
円

二〇
万
円

一
九
万
円

九
万
円

三三
万
円

二
一
万
円

五〇
万
円

五
〇
万
円

三〇
万
円

三五
万
円

三
四
万
円

五
〇
万
円

四
〇
万
円

四
七
%

一〇
〇
%

八
六
%

二
七
%

二
〇
%

一五
%

三
〇
%

一
一%

二
四
%

三〇%
二
九
%

二
九%
三
〇
%

三
〇
%
六
%
七
%

一九
%

三
〇
%

三
〇
%

一八
%

一五
%

経
費
比
率

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

業
名

補
助

団
体

名 名

1
0
・
7
・
7
7

1
0
・
1
・
1
～
3

10・7
・
14～20

10・
10・

0

10・
6
月
下
旬

10・7・23～24
平
成
10・9・10

実
施

日

市
民
会
館

市
民
会
館
ほ
か

白
鳥
アリ
ー
ナ

市
民
会
館

市民会
館

文
化
会
館

交
流
セ
ン
タ
ー

サ
ン
プ
ラ
ザ

活
動
セ
ン
タ
ー

市
民
会
館

文
化
会
館

陽
願
寺

第
8
回
全
道三
曲
演
奏
会

S
・
ナ
ヴ
ァ
サ
ル
ジ
ァ
ン
ピ
ア
ノ
公
演

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
苫
小
牧
支
部

苫
小
牧三
曲会

札
幌
交
響
楽
団
第
6
回
苫
小
牧
公
演

札
響
苫
小
牧
定
期
公
演
実
行
委
員
会

第
18回
日
本
フ
ィ
ル
苫
小
牧
公
演

苫
小
牧
映
画
祭
8

お
寺
で
落
語
を
聞
く
会

苫
小
牧
市
民
寄
席
8

舞
台
劇
キ
ャ
ッ
ス
ル
・
イ
ン
ザ
・
ス
カ
イ

苫
小
牧
子
ど
も
劇
場
協
議
会

す
わ
ら
じ
劇
園
苫
小
牧
公
演

事

補
助

事
業

苫
小
牧
市
婦
人

苫
小
牧
婦
連
協
の
前
身
は
昭
和
二
十
七
年
(五
二
)
四
月
に
設
立
さ
れ
た
苫
小
牧
市
婦
人
団
体
運
営
促
進
協
議

(『苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
運
営
委
員
会
総
会
議
案
』
平
成
十
年
苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
運
営
委
員
会
)

文
化
振
興
基
金
・
P
M
F
組
織
委
員
会
外

文
化
振
興
基
金
・
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

文
化
振
興
基
金
・
苫
小
牧
市
外

苫
小
牧
市
民
管
弦
楽
団

苫
小
牧
チ
ェ
ン
バ
ー
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

苫
小
牧
ブ
ラ
ス
サ
ウン
ズ

道
民
民
芸
胆
振
芸
術
祭
絵
画
苫
小
牧
展

胆
振
芸
術
祭
絵
画
苫
小
牧
展
実
行
委
員
会

い
の
ち
っ
て
ど
う
し
て
大
切
な
の

苫
小
牧
生
と
死
を
考
え
る
会

田
澤
俊
一
チ
ェ
ロ
の
タ
ベ

東
京
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
会

アン
サ
ン
ブ
ル
・
プ
ラ
ン
タ
ン

東
京ベ
ー
ト
ー
ヴ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
後
援
会

日
本
フ
ィ
ル
苫
小
牧
公
演
実
行
委
員
会

苫
小
牧
映
画
祭
実
行
委
員
会

お
寺
で
落
語
を
聞
く
会

落
語
樽
前
会

す
わ
ら
じ
劇
園
苫
小
牧
公
演
実
行
委
員
会

10・
5
・
31

1
・
11・

2
1
・
8
・
2

10・
12・14

10
.
11・

25～
29

場
補
助
金
額

10・
9
・
2
5

落
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婦連協の活動状況を報ずる新聞

年
(七
二
)
四
月二
十
八
日
に
三
〇
団
体
を
擁
す
る
「苫
小
牧
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会」
(藤
枝
ひ
で
子
会
長)
が
発
足
し
た
。
昭
和
四

十
九
年
(七
四)
八
月、
苫
小
牧
市
民
会
館
と
苫
小
牧
東
小
学
校
の
両
会
場
に
全
道
各
地
から
一、
六〇
〇
人
の
婦
人
が
集
ま
り、
苫
小

牧
で
は
初
の
第
二
五
回
北
海
道
婦
人
大
会
が
開
か
れ
た
。

同
五
十
二
年
(七
七)
六
月、
苫
婦
連
協
は
主
婦
を
中
心
と
し
た
「苫
婦
連
協
人
材
銀
行
」
を
設
立
し
た。
こ
れ
は
婦
人
に
よ
る
新
し

い
活
動
の
展
開
を
望
み
婦
人
活
動
有
志
指
導
者
を
登
録、
フ
ル
に
活
用
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治、
経
済
、
教
育
、
家
政、

簡
易
技
術、
医
療、
芸
術、
文
化、
体
育、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

指
導
者
を
登
録
し
、
苫
婦
連
協
が
行
う
研
修
や
学
習
活
動
、
講
座、
講
習
会
に
適
切
な

指
導
・
助
言
を
受
け
よ
う
と
す
る
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

婦
連
協
傘
下
の
各
婦
人
団
体
の
活
発
化
と
数
が
増
す
に
つ
れ
、
公
民
館
や
婦
人
ホ
ー

ム
だ
け
で
は
活
動
の
場
が
手
狭
と
な
り、
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
婦
人
会
館
建
設
の

要
請
が
高
ま
っ
た。
同
五
十
六
年
(八
一)
六
月
に
は
市
に
対
し
て
情
報
機
能
を
備
え

た
同
会
館
の
建
設
要
望
書
を
提
出
し
た。
こ
れ
は
平
成
六
年
(九
四)
十
月
の
女
性
セ

ン
タ
ー
と
し
て
そ
の
実
現
を
み
た
。

ま
た、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
苫
小
牧
で
は
初
め
て
の
「お
も
ち
ゃラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
が
昭
和
五
十
七
年
(八
二
)
に
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
を
設
立
さ
せ
た。

苫
婦
連
協
は
設
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て、
苫
小
牧
の
女
性
史
『
勇
払

原
野
の
女
た
ち
』
を
平
成
四
年
(九
二
)
十
月
に
発
刊
し
た
。
同
女
性
史
は
1
開
拓
と

労
働、

2
生
活
と
医
療、
3
教
育
と
ス
ポ
ー
ツ、
4
団
体
活
動、
5
ひ
と
す
じ
の
道、
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6
記
念
座
談
会
、
7
女
性
史
年
表
の
七
章
で
構
成
さ
れ、
ま
ち
の
発
展
を
支
え
て
き
た
女
性
の
姿
が
克
明
に
綴
ら
れ
苫
小
牧
初
の
女
性
史

と
な
っ
た
。

苫
小
牧
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
が
平
成
四
年
(九
二
)
十
月
十
六
日、
市
内
の
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク
・
サン

シ
ャ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。
四
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つと
し
て
出
来
上
が
っ
た
苫
婦
連
協
の
歌
「り
ん
ど
う
の
藍
深
く
」
が
披
露
さ
れ、

四
〇
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
一
層
の
前
進
を
誓
い
合
っ
た。

苫
小
牧
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
歴
代
会
長
一覧

(昭
和
五
十
年
度
以
降)

(代)
(氏

名
)

(在
任
年
度
)

(代)
(氏

名)

一
五
吉
田
登
美
子
昭
和
六
三
年
度
～
平
成
二
年
度

一六
高
田
百
合
子
平
成
三
年
度
～
“

六
年
度

(在
任
年
度
)

西
村
陽
子
昭
和
五
〇
年
度
～
昭
和
五
三
年
度

一二一三
高
田
百合
子

“
五
四
年
度
～
"

五
七
年
度

一四
三浦
美
智
子

“
五
八
年
度
～
”

六
二
年
度

一七
及川

小
春

”
七
年
度
～
現
在
に
至
る

国
・
道
・
市
指
定

文
化
財
は
昭
和二
十
五
年
(五
〇
)
に
制
定
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
一
般
的
に
用
いら
れ
る
よ
う
に

の
文
化
財
な
り
、
歴
史
や
文
化
の
正
し
い
理
解と
文
化
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
貴
重
な
国
民
的
な
遺
産
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
有
形
文
化
財、
無
形
文
化
財、
民
俗
文
化
財、
記
念
物
及
び
伝
統
的
構
造
物
群
に
分
け
ら
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
は
国、
都
道
府
県
、

市
町
村
が
選
び
出
し
、
法
律、
条
例
に
よ
り
指
定
・
保
護
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

1
有
形
文
化
財

(国
指
定
で
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
財
・
国
の
宝
た
る
も
の
を
国
宝)

建
造
物、
絵
画、
彫
刻、
工
芸
品、
書
跡、
典
籍、
古
文
書
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の、
並
び
に
考
古
資

料
及
び
そ
の
他
の
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料。

2
無
形
文
化
財
(国
の
指
定
で
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
無
形
文
化
財
)
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演
劇、
音
楽、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
的
所
産
で
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
。

3
民
俗
文
化
財
(国
の
指
定
で
特
に
重
要
な
も
の
を
民
俗
資
料
を
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
・
重
要
無
形
民
俗
文
化
財)

衣
食
住
、
生
業、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
及
び
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器
具、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
生
活
の
推
移

の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。

4
記
念
物
(国
の
指
定
で
重
要
な
も
の
を
史
跡、
名
勝、
天
然
記
念
物、
特
に
重
要
な
も
の
に
「特
別
」
を
付
け
る
)

貝
塚、
古
墳、
都
城
跡、
城
跡、
旧
宅
そ
の
他
で
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の、
庭
園、
橋
梁、
峡
谷、
海
浜、
山
岳
そ
の
他
の
名
勝
地
で
芸

術
上
又
は
鑑
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
並
び
に
動
物、
植
物
及
び
地
質
鉱
物
で
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
。

5
伝
統
的
建
造
物
群
(国
指
定
で
特
に
重
要
な
も
の
は
重
要
伝
統
的
構
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
)

周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
。

(『現
行
法
規
総
覧
25)
教
育
・
文
化
6
』
平
成
十
年
十
月
加
除
分
第
一
法
規
出
版)

苫
小
牧
市
に
お
い
て
も
昭
和
三
十
年
(五
五
)
八
月
十
九
日
に
「苫
小
牧
市
文
化
財
保
護
条
例」
(条
例
第
一七
号
)
を
施
行
し
、
市
内

に
存
在
し
、
市
にと
っ
て
重
要
な
も
の
に
つ
い
て、
そ
の
保
存
及
び
活
用
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講じ
、
文
化
的
遺
産
の
い
ん
滅
を
防
止

し
、
市
民
の
郷
土
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
教
育
文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た。
ま
た、
北
海
道
に
お
い
て
も

昭
和
二
十
八
年
(五
三
)
に
「北
海
道
文
化
財
条
例」
を
制
定
し
て
いる
。

現
在、
苫
小
牧
市
内
で
の
指
定
文
化
財
は、
国
指
定
文
化
財
一
件、
北
海
道
指
定
文
化
財三
件、
苫
小
牧
市
指
定
文
化
財
六
件
で
あ
る
。
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小
牧
市
に
お
け
る
指
定
文
化
財
一
覧

(『市
政
要
覧
第
16版』

平
成
七
年
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局)

不
動
明
王
奉
賛
会

円
空
保
存
協
力
会

苫
小
牧
市

勇
払
恵
比
須
神
社

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

国 苫
小
牧
市

株
式
会
社
苫
東

所
有
者

苫
小
牧
市

北
海
道

国 指
定
区
分

民
俗
文
化
財

有
形
・
民
俗
文
化
財

有
形
文
化
財

民
俗
文
化
財

史
跡

史
跡

有
形
文
化
財

天
然
記
念
物

史
跡

史
跡

種
別
名勇
武
津
不
動
及
び
奉
納
品
7
点

錦
岡
樽
前
神
社
円
空
作
樽
前
権
現
像
及び
奉
納
品
7
点

林
重
右
衛
門
墓
碑

勇
払
恵
比
須
神
社
奉
納
品
21点

蝦
夷
地
開
拓
移
住
隊
士
の
墓

勇
払
会
所
の
跡

ア
イ
ヌ
丸
木
舟
及
び
推
進
具

樽
前
山
溶
岩
円
頂
丘

開
拓
使
三
角
測
量
勇
払
基
点

静
川
遺
跡

称

S
53
・
4
・6

S54・
12・28

S
4
7
・
7
.
4

0
・
1
0
・
4

1
・
3
・
0
0

1
・
3
・
1
0

S
1
2
・
6
2

5
1
2
・
3
・
1
7

5
1
2
・
3
・
5

S
6
2
・
1
・
8

指
定
年
月
日

SS S
31 31

注
(1)

『苫
小
牧
市
の
教
育』

平
成
十
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

(2)
『苫
小
牧
文
振
連
創
立
二
〇
周
年
記
念
誌
』
平
成
二
年
苫
小
牧
市
文
化
振
興
連
絡
協
議
会

『苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
規
約
』
昭
和
五
十
三
年
苫
小
牧
市
教
員
委
員
会

(
3
)

(4)
『苫
小
牧
市
文
化
振
興
基
金
補
助
基
準
』
平
成三
年
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会

(5)
『女
性
史
・
勇
払
原
野の
女
た
ち
』
平
成
四
年
苫
小
牧
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

(6)
『苫
小
牧
市
例
規
類
集
～
苫
小
牧
市
文
化
財
保
護
条
例』

平
成
十
年
十
月
加
除
分
苫
小
牧
市
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第
四
章

ス
ポ
ー
ツ
都
市
苫
小
牧

第
一
節

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
と
施
設

ス
ポ
ー
ツ

一、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
と
協
会
・
連
盟

苫
小
牧
市
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
は
昭
和
四
十
一
年
(一
九
六
六)
十
月三
日
に
苫
小
牧
体
育
協
会
(市
村
修
平
会

都
市
宣
言
長)
と
苫
小
牧
商
工
会
議
所
(岩
倉
春
次
会
頭)
の
連
署
を
も
っ
て
「ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
に
関
す
る
陳
情
書
」
を
市

議
会
に
提
出
し
採
択
と
な
っ
た
。
市
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
結
果、
同
年
十
月
十
日
に
「ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
準
備
委
員
会」
を

設
置
し
、
そ
の
準
備
に
入
っ
た
。
そ
し
て
十
一
月
八
日
の
臨
時
市
議
会
に
「議
案
第
一
号
・
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
に
つ
い
て
」
を
提
案、

出
席
議
員
全
員
賛
成
で
全
国
初
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を
可
決
し
た
。

同
四
十
一
年
(六
六
)
十
一
月
十
二
日、
苫
小
牧
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
大
泉
源
郎
市
長
が
「私
た
ち
苫
小
牧
市
民
は
ス
ポ
ー

ツ
を
愛
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
で
た
く
ま
し
い心
と
体
を
つく
り
、
豊
か
で
明
る
い
都
市
を
築
き
ま
す
」
と
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

を
行
い、
全
市
民
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
都
市
づ
く
り
に
力
強
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

宣
言
の
目
的
は、
全
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み、
ス
ポー
ツ
を
通
じ
て
生
活
を
健
康
で
豊
か
な
も
の
と
し
、
次
代
を
担う
青
少
年
に

は
躍
進
都
市
に
相
応
し
た、
た
く
ま
し
い
成
長
を
期
待
し
こ
の
宣
言
を
契
機
と
し
て、
市
民
全
て
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し、
一段
と
心
身

第
三
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「演「が退席なっ見
ら
れてネ
ーツゃ
ん語
と日本の残な

祝苫小牧市スポーツ都市富島30周年記念

苫小牧市スポーツ都市宣言30周年記念式典

A
N
・
石
田
國
夫
氏

苫小牧市スポーツ都市宣言30周年記念式典 を
鍛
練
し
て
明
る
い
郷
土
の
街
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十二
年
(六
七)
六
月
に
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
実
行
委
員
会
を
ス
ポ
ー

ツ
都
市
推
進
委
員
会
と
名
称
を
変
更
し、
関
連
事
業
の
推
進
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
毎
年
九
月
十
日
か
ら
十
月
十
日
を
ス
ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
秋
分
の
日
(二
十

三
日
)
に
は
宣
言
文
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
ス
ポ
ー
ツ
都
市
の
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
高

め
る
と
と
も
に
、
市
民
各
層
参
加
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
「市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」

と
し
た。
ま
た、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
月
間
を
第
一回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
と
し
て
各
種
の
ス

ポ
ー
ツ大
会
が
実
施
さ
れ
て
き
た。
同
四
十
四
年
度
(六
九)
か
ら
第
一
回
市
民
卓
球
大

会
と
第
一
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た、
平
成
四
年
度
(九
二
)

か
ら
は
記
念
式
典
を
五
年
毎
に
実
施
し
、
同
八
年
度
(九
六
)
に
は
宣
言
三
〇
周
年
記
念

事
業
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
昭
和
五
十
年
度
(七
五
)
以
降
の
ス
ポー
ツ
都
市
推
進
事
業
に
つ
い
て
挙
げ
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
年
度

第
九
回
市
民
ス
ポー
ツ
祭

記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
鼓
笛
バ
ン
ド
・
苫
工
高
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
正
心
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団)

▼
昭
和
五
十
一
年
度
第
一〇
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

宣
言
一〇
周
年
記
念
の
年、
式
典
に
は
約
一、
〇
〇
〇
人
の
出
席
が
あ
っ
た
。
な
お、
事
前
に
募
集
し
た
記
念
絵
画
・
記
念
標
語
の
優
秀
作
品
を
式
典
の

中
で
表
彰
し
た。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
鼓
笛
バ
ン
ド
・
婦
人
有
志
創
作
舞
踊
・
婦
人
リ
ズ
ム
体
操
サー
ク
ル
・
消
防
音
楽
隊)
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宣
言
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
第
一
回
市
民
地
域
別
体
育
大
会
を
開
催
し
た。
後
年、
市
民
ス
ポー
ツ
祭
地
区
体
育
大
会
・八
地
区
体
育
大
会
と
改
称
し
た。

第
1
回
地
域
別
大
会
に
は、
延
べ
三
、
六
四
九
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

こ
の
年
よ
り
第
一
回
苫
小
牧
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
り
始
ま
る
。

▼
昭
和
五
十
二
年
度
第
一
一回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
鼓
笛
バ
ン
ド
・
婦
人
団
体
フ
ォー
ク
ダ
ン
ス
・
北
星
小
集
団
演
技
・
剣
道
集
団
演
武
・
苫
東
高
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
)

▼
昭
和
五
十
三
年
度
第
一
二
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
鼓
笛
バ
ン
ド
・
苫
工
高
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
集
団
演
武
・
婦
人
教
室
リ
ズ
ム
体
操)

▼
昭
和
五
十
四
年
度
第
一
三
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
クシ

ョン
(中
央
幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
婦
人
サー
ク
ル
リ
ズ
ム
体
操
・
凌
雲
中
道
民
体
操
・
空
手
協
会
演
武
・
苫
工
高
ブ
ラ
スバ

ン
ド
)

◆昭
和
五
十
五
年
度
第
一
四
回
市
民
ス
ポー
ツ
祭

記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
剣
道
ス
ポー
ツ
少
年
団
演
武
・
婦
人
体
操
サ
ー
ク
ル
ど
さ
ん
こ
体
操
・
緑
小
棒
体
操
・
凌

雲
中
ダ
ン
ス
・
苫
工
高
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
)

昭
和
五
十
六
年
度
第
一
五
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
和
光
中
組
み
体
操
・
婦
人
団
体
リ
ズ
ム
体
操
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
演
武
・
苫
工
高
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
・
少
林
寺
拳
法
集
団
演
武)

昭
和
五
十
七
年
度
第
一
六
回
市
民
ス
ポー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
豊
川
小
組
み
体
操
・
婦
人
団
体
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
市
民
踊
り
・
ラ
ジ
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

オ
体
操
連
盟
ラ
ジ
オ
体
操
・
和
光
中
フ
ォー
ダ
ン
ス)

市
民
大
会
(マ
ラ
ソ
ン
・
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)
の
種
目
に、
新
た
に
第
一
回
市
民
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
が
加
わ
る
。

▼
昭
和
五
十
八
年
度
第
一
七
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
苫
西
小
ど
さ
ん
こ
た
い
そ
う
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
演
武
・
婦
人
有
志
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
日
新
小
リ
ズ
ム
ダン
ス
・
明
倫
中
組
み
体
操・
苫
東
高
ブ
ラ
スバ
ン
ド
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
市
民
踊
り)。

こ
の
年、
第
一
八
回
目
を
迎
え、
昭
和
四

十
一
年
に
第
一
回
と
し
て
実
施
し
た
港
一
周
市
民
マ
ラソ
ン
大
会
が
発
展
的
解
消
し
終
わる
。

▼
昭
和
五
十
九
年
度
第
一
八
回
市
民
ス
ポー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
クシ

ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
ド
レ
ミ
の
歌
・
苫
東
小
ダ
ン
ス
・
勇
払
中
祭
り
太
鼓
・
婦
人
有
志
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
若
草
小
樽
前
神
輿
・

清
水
小
組
み
体
操
・
少
林
寺
拳
法
演
技
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
市
民
踊
り
)

第
一
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
大
会、
第
一
回
市
民
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
を
開
催
す
る
。

昭
和
六
十
年
度

第
一
九
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(中
央
幼
稚
園
聖
者
の
行
進
・
北
光
小パ
タ
パ
タ
・
空
手
道
連
盟
集
団
演
武
・
美
園
小
草
原
の
か
ち
ど
き
・
弥
生
中
体
操
・

婦
人
有
志
ジ
ャ
ズ
体
操
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
市
民
踊
り)

▼
昭
和
六
十
一
年
度
第
二
〇
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

宣
言
二
〇
周
年
の
記
念
の
年、
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に
一、
五
〇
〇
人
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
ア
ト
ラ
クシ
ョ
ン
(中
央

幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
婦
人
有
志
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
市
民
踊
り
)

記
念
特
別
講
演
会
「長
島
茂
雄
氏
と
共
に」、

記
念
ポ
ス
タ
ー
展
「写
真
作
品
展」

ト
ピ
ア
四
階。

▼
昭
和
六
十
二
年
度
第
二
一回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
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記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

(中
央
幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
札
幌
静
修
高
新
体
操
・
国
体
道
選
手
団
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
苫
東
小
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
・

道
連
盟
空
手
・
太
極
拳)

▶昭
和
六
十三
年
度
第
二
二
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

(中
央
幼
稚
園
ド
リ
ル
演
奏
・
集
団
演
技ジ
ャン
ピ
ン
グ
ロ
ー
ブ
・
苫
東
中
吹
奏
楽
・
道
連
盟
空
手
・
太
極
拳)

川
沿
公
園
体
育
館
オ
ー
プ
ン
記
念
第
一
回
婦人
ミ
ニ
バ
レー
大
会
開
催。

第
二
三
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

平
成元
年
度

記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
幼
稚
園
集
団
演
技
・
苫
東
中
吹
奏
楽
・
苫
東
小
同
好
会
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
創
価
学
会
音
楽
隊)

▼
平
成
二
年
度

第
二
四
回
市
民
ス
ポー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

(青
葉
幼
稚
園
集
団
演
技
・
苫
東
中
吹
奏
楽
・
駒
大
苫
小
牧
高
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ
オ
フ
ィ
ッ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

ス)

▼
平
成
三
年
度

第
二
五
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

記
念
式
典、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

(苫
東
中
吹
奏
楽
・
駒
大
苫
小
牧
高
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
子
供ジ
ャ
ズ
ダン
ス
ク
ラ
ブ
)

苫
小
牧
市
ス
ポ
ー
ツ
都
市
推
進
委
員
会
の
計
画
の
も
と
第
二
五
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
行
わ
れ
た。
こ
れ
ま
で
毎
年
開
催
し
て
き
た
記
念
式
典
及
び
ア
ト

ラ
ク
シ
ョン
は
今
後
五
年
毎
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

※
以
下
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
は
省
略

▼
平
成
八
年
度

第
三
〇
周
年
記
念
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

宣
言
三
〇
周
年
の
年
、
九
月
二
十
三
日
に
市
総
合
体
育
館
で
記
念
式
典
を
行
っ
た。
会
場
に
集
ま
っ
た
一、
六
〇
〇
人
が
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
文
を
唱
和

し
、
西
田
善
夫
(NHK

解
説
委
員)
の
基
調
講
演
「放
送
席
か
ら
見
た
世
界
ス
ポ
ー
ツ
見
聞
録
と
日
本
の
現
状」、
次
い
で
引
木
孝
夫
(市
ス
ポー
ツ
マ
ス
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

タ
ー
)、
鈴
木
秀
太
(同)、

堀
井
学
(五
輪
選
手)
に
西
田
を
加
え
て
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
大
切
さ
の
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た。

第
三
〇
回
苫
小
牧
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
三
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ、
苫
小
牧
体
育
協
会
と
共
に
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ、
第
三
〇
回

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
行
わ
れ
た。

第
二
八
回
市
民
卓
球
大
会、
第
二
八
回
市
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会、
第
二
一回
苫
小
牧バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ま
つ
り
、
第
一五
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
、

第
一三
回
と
ま
こ
ま
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
第
一三
回
市
民
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会、
第
九
回
市
民ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
平
成
八
年
度
八
地
区
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(錦
岡
・
糸
井
・
沼
ノ
端
・
勇
払
・
中
央
東
・
中
央
西
・
中
央
南
・
中
央
北)
な
ど
全
市
的
に
行
わ
れ
た
。

財
団
法
人
苫
小

(『四
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
平
成
四
年
苫
小
牧
体
育
協
会、
『苫
小
牧
民
報』

平
成
八
年
九
月
各
号
苫
小
牧
民
報
社)

苫
小
牧
体
育
協
会
は
昭
和
二
十
七
年
(五
二
)
六
月
に
設
立
さ
れ
た
が、
こ
れ
は
二
年
後
の
第
九
回
国
民
体
育
大

牧
市
体
育
協
会
会
柔
道
競
技
招
致
の
受
け
皿
と
な
る
た
め
で
あ
っ
た
。
設
立
当
時
は
柔
道、
バ
レ
ー
ボー
ル
、
剣
道、
弓
道
、
陸
上

競
技
、
ス
ケ
ー
ト、
軟
式
野
球、
軟
式
庭
球、
卓
球
の
九
団
体
で
あ
っ
た
が、
昭
和
二
十
八
年
(五
三
)
四
月
に
北
海
道
体
育
協
会
に
加

盟
し
、
市
、
柔
道
連
盟
、
体
協
の
三
者
は
同二
十
九
年
(五
四
)
八
月
開
催
の
柔
道
競
技
の
誘
致
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

同
三
十
九
年
(六
四)
五
月、
同
協
会
は
会
則
を
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
市
は
体
育
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
一三
団
体
に
対
し
五
〇
万

円
の
助
成
を
決
め、
同
四
十
年
(六
五
)
に
は
一
〇
〇
万
円
に
増
額
し
た
。
さ
ら
に、
同
四
十
一年

(六
六
)
に
は、
体
育
施
設
建
設
を

促
進
す
る
た
め
の
「体
育
施
設
専
門
委
員
会」
を
設
置
し、
総
合
グ
ラ
ウン
ド、
市
民
体
育
館、
屋
外
パ
イ
ピ
ン
グ
リ
ン
ク
等
の
施
設
建

設
を
市
に
要
請
し
た
。

(2)

ま
た、
同
協
会
は
施
設
の
充
実
と
と
も
に
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も
取
り
組
み、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
底
辺
拡
大
の
た
め
「ス
ポー
ツ

振
興
基
金」
を
創
設
し、
永
久
積
立
金
約三
、
八
〇
〇
万
円、
運
用
額
約二
〇
〇
万
円
と
な
り
、
各
競
技
大
会
の
援
助
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
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今
日
の
社
会
体
育
活
動
の
基
盤
を
固
め
た
体
育
協
会
は、
事
業
の
増
大
から
専
任
職
員
を
配
置
し
ス
ポー
ツ
振
興
基
金
の
募
金
活
動、

屋
内
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
建
設
陳
情、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
制
定
な
ど
特
筆
す
べ
き
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
苫
小
牧
で
は
過
去
五
回

の
国
体
を
開
催
し
て
い
る
が、
平
成
元
年
(八
九)
の
「は
ま
な
す
国
体」
で
は
軟
式
庭
球
と
フ
ェ
ンシ
ン
グ
の
会
場
と
な
っ
た
。
ま
た、

ス
ケ
ー
ト
の
街
・
苫
小
牧
を
象
徴
す
る
恒
例
行
事
の
「ス
ケ
ー
ト
祭
り
」
も
同
協
会
の
一
大
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
四
年
(九
二
)
に
苫
小
牧
体
育
協
会
設
立
四
〇
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
会
に、
従
来
の
任
意
団
体
か
ら
法
人
化
と
し
二
一
世
紀
へ

向
け
て
財
政
の
確
立
と
組
織
の
強
化
に
つ
と
め、
幅
広
く
市
民
ス
ポー
ツ
と
競
技
力
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に、
同
年
十
一月
に

「苫
小
牧
体
育
協
会
」
は
「財
団
法
人
苫
小
牧
市
体
育
協
会」
(木
下
克
彦
会
長
)
と
し
て
認
可、
新
生
体
育
協
会
の
発
足
と
な
っ
た
。

財
団
法
人
苫
小
牧
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
一
覧
表
(平
成
十
一年
五
月
一日
)

苫
小
牧
弓
道
連
盟

苫
小
牧
剣
道
連
盟

苫
小
牧
柔
道
連
盟

苫
小
牧バ
レー
ボ
ー
ル
協
会

苫
小
牧
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボー
ル
協
会

苫
小
牧
卓
球
連
盟

苫
小
牧
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

苫
小
牧
軟
式
野
球
連
盟

苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟

苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
連
盟

苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会

団
体

名
" " " "

8 21 2 25 32

11 21

年 年 年 年 年 年 年 年
8

月 月 月 月 月 月 月 月

日 日 日 日 日 日 日

帰 小 石 八 阿 木 喜 谷 西 永 岩

山 林 田 杉 部 村 多 沢 田 井 瀬

次 洋 勝 嘉 喜 寿 保 康
治

表
庄 久

正 一 克 照 朗 郎 男 郎 理 吉 春

者
会

員
数

一六
八

五二
二

一、
一六
一

二、七七
五

五
七
五

三
一
二

一、三
二
〇

二、五
五
六

四
八
三

二
七
二

備ケ
ー
ト
協
会
、
分
離
独
立
。

大
正
14年1

月
に
苫
小
牧
ス 考

" 11 "1
62年

8
月
1
日

62年
8
月
1
日

昭
和
9
年
7
月
日

設
立
年
月
日
|
代
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

苫
小
牧
武
術
太
極
拳
連
盟

4255
年 年 年 年

8 2
月 月 月

日 日 日 日

47
年

月
日

22年
月
日

60年
5
月
日

50年
月
日

6
年
11月

日
年
4
月
1
日

年
月

日
52年

月
日

55年
10月

日

30年
10月

23日

149年
月
日

18年
月
日

(49年
10月

日

13年
月
日

12年
7
月
12日

12
年
7
月

日
年

月
日

40年
月
日 日 日

田 市 太 沖 木 矢 吉 岸 関 戸 宮 松 森 藤 小 岩 森 中 矢 三 橋 森 松 橋
村 村 田 田 村 嶋 津 本 寺 部 田 井 田 田 柳 倉 田 村 嶋 上 田 井

龍 一 一 龍 寿
治

俊 勝 恭 英 軍 郁 浤 圭 光 浪 郁 浪

治 義 二 児 郎 翼 一 保 朗 一 一 夫 勇 理 一 彦 勇 雄 翼 豊 蔵 勇 夫 蔵
二
五
三
三
五

二、一
四八

二
一六 二五
五
〇 一〇 一五

三
二
〇
七
〇

一二
九

一〇二 五一
四二
〇

七
〇

四
三四
八
五

四
一〇

三、一
一〇

一、〇
七
九

苫
小
牧
山
岳
会
よ
り
分
離。

苫
小
牧
漕
艇
協
会

苫
小
牧
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

苫
小
牧
山
岳
連
盟

苫
小
牧
地
区
空
手
道
連
盟

苫
小
牧
山
岳
会

苫
小
牧
テ
ニ
ス
協
会

苫
小
牧
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

苫
小
牧
体
操
連
盟

苫
小
牧ソ
フ
ト
ボー
ル
協
会

苫
小
牧
水
泳
協
会

苫
小
牧
相
撲
協
会

苫
小
牧
ス
キ
ー
連
盟

苫
小
牧
地
区
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会

苫
小
牧
サ
ッ
カ
ー
協
会

苫
小
牧
合
気
道
連
盟

苫
小
牧
カー
リ
ン
グ
協
会

苫
小
牧
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

苫
小
牧
少
林
寺
拳
法
協
会

苫
小
牧
パ
ワー
リ
フ
テ
ィ
グ
協
会

苫
小
牧
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会

苫
小
牧
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会

苫
小
牧
ヨ
ッ
ト
協
会

苫
小
牧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

= = = =

" " " " " 昭

昭
和
29年
1
年
月 月
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苫
小
牧
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャン
バ
ラ
協
会

平
成
9
年
6
月

苫
小
牧
ボー
リ
ン
グ
協
会

苫
小
牧
ボー
ル
ル
ー
ム
ダン
ス
連
盟

=
1
年
6月

10
10年
6
月
日

苫
小
牧
パ
ー
クゴ
ル
フ
連
盟

= "

1
年
6
月

日 日 日 日

佐 青 中 吉

藤 木 村 岡

和 憲 儀

弘 隆 美 透

四
四
九
三
〇
六
四

五
九

(『四
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
平
成
四
年
苫
小
牧
体
育
協
会
を
修
正
、
財
団
法
人
苫
小
牧
市
体
育
協
会
事
務
局
の
報
告
に
よ
り
作
成)

ス
ケ
ー
ト
連
盟
と
ア
イ
ス

従
来
苫
小
牧
で
の
ス
ケ
ー
ト
関
係
団
体
は
大
正
十
四
年
(一
九
二
五
)
一月
に
設
立
さ
れ
た
苫
小
牧
ス

ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
に
分
離
ケ
ー
ト
協
会
に
統
一
さ
れ
て
い
て、
こ
れ
は
長
野
県
諏
訪、
札
幌
に
次
ぐ
三
番
目
の
協
会
で
あ
っ
た。

一
方
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
は
昭
和
四
年
(二
九
)
に
ス
ピ
ー
ド
・
フ
ィ
ギ
ア
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
三
部
門
を
統
一し
て
発
足
し
た
。

と
こ
ろ
が、
同
四
十
七
年
(七
二
)
に
開
催
さ
れ
た
第
一
一回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
で、
I
S
U
(
国
際
ス
ケ
ー
ト
連
盟
)

と
Ⅰ
I
H
F
(
国
際
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟)
に
分
か
れ
て
い
て、
一組
織
の
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
で
は
事
務
手
続
き
の
点
で
支
障
が
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
こ
の
五
輪
大
会
で
の
ス
ケ
ー
ト
の
不
成
績
も
あ
っ
て
役
員
総
辞
職
も
あ
り
、
機
構
改
革
が
内
部
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
。
こ

う
し
た
中
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
分
離
問
題
が
表
面
化
し
、
連
盟
に
機
構
改
革
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
検
討
し
、
同
年
八
月
十
五
日
の
全
国

代
表
者
会
議
で
分
離
を
決
め、
九
月
十
三
日
の
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
理
事
会
で
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
(ス
ピ
ー
ド
・
フ
ィ
ギ
ア)
と
日
本

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
と
に
分
離
す
る
こ
と
を
決
定
し
た。
こ
れ
に
よ
り
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
新
連
盟
は
I
I
H
F
に
加
盟
し
て
日
本
国

内
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を
統
括
す
る
と
と
も
に、
全
日
本
選
手
権、
日
本
リ
ー
グ
な
ど
の
主
要
事
業
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
正
式
に

は
同
四
十
七
年
十
月
十
八
日
の
日
本
体
育
協
会
の
理
事
会
で
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
の
新
規
加
盟
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ、
三
八

番
目
の
体
協
加
盟
競
技
団
体
と
な
った。

こ
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
門
の
分
離
独
立
に
よ
っ
て、
い
わ
ゆ
る
下
部
団
体
で
あ
る
地
方
組
織
も
急
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が、
長
年
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

に
わ
た
っ
て
ス
ピ
ー
ド
・
フ
ィ
ギ
ア
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
が
一
体と
な
っ
た
組
織
で
あ
り、
急
速
な
分
離
だ
っ
た
だ
け
に、
下
部
へ
の
浸

透
も
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
す
ん
な
り
と
分
離
出
来
な
い
地
方
組
織
も
あ
っ
た
。

北
海
道
で
の
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
分
離
は
昭
和
四
十
八
年
(七三

)
七
月二
十
七
日
で
、
北
海
道
ス
ケー
ト
連
盟
(久
保
信
会
長)、

北
海

道
ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
連
盟
(西
田
信
一
会
長
)
で
あ
っ
た
。

苫
小
牧
ス
ケー
ト
協
会
は
(西
田
信
一
会
長)
三
部
門
が
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
き
た
だ
け
に、
過
去
の
長
い
歴
史
の
し
が
ら
み
も
あ

り
、
分
離
に
は
踏
み
切
れ
ず
、
日
本、
北
海
道
の
各
連
盟
に
は
そ
れ
ぞ
れ
振
り
分
け
て
登
録
す
る
が、
苫
小
牧
で
は
ス
ケ
ー
ト
協
会
一本

の
時
代
が
長
く
続
い
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
で
こ
の
分
離
問
題
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は、
創
立
六
〇
周
年
を
契
機

に
分
離
す
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ、
昭
和
六
十
一
年
(八
六)
八
月
九
日
に
分
離
検
討

委
員
会
(西
浦
清
輝
委
員
長
)
を
設
置
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
で
一
年
に

及
ぶ
検
討
が
行
わ
れ、
国
際
的
な
競
技
会
で
活
躍
出
来
る
選
手
の
育
成
に
は
分
離
し
て

専
門
的
な
体
制
で
運
営
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
達
し
、
同
六
十
二
年
(八
七)

八
月
十
一
日
の
代
表
者
会
議
で、
同
協
会
を
発
展
的
に
解
散
し
、
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
連

盟
と
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
の
設
立
を
正
式
に
決
定
し
た。
こ
れ
に
よ
り
苫
小

牧
ス
ケ
ー
ト
協
会
は
実
に
六
一
年
と
い
う
歴
史
に
幕
を
閉じ
た
の
で
あ
る
。

設
立
当
初
の
競
技
団
体
で
は
、
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
連
盟
は
ス
ピ
ー
ド
と
フ
ィ
ギ
ア
の

競
技
選
手
団
体
で
構
成
さ
れ、
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場、
早
来
ス
ケ
ー
ト
協
会
、
鵡
川

ス
ケー
ト
協
会、
穂
別
ス
ケ
ー
ト
協
会、
厚
真
ス
ケ
ー
ト
協
会
が
加
入
し、
小
学
校
一

ハイランドスケートセンター
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八
校、
中
学
校
一
一校、

高
校
六
校
が
加
盟
し
た。

(4)

そ
の
後、
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
連
盟
(永
井
庄
吉
会
長
)
は
主
催
・
主
管
事
業
の
拡
大
と
と
も
に、
会
員
数
も
増
加
し
、
平
成
九
年
度

(九
七
)
現
在
の
加
盟
団
体
は
登
別
ス
ケ
ー
ト
協
会、
白
老
ス
ケ
ー
ト
協
会、
早
来
ス
ケ
ー
ト
協
会、
厚
真
ス
ケ
ー
ト
協
会、
穂
別
ス
ケ
ー

ト
協
会、
鵡
川
ス
ケ
ー
ト
協
会、
静
内
ス
ケ
ー
ト
協
会、
浦
河
ス
ケ
ー
ト
協
会
、
王
子
製
紙
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部、
苫
小
牧
臨
床
検
査

セ
ン
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
、
駒
大
苫
小
牧
高
ス
ケ
ー
ト
部、
苫
小
牧
工
業
高
ス
ピ
ー
ト
ス
ケ
ー
ド
部、
苫
小
牧
中
央
高
ス
ケ
ー
ト

部
、
た
る
ま
え
スピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
少
年
団、
苫
小
牧
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
連
合
少
年
団、
澄
川
・
豊
川
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
少
年
団
の

一
六
団
体、
個
人
会
員
数
九三
人、
特
別
会
員
五
二
社
を
数
え
て
い
る
。

一方
、
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
は
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
、
山
陽
国
策
パ
ル
プ
勇
払
工
場、
苫
小
牧
市
役
所
福
利
厚
生
会
、
岩

倉
組、
日
軽
苫
小
牧、
岩
倉
組
土
建、
菱
中
興
業、
日
通
苫
小
牧
支
店、
王
子
工
営
、
苫
小
牧
港
開
発、
苫
小
牧
埠
頭
、
苫
小
牧
栗
林
運

輸
、
三
星
な
ど
が
加
入
し
、
小
・
中
・
高
・
高
専
の
各
学
校
が
加
盟
し
た
。

苫
小
牧
婦
人
ス
ポー

平
成
八
年
度
に
お
け
る
加
盟
団
体、
人
数
は
A
級
一
団
体
・
四
九
人、
B
級三
団
体
・
八
六
人、
C
級
一
六
団
体
・
三
二
七
人、
D
級

四
〇
団
体
・
七
九
七
人、
高
専
一
団
体
・
二
五
人、
高
校
五
団
体
・
一五
一
人、
中
学
校
一三
団
体
・
二
七
九
人、
ク
ラ
ブ
二
団
体・
二

八
人、
小
学
校
二
〇
団
体・
五
〇
五
人、
女
子
四
団
体・
八
三
人
の
合
計
一〇
五
団
体
・二
、
三三
〇
人
と
い
う
大
所
帯
に
な
っ
て
い
る。

国
際
婦
人
年
の
昭
和
五
十
年
(七
五)
か
ら
同
五
十
一
年
(七
六
)
に
か
け
て
苫
小
牧
市
内
で
の
女
性
ス (5)

ツ
団
体
連
絡
協
議
会
ポ
ー
ツ
活
動
の
台
頭
が
目
ざ
ま
し
く
、
マ
マ
さ
ん
バ
レー
を
中
心
に
急
激
に
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
市

主
催
の
ス
ポー
ツ
教
室
や
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
女
性
が
急
増
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
横
の
連
絡
を
蜜
に
し
、
協
力
し
な
が
ら
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
視
野
を
広
げ
よ
う
と
、
テ
ニ
ス
同
好

会
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
絡
協
議
会、
健
康
体
操
サー
ク
ル
、
卓
球
同
好
会
の
五
団
体
に
よ
り
、
同
五
十
一
年
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(七
六
)
三
月
十
日
に
市
体
育
課
の
後
押し
も
あ
っ
て、
苫
小
牧
婦人
ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
た。

同
協
議
会
は
婦
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
集
い、
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
等
を
開
催
し
て
、
婦
人
ス
ポー
ツ
技
術
の
向
上
と
婦
人
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
育
成
を
行
い、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
ウ
ー
マン
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
き
た。
平
成三
年
度
(九
一)
か
ら
理
事
長
制
度
を
発
足

さ
せ
て
自
主
運
営
を
行
い
、
同
八
年
(九
六
)
十
一
月
十
三
日
に
設
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
を
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
き、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
誓
い
合
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
十
一
月
三
日
に
苫
小
牧
市
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し、
二
重
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
。

同
八
年
十
一
月
現
在
の
加
盟
団
体
は
バ
レ
ー
ボー
ル
(一
〇
チー
ム
・
一二
九
人)、

バ
ドミ
ン
ト
ン
(一
四
チー
ム
・
一
一〇
人
)、

卓
球
(三
サー
ク
ル
・
二
五
人
)、
ミ
ニ
バ
レー
ボ
ー
ル
(二
〇
チ
ー
ム
・
一二
一人
)、
太
陽
ク
ラ
ブ
(健
康
体
操・
五
七
人
)、
モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
(一
八
人)、

太
極
拳
(一
四
サー
ク
ル
・
一六
六
人)、

フ
ォー
ク
ダ
ン
ス
(一〇

サー
ク
ル
・
二
五
〇
人
)
で、
第
二
〇
回
婦

人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
集
い、
第
二
〇
回
道
新
杯
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
、
講
習
会
(生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
)、
全
道
大
会
出
場
団
体
補

助
、
中
学
駅
伝
・
市
民
マ
ラ
ソ
ン
協
力、
二
〇
周
年
記
念
事
業
等
を
行
っ
た
。

歴
代
会
長
名

1
昭
和
51・52・3・54

年
度

3
昭
和
50・57年

度

5
昭
和
62・6・

平
成元
年
・
2
年
度
菊

浩
子

菊 水 吉

吉
鶴
美
枝
子

地 野サ
キ

2
昭
和
55年
度

4
昭
和
8・59・60・61

年
度

垂
石
郁
子

山
田
洋
子

6
平
成
3
・
4
・
5
・
6
・
7
・
8
年
度
佐
久
間
淳
子

(『あ
ゆ
み
・二
〇
周
年
記
念
誌』

平
成
八
年
苫
小
牧
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡
協
議
会)

注
(1)

『市
政
要
覧
第
15版』

平
成
七
年
苫
小
牧
市
議
会
事
務
局

(2)
『四〇

年
の
あ
ゆ
み
』
平
成
四
年
苫
小
牧
体
育
協
会
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(3)
『新
聞
切
抜
綴
ス
ポ
ー
ツ
2
』
平
成
四
十
八
～
六
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(4)
『連
盟
創
設
一
〇
周
年
記
念
誌
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
連
盟

『苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
一〇
周
年
記
念
記
録
集
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟

(
5
)

(6)
『あ
ゆ
み
・
二
〇
周
年
記
念
誌
』
平
成
八
年
苫
小
牧
婦人
ス
ポー
ツ
団
体
連
絡
会
議

二、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

と
野
球
場
の
歴
史

苫
小
牧
市
は
昭
和
四
十
一
年
(一
九
六
六)
十
一
月
十
二
日
の
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
式
以
来、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
充
実
に
つ
と
め
て
き
た
。
そ
こ
で
施
設
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

先
ず
ス
ケ
ー
ト
場
で
あ
る
が、
昭
和
六
年
(三
一
)
に
樽
前
山
神
社
横
沼
を
改
修
し
て
周
囲二
五
〇
メ
ー
ト
ル、
内
側
に
ホ
ッ
ケ
ー
リ

ン
ク
一
面
を
持
つ
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会
専
用
リ
ン
ク
を
造
っ
た
の
が
、
本
市
に
お
け
る
正
式
リ
ン
ク
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
同
十
二
年

(三
七
)に
な
っ
て
苫
小
牧
町
は、現

矢
代
町
に
あ
っ
た
有
珠
川
の
沼
状
の
地
を
利
用
し
て
周
囲
四〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
町
営
に
よ
る
ス
ケー

ト
リ
ン
ク
を
初
め
て
造
っ
た
の
で
あ
る
。

一方、
王
子
製
紙
で
も
従
業
員
の
間
で
年
ス々
ケ
ー
ト
が
盛
ん
に
な
り
、
全
日
本
選
手
権
で
の
活
躍
も
あ
っ
て
会
社
専
用
リ
ン
ク
を
造

る
こ
と
に
な
り、
同
十
二
年
春
に
は
工
場
構
内
に
あ
っ
た
陸
上
競
技
場
を
つ
ぶ
し
て、
掘
込
式
の
リ
ン
ク
と
し
、
工
場
内
に
引
き
入
れ
た

苫
小
牧
川
の
残
水
を
流
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
リ
ン
ク
は
周
囲
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ス
ピ
ー
ド
コー
ス
を
幅
一〇
～
一
五
メ
ー
ト
ル
で
掘

り
込
み、
内
側
に
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ン
ク
ニ
面
を
掘
り
込
ん
で
、
ス
ピ
ー
ト
リ
ン
ク
と
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ン
ク
の
間
に
四
つ
の
中
島
を
残
し
て
造
ら

れ、
同
十
四
年
(三
九)
に
完
成
を
み
た
。

第
三
編

教
育
・
文
化
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

と
こ
ろ
が、
昭
和
十
六
年
(四
一)
に
苫
小
牧
に
お
い
て
紀元
二
六〇
〇
年
奉
祝
明
治
神
宮
大
会
(国
体
前
身)
が
開
催
さ
れ
るこ
と

に
な
り
、
王
子
製
紙
は
こ
の
大
会
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
大
金
を
投じ
て
大
リ
ン
ク
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
し
た。
当
時
の
王
子
製

紙
は
好
景
気
で、
町
に
納
め
る
税
も
多
額
に
達
し
て
い
て、
苫
小
牧
町
は
現
在
の
市
民
税
に
相
当
す
る
戸
数
割
税
を
町
会
の
議
決
を
経
て

廃
止
し
て
い
た
ほど
で
あ
っ
た。
そ
こ
で
神
宮
大
会
ま
で
に
西
側
に
木
造
の
階
段
式
観
客
ス
タン
ド
を
挟
ん
で
役
員
室
、
選
手
控
室、
東

側
に
記
録
掲
示
室
が
で
き、盛

大
に
明
治
神
宮
氷
上
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。当
時
と
し
て
は
東
洋
一
と
言
わ
れ
た
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
あ
っ

た。
し
か
し
な
がら
、
苫
小
牧
市
の
都
市
化
と
温
暖
化
が
進
み、
町
中
の
天
然
リ
ン
ク
で
あ
る
た
め
結
氷
状
態
、
氷
質
が
悪
化
し
て
利
用
価

値
が
なく
な
り
、
王
子
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
同三
十
六
年
(六
一)
に
は
そ
の
使
命
を
終
え
て
埋
め
立
て
ら
れ、
新
し
い
工
場
が
建
っ
た。

町
営
リ
ン
ク
は
王
子
リ
ン
ク
の
完
成
に
よ
り
存
在
価
値
が
な
く
な
り、
同
十
六
年
(四
一)
に
は
有
珠
川
改
修
も
あ
っ
て
埋
め
立
て
ら

れ
町
営
陸
上
競
技
場
と
な
り
、
戦
後
苫
小
牧
市
立
自
動
車
学
校
が
建
っ
た。

苫
小
牧
市
で
は、比

較
的
結
氷
が
早
く
以
前
か
ら
大
学
や
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
緑
ヶ
丘
公
園下
の
大
沼
(ガ

マ
の
穂
リ
ン
ク)
を、
同
二
十
七
年
(五二

)
に
市
営
リ
ン
ク
に
指
定
し、
秋
に
は
滑
走
に
妨
げ
と
な
る
ヨ
シ
類
の
刈
取
を
行
っ
て
い
た。

同
三
十
五
年
(六
〇)
に
全
道
氷
上
大
会
が
行
わ
れ
る
の
を
機
会
に
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
選
手
控
室
や
周
囲
の
整
地
が
行
わ
れ
た。
し
か
し
、

同
四
十
二
年
(六
七
)
に
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ック
の
補
助
リ
ン
ク
が
高
丘
の
火
葬
場
・
墓
地
跡
に
出
来
て
そ
の
役
目
を
終
え、
こ
の
市
営
リ

ン
ク
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
現
市
営
オ
ー
ロ
ラ
球
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

室
内
ス
ケ
ー
ト
場
は
王
子
製
紙
が、
同三
十三
年
(五
八)
十
月
に
旧
王
子
球
場
跡
に
福
利
厚
生
施
設
の
一
環
と
し
て
本
市
初
の
パ
イ

ピ
ン
グ
リ
ン
ク
で
あ
る
王
子
ス
ポー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
オー
プ
ン
さ
せ、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
国
際
試
合、
日
本
リ
ー
グ、
全
日
本
選
手
権

大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た。
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一方、
岩
倉
組
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
専
用
リ
ン
ク
と
し
て
昭
和三
十
八
年
(六
三
)
九
月、
三光
町
に
市
内
二
番
目
の
パ
イ
ピ
ン

グ
リ
ン
ク
を
造
っ
た
。
同
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
会
社
の
不
況
に
よ
り、
同
五
十
七
年
(八
二
)
六
月
に
解
散
と
な
り
、
リ
ン
ク
は
岩
倉

土
地
開
発
の
管
理
と
な
っ
た。
そ
の
後
も
市
の
補
助
を
受
け
て
、
低
料
金
を
も
っ
て
市
内
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
同
好
会
や
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
の
チー
ム
の
練
習
の
場
と
し
て
開
放
さ
れ
て
き
た
が、
築
後
三
〇
年
を
経
過
し
て
お
り
冷
凍・配

管
施
設
の
痛
み
が
ひ
ど
く
な
り、

市
と
の
契
約
で
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
の
開
設
ま
で
と
い
う
条
件
で
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
八
年
(九
六)三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
ス
ケ
ー

第
三編

教
育
・
文
化

若草町にあった旧王子球場

市営緑ヶ丘スケートリンク

市営ハイランドパレス
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

ト
リ
ン
ク
と
し
て
の
使
命
を
終
え、
商
業
施
設
に
改
造
さ
れ
た
。

市
営
の
室
内リ
ン
ク
は
昭
和
四
十
五
年
(七
〇
)
一月
十
四
日
に
ス
ケ
ー
ト
・
温
水プ
ー
ル
兼
用の
ハイ
ラン
ド
パ
レ
ス
が
オー
プ
ン

し、
夏
場
にプ
ー
ル
に
切
り
替
わ
る
点
で、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
だ
け
を
目
的
と
し
た
王
子
製
紙、
岩
倉
組
の
リ
ン
ク
と
は
少
し
事
情
が
違
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
次
い
で
同
五
十
四
年
(七
九)
十
二
月
に
は
ス
ケ
ー
ト
・
温
水
プ
ー
ル
兼
用
の
錦
岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
開
業、

現
在
は
通
年
リ
ン
ク
と
な
っ
て
い
る
し
、
沼
ノ
端
に
新
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
平
成
十
二
年
(二
〇
〇
〇
)
三月
二
十
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

が、
こ
れ
ら
は
別
項
で
述
べ
る
。

さ
て
、
野
球
場
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か、
戦
前
に
は
電
気
化
学
工
場
空
地、
苫
小
牧
西
小
学
校
裏
地で
行
わ
れ
て
来
た

が、
い
ず
れ
も
正
式
な
球
場
で
は
な
か
っ
た
。

昭
和二
十
四
年
(四
九)
六
月
に
末
広
町
に
市
営
球
場
を
新
設
し
、
軟
式
野
球
部
が
で
き
て
王
子
製
紙
も
表
町
に
専
用
球
場
を
造
っ
た
。

王
子
製
紙
で
は
こ
の
球
場
で
工
場
を
あ
げ
て
の
部
対
抗
大
運
動
会
も
行
っ
て
い
た。
市
営
球
場
は
木
造
の
ス
タ
ン
ド
も
あ
っ
て
各
種
全
道

大
会、
プ
ロ
野
球二
軍
戦
な
ど
も
行
わ
れ
た
が、
こ
の
地
に
総
合
体
育
館
が
建
つ
こ
と
に
な
り
取
り
壊
さ
れ
た。
新
し
い
市
営
球
場
は
同

四
十
七
年
(七
二
)
か
ら
同
四
十
八
年
(七
三
)
に
か
け
て
清
水
町
の
旧
市
営
リ
ン
ク
を
埋
め
立
て
ら
れ
て
新
し
い
市
営
球
場
(現
オ
ー

ロ
ラ
球
場)
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。

王
子
球
場
の
地
に
は
同
四〇
年
に
王
子
病
院
が
建
つ
こ
と
に
な
り
、
同
球
場
東
側
の
旧
木
造
社
宅
を
撤
去
し
て
新
球
場
と
し
た
。
こ
の

球
場
も
ま
た
ま
た
王
子
病
院
の
敷
地
と
な
っ
た
の
で、
平
成
七
年
(九
五
)
八
月
に
清
水
町
に
移
転
し
た
。

な
お、
同
五
十
年
(七
五
)
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
屋
外
ス
ピ
ー
ド
ス
ケー
ト
場
一、
室
内
ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
場三
、
野
球
場
二

な
ど
が
あ
り、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が、
詳
し
い
内
容
に
つ
いて
は
『苫
小
牧
市
史
下
巻
』
を
参
照
さ
れ
た
い。
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苫
小
牧
市
内
の
主
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
(昭
和
五
十
年
十
二
月
現
在)

岩
倉
組
体
育
館

王
子
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー

王
子
球
場

公
認
陸
上
競
技
場

苫
小
牧
市
総
合
体
育
館

ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

苫
小
牧
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー

設
名

岩
倉
組

王
子
製
紙

王
子
製
紙

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

設
置
者

三
光
町

表
町

若
草
町

旭
町

末
広
町

字
高
丘

字
高
丘

字
高
丘

春
日
町

所
在
地

五
〇
〇

八
五
〇

二
〇
、〇
〇
〇

三
九
、四
〇
〇

七
、八〇

五
五
一
五

三、〇
一
七

四
〇、五
〇〇

二〇
、七
六
六

敷
地
面
積
五

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場

野
球
場

苫
小
牧
東
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

総
合
体
育
館

合
宿
所

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
兼
温
水プ
ー
ル

ス
ピ
ー
ト
ス
ケ
ー
ト
場

野
球
場 備

考

(『苫小
牧市
勢
要覧』

昭
和五十

一
年版

苫
小
牧市、

『新
聞切
抜
綴
スポー

ツ1』
昭
和
四十八

年～
同
五十
八
年
苫
小
牧市
史
編集
事務
局
編よ
り
作
成)

ス
ケ
ー
ト
場
の
新
設
と

苫
小
牧
市
は
糸
井
・
錦
岡
地
区
が
住
宅
地
と
し
て
発
展
す
る
一方
で
、
年
盛々
ん
と
な
る
ア
イ
ス
ホ
ッ

白
鳥
ア
リ
ー
ナ
の
新
設
ケ
ー
熱
の
中
で
リ
ン
ク
不
足
が
表
面
化
し
た
。
特
に、
既
存
の
リ
ン
ク
は
市
内
中心
街
と
東
北
部
に
集
中
し
、

西
側
に
は
無
く
市
民
チ
ー
ム
の
間
か
ら
、
西
部
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
新
設
を
望
む
声
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
折
り
に
苫
小
牧

市
で
は
昭
和
五
十
五
年
(八
〇
)
一月
に、三

十
年
振
り
で
第
三
五
回
国
体
冬
季
大
会
ス
ケー
ト
競
技
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
市
は
同
五
十
四
年
(七
九
)
四
月
に
国
体
開
催
の
目
玉
と
し
て
総
工
費
九
億
三
、
二
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
、
字
錦
岡
四
二
七
番
地

に
ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
場
の
建
設
に
着
手
し
た
。
こ
の
西
部
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場
は
鉄
筋
鉄
骨
一
部二
階
建
て、
延
面
積
三
、
三三
〇
平
方

第
三
編

教
育
・
文
化

苫
小
牧
市
営
球
場

施
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

ときわスケートセンター

メ
ー
ト
ル
で
、
夏
期
間
は
温
水プ
ー
ル
を
兼
ね
る、
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
と
同
様
の
形
式

で
あ
っ
た
。

こ
の
ス
ケー
ト
場
は
条
例
設
定
に
よ
り
「
錦
岡
ス
ポー
ツ
セン
タ
ー
」
と
正
式
に
命
名

さ
れ、
昭
和
五
十
五
年
(八
〇
)
一月
十
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た。
こ
の
日
式
典
の
後、

一
般
開
放
さ
れ、
この
時
を
待
ち
わ
び
て
い
た
チ
ビ
っ
子
約三
〇
〇
人
が
初
滑
り
を
楽
し

ん
だ
。
同
月二
十三
日
から
は
氷
都
苫
小
牧
入
り
し
た
国
体
選
手
団
の
練
習、
試
合
の
場

に
活
用
さ
れ
た
。
一方、

プ
ー
ル
の
方
は
同
年
五
月二
十
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
同
月
二

十
五
日
ま
で
記
念
行
事
が
行
わ
れ、
一部
は
無
料
開
放
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
錦
岡
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(と
き
わ
ス
ケー
ト
セ
ン
タ
ー
)
は
夏
は
温
水
プ
ー
ル、
冬
は
ス
ケ
ー

ト
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
同
六
十
三年

(八
八
)
八
月
に
な
っ
て
日
新
町
に
通
年
温
水プ
ー
ル
が
出

来
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ァン
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
通
年

リン
ク
化
が
問
題
化
さ
れ、
鳥
越
市
長
は
「ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
計
画
は
あ
る
も
の
の
、
実
現
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め、
当
面

は
錦
岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
通
年
リ
ン
ク
に
改
造
し
て
いく
」
と
延
べ、
新
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(3)

そ
こ
で
市
は
平
成
二
年
度
(九
〇)
に
お
い
て
一
億
一、
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
冷
凍
機
を
夏
の
期
間
で
も
耐
え
ら
れ
る
二
〇
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
大
型
機
へ
の
改
修
を
行
い、
同
年
十
月
の
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
と
き
わ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
、
通
年
リ
ン
ク
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た、
翌
三
年
(九
一)
七
月
末
ま
で
に
可
動
式
の
二
九
〇
人
用
観
覧
席
を
設
け
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

白
鳥
ア
リ
ー
ナ
の
開
設
ま
で
に
は
長
い
道
程
と
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た。
も
と
も
と
本
市
に
は
王
子
製
紙
と
岩
倉
組
と
い
う
全
日
本
選
手
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権
や
日
本
リ
ー
グ
で
優
勝
を
争
う
チ
ー
ム
が
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
用
室
内
リ
ン
ク
を
持
っ
て
お
り
、
市
に
は
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
スと
呼

ば
れ
る
市
営
室
内
リ
ン
ク
が
あ
っ
た。
し
か
し
、
公
式
戦
が
行
え
る
の
は
王
子
リ
ン
ク
の
み
で
、
他
の
二
つ
は
練
習
用
リ
ン
ク
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
(七二
)
二
月
に
札
幌
冬
季
五
輪
の
開
催
が
あ
っ
て
真
駒
内、
月
寒
リ
ン
ク
の
完
成、
釧
路
市
の
春
採
ア
リ
ー
ナ、
帯

広
市
の
帯
広
の
森
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
も
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
数
だ
け
は
多
い
苫
小
牧
と
し
て
も
国
際
規
定
を
満
た
す
リ
ン
ク
の
必

要
性
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
行
動
と
な
っ
た
の
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
八
月
二
十
六
日
に
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協

会
が
市
議
会
に
提
出
し
た
陳
情
書
で
あ
っ
た
。

こ
の
陳
情
書
は
文
教
経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
が、
同
年
十
月二
十
五
日
の
本
会
議
で
委
員
長
よ
り
採
択
と

な
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
に
は
莫
大
な
費
用
を
必
要
と
し
、
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会、
或
い
は
分
離
後
の
苫
小
牧
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
と
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
連
盟
に
よ
り
文
教
経
済
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
代
わ
る
度
に
「通
年
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
早
期

建
設
に
関
す
る
陳
情
」
が
提
出
さ
れ
て
い
た
が、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
続
く
経
済
不
況
に
よ
り
、
市
財
政
も
苦
し
く、
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
の
建
設
問
題
は
一
向
に
進
展
し
な
か
っ
た。

こ
の
問
題
が
市
民
側
の
考
え
方
と
し
て
大
き
く
動
き
だ
す
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
は、
同
六
十
一
年
(八
六)
十
月
十
六
日
に
市
教
委

野
々
垣
教
育
長
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
「苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
検
討
委
員
会
」
(岩
倉
賢
周
議
長)
が
設
置
さ
れ、
具
体
的

な
問
題
と
し
て
検
討
を
開
始
し、
翌
六
十
二
年
(八
七)
十
一
月三
十
日
に
「
行
政、
民
間
あ
げ
て
早
期
建
設
に
向
け
て
努
力
す
る
よ
う

望
む
」
と
い
う
答
申
書
を
提
出
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
苫
小
牧
市
は
同
六
十
三
年
(八
八
)
年
度
予
算
に
お
い
て
一、
〇
〇
〇
万
円
を
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
基
金と
し
て
設

け
、
四
月
一
日
に
は
「ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
基
金
条
例」
を
施
行
し
た。
こ
れ
に
よ
り
菱
中
興
業
が
三
〇
〇
万
円
の
指
定
寄
付
に
応
じ
、
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

官
民
一
体
に
よ
る
協
力
体
制
が
確
立
し
て
い
っ
た
。

平
成
元
年
(八
九)
八
月
に
は
市
体
育
部
を
中
心
に
土
木
部、
建
築
部、
財
政
部
の
ほ
か、
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
、
苫
小
牧

ス
ケー
ト
連
盟
の
役
員
な
ど
に
よ
る
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
調
査
委
員
会
が
発
足
し
、
建
設
場
所、
構
造、
規
模、
管
理
運
営
な
ど
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

建
設
場
所
に
つ
い
て
は、
1
広
い
用
地、
2
交
通
も
含
め
た
利
便
性、
3
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境、
4
市
の
シ
ン
ボ
ル
施

設
の
四
つ
の
条
件
を
打
ち
出
し
、
1
緑
ヶ丘
総
合
運
動
公
園
西
側、
2
明
野
土
地
造
成
所
有
地、
3
錦
西
ニ
ュー
タ
ウ
ン
、
4
清
水
町
市

営
球
場
駐
車
場、
5
若
草
町
王
子
野
球
場、
6
入
船
町
石
炭
ヤ
ー
ド
の
六
ヶ
所
が
そ
の
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た。
そ
し
て
市
は、

こ
の
中
か
ら
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
西
側
の
用
地
に
特
定
し
て
所
有
者
と
取
得
の
た
め
の
折
衝
を
行
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が、
こ
の
地
は

王
子
製
紙
が
産
業
廃
棄
物
処
理
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
活
用
に
は
道
の
厳
し
い
内
容
の
指
導
が
あ
り
、
取
得
が
難
し

い
状
態
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
市
は
新
た
な
用
地
探
し
に
入
り、
若
草
町
の
中
央
公
園
北
側
の
地
に
つ
い
て
王
子
製
紙
に
提
供
を
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。

王
子
製
紙
は
本
社と
も
協
議
をし
、
同
三
年
(九
一)
十
二
月
二
十
八
日
に
な
っ
て
木
下
克
彦
工
場
長
代
理
が
記
者
会
見
し
て、
若
草
町

の
社
宅
用
地二
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
市
に
提
供
す
る
方
針
を
固
め
た
と
発
表
し
た
。
価
格
は二
一億
円
相
当
と
い
わ
れ、
一〇
億
円
分
を

市
有
地
と
等
価
交
換
し、
残
り
の
一
一億
円
分
は
市
に
寄
付
す
る
と
いう
内
容
で
あ
っ
た
。
二
転
三
転
し
た
建
設
用
地
は
王
子
製
紙
の
英

断
に
よ
り、
市
内
中
心
部
の
一
等
地
に
決
定
し
、
関
係
者
は
市
民
へ
の
ビ
ッ
ク
な
お
年
玉
と
し
て
喜
び、
感
謝
し
た
の
で
あ
る
。

鳥
越
市
長
は
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
土
地
に
関
し
て
市
議
会
に
報
告
し
、
寄
付
採
納
と
交
換
用
地
に
つ
い
て
承
認
を
得
る
た
め、
平
成
四

年
(九
二
)
一月
十
四
日
に
臨
時
市
議
会
を
召
集
し、
用
地
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
は、
市
民
要
望
の
強
い
長
年
の
懸
案
事
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
私
か
ら
御
説
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明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
イ
ス
アリ
ー
ナ
の
建
設
場
所
に
つき
ま
し
て
は、
利
用
者
の
利
便
や
町
の
活
性
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
六
ヶ
所
の
候
補
地
を
上
げ
て
選
定
作
業
を
行
い、

こ
の
う
ち
当
初
は
緑
ヶ
丘
運
動
公
園
に
隣
接
い
た
し
ま
す
清
水
町
四
丁
目
の
王
子
製
紙
社
有
地
を
第
一
の
候
補
地と
し
て
交
渉
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
王
子
製
紙
さ
ん
が、
産
業
廃
棄
物
処
理
場
と
し
て
使
用
中
で
あ
り
、
こ
の
解
除
に
当
た
っ
て
は、
監
督
官
庁
の

厳
し
い
指
導
、
規
制
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
なく
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
引
き
続
き
他
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
王
子
製
紙
さ
ん
の
特
段
の
御
理
解と
お
計
ら
い
に
よ
っ
て
、
中
央
公

園
北
側
に
隣
接
す
る
若
草
町
二
丁
目
の
土
地
を
建
設
地
と
し
て
内
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
用
地
は、
面
積
お
よ
そ
二
、
三〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
時
価二
〇
億
円
を
超
す
市
内
中
心
部
の
一
等
地
で
あ
り
ま
す
が、
こ
の
う
ち
四
六
%
に
当

た
る
約
一
万
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
市
有
地
と
交
換
し、
残
り
の
五
四
%
に
当
た
る
約
一
万
二
、
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
王
子
製
紙
さ
ん
の
御
好
意
に

よ
る
寄
付
に
よ
っ
て
取
得
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

用
地
を
心
よ
く
御
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
王
子
製
紙
さ
ん
を
初
め、
こ
れ
ま
で
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
上
は、
多
く
の
市
民
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
今
議
会
で
御
同
意
を
い
た
だ
き
次
第、
市
民
有
識
者
に
よ
る
建
設
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ、
ス
ポ
ー

ツ
都
市
宣
言
三
〇
周
年
の
一
大
記
念
事
業
と
し
て
平
成
八
年
ま
で
に
は
氷
都
苫
小
牧
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
完
成
す
べ
く
精
力
的
に
準
備
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(『第
六
回
臨
時
苫
小
牧
市
議
会
会
議
録』

平
成
四
年
一
月
十
四
日
苫
小
牧
市
議
会)

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
予
定
地
は
若
草
町
二
丁
目
四
番
で
地
積
は二
万
三
、〇
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
価
格
は
約
二
〇
億
八、

〇
〇
〇
万
円
で
、
土
地
所
有
者
は
王
子
製
紙
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
得
内
容
に
つ
い
て
は
一
部
交
換
が
一万
六
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一部

第
三
編
教
育
・
文
化

907



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

寄
付
が
一
万
二
、
四二
六
平
方
メー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
市
で
は
市
有
地
の
若
草
町
五
丁
目
一
四
番
三
号三
、
九
八
二
平
方
メ
ー
ト
ル、
柳

町三
丁
目
一
番
二
号
の二
な
ど
二
万
九、
八
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
の
等
価交
換
を
す
る
こと
に
し
、
交
換
地
は
平
成
四
年
度
(九二
)、

(4)
寄
付
地
は
同
五
年
度
(九
三
)
に
取
得
す
る
考
え
を示
し
、
同
市
議
会
で
承
認
を
得
た
の
で
あ
る
。

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
ま
で
の
道
程
は、
財
源
的
に
厳
し
く
、
意
志
決
定
ま
で
は
非
常
に
長
い
も
ので
あ
っ
た
が、
一旦
こ
と
が
進
む

と
、
矢
継
ぎ
早
に
決
ま
り
、
建
設
に
向
け
て
邁
進す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
同
四
年
一
月
二
十
九
日
に
は
「苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建

設
規
模
等
検
討
会
議
」
(中
澤
啓
次
委
員
長)
を
発
足
さ
せ、
氷
都
苫
小
牧
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
規
模、
仕
様
と
性
格

な
ど
の
検
討
に
入
っ
た
。

苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
規
模
等
検
討
会
議
委
員
名

西
浦
清
輝
(体
協
理
事
長
)、
桝
川
順
司
(ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
理
事
長
)、
栗
橋
誘
子
(岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
主
将)、

北
村
昭
(ス
ケ
ー
ト
連
盟
会
長)、

小
野
真
理
子
(同
副
理
事
長)、

垂
石
郁
子
(婦
人
ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡
協
議
会
理
事
長)、

貝
塚
博
之
(小
学
校
長
会
長)、

渡
部
恒
治
(中
学
校
体
育
連
盟

会
長
)、
下
野
益
雄
(高
体
連
ス
ケ
ー
ト
専
門
部
長
)、
滝
場
陽
一
(PTA

連
合
会
副
会
長
)、
岩
倉
賢
周
(商
工
会
議
所
副
会
頭)、

阿
部
明
弘
(青
年
会

議
所
理
事
長
)、
小
沢
キ
シ
子
(町
内
会
連
合
会
婦
人
部
長)、

小
保
方
一
雄
(観
光
協
会
長
)、
森
本
光
彦
(元
市
建
築
部
長)

(『ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
関
係
資
料』

平
成
八
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編)

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
規
模
等
検
討
委
員
会
で
は
五
回
の
会
合
と
札
幌
、
旭
川、
盛
岡
の
各
リ
ン
ク
を
視
察
し
、
五
カ
月
と
い
う
ス
ピ
ー

ド
で
調
査
検
討
を
終
え、
同
四
年
五
月
二
十
六
日
に
鳥
越
市
長
に
答
申
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
性
格
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
主
体
と
す
る

一方
で
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の三
カ
月
を
リ
ン
ク
の
機
械
・
整
備
期
間
と
し
、
そ
の
間
を
使
っ
て
多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
考
慮

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た。
建
設
規
模
は
過
去
の
国
際
試
合、
全
国
大
会
な
ど
の
観
客
動
員
数
を
参
考
に
し
な
がら
観
客
席
は
固
定三
、

○
○
人
、
立
見
席
一、
〇
〇
〇
人
の
計
四、
〇
〇
〇
人
規
模
と
し
、
選
手
控
室、
シ
ャ
ワー
室、
医
務
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室、
資
料
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室
、
メ
モ
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
設
置、
国
際
試
合
に
対
応
出
来
る
設
備
の
充
実
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
った
。

こ
れ
を
受
け
鳥
越
市
長
は、
建
設
面
積
約
七、
〇〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
観
客
席
四、
〇
〇
〇
人
(固
定
・立
見
席)、

総
工
費
約
四
二

億
円
と
し、
設
計
は
コ
ン
ペ
と
す
る
こ
と
に
し
、
平
成
四
年
(九
二
)
八
月
二
十
四
日
に
設
計
競
技
審
査
会
(太
田
実
委
員
長)
を
設
置

し
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
設
計
に
経
験
を
持
つ
道
内
外
の
七
社
を
指
名
し
、
三
十
一
日
に
設
計
コ
ン
ペ
説
明
会
を
行
っ
た。

こ
の
結
果、
施
設
の
躍
動
感
の
表
現
に
重
点
を
置
き、
氷
都
の
新
し
い
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
重
圧
さ
、
ス
ケ
ー
ト
の
シ
ャ
ー
プ
な
動
き
と

白
鳥
の
飛
翔
を
曲
線
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
表
現
し
た
久
米
設
計
(東
京)
の
作
品
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た。

こ
う
し
て
、
極
め
て
敏
速
の
う
ち
に
進
ん
だ
苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
は
同
六
年
(九
四)
八
月
二
十
三
日
に
競
争
性、
透

明
性
を
高
め
る
た
め
公
募
型
指
名
競
争
入
札
を
試
行
的
に
導
入
し
て
行
わ
れ、
次
の
よ
う
な
工
事
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

苫
小
牧
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
(仮
称)
新
築
工
事
契
約

第
三
編

教
育
・
文
化

衛
生
設
備
工
事

電
気
設
備
工
事

新
築
主
体
工
事

工
事

名 名

一六
四、八
〇
〇、〇

二〇
七、〇
三
〇
、〇
〇
〇

二、八
九
四、三
〇
〇・〇

〇

請
負
代
金
額
(円)

指
名
競
争
入
札

指
名
競
争
入
札

指
名
競
争
入
札

契
約
方
法

" 構
成
員
・
株
式
会
社
成
友
設
備

"代
表
者
・三
機
工
業
株
式
会
社
北
海
道
支
店

・
株
式
会
社
電
気
工
事
西
川
組

構
成
員
・
阿
部
電
気
工
事
株
式
会
社

代
表
者
・
株
式
会
社
き
ん
で
ん
北
海
道
支
社

・
菱
中
建
設
株
苫
小
牧
本
店

約

業

者

" 構
成
員
・
岩
倉
建
設
株)苫
小
牧
本
店

代
表
者
・
戸
田
建
設
株
式
会
社
札
幌
支
店

契・
株
式
会
社
冨
士
企
業
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

暖
房
換
気
設
備
工
事

一六
六、八

六
〇
、〇
〇〇

(『第
六
回
臨
時
苫
小
牧
市
議
会
議
案
綴
』
平
成
六
年
八月

(5)

苫
小
牧
市
ア
イ
ス
アリ
ー
ナ
は
平
成
六
年
(九
四)
九
月
十
二
日
に
安
全
祈
願
祭
が

現
地で
行
わ
れ、
同
八
年
(九
六)
秋
ま
で
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た、
同

八
年
一
月
八
日
に
鳥
越
市
長
は
記
者
会
見
で、
建
設
中
の
リ
ン
ク
の
名
称
を
「苫
小
牧

市
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
」
と
す
る
と
発
表
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
1
苫
小
牧
市
の
鳥
が
白
鳥

で
あ
る
こ
と
、
2
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
デ
ザ
イ
ン
が
白
鳥
の
羽
ば
た
き
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
ア
イ
ス
を
入
れ
な
か
っ
た
の
は
夏
場
の
三
カ
月
間
程

度
、
ス
ケ
ー
ト
競
技
以
外
の
利
用
も
考
え
た
と
説
明
し
た
。

同
年
八
月
一
日
に
は
主
体
工
事
が
完
成
し、
そ
の
後
外
構
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ、
モ
ニ
ュ
メン
ト
や
築
山
が
設
け
ら
れ、

一、
八〇
〇
本
の
木
が
植
え
ら
れ、

一
一
四
台
分
の
駐
車
場
も
で
き、
ス
ポー
ツ
の
殿
堂
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
と
な
っ
て
い
っ

た
。工
事
開
始
か
ら
約二
年
間
を
費
や
し
て
進
め
て
き
た
市
民
待
望
の
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
は

同
八
年
八
月
二
十
九
日
に
華
や
か
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が、
苫
小
牧
市
が
ス
ポー
ツ
都
市

新設された苫小牧市白鳥アリーナ

冷
却
設
備
工
事

三〇二
、八二
〇、〇〇

〇
| 指
名
競
争
入
札

指
名
競
争
入
札

代
表
者
・
国
策
機
工
株
式
会
社

構
成
員
・
株
式
会
社
大
気
社
北
海
道
支
店

・株
式
会
社
朝
日
工
業
社
北
海
道
支
店

"三
菱
重
工
業
株
式
会
社
北
海
道
支
店

苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
編
)
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宣
言
三
〇
周
年
に
完
成
時
期
を
合
わ
せ、
総
工
費
は
外
構
工
事
等
を
含
め
約
五
十
一
億
円
を
投
入
し
て
の
完
成
で
あ
っ
た。

建
物
は
素
材
そ
の
も
の
を
生
か
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
仕
上
げ
を
外
装
に
採
用、
内
部
の
一
階
に
国
際
規
格
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク

(六
〇
m×三

〇
m)
の
外
に
選
手
控
室
(六
室)、

会
議
室
(四
室)
な
ど
を
設
け、
さ
ら
に
最
新
の
マシ
ン
を
そ
ろ
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
で
き
る
資
料
展
示
室、
売
店
な
ど
が
開
設
さ
れ
た
。
二
階
に
は
電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
内
蔵

し
た
三
、
〇
〇
〇
人
分
の
固
定
席、

一、
〇
〇
〇
人
の
立
見
席、

一〇
人
の
車
イ
ス
専
用
の
観
客
席
も
設
け
ら
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
の
日
に
は、
午
後
二
時
四
〇
分
か
ら
リ
ン
ク
上
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ、
鳥
越
市
長
ら
六
人
の
関
係
者、
市
民
代
表
に
よ

り
テ
ー
プ
カ
ット
を
し
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
た。
そ
の
後
こ
けら
落
と
し
で
招
か
れ
た
プ
ロ
フ
ィギ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
の
伊
藤
み
ど
り
が
華

麗
な
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
を
披
露
し
た
。
続
い
て
コ
ク
ド
対
マ
ル
イ
I
F
(
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
)、
新
王
子
製
紙
対
ク
リ
リ
ア
ソビ
エ
ト
フ
(ロ
シ

ア)
のア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
の
国
際
試
合
が
行
わ
れ、
す
り
鉢
状
の
観
客
席
を
埋
め
つ
く
し
た
ファ
ン
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
た
。

な
お、
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
の
管
理
に
つ
い
て
は
財
団
法
人
化
さ
れ
た
苫
小
牧
市
体
育
協
会
が
当
た
り
、
オ
ー
プ
ン
し
て
一
カ
月
が
経
過
し

た
平
成
八
年
(九
六
)
十
月
四
日
ま
で
に
九、
五
九
一
人
が
一
般
滑
走
を
楽
し
み
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
練
習
の
専
用
貸
切
を
含
め
て
早
く

も
一
万
人
を
突
破、
国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体、
経
済
団
体、
行
政
関
係
者
な
ど
の
視
察
も
相
次
ぎ
脚
光
を
浴
び
る
殿
堂
と
な
っ
た
。
同

年
十
一
月
二
日
に
は
落
成
式
が
行
わ
れ、
来
賓、
関
係
者
等
約二
五
〇
人
が
新
し
い
施
設
の
完
成
を
祝
い、
二
階
ロ
ビ
ー
で
記
念
祝
賀
会

が
行
わ
れ
た
。

白
鳥
ア
リ
ー
ナ
の
誕
生
は
や
や
低
迷
す
る
ス
ケ
ー
ト
メ
ッ
カ
苫
小
牧
市
に
と
って
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
で
一
つ
の
起
爆
剤
に
な
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

野
球
場
の

昭
和
五
十
年
(七
五)
現
在
の
野
球
場
に
つ
い
て
は、
既
に
記
し
た
よ
う
に
清
水
町
の
市
営
球
場
と
若
草
町
の
王
子

球
場
で
あ
っ
た
。
市
営
球
場
の
方
は
そ
の
ま
ま
残
り、
市
営
オー
ロ
ラ
球
場
と
な
っ
た
が、
王
子
球
場
の
方
は
平
成
六

新
設
と
移
転

第
三
編
教
育
・
文
化
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

年
(九
四)
七
月
に
市
内
中
心
部
の
社
有
地
の
活
用
計
画
の
一環
と
し
て
球
場
跡
地
に
王
子
病
院
が
新
築
さ
れ
るこ
と
に
な
り
、
他
地
へ

の
移
転
が
余
儀
なく
さ
れ
た
。
王
子
工
場
で
は
白
金
町
の
社
宅
跡
地
と
清
水
町
の
埋
立
地
を
候
補
に
あ
げ
て
い
た
が、、周

辺
へ
の
影
響
も

少
な
く、
緑
ケ
丘
運
動
公
園
に
も
近
い
清
水
町
に
新
設
す
る
こと
に
な
っ
た
。

新
王
子
球
場
は
平
成
七
年
(九
五)
八
月三
十
一
日
に
完
成
し
た
が、
総
面
積
は
一万三

、二
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で、
両
翼
九
五
メ
ー

ト
ル、
中
堅
一
二〇
メ
ー
ト
ル
で
旧
球
場
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た。
天
然
芝、
水
は
け
な
ど
に
配
慮
し
て
い
る
も
の
の、
あ
く
ま
で
も
練

習
用
グ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

苫小牧市営オーロラ球場

苫小牧市営緑ヶ丘球場

苫小牧市営少年野球場

912



伝
統
を
誇
る
朝
野
球
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
本
市
の
野
球
人
口
も
年
増々
加
し、
職
場
チー
ム、
同
好
会
等
に
よ
る
球
場
確
保
は
極
め

て
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た。
こ
の
た
め、
野
球
愛
好
家
か
ら
市
営
第二
球
場
の
設
置
を
望
む
声
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
市
は、
緑
ヶ
丘

運
動
公
園
の
苫
小
牧
東
高
校
の
す
ぐ
隣
に、
一億
四、
四
〇
〇
万
円
を
投じ
て
第
二
市
営
球
場
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
球
場
は
昭

和
六
十
二
年
(八
七)
五
月
に
完
成
し
た
が、
こ
れ
で二
つ
の
市
営
球
場、
し
か
も
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
いこ
と
も
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
た
め
市
民
から
愛
称
を
募
集
し
、
同
六
十
二
年
度
か
ら
第
一
球
場
(現
球
場)
を
オ
ー
ロ
ラ
球
場
、
第
二
球
場

(新
球
場)
を
緑
ヶ丘
球
場
と
呼
ぶ
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
な
お、
オ
ー
ロ
ラ
は
戦
前
に
苫
小
牧
に
オ
ー
ロ
ラ
と
い
う
硬
式
クラ
ブ
チ
ー
ム

が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、
緑
ヶ
丘
は
緑
ケ
丘
運
動
公
園
の
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た。

緑
ヶ
丘
球
場
は
同
年
五
月
二
十
日
か
ら
使
用
開
始
と
な
っ
た
が、
記
念
式
典
は
当
初
は
二
十
四
日
に
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が、
雨
で
延

期
さ
れ、
六
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
式
典
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に、
高
校
野
球
で
甲
子
園
に
出
場
し
た
鳥
越
忠
行
が
市
長
に
当
選
す
る
や、
当
選
初
年
の
施
政
方
針
の
中
で
、
「子
ど
も
た
ち
の
健

(6)
全
育
成
と
体
力
づ
く
り
の
た
め
に、
少
年
専
用
野
球
場
と
サ
ッ
カ
ー
場
を
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
に
新
設
し
ま
す
」
と
述
べ、
少
年
野
球

場
は
九
六
〇
万
円
を
も
っ
て
同
六
十三
年
(八
八
)
四
月
末
に
完
成
し
た
。
球
場
面
積
は
七、三

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
両
翼
七
七
メ
ー

ト
ル
、
中
堅
八
七
メ
ー
ト
ル、
本
塁
か
ら
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ま
で
一五
メ
ー
ト
ル
と
や
や
小
型
だ
が、
少
年
野
球
場
と
し
て
は
道
内
で
初
め

て
ラ
バ
ー
フ
ェン
ス
材
を
使
っ
た
立
派
な
も
ので
あ
っ
た。
少
年
野
球
場
の
オ
ー
プ
ン
式
は
同
年
五
月三
日、
鳥
越
市
長
を
迎
え
て
盛
大

に
行
い、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団二
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
記
念
交
換
試
合
を
行
っ
た
。
こ
れ
で
苫
小
牧
市
と
し
て
三
番
目
の
市
営
球
場
を
持

つこ
と
に
な
っ
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
サ
イ

苫
小
牧
・
支
笏
湖
間
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
(自
転
車
道
路
)
計
画
は、
昭
和
四
十
七
年
(七

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
開
設
二)
の
夏
こ
ろ
か
ら
市
や
観
光
協
会
な
ど
の
働
き
掛
け
に
よ
り
、
国
道二
七
六
号
線
の
管
理
者
で
あ

第
三編
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

る
道
開
発
局
室
蘭
開
建
苫
小
牧
道
路
事
務
所
で
路
線
な
ど
を
検
討
し
て
き
た。
そ
の
結
果、
国
道
に
沿
っ
て
旧
山
線
軌
道
の
跡
地
を
利
用

す
る
こと
に
な
り、
路
線
を
高
丘‒‒モ

ー
ラ
ップ
間
一九
・
一キ
ロ
と
決
定
し
、
昭
和
五
十
年
度
(七
五)
ま
で
に
関
係
機
関
か
ら
計
画

の
了
承
を
取
り
付
け
て
い
た
。

こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
と
し
、
山
線
軌
道
を
利
用
す
る
た
め
両
サ
イ
ド
が
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
な
り
、
自
然

環
境
を
十
分
に
生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
し
た
いと
し、
同
五
十
一
年
度
(七
六)
か
ら
同
五
十
五
年
度
(八
〇
)
の
五
カ
年

計
画
で
完
成
さ
せる
も
の
で
あ
っ
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
同
五
十
一
年
七
月
か
ら
約
四、
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
丸
山
地
区
の
用
地
確
保
と
約二
キ
ロ
の
道
路
舗
装
を

行
っ
て
こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
さ
ら
に
工
事
は
苫
小
牧
側
に
向
け
て
計
画
的
に
進
め
ら
れ、
同
五
十
二
年
度
(七
七)
に三
キ

ロ、
同
五
十
三
年
度
(七
八
)
に
四
キ
ロ
が
完
成
し
た
。
同
五
十
四
年
度
(七
九
)
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロー
ド
と
し
て
は
珍
し
い
立
体

交
差
・
丸
山
地
下
道
が
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
設
け
ら
れ、
国
道
と
交
差
す
る
部
分
で
上
を
国
道、
下
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
走
る
こ
と

に
し、
約
三
・
七
キ
ロ
が
完
成
し、
こ
れ
で
一二
・
七
キ
ロ
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
と
な
り
、
約
三
分
の
二
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

同
五
十
五
年
度
(八
〇
)
に
は
二
キ
ロ
が
出
来
上
が
っ
た
が、
当
初
予
定
の
年
度
内
の
完
成
は
成
ら
ず
、
さ
ら
に
も
う
一
年
延
長
し
同

五
十
六
年
(八
一)
六
月
に
着
工
し
て
、
九
月
十
四
日
に
残
り二
・
七
キ
ロ
が
完
成
し、
こ
れ
で
市
街
地
から
丸
山
ま
で
一
七
・
四
キ
ロ

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロー
ド
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

周
辺
は
国
有
林
に
す
っぽ
り
と
包
ま
れ、
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
舗
装
道
路
が
ひ
と
き
わ
目
立
ち、
起
点
と
な
る
高
丘
高
速
道
路
陸
橋
下
に

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た
ち
の
集
合
場
所
と
な
る
広
場、
案
内
板
が
立
ち
、
途
中
の
四
キ
ロ
と
一
四
キ
ロ
地
点
に
休
憩
所
が
設
け

ら
れ
た。
そ
し
て
、
同
五
十
六
年
九
月二
十
日
から
一
般
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
総
工
費
は
約
一〇
億
円
で
あ
った
。

計
画
で
は
市
内
高
丘
か
ら
モ
ー
ラ
ッ
プ
ま
で
の
全
長
一
九
・
一キ
ロ
で
あ
る
が、
丸
山
か
ら
モ
ー
ラ
ッ
プ
・
支
笏
湖
畔
ま
で
の
区
間
は
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札
幌
開
建
の
受
け
持
ち
で
あ
り
、
こ
の
方
の
完

成
が
待
た
れ
た
。

一方
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
道
内

で
は
す
で
に
四
市
町
村
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロー
ド
の
開
通
に
合
わ
せ
て
苫

小
牧
市
が
財
団
法
人
自
転
車
道
路
協
会
に
対
し

て
誘
致
運
動
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
青
少
年
の
健

康
増
進
な
ど
を
目
的
に
建
設
さ
れ、
自
転
車
の

貸
し
出
し
や
宿
泊
施
設、
研
修
施
設
な
ど
が
設

け
ら
れ、事

業
主
体
は
自
転
車
道
路
協
会
だ
が、

建
設
か
ら
完
成
後
の
運
営
な
ど
は
一
切
地元
の

自
治
体
に
委
託
さ
れ、
最
終
的
に
は
施
設
も
そ
っ
く
り
移
管
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

市
は
字
高
丘
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
選
手
強
化
合
宿
所
横
を
建
設
地
に
予
定
し
た
が、
こ
れ
は
支
笏
湖
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
入
口
に
当
た

り、
ハイ
ラ
ン
ド
の
プ
ー
ル、
ス
ケ
ー
ト
場
に
隣
接
し
て
い
て
環
境
面
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
昭
和
五
十
九
年
(八
四)

一月
下
旬
に
正
式
に
決
定
し
、
苫
小
牧
市
は
同
年
度
予
算
に
五
億
七
九
二
万

円
を
計
上
し
た
が、
歳
入
で
は
受
託
事
業
収
入
二
億
九、
六
九
五
万
円
(協
会
負
担
分
一
億
円、
市
負
担
分
一
億
九、
六
九
五
万
円
)、
起

債
一
億
四、
七
七
〇
万
円、

一般
財
源
六、
三三
〇
万
円
で
あ
り
、
歳
出
で
は
建
設
負
担
金
一
億
九、
六
九
五
万
円、
建
設
費
二
億
九、

第
三
編
教
育
・
文
化

苫小牧市ハイランド合宿所

苫小牧市サイクリングターミナル
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

六
九
五
万
円、
市
単
独
事
業
(外
構
工
事
外)

一、
四〇
五
万
円
で、
い
わ
ゆ
る
総
工
費
は
約三
億
一、

一〇
〇
万
円
で
あ
っ
た。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
延
面
積
一、
四
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
で
、
客
室
一
二、
研
修
室、
食

堂、
ロ
ビ
ー
等、
宿
泊
定
員
八
〇
人
、
研
修
者
五
〇
人
、
貸
自
転
車
七
〇
台
の
規
模
で、
管
理
運
営
は
苫
小
牧
振
興
公
社
に
全
面
委
託
と

し
、
管
理
人
一
人、
フロ
ン
ト
二
人、
調
理
師二
人
を
も
っ
て
昭
和
六
十
年
(八
五)

一月
十
日
に
オー
プ
ン
し
た
。
な
お、
当
初
の
利

用
料
は
小
学
生
から
一
般
ま
で
の
段
階
が
あ
り、
二
食
付
き
で
二
、
五〇
〇
円
か
ら
四、
一八
〇
円、
自
転
車
一
台
(四
時
間)
四〇
〇

円
か
ら
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

7
年
度

6
年
度

5
年
度

4
年
度

=
3
年
度

ハ
2
年
度

平
成
元
年
度

"
6
年
度

63

ル
62年
度

"
60度
度

60年
度

昭
和
59年

度 度

四
四
七

五
六
三

七
四
九

五
七
〇

五
五
七

四
一八
六
一八
三
六
八

三
二二
七
三
一

四
四
一

六
一

中中
学

生

四
四
五

五
一
四

三
六
三

四
四五

三
九
四

三〇
九

三
一
五

二
七
九

一三
七

一
四
七

三
八
一

一五
二

泊

1

四、一二
六

六、二
九
四

六、〇
八
七

四、八
四〇

四、八二
五

四、五
五
一

四、二
三
八

四、三
五
一

三、七
六
七

三
三
四
二

三、〇
二
四

三九
六 般

者
計五、〇

一
八

七、三
七
一

七、一
九
九

五、八
五五

五、七
七
六

五、二
七
八

五、一七
一

四、九
九
八

四、二
二
五

四、二
二
〇

三、八
四六
六
〇
九

研
修

室
|

三、六
三
六

三
八
九〇

四、一三
五

五、二
八〇

三
〇二
一

三、九
五
四

二、一〇
二

一、六
九三

一、九
九〇
七
一四
七
七三 八三

貸
自

転
車

六〇
七

七九
四

六
一
六

六
七
八

一、三
一
六

九
四
八

九
二
三

八
二
〇

九
〇
六

一、一三
五

一、〇
四
四

1

年"

" " " " 昭

小
学

生
宿

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
利
用
状
況
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平
成
8
年
度

六
九
五

五
七
七

六
三
一

五
五
四

五六
五

六二
一

三、五
五
四

四、五
五
九

五、八
一
一

五、八三
四

四、八
〇
三

五
、一二
五

三、八
四
六

四六
八

四二
八

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
昭
和
二
十
二
年
(四
七)
に
鈴
木
和
伸
が
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
ヒ
ン
ト
に
考
案
さ
れ
た
と

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
言
わ
れ
て
い
る。
T
字
型
の
ステ
ッ
ク
で
定
め
ら
れ
ボ
ー
ル
を
打
ち、
二
〇
メ
ー
ト
ル
×
二
五
メ
ー
ト
ル

(一
五
メ
ー
ト
ル
×
二
〇
メ
ー
ト
ル)
の
コー
ト
内
の
三
つ
の
ゲ
ー
ト
を
通
過
さ
せ
て
争
う
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

同
二
十
八
年
(五
三
)
に
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会、
同
四
十
八
年
(七
三
)
に
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
議
会
が
設
立
さ
れ、
急
速
に

老
人
等
の
間
で
普
及
し
て
い
っ
た
。
複
数
の
ボ
ー
ル
を
同
時
に
操
る
こ
と
で
作
戦
に
多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ、
ま
た
技
術
も

高
度
化
す
る
な
ど
、
近
年
で
は
若
年
層
や
外
国
人
た
ち
に
も
親
し
ま
れ、
同
五
十
九
年
(八
四)
に
は
組
織
の
統
一
と
ル
ー
ル
の
一本
化

を
図
る
た
る
財
団
法
人
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
が
誕
生
し
、
翌
六
十
年
(八
五
)
九
月
に
世
界
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
が
設
立
さ
れ
て
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
世
界
的
な
発
達
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

さ
て、
苫
小
牧
市
に
お
い
て
は
同
五
十
五
年
頃
(八
〇
)
から
町
内
会
老
人
クラ
ブ
や
老
人
福
祉
施
設
の
間で
盛
ん
に
な
り、
公
園
や

空
地
を
利
用
し
て
専
用
コ
ー
ト
を
作
っ
て
活
動
が
始
ま
っ
た
。
同
五
十
九
年
七
月
二
十
七
日
に
苫
小
牧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
(鳥
越
忠
行

会
長
)
が
設
立
さ
れ、
九
月
に
は
お
祭
り
広
場
で
第
一
回
苫
小
牧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
後、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会、
市
教
委
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
動
し
て
き
た
が、
す
で
に
我
が
国
の
組

織
が
一
本
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
団
体
間
に
お
い
て
も
統
一
を
計
ろ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り、
同
六
十
年

十
一
月
に
連
盟
設
立
準
備
委
員
会
が
設
け
ら
れ、
検
討
を
重
ね
た
結
果、
四
二
団
体
・
六
二
四
人
が
加
盟
し
て
新
団
体
を
結
成
す
る
こ
と

第
三編

教
育
・
文
化

五
四
一

≥
10年
度

=
9
年
度

四、六九二
三、九

五
四

(『苫
小
牧
市
統
計
書
』
各
年
苫
小
牧
市
よ
り
作
成
)
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編
)

矢代ゲートボールセンター

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
(八
六
)
三月
二
十
四
日
に
苫
小
牧
ゲ
ー
ト
ボー

ル
連
盟
(中
村
重
信
会
長
)
が
発
足
し、
新
年
度
よ
り
苫
小
牧
市
長
杯、
樽
前
山
神
社
杯

な
ど
一
四
の
大
会
を
主
催、
協
賛、
後
援
し、
審
判
員
育
成、
指
導
者
の
養
成
など
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た。
な
お、
苫
小
牧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
は
現
在
財
団
法
人
苫
小
牧
市
体

育
協
会
に
加
盟
し
て
いる
。

(9)

こ
の
よ
う
に
し
て
苫
小
牧
の
ゲ
ー
ト
ボー
ル
団
体
の
組
織
も
出
来
上
が
り
、
益
盛々
ん

に
な
っ
て
い
っ
た。
そし
て
、
冬
場
に
体
育
館
な
ど
の
建
物
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が、
土
の
感
触
が
な
い
た
め
満
足
す
る
ゲ
ー
ム
が
出
来
な
か
っ
た。
そ
の
た
め、

市
長
と
の
地
域
懇
談
会
で、
老
人
クラ
ブ
の
代
表
者
か
ら
、
す
で
に
新
冠
町
や
陸
別
町
に

あ
る
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
新
設
を
望
む
声
が
各
地
か
ら
出
さ
れ
た
。
鳥
越
市
長
は
以

前
に
苫
小
牧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
会
長
を
務
め
た
経
験
も
あ
り
、
こ
の
問
題
に
理
解
を

示
し
て
「高
齢
者
の
健
康
保
持
と
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て、
旧
自
動
車
学
校
跡
地
に
室

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
建
設
い
た
し
ま
す
」
と、
平
成
元
年
度
施
政
方
針
の
中
で
旧
市
立
自
動
車
学
校
跡
地
の
一
角
に
建
設
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

苫
小
牧
市
の
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
平
成元
年
(八
九)
七
月
に
着
手
さ
れ、
同
年
十二
月
五
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が、
愛
称
を
矢

代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
た
。
敷
地
は
約三
、
三七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
約
一、
一八
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

公
式
コ
ー
ト二
面、
懇
談
の
で
き
る
和
室、
観
戦
で
き
る
ロ
ビー
な
ど
が
あ
り、
総
工
費
は
約
一
億
九、
七
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た。

五
日
の
開
会
式
で
は
市
長、
連
盟
会
長
な
ど
に
よ
り
始
球
式
の
後、
オ
ー
プ
ン
記
念
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
六
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
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展
開
さ
れ
た
。
な
お、
こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
は
夏
場
に
お
い
て
テ
ニ
ス
な
ど
他
の
競
技
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後、ゲー

ト
ボー
ル
は
札
幌
市
で
の
世
界
大
会
や
苫
小
牧
市
で
の
道
南
地
区
室
内
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
盛
況
を
保
っ
て
い
た
が、

平
成三
年
(九
一)
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
は
生
涯
学
習
に
伴
い
学
習
や
趣
味
の
多
様
化
が
あ
り、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
自
身
が
ス
ポ
ー
ツ
化
し
て
ル
ー
ル
が
厳
し
く
な
り、
高
齢
者
の
持
っ
て
い
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
性
格
が
薄
れ
て
い
っ

た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

だ
が、

一方
で
は
根
強
い
フ
ァ
ン
も
多
く、
毎
年
一
月
下
旬
に
は
苫
小
牧
民
報
社
主
催
の
道
南
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
平
成
十
二
年
(二
〇
〇
〇
)
一月
二
十
四
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、
第
一一
回
大
会
に
は
苫
小
牧
市
は
も
と
よ
り
日
高、
千

歳
、
恵
庭、
札
幌
な
ど
七
市
九
町
から
エン
ト
リ
ー
さ
れ
た三
九
チ
ー
ム
に
よ
り
熱
戦
が
展
開
さ
れ、
冬
期
間
の
大
会
と
し
て
矢
代
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
は
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
て
い
る
。

年平
成

10987654 32 元

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度

三
三
五

三二
九 五

一三
五

三
三
五

三
三
五

三三
五

三
三
五

三三三五
一
〇
一

度
開

館
日

数
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
テ

四、五
五三

五、〇三
六

六
、七
八
一

六
、〇
〇
九

五、五
五
一

六、九
五
九

六、七
五
六

七
、七三

三
七、六

一三
六
、二
〇
六

二

五
、四
〇
六

六、二
九
九

六、六二
八

七
、二
二
九

六
、二
二
四

七、〇
七
二

七、一
二八

五、八〇
〇

三
、九
五
一

五
四
七 ス

そ

の

五
一

一
〇
二
五
二
一

六
三

一
二
四

二
七
三 九 他

第
三
編
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化

(『苫
小
牧
市
統
計
書
』
各
年
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

一

苫
小
牧
市
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
(矢
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
)
利
用
者
数
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

日
新
温
水

苫
小
牧
市
の
市
営プ
ー
ル
に
は、
昭
和
四
十
五
年
(七〇

)
に
開
設
さ
れ
た
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
の
温
水プ
ー
ル、

プ
ー
ル
の
新
設
同
五
十
四
年
(七
九)
に
開
設
さ
れ
た
錦
岡
ス
ポー
ツ
セ
ン
タ
ー
(と
き
わ)
温
水プ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
二
つ
は
いず
れ
も
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
場
と
の
兼
用
で
あ
っ
た
か
ら、
夏
場
(五
月
一
日
～
九
月
十
日)
だ
け
が
室
内
温
水プ
ー
ル
と

な
り、
冬
場
(十
月
一
日
～
三
月三
十
一
日)
はア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
場
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
本
市
に
は、
冬
場
の
温
水プ
ー
ル

は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め、
市
内
の
水
泳
愛
好
者
か
ら
通
年
楽
し
め
る
プ
ー
ル
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
同
六
十
年
(八
五)
頃
から
高
ま
っ
て
い
た
。

市
は
字
糸
井
に
あ
る
市
清
掃
セン
タ
ー
の
余
熱
を
利
用
し
て
温
水プ
ー
ル
を
造
ろ
う
と
、

同
六
十
一
年
度
に
お
い
て
二
、
五
〇
〇
万
円
の
設
計
調
査
費
を
計
上
し
、
温
水プ
ー
ル
建

設
検
討
委
員
会
を
設
け
て
検
討
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
市
清
掃
セン
タ
ー
近
く
に
建
設
し
た
場
合
、
温
水
プ
ー
ル
に
通
う
市
民
の

足
確
保
や
道
路
な
ど
周
辺
整
備
に
約
一四
億
円
の
建
設
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
この
た
め
建
設
検
討
委
員
会
と
し
て
も
、利
用
す
る
市
民
の
利
便
性
を
考
え
た
場
合
、

日
新
町
の
日
軽
グ
ラ
ウ
ン
ド
近
く
に
建
設
し
た
方
が
よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
判
断
に
た
ち、
建
設
地
の
見
直
し
と、
余
熱
利
用
の
是
非
に
つ
い
て
も

再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
の
で
あ
る
。

市
の
試
算
で
は
日
軽
グ
ラ
ウ
ン
ド
への
余
熱
導
入
に
は
配
管
す
る
だ
け
で
、
六
億
円
の

費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
き
て
余
熱
と
は
切
り
離
す
考
え
方
が
浮
上
し
た

の
で
あ
る
。

..
a
.
m
.

SKINO

苫小牧市日新温水プール
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準
備
を
す
す
め
ま
す
」
と
し
、
日
新
町
に
通
年
温
水プ
ー
ル
を
新
設
す
る
と
共
に、
錦
岡
(と
き
わ)
ス
ポー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
通
年
ス

昭
和
六
十
三
年
(八
八)
に
入
る
と
市
は
日
軽
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
そ
の
用
地
と
決
め、
日
軽
金
と
の
交
渉
を
持
ち
九
月
に
は
市
土
地
開
発

公
社
が
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
先
行
取
得
し
て
い
た。そ

し
て、市

は
平
成元
年
度
予
算
に
建
設
費
を
盛
り
込
み、平

成二
年
(九

○)
七
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せる
と
し
、
鳥
越
市
長
は
「か
ね
て
か
ら
市
民
要
望
の
あ
り
ま
し
た
通
年
温
水プ
ー
ル
に
つ
い
て
は、
今
年
度

着
工
し
、
二
ヵ
年
の
予
定
で
日
新
町
に
建
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い、
錦
岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は、
通
年
リ
ン
ク
化
に
向
け
て

(二)

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
化
も
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
市
建
築
部
を
中
心
に
実
施
設
計
の
作
成
作
業
が
進
めら
れ、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
部
二
階
建
て
と
し
、
建
築
面
積

二、
四
五
六
・
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
公
認
プ
ー
ル
(二
五
m・
ハ
コ
ー
ス
・
水
深
一
・
二
m)、

中
プ
ー
ル
(水
深
〇
・
九
Ⅱ)、
幼

児
プ
ー
ル
(水
深
〇
・
六
m)、

ジ
ャ
グ
ジ
ー
プ
ー
ル
(水
深
〇
・
八
五
m)、

ウ
ォ
ター
ス
ラ
イ
ダ
ー
(ら
旋
型
滑
り
台、

延
長
四
四
・

六
m)
が
設
け
ら
れ、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
(男
女
各
二
〇
〇
名)、

身
障
者
用
更
衣
室
(八
名)、

サ
ウ
ナ
、
採
暖
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室、
喫

茶
室、
ラン
ニ
ン
グ
デ
ッ
キ、
ト
レー
ニ
ン
グ
室
、
見
学
ス
ペ
ー
ス、
会
議
室、
管
理
室
が
設
けら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
元
年
(八
九)
七
月
十
七
日
に
着
工
し、
総
工
費
約
一
一
億
七、
七
〇
〇
万
円
を
も
っ
て、
二
年
計
画
に
よ
り
翌
年
七
月二
十
二

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
日、
午
前
十
時
か
ら
鳥
越
市
長
ら
関
係
者
に
よ
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ、
古
式
日
本
泳
法
、
幼
児
水
泳、
水

中
エ
ア
ロビ
ッ
ク
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
の
後、
正
午
か
ら
市
民
に
無
料
開
放
さ
れ
た
が、
四
〇
〇
人
を
超
え
る
市
民
の
長
い
列
が
で
き
、

午
後
四
時
ま
で
入
場
制
限
を
行
う
と
いう
人
気
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
初
日
は
一
般
入
場
者二
、
三〇
〇
人、
見
学
者
と
式
典
参
加
者
を
入
れ

る
と
三
、
〇
〇
〇
人
も
の
市
民
で
賑
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
苫
小
牧
市
は
日
新
温
水
プ
ー
ル
と
ハ
イ
ラ
ン
ド
温
水プ
ー
ル
の
二
つ
の
市
営
プ
ー
ル
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が、
と
き

わ
ス
ポー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
通
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ン
ク
に
変
更
と
な
り、
ハイ
ラ
ン
ド
温
水プ
ー
ル
の
方
は
夏
期
間
(五
月
一日
～
九

第
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編

教
育
・
文
化

921



年

7
年
度

6
年
度

5
年
度

4
年
度

3
年
度

2
年
度

平
成
元
年
度

6
年
度

62年
度

61度
度

60年
度

59年
度

58年
度

57年
度

56年
度

55年
度

55 24年
度

25年
度

22年
度

昭
和
51年
度 度

五
八、五

八
一

六
九、八〇

六
七
八、〇
〇
〇

七六、五
八
九

八
五、七

九
四

九
〇
、九二

七

小
人 人

五、五
一六

六、三
三
二

六
、
一〇
五

六、二三
八

八、〇
八
四

九、六
六
〇

中
学
生
|
高

四、八
九
七

六
、二
三
九

六、
一三
九

六
、〇
七
一

六、〇
三
五

三
六
六
八

1 校

1

七
一、五
三
四

七
五、二
五
九

七
五、五

五
八

七
七、七五

三
八
二
、四
五
八

六
一、一
八
四 般

一五
七、六
三
六

一六
五、八
〇
二

一六
六、五
五
一

一九
五、七五

五
一
七
二、六
〇
〇

計

三
〇
、九三

一
三
八、六

七
九

三
四
、七
九
六

三
八
、五
七
六

六
八、五

四
七

七
二
、四
九
二

六
五、〇
六
七

七
七、六

四
八

七
八、八

四
八

九〇
、六
三
六

九
六、八

二
九

七
七
、〇
〇
六

九
一、八
二
四

九
〇
、五二

五
八
六、四三

六
一〇
八、二
三
一

二三二、七
五三

一
一五
、七
五
九

九三
三三
一

温
水
プ
ー
ル

ハ
イ
ラ
ン
ド

錦

1

七
四、五三

〇
七
七、七

一二
七六、一

六
七

八
九、
一七六

九
六、五

〇
〇

一〇
六
、四三
九

一〇
四、五
三
八

九
四、二
〇
九

七
六、〇
六
五

六
八、二

四
八

温
水
プ
ー
ル 岡

分
か
ら
午
後
八
時
一
五
分
、
冬
期
間
(十
一
月
一
日
～
四
月
三
十
日
)
が
午
前
一一
時
か
ら
午
後
七
時
一
五
分
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

922

苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

月
十
日
)
で
あ
る
の
に
対
し
て、
日
新
温
水プ
ー
ル
の
方
は
通
年
で
あ
り、
夏
期
間
(五
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日
)
が
午
前
九
時
三
〇

苫
小
牧
市
の
温
水
プ
ー
ル
利
用
者
数
(昭
和
五
十
一
年
以
降)

日
新

温
水

プ
ー

ル

一二
四、一
九
七

ミ
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49
緑ヶ丘公園陸上競技場

緑ヶ丘公園庭球場

緑ヶ丘公園サッカー場

帯
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
が
運
動
公
園
化
さ
れ
て
い
く
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
二
年
(六
七)
に
火

の
各
施
設
の
整
備

=

10年
度

9
年
度

平
成
8
年
度

五
二
五
七三

五
一、六

四
五

五二
、五
六
四

三
八
七六

四
、〇
七〇

三、七
九
九

四
五
〇
八

四、三
一八

四、二
八
四

六
一
七
四
九

六
〇、八〇

九
六
一、〇
五三

一二
二
七〇
六

一二〇、八
四二

一二
一
、七〇
〇

二
三
、三
五
一

二
六、二

六
〇

二
五、三

六
九

緑
ヶ
丘
運
動
公
園

こ
の
地
一帯
は
か
って
ア
イ
ヌ
語
で
オ
テ
ー
ネ
(股
下
ま
で
濡
れ
る
と
こ
ろ
の
意
味)
と
呼
ば
れ
て
い
た
湿
地

(『苫
小
牧
市
統
計
書
』
各
年
苫
小
牧
市
企
画
調
整
部
企
画
課)

923



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

葬
場、
墓
地
を
取
り
壊
し
て
札
幌
冬
季
五
輪
ス
ケー
ト
大
会
の
補
助
リ
ン
ク
と
し
て
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セン
タ
ー
が
設
置
さ
れ、
昭
和

四
十
七
年
(七二
)
七
月
に
市
営
リ
ン
ク
(大
沼)
が
埋
め
立
て
ら
れ、
市
営
球
場
(オ
ー
ロ
ラ
球
場)
に
な
った
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る。

同
四
十
九
年
(七
四)
三月
に
緑
ヶ
丘
公
園
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
樹
立
さ
れ、
こ
れ
は
動
的
施
設
区
と
静
的
施
設
区
に
分
け、
動
的
区

に
は
野
球
場
の
ほ
か、
テニ
ス、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル、
サ
ッ
カー
、
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け、
静
的
区
は
自
然
観
察
公
園
の
性

格
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一方、
森
林
公
園
の
性
格
の
も
と
金
太
郎
の
沢
周
辺
の
整
備
も
進
め
ら
れ、
こ
れ
は
一
足
先
に
同
五
十
五
年
(八
〇)
七
月
二
十
七
日

に
全
面
開
放
さ
れ
た。
さ
ら
に
、
同
年
八
月
に
は
運
動
公
園
の
整
備
が
打
ち
出
さ
れ、
翌
五
十
六
年
度
(八
一)
から
陸
上
競
技
場、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト、
サ
ッ
カ
ー
場、
野
球
場
の
各
施
設
の
整
備
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た。

先
ず、
同
五
十
七
年
(八
二
)
五
月
に
陸
上
競
技
場、
同
五
十
八
年
(八三
)
八
月
に
庭
球
場、
同
六
十
二
年
(八
七)
五
月
に
市
営

野
球
場
(緑
ヶ丘
球
場)、

同
六
十
三
年
(八
八)
五
月
に
少
年
野
球
場、
六
月
に
サ
ッ
カ
ー
兼
ラ
ク
ビ
ー
場
が
完
成
し
た
。

ま
た、
平
成
元
年
(八
九)
九
月
に
苫
小
牧
市
に
お
い
て
は
ま
な
す
国
体
秋
季
大
会
の
軟
式
庭
球
と
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り、
軟
式
庭
球
会
場
と
な
る
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
の
道
路
網
や
芝
生
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
あ
の
湿
地
帯
だ
っ
た
一
帯
が
大

運
動
公
園
と
し
て
見
事
な
変
身
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
ス
ポ
ー

苫
小
牧
市
で
は
昭
和
四
十
八
年
(七三
)
八
月
に
建
築
面
積
約
七、
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
市
総
合
体
育
館

ツ
施
設
の
新
設
を
設
置
し
た
が、
こ
れ
は
市
内
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
て
い
た
。
そ
の
後
本
市
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、
市
街

地
の
拡
大
に
伴
い、
各
地
区
から
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
要
望
が
高
ま
っ
た
。

本
市
の
地
形
的
な
特
徴
と
し
て
東
西
に
長
く
発
展
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
同
四
十
年
(六
五)
以
降
は
糸
井、
錦
岡
を
中
心
と
す

る
西
地
区
の
発
展
が
あ
り
、
同
六
十
年
(八
五)
以
降
は
明
野
地
区
の
東
側
が
発
展
し
、
さ
ら
に
東
西
に
長
い
街
並
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ

924



た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
体
育
施
設
も
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
が、
そ
の
先
頭
を
き
っ
た
の
は
昭
和
五
十
六
年
(八
一)
五
月
に
開
設

さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
持
つ
豊
川
コ
ミ
セン
体
育
館
で
あ
っ
た。
さ
ら
に、
同
六
十三
年
(八
八)
一月
に
日
吉
体
育
館、
十
月
に

川
沿
体
育
館
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
た。

一方
、
東
地
区
で
は
同
六
十
三
年
十
二
月
に
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(住
吉
ラ
イ
ブ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
)
体
育
館
が
開
設
さ
れ、
平

成
四
年
(九
二
)
十
月
に
沼ノ
端
コ
ミ
セン
体
育
館
が
開
設
さ
れ
た。

こ
の
ほ
か
、
市
の
施
設
で
付
属
し
て
建
て
ら
れ
た
体
育
館
も
あ
り
、
昭
和
五
十
二
年
(七
七
)
四
月
に
開
館
し
た
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
体
育
館、
同
五
十
七
年
(八
二
)
四
月
の
市
心
身
障
害
者
福
祉
セン
タ
ー
体
育
館
が
あ
る
。

民
間
施
設
で
は
ス
イ
ミ
ン
グ
・エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
ピ
ー
プ
ル
苫
小
牧
(昭
和
五
十
五
年
十
二
月
開
設
)、
同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
ア

ブ
ロ
ス
(平
成
元
年
十
一
月
開
設)
が
あ
り
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
(昭
和
六
十三
年
八
月
)
が
特
異
な
存
在
と
し

て
知ら
れ
て
お
り、
障
害
馬
術
競
技
の
道
内
大
会
や
国
際
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る。

苫
小
牧
市
内
に
お
け
る
主
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
(平
成
十
年
現
在)

施

日
吉
体
育
館

市
総
合
体
育
館

設
名

昭
和
112年
12月

10日
平
成
4
年
10月

10日

6
年
12
月
2
日

字
沼
ノ
端
6
2
6
の
2

住
吉
町
1
・
3
・
2
0

豊
川
町
3
・
4
・
2
1

旭
町
3
・
1
.
2

川
治
町
4
・
6
・

|日
吉
町
3
・
4
・
3

末
広
町
3
・
2
・
1
6

在
地
建
築
(競
技)
面
積

四〇
、五〇
〇
五

八
六
四
～五
各
種
体
育
施
設

各
種
体
育
施
設

各
種
体
育
施
設

ア
リ
ー
ナ
、
シ
ャワ
ー
室
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

競
技
場
34×34m、

ト
レー
ニ
ン
グ
室
、
シ
ャワ
ー
室

主
競
技
場
(40×60m、

剣
道、
柔
道、
卓
球、
弓
道、
サ
ー
キ
ッ
ト
室

設
・
事

業

内

容

第
三
編
教
育
・
文
化

ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

沼
ノ
端
コ
ミ
セ
ン
体
育
館

住
吉
ラ
イ
ブ
リ
ー
体
育
館

豊
川
コ
ミ
セ
ン
体
育
館

勤
労青
少
年
ホー
ム
体
育館

川
沿公
園
体
育館

=
52年

4
月
15日

6
年
10月

2
日

6
年
1
月
15日

昭
和
48年
8
月
3
日

設
立
年月
日

字
高
丘
四一

所

1
一、八
三
四
五

八
八
九"ゴ

五
九
六
五

七、八
〇
五
、五

競
技
場
32×17m

施

一
周
四〇
〇
mの
スピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
コ
ー
ス、
クラ
ブ
ハ
ウ
ス

925
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56年
5
月
1
日
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四三
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ノ
ー
ザン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
馬
場

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
ー
ア
ブ
ロス

ピ
ー
プ
ル
苫
小
牧

緑
ヶ
丘
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

緑
ヶ丘
公
園
庭
球
場

陸
上
競
技
場

王
子
球
場

市
営
少
年
野
球
場

市
営
緑
ヶ
丘
球
場

市
営
オ
ー
ロ
ラ
球
場

日
新
温
水
プ
ー
ル

矢
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

サ
イ
クリ
ン
グ
ター
ミ
ナ
ル

王
子
ス
ポー
ツ
セ
ン
タ
ー

沼
ノ
端
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

白
鳥
ア
リ
ー
ナ
ー

と
き
わ
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

昭
和
45年
1
月
14日

昭
和
6
年
8
月
30日
|字
美
沢
一
一四
の
七

平
成元
年1
月
日|明
野
新町5・18・30

木
場
町
1・10・13

6
年
6
月
13日

清
水
町
3
・
3
・
2
6

清
水
町
3
・
3
・
2
5

清
水
町
3
・
3
・

平
成
7
年
8
月
31日

清
水
町
4
・

=
6
年
5
月
3
日
清
水
町
3
・
3
・
2
5

清
水
町
3
・
3
・
2
5

清
水
町
1
・
4
7
・
1

日
新
町
2
・
2
・
4

矢
代
町
2
・
1
・
1
2

字
高
丘
二
六

字
高
丘
19の

1

昭
和
3
年
10月

日
表
町
4
・
2
・
5

字
沼
ノ
端
一八
七
の三

若
草
町
2
・
4
・
1

5
年
1
月
18日

と
き
わ
町
3
・
8
・
5

字
高
丘
四
一

二
六、三
〇
六
五

三
六、九〇

〇
五

三六
、九〇

〇
™

一二
、〇
〇
〇
™

七、三三
一
五
五

一二
、四〇

〇'™

一二
、五〇

〇
™

二、四六
五
五

一、一八
二
郎

二、一〇〇
円

一、四
八八
五

三、一八
一
五

八、四八〇™
三、三
七
五
五

五、八
〇
〇™

60×28m、
夏
期
間
温
水
プ
ー
ル
、
冬
期
間
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場

60×28m、
通
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場

60×30m、
室
内
リン
ク、
四～
六
月
は
多
目
的
に
利
用

60×28m、
通
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
場

王
子
製
紙
専
用
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ン
ク

宿
泊
研
修
施
設、
12室
80人
収
容、
研
修
50人、

貸
自
転
車
70台

合
宿
施
設、
14室

(洋
室
12・
和
室2)60

人
収
容

22×17mの
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
2
面、
他
に
テ
ニ
ス
に
利
用

25m×8
コ
ー
ス、
中
プ
ー
ル、
幼
児
プ
ー
ル、
遊
戯
施
設
等

両
翼
九〇
・五
m、
中
堅
一二
六
m、
夜
間
照
明
六
基
、
ス
タ
ン
ド
等

両
翼
九
一
m、
中
堅
一
二〇
m、
ス
タン
ド、
シ
ャ
ワ
ー
室
等

両
翼
七
七
m、
中
堅
八
七
m、
ラバ
ー
フ
ェ
ン
ス、
芝
生
ス
タ
ン
ド
等

王
子
製
紙
専
用
球
場

第
三
種
公
認
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
一周
四
〇
〇
m

ク
レ
イ
コ
ー
ト
レ2面、

全
天
候
型
コー
ス
8
面
、
夜
間
照
明
48基

競
技
場
二
面、
管
理
棟
・
ラ
ク
ビ
ー
場
は
平
成
九
年
五
月
に
完
成

ス
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
エア
ロ
ビ
ック
ス、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

乗
馬
、
障
害
馬
術
等

(『苫
小
牧
の
教
育
』
平
成
十
年
版
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
な
ど
よ
り
作
成)

(3)

注
(1)

『苫
小
牧
市
史‒‒下

巻』
昭
和
五
十
一
年
苫
小
牧
市

(2)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
八
年
四
月
十
四
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『新
聞
切
抜
綴
‒‒白
鳥
ア
リ
ー
ナ
』
昭
和
五
十
七
年
～
平
成
八
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
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ミ "昭
和
59年12月

3
日

=
4
年
1
月
1
日

昭
和
61年
1
月
10日

=
12年
3
月
20日

平
成
8
年
8
月
29日

==
68年
5
月
19日

昭
和
57年
5
月
16日
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=
62年
5
月
20日

昭
和
47年

7
月
19日

0
2
年
7
月
2
日

平
成
元
年
12月
5
日



(
4
)
『第
六
回
臨
時
苫
小
牧
市
議
会
会
議
録』

平
成
四
年
一
月
十
四
日
苫
小
牧
市
議
会

(
5
)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
八
年
一
月
八
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(6)
『昭
和
六
十
年
度
施
政
方
針
』
昭
和
六
十
二
年
二
月
苫
小
牧
市

(7)
『21世

紀
へ
駆
け
る
‒‒苫

小
牧
道
路
事
務
所
の
歩
み
』
平
成
六
年
道
開
発
局
室
蘭
開
発
建
設
部
苫
小
牧
道
路
事
務
所

(8)
『昭
和
59年
度
苫
小
牧
市
各
会
計
予
算
說
明
書
』
昭
和
五
十
九
年

苫
小
牧
市

(9)(10)
『平
成
元
年
度
施
政
方
針
』
平
成
元
年
二
月
苫
小
牧
市

(1)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
二
年
七
月
二
十
三
日
号
苫
小
牧
民
報
社

第
二
節
ス
ポ
ー
ツ
育
成
と
各
賞
の
受
賞

一、
ス
ポ
ー
ツ
育
成
活
動

ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
は
鳥
越
忠
行
市
長
が
初
当
選
し
た
昭
和
六
十
二
年
(一
九
八
七)
以
来、
積
み
残
さ
れ
た
選
挙

ス
タ
ー
制
度
公
約
で
あ
り
、
市
教
委
を
中
心
に
長
年
に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
き
た
が、
全
国
の
自
治
体
に
前
例
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
す
る
か
で
時
間
が
か
か
り、
こ
の
制
度
の
実
施
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
平
成
六
年
(九
四)
十
二

月
の
市
議
会
で
佐
々
木
教
育
長
が
今
年
度
中
に
作
業
を
終
え
、
来
年
度
から
実
施
し
た
い
と
し
て
か
ら
で
あ
っ
た。 1)

市
教
委
で
は
同
七
年
(九
五)
七
月
に
「ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
ター
に
関
す
る
要
綱」
を
策
定
し
、
学
識
経
験
者、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
代

第
三編

教
育
・
文
化
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表
ら
一
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「ス
ポ
ー
ツマ
ス
ター
選
考
会
議
」
を
発
足
さ
せ
選
考
作
業
に
入
っ
た
。
同
要
項
で
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス

タ
ー
に
つ
いて
、「ス

ポ
ー
ツ
活
動
で
輝
か
し
い
活
躍
を
し
た
人
の
功
績
と
栄
誉
を
た
た
え、
青
少
年
に
夢
を
与
え
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

に
役
立
て
る」
を
目
的
に
掲
げ
た
。

鳥
越
市
長
は
平
成
八
年
(九
六
)
九
月
二
十
五
日、
初
め
て
設
け
た
「苫
小
牧
市
ス
ポー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
を
発
表
し
た
。
同
マ
ス
タ
ー

は
五
輪
な
ど
国
際
大
会
や
全
国
大
会
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
た
苫
小
牧
市
民、
か
つ
て
苫
小
牧
に
在
住
し
て
い
た
人
に
対
し
、
市
が
称
号
を
贈

り
市
内
で
講
演
会
や
各
種
ス
ポー
ツ
の
講
習
会
、
実
技
指
導
な
ど
の
講
師
と
し
て
協
力
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同

年
に
苫
小
牧
市
は
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
都
市三
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り、
全
国
の
自
治
体で
は
初
め
て
創
設
し
た
も
の
で
あ
った。

市
で
は
「人
格、
技
術、
識
見
を
備
え
市
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
寄
与
し
て
も
ら
え
る
」
と
し
て
、
次
の
三
人
を
ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
タ
ー
に
決
定
し
た
。
同
マ
ス
タ
ー
称
号
授
与
式
が
十
月
九
日、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
鳥
越
市
長
から
マ
ス
ター
三
人
に
対
し
ブ
レ

ザ
ー
と
盾
が
贈
ら
れ
た
。

初
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
に
選
ば
れ
た
の
は、
引
木
孝
夫、
鈴
木
秀
太、
高
沢
秀
昭
の三
人
で
あ
っ
た。
引
木
は
釧
路
工
業
高
校
卒
業

後
、
同三
十
八
年
(六
三
)
に
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
に
入
社
し、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
名
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
活
躍
、
同
五
十
六
年

(八
一
)
に
現
役
を
退
く
ま
で
日
本
リ
ー
グ
の
ベ
ス
ト
6
な
ど
に
数
多
く
選
ば
れ
た
ほ
か、
五
輪
に
一回、

世
界
選
手
権
に
七
回
出
場、

同
五
十
三
年
(七
八
)
か
ら
平
成
元
年
(八
九)
ま
で
は
同
社
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
監
督
と
し
て
日
本
リ
ー
グ
で
八
回、
優
勝
に
導
く
な

ど
指
導
者
と
し
て
も
手
腕
を
発
揮
し
た。
鈴
木
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
総
監
督
で
、
苫
小
牧
東
高
校
か

ら
日
大
を
経
て、
同
四
十
三
年
(六
八
)
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
へ
入
社、
同
社バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
現
役
と
し
て
全
国
実
業
団
リ
ー
グ

で
活
躍
し
、
同
五
十
二
年
(七
七
)
か
ら
同
社
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
と
な
り、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

手
腕
を
発
揮
し、
平
成
六
年
(九
四)
に
は
全
日
本
ナシ
ョ
ナ
ル
チー
ム
の
監
督、
総
監
督
を
歴
任
し
て
い
る。
高
沢
は
苫
小
牧
工
業
高
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校
、
王
子
製
紙
の
野
球
部
で
活
躍
し、
昭
和
五
十
四
年
(七
九)
に
ド
ラ
フ
ト
二
位
で
ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
に
入
団、
広
島
そ
し
て
再
び

ロ
ッ
テ
と
移
籍
し、
平
成
五
年
(九三
)
に
現
役
を
引
退、
現
在
ロ
ッテ
の
一、
二
軍
の
打
撃
コー
チ
を
務
め
て
い
る
。
現
役
時
代
は
昭

和
六
十三
年
(八
八)
にパ
・
リー
グ
の
首
位
打
者
に
輝
い
た
ほ
か、
パ
・
リ
ー
グ
の
ベ
ス
ト
9
を
二
回、
ゴ
ー
ルデ
ン
グ
ラ
ブ
賞
を三

回
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

平
成
七
年
(九
五
)
十
月
二
十
九
日
の
苫
小
牧
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
三
〇
周
年
記
念
式
典
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
の
鈴
木
が

記
念
講
演
を
行
い、
同
マス
タ
ー
制
度
の
活
動
第
一
号
と
な
り
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
制
度
が
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。
一

方
、
高
沢
は
同
年
十
二
月
九
日、
総
合
体
育
館
で
市
内
野
球
少
年
団二
六
チ
ー
ム
の
「少
年
野
球
教
室」
の
指
導
に
当
た
り、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
基
本
動
作
や
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
打
撃
指
導
を
行
っ
た。
ま
た、
引
木
は
同
月
二
十
五
～
二
十
七
日
ま
で
三
日
間、

と
き
わ
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
「ち
び
っ
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
教
室」
の
指
導
に
当
た
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
事
業
が
相
次

い
で
開
か
れ
た
。

同
八
年
(九
六)
十二
月二
十
六
日、
鳥
越
市
長
は
苫
小
牧
市
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
ター
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
リ
レ
ハン
メ
ル
五
輪

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
山
中
宏
美
(旧
姓
山
本、
元
王
子
製
紙)
を
新
た
に
選
任し
た。
女
性
第
一
号
に
な
っ
た
山
中
は、
駒
大
苫
小
牧
高
校

か
ら
王
子
製
紙
に
入
社、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
女
子
中
長
距
離
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
同
六
年
(九
四
)
の
リ
レ
ハン
メ
ル
五
輪
に
出

場
、
女
子
日
本
長
距
離
勢
と
し
て
は
初
の
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た。
苫
小
牧
市
ス
ポー
ツ
マ
ス
タ
ー
の
称
号
授
与
式
は、
同
九
年
(九
七)

一月
十
七
日
、
苫
小
牧
市
役
所
で
行
わ
れ、
鳥
越
市
長
から
ブ
レ
ザ
ー
と
記
章
が
贈
ら
れ
た
。

苫
小
牧
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
活
躍

苫
小
牧
市
が
昭
和
四
十
一
年
(六
六
)
十
一
月、
全
国
に
先
駆
け
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を
行
い、
翌
四
十
二
年

(六
七
)
五
月
に
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
標
に
岩
倉
春
次
を
初
代
本
部
長
と
し
て
「苫
小
牧
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」
を
結
成
し
た。
発
足
当
時
は三
八
団
体、
団
員
数
二
九
三
人、
指
導
者
は
九
一人
で
あ
っ
た
。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

昭
和
四十
二
年
(六
七)
八
月
に
は
新
た
な
一
一団
体、
団
員
二
九
八
人、
指
導
者
二
五
人
の
追
加
登
録
が
あ
って
総
勢
四
九
団
体、

団
員
一、
二
六
一
人、
指
導
者
一
一六
人
と
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
当
時
の
運
営
形
態
は
地
域
型
の
活
動

に
主
体
を
置
き、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
も
野
球、
ス
ケ
ー
ト
な
ど
を
中
心
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
卓
球、
テ

ニ
ス
な
ど
多
種
目
に
わ
た
っ
て
い
て、
現
在
の
登
録
に
は
見
ら
れ
な
い
種
目
団
体
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

同
少
年
団
結
成
以
来、
す
で
に三
三
年
を
経
過し
た
平
成
十二
年
(二
〇
〇
〇
)
の
登
録
数
は
七
五
団
体、
団
員
二
、
二〇
〇
人、
指

導
者
三
二
〇
人
を
数
え、

一〇
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
の
施
設
を
活
用
し
な
がら
年
間
を
通
じ
て
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た、

実
技
の
み
な
ら
ず
研
修
育
成
事
業
と
し
て
も、
団
員、
指
導
者、
母
集
団
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
、
全
道
規
模
の
研
修
会
に
も

派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
な
っ
て
団
員
数
の
伸
び
悩
み
や、
同
四
年
度
(九二
)
よ
り
導
入
さ
れ
た
「学
校
週
五
日
制」
へ
の
対
応
も

加
わ
り
、
指
導
者
の
確
保、
資
質
の
向
上、
母
集
団
組
織
の
拡
充
と
活
動
の
資
質
向
上、
活
動
の
場
の
確
保
な
ど
数
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
本
質
で
あ
る
「青
少
年
の
健
全
育
成」
に
主
眼
を
置
き
な
が
ら
、
苫
小
牧
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
底
辺
拡
大
と
と
も
に、
さ
ら
に
そ
の
役
割
が
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
今
後
の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

北
海
道
ス
ポー
ツ
少
年
団
表
彰
受
賞

"I " "

昭
和
六
二
石
田

巌
(野
球
部
会
会
長
)

高
橋

一男
(た
る
ま
え
S
C
指
導
者
協
議
会)

威
(苫
小
牧
S
C
指
導
者
協
議
会)

相
沢

広
島
忠
雄
(正
心
館
剣
道
S
C
)

佐
久
間
福
松
(沼ノ

端
剣
道SC)

昭
和
六
三
斉
藤
政
市
(正
心
館
SC)

加
藤
千
代
吉
(正
心
館S
C
)

惇
(苫
小
牧
市
S
C
野
球
部
会)

伊
藤

清
(苫
小
牧
市
S
C
野
球
部
会
)

阿
部

苫
小
牧
剣
心
館
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(団
体)

昭
和
六
三
苫
小
牧
正
心
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(団
体)

平
成
元
及
川
和
親
(苫
小
牧
柔
道
SC)
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平
成
元
神
田
峻
一
(苫
小
牧
市
S
C
野
球
部
会
)

平
成
元
今

"
斉
藤

進
(苫
小
牧
柔
道
S
C
)

注
(
1
)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
六
年
十
二
月
十
三
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『新
聞
切
抜
綴
‒‒ス
ポ
ー
ツ3
』
平
成
元
年
～
平
成
十
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(2)

二、
各
賞

の
受

賞
・
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
各

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
賞
は
全
国
、
全
道、
苫
小
牧
市
と
あ
り、
ま
た
そ
の
種
類
に
つ
い
て
も
表
彰、
記
念
賞、
ス

賞
の
受
賞
者
ポ
ー
ツ
賞
、
郷
土
貢
献
賞
な
ど
が
あ
り
、
特
に
ス
ケ
ー
ト
関
係
で
は
全
国
的
な
レ
ベ
ル
に
あ
り、
表
彰、
受
賞
者
も
多

い
の
が
本
市
の
特
徴
の
一
つで
も
あ
る
。
な
お、
郷
土
貢
献
賞、
社
会
教
育
功
労
者、
同
功
労
団
体、
市
文
化
賞、
同
文
化
奨
励
賞
に
つ

い
て
は、
す
で
に
第
一
編
政
治
・
行
政
の
各
種
表
彰
の
中
で
挙
げ
て
お
り、
省
く
の
で
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い。

苫
小
牧
市
史
の
関
係
か
ら
本
稿
で
は
昭
和
五
十
年
(一
九
七
五
～)
以
降
に
お
け
る
全
国、
全
道
的
な
賞、
表
彰
に
つ
い
て
の
み
挙
げ

る
こ
と
に
す
る
。
全
国
的
な
も
の
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
に
つ
い
て
は
体
育
功
労
者
と
し
て
ス
ケ
ー
ト
の
運
営、
指
導、
選
手
な
と
で
活

躍
し
た
人
た
ち
で
あ
り、
友
成
真
七
(ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
ス
ケ
ー
ト
・
陸
上
競
技
の
運
営
・
昭
和
六
十
年
度
)、
西
浦
清
輝
(ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
指
導、
育
成
・
平
成元
年
度)、

川
渕
務
(ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
指
導、
国
際
交
流
・
平
成三
年
度)
が
あ
り、
ま
た
、
平
成
八
年
(九

七
)
四
月
に
文
部
省
が
堀
井
学
(ス
ケ
ー
ト)、

西
村
政
司
(同
指
導
者)
に
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て
表
彰し
た。
栄
誉
賞
と
し
て
は
昭

第
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人
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球
部
会
)

『四
〇
年
の
あ
ゆ
み
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体
育
協
会
創
立
四
〇
周
年
記
念
誌
』
平
成
四
年
苫
小
牧
体
育
協
会



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

和
六
十
年
(八
五)
に
第
四
回
北
海
道
栄
誉
賞
と
し
て
橋
本
聖
子
(駒
大
苫
小
牧
高
出)、

同
じ
年
に
陸
上
界
の
栄
誉
賞
で
あ
る
春
日
弘
賞

1)
を
山
内
と
も
こ
(苫
小
牧
中
央
高
出)
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

北
海
道
ス
ポー
ツ
賞
に
は、1

ス
ポー
ツ
振
興
に
寄
与、
2
優
秀
な
成
績
を
収
め
た、
に
分
け
て
受
賞
し
て
お
り、
す
で
に
道
内
ス
ポ
ー

ツ
賞
と
し
て
定
着
し
て
い
る
北
海
道
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
賞、
南
部
忠
平
記
念
賞
、
南
部
忠
平
記
念
奨
励
賞
及
び
苫
小
牧
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
賞
など
が
あ
る
が、
受
賞
者
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

注
(1)

『新
聞
切
抜
綴
‒
ス
ポ
ー
ツ
2
』
昭
和
五
十
九
年～
同
六
十三
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

第
三節

各
種
大
会
の
開
催

国
民
体
育

一、
全
国
大
会

の
開
催

苫
小
牧
市
に
お
い
て
昭
和
五
十
年
以
降
に
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
は、
昭
和
五
十
五
年
(一
九
八
〇
)
一月
の

大
会
の
開
催
第
三
五
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
と、
平
成元
年
(八
九)
九
月
の
第
四
四
回
国
民
体
育
大
会
秋

季
大
会
軟
式
庭
球、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
の
二
回
で
あ
っ
た
。

第
三
五
回
国
体
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
が
本
市
で
行
わ
れ
る
の
は、
昭
和二
十
五
年
(五
〇
)
一月
に
王
子
リ
ン
ク
で
開
か
れ
た

第
五
回
大
会
以
来、
実
に三
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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ス
ピ
ー
ト
ス
ケ
ー
ト
は
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
屋
外
リ
ン
ク
で
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
フ
ィ
ギ
ュ
ア
は
王
子
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
岩
倉
体
育
館、
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
、
錦
岡
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
四
室
内
リ
ン
ク
で
行
わ
れ
た。

同
大
会
は
昭
和
五
十三
年
(七
八
)
九
月
五
日
に
苫
小
牧
市
開
催
が
決
定
し
、
十
三
日
に
は
国
体
実
行
委
員
会
(会
長、
大
泉
源
郎
市

長
)
が
発
足
し
て
本
格
的
な
準
備
に
入
っ
た
。
開
催
日
は
同
五
十
五
年
(八
〇
)
一月
二
十
六
日
か
ら
四
日
間
と
決
ま
り、
「氷
上
の
華
、

友
情
と
飛
躍
と
」
を
テ
ー
マ
にし
、
参
加
選
手、
役
員
を
地元
民
の
熱
意
で
歓
迎、
接
待
し
よ
う
と
国
体
苫
小
牧
協
賛
会
(会
長
・
藤
田

隆
一
商
工
会
議
所
会
頭)
が
同
五
十
四
年
(七
九
)
九
月
に
設
け
ら
れ、

一、
一五〇

万
円
の
予
算
も
計
上
し
て、
総
務
・
歓
迎
・
接
待
・

事
業
の
四
委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
挙
げ
て
歓
迎
体
制
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

第
三
五
回
国
体
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
は
同
五
十
五
年
一
月
二
十
六
日、
常
陸
宮
殿
下
・
同
妃
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
四三
都
道
府
県
か

ら
二
、
〇
七
九
人
の
精
鋭
を
迎
え
て
苫
小
牧
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
屋
外
リ
ン
ク
に
二
万
人
の
観
衆
を
集
め
て
開
会
式
が
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

こ
の
日、
苫
小
牧
地
方
は
絶
好
の
好
天
に
め
ぐ
ま
り
、
氷
都
の
空
に
高
ら
か
に
鳴
り
響
く
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
合
図
に
競
技
役
員
、
選

手
団
が
入
場、
堂
垣
内
尚
弘
知
事
の
開
会
宣
言、

一〇
発
の
カ
ラ
ー
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た。
小
学
生
鼓
笛
隊
の
先
導
で
国
旗
・
大
会

旗
が
入
場、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
親
子
に
よ
って
大
会
旗、
都
道
府
県
旗
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
掲
げ
ら
れ
た
。
天
皇
杯、
皇
后
杯
の
返
還

が
あ
り
、
日
体
協、
文
部
省
の
代
表
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
、
常
陸
宮
殿
下
の
お
こ
と
ば
が
あ
っ
た。
参
加
選
手
を
代
表
し
て
スピー

ド
ス
ケ
ー
ト
の
大
山
三
喜
雄
(王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場)
が
力
強
く
選
手
宣
誓、
開
会
式
を
終
え
た
。
こ
の
後
遠
来
の
選
手
た
ち
を
歓
迎

し
て、
地
元
勇
払
千
人
隊
御
会
所
太
鼓
と
登
別
の
北
海
太
鼓
の
勇
壮
なバ
チ
捌
き
に
よ
る
太
鼓
の
音
が
響
い
た
。

銀
盤
に
は
ば
た
け
苫
小
牧
国
体
の
競
技
は、
美
と
力
を
競
い
合
っ
た
。
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
規
定
を
皮
切
り
に
、
屋
外

リ
ン
ク
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
は
好
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ、
新
装
な
っ
た
錦
岡
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
な
ど
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
熱
戦
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

が
繰
り
広
げ
ら
れ、
苫
小
牧
の
ま
ち
は
国
体
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た。
三〇
年
ぶ
り
の
苫
小
牧
国
体
と
い
う
こ
と
で
参
加
選
手
団
の
数

も
史
上
最
高
と
な
り
、
四
日
間
の
観
客
数
も
史
上
最
高
で
銀
盤
の
闘
い
の
か
げ
で
は
、
選
手
団
と
市
民
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ、
氷
都

苫
小
牧
を
舞
台
に
し
た
友
情
の
輪
は
全
国
に
大
き
く
広
が
り
、
同
月二
十
九
日
に
は
成
功
裏
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
の
で
あ
る
。

秋
の
国
民
体
育
大
会
の
競
技
が
本
市
で
行
な
わ
れ
る
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
(五
四)
八
月
の
第
九
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
柔
道

競
技
会
(若
草
小
体
育
館)
が
行
な
わ
れ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
六
十
一
年
(八
六)
七
月
に
第
四
四

回
国
民
体
育
大
会
(は
ま
な
す
国
体)
が

本
道
を
会
場
と
し
て
行
う
こ
と
が
決
ま

り、
三五
市
町
村
で
四
二
競
技
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
苫
小
牧

市
で
は、
軟
式
庭
球
と
フ
ェ
ンシ
ン
グ
の

二
種
目
と
決
ま
り
、
日
程
に
つ
い
て
気
象

条
件
を
考
慮
し
て
九
月
十
七
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
と
決
ま
っ
た
。

苫
小
牧
市
は、
64は
ま
な
す
国
体
に
備

え
同
六
十
二
年
(八
七
)
十
一
月
二
十
四

日
に
国
体
苫
小
牧
市
実
行
委
員
会
(委
員

長
・
鳥
越
忠
行
市
長)
を
発
足
さ
せ
た
。

第35回国体スケート大会開会式

☆がんばれ!北海道

第44回はまなす国体苫小牧開会式
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地
元
苫
小
牧
は
施
設
面
で
緑
ケ
丘
公
園
庭
球
場
に
一
二
面
の
コー
ト
を
整
備
し
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
(八
基)
も
据
え
付
け
ら
れ
た
。
ま

た、
なじ
み
の
薄
か
っ
た
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
地元
選
手
を
養
成
す
る
た
め、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
た。

「君
よ
今
、
北
の
大
地
の
風
と
な
れ」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
四
四
回
国
体
秋
季
大
会
は
平
成
元
年
(八
九)
九
月
十
七
日、
札
幌
市
厚

別
公
園
陸
上
競
技
場
で
総
合
開
会
式
が
行
わ
れ、
六
日
間
の
大
会
の
幕
が
開
い
た
。
苫
小
牧
会
場
で
は
翌
十
八
日
か
ら
軟
式
庭
球
と
フ
ェ

ンシ
ン
グ
競
技
が
行
な
わ
れ
た
が、
開
会
式
前
夜
の
雨
の
た
め、
会
場
や
時
間
の
一
部
変
更
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
昼
ま
で
に
青
空
も
顔

を
出
し、
子
ど
も
た
ち
の
集
団
演
技
も
華
や
か
に
行
な
わ
れ、
そ
の
後
の
競
技
が
始
ま
っ
た
。

総
合
体
育
館
を
会
場
と
す
る
フ
ェン
シ
ン
グ
競
技
会
に
は
、
全
国
の
剣
士
四
〇
一人
が
出
場
し
熱
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
展
開
し
た
。

一方、
軟
式
庭
球
競
技
に
は
七
八
一
人
の
精
鋭
が
参
加、
北
海
道
は
成
年二
部
で
優
勝
し、
男
女
総
合
七
位
と
な
っ
た
。
フ
ェン
シ
ン
グ

は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
が、
少
年
男
子
フ
ルー
レ
で
四
位
に
な
る
な
ど
よ
く
健
闘
し
た
。

汗
と
感
動
と
ふ
れ
あ
い
の
祭
典、
は
ま
な
す
国
体
は二
十
二
日
で
全
日
程
を
終
了
し
た
が、
熱
戦
の
陰
で
黙
と々
仕
事
を
こ
な
し
た
市

民
が
多
く、
両
会
場
合
わ
せ
て
約
二
〇
〇
人
の
高
校
生
が
競
技
補
助
員
と
し
て
参
加
し
た。
休
息
時
に
は
苫
小
牧
市
町
内
会
連
合
会
婦
人

部
な
ど
約
一
五
〇
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィア
が
樽
前
な
べ
、
ブ
タ
汁、
石
狩
な
べ
な
ど
延
べ
一
万
一、
〇
〇
〇
食
の
北
海
道
の
秋
の
味
覚
を
提

供
、
心
温
ま
る
も
て
な
し
が
選
手
た
ち
を
勇
気
づ
け
た
。
期
間
中
大
会
に
携
わ
っ
た
市
民
は
延
べ
七
万
七
、
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
地
域
を

超
え
た
応
援
に
大
き
な
感
動
を
与
え、
ま
さ
に
市
民
が
支
え
た
は
ま
な
す
国
体
で
も
あ
っ
た
。

注
(1)

『苫
小
牧
民
報』

昭
和
五
十
五
年
一月
二
十
六
日
号
苫
小
牧
民
報
社

第
三
編
教
育
・
文
化
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

第42回インターハイスケート競技大会

二、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
イ
ン
カ
レ
の
開
催

全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手

苫
小
牧
市
に
お
い
て
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は、
昭
和二
十
九
年
(五
四)

権
大
会
(イン

ター
ハ
イ
)
一月
の
第三
回
大
会
で
あ
っ
た
か
ら、
同
五
十
三
年
(七
八)

一月
十
四
日
か
ら
五
日
間、
開
催
さ
れ
た

第
二
十
七
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
は
実
に
二
十
四
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
大
会
に
は
全
国
の
精
鋭
二
一
校
・
三八
七
人
の
若
い
力
を
氷
都
苫
小
牧
に
結
集
し
た
が、
大
会
名
の
と
お
り
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
だ
け

の大
会
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
ス
ケー
ト
連
盟
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
の
分
裂
も
あ
っ
て、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
苫
小
牧
市
で
、
ス
ピ
ー
ト
競
技
は
盛
岡
市
で、
フ
ィ
ギ
アー
競

技
は
埼
玉
県
横
瀬
村
で
行
な
わ
れ
た。
た
だ
し
、
この
分
裂
大
会
は
二
年
間
だ
け
で
、
同

五
十
四
年
(七
九
)
一月
の
第
二
八
回
大
会
から
再
び
統
一
大
会
に
な
った。

初
日
は
王
子
ス
ケー
ト
セン
タ
ー
で
史
上
初
の
氷
上
開
会
式
が
華
や
か
に
行
わ
れ
た。

競
技
は、
王
子
ス
ケー
ト
セ
ン
タ
ー
、
イ
ワ
ク
ラ
体
育
館、
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
の
三
会

場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ、
銀
盤
に
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
炸
裂
し
た
。
こ
の
大
会
で
四

年
連
続
全
国
一
を
目
指
し
て
い
る
駒
大
苫
小
牧
高
を
は
じ
め
今
季
全
道
チ
ャン
ピ
オン
に

輝
い
た
苫
小
牧
工
業
高
を
は
じ
め
苫
小
牧
東
高、
道
日
大
校
の
地
元
勢
が
予
想
通
り
の
活

躍
を
み
せ
て
ベ
ス
ト
八
に
進
出、
ス
タ
ン
ド
に
つ
め
か
け
た
母
校
の
応
援
団
や
フ
ァ
ン
を

熱
狂
さ
せ
た
。

地
元
苫
小
牧
の
伝
統
校
同
士
の
対
決
と
な
っ
た
苫
東
‒‒苦
工
の
決
勝
戦
に
は
、
会
場
の
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王
子
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
約
三
、
二
〇
〇
人
の
観
衆
が
つ
め
か
け、
足
の
ふ
み
場
も
な
い
ほ
ど
の
す
ず
な
り
と
な
っ
て
超
満
員
に
ふ
く

れ
あ
が
っ
た
。
試
合
開
始
早
か々
ら
好
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ、
最
終
ピ
リ
オ
ド
ま
で
両
軍
死
力
を
つく
し
て
の
息
詰
ま
る
攻
防
で
予

断
を
許
さ
な
か
っ
た
が
、
苫
工
が
終
盤
逆
転
劇
を
演
じ
8
‒
7
の
末、
四
年
ぶ
り
七
回
目
の
全
国
優
勝
を
飾
っ
た。

苫
小
牧
市
で
三
度
目
と
な
る
第
四
十
二
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
は
「走
れ
闘
え
舞
え
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
平
成
五

年
(九
三
)
一月
十
九
日
市
民
会
館
で
開
会
式
が
行
わ
れ、
二
十
三
日
ま
で
ス
ピ
ー
ド
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
熱
戦
が
ハ

イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
五
会
場
で
青
春
の
一大
ビ
ッグ
イ
ベ
ン
ト
が
華
や
か
に
開
幕
し
た。

開
会
式
に
は
全
国
から
二
七
八
校、
参
加
選
手、
監
督
・
コー
チ、
競
技
役
員
ら
約
一、
六〇
〇
人
が
集
い、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
各
会
場
で
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の三
競
技
が
行
わ
れ
熱
い
闘
い
を
繰
り
広
げ
た
。

フ
ィギ
ュ
ア
女
子
A
フ
リ
ー
、
B
フ
リ
ー
な
ど
が
行
な
わ
れ、
本
州
勢
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
決
勝
で
香
川
真
由
美
(駒
大
苫
小
牧
高)
が
初
優
勝
を
果
た
し
、
最
終
日
の
二
十
三
日
は
晴
天、
微
風
の
絶
好
の
リ
ン
ク
コン
デ
ィ

シ
ョン
と
な
っ
た
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
女
子
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
は、
駒
大
苫
小
牧
高
が
リ
ン
ク
新
で
二
年
連
続
一
四
度

目
の
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
連
覇
を
目
指
す
駒
大
苫
小
牧
高
が
決
勝
戦
で
釧
路
江
南
高
と
激
突、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

て
釧
路
に
凱
歌
が
あ
が
っ
た
が、
熱
烈
な
市
民
の
声
援
が
あ
っ
た
。

各
会
場
に
設
け
ら
れ
た
歓
迎
コ
ー
ナ
ー
で
は、
市
町
内
会
連
合
会
婦
人
部、
苫
小
牧
総
合
経
済
高
校
の
女
子
生
徒
が
接
待
役
と
し
て
活

躍
、
野
外
の
寒
さ
に
も
め
げ
ず
、
明
る
い
応
対
で
会
場
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
温
かく
迎
え
た。
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
歓
迎

広
場
など
各
競
技
会
場
に
は、コ

ー
ヒ
ー
や
牛
乳
など
の
飲
み
物、ふ

かし
イ
モ
など
の
無
料
サー
ビ
ス
コー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て、
選
手・

役
員
な
ど
大
会
参
加
者
へ
の
接
待
が
行
わ
れ、
こ
こ
で
も
苫
小
牧
の
女
性
パ
ワ
ー
が
発
揮
さ
れ
た。

第
三
編
教
育
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

総 全
国
高
校

昭
和
六
十
二
年
度
(八
七)
の
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
夏
季
大
会
は八
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
に、
二
五

体
種
目
が
道
内
二
五
市
町
村
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り、
こ
の
う
ち
苫
小
牧
市
が
会
場
と
な
っ
た
の
は
軟
式
庭
球
と
フ
ェ

ンシ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
同
六
十
年
(八
五)
七
月
三
十
日
に
は
苫
小
牧
市
高
校
総
体
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ、
事
務
局
体
制

を
強
化
す
る
な
ど
本
番
に
向
け
て
準
備
作
業
を
進
め
た
が、
同
大
会
に
は
軟
式
庭
球
で
選
手、
役
員
合
わ
せて
約二
、
〇
〇
〇
人、
フ
ェ

ンシ
ン
グ
で
は
約
一、
二〇
〇
人
の
参
加
が
見
込
ま
れ
た。
同
委
員
会
は
同
六
十
二
年
一月
二
十
九
日、
大
会
の
ポ
ス
ター
、
プ
ロ
グラ

ム
表
紙
に
使
う
図
案
を
高
校
生
から
募
集
し
て
決
定
し
た
ほ
か、
こ
れ
ま
で
一
〇
人
体
制
だ
っ
た
事
務
局
に
一
月
か
ら
新
た
に
高
校
教
員

二人
が
加
わ
る
など
能
力
ア
ップ
す
る
こ
と
に
し
た
。

「は
ば
た
け
若
人
北
の
大
地
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昭
和
六
十
二
年
(八
七)
八
月
一
日、
札
幌
市
の
厚
別
公
園
競
技
場
に
四
七
都
道

府
県
約
六、
八
〇
〇
人
の
代
表
選
手
に
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。

苫
小
牧
市
で
は、
軟
式
庭
球
が
男
子
は
一
日
に
開
会
式、
二
日
か
ら
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
庭
球
場
と
苫
東
高
テ
ニ
ス
場
で
試
合
が
始

ま
り、
三一
八
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
個
人
戦、
四
八
校
出
場
の
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
女
子
は
五
日
開
会、
個
人
戦
は三
二
〇
組、

団
体
戦
は
四
八
校
が
参
加し
た
。

一方、
フェ
ン
シ
ン
グ
は
総
合
体
育
館
で
四
日
に
開
会
式
を
行
い、
参
加
は
男
子
フ
ル
ー
レ
八
五
人、
女
子
フ
ル
ー
レ
八
三
人、
男
子

の
エぺ
、
サ
ー
ブ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
四
二
人
ず
つ
、
団
体
戦
は
男
子
四
三
校
、
女
子
四二
校
に
よ
り
八
日
ま
で
行
な
わ
れ、
開
会
式
で
は
駒

大
苫
小
牧
高
の
林
崎
千
夏
が
響
き
渡
る
声
で
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。
ま
た、
軟
式
庭
球
女
子
の
開
会
式
で
は
苫
西
高
の
斉
藤
、
瀧
沢
組
の

二
人
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

軟
式
庭
球、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
も
道
内
勢
は
上
位
に
食
い
込
む
こ
と
は
出
来
か
っ
た
が、
市
民
は
遠
来
の
選
手
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
た
。
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日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手

権
大
会
(イ
ン
カ
レ
)

第
六
十
二
回
日
本
学
生
氷
上
選
手
権
大
会
が
平
成
元
年
(八
九)
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
が
、
苫
小
牧

市
で
の
開
催
は
実
に
二
一
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
同
大
会
は
十
三
年
前
か
ら
日
光
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て

き
た
が、
三度
に
一度
は
地
方
で
開
催
を
し
た
い
と
日
本
学
生
氷
上
競
技
連
盟
か
ら
苫
小
牧
市
に
打
診
が
あ
り
、
市
は
こ
れ
を
受
け
て
開

催
が
決
定
し
た
。

こ
の
大
会
は
四
日
間
の
日
程
で
全
国
各
地
の
大
学
生
が
氷
都
苫
小
牧
に
集
ま
り
、
選
手、
役
員
ら
は
約
一、
〇
〇
〇
人
以
上
と
見
込
ま

れ、
苫
小
牧
の
年
末
を
飾
る
ビ
ッグ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

苫
小
牧
市
で
は
同元
年
十
月
十三
日
に
は
イ
ン
カ
レ
実
行
委
員
会
(会
長
・
鳥
越
忠
行
市
長)
を
発
足
さ
せ、
具
体
的
な
取
り
組
み
に

入
っ
た。
同
大
会
は
王
子
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
、
イ
ワ
ク
ラ
体
育
館、
錦
岡
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
の

四
会
場
で、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
は
男
子
が
六
種
目、
女
子
が
五
種
目、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
は
男
女
一部、

二
部
と
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
な
ど
、
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
十
二
月二
十
一日
一斉
に
開
幕
し
た
。

地
元
出
身
選
手
の
多
い
ス
ケ
ー
ト
競
技
だ
け
に
有
力
大
学
に
は
苫
小
牧
の
高
校
で
活
躍し
た
選
手
が
顔
を
揃
え
、
開
会
式
で
は三
笠
宮

寛
仁
殿
下
が
同
妃
殿
下
と
共
に
ご
出
席
さ
れ、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
に
は
二
二
校
、
二
一
一人
が
参
加、
注
目
の
男
子
学
校
対
抗
で
は
日
大
が
十
三
年
ぶ
り
一
九
回
目
の
優
勝、

女
子
で
は
部
員
九
人
の
中
京
短
大
が
二
連
覇
を
飾
っ
た
。
駒
大
苫
小
牧
高
出
身
の
楠
瀬
志
保
(日
体
大)
が
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
・
一、
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
会
心
の
滑
り
を
み
せ二
冠
に
輝
い
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
六
八
〇
人
の
選
手
の
う
ち
、
地
元
高
校
出
身
者
は
約
一〇

○
人
と
多
く
連
日
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
会
場
を
訪
れ、
熱
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
た
。
一方
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
は
女
王
伊
藤
み
ど

り
の
欠
場
で
精
彩
を
欠
い
た
大
会
と
な
っ
た
が、
苫
小
牧
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
父
母
な
ど
が
陰
で
支
え、
円
満
に
運

営
が
行
わ
れ
た
。
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平
成
七
年
(九
五)

一月
六
日、
第
六
七
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
が
七
年
ぶ
り
に
苫
小
牧
市
を
会
場
に
開
幕
さ
れ
た
。
同

大
会
に
は
全
国
から
九
五
校、
一、
二三
三
人
の
選
手
が
参
加、
九
日
ま
で
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト、
フ
ィ
ギ
ュア
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の

三
競
技
が
行
わ
れ
た。
イン
カ
レ
開
会
式
に
は三
笠
宮、
同
妃
殿下
がご
出
席
さ
れ、
選
手
の
健
闘
を
祈
っ
て
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
は、
と
き
わ
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
、
新
王
子
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
、
イ
ワ
クラ
体
育
館
の
三
会
場
で二
九
校
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。
この
ほか
フ
ィ
ギ
ュ
ア、
スピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
競
技
と
も
地
元
出
身
の
選
手
が
多
く
、
大
会
関
係
者
や
フ
ァ
ン
な
ど

の
熱
狂
的
な
応
援
で、ど

の
会
場
も
熱
気
の
あ
ふ
れ
た
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
同
大
会
の
閉
会
式
が
九
日
、新
王
子
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
四
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
が
閉
幕、
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
を
胸
に
刻
み
苫
小
牧
を
去
っ
た
。

第
七
〇
回
日
本
学
生
氷
上
選
手
権
大
会
が
平
成
十
年
(九
八)

一月
四
日、
苫
小
牧
市
で
開
幕
し
た
。
市
民
会
館
で
の
開
会
式
で
は
全

国
七
六
校
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
一
、
三〇
〇
人
の
選
手
が
出
席、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
三
競
技

が
七
日
ま
で
の
四
日
間、
ハ
イラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
四
会
場
で
氷
上
の
精
鋭
が
技
を
競
っ
た
。

苫
小
牧
と
し
て
は、
同
七
年
(九
五)
以
来三
年
ぶ
り
五
回
目
の
イ
ン
カ
レ
で
市
制
施
行
五
〇
周
年
の
年
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
ビ
ッ

グ
な
大
会
と
な
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
原
田
季
世
子
(日
体
大
‒‒駒

大
苫
小
牧
高)
が
実
力
通
り
の
力
走
を
み
せ
初
優
勝
す
る

な
ど
、
地
元
出
身
選
手
が
上
位
に
入
賞
し、
市
民
の
熱
烈
な
声
援
を
う
け
な
が
ら
、
四
日
間
に
わ
た
り
熱
い
闘
い
を
繰
り
広
げ
七
日
夕
閉

幕
し
た
。

注
(1)

『氷
上
の
闘
魂
譜
～
苫
小
牧
東
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
五
十
年
史
』
昭
和
六
十二
年
田
中
正
著
マ
ル
コ
出
版

940



第
四
節
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

一、
実
業
団
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

王
子
製
紙
の
連
勝
記

録
と
岩
倉
組
の
廃
部

王
子
製
紙
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
部
は
大
正
十
五
年
(一
九
二
六)
に
結
成
さ
れ
た
王
子
イ
ー
グ
ル
チ
ー
ム
を
そ

の
前
身
と
し
、
昭
和
六
年
(三
一
)
に
正
式
に
王
子
製
紙
チー
ム
と
改
称
し
た。
そ
し
て
、
翌
七
年
(三
二
)

に
は
第三
回
全
日
本
氷
上
選
手
権
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
初
参
加、
初
優
勝
を
飾
っ
た。
同
十
年
(三
五
)
に
は
二
回
目
の
優
勝

を
遂
げ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
大
学
チ
ー
ム
や
満
州
チ
ー
ム
に
敗
れ
は
し
た
が、
道
内
で
は
殆
ど
敵
な
し
で、
全
道
大
会
で
は
苫
小
牧
中

学
校
に
一
度
敗
れ
た
だ
け
で
、
九
回
の
優
勝
を
遂
げ
て
い
た
。

終
戦
を
迎
え
る
と
二
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
取
り
戻
し
、
王
子
リ
ン
ク
も
整
備
さ
れ
同
二
十
二
年
(四
七)

一月
に
八
戸
で
行
な
わ
れ
た

第
一
五
回
全
日
本
氷
上
選
手
権
大
会
で
三
度
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
の
を
は
じ
め
と
し
、
同
二
十
五
年
(五
〇
)
か
ら
同
二
十
七
年
(五
二
)

ま
で
三
連
覇
、
同
二
十
九
年
(五
四)
か
ら
同
三
十
三
年
(五
八
)
ま
で
五
年
連
続
優
勝
(但
し
同三
十
二
年
(五
七)
の
二
五
回
大
会

は
岩
倉
組
と
優
勝
分
け
る
)、
通
算
一
〇
回
の
優
勝
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。

王
子
製
紙
は
同三
十
三
年
に
パ
イ
ピ
ン
グ
リ
ン
ク
を
完
成
さ
せ
た
が、
王
子
製
紙
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
と
っ
て
誠
に
不
幸
な
出
来
事

が
起
こ
っ
た。
こ
れ
は
同
年
七
月
十
八
日
の
一
四
五
日
に
及
ぶ
王
子
製
紙
無
期
限
ス
ト
へ
の
突
入
で
あ
っ
た
。
この
た
め、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
部
を
は
じ
め
各
部
は
休
部
と
な
っ
て
し
ま
っ
た。
こ
の
間、
岩
倉
組の
台
頭
が
あ
り、
古
河
電
工
の
チー
ム
強
化
が
あ
っ
て、
王
子

チ
ー
ム
は
な
か
な
か
立
直
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
再
び
全
日
本
選
手
権
で
優
勝
す
る
に
は
実
に
六
年
の
歳
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
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(一 )

王
子
製
紙
は
昭
和三
十
九
年
(六
四)
三
月
の
第
三
二
回
全
日
本
氷
上
選
手
権
大
会
に
優
勝
す
る
と
、
同
四
十
一
年
(六
六
)
の
第
三

四
回
大
会、
同
四
十
三
年
(六
八)
の
第
三
六
回
大
会、
同
四
十
四
年
(六
九)
の
第三
七
回
大
会、
同
四
十
八
年
(七
三
)
の
第
四
一

回
大
会
に
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
同
四
十
九
年
度
ま
で
に
四
二
回
中
一
六
回
の
優
勝
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

ま
た、
昭
和二
十
二
年
度
(四
七)
以
降、
同
四
十
九
年
度
ま
で
の
全
道
氷
上
選
手
権
大
会
に
お
い
て
は
一
九
回
の
優
勝
を
飾
り、
通

算
す
る
と
四
八
回
中
二
八
回
の
優
勝
で
あ
っ
た。
同
四
十
一
年
(六
六
)
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
リ
ー
グ
で
は
、
同
四
十三
年
(六
八)
の

第
三
回、
翌
四
十
四
年
(六
九)
の
第
四
回、
同
四十
八
年
(七三
)
の
第
八
回
リ
ー
グ
で
優
勝
を
飾
っ
て
い
た
。

一方
。
岩
倉
組
は
同二
十
一
年
(四
六)
秋
に
創
部
さ
れ
た
が、
部
員
七
人
の
ス
ター

ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
王
子
製
紙
の
壁
は
厚
く、
な
か
な
か
勝
て
な
か
っ
た。
よ
う
や

く
一
矢
を
報
い
た
の
は
同
二
十
九
年
(五
四)

一月
の
第
二
五
回
全
道
氷
上
選
手
権
大
会

で
3
対
2
の
接
戦
で
二
十
五
年
に
わ
た
り
君
臨
し
た
王
子
製
紙
を
敗
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
代
に
入
り
全
道
選
手
権、
全
国
実
業
団
選
手
権
と
連
覇
し、
同三
十
六
年

(六
一)
二
月
に
は
全
日
本
選
手
権で
遂
に
宿
敵
王
子
を
破
り、
悲
願
の
日
本
一
の
座
を

獲
得
し
た
。
同
三
十
八
年
(六
三
)
九
月
に
は
ホ
ー
ム
リ
ン
ク
の
岩
倉
体
育
館
が
完
成、

同
三
十
九
年
(六
四)
一月の

第
九
回
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
五
輪
(B
ク
ラ
ス
)
に
は
岩
倉

組
主
体
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
(河
渕
務
監
督)
と
し
て
出
場、
四
勝
二
敗
一
分
で
三位

と
な
っ
た。
ま
さ
に
岩
倉
組
の
黄
金
時
代
と
な
った
が、
そ
の
後
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た。
全
道
氷
上
選
手
権
大
会
で
は
昭
和
三
十
四
年
(五
九)
か
ら
同
三
十
七
年

(六
二
)
ま
で
四
連
覇、
同
四
十三
年
(六
八)
か
ら
同
四
十
四
年
(六
九
)
の
二
連
覇、

ー

岩倉組アイスホッケーチーム
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同
四
十
六
年
一
月
と
同
年
十二
月
の二
連
覇、
同
四
十
八
年
(七
三
)
の
第
四
十
五
回
大
会
ま
で
一
〇
回
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
て
い
た。

ま
た、
全
日
本
氷
上
選
手
権
大
会
で
は
同三
十
二
年
(五
七)
の
第
二
五
回
大
会
で
王
子
製
紙
と
優
勝
を
分
け
た
が、
同
三
十
六
年
(六

一)
の
第
二
九
回
大
会、
同三
十
八
年
(六
三
)
の
第
三
一
回
大
会、
同
四
十
年
(六
五)
の
第三
三
回
大
会、
同
四
十
二
年
(六
七)

の
三
五
回
大
会
に
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
日
本
リ
ー
グ
で
は
同
四
十
一
年
(六
六)
の
第
一
回
と
同
四
十
二
年
(六
七)
の
第
二
回
リ
ー
グ

で
連
続
優
勝
を
飾
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
岩
倉
組の
多
角
的
企
業
へ
の
進
出
が
裏
目
に
出
て、
経
営
不
振
に
陥
り
同
五
十
五
年
(八
〇
)
四
月
一
日
に
不
良
資

産
の
生
産
会
社
に
な
っ
た。
こ
の
た
め、
そ
の
前
年
で
あ
る
同
五
十
四
年
(七
九)
五
月
九
日
廃
部
を
発
表、
同
月
十
五
日、
雪
印
乳
業

に
移
籍
が
決
定
し
た。
短
い
年
月
で
は
あ
っ
た
が、
そ
の
栄
光
の
歴
史
に
幕
を
引
い
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
に
本
拠
地
を
持
つ
岩
倉
組
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
廃
部
と
な
り、
選
手
た
ち
は
雪
印
乳
業

昭
和
五
十
年
以
降
の
王
子

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
成
績
や
西
武
鉄
道
等
に
移
籍
し
て
い
っ
た。
こ
れ
に
よ
り
本
道
で
は
王
子
製
紙、
十
條
製
紙
と
新
生
雪
印
の

A
級
実
業
団
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
が、
暫
ら
く
は
王
子
製
紙
に
は
勝
て
ず
全
道
選
手
権
大
会
で
は
昭
和
五
十
一
年
(七
六
)
一
月
ま
で
王
子

の
連
勝
が
続
い
て
い
た
。

一方、
本
州
勢
で
は
古
河
電
工
(日
光)、
福
徳
相
互
銀行
(大
阪)
が
あ
った
が、
札
幌
オリ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
る
た
め
実
業
団
氷
上

選
手
権
大
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
、
同
四
十
一
年
(六
六)
十
一
月
に
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
が
誕
生
し
た。
こ
の
年
四
月
に

西
武
鉄
道
チ
ー
ム
(東
京)
が
結
成
さ
れ、
第
一
回
リ
ー
グ
に
は
王
子
製
紙、
岩
倉
組、
古
河
電
工、
福
徳
相
互
銀
行
、
西
武
鉄
道
の
五

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
岩
倉
組
の
絶
頂
期
で
あ
り、
翌
年
の
リ
ー
グ
も
勝
っ
て
二
連
覇
し
た
。

福
徳
相
互
銀
行
は
企
業
上
の
都
合
に
よ
り
昭
和
四
十
七
年
(七
二
)
三月
に
解
散
し
た
が、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
西
武
の
姉
妹
チ
ー
ム
と

し
て
国
土
計
画
が
同
四
十
七
年
十
一
月
の
日
本
リ
ー
グ
か
ら
加
わ
り、
王
子
製
紙、
岩
倉
組、
古
河
電
工、
西
武
鉄
道、
国
土
計
画
の
五
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チー
ム
と
な
っ
た
。
同
四
十
九
年
(七
四)
十
一
月
に
は
十
條
製
紙
が
新
た
に
日
本
リ
ー
グ
に
加
わ
り
、
王
子
製
紙、
岩
倉
組、
古
河
電

工
、
西
武
鉄
道、
国
土
計
画、
十
條
製
紙
の
六
チー
ム
で
争
わ
れ
る
こと
に
な
っ
た。
同
五
十
四
年
(七
九)
五
月
の
岩
倉
組の
解
散、

雪
印
へ
の
移
籍
に
よ
り、
同
四
十
七
年
十
一
月
か
ら
の
第
一
四
回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
の
参
加
チ
ー
ム
は
王
子
製
紙、
古
河
電

エ、
西
武
鉄
道、
国
土
計
画、
十
條
製
紙、
雪
印
の
六
チ
ー
ム
と
な
り、
王
子
製
紙
は
一
時
新
王
子
製
紙と
な
っ
た
が
再
び
王
子
製
紙
に

戻
り、
十
條
製
紙
は
企
業
合
併
に
よ
り
日
本
製
紙
クレ
イ
ン
ズ
と
な
り、
古
河
電
工
は
企
業
不
振
か
ら
廃
部
と
な
り
平
成
十
一年
(九
九)

か
ら
日
光
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス
と
し
て
初
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
日
本
リ
ー
グ
に
出
場
し
て
い
る
。

こ
の
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
中
で
最
も
古
い
伝
統
と
栄
光
に
輝く
王
子
製
紙
チ
ー
ム
は、
す
で
に
前
稿
で
述
べ
た
通

り
、
昭
和
初
期
か
ら
同
四
十
年
代
ま
で
にも
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
て
い
た。
そし
て
、
この
記
録
は
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
お
り、
本

稿
で
は
紙
面
の
関
係
上、
全
道
選
手
権、
全
日
本
選
手
権、
日
本
リ
ー
グ
の
三
大
会
の
成
績
に
し
ぼ
っ
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お、

同
四
十
七
年
(七
二
)
十
一
月
に
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
、
同
四
十
八
年
(七
三
)
七
月
に
北
海
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
、
同
六

十
二
(八
七)
四
月
に
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
が
発
足
し
、
新
し
く
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会、
北
海
道
(全
道)

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
年
に
な
っ
て
企
業
ス
ポー
ツ
の
見
直
し
も
進
めら
れ
て
お
り、
本
市
に
お
い
て
も
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
は
岩
倉
組、
日
軽
金
の
廃
部

が
あ
り
、
王
子
製
紙
野
球
部
の
春
日
井
工
場
へ
の
合
併
に
よ
る
廃
部
も
あ
り
、
企
業
ス
ポ
ー
ツ
に
波
紋
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

さ
て
、
王
子
製
紙
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
成
績
で
あ
る
が
、
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
で
は
同
五
十
一
年
(七
六
)
の
第
四
四

回
と
同
五
十
二
年
(七
七)
の
四
五
回
大
会
で
の
二
連
覇、
同
五
十
五
年
(八
〇
)
の
第
四
八
回
大
会
と
同
五
十
六
年
(八
一
)
の
第
四

九
回
大
会
で
の二
連
覇
が
あ
っ
た
。
こ
の
期
に
は
イ
ン
ス
ブ
ル
グ
五
輪
が
あ
り
、
日
本
も
B
グ
ー
ル
プ
に
出
場
し
三
勝二
敗
で
三
位
と
な

り
王
子
か
ら
舛
川
順
司
監
督
以
下
七
人、
岩
倉
組
から
岡
島
徹
コー
チ
以
下
五
人
が
出
場
し
た
。
ま
た、
こ
の
期
よ
り
外
国
人
選
手
の
入
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部
が
あ
り、
王
子
は
同
五
十
年
(七
五)
から
ス
タル
シ
ノ
フ、
シ
ャド
リン
、
ベ
ロ

ウ
ソ
フ
な
ど
、
岩
倉
組
も
昭
和
五
十
二
年
か
ら
ダ
グ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ウ
イ
リ
ー
・
デ

ジ
ャ
ー
デ
ン
、
ダ
ル
・
サ
タ
ー
の
活
躍
が
あ
っ
た。
この
期
に
お
い
て
活
躍
し
た
選
手

は
京
谷
佳
明、
東
毅
、
浦
辺
秀
男、
本
間
貞
樹、
江
刺
家
清、
若
狭
浩
嗣、
粒
来
敬

詞
、
大
坪
利
満
(王
子)、

桜
井
秀
男、
伊
藤
実、
外
崎
一
馬、
梅
内
政
彦
(岩
倉
組)

な
ど
で
あ
っ
た
。

同
五
十
八
年
(八
三
)
の
第
五
一
回
大
会
か
ら
同
六
十
一
年
(八
六
)
第
五
五
回
大

会
ま
で
二
度
目
の
五
連
覇、
昭
和
年
代
(～
八
八
)
ま
で
に
二
五
回
目
の
優
勝
を
飾
っ

て
い
た
。
こ
の
間
に
世
界
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に
も
選
ば
れ
て
出
場
し
た
選

手
も
多
く、
当
時
の
各
大
会
で
の
最
優
秀
選
手
、
ベ
ス
ト
6
か
ら
名
を
挙
げ
れ
ば
、
新

谷
和
夫
、
若
狭
浩
嗣、
本
間
貞
樹、
東
毅
、
高
橋
啓
二
、
引
木
浩、
菊
池
厳
弘、
矢

島
敏
幸
、
小
館
正
利、
中
里
正
彦、
鈴
木
宣
夫、
中
里
修
一、
平
野
克
典、
寺
尾
清
隆、

百
井
修
治、
ワ
レ
リ
ー
・
ベ
ロ
ウ
ソ
フ
の
王
子
選
手
と
元
岩
倉
組
で
雪
印
の
外
崎
一
馬

な
ど
の
活
躍
が
光
っ
た。

平
成
年
間
に
入
る
や、
ま
ず
同
元
年
(八
九)
一月
の
第
五
七
回
大
会
で
二
六
回
目
の
優
勝
を
遂
げ、
同
三
年
(九
一)
の
第
五
九
回

大
会
か
ら
同
七
年
(九
五)
の
第
六
三
回
大
会
ま
で
三
度
目
の
五
連
覇
を
成
し
遂
げ、

一発
勝
負
の
全
日
本
選
手
権
大
会
で
の
強
さ
を
発

揮
し
た
。
こ
の
期
で
の
活
躍
し
た
選
手
を
各
大
会
の
最
優
秀
選
手
、
ベ
ス
ト
6
か
ら
挙
げ
れ
ば、
鈴
木
宣
夫
、
平
野
克
典、
高
木
英
克
、

成
田
誉、
百
井
修
治、
矢
島
敏
幸、
本
間
康
弘、
引
木
浩、
杉
沢
明
人、
桜
井
邦
彦、
山
中
武
司、
大
沢
広
利
な
ど
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
平
成
九
年
(九
七
)
から
コ
ク
ド
に
そ
の王
座
を
奪
わ
れ、
三
年
間
優
勝
が
な
か
っ
た
が、
同
十
二
年
(二
〇
〇
〇
)

一月
に
東
京
で
行
な
わ
れ
た
第
六
七
回
大
会
に
四
年
ぶ
り
で
三
二
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
て
い
る
。こ
の
大
会
は
気
迫
の
V
奪
回
と
い
わ
れ、

無
冠
返
上
を
成
し
遂
げ
た
。
な
お、
最
優
秀
選
手
に
相
澤
美
輝、
新
人
賞
川
島
誠、
ベ
ス
ト
6
で
は
相
澤
美
輝
(GK)、

V・ク
ラ
ム
ス

2)
コ
イ、
磯
島
明
人
(DF)、

杉
沢
明
人、
岩
田
康
範、
川
平
誠
(FW)

と
王
子
製
紙
の
選
手
が
独
占
す
る
も
ので
あ
っ
た。

全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
優
勝
回
数
は
勝
率
で
い
う
と
五
割
を
超
え
て
お
り
、
三度
に
わ
た
っ
て
の
五
連
覇
が
あ
り
、

日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
開
催
以
降
に
お
い
て、
全
日
本
大
会、
全
道
大
会
と
の三
冠
を
達
成
し
た
の
も三
回
を
数
え
て
い
て、
王

子
製
紙
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
日
本
に
お
い
て
如
何
に
強
い
位
置
に
あ
る
か
を
物
語
る
も
の
で、
他
の
ス
ポー
ツで
は
そ
う
見
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

同
十
年
(九
八
)
二
月
の
長
野
五
輪
に
日
本
チ
ー
ム
は
B
グ
ル
ー
プ
に
出
場
し
た
が、
世
界
か
ら
み
る
と
ま
だ
ま
だ
レ
ベ
ル
は
低
く
、

体
力
的
問
題、
技
術
的
問
題
な
ど
如
何
に
し
て
解
決
し
て
いく
か、
外
国
人
選
手
を
日
本
の
実
業
団
チ
ー
ム
に
迎
え
る
ば
か
り
で
は
な
く、

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
外
国
プ
ロ
チ
ー
ム
に
日
本
人
が
参
加
す
る
な
ど
、内
弁
慶
の
時
期
を
脱
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
と
い
え
よ
う
。

五
輪
予
選、
世
界
選
手
権
も
行
な
わ
れ
て
お
り
王
子
製
紙
か
ら
は
山
中
武
司、
磯
島
明
人、
桜
井
邦
彦
、
杉
沢
明
人、
松
浦
浩
史、
岩
田

康
範、
城
野
正
樹、
舛
川
浩
司、
川
平
誠
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

一方
、
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
は
さ
ら
に
優
勝
回
数
が
多
く、
コン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不
良
で
中
止
も
あ
る
が、
平
成
十
一

年
(九
九)
二
月
ま
で
に
七
〇
回
大
会
を
行
な
っ
て
き
て
お
り、
王
子
製
紙
は
四〇
回
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
て
い
る。
た
だ、
昭
和
五
十

五
年
(八
〇
)
か
ら
同
六
十
二
年
(八
十
七)
ま
で
の
八
年
間
と
い
う
も
の
は
二
度
の
中
止
は
あ
る
も
の
の、
全
日
本、
日
本
リ
ー
グ
で

は
優
勝
し
て
い
るの
に、
雪
印、
十
條
製
紙
に二
度
ず
つ
敗
れ
て
い
て
全
く
優
勝
が
な
い
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
雪
印

に
連
敗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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日
本
リ
ー
グ
は
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
る
た
め
、
実
業
団
選
手
権
大
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
昭
和
四
十

一年
(六
六)
十
一
月
に
開
設
さ
れ
た
。
チ
ー
ム
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
に
よ
り、
各
地
で
試
合
を
行
い、
当
初
は
各二
試
合
を
行
な

う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
期
・
後
期
に
分
け、
プ
レ
ー
オ
フ
制
度
の
導
入
な
ど
次
第
に
試
合
数
も
多
く
な
り
、
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

王
子
製
紙
は
当
初
よ
り
参
加
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
九
年
度
ま
で
に
三
回
の
優
勝
が
あ
り
、
同
五
十
年
以
降
は
外
国
人
選
手
二
人
の
参

加
が
認
めら
れ、
ソ
連、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
国
際
級
選
手
の
入
部
が
あ
っ
た
。
王
子
製
紙
は
同
五
十
四
年
(七
九)
の
第
一
四

回
リ
ー
グ
で
四
回
目
の
優
勝
を
し
、
同
五
十
六
年
(八
一)
の
第
一
六
回
リ
ー
グ
か
ら
同
五
十
九
年
(八
四)
の
第
一九
回
大
会
ま
で
四

連
覇
を
遂
げ、
同
六
十
二
年
(八
七)
と
同
六
十
三
年
(八
八
)
の
第
二
一
回、
第
二
二
回
大
会
で
も
二
連
覇
し
て
い
た
。
昭
和
年
代
ま

で
に
一〇
回
の
優
勝
で
あ
り、
こ
の
頃
が
王
子
製
紙
の
一
番
油
の
乗
り
切
っ
た
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た、
同
五
十
九
年
以

降
外
国
人
選
手
の
登
録
が
禁
止
さ
れ、
僅
か
に
コ
ー
チ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
七
年
の
第
三
〇
回
リ
ー
グ
か
ら
再
度
外
国
選
手
二
人
(近
年
三
人
)
ま
で
の
出
場
が
十
二
年
ぶ
り
で
認
め
ら
れ、
王

子
製
紙
で
は
ク
ラ
ム
スコ
ム、
ド
ロ
フ
ェ
ー
エ
フ
の
加
入
が
あ
っ
た。
し
か
し
、
成
績
の
方
は
い
ま
ひと
つ
で
平
成
元
年
(八
九)
の
第

二
四
回
リ
ー
グ
と
同
二
年
(九〇
)
の
第
二
五
回
リ
ー
グ
に
二
連
覇、
同
五
年
(九
三
)
の
第
二
八
回
リ
ー
グ
に
優
勝
は
し
た
も
の
の、

同
六
年
以
降
コ
ク
ド
、
西
武
の
東
京
チ
ー
ム
に
敗
れ
、
六
年
間
も
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る。
第
六
七
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
で
見
せ
た
よ
う
な
気
迫
を
リ
ー
グ
戦
で
も
見
せ
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
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第
4
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

大
会

第
47回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

名
開
催
年
月
日

=
5
.
1
.
1
0
4
8

昭
和
5
0
・
1
0
・
3
～
5

苫
小
牧
市

全
日
本
A
級
大
会
三
年
ぶ
り
一
七
回
目
の
優
勝

考
開

催
地

王
子
製
紙
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
優
勝
一
覧
表
(昭
和
五
十
年
以
降)

備

全
道
A
級
大
会
三
年
連
続、
二
八
度
目
の
優
勝

札
幌
市

947



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

14
5

第
18回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
45回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
49回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
52・

1
・
8
4

$2.
12.23～55

第
50回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
第
14回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

第
11回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
18回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
49回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
16回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

第
17回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

第
11回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
18回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

==
第
92回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
19回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

=
第
3
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
21回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

第
54回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
55回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
2
回
日本ア

イ
スホ
ッケー

リー
グ

第
60回
全
道
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
57回
全
日
本
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
61回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
24回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

第
62回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
25回
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

第
63回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
00
:
00
.
2
0
2
0
.
.
-

2 2

9 8
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釧
路
市

東
京、
苫
小
牧、
札
幌
等

全
道
A
級
大
会
四
連
覇、
二
九
回
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
二
連
覇、
一八
度
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
五
連
覇、
三〇
回
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
六
年
連
続三
一
回
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
六
年
ぶ
り
四
度
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
で
七
V
、
三
二
回
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で
三
年
ぶ
り
一
九
度
目
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で二
連
覇、
二〇
回
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
二
年
ぶ
り
五
度
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
二
連
覇、
六
度
目
の
V

全
日
本
A
級
大
会
で二
年
ぶ
り、
二
一
回
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
三
年
連
続、
七
回
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で二
連
覇、
二
二
回
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
史
上
初
の
四
連
覇
達
成、
八
回
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で
三
連
覇、
二三
回
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
二
年
ぶ
り
九
回
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
で
四
連
覇、
二
四
回
目
の
V

全
日
本
A
級
大
会
で
五
連
覇、
二五
回
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
二
連
覇、
一〇
回
目
の
優
勝

中
止
な
ど
に
よ
り
九
年
ぶ
り、
全
道
A
級
大
会
で
三
三
度
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で
二
年
ぶ
り
二
六
回
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
で
二
年
連
続三
四
度
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
二
年
ぶ
り
一一
回
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
で三
連
覇、
三
五
回
目
の
優
勝

日
本
リ
ー
グ
で
二
年
連
続、

一二
度
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
で
四
年
連
続、
三
六
回
目
の
V

苫
小
牧
市

東
京
都

釧
路
市

東
京、
苫
小
牧、
日
光
等

東
京、
苫
小
牧、
札
幌
等

19

東
京
都

東
京、
苫
小
牧、
神
戸
等

東
京
都

東
京
、
苫
小
牧、
八
戸
等

東
京
都

東
京、
苫
小
牧、
札
幌
等

東
京
都

東
京
都

東
京、
苫
小
牧、
釧
路
等

東
京
都

苫
小
牧
市

=
元
・
9
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1
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成
元
・
1
・
9
～
1
4

63
9
2

4

62・9・26～12・13

6
・
1
2
～
6
・
1

61
・
1

・
2
～
0
9

9
5
12

1 1

・ .

13
S
20

1
～
2
2

60 33
・
9
・29～12.16

59

10
.
1 2 3 15

5 5

12 18・2018
8
8
・
1
・
15～22

5
7
・
1
0
・

1

56・
10・

56 55
3

9
5
5

55
・
1
・
18～20

54
・
1
0
・
2
0
～
1
2
.
2

51・
2
・
8
～
1
0

室
蘭
市
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市

東
京、
苫
小
牧、
釧
路
等

苫
小
牧
市
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(『北
海
道
年
鑑』
各
年
北
海
道
新
聞
社
『苫
小
牧ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
連
盟
10周
年
記
念
記
録
集』

平
成
九
年
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
連
盟
よ
り
作
成)

第
6
回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
88回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
88回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
62回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
6
回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
61回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
23回
日
本ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
リー
グ

第
5
回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
60回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
64回
全
道
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
59回
全
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
12・
1
・
2
～
1
6

東
京
都

9 8 7

● .

1 1 1

・ .

. 5

1 0 9

5 5

2 15 16 25 6

.
2 11

4
.
0
0
.
5
0
0
.
0
0
東
京
都

帯
広
市

札
幌
市

全
日
本
A
級
大
会
で
二
年
ぶ
れ
二
七
度
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で
四
年
ぶ
り
三
二
回
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
で
二
年
ぶ
り
四
〇
回
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で
史
上
初
の
五
連
覇、
三
一
回
目
の
V
達
成

全
日
本
A
級
大
会
で
四
年
連
続、
三〇
回
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
で
七
年
連
続、
三
九
回
目
の
優
勝

帯
広
市

札
幌
市

東
京、
苫
小
牧、
釧
路
等

" =

=
4
.
0
0
.

31 12 10
5 5 5 5

2
～
2
5

平
成
4
・
3
・
3
～
8

2

" 11 =
0
.
0
0

0
.

5

3 10

1
0
.
0
0
.

釧
路
市

全
道
A
級
大
会
で
六
年
連
続、
三
八
度
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で
二
年
連
続、
二
八
回
目
の
優
勝

全
道
A
級
大
会
で
五
連
覇、
三七
回
目
の
優
勝

二、
そ
の
他
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

高
等
学
校
の
ア
イ

現
在
高
校
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
は、
全
国
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競

ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
技
、
北
海
道
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
(全
道
高
校
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
兼
国
体
予
選)、

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
道
南
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
戦
、
道
南
高
校
新
人
ア
イ
ス

(2)
『ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
』
平
成
十
二
年
三
月
号
ベー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ー
ガ
シ
ン
社

注
(1)

『50年
の
歩
み‒‒苫

小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会
創
立
50周
年
記
念
誌
』
昭
和
五
十
一
年
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会

帯
広
市

札
幌
市

東
京
都
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=
日
本
リ
ー
グ
で
三
年
ぶ
り
一三
回
目
の
優
勝

全
日
本
A
級
大
会
で
三
連
覇、
二
九
回
目
の
V
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ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
戦、
北
海
道
高
校
選
抜
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会、
N
H
K
杯
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が、

本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上、
全
国
大
会、
全
道
大
会
の
二
大
会
に
つ
い
て
の
み
挙
げ、
必
要
に
応
じ
て
他
大
会
で
の
成
績
を
付
加
さ
せ
る

こ
と
に
す
る
。
な
お、
本
市
高
校
で
は
苫
東、
苫
工、
苫
西
、
苫
南、
駒
大
苫
高、
苫
中
央
高
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
あ
る
。

全
国
高
校
氷
上
選
手
権
大
会
は
昭
和二
十
七
年
(五
二
)
一月
に
第
一回
大
会
が
長
野
県
蓼
科
湖
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た。
以
後

昭
和
四
十
九
年
(七
四)
の
第
二
三
回
大
会
ま
で
の
記
録
で
は、
同
二
十
七
年
一
月
の
第
一
回
大
会
か
ら
同
二
十
九
年
一
月
の
第三
回
大

会
ま
で
苫
小
牧
東
高
(苫
小
牧
高
)
が
三
連
覇、
同三
十
一年
一月
の
第
四
回
大
会
か
ら
同三
十
二
年
一月
の
第
六
回
大
会
ま
で
苫
小
牧

工
高
が三
連
覇
し、
苫
小
牧
勢
が
六
年
連
続
優
勝
を
遂
げ
て
い
た。
さ
ら
に
、
苫
小
牧
東
高
は
同三
十
六
年
一
月
の
第
一
〇
回
か
ら
同
四

十
年
一
月
の
第
一
四
回
ま
で
五
連
覇
し
、
同
四
十
二
年
一月
の
第
一
六
回
大
会
と
同
四
十三
年
一月
の
第
一
七
回
大
会
で
も
二
連
勝
し
、

苫
小
牧
工
高
の
方
も
同
四
十
五
年
一
月
の
第
一
九
大
会
と
同
四
十
八
年
一
月
の
第二
二
回
大
会、
同
四
十
九
年
一
月
の
第
二
三
回
大
会
に

も
勝
っ
て
三
度
の
優
勝
を
飾
っ
て
い
た。
ま
た
、
同
三
十
九
年
(六
四)
四
月
に
開
校
し
た
駒
澤
大
学
付
属
苫
小
牧
高
も
苦
節
八
年
目
に

し
て
同
四
十
七
年
一
月
の
第
二
一
回
大
会
に
初
優
勝
を
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て、
昭
和
四
十
九
年
一
月
の
全
国
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
の
第
二
三
回
大
会
ま
で
苫
小
牧
東
高
が
一
〇
回、
苫
小

牧
工
高
が
六
回、
駒
大
苫
小
牧
高
が
一
回
と
、
苫
小
牧
勢
が
実
に
一
七
回
の
優
勝
を
飾
っ
て
い
た。
他
の
優
勝
高
校
は
釧
路
湖
陵
高
二
回、

日
光
高
三
回、
釧
路
第
一
高
一
回
で
苫
小
牧
以
外
は
僅
か
六
回
の
み
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
年
以
降
に
な
る
と
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た。
苫
小
牧
勢
で
は
駒
大
苫
小
牧
高
の
圧
倒
的
な
強
さ
と、
釧
路
勢
の

進
出
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち、
第
二
四
回
大
会
から
第
四
九
回
大
会
ま
で
二
六
回
に
わ
た
る
優
勝
回
数
で
見
る
と
、
駒
大
苫
小
牧
高
が
断
然
多
く
一八
回、

釧
路
工
高
四
回、
苫
小
牧
工
高
一
回、
釧
路
第
一
高
一
回、
釧
路
短
大
付
属
高
(現
釧
路
緑
ヶ
岡
高)
一回、

釧
路
江
南
高
一
回
で
あ
り、
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苫
小
牧
勢
一
九
回、
釧
路
勢
六
回、
本
州
勢
で
は
日
光
高
の
一回
だ
け
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
年
(七
五
)
二
月
の
第二
四
回
大
会
か
ら
同
五
十
二
年
二
月
の
第二
六
回
大
会
ま
で
駒
大
苫
小
牧
高
が三
連
覇
し
た
が、
特

に
第
二
五
回
と
第
二
六
回
大
会
の
決
勝
戦
は
い
ず
れ
も
釧
路
第
一
高
で
、
共
に
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
む
5
対
4、
7
対
6
と
い
う
接
戦
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
全
道
大
会
で
は
苫
小
牧
東
高、
苫
小
牧
工
高
に
敗
れ
て
いて
二
冠
を
と
っ
た
の
は
第
二
六
回
大
会
だ
け
で
あ
っ
た
。

同
五
十
三
年
(七
八
)
一月
の
第二
七
回
大
会
は
苫
小
牧
市
で
行
な
わ
れ、
実
に
一六
回
大
会
以
来
七
回
目
の
対
戦
と
な
っ
た
苫
小
牧

東
高
対
苫
小
牧
工
高
が
決
勝
戦
で
対
決
し
た
が、
8
対
7
と
い
う
接
戦
の
末
、
苫
工
が
四
年
ぶ
り
七
回
目
の
優
勝
を
し
、
全
道
大
会
も
勝
っ

て
二
冠
を
達
成
し
た。
同
五
十
四
年
(七
九
)
一月
の
第二
八
回
大
会
で
は、
日
光
高
が
駒
大
苫
小
牧
高
を
敗
り
十
年
ぶ
り
四
度
目
の
優

勝
を
飾
っ
た
。

同
五
十
五
年
(八
〇
)
に
入
る
と
駒
大
苫
小
牧
高
は
絶
好
調
と
な
り
、
同
年
の
二
九
回
大
会
か
ら
同
五
十
七
年
(八
二
)
一
月
の
第三

一
回
大
会
ま
で
二
度
目
の
三
連
覇
を
達
成
し
た
。
こ
の
う
ち
、
第
二
九
回
と
第
三
一
回
大
会
は
全
道
大
会
と
と
も
に
二
冠
で
あ
っ
た
。
ま

た、
同
五
十
六
年
度
(八
一)
に
は
全
道、
全
国
、
国
体、
全
日
本
B
級
(同
五
十
七
年
も二
連
覇)
で
も
勝
っ
て
高
校
生
初
の
四
冠
に

輝
い
た
の
で
あ
る
。

同
五
十
八
年
(八
三
)
以
降
苫
小
牧
勢
は
や
や
低
迷
し、
釧
路
勢
の
台
頭
が
目
立
っ
た。
す
な
わ
ち、
同
年
の
第三
二
回
大
会
で
は
釧

路
工
高
が
初
勝
利、
同
五
十
九
年
(八
四)
一月
の
第
三
三
大
会
で
は
釧
路
短
大
付
属
高
が
初
優
勝、
同
六
十
年
(八
五)

一月
の
第三

四
回
大
会
で
は
釧
路
工
高
が二
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。

同
六
十
一
年
(八
六)

一月
の
第三
五
回
大
会
で
は
駒
大
苫
小
牧
高
と
新
設
校
の
苫
小
牧
南
高
が
決
勝
戦
で
対
決
し
た
が、
大
差
で
駒

大
苫
高
が
勝
っ
て、
四
年
ぶ
り
八
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
翌
六
十
二
年
(八
七)

一月
の
第三
六
回
大
会
で
は
釧
路
工
高
と
苫
小
牧
東

高
が
決
勝
戦
で
対
戦
し
た
が、
釧
路
工
高
が
2
対
0
で
勝
ち、
四
回
目
の
優
勝と
な
っ
た
。
同
六
十
三年

(八
八)
一月
の
第三
七
回
大
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会
で
は
駒
大
苫
小
牧
高
と
釧
路
工
高
が
再
度
決
勝
戦
で
対
戦
し、
3
対
2
で
駒
大
苫
高

が
逆
転
で、
九
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

平
成
時
代
に
入
る
と
、
駒
大
苫
小
牧
高
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
が
あ
っ
た。
同
元
年

(八
九)

一月
の
第
三
八
回
大
会
で
は
苫
小
牧
勢
で
は
準
決
勝
で
姿
を
消
し、
釧
路
勢

の
決
戦
と
な
り、
釧
路工
高
が
二
年
ぶ
り
四
回
目
の
優
勝
で
あ
っ
た
。
同
二
年
(九〇

)
一
月
の
第
三
九
回
大
会
から
同
四
年
(九
二
)
一月
の
第
四
一
回
大
会
ま
で
駒
大
苫
小

牧
高
が三
度
目
の三
連
覇
を
達
成
し
た
が、
第
三
九
回
大
会
で
は
10対
2
で、
第
四
〇

回
大
会
で
は
8
対
3
と
い
ず
れ
も
大
差
で
釧
路
短
大
付
属
高
を
敗
り、
こ
の
時
点
で
苫

小
牧
東
高
の
通
算
一
〇
回
の
優
勝
回
数
を
超
え
て
、
史
上
初
の
一
一
度
目
の
優
勝
と

な
っ
た
。
さ
ら
に、
翌
年
の
第
四
四
回
大
会
で
は
釧
路
江
南
高
を
4
対3
の
接
戦
で
敗

り、
一二
回
目
の
優
勝
と
記
録
を
伸
ば
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
五
年
(九三
)
一月
の
第
四二
回
大
会
で
は
先
の
全
道
大
会
に

続
いて
再
度
釧
路
江
南
高
と
の
決
勝
戦
と
な
り
、3
対2
で
釧
路
江
南
高
が
初
優
勝
し、

つ
い
に
四
連
覇
の
夢
が
消
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
駒
大
苫
小
牧
高
は
打
倒
釧
路
江
南
高
を
目
標
に
極
端
過
ぎ
る
ほ
ど
の
脚
力
の
強
化
に
務
め、
陸
上
で
の
走
り
込
み
は
勿
論、

氷
上
で
も
九
割
は
パ
ッ
ク
を
使
わ
ず
練
習
す
る
徹
底
ぶ
り
で
あ
っ
た
が、
選
手
も
こ
れ
を
理
解
し
て
練
習
に
励
ん
だ、こ

れ
が
自
信
と
な
っ

た
と
鈴
木
監
督
は
喜
び
と
共
に
語
っ
た
。
ま
ず、
同
五
年
(九三
)
十二
月
の
全
道
大
会
で
準
決
勝
で
宿
敵
釧
路
江
南
高
を
6
対
2
で
敗

(1)

り、
決
勝
で
は
釧
路
工
高
を
5
対
1
で
敗
り
優
勝、
翌
六
年
(九
四)
一月
の
第
四
三
回
全
国
大
会
で
は
決
勝
で
釧
路
江
南
高
と
対
戦
し

700
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7
対
0
で
完
勝
し
て
前
年
の
雪
辱
を
果
たし
、
二
年
ぶ
り
一三
回
目
の
優
勝
で
あ
っ
た
が、
以
後
駒
大
苫
小
牧
高
の
優
勝
記
録
は
止
まら

ず
勝
ち
を
続
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち、
平
成
七
年
(九
五
)
一月
の
第
四
四
回
大
会
で
は
再
度
釧
路
江
南
を
12対
4
で
二
連
覇、

一
四
回
目
の
優
勝、
同
八
年

(九
六
)
一月
の
第
四
五
回
大
会
で
は
四
回
目
の
三
連
覇
を
成
し
遂
げ、
同
九
年
(九
七
)
一月
の
第
四
六
回
大
会
に
は
世
界
ジ
ュ
ニ
ア

B
代
表
に
七
人
を
擁
す
る
駒
大
苫
小
牧
高
が、
決
勝
で
釧
路
工
高
を
5
対
2
で
敗
り
初
の
四
連
覇、

一六
回
目
の
優
勝
を
決
め
た
。

同
十
年
(九
八)

一月
の
第
四
七
回
大
会
で
は
初
め
て
決
勝
に
進
出
す
る
埼
玉
栄
高
を
9
対2
で
敗
り
五
年
連
続
優
勝
を
し
、
一七
回

目
の
勝
利
を
味
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
十
一
年
(九
九)

一月
の
第
四
九
回
大
会
で
は
決
勝
で
釧
路
緑
ヶ
岡
高
を
8
対
2
で
下
し
、
つ
い

に
苫
小
牧
東
高
の
持
つ
記
録
(第
一
〇
回
大
会
～
第
一
四
大
会
)
を
破
り、
史
上
初
の
六
連
覇
を
達
成
し
、
一八
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た。

同
十
二
年
(二
〇
〇
〇
)
一月
の
第
四
九
回
大
会
で
は
七
連
覇、

一九
回
目
の
優
勝
を
飾
り、
全
道
大
会
に
お
い
て
も
七
連
覇
中
で
、
大

記
録
を
打
ち
立
て
て
い
て、
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
界
の
頂
点
を
き
わ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
全
道
高
等
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
兼
国
体
予
選
会
に
つ
い
て
は、
昭
和
四
十
九
年
(七
四)
一月
ま
で
の
記
録
で
は、

ま
だ
参
加
校
が
少
な
く、
日
本
一
に
な
っ
た
高
校
が
二
冠
に
輝
く
例
が
多
か
っ
た
。
二三
回
大
会
う
ち
一
六
回
で、
内
訳
で
み
る
と
苫
小

牧
東
高
が
九
回、
苫
小
牧
工
高
が
四
回、
駒
大
苫
小
牧
高
が
一
回、
釧
路
湖
陵
高
が
一
回
、
釧
路
第
一
高
が
一回
で
苫
小
牧
勢
が
八
七
パ
ー

セ
ン
ト
に
相
当
す
る
一
四
回
の
全
道
制
覇
を
成
し
遂
げ
て
い
た。

さ
て、
同
五
十
年
(七
五)
以
降
の
成
績
に
つ
い
て
み
る
と
、
駒
大
苫
小
牧
高
の
圧
倒
的
な
強
さ
が
続
い
て
い
る
。
第
二
七
回
大
会
か

ら
第
五
二
回
大
会
ま
で
二
六
大
会
の
優
勝
回
数
で
は
、
駒
大
苫
小
牧
高
が
一
六
回、
釧
路
工
高
五
回、
苫
小
牧
工
高
が
二
回
、
釧
路
江
南

高
二
回、
苫
小
牧
東
高
一
回
で、
苫
小
牧
勢
が
一
九
回、
釧
路
勢
が
七
回
で
あ
っ
た。
ま
た、
駒
大
苫
小
牧
高
は
平
成
五
年
(九三
)
十

二
月
の
第
四
六
回
以
来
実
に
七
連
勝
を
続
け
て
い
る
。
以
下
、
別
表
の
「高
校
(全
国
・
全
道)
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
上
位
成
績
一
覧

第
三
編

教
育
・
文
化

953



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)高

校
(全
国
・
全
道)
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
上
位
成
績
一
覧
表
(昭
和
五
十
年
以
降)

表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
39回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
35回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
34回
全
国
高
校
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
38回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
37回
全
道
高
校
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

=
59 58 57
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・
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・
1
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5
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1
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・
1
・
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5
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1
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L
o
w

5
S

22・
2
・

00
八
戸
市

52・
1
・

5
・
1
・
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5
.
-
.

1
0
-
0
0

1
50・
2
・
1
0
～
1
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昭
和
5
0
・
1
・
9
～
1
2

開
催
年
月
日
|釧
路
市

伊
香
保
町

苫
小
牧
市

日
光
市

札
幌
市

釧
路
市

苫
小
牧
市

釧
路
市

八
戸
市

札
幌
市

富
士
吉
田
市

釧
路
市

苫
小
牧
市

軽
井
沢
町

帯
広
市

苫
小
牧
市

00
札
幌
市

10
釧
路
市

八
戸
市

苫
小
牧
市

富
士
吉
田
市

札
幌
市

開
催
地

順

1
苫
小
牧
東
、
2
釧
路
第
一、
3
釧
路
工、
3
駒
大
苫
小
牧

1
駒
大
苫
小
牧、
2
苫
小
牧
東、
3
日
光、
3
苫
小
牧
工

1
苫
小
牧
工
、
2
苫
小
牧
東、
3
釧
路
工、
3
駒
大
苫
小
牧

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
第
一、
3
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
工

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
第
一、
3
道
日
大、
3
苫
小
牧
工

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
第
一、
3
苫
小
牧
東、
3
八
戸
商

1
苫
小
牧
工、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
釧
路
工、
3
釧
路
第
一

1
苫
小
牧
工、
2
苫
小
牧
東、
3
駒
大
苫
小
牧、
3
釧
路
第
一

1
釧
路
工、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
道
日
大、
3
苫
小
牧
東

1
日
光、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
苫
小
牧
東、
3
釧
路
短
大

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工、
3
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
工

1
駒
大
苫
小
牧、
2
苫
小
牧
工、
3
釧
路
工、
3
苫
小
牧
東

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工、
3
苫
小
牧
南、
3
苫
小
牧
工

1
駒
大
苫
小
牧、
2
苫
小
牧
東、
3
日
光、
3
釧
路
工

1
釧
路
工、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
苫
小
牧
工、
3
釧
路
江
南

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工
、
3
苫
小
牧
東、
3
日
光

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工、
3
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
南

1
釧
路
工
、
2
苫
小
牧
東、
3
駒
大
苫
小
牧、
3
日
光

1
駒
大
苫
小
牧、
2
苫
小
牧
南、
3
苫
小
牧
東、
3
釧
路
工

1
釧
路
短
大、
2
釧
路
工、
3
苫
小
牧
東、
3
日
光

1
釧
路
工、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
南

1
釧
路
工、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
南

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工、
3
釧
路
江
南、
3
釧
路
短
大

1
駒
大
苫
小
牧、
2
苫
小
牧
南、
3
苫
小
牧
東
、
3
釧
路
工

1
釧
路
工、
2
釧
路
短
大、
3
苫
小
牧
東
、
3
釧
路
江
南 位

苫
東
七
年
ぶ
り
一
四
回
目
の
V

駒
澤三
年
ぶ
り
二
度
目
の
V

苫
工
六
年
ぶ
り
八
度
目
の
V

駒
澤
二
連
覇、
三
度
目
の
V

駒
澤
五
年
ぶ
り二
回
目
の
マ

駒澤三
連覇、

四度目
の
V

苫
工二
年ぶ
り
九
回
目
のV

苫
工
四
年
ぶ
り
七
回
目
の
V

釧
工
六
年
ぶ
り三
回
目
の
V

日
光
一〇
年
ぶ
り
四
回
目
の
V

駒
澤三
年
ぶ
り
三
度
目
の
V

駒
澤
三
年
ぶ
り
五
回
目
の
V

駒
澤二
連
覇、
四
度
目
の
V

駒
澤二
年
連
続
六
回
目
の
V

釧
工三
年
ぶ
り
四
度
目
の
V

駒
澤
三
連
覇、
七
度
目
の
V

駒
澤
二
年
ぶ
り
五
回
目
のV

釧
路
工
初
V

駒
澤二
年
連
続
六
回
目
の
V

釧
路短大付

属初V
釧
工
三
年
ぶ
り
五
回
目
の
V

釧
工二
年
ぶ
り
二
回
目
の
V

駒
澤二
年
ぶ
り
七
回
目
の
V

駒
澤
四
年
ぶ
り
八
度
目
の
V

釧
工二
年
ぶ
り
六
度
目
の
V 考

・
1

…

21 7

5 5 5

11 10 23 12 24 22 2 12 00

= = = " =

6
・

6
・
1
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= = "
8
.
-
.

53
・
1

・

53
・
1
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1

19 7
5

19
5

00

2
55 √

28

1
9
～
8

00
S
12 13 25 25

盛
岡
市
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・

9
釧
路
市

" = " " "
第
32回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
29回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
33回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
30回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
34回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
31回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
35回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
22回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
36回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
3
回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

大
第
27回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大会

第
24回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
28回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
25回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
29回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
26回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
30回
全
道
高
校ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
選
手
権大
会

第
7
回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
31回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
23回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権大
会
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25
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"

2
.

18
5

第
36回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
40回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
37回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

昭
和
62・

1
・

=
62・

1
2
・

63
・
1
・
2
0
～

=== ="=

====

" "

10

= == =

=

2
.
2

・

2

1

第
1
回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
39回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
13回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権大
会

第
40回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
4
回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
選
手
権
大
会

第
11回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
45回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
1
回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
45回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
43回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
47回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
4
回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
18回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
45回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
4
回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
45回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
50回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
47回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
51回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
8
回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

1
.
1
.

第
49回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大会

= =
第
92回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

0
.
0
0
0
0

2
5
2

2
～
5

5 5
27 2

苫
小
牧
市

八
戸
市

日
光
市

苫
小
牧
市

長
野
市

釧
路
市

郡
山
市

帯
広
市

1
駒大苫小牧、
1
駒
大
苫
小
牧、
2
埼
玉
栄
、
3
白
樺
学
園、
3
釧
路
緑
ヶ
岡

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
江
南、
3
釧
路
緑
ヶ
岡
、
3
白
樺
学
園

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
緑
ヶ
岡、
3
苫
小
牧
工、
3
白
樺
学
園

1
駒
大
苫
小
牧、
2
白
樺
学
園、
3
苫
小
牧
東、
3
北
海

1
駒
大
苫
小
牧
、
2
釧
路
緑
ヶ
岡
、
3
白
樺
学
園、
3
埼
玉
栄

釧
工
二
年
ぶ
り三
回
目
の
V

駒
澤二
年ぶ
り
八
度
目
の
V

駒
澤
二
年
ぶ
り
九
回
目
の
V

駒
澤
二
年
連
続
九
度
目
の
V

釧
工
二
年
ぶ
り
四
回
目
の
V

釧
路
江
南
初
V

駒
澤
二
年
ぶ
り
一〇
度
目
の
V

釧
工
四
年
ぶ
り
七
回
目
の
V

駒
澤
二
連
覇、

一
一度
目
の
V

駒
澤三
年
ぶ
り
一〇
回
目
の
V

駒
澤三
年
連
続
一二
度
目
の
V

釧
路
江
南三
年
ぶ
り
二
度
目
V

釧
路
江
南
初
V

駒
澤二
年
ぶ
り
一
一
度
目
の
V

駒
澤
二
年
ぶ
り
一
三回
目
の
V

一二
回目のV

駒
澤
二
年
連
続
一
四
回
目
の
V

駒
澤
三
年
連
続
一三
回
目
の
V

駒
澤三
連
覇、

一五
度
目
の
V

駒
澤
四
連
覇、
一四
回
目
の
V

駒
澤
四
年
連
続
一
六
度
目
の
V

駒
澤
五
連
覇、
一五
度
目
の
V

駒
澤
五
連
覇、
一七
回
目
の
V

駒
澤
六
年
連
続
一
六
回
目
の
V

駒
澤
史
上
初
の
六
連
覇
一
八
V

駒
澤
史
上
初
の
七
連
覇
一
七
V

駒
澤
七
年
連
続
一
九
回
目
の
V

(『氷
上
の
闘
魂
譜
‒‒苫

東
高
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
50年
史
』
昭
和
六
十
二
年
田
中
正
編
著
マ
ル
コ
出
版
、
『苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

第
三
編

教
育
・
文
化

連
盟
10周
年
記
念
記
録
集
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
、
『北
海
道
年
鑑』

各
年
北
海
道
新
聞
社
よ
り
作
成)

1
釧
路
工、
2
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
南、
3
日
光

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工、
3
苫
小
牧
南、
3
釧
路
江
南

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工、
3
八
戸
商、
3
苫
小
牧
工

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
江
南、
3
釧
路
短
大、
3
苫
小
牧
南

軽
井
沢
町

1
釧
路
工
、
2
釧
路
江
南、
3
八
戸
商、
3
八
戸
工
大

5

27 22

1
2
・
1
・

1
.

22～
25

.
19 24

札
幌
市

帯
広
市

第
11回
全
道
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

1
63・

1
2
.

第
38回
全
国
高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

平
成
元
・
1
・
1
～
2
022

.
.
.
.
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.

.

8
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5
1
.

0
.
2
.
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.

3

・.
2
.1 12

5 55

・

13 20 12 14

5 5

19 215 5 5 5

19

17 20
22

1212
.

19
5

15
5

1518

15 2100

23 23 18

5

17 24

17 20

5
23 20 27 24

札幌市

八戸市
7
.

1
2
.

2
～
2

釧
路
市

郡
山
市

釧
路
市

帯
広
市

札
幌
市

日
光
市

帯
広
市

盛
岡
市

苫
小
牧
市

伊
香
保
町

苫
小
牧
市

2
0
～
2

1
5

元
・
1
2
・
2
4
～
2
7

苫
小
牧
市

富
士
吉
田
市

釧
路
市

2
駒
大
苫
小
牧、

1
釧
路
江
南、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
白
樺
学
園、
3
釧
路
短
大

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
短
大、
3
苫
小
牧
工
、
3
日
光

1
釧
路工
、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
苫
小
牧
工、
3
苫
小
牧
東

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
短
大、
3
苫
小
牧
東、
3
釧
路
工

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工
、
3
苫
小
牧
工、
3
釧
路
江
南

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
江
南、
3
釧
路
工
、
3
釧
路
湖
陵

1
釧
路
江
南、
2
釧
路
工、
3
苫
小
牧
工、
3
駒
大
苫
小
牧

1
釧
路
江
南、
2
駒
大
苫
小
牧、
3
釧
路
工、
3
苫
小
牧
東

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路工
、
3
釧
路
江
南、
3
苫
小
牧
工

1駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路江
南、
3
釧
路
湖
陵、
3
苫
小
牧
東

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
江
南、
3
釧
路
緑
ヶ
岡、
3
苫
小
牧
東

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
江
南、
3
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
南

2
釧
路
江
南、
3
苫
小
牧
工
、
3
釧
路
工

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
江
南、
3
釧
路
工、
3
八
戸
工
大
一

1
駒
大
苫
小
牧、
2
釧
路
工
、
3
釧
路
緑
ヶ
岡、
3
白
樺
学
園

1
駒
大苫小牧、

2
釧
路
工
、
3
苫
小
牧
工、
3
白
樺
学
園

2
釧
路
江
南、
3
白
樺
学
園、
3
釧
路
緑
ヶ
岡

駒澤二連
覇、
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中
学
校
の
ア
イ
ス

現
在
中
学
校
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
大
会
は、
1
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
2
北
海

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
記
録
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
3
苫
小
牧
中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会
兼
全
道

大
会
予
選
会
兼
王
子
杯
争
奪
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会、4

N
H
K
杯
中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
兼
日
胆
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
、

5
日
ア
連
会
長
杯
争
奪
道
南
地
区
中
学
新
人
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
兼
苫
民
杯
争
奪
苫
小
牧
中
学
校
新
人
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
、
6
白

鳥
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
争
奪
中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
大
会、
7
全
日
本
少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
(中
学
生
の
部)
等
が
行
な
わ
れ
て

い
る
が、
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上、
全
国
大
会、
全
道
大
会、
苫
小
牧
大
会
に
つ
いて
み
の
挙
げ、
他
の
試
合
は
省
略
す
る
こ
と
に
す

る
。先
ず
大
会
の
概
要
に
つ
いて
述
べ
て
お
く
と
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
は二
つの
難
関
が
あ
り
、
そ
の
一つ
は
苫
小
牧
中
学
校

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に
お
い
て
上
位
に
入
り
(過
去
に
は
二
、
三
、
四
チ
ー
ム
の
全
道
大
会
出
場
の
場
合
が
あ
っ
た)、

全
道
大

会
で
は
地元
開
催
を
除
き
、
優
勝
な
い
し
準
優
勝
を
し
な
け
れ
ば
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
績
を
み
る
と
、
苫
小
牧
大
会
で
は
和
光
が
八
回、
苫
東
六
回、
弥
生
五
回、
明
倫
四
回、
啓
明
四
回、
光
洋
二
回
、
啓

北
一
回
で
あ
っ
た。
全
道
大
会
で
は
釧
路
鳥
取
が
一
〇
回、
和
光
七
回、
苫
東三
回、
釧
路
北三
回、
釧
路
景
雲三
回、
弥
生
一回、

光
洋
一
回、
明
倫
一
回
、
釧
路
大
楽
毛
一
回
で、
釧
路
勢
が
一
七
回、
苫
小
牧
勢
一
三回
と
釧
路
が
断
然
優
位
で
あ
っ
た
が、
不
思
議
と
高

校
で
は
こ
れ
が
逆
転
し、
苫
小
牧
勢
が
有
利
と
な
る
結
果
が
出
て
い
た
。
全
国
大
会
で
は
釧
路
鳥
取
六
回、
釧
路
北
五
回、
和
光
三
回、

釧
路
景
雲
二
回、
苫
東
一
回、
明
倫
一
回、
釧
路
緑
陵
一
回、
日
光
東
一回
で、
全
道
大
会
同
様
釧
路
勢
が
圧
倒
的
に
強く
、
釧
路
勢
一

3
四
回、
苫
小
牧
勢
五
回、
本
州
勢
一
回
で
あ
っ
た
。

北
海
道
中
学
校
ス
ケー
ト
競
技
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー

(全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
)
は
昭
和
四
十
六
年
(七
一)
一月
十

一
日
～
十
二
日
に
帯
広
市
で
第
一
回
大
会
が
行
な
わ
れ
た
が、
道
内
各
ブ
ロ
ック
で
予
選
が
行
な
わ
れ
た
。
苫
小
牧
地
区
で
は
前
年
(七
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○)
十
二
月
に
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
N
H
K
杯
中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
そ
の
予
選
大
会
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
り、
苫
東、
弥

生
、
和
光、
啓
北、
光
洋
の
五
中
学
が
リ
ー
グ
戦
を
行
な
っ
て、
光
洋
が
優
勝、
苫
東
が
準
優
勝
し
、
こ
の
ニ
チ
ー
ム
が
全
道
大
会
に
出

場
し
た
。
釧
路
地
区
か
ら
鳥
取、
景
雲
の
ニ
チ
ー
ム
、
開
催
地
帯
広
か
ら
帯
広
三
、
帯
広
四
、
帯
広
六
、
御
影
の
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

が
、
釧
路
同
志
の
決
勝
戦
と
な
り、
釧
路
鳥
取
が
初
優
勝
し
た。

第
二
回
大
会
は
昭
和
四
十
七
年
(七二
)
一月
八
日
～
九
日
に
千
歳
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
前
回
同
様
五
チ
ー
ム
が
参
加

リ
ー
グ
戦
の
結
果、

一位
弥
生、
二
位
苫
東、
三位
和
光
が
出
場
し
た
。
釧
路
勢
を
寄
せ
付
け
ず、
優
勝
弥
生、
準
優
勝
和
光、
三
位
苫

東
と
上
位
を
独
占
し
た。
第
三
回
大
会
は
同
四
十
八
年
(七
三
)
一月
六
日
～
七
日
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
開
成、

勇
払
が
初
参
加
し
て
リ
ー
グ
戦
の
結
果、
光
洋、
弥
生、
和
光、
苫
東
の
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
揃
っ
て
準
決
勝
に
進
み、
決
勝
で
は
和

光
と
弥
生
が
対
戦
し
8
対
0
で
和
光
が
初
優
勝
し
た
。
第
四
回
大
会
は
同
四
十
九
年
(七
四)

一
月
六
日、
七
日、
十
六
日、
十
七
日
の

間
に
苫
小
牧
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
弥
生、
苫
東、
啓
北
の
上
位三
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
が、
決
勝
戦
は
鳥
取
と
啓
北
が
対
戦、

6
対
2
で
釧
路
鳥
取
が二
度
目
の
優
勝
を
し
、
三位
は
弥
生
で
あ
っ
た
。

第
五
回
大
会
は
同
五
十
年
(七
五
)
一月
十
六
日
～
十
八
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ
、
苫
小
牧
予
選
で
は
凌
雲、
沼
ノ
端
(勇
払
不
参

加)
が
加
わ
り、
ハ
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
の
結
果、
一位
和
光
と
二
位
弥
生
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
決
勝
戦
は
和
光
と
釧
路
鳥
取
の
対

戦
と
な
り
、
4
対
3
で
和
光
が
第
三
回
大
会
に
続
い
て
二
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
第
六
回
大
会
は
同
五
十
一
年
(七
六
)
一月
十
六
日

～
十
八
日
に
帯
広
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
の
結
果、

一位
苫
東
と
二
位
光
洋
が
出
場
し
、
決
勝
は
苫
東
と
光
洋
の
苫
小
牧
同
志
の

対
戦
と
な
り、
苫
東
が7
対
0
で
大
勝
し
て
初
優
勝
を
遂
げ
た
。
第
七
回
大
会
は
同
五
十二
年
(七
七
)
一月
十
四
日
～
十
六
日
に
苫
小

牧
市
で
開
催
さ
れ、
苫
小
牧
予
選
に
よ
り
光
洋、
弥
生、
和
光、
苫
東
の
四
チ
ー
ム
が
出
場
し、
こ
の
四
チ
ー
ム
が
揃
っ
てベ
ス
ト
四
に

進
出
し
、
決
勝
戦
で
は
光
洋と
弥
生
が
対
戦
し
、
5
対
4
の
接
戦
の
末
光
洋
が
初
優
勝
を
飾
っ
た。

第
三
編
教
育
・
文
化
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第
八
回
大
会
は
昭
和
五
十
三
年
(七
八
)
一月
九
日
～
十
一
日
に
釧
路
市
で
開
か
れ
た
が、
前
年
十二
月
に
行
な
わ
れ
た
苫
小
牧
予
選

に
凌
雲
が
再
度
加
わ
り
九
チ
ー
ム
と
な
り、
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
と
り
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
(光
洋
・
凌
雲
・
勇
払
・
東
・
沼
ノ
端)、

B
ブ
ロ
ッ
ク

(和
光
・
弥
生
・
啓
北
・
開
成)
の
上
位
ニ
チ
ー
ム
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
代
表
を
決
め、
全
道
大
会
に
は
優
勝
和
光、
準
優
勝
苫
東

が
出
場
し、全

道
大
会
で
も
決
勝
戦
で
対
戦
し、10対3

で
和
光
が三
年
ぶ
り三
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。第
九
回
大
会
は
同
五
十
四
年(七

九)
一月
十
日
～
十
二
日
に
札
幌
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
明
倫
が
初
出
場
し、
リ
ー
グ
戦、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果、

苫
東
と
凌
雲
が
出
場
し、
決
勝
戦
で
は
苫
東
と
釧
路
鳥
取
と
の
対
戦
と
な
り、
4
対
1
で
釧
路
鳥
取
が
三
度
目
の
優
勝
を
し
た
。
第
十
回

大
会
は
同
五
十
五
年
(八
〇
)
一月
十
一
日～
十
三
日
に
帯
広
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
の
結
果、
和
光
と
苫
東
が
全
道
大
会
に
出

場
し、
決
勝
戦
は
前
年
と
同
じ
苫
東
と
釧
路
鳥
取
と
な
り
、
3
対
1
で
釧
鳥
取
の
連
続
優
勝
と
な
っ
た。

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
そ
の
予
選
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
十
一
回
全
道
大
会
は
同
五
十
六
年
(八
一)
一
月
九
日
～
十
一
日
に
苫

小
牧
市
で
開
催
さ
れ、
苫
小
牧
予
選
の
結
果、

一位
和
光、
二
位
明
倫、
三位
苫
東、
四
位
凌
雲
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
決
勝
戦
は
三

年
連
続
苫
東
と
釧
路
鳥
取
と
の
対
戦
と
な
り、
5
対
3
で
苫
東
が
雪
辱
し
、
苫
小
牧
地
区
第三
代
表
の
見
事
な
逆
転
優
勝
で
あ
っ
た
。
第

十
二
回
大
会
は
同
五
十
七
年
(八
二
)
一月
八
日
～
十
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
の
結
果、

一位
明
倫、
二
位
和
光
が
全

道
大
会
に
出
場
し
、
決
勝
戦
は
和
光
と
明
倫
の
苫
小
牧
同
志
の
対
戦
と
な
り
、
2
対
1
の
接
戦
で
和
光
が
四
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
一三
回
大
会
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
一月
十
一
日
～
十
三
日
に
札
幌
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
啓
明
が
初
出
場
し、

一
一チ
ー
ム
のリ
ー
グ
戦、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
一位
弥
生、
二
位
明
倫
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
苫
小
牧
勢
は
一
回
戦
で
敗
退

し、
釧
路
鳥
取
の
五
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。
第
一
四
回
大
会
は
同
五
十
九
年
(八
四)
一月
十
三
日
～
十
五
日
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ

れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
一
位
弥
生、
二
位
明
倫、
三
位
和
光、
四
位
啓
北
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
決
勝
戦
は
和
光
と
釧
路
北
で
行
な
わ
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れ、
3
対2
の
接
戦
の
末
和
光
が、
二
年
ぶ
り
五
回
目
の
優
勝
を
飾
った
。
第
一
五
回
大
会
は
昭
和
六
十
年
(八
五)

一月
十
一
日
～
十

三
日
ま
で
帯
広
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
一位
弥
生、
二
位
明
倫
が
全
道
大
会
に
出
場
し
、
決
勝
戦
で
は
釧
路
北
と
弥
生
の
対

戦
と
な
り
、
8
対
1
で
釧
路
北
が
初
優
勝
し
た
。

第
一
六
回
大
会
は
同
六
十
一
年
(八
六)

一月
十
日
～
十
二
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
一
位
苫
東、
二
位
弥
生
の

ニ
チー
ム
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
決
勝
戦
は
釧
路
北
と
釧
路
鳥
取
の
釧
路
対
決
と
な
り
、
釧
路
北
が
二
連
覇
し
た
。
第
一
七
回
大
会
は

同
六
十
二
年
(八
七)

一月
九
日
～
十
一
日
に
札
幌
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
の
一
位
苫
東、
二
位
明
倫
が
全
道
大
会
に
出
場
し、

決
勝
戦
は
釧
路
大
楽
毛と
明
倫
が
対
戦
し
、
9
対2
で
釧
路
大
楽
毛
が
初
優
勝し
た
。
第
一
八
回
大
会
は
同
六
十三
年
(八
八)
一月
八

日
～
十
日
ま
で
帯
広
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
一
位
明
倫、
二
位
苫
東
が
全
道
大
会
に
出
場
し
、
決
勝
戦
は
明
倫
と
苫
東
の
苫
小

牧
勢
の
対
戦
と
な
り、
10対
3
で
明
倫
が
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

平
成
に
入
り、
苫
小
牧
予
選
の
出
場
チ
ー
ム
は
苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

の
一
一校
で
こ
こ
八
年
ほ
ど
変
化
は
な
か
っ
た
。
第
一
九
回
大
会
は
同
元
年
(八
九)

一月
六
日
～
八
日
ま
で
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ、

前
年
十
二
月
の
苫
小
牧
予
選
の
結
果、

一位
明
倫、
二
位
苫
東、
三位
和
光、
四
位
開
成
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
決
勝
戦
は
和
光
と
明

倫
の
苫
小
牧
同
志
が
対
戦
し
、
9
対
2
で
第三
代
表
の
和
光
が
五
年
ぶ
り
六
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
第
二
〇
回
大
会
は
同
二
年
(九
〇
)

一月
五
日
～
七
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
一
位
和
光、
二
位
光
洋、
三位
明
倫
が
全
道
大
会
に
出
場
し、

決
勝
戦
で

は
釧
路
鳥
取
と
釧
路
北
が
対
戦
し
、
9
対5
で
釧
路
鳥
取
の
六
回
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。
第
二
一
回
大
会
は
同三
年
(九
一)
一月
十
一

日
～
十
三
日
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ、
前
年
十
二
月
の
苫
小
牧
予
選
の
結
果、

一位
明
倫、
二
位
和
光、
三位
啓
明、
四
位
開
成
の
四

校
が
全
道
大
会
に
出
場
し
、
決
勝
戦
で
は
釧
路
鳥
取
と
和
光
が
対
戦
し
、
9
対
2
で
釧
路
鳥
取
が
二
連
覇
し
た
。
第
二
二
回
大
会
は
同
四

年
(九
二
)
一月
八
日
～
十
日
ま
で
帯
広
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
の
結
果、
一位
啓
明、
二
位
明
倫、
三位
苫
東
が
全
道
大
会
に
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出
場
し
、
決
勝
戦
で
釧
路
鳥
取
と
啓
明
が
対
戦
し、
4
対
1
で
釧
路
鳥
取
が
三
連
覇
し
た。

第
二
三
回
大
会
は
平
成
五
年
(九
三
)
一月
八
日
～
十
日
ま
で
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ、
苫
小
牧
予
選
に
は
新
設
校
の
明
野
中
が
初
参

加
し
、
六
チ
ー
ム
ず
つ
の
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
り
予
選
リ
ー
グ
が
行
な
わ
れ、
ブ
ロ
ッ
ク
一
位
、
二
位
の
四
チ
ー
ム
に
よ
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
の
結
果、

一位
啓
明、
二
位
苫
東、
三位
弥
生、
四
位
啓
北
の
四
チ
ー
ム
が
全
道
大
会
に
出
場
し
、
決
勝
戦
は
釧
路
鳥
取
と
啓
明
が

対
戦
し、
6
対
0
で
釧
路
鳥
取
が
大
会
史
上
初
の
四
年
連
続
優
勝
を
成
し
遂
げ
た。
第
二
四
回
大
会
は
同
六
年
(九
四)

一月
七
日
～
九

日
ま
で
釧
路
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
に
よ
り
一
位
啓
明、
二
位
明
倫、
三位
苫
東
が
全
道
大
会
に
出
場
し
、
決
勝
戦
は
釧
路
北
と

啓
明
が
対
戦
し
、
2
対
1
の
接
戦
で
釧
路
北
に
凱
歌
が
挙
が
っ
た。
第
二
五
回
大
会
は
同
七
年
(九
五
)
一月
八
日
～
十
日
ま
で
帯
広
市

で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
の
結
果、
一位
和
光、
二
位
啓
北、
三
位
明
倫
の三
校
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
決
勝
戦
で
は
釧
路
景
雲
と

和
光
が
対
戦
し
、
10対
4
で
釧
路
景
雲
が
初
優
勝
し
た。
第
二
六
回
大
会
は
同
八
年
(九
六)

一月
八
日
～
十
日
ま
で
帯
広
市
で
行
な
わ

れ、
苫
小
牧
予
選
の
結
果、
一位
苫
東、
二
位
明
倫、
三
位
啓
明
が
全
道
大
会
に
出
場
し、
決
勝
戦
は
釧
路
景
雲
と
釧
路
緑
陵
が
対
戦
し、

10対
5
で
釧
路
景
雲
が二
連
覇
し
た
。
苫
小
牧
勢
は三
位
、
四
位
に
と
ど
ま
っ
た
。

第
二
七
回
大
会
は
同
九
年
(九
七)

一月
七
日
～
九
日
ま
で
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ、
前
年
十
二
月
に
行
な
わ
れ
た
苫
小
牧
予
選
の
結

果
、
一位
苫
東、
二
位
沼
ノ
端、
三
位
和
光、
四
位
凌
雲
の
四
校
が
全
道
大
会
に
出
場
し
、
決
勝
戦
で
は
苫
東
と
釧
路
春
採
が
対
戦
し、

6
対
4
で
苫
東
が
勝
ち
、
第
一
九
回
大
会
の
和
光
以
来
実
に
八
年
ぶ
り
に
苫
小
牧
勢
の
優
勝
と
な
っ
た
。
第
二
八
回
大
会
は
同
十
年
(九

八
)
一月
七
日
～
九
日
ま
で
釧
路
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
一
位
啓
北
、
二
位
苫
東、
三
位
啓
明
と
な
り
全
道
大
会
に
出
場
し

た
が、
決
勝
戦
で
は
釧
路
鳥
取
と
釧
路
景
雲
が
対
戦
し
、
2
対
0
で
釧
路
鳥
取
が
五
年
ぶ
り
一〇
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
第
二
九
回
大

会
は
同
十
一
年
(九
九)

一月
七
日
～
九
日
ま
で
帯
広
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
予
選
で
は
新
設
校
の
緑
陵
中
が
初
出
場
し
一三
校
と
な

り
、三
ブ
ロ
ッ
クリ
ー
グ
と
敗
者
復
活
戦
を
採
用
し
、三
ブ
ロ
ッ
ク
の
一位、二

位
の
六
チ
ー
ム
と
敗
者
復
活
か
ら
ニ
チ
ー
ム
の
計
ハ
チ
ー
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ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
た
結
果、

一位
啓
明、
二
位
明
野、
三位
和
光
と
な
り
全
道
大
会
に
出
場
し
た
が、
決
勝
戦
で
は

昨
年
同
様
釧
路
鳥
取
と
釧
路
景
雲
が
対
戦
し
、
7
対
4
で
釧
路
景
雲
が
雪
辱
し
た
。
第
三
〇
回
大
会
は
平
成
十
二
年
(二
〇
〇
〇
)
一月

七
日
～
九
日
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
、
苫
小
牧
予
選
で
は
一
位
和
光、
二
位
明
野
、
三位
沼
ノ
端、
四
位
光
洋
と
な
り
全
道
大
会
に
出

場
し、
決
勝
戦
で
は
和
光
と
釧
路
緑
陵
が
対
戦
し、
5
対
4
の
接
戦
の
末、
和
光
が
十
年
ぶ
り
七
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

全
国
中
学
校
ス
ケー
ト
競
技
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
全
道
大
会
に
遅
れ
る
こ
と
十
年
後
の
こと
で
、
毎
年
一
月
下
旬
から
二
月
上
旬

に
行
な
わ
れ
て
い
る
が、
北
海
道
から
は
通
例で
は
全
道
大
会
で
の
優
勝、
準
優
勝
チ
ー
ム
の
ニ
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
い
た
が、
地
元
開

催
に
は
四
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
場
合
も
あ
り
、
出
場
チ
ー
ム
数
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。

第
一
回
大
会
は
昭
和
五
十
六
年
(八
一)
二
月
四
日
～
五
日
に
青
森
県
八
戸
市
で
行
な
わ
れ
た
が、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
は
北
海
道
か

ら
全
道
大
会
の
優
勝、
準
優
勝
チ
ー
ム
のニ
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
地
元
青
森
県
四
チ
ー
ム、
東
京
都、
宮
城
県、
岩
手
県
な
ど
か
ら
は
選

抜
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
一六
チ
ー
ム
の
争
い
と
な
っ
た
。
決
勝
で
は
北
海
道
の
釧
路
鳥
取
と
苫
東
が
対
戦
し
、
釧
路
鳥
取
が
勝
ち
全
道
大

会
と
の二
冠
を
達
成
し
た。
第
二
回
大
会
は
同
五
十
七
年
(八
二
)
一月
二
十
九
日
～
三
十
一
日
ま
で
札
幌
市
で
行
な
わ
れ
、
地
元
北
海

道
か
ら
は
全
道
大
会
の
優
勝
の
和
光、
準
優
勝
の
明
倫、
三位
の
釧
路
北、
札
幌
羊
丘
の
四
校
が
出
場
し
、
青
森
県
・
栃
木
県
各
二
校、

長
野
県
一
校
、
東
京
・
宮
城
・
愛
知
の
各
選
抜
チ
ー
ム
で
一ニ
チー
ム
の
戦
い
と
な
り、
決
勝
戦
は
和
光
と
釧
路
北
の
道
内
決
戦
で
あ
っ

た
が、
延
長
戦
の
末
3
対
2
で
和
光
が
全
道
大
会
と
の
二
冠
を
達
成
し
た。
第
三
回
大
会
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
二
月
二
日
～
四
日
ま

で
長
野
県
軽
井
沢
町
で
行
な
わ
れ
、
一〇
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
決
勝
戦
は
釧
路
北
と
釧
路
鳥
取
の
対
戦
と
な
り
、
6
対
5
で
釧
路
北
が
初

優
勝
し
た
。

第
四
回
大
会
は
同
五
十
九
年
(八
四)
二
月
七
日
～
九
日
ま
で
群
馬
県
伊
香
保
町
で
行
な
わ
れ、
前
回
同
様
一〇
チ
ー
ム
の
参
加
で
決

勝
戦
は
今
回
も
釧
路
北
と
和
光
の
道
内
決
戦
と
な
り、
5
対
3
で
釧
路
北
が
二
連
覇
を
達
成
し
た
。
第
五
回
大
会
は
同
六
十
年
(八
五
)
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一月
三
十
一
日
～
二
月三
日
ま
で
釧
路
市
で
開
催
さ
れ、
北
海
道
か
ら
は
全
道
大
会
優
勝
の
釧
路
北、
準
優
勝
の
弥
生、
三
位
明
倫と
、

地
元
釧
路
か
ら
釧
路
鳥
取
の
四
校
が
参
加、
計
一
一チ
ー
ム
で
争
わ
れ
た
が、
決
勝
戦
は
全
道
大
会
同
様
釧
路
北
と
弥
生
の
対
戦
と
な
り
、

9
対
4
で
釧
路
北
が三
連
覇
し
た
。
第
六
回
大
会
は
昭
和
六
十
一
年
(八
六)
二
月
二
日
～
四
日
ま
で
長
野
県
松
本
市
で
行
な
わ
れ、
北

海
道
は
釧
路
北
と
釧
路
鳥
取
の
釧
路
勢
の
出
場
で
、
一〇
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
た
が、
今
回
も
道
内
決
戦
と
な
り
釧
路
北
が
史
上
初
の
四
連

覇
を
達
成
し
た
。

祝も牧市郊/パスケートセンダオ成記念式典
2000年ケンプソンを・ざいてる『日タミアイスホッケー交流会

中学アイスホッケー試合

第
七
回
大
会
は
同
六
十
二
年
(八
七)
二
月
四
日
～
六
日
ま
で
山
梨
県
河
口
湖
で
行

な
わ
れ、
北
海
道
か
ら
は
明
倫
と
釧
路
大
楽
毛
の
二
校
が
出
場
し
た
が、
決
勝
戦
は
日

光
東
と
釧
路
大
楽
毛
の
対
戦
と
な
り
、
3
対
2
で
日
光
東
が
優
勝
し
、
初
め
て
北
海
道

以
外
の
中
学
校
に
優
勝
旗
が
渡
った
が、明

倫
は
そ
の
日
光
東
に
準
決々
勝
で
敗
れ
た
。

第
八
回
大
会
は
同
六
十
三
年
(八
八)
二
月三
日
～
五
日
に
日
光
市
で
開
催
さ
れ
た

が、
北
海
道
代
表
に
は
苫
東、
明
倫
と
初
め
て
苫
小
牧
勢
が
占
め、
栃
木
県
三
、
青
森

県
二
、
長
野
県
・
群
馬
県
各
一、
東
京
・
宮
城
・
岩
手
・
千
葉
の
各
選
抜
一
で、
一三

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
決
勝
戦
は
明
倫
と
苫
東
の
苫
小
牧
同
志
の
対
戦
と
な
り、
7
対
3

で
明
倫
が
初
優
勝
し、
全
道
大
会
と
の
二
冠
を
達
成
し
た。

第
九
回
大
会
は
平
成
元
年
(八
九)
二
月
三
日
～
六
日
ま
で
青
森
県
八
戸
市
で
行
な

わ
れ、
北
海
道
か
ら
は
昨
年
に
引
き
続
いて
苫
小
牧
勢
の
和
光
と
明
倫
が
出
場
し、
青

森
県
か
ら
四
校
で
計
一
二
チ
ー
ム
で
争
わ
れ、
決
勝
戦
は
和
光
と
明
倫
が
対
戦
し
、
7

対
4
で
和
光
が
七
年
ぶ
り
二
度
目
の
優
勝
を
飾
り、
全
道
大
会
と
二
冠
に
輝
い
た
。
第
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一〇
回
大
会
は
平
成二
年
(九〇
)
二
月
一
日
～
四
日
ま
で
帯
広
市
で
開
催
さ
れ、
北
海
道
から
は
全
道
大
会
優
勝
の
釧
路
鳥
取、
準
優

勝
の
釧
路
北、
苫
小
牧
地
区
から
和
光、
帯
広
地
区
から
帯
広
大
空
の
四
チー
ム、
計
一三
チ
ー
ム
で
争
わ
れ、
決
勝
戦
で
は
釧
路
同
志

の
戦
い
と
な
り
、
9
対
4
で
釧
路
鳥
取
が
勝
っ
た
。
第
一
一回
大
会
は
同
三年

(九
一)
二
月
二
日
～
五
日
ま
で
岩
手
県
盛
岡
市
で
行
な

わ
れ、
北
海
道
から
全
道
大
会
優
勝
の
釧
路
鳥
取、
準
優
勝
の
和
光
が
出
場
し、

一
ニ
チ
ー
ム
で
争
わ
れ、
決
勝
戦
は
釧
路
鳥
取
と
和
光

の
北
海
道
同
様
の
戦
い
と
な
り
、
6
対
4
で
釧
路
鳥
取
が
勝
つ
て二
連
覇
し
た。
第
一
二
回
大
会
は
同
四
年
(九二
)
二
月
三
日
～
六
日

ま
で
長
野
県
軽
井
沢
町
で
開
催
さ
れ、
北
海
道
か
ら
全
道
大
会
優
勝
の
釧
路
鳥
取
と
準
優
勝
の
啓
明
が
出
場
し
、
山
形
県
から
の
出
場
が

あ
っ
て
一
三チ
ー
ム
で
戦
わ
れ、
決
勝
戦
は
釧
路
鳥
取
と
啓
明
と
の
北
海
道
同
志
の
対
戦
と
な
り、
8
対
3
で
釧
路
鳥
取
が
三
連
覇
し
た
。

第
一三
回
大
会
は
同
五
年
(九
三
)
二
月
六
日～
九
日
に
山
形
県
山
形
市
で
行
な
わ
れ、
北
海
道
か
ら
全
道
大
会
に
よ
り
釧
路
鳥
取
と
啓

明
が
出
場
し、
決
勝
戦
で
も
対
戦
し
6
対
3
で
釧
路
鳥
取
が
四
連
覇
を
飾
り、
釧
路
北
の
持
つ
記
録
と
並
ん
だ。

第
一
四
回
大
会
は
同
六
年
(九
四)
二
月
四
日
～
六
日
ま
で
青
森
県
八
戸
市
で
行
な
わ
れ、
北
海
道
か
ら
釧
路
北
と
啓
明
が
出
場
し
、

青
森
県
から
四
校
が
加
わ
り、

一五
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
た
が、
決
勝
戦
で
は
久
に々
北
海
道
対
本
州
勢
と
な
り、
5
対
2
で
釧
路
北
が
八

戸
二
を
敗
り、
北
海
道
勢
の
一三
回
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。
な
お、
啓
明
は
準
々
決
勝
で
八
戸
二
に
敗
れ
た
。
第
一
五
回
大
会
は
同
七
年

(九
五
)
二
月
七
日
～
九
日
に
群
馬
県
伊
香
保
町
で
開
催
さ
れ、
北
海
道
から
は
全
道
大
会
優
勝
の
釧
路
景
雲
と
準
優
勝
の
和
光
が
出
場

し、
一四
チ
ー
ム
の
間
で
争
わ
れ、
決
勝
戦
は
全
道
大
会
同
様
釧
路
景
雲
と
和
光
の
間
で
争
わ
れ、
7
対5
で
和
光
が
全
道
大
会
の
雪
辱

を
遂
げ
、
和
光
が
六
年
ぶ
り
三
度
目
の
優
勝
を
さ
ら
っ
た。
第
一
六
回
大
会
は
同
八
年
(九
六)
二
月
五
日
～
八
日
ま
で
福
島
県
郡
山
市

で
行
な
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
全
道
大
会
に
よ
り
釧
路
緑
陵、
釧
路
景
雲
の
釧
路
勢
が
出
場
し、
長
野
県
ニ
チ
ー
ム、
神
奈
川
選
抜
も
加
わ

り
一
六
チ
ー
ム
で
争
わ
れ、
決
勝
戦
で
は
久
し
ぶ
り
に
釧
路
緑
陵
と
宮
城
選
抜
の
北
海
道
対
本
州
勢
と
な
り
、
9
対0
で
釧
路
緑
陵
の
初

優
勝と
な
っ
た。
第
一
七
回
大
会
は
同
九
年
(九
七)
二
月
五
日～
七
日
ま
で
栃
木
県
日
光
市
で
開
催
さ
れ、
北
海
道
から
は
全
道
大
会

第
三
編
教
育
・
文
化
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苫
小
牧
市
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(追
補
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優
勝
の
苫
東
と
準
優
勝
の
沼
ノ
端
が
出
場
し
、
青
森
県
・
栃
木
県
・
長
野
県
が
各
二
、
山
形
県
・
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
・
千
葉
県
・

東
京
都
・
神
奈
川
県
・
群
馬
県
の
各
一
で、
計
一
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
争
わ
れ
、
決
勝
戦
は
九
年
ぶ
り
に
苫
東
と
沼
ノ
端
の
苫
小
牧
勢

の
対
戦
と
な
り
、
8
対
1
で
苫
東
が
初
優
勝
し
、
全
道
大
会
と
の二
冠
に
輝
い
た
。
第
一
八
回
大
会
は
平
成
一〇
年
(九
八
)
二
月
二
日

～
四
日
ま
で
帯
広
市
で
開
か
れ、
北
海
道
か
ら
釧
路
景
雲、
釧
路
鳥
取
の
二
校
で
、
前
回
同
様
の
一
六
チー
ム
で
争
わ
れ、
決
勝
戦
は
釧

路
同
志
の
戦
い
と
な
り、
5
対
4
で
釧
路
景
雲
が
初
優
勝
し
た。
第
一
九
回
大
会
は
同
十
一
年
(九
九
)
二
月
三
日
～
五
日
ま
で
岩
手
県

盛
岡
市
で
開
催
さ
れ、
北
海
道
か
ら
前
年
同
様
の
釧
路
鳥
取
と
釧
路
景
雲
が
出
場
し
、
一六
チ
ー
ム
に
よ
り
争
わ
れ、
決
勝
戦
も
前
年
同

様
の
釧
路
勢
の
戦
い
と
な
り、
6
対
4
で
釧
路
鳥
取
が
雪
辱
し
て
六
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
第
二
〇
回
大
会
は
同
十
二
年
(二
〇
〇
〇
)

二
月
七
日
～
九
日
ま
で
長
野
県
長
野
市
で
開
か
れ、
北
海
道
から
は
釧
路
緑
陵
と
和
光
が
出
場
し、

一六
チ
ー
ム
で
争
わ
れ、
決
勝
戦
は

全
道
大
会
同
様
の
釧
路
対
苫
小
牧
の
対
戦
と
な
っ
た
が、
延
長
戦
の
末
3
対
2
で
釧
路
緑
陵
が
勝
ち、
和
光
の
全
道
大
会
と
の
二
冠
は
な

ら
な
か
っ
た
。

全
国
大
会
の
特
徴
に
つ
い
て
み
る
と
、
決
勝
戦
に
進
出
し
た
地
域
性
に
つ
いて
は
釧
路
対
苫
小
牧
が
九
回、
釧
路
同
志
が
五
回、
苫
小

牧
同
志
が三
回
、
そ
の
他
が三
回
で
あ
っ
た
し
、
全
道
大
会
と
の二
冠
に
つ
い
て
は
釧
路
鳥
取
が
四
回、
釧
路
北
が三
回、
和
光
が二
回
、

苫
東
が
一回、

明
倫
が
一
回
で
あ
っ
た
。

第
4
回

第
3
回

第
2
回

第
1
回

1 11

"

4
7・

46・
1
2
.

昭
和
45・12・21～25

10～17

11～15

2
～
2

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

岩
倉
体
育
館
外

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

6 7 5 5

7 5 5 数
参

加
中

学
校

名

弥
生、
苫
東、
啓
北

光
洋、
弥
生、
和
光、
苫
東

弥
生
、
苫
東、
和
光

光
洋、
苫
東

全
道
大
会
出
場
校

苫
小
牧
中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
の
出
場
校、
全
道
大
会
出
場
一
覧

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成

0

苫
東、
弥
生、
和
光
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋

開
催
年
月
日
|リ

ン
ク
名

回
数

18・
12.

12・
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第
20回

第
29回
第
23回

第
27回

第
25回

第
25回

第
24回

第
23回

第
22回

第
21回

第
20回

第
19回

第
18回

第
17回

第
16回
第
15回

第
1
回

第
13回

第
12回

第
1
回

第
10回

第
9
回

第
8
回

第
7
回

第
6
回

第
5
回

昭
和
4
9
・
1
2
・
9
～
1
5

白
鳥
ア
リ
ー
ナ
外

白
鳥
ア
リ
ー
ナ
外

王
子
せ
ん
た
ー
外

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

ハ
イラン
ド外

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

王
子
セ
ン
タ
ー
外

王
子
セン
タ
ー
外

王
子
セ
ン
タ
ー
外

王
子
セン
タ
ー
外

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

ハ
イラ
ン
ド
外

王
子
セン
タ
ー
外

王
子
セ
ン
タ
ー
外

王
子
セ
ン
タ
ー
外

王
子
セン
タ
ー
外

王
子
セン
タ
ー
外

55・12・14～2
王
子
セ
ン
ター
外

5
・
12
・1
2
～
3
3

53
・
12
・
8
～
1
7

王子
セン
ター
外

王
子
セン
タ
ー
外

王
子
セン
タ
ー
外

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

ハ
イ
ラ
ン
ド
外

岩
倉
体
育
館
外

13 13 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 10 10 10 10 9 8 8 8

8 8

苫
東
、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
凌
雲、
沼
ノ
端

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌雲、

明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌雲、

明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲
、
明
倫、
啓
明

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲
、
明
倫、
啓
明、
明
野
、
緑
陵
和
光、
明
野、
沼
端
、
光
洋

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明、
明
野、
緑
陵

啓
明、
明
野、
和
光

啓
北、
苫
東、
啓
明

苫東、
沼端、
和光、

凌雲
苫
東、
明
倫、
啓
明

和
光、
啓
北、
明
倫

啓
明、
明
倫、
苫
東

啓
明、
苫
東、
弥
生、
啓
北

明
倫、
和
光、
光
洋、
開
成

啓
明、
明
倫、
啓
北

明
倫、
苫
東、
和
光、
開
成

和
光、
光
洋、
明
倫

明
倫、
苫
東

苫
東、
明
倫

苫
東、
明
倫

弥
生、
明
倫

弥
生、
明
倫、
和
光、
啓
北

弥
生、
明
倫

明
倫、
和
光

和
光、
明
倫、
苫
東、
凌
雲

和
光、
苫
東

苫
東
、
凌
雲

和
光、
苫
東

苫
東、
光
洋

和
光、
弥
生
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苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明
、
明
野

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明、
明
野

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明、
明
野

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明、
明
野

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明、
明
野

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端
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苫
東
、
弥
生、
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洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
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凌
雲
、
明
倫

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼ノ
端、
凌
雲、
明
倫

苫
東、
弥
生、
和
光、
啓
北、
光
洋、
開
成、
勇
払、
沼
ノ
端、
凌
雲、
明
倫、
啓
明、
明
野

王
子
セン
タ
ー
外

和
光、
苫
東、
光
洋、
弥
生
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学
校
(全
国
・
全
道)
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
上
位
成
績
一
覧

第
1
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
2
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
3
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
4
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
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3
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・
1
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9
～
1

60・
1
・
1
～
3
3

5
6
・
2
・
4
～
5

6
0
・
1
・
3
1
～
3

55
・
1
・
1
～
3
3

5
2
・
1
・
1
4
～
6
0

5
・
1
・
9
～
1
1

5
3
・
1
・
1
0
～
1
2

1
.
1
4
6

50
・
1
・
o
u

第
5
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
6
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会

第
7
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
8
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
9
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
10回
全
道
中
学ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会

第
11回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
1
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
12回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
2
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
13回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
3
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
14回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
4
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
15回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
5
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
16回
全
道
中
学
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
6
回
全
国
中
学
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケー
競
技
会

53
・2
・
7
4
9

松
本
市

帯
広
市

札
幌
市

釧
路
市

釧
路
市

釧
路
市

札
幌
市

札
幌
市

帯
広
市

八
戸
市

伊
香
保
町

帯
広
市

61
・
2
・
2
～
4

8
8
・
2
・
2
～
4

53・
1
・
1
3
4
1
5

苫
小
牧
市

軽
井
沢
町

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

5
7
・
1
・
8
～
1
0

釧
路
市

1
釧
路
北
、
2
釧
路
鳥
取、
3
東
京
選
抜、
4
宮
城
選
抜

第
17回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
7
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会

第
18回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
8
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

開
催
年
月
日

開
催
地

63
2

3
～
5

日
光
市

位
(苫
小
牧
予
選
は
出
場
校
名)

1
釧
路
鳥
取、
2
釧
路
景
雲、
3
苫
小
牧
光
洋、
4
苫
小
牧
東

1
苫
小
牧
弥
生、
2
苫
小
牧
和
光、
3
苫
小
牧
東、
4
帯
広
第
三

1
苫
小
牧
和
光、
2
苫
小
牧
弥
生、
3
苫
小
牧
光
洋、
3
苫
小
牧
東

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
啓
北、
3
苫
小
牧
弥
生、
4
帯
広
第三

1
苫
小
牧
和
光、
2
釧
路
鳥
取、
3
苫
小
牧
弥
生、
3
釧
路
景
雲

1
苫
小
牧
東、
2
苫
小
牧
光
洋、
3
釧
路
鳥
取、
3
御
影

1
苫
小
牧
光
洋、
2
苫
小
牧
弥
生、
3
苫
小
牧
和
光、
4
苫
小
牧
東

1
苫
小
牧
和
光、
2
苫
小
牧
東、
3
釧
路
鳥
取、
4
帯
広
大
空

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
東、
3
釧
路
大
楽
毛、
4
帯
広
大
空

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
東
、
3
苫
小
牧
和
光、
4
帯
広
西
陵

1
苫
小
牧
東、
2
釧
路
鳥
取、
3
苫
小
牧
明
倫、
3
苫
小
牧
和
光

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
東、
3
青
森
長
者、
3
日
光
中
宮
祠
、

1
苫
小
牧
和
光、
2
苫
小
牧
明
倫、
3
釧
路
鳥
取、
3
釧
路
北

1
苫
小
牧
和
光、
2
釧
路
北、
3
日
光、
3
苫
小
牧
明
倫

1
釧
路
鳥
取、
2
釧
路
北、
3
帯
広
大
空
、
3
帯
広
第三

1
釧
路
北、
2
釧
路
鳥
取、
3
日
光、
3
軽
井
沢

1
苫
小
牧
和
光、
2
釧
路
北、
3
苫
小
牧
弥
生、
4
苫
小
牧
啓
北

1
釧
路
北、
2
苫
小
牧
和
光、
3
日
光
中
宮
祠、
3
宮
城
選
抜

1
釧
路
北、
2
苫
小
牧
弥
生、
3
苫
小
牧
明
倫、
4
帯
広
五

1
釧
路
北、
2
苫
小
牧
弥
生、
3
釧
路
鳥
取、
4
苫
小
牧
明
倫

1
釧
路
北、
2
釧
路
鳥
取、
3
苫
小
牧
東、
3
帯
広
西
陵

1
釧
路
大
楽
毛、
2
苫
小
牧
明
倫、
3
苫
小
牧
東、
3
釧
路
鳥
取
西

1
日
光
東、
2
釧
路
大
楽
毛、
3
東
京
選
抜、
4
軽
井
沢

1
苫
小
牧
明
倫、
2
苫
小
牧
東、
3
釧
路
鳥
取、
3
帯
広
大
空

1
苫
小
牧
明
倫、
2
苫
小
牧
東、
3
日
光
、
4
日
光
東

備
考
(苫
予
選
は
全
道
出
場
校)

第
一
回
全
道
大
会
は
は
釧
路
鳥
取
に

苫
小
牧
弥
生
初
V

苫
小
牧
和
光
初
V
、

釧
路
鳥
取三
年
ぶ
り
二
回
目
の
V

苫
小
牧
和
光二
年
ぶ
り
二
回
目
の
V

苫
小
牧
東
初
V

苫
小
牧
光
洋
初
V

苫
小
牧
和
光
三
年
ぶ
り三
度
目
の
V

釧
路
鳥
取
五
年
ぶ
り三
度
目
の
V

釧
路
鳥
取二
連
覇、
四
度
目
の
V

苫
小
牧
東
五
年
ぶ
り二
回
目
の
V

第
一
回
全
国
大
会
に
釧
路
鳥
取
初V

苫
小
牧
和
光
四
年
ぶ
り
四
度
目
の
V

苫
小
牧
和
光
初V
、
道
・
国
の二
冠

釧
路
鳥
取三
年
ぶ
り
五
度
目
の
V

釧
路
北
全
国
大
会
初
V

苫
小
牧
和
光
二
年
ぶ
り
五
度
目
の
V

釧
路
北
全
国
大
会
二
年
連
続
V

釧
路
北
全
道
大
会
初
V

釧
路
北三
連
覇、
全
道
大
会
と
二
冠

釧
路
北
全
道
大
会
二
連
覇

釧
路
北
四
連
覇、
全
道
大
会
と
二
冠

釧
路
大
楽
毛
初
V

日
光
東
初
V

苫
小
牧
明
倫
初
V

苫
小
牧
明
倫
初
V、
全
道と
二
冠

966
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市
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市
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苫
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市



第
19回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
競
技
会

第
11回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
22回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会

第
12回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会

第
23回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
13回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
2
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
14回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
25回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
15回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
25回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
16回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
7
回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
17回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
23回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
18回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
29回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
19回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

=
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・
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～
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7 5 7
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n
o
s

～
0
0

郡
山
市

帯
広
市

伊
香
保
町

帯
広
市

1
釧
路
景
雲
、
2
苫
小
牧
和
光、
3
釧
路
鳥
取、
3
苫
小
牧
明
倫

1
苫
小
牧
和
光、
2
釧
路
景
雲
、
3
八
戸
二
、
4
日
光

1
釧
路
景
雲
、
2
釧
路
緑
陵、
3
苫
小
牧
東、
3
苫
小
牧
明
倫

1
釧
路
緑
陵
、
2
宮
城
選
抜、
3
日
光、
4
千
葉
選
抜

1
苫
小
牧
東、
2
苫
小
牧
沼
ノ
端、
3
苫
小
牧
凌
雲
、
3
釧
路
北

2
苫
小
牧
沼
ノ
端、
3
日
光
東
、
4
日
光

1
釧
路
鳥
取、
2
釧
路
景
雲
、
3
釧
路
北、
3
釧
路
緑
陵

2
釧
路
鳥
取、
3
日
光
中
宮
祠、
4
宮
城
選
抜

3
苫
小
牧
啓
明
、
3
苫
小
牧
明
野

1
釧
路
鳥
取、
2
釧
路
景
雲
、
3
軽
井
沢、
4
日
光

1
苫
小
牧
和
光、
2
釧
路
緑
陵、
3
苫
小
牧
光
洋、
3
釧
路
鳥
取

1
釧
路
緑
陵、
2
苫
小
牧
和
光、
3
軽
井
沢
、
3
長
野
犀
陵

苫
小
牧
和
光
五
年
ぶ
り
六
度
目
の
V

苫
小
牧
和
光
七
ぶ
り
二
V、
道二
冠

釧
路
鳥
取
七
年
ぶ
り
六
回
目
の
V

釧
路
鳥
取
九
年
ぶ
り
二
▽、
道
二
冠

釧
路
鳥
取
道
大
会
二
年
連
続
七
V

釧
路
鳥
取
国
・
道
大
会
二
連
覇

釧
路
鳥
取
道
大
会
三
年
連
続
八
V

釧
路
鳥
取
国
・
道
大
会
三
連
覇

釧
路
鳥
取
道
大
会
四
年
連
続
九
V

釧
路
鳥
取
国
・
道
大
会
四
連
覇

釧
路
北
八
年
ぶ
り
3
V

釧
路
北
八
年
ぶ
り
V、
道
大
会
二
冠

釧
路
景
雲
初
V
、

苫
小
牧
和
光
六
年
ぶ
り
三
回
目
の
V

釧
路
景
雲
二
連
覇、
道
大
会
6
連
V

釧
路
緑
陵
全
国
大
会
初
V

苫
小
牧
東
道
大
会
一
六
年
ぶ
り
三
V

苫
小
牧
東
全
国
初
V、
道
大
会
二
冠

釧
路
鳥
取
道
大
会
五
年
ぶ
り
一〇
V

釧
路
景
雲
全
国
初
V

釧
路
景
雲
道
大
会
三
年
ぶ
り
3
V

釧
路
鳥
取
全
国
大
会
六
年
ぶ
り
6
V

苫
小
牧
和
光
一
〇
年
ぶ
り
7
V

釧
路
緑
陵
全
国
大
会
四
年
ぶ
り
二
V

(『苫
小
牧ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
連
盟10周

年
記
念記
録
集』
平
成
九
年
苫
小
牧ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
連
盟、
『北
海
道
新
聞
縮
刷
版
各号

北
海
道
新
聞
社よ
り
作
成)

女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
つ
い
て
は
昭
和
十
二
年
(三
七)
に
王
子
病
院
の
看
護
婦
や
郵
便
局
交
換
手
な

と
ペ
リ
グ
リ
ン
の
活
躍
ど
に
よ
り
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
の
真
似
事
が
行
な
わ
れ、
同
十
六
年
(四
一)
の
皇
紀
二
六
〇
〇
年
の
記
念
奉

第
三
編

教
育
・
文
化

女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

第
20回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
30回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

1
2
.
1
.
7
4
9

苫
小
牧
市

盛
岡
市

帯
広
市

釧
路
市

釧
路
市

日
光
市

苫
小
牧
市

1
苫
小
牧
東、

8
.
2
.
5

1
. ・ ・

8 1 7 6

5 5 5

00 3 11 1

5 5
4

L
O
V
E

八
戸
市

苫
小
牧
市

1
苫
小
牧
和
光、
2
苫
小
牧
明
倫、
3
苫
小
牧
開
成、
3
苫
小
牧
東

1
苫
小
牧
和
光、
2
苫
小
牧
明
倫、
3
日
光
東、
4
八
戸
二

1
釧
路
鳥
取、
2
釧
路
北
、
3
苫
小
牧
和
光、
3
釧
路
大
楽
毛

1
釧
路
鳥
取、
2
釧
路
北、
3
帯
広
大
空
、
4
苫
小
牧
和
光

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
和
光、
3
苫
小
牧
光
洋、
3
釧
路
景
雲

2
苫
小
牧
和
光、
3
日
光、
4
東
京
選
抜

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
啓
明、
3
釧
路
景
雲
、
3
釧
路
大
楽
毛

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
啓
明、
3
青
森
長
者、
4
軽
井
沢

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
啓
明、
3
苫
小
牧
弥
生
、
4
釧
路
春
採

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
啓
明、
3
八
戸
二
、
4
蔵
王
一

苫
小
牧
市

軽
井
沢
町

帯
広
市

盛
岡
市

1)釧
路
鳥
取、

= = 11
2
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平
成
元
・
1
・
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4 6 10 00

苫
小
牧
市

帯
広
市

釧
路
市

=
元
・
2
・
3
～
5

-
0
09 9 6

八
戸
市

n
o
s

釧
路
市

9
山
形
市

. • .

=
・

5
5

第
21回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
10回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会

第
20回
全
道
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会

第
9
回
全
国
中
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会

1
.
2
.
2
4

11 10 9 0
.

2
.
2
. ・

78
5 5 5

= = "

.

0
0

00-
10

1
釧
路
北、
2
苫
小
牧
啓
明、
3
釧
路
大
楽
毛、
3
釧
路
景
雲

1
釧
路
北、
2
八
戸
二
、
3
軽
井
沢、
4
青
森
長
者

.

長
野
市

967

11

1
釧
路
景
雲、

1
釧
路
景
雲
、
2
釧
路
鳥
取、



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

祝
大
会
に
ア
ト
ラ
クシ
ョ
クと
し
て
試
合
を
行
な
っ
たと
の
記
録
や
写
真
も
残
って
い
る
が、
こ
れ
は
本
格
的
な
も
の
で
は
な
く、
単
な

る
遊
び
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会
は
創
立三
〇
周
年
を
迎
え
た
昭
和
五
十
二
年
(七
七)
二
月三
日
に
「ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
デ
ー
」
を
設
け
て
、

そ
の
記
念
事
業
の
一つ
に
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
戦
を
組
み
入
れ、
苫
小
牧
オ
ー
ル
ス
タ
ー
対
国
土
計
画
女
子
(東
京)の

試
合
を
行
な
っ

た
。
苫
小
牧
チ
ー
ム
は
元
女
子
ス
ピ
ー
ド
選
手
を
中心
と
す
る
俄
か
チ
ー
ム
で
、
組
織
的
な
練
習
量
を
誇
る
国
土
計
画
に
8
対
0
で
大
敗

し
た
。
し
か
し、
こ
れ
が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
や
が
て
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
あ
る
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
の
誕
生
と
な
っ
た。

す
な
わ
ち、
同
五
十
二
年
(七
七)
三月
七
日
に
こ
の
試
合
の
反
省
会
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
が、
選
手
の
中
か
ら
も
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
を
続
け
た
い
と
す
る
声
が
強
く、
こ
の
反
省
会
が
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
発
会
式
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
り、
こ
こ

に
「苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
」
(愛
称ペ
グ、
コン
ド
ル
よ
り
強
い
鳥
・
隼
の
意
味)
が
誕
生
し
た。

苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
は
同
五
十
三
年
(七
八)
三
月
四
日
～
六
日
に
帯
広
市
で
行
な
わ
れ
た
第
一
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
(同
大
会
運
営
委
員
会
主
催)
に
出
場
し
た
が、
帯
広
太
陽、
東
京
伊
勢
丹
に
敗
れ三
位
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

後
は
打
倒
帯
広、
東
京
勢
を
目
標
に
練
習
を
重
ね、
同
五
十
四
年
(七
九)
三
月
一
日
～
四
日
に
地元
苫
小
牧
市
で
行
な
わ
れ
た
同
第二

回
選
手
権
大
会
で
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
宿
敵
で
あ
る
帯
広
太
陽、
東
京
国
土
計
画
を
退
け
見
事
初
優
勝
を
飾
っ
た。
第
三
回
大
会
で
ペ

リ
グ
リ
ン
は
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ル
ズ
(東
京
)
に
惜
敗
し
て
三
位
に
甘
ん
じ
た
。
第
四
回
大
会
で
は
ペ
リ
グ
リ
ン
が
強
豪
を
連
破
し
二
度
目

の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

一方
で
は、
同
六
十
一
年
(八
六
)
三
月
に
苫
小
牧
駒
澤
短
大
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
同
好
会
「駒
澤ペ
ガ
サ
ス」
が
結
成
さ
れ、
市

内
二
番
目
の
女
子
チ
ー
ム
と
な
っ
た。
同
六
十二
年
(八
七)
四
月
に三
番
目
の
女
子
チー
ム
と
し
て
高
校
で
は
全
国
初
の
苫
小
牧
西
高

校
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
部
「苫
西
高
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス」
が
誕
生
し
た
。
平
成
元
年
(八
九)
十
月
に
市
内
四
番
目
の
女
子
チー
ム
と
し
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て
「ト
ム
ボ
ー
イ
」
が
結
成
さ
れ、
と
も
に
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
に
登
録
さ
れ
た
。
実
力
的
に
は
ペ
リ
グ
リ
ン
が
A
級、
他
は

B
級
で
あ
る
。
現
在
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
試
合
は
道
新
杯
争
奪
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
(B)、

苫
小
牧
民
報
杯
争
奪
全
道
女

子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会、
苫
小
牧
ハ
ス
カ
ップ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
道
南
地
区
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会、
全
日
本
女
子
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
A
・
B
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
紙
面
上
の
都
合
も
あ
り、
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
A
を
中心
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

昭
和
五
十
六
年
度
(八
一)
か
ら
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
も
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
り、
そ
の
公

認
の
公
式
戦
と
な
り、
新
た
な
形
で
の
第
一
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
同
五
十
七
年
(八
二
)
三月
八
日
～
十
一

日
ま
で
、
東
京
の
品
川
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
で
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
決
勝
リ
ー
グ
へ
進
出
し
た
が

三
敗
し
優
勝
から
脱
落、
帯
広
太
陽
が
初
代
チ
ャン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
。
第二
回
大
会
は
同
五
十
八
年
(八三
)
三
月
三
日
～
五
日
ま
で

八
戸
市
で
行
わ
れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
初
戦
で
伊
勢
丹
(東
京)
に
敗
れ
る
と
い
う
波
乱
が
あ
り
、
帯
広
太
陽
が
二
連
覇
し
た
。
第

三
回
大
会
は
同
五
十
九
年
(八
四)・
三月
五
日
～
七
日
ま
で
福
岡
市
で
開
催
さ
れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
二
勝
し
た
が
決
勝
リ
ー
グ
進

出
は
成
ら
ず
、
国
土
計
画
が
初
優
勝
し
た
。

第
四
回
大
会
は
同
六
十
年
(八
五)
三月
一
日
～
三
日
ま
で
一
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
釧
路
市
で
開
催
さ
れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は

決
勝
戦
で
宿
敵
帯
広
太
陽
を
逆
転
で
破
り
初
優
勝
を
飾
っ
た。
第
五
回
大
会
は
昭
和
六
十
一
年
(八
六)
二
月
二
十
八
日
～
三
月
三
日
ま
で
日

光
市
で
行
わ
れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
決
勝
リ
ー
グ
で
敗
れ、
国
土
計
画、
帯
広
太
陽
に
次
い
で三
位
と
な
っ
た。
第
六
回
大
会
は
同
六
十

二
年
(八
七)
二
月
二
十
八
日
～
三
月
三
日
ま
で
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ、
国
土
計
画
が
優
勝
し
、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
三
位
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り、
全
日
本
選
手
権
に
先
駆
け
て
例
年
二

月
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
第
一
回
全
道
大
会
は
同
六
十三
年
(八
八
)
二
月
六
日
～
七
日
に
室
蘭
市
で
行
な
わ
れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
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が
優
勝
し
、
以
後
平
成
十
一
年
度
(九
九)
ま
で
一
三
連
勝
を
続
け
て
おり
、
本
文
で
は
省
略
す
る
の
で
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
上
位
成

績
一
覧
表
を
参
照
の
こ
と
。
第
七
回
全
日
本
選
手
権
大
会
は
同
六
十三
年
(八
八)
二
月
二
十
九
日
～
三
月三
日
ま
で
軽
井
沢
町
で
行
わ

れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
決
勝
リ
ー
グ
で
と
も
に
無
敗
の
国
土
と
対
戦
し
、
ペ
リ
グ
リ
ン
が
逆
転
勝
ち
を
収
め三
年
ぶ
り二
度
目
の
優

勝
に
輝
い
た。
初
出
場
の
苫
西
高
エン
ジ
ェ
ル
ス
は
五
位
と
健
闘
し
た
。
駒
澤
ペ
ガ
サ
ス
は
一
回
戦
で
敗
退
し
た。I

N
O
X

第
八
回
大
会
は
平
成元
年
(八
九)
三月
一
日
～
三
日
ま
で
神
戸
市
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
一六
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た。
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
は
決
勝
リ
ー
グ
へ進
出し
二
勝
し
た
が、
国

土
計
画
が
優
勝
し
た
。
苫
西
高
エン
ジ
ェ
ル
ス
は
決
勝
リ
ー
グ
進
出
は
成
ら
な
か
っ
た
。

第
九
回
大
会
は
同
二
年
(九
〇
)
二
月
十
日
～
十
二
日
ま
で
帯
広
市
で
開
か
れ、
国
土

計
画
が二
連
覇
し、
ペ
リ
グ
リ
ン
は
二
位
で
あ
った。

第
一〇
回
大
会
は
同三
年
(九

一)
二
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
ま
で
神
戸
て
行
わ
れ、
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
は
決
勝

で
国
土
を
大
差
で
破
り三
年
ぶ
り三
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
は
平
成二
年
六
月
に
岩
倉
建
設
の
資
金
援
助
を
受
け
る
こ
と
に

な
り、
同三
年
(九
一)
九
月
十
四
日
に
登
録
を
行
い
「岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
」
と
改
称

し
た
。
メー
ブ
ル
(カ
エデ
)
の
中
に
ペ
リ
グ
リ
ン
(は
や
ぶ
さ
)
の
マ
ー
ク
の入
っ

た
新
ユニ
ホ
ー
ム
で
リ
ン
ク
に
登
場
す
る
こと
に
な
っ
た。

第
一
一回
大
会
は
同
四
年
(九
二
)
一月
三
十
日
～
二
月
二
日
ま
で
札
幌
の
真
駒
内

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
。
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
は、
決
勝
で
宿
敵
国
土
を
下
し、

岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
が二
年
連
続
四
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
第
一二
回
大
会
は
同
五
年

RA
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三月
十
八
日
～
二
十
一
日
ま
で
八
戸
市
で
開
か
れ、
コ
ク
ド
レ
デ
ィ
ー
ス
が
優
勝、
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
は
二
位
に
と
ど
ま
っ
た
。
第
一三

回
大
会
は
平
成
六
年
(九
四)
二
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日
ま
で
軽
井
沢
町
で
開
催
さ
れ、
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
が
優
勝
し
、
本
大
会
で
の

連
勝
記
録
が
始
ま
っ
た
。
第
一
四
回
大
会
は
同
七
年
(九
五
)
三
月二
日
～
四
日
まで
軽
井
沢
町で
行
わ
れ、
決
勝
で
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン

が
コ
ク
ド
レ
デ
ィー
ス
を
下
し
二
年
連
続
の
栄
冠
に
輝
い
た。
第
一
五
回
大
会
は
同
八
年
(九
六
)
二
月二
十
三
日
～
二
十
五
日
ま
で
札

幌
市
月
寒
体
育
館
で
行
わ
れ、
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
は
決
勝
で
ス
ポ
ー
ツシ
ス
テ
ム
フ
ァ
イ
ター
ズ
(札
幌)
を
退
け、
史
上
初
の
三
連
覇

を
果
た
し
七
度
目
の
栄
冠
に
輝
い
た。

第
一
六
回
大
会
は
同
九
年
(九
七)
三月
十
二
日
～
十
六
日
ま
で
苫
小
牧
市
の
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
で
国
内
女
子
ト
ッ
プ
ハ
チー
ム
の
強
豪

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た。
五
輪プ
レ
シ
ー
ズ
ン
の
こ
の
年
から
、
よ
り
均
衡し
た
実
力
同
士
の
チ
ー
ム
が
戦
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

力
を
高
め
る
た
め
実
力
別
の
A、
B
級
に
分
け
た。
地
元
で
四
連
覇
を
目
指
す
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
は
、
決
勝
戦
で
釧
路
六
花
亭
ベ
アー
ズ

と
対
戦
し
4
対
3
で
釧
路
を
下
し
、
四
年
連
続
八
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
女
王
の
座
を
飾
っ
た
。
最
優
秀
選
手
に
最
年
少
の
中
学
生
の
久

保
英
恵
(岩
倉)
が
選
ば
れ
た
。
第
一
七
回
大
会
は
同
十
年
(九
八)
三月
十
四
日
～
十
五
日
ま
で
帯
広
市
で
開
催
さ
れ、
岩
倉ペ
リ
グ

リ
ン
が
五
連
覇
し
た
。

第
一
八
回
大
会
は
同
十
一
年
(九
九)
三月
、
釧
路
市
の
丹
頂
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ、
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
が
釧
路
六
花
亭
ベ
ア
ー
ズ
を

下
し
て
六
年
連
続
優
勝
を
飾
っ
た
。
大
会
最
優
秀
選
手
に
岩
倉
F
W
の
久
保
英
恵
(岩
倉)
が
輝
い
た
。
第
一九
回
大
会
は
同
十
二
年

(二
〇
〇
〇
)
三
月
八
日
～
十
二
日
に
苫
小
牧
市
の
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
六
花
亭
ベ
ア
ー
ズ
釧
路
と
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
の
争
い

と
な
り、
優
勝
決
定
戦
で
は
3
対
3
の
引
き
分
け
と
な
り
、
両
者
と
も
二
勝
一
分
と
な
っ
た
が、
得
失
点
の
差
で
六
花
亭
ベ
ア
ー
ズ
が
初

優
勝
し、
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
の
七
連
覇
を
阻
ん
だ
。

日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
主
催
の
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
は、
優
勝
回
数
で
は
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
(苫
小
牧ぺ
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リ
グ
リ
ン
)
一〇
回、
コ
クド
レ
デ
ィ
ー
ス
が
六
回、
帯
広
太
陽二
回、
六
花
亭ベ
ア
ー
ズ
一回
で
あ
り、
連
勝
記
録
は
岩
倉ペ
リ
グ
リ

ン
の
六
連
覇
で
あ
っ
た
。

第
一
八
回
長
野
冬
季
五
輪
大
会
は
平
成
十
年
(九
八
)
二
月
に
開
催
さ
れ、
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
も
正
式
種
目
と
し
て
初
め
て
登
場

し
た
。
日
本
チ
ー
ム
も
参
加
し
た
が、
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
か
ら
板
橋
亨
監
督
を
は
じ
め
、
小
田
由
香、
佐
藤
理
絵、
畠
中
亜
希
子、
佐
久

間
千
絵、
帯
川
牧
子、
小
野
聡
美、
荒
城
三
晴、
五
十
嵐
充
子、
佐
藤
雅
子、
藤
原
志
保
の
一〇
選
手
が
選
ば
れ
た。
し
か
し
、
世
界
の

壁
は
厚
く
日
本
は
五
戦
全
敗
で
白
星
を
あ
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
中
で
初
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
畠
中
の
活
躍
が
光
っ
た
。

女
子
(全
国
・
全
道)
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
上
位
成
績
一
覧
表

開
催
地

順

1
帯
広
太
陽、
2
伊
勢
丹、
3
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン

1
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
国
土
計
画、
3
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ル
ス

苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
初
V

1シ
ル
バ
ー
シ
ー
ル
ス、
2
帯
広
太
陽、
3
苫
小
牧ペ
リ
グ
リン

1
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
帯
広
太
陽、
3
小
山
遊
園
地

苫
小牧市

苫
小
牧
市

苫
小
牧
市

帯
広
市

神
戸
市

釧
路
市

軽
井
沢
町

室
蘭
市

1
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
帯
広
太
陽、
3
苫
西
高
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

1
苫
小
牧
ペ
リグ
リ
ン
、
2
国
土
計
画、
3
帯
広
太
陽

1
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
帯
広
太
陽、
3
苫
西
高
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
苫
ペ
リ
グ
リ
ン
二
連
覇

国
土
二
年
ぶ
り
四
回
目
の
V

第
8
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

ミ
元
・
3
・
1
～
4

平
成
元
・
2
・
8
～
1
1

1
6
6
・
2
・

6
6
・
2
・
6
～
7

6
・
2
・

61・
2
・
2
8
～
3

日
光
市

釧
路
市

福
岡
市

八
戸
市

東
京
都

苫
小
牧
市

1
国
土
計
画、
2
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン
、
3
伊
勢
丹

1
国
土
計
画
、
2
帯
広
太
陽
、
3
苫
小
牧
ペ
リ
グ
リ
ン

1
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
国
土
計
画、
3
釧
路ベ
ア
ー
ズ

1
国
土
計
画、
2
釧
路ベ
ア
ー
ズ、
3
帯
広
太
陽

1
帯
広
太
陽、
2
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ル
ス
、
3
釧
路ベ
ア
ー
ズ

1
帯
広
太
陽、
2
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ル
ス
、
3
釧
路
ベ
ア
ー
ズ

帯
広
太
陽
二
連
覇

国
土
計
画
初
V

新
大
会
で
帯
広
太
陽
V

苫
ペ
リ
グ
リ
ン
二
度
目
の
V

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ル
ス
初
V

帯
広
太
陽
第
一
回
大
会
優
勝

備
考

◎
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
運
営
委
員
会
主
催

第
1
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
2
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第
3
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
4
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

= =
55・
3
・
1
0
～
1
3

3
6
・
3
・
4
～
7

51
・
3
・
1
～
4

◎
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
主
催
(女
子
チ
ー
ム
も
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
連
盟
に
登
録
し
、
第
一
回
大
会
と
な
る
)

第
1
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
2
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
3
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
4
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
選
手
権
大
会

第5回
全日本女子アイ

スホッケー
選手
権会

= " = = =

5
3
・
3
・
5
～
7

3
8
・
3
・
3
～
5

昭
和
5
7
・
3
・
8
～
1
1

第
6
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
1
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
7
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
2
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

大

会

名
開
催
年
月
日

昭
和
3
・
3
・
4
～
6

2
9
～
3

29 28

6
0
・
3
・
1
～
3

1
国
土
計
画、
2
苫
小
牧ペ
リ
グ
リン
、
3
帯
広
太
陽

位

苫
ペ
リ
グ
リ
ン
初
V

国
土
計
画
全
日
本
で
二
度
目
V

国
土
計
画二
連
覇、
三
回
目
V

苫
ペ
リ
初
V
全
道
連
勝
始
ま
る

苫
ペ
リ
全
日
本
三
年
ぶ
り
二
V
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第
3
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
12・

3
・
8
～
1
2

=

= =

" " = =

0
.
0
.

.
.
.
-
.

12 17
5

23 1 2 25 26 2 18 15 30
5 5

9
旭
川
市

釧
路
市

釧
路
市

1
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
六
花
亭
ベ
ア
ー
ス
、
3
ス
ポ
ー
ツシ
ス

5
17 16 19 25 13 4 27 28 21 17 2 24

2
5
～
2
7

10
5

1
～
2

旭
川
市

1
苫
小
牧ペ
リ
グ
リン
、
2
釧
路ベ
ア
ー
ズ、
3
帯
広
太
陽、

1
国
土
計
画、
2
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
、
3
帯
広
太
陽

1

11・2
・
27～
28

10.
12・

1
5
～
2
7

0
.
3
.

9
.
12.

4
～
7

帯
広
市

札
幌
市

1
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
六
花
亭
ベ
ア
ー
ズ、
3
ス
ポ
ー
ツ
シ
ス

1
岩
倉ペ
リグ
リ
ン
、
2
六
花
亭ベ
ア
ー
ズ
、
3
コ
ク
ド
レ
デ
ィ

1
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
六
花
亭
ベ
ア
ー
ズ
、
3
コ
ク
ド
レ
デ
ィ

1
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
六
花
亭
ベ
アー
ズ
、
3
ス
ポ
ー
ツシ
ス

1
六
花
亭
ベ
ア
ー
ズ
、
2
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
3
コ
ク
ド
レ
デ
ィ

六
花
亭
ベ
ア
ー
ズ
釧
路
初
V

岩
倉
全
日
本
六
連
覇
一〇
V

岩
倉
全
道
一三
連
覇
一三
V

そ
の
他
の
ア
イ
ス

苫
小
牧
市
は
ス
ケ
ー
ト
の
ま
ち
と
し
て
古
く
から
知ら
れ
て
お
り、
特
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
つ
い
て
は

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
市
民
に
親
し
ま
れ、
幼
稚
園、
学
校、
大
学
、
企
業、
工
場、
職
場
、
職
域
団
体、

第
三
編
教
育・
文
化

(『北
海
道
新
聞
縮
刷
版
』
昭
和
五
十
二
年
～
平
成
十
一
年
北
海
道
新
聞
社、
『苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
10周
年
記
録
集
』
平
成
八
年

苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
、
『新
聞
切
抜
綴‒‒ス

ポー
ツ
3
』
平
成
元
年
～
同
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
よ
り
作
成)

第
19回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
13回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
18回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権大
会

第
12回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
17回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
11回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
16回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
10回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

==

00
.
-

第
9
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
15回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

8
.
2

.

=
第
14回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
13回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
8
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッケ
ー
選
手
権
大
会

11 " "
27

札
幌
市

八
戸
市

帯
広
市
外

札
幌
市

苫
小
牧
市

神
戸
市

帯
広
市

1
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
釧
路
ベ
ア
ー
ズ
、
帯
広
太
陽

1
苫
小
牧ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
国
土
計
画、
3
帯
広
太
陽

1
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
帯
広
太
陽、
3
釧
路
ベ
ア
ー
ズ

1
岩
倉ペ
リ
グ
リン
、
2
帯
広
太
陽
、
3
フ
ァ
ニ
ー
ダ
ッ
ク
ス

1
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
国
土
計
画、
3
帯
広
太
陽

1
コ
ク
ド
レ
デ
ィ
ー
ス、
2
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
3
帯
広
太
陽

1
岩
倉ペ
リグ
リ
ン
、
2
フ
ァ
ニ
ー
ダ
ッ
ク
ス
、
3
帯
広
太
陽

1
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
コ
ク
ド
、
3
六
花
亭ベ
ア
ー
ズ

1
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
ス
ポ
ー
ツシ
ス
テ
ム、
3
六
花
亭ベ
ア

1
岩
倉ペ
リグ
リ
ン
、
2
コ
ク
ド、
3
六
花
亭ベ
ア
ー
ズ
、

1
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
六
花
亭
ベ
ア
ー
ス、
3
ス
ポ
ー
ツ
シ
ス

1
岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
ス
ポ
ー
ツシ
ス
テ
ム
、
3
六
花
亭
ベ
ア

1
岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
、
2
六
花
亭
ベ
アー
ス、
3
ス
ポ
ー
ツシ
ス

2六
花亭ベアー

ズ、
3コクド

レディ
苫
小
牧
市

札
幌
市

帯
広
市

軽
井
沢
町

67
・
3
・

12
.

6
.
2

.

5
.

4
.
1

0
.
2
.
12
5
15

第
5
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
第
10回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

O
.
N
.

第
4
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
9
回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
2
.
2
.

平
成
2
・
1

.

7

5 5 √ S 5 5

第
7
回
全
道
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

5
.
3

第
12回
全
日
本
女
子
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

=
5
.
1
.

第
6
回
全
道
女
子
ア
ス
イ
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

第
11回
全
日
本
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

岩
倉
全
日
本
二
連
覇
四
回
目
V

岩
倉
全
道
六
連
覇
六
V

コ
ク
ド
三
年
ぶ
り
六
度
目
の
V

岩
倉
の
二
大
会
の
連
勝
始
ま
る

岩
倉
全
日
本
の
連
勝
始
ま
る

岩
倉
全
道
八
連
覇
八
V

岩
倉
全
日
本
二
連
覇
6
V

岩
倉
全
道
九
連
覇
九
V

岩
倉
全
日
本
三
連
覇
七
V

岩
倉
全
道
一〇
連
覇
一
〇
V

岩
倉
全
日
本
四
連
覇
八
V

岩
倉
全
道
一
一連
覇
一
一
V

岩
倉
全
日
本
五
連
覇
九
V

岩
倉
全
道
一二
連
覇
一二
V

国
土二
年
連
続
五
回
目
の
V

苫
ペ
リ
グ
リ
ン
四
連
覇

岩
倉ペ
リ
グ
リ
ン
と
改
称
五
V

苫
ペ
リ
全
日
本三
年
ぶ
り
三
V

3
1

2
～

12
帯
広
市

苫
小
牧
市

12

12
・

長
野
市

釧
路
市

苫
小
牧
市

の岩
倉ペリ

グリン
、

苫
ペ
リ
グ
リ
ン
三
連
覇
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

同
好
会、
ク
ラ
ブ、
O
B
会
な
ど
様
な々
形
で
チー
ム
が
存
在し
、
平
成
八
年
度
(九
六)
の
活
動
団
体
数
一〇
五
、
選
手
二、
三
三
〇

(4)
人
、
役
員
一
二
五
人
を
数
え、
愛
好
家、
支
援
者、
応
援
団、
観
覧
者
な
ど
も
入
れ
る
と
、
本
市
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
人
口
も
相
当
数
に
達

す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で、
こ
れ
ま
で
に
記
述
し
な
か
っ
た
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
公
認
の
大
会、
競
技
会
に
つ
い
て
簡
単
に
挙
げ
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

18

16
小学生アイスホッケー試合

小
学
生
の
大
会
で
は
苫
小
牧
市
教
育
委
員
会
杯
・
王
子
杯
争
奪
小
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケー
選
手
権
大
会
と
道
新
杯
ち
び
っ
こ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
(平
成
十
年
よ
り
道
新

杯
小
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
と
改
称)
が
共
に
昭
和
四
十
六
年
度
(一
九
七
一)

か
ら
始
ま
り、
平
成
十
一
年
度
(九
九)
で
第三
〇
回
大
会
を
数
え
て
い
る
。
出
場
校

は
当
初
は
苫
小
牧
の
小
学
校
一〇
校
だ
け
で
あ
っ
た
が、
現
在
は
鵡
川
から
一
校
が
加

わ
り
一九
校
で
あ
る
が、
児
童
の
少
な
い
植
苗、
近
年
は
勇
払
も
欠
場
し
て
い
る
。
同

三
〇
回
大
会
出
場
校
は
明
野、
北
星
、
苫
東、
沼
ノ
端、
苫
西、
北
光、
美
園、
糸
井、

澄
川、
日
新、
明
徳、
豊
川、
緑、
錦
岡、
泉
野、
清
水、
大
成、
若
草
と
鵡
川
で
あ
っ

た。
近
年
の
優
勝
校
を
み
る
と、
市
教
委
杯・
王
子
杯
小
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
で
は
美
園
小
(S62)、

大
成
小
(56)、

緑
小
(H元
)、
若
草
小
(H2)、

澄
川
小
(H3)、

緑
小
(H4)、

緑
小
(H5)、

若
草
小
(H6)、

北
光
小
(H

7)、
泉
野
小
(H8)、

緑
小
(H9)、

美
園
小
(H10)、

澄
川
小
(H1)

明
野

小
(H12)

で
あ
り、
道
新
杯
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
で
は
緑
小
(S62)、

大
成
小
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(56)、
緑
小
(H元
)、
豊
川
小
(H2)、

澄
川
小
(H3)

、
緑
小
(H4)、

緑
小
(H5)、

緑
小
(H6)、

北
光
小
(H7)、

(1)
泉
野
小
(H8)

、
緑
小
(H9)、

緑
小
(H10)、

美
園
小
(H1)、

明
野
小
(H12)

で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年
度
(七
二
)
か

ら
始
ま
っ
た
苫
小
牧
市
内
小
学
校
新
人
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
兼
日
ア
連
会
長
杯
争
奪
道
南
地
区
小
学
生
新
人
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
は

平
成
十
一
年
度
で
第二
九
回
大
会
で
あ
る
。
二
年
遅
れ
で
日
ア
連
会
長
杯
道
南
地
区
が
兼
ね
ら
れ、
現
在
は
苫
小
牧
の
小
学
校
の
外
に
札

幌
、
恵
庭、
室
蘭、
鵡
川
等
か
ら
七
チ
ー
ム
が
参
加し
、
二
四
～
二
七
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
て
い
る
。

は
苫
小
牧
と
釧
路
が
各
八
回、
清
水
二
回
、
札
幌
と
帯
広
が
各
一回
で
あ
る
。た
だ
、
苫
小
牧
勢
の
優
勝
は
平
成
五
年
ま
で
で
あ
り
、
そ
の

全
道
小
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
は
同
五
十
六
年
(八
一
)
一月
に
第
一
回
大
会
を
行
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
の
同
好
会
や

小
学
生
の
少
年
団
・
クラ
ブ
の
形
で
出
場
し
て
お
り
、
苫
小
牧、
釧
路、
帯
広、
札
幌、
恵
庭、
旭
川
等
か
ら
参
加し
て
い
る
が、
第
一

回
大
会
か
ら
苫
西
小
同
好
会
が
二
連
覇
す
る
活
躍
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後
釧
路、
帯
広、
札
幌、
清
水
に
も
優
勝
が
あ
り、
優
勝
回
数
で

(6)

後
は
全
く
低
迷
し
て
お
り
、
た
ま
に三
位
、
四
位
に
入
る
程
度
で
将
来
の
苫
小
牧
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
対
し
多
少
の
不
安
材
料
に
な
っ

て
い
る
。

全
道
小
学
生
ア
イ
ス
ホ
ケ
ッ
ー
(少
年
)
選
手
権
大
会
上
位
成
績
一
覧

第
7
回

第
6
回

第
5
回

第
4
回

第
3
回

第
2
回

第
1
回

回
数

S
6
・
1
・

S
6
・
1
・

S
60

S
95
・

5
0
8
.
1

S
6
7
・
1
・

S
5
6
・
1
・
1
6
～
1
8

開
催

月
日

札
幌
市

札
幌
市

札
幌
市

札
幌
市

苫
小
牧
市

札
幌
市

札
幌
市

開
催

地
上

位
成

績
(1
優
勝
、
2
準
優
勝、
3
第
三
位
、
4
第
四
位)
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1
帯
広
大
空
、
2
苫
小
牧
緑、
3
釧
路
美
原、
4
釧
路
駒
場

1
苫
小
牧
豊
川、
2
釧
路
鶴
野、
3
釧
路
愛
国、
4
釧
路
鳥
取
西

1
苫
小
牧
豊
川、
2
釧
路
寿
、
3
真
駒
内
イ
ー
グ
ル
、
4
釧
路
新
陽

1
釧
路
鳥
取、
2
苫
小
牧
西、
3
苫
小
牧
東、
4
釧
路
旭

1
釧
路
寿
、
2
釧
路
駒
場、
3
苫
小
牧
東
、
4
苫
小
牧
美
園

1
苫
小
牧
西、
2
釧
路
寿、
3
苫
小
牧
澄
川、
4
月
寒
ス
ト
ロ
ン
ガ
ー

1
苫
小
牧
西
、
2
苫
小
牧
北
星、
3
苫
小
牧
日
新、
4
釧
路
鳥
取
西

12～14

1
～
2

5 5

16 16

2
5
G

15 S
17

・ •

14 4

1 1



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

第
20回

第
19回

第
18回

第
17回
第
16回
第
15回
第
14回
第13回
第
12回
第
1
回

第
10回
第
9
回

第
8
回

H
1
2
・
1
・
7
～
9

I
=
・
-
・
N
O

H
1
0
・
1
・
8
～
1
0

H
9
・
1
・
9
～
1
1

H
8
・
1
・
8
～
1
0

H
7
・
1
・
8
～
1
0

札
幌
市

苫
小
牧
市

札
幌市

札
幌
市

帯
広
市

H
2
・
1
・
8
～
1
0

札
幌
市

札
幌
市

札
幌
市

1
苫
小
牧
清
水、
2
帯
広
大
空
、
3
苫
小
牧
大
成、
4
釧
路
大
楽
毛

1
釧
路
愛
国、
2
札
幌
真
駒
内
イ
ー
グ
ル
、
3
苫
小
牧
緑、
4
釧
路
新
陽

1
釧
路
昭
和、
2
帯
広
大
空、
3
帯
広
開
西、
4
釧
路
興
津

1
苫
小
牧
澄
川、
2
帯
広
大
空
、
3
釧
路
新
川、
4
苫
小
牧
緑

1
苫
小
牧
緑、
2
釧
路
新
川、
3
札
幌
月
寒
ス
ト
ロ
ン
ガ
ー
、
4
真
駒
内
イ
ー
グ
ル

1
苫
小
牧
緑、
2
札
幌
真
駒
内
イ
ー
グ
ル
、
3
釧
路
愛
国、
4
苫
小
牧
大
成

1
釧
路
旭、
2
釧
路
芦
野、
3
帯
広
西、
4
釧
路
美
原

1
札
幌
月
寒
ス
ト
ロ
ン
ガ
ー
、
2
釧
路
昭
和、
3
釧
路
共
栄、
4
苫
小
牧
北
光

1
釧
路
新
川、
2
札
幌
月
寒
ス
ト
ロン
ガ
ー
、
3
釧
路
昭
和、
4
苫
小
牧
澄
川

1 1

8 8

5 5

10 10

H
3
・
1
・
8
～
1
0

H
元
・
1
・

S
1
6
・
1
・
1
0
～
1
2

釧
路
市

札
幌
市

札
幌
市

帯
広
市

(『新
聞
切
抜
綴
‒
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
1
・
2
』
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編)

そ
の
他
に
全
日
本
少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
競
技
会
(小
学
生
の
部)、

日
専
連
杯
P
e
e
W
e
e
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
、
H
T
B
杯
全

国
選
抜
少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
等
が
あ
る
。

一
般
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
で
は、
平
成
八
年
度
市
内
に
お
け
る
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
へ
の
登
録
状
況
で
は、
A
級
1

チ
ー
ム
、
B
級
三
チー
ム
、
C
級
一
六
チ
ー
ム、
D
級
四〇
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
が、
近
年
で
は
B
級
五
チ
ー
ム、
C
級
一
六
チ
ー
ム、
D

級
四
九
チー
ム
と
や
や
増
加
し
て
お
り
、
リ
ー
グ
戦
や
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
に
よ
る
公
式
戦
が
毎
年
行
な
わ
れ、
非
公
式
の
試
合
も
数
多

く
行
な
わ
れ
て
い
て、
五
カ
所
の
室
内
ス
ケー
ト
場
(白
鳥
ア
リ
ー
ナ、
王
子
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
、

と
き
わ
ス
ケ
ー
ト
セン
タ
ー
、
沼
ノ
端
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
{平
成
十
二
年
三
月
二
十
日
オー
プ
ン
})
が
フ
ル
活
用
さ
れ
て
い
る
。

976

1
釧
路
駒
場、
2
釧
路
鳥
取、
3
苫
小
牧
明
野、
4
釧
路
新
陽

1
清
水
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
2
釧
路
昭
和、
3
札
幌
ノ
ー
ス
ウ
フ
ル
、
4
苫
小
牧
明
野

1
清
水ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
2
釧
路
鳥
取、
3
苫
小
牧
緑、
4
苫
小
牧
澄
川、

1
釧
路
昭
和。
2
星
置
ケ
ッ
ター
ズ
ジ
ュニ
ア
、
3
釧
路
共
栄、
4
苫
小
牧
明
野

札
幌
市

6 4

H
5
・
1
・
8
～
1
0

10～12



A
級

平
成
九
年三
月
末
現
在
の
市
内の
一
般
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
チー
ム

王
子
製
紙

ー
チ
ー
ム

食
道
園
キ
ン
グ
ス
、
日
本
製
紙
勇
払、
新
日
鉄
室
蘭、
苫
小
牧
市
役
所、
苫
小
牧
高
専

B
級

五
チ
ー
ム

C
級

一
六
チ
ー
ム

大
忠
クラ
ブ
、
苫
小
牧
埠
頭、
日
本
通
運、
苫
小
牧
清
掃
社、
N
T
T
苫
小
牧、
ウ
サミ
産
業
F
、
木
場
興
業
カ
ナ
ッ
ク
ス、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ハ
ウ
ス
、
苫
小

牧
消
防
署、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
、
出
光
ゼ
ア
ス
、
シ
ス
コ
ム
キ
ン
グ
ス、
苫
小
牧ベ
ア
ー
ズ
、
王
子
工
営、
フ
ォ
ック
ス
バ
ッ
ト、
コ
ープ
ダ
ッ
ク

D級
四
ニ
チ
ー
ム

ス
カ
イ
、
ト
ヨ
タ
部
品
共
販、
日
産
サー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
大
統
領、
ホ
テ
ル
ニ
ュー
王
子
、
ビ
ー
ト
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
ま
る
べ
に
、
レ
ッ
ド
ブ
ル、
ピ
ー

ス、
北
海
道
石
油
共
同
備
蓄、
ス
パ
イ
ダ
ー
ズ
、
苫
小
牧
卸
売、
菱
中
建
設、
ス
ー
パ
ー
チ
ッ
ク
ス、
ウ
イン
グ
ス
、
ス
パ
ー
ク
ス、
苫
小
牧
ガ
ス、
トン

ポ
イ
ン
ト
、
白
老
ク
ラ
ブ
、
ベ
アー
ズ、
パ
ル、
マシ
ン
ス
タ
ー
ズ
、
マー
シ
イ
チ
ッ
プ
ス、
ダ
イ
ナ
マ
イ
タ
ー
ズ、
H
S
K
、
日
専
連
苫
小
牧、
苫
小
牧

共
同
発
電、
消
防
署、
五
右
衛
門
倶
楽
部、
ホ
ワイ
ト
イ
ー
グ
ル
、
国
長
金
属、
丸
彦
渡
辺
建
設、
新
酸
素
化
学、
ステ
ル
ス、
カ
ナ
デ
ア
ン
ズ
、
出
光
ク

ラ
ブ
、
苫
小
牧
信
用
金
庫、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
モ
リ
、
千
葉
海
産
ウ
エ
ス
ト
、
日
軽
ラ
ウ
ン
ズ
、
苫
小
牧デ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、
苫
小
牧
高
専
教
職
員

女
性
チ
ー
ム

四
チ
ー
ム

岩
倉
ペ
リ
グ
リ
ン
、
ト
ム
ボ
ー
イ
、
駒
澤
ペ
ガ
サ
ス、
苫
小
牧
西
高

注
(1)

『苫
小
牧
民
報』
平
成
六
年
一
月
二
十
二
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(『平
成
八
年
度
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
連
盟
大
会
成
績
表
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
よ
り
作
成)
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

(2)
『氷
上
の
闘
魂
譜
‒‒苫
小
牧
東
高
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
50年
史
』
昭
和
六
十
二
年
田
中
正
編
著
マ
ル
コ
出
版

(3)
『苫
小
牧
民
報』

各
号
苫
小
牧
民
報
社、
『苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
10周
年
記
念
記
録
集
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー
連
盟

(4)
『苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
10周
年
記
念
記
録
集
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟

(5)(6)
『新
聞
切
抜
綴‒‒ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
1
・
2
・
3
』
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

第
五
節
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

一、
活
躍
し
た
実
業
団
・
高
校
選
手

全
日
本
ス
ピ
ー
ド
ス

全
日
本
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
歴
史
は
古
く
昭
和
五
年
(一
九三
〇)
一月、

八
戸
の
長
根
リ

ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
ン
ク
で
行
わ
れ
た
第
一
回
全
日
本
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
っ
た。
同
二
十、
二
十
一年

(四
五
、
四
六
)
は
大
会
が
中
断
さ
れ
た
が、
戦
後
の
復
活
大
会
は
同
二
十
二
年
(四
七)

一月、
第
一
回
大
会
同
様
八
戸
市
の
長
根
リ
ン
ク

で
開
か
れ、
こ
れ
は
第
一
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
兼
第
一
五
回
全
日
本
選
手
権
大
会
で
も
あ
っ
た
。

以
来、
各
地
に
お
い
て
大
会
が
続
け
ら
れ、
数
々
の
名
選
手
を
輩
出
し
て
き
た
大
会
で
あ
っ
た
。
同
五
十
年
(七
五)
二
月
の
第
四三

回
選
手
権
大
会
は
八
戸
市
長
根
リ
ン
ク
で
行
わ
れ
た。
当
時、
活
躍
し
た
地元
苫
小
牧
関
係
の
選
手
に
は
村
上
由
紀
子
(王
子
)、
鈴
木
隆

夫
(王
子
)
ら
が
い
た
。
ま
た、
同
五
十
年
代
に
名
を
は
せ
た
選
手
に
は、
大
山
三
喜
雄
(王
子
)、
山
本
雅
彦
(同)、

八
重
樫
(太
田)

裕
子
(同)、

篠
原
雅
人
(同
)
ら
の
活
躍
が
際
立
っ
て
い
た。
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一方、
高
校
選
手
に
は
邨
中
正
子
(苫
西
高)、

山
木
恵
子
(苫
小
牧
中
央
高)、

橋
本
聖
子
(駒
大
苫
小
牧
高)、

佐
藤
千
栄
子
(同)、

房
野
抄
子
(同
)、
関
ナ
ツ
エ
(同)、

帰
山
由
美
(同)、

大
月
利
恵
(苫
南
高)
ら
が
全
日
本
選
手
権
で
高
校
生
離
れ
の
記
録
を
マー
ク

し
た
。

昭
和
六
十
年
代
(八
五
～)

に
は
橋
本
聖
子
(富
士
急
・
駒
大
苫
高
出)、

浅
尾
恵
子
(三
協
・
同)、

関
ナ
ツ
エ
(三協

・
同
)
ら
女

子
の
台
頭
が
著
し
く、
短
距
離
を
はじ
め
中・長

距
離
に
お
い
て
も
大
会
記
録
を
更
新
し
て
い
っ
た
。
男
子
で
は
篠
原
雅
人
(王
子)、

南
光
彦
(同)

ら
の
活
躍
が
目
立
ち
国
際
的
選
手
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
同
六
十
二
年
(八
七)
八
月
か
ら
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会
は
苫
小

牧
ス
ケ
ー
ト
連
盟
(フ
ィ
ギ
ュア
部
門
を
含
む)
と
な
り
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
と
分
離
し
た
。

同
六
十
年
代
及
び
平
成
年
代
(八
九
～)
に
お
け
る
全
日
本
選
手
権
大
会
で
活
躍
し
た
主
な
男
子
選
手
に
は
前
述
の
ほ
か
、
王
子
製
紙

の
渡
辺
俊
之、
宮
部
保
範、
堀
井
学、
上
田
浩
勝、
武
田
豊
樹ら
が
お
り
、
一方、

女
子
選
手
に
は
駒
大
苫
小
牧
高
出
身
の
山
本
宏
美、

小
笠
原
み
き
、
山
本
真
弓、
帰
山
由
美、
虎
口
貴
子
ら
が
全
日
本
選
手
権
大
会
で
の
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
冬
季

1)
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク、
ワー
ル
ド
カ
ップ
、
世
界
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
な
ど
の
国
際
舞
台
で
活
躍
し
た
。

近
年
に
お
け
る
冬
季

第
一二
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
昭
和
五
十
一
年
(七
六
)
二
月、
イ
ン
スブ
ル
ッ
ク
(オー

ス
ト
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
ア)
で
行
わ
れ、
男
子
の
鈴
木
正
樹、
大
山
三
喜
雄、
山
本
雅
彦
(王
子
製
紙)
と
女
子
の
太
田
裕子

(駒
大

苫
小
牧
高)、

長
谷
川
恵
子
(同
高
出)
が
出
場
し
た
が、
い
ず
れ
も
世
界
の
壁
は
厚
く
、
鈴
木
の
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
一
一位
が
最
高
の
成

績
で
あ
っ
た
。

第
一三
回
冬
季
五
輪
大
会
は
同
五
十
五
年
(八
〇
)
二
月、
レー
ク
ブ
ラ
シ
ッ
ド
(ア
メ
リ
カ)
で
行
わ
れ、
日
本
代
表
と
し
て
山
本

雅
彦
(王
子
製
紙)
と
八
重
樫
裕
子
(同)

が
出
場
し
た
が
と
も
に
成
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
第
一
四
回
大
会
は
同
五
十
九
年
(八
四)

二
月、
サ
ラ
エ
ボ
(ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
)
で
行
わ
れ、
篠
原
雅
人
(王
子
製
紙)、

鈴
木
靖
(駒
大
苫
小
牧
高
出)
と
女
子
の
橋
本
聖
子
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

長野冬季五輪スピード競技を報ずる新聞

(駒
大
苫
小
牧
高
出)、

房
野
抄
子
(同
)
の
四
人
が
出
場、
橋
本
の
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
一
一位
が
最
高
の
記
録
で
あ
っ
た
。
第
一五

回
大
会
は
昭
和
六
十
三
年
(八
八
)
二
月、
カ
ル
ガ
リ
ー
(カ
ナ
ダ)
で
行
わ
れ、
森
山
秀
実
(苫
東
高
出)、

橋
本
聖
子
(駒
大
苫
小
牧

高
出)、

房
野
抄
子
(同
)、
関
ナ
ツ
エ
(同)、

戸
田
則
子
(苫
小
牧
中
央
高
出)
の
五
人
が
出
場
し
た
。
橋
本
は
五
〇
〇
、
一、
〇
〇

○
、
五
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
い
ず
れ
も
五
位
に
入
賞
、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
も
六
位
に
入
る
な
ど
四
種
目
入
賞
を
果
た
し
た
。

第
一
六
回
冬
季
五
輪
大
会
は
平
成
四
年
(九
二
)
二
月、
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
(フ
ラ
ン
ス
)
で
行
わ
れ、
日
本
代
表
の
宮
部
保
範
(王

子
製
紙)、

小
笠
原
み
き
(同
)
橋
本
聖
子
(駒
大
苫
小
牧
高
出)、

帰
山
由
美
(同)、

戸
田
則
子
(苫
小
牧
中
央
高
出)
ら
が
出
場
し
た
。
橋
本
は
女
子
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
で
日
本
初
の
三
位
と
な
り
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た。
ま
た、
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

も
五
位
に
入
賞
す
る
な
ど
健
闘
し
た
。
宮
部
は
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
五
位
と
な
っ

た
。
第
一
七
回
大
会
は
同
六
年
(九
四)、

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
(ノ
ル
ウ
ェー
)
で
行
わ

れ
、
日
本
代
表
で
宮
部
保
範
(新
王
子
製
紙)
と
堀
井
学
の
男
子、
女
子
の
小
笠
原
み

き
(新
王
子
製
紙)、

山
本
宏
美
(同
)、
山
本
真
弓
(同
)、
橋
本
聖
子
(駒
大
苫
小
牧

高
出)、

楠
瀬
志
保
(同
)、
田
畑
真
紀
(同
)、
椿
文
子
(同
)
の
過
去
最
高
の
八
人
が

出
場
し
た
。
堀
井
は
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
見
事
三
位
の
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
山

本
宏
美
は
女
子
五、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
日
本
新
を
マー
ク、
初
出
場
な
が
ら
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
表
彰
台
に
立
っ
た。
橋
本
も
女
子三
、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
六
位
と
入
賞

を
果
た
し
た
。
椿
は
シ
ョー
ト
ト
ラ
ッ
ク
で
五
〇
〇
、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
も
に

準
決々
勝
で
惜
し
く
も
敗
退
し
た
。
第
一八
回
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は、
平
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成
十
年
(九
八)
二
月
七
日
か
ら
日
本
で
は
二
十
六
年
ぶ
り
に
長
野
市
で
世
界
七二
カ
国
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た。
郷
土
苫
小
牧
から

は
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
の三
種
目
に
日
本
代
表
と
し
て
二
五
人
の
選
手
が
参
加
し
た
。
ス
ピ
ー

ド
競
技
に
は
男
子
の
堀
井
学
(王
子
製
紙)、

山
影
博
明
(同)、

野
崎
貴
裕
(同)、

女
子
の
楠
瀬
志
保
(駒
大
苫
小
牧
高
出)、

香
川
真

由
美
(同)、

シ
ョー
ト
ト
ラ
ッ
ク
に
椿
文
子
(同)

ら
が
出
場
し
た。
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
メ
ダ
ル
期
待
の
堀
井
は
一
三位
、
山
影

は
一
五
位
と
な
っ
た
が、
同
僚
の
清
水
宏
保
が
堂
々
の
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
ま
た
、
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
出
場
の
楠
瀬
は
一
二
位
、

(2)
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
一
一位
と
上
位
入
賞
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の

世
界
ス
ピ
ー
ド
選
手
権
大
会
を
「ワ
ー
ル
ド
カ
ップ
大
会」
と
改
称
し、
平
成二
年
(九
〇
)
十
二
月
か

ワ
ー
ル
ド
カ
ップ
大
会
ら
世
界
各
国
を
転
戦
し
て
行
わ
れ
た
。
ヘ
レ
ン
ベ
ー
ン
(オ
ラ
ン
ダ
)
大
会
で
宮
部
保
範
(王
子
製
紙)
は

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
二
位
と
な
り
、
続
く
松
本
大
会
で
も
国
内
最
高
リ
ン
ク
新
で
二
位
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
軽
井
沢
大
会
で
は
順
位
を

落
と
し
三
位
に
止
ま
っ
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ダ
ボ
ス
(ス
イ
ス
)
大
会
は
同
四
年
(九二
)
一月
か
ら
か
ら
三
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た。
大
会
出
場
の
宮
部
(王

子
製
紙)
は
一、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
を
飾
り、
総
合
で
二
位
を
キ
ー
プ
し
た
。
三月
の
サ
バ
レン

(ノ
ル
ウ
ェ
ー)
大
会
で
宮
部

は
二
位
と
な
っ
た。
同
五
年
(九三
)
三
月
の
イ
ン
ツ
ェ
ル
(ド
イ
ツ)
大
会
と
ヘ
レ
ン
ベ
ーン

(オラ
ン
ダ
)
大
会
で
宮
部
は
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
総
合
順
位
は
四
位
に
終
わ
っ
た
。

同
年
十
二
月
の
ハー
マ
ル
(ノ
ル
ウ
ェ
ー
)
大
会
五
〇
〇
メー
ト
ル
出
場
の
宮
部
は
六
位
に
終
わ
っ
た
。
同
六
年
(九
四)
一月
の
ウ
ェ

ス
ト
ア
リ
ス
(ア
メ
リ
カ)
大
会
に
宮
部
保
範、
堀
井
学、
山
本
真
弓
(王
子
製
紙)、

楠
瀬
志
保
(駒
大
苫
小
牧
高
出)、

橋
本
聖
子

(同
)
ら
が
出
場
し
た
。
宮
部
は
男
子
五
〇
〇
メー
ト
ル
で
優
勝、
今
季
初
勝
利
を
挙
げ
た
。
堀
井
は
二
位、
山
本
は
五
位
に入
賞
好
成

績
を
収
め
た
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
(オ
ー
ス
ト
リ
ア
)
大
会
で
山
本
宏
美
(新
王
子
製
紙)
が
五
位
に
入
っ
た
。
小
笠
原
み
き
(同)

は
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一二
位
に
終
わ
っ
た
。
平
成
六
年
(九
四)
三月
の
イン
ツ
ェ
ル
(ド
イ
ツ)
大
会
で、
宮
部
は
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
二
連
勝、
山

本
宏
美
(同)

は三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
五
位、
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
楠
瀬
が
五
位、
橋
本
は
六
位
に
入
賞
し
た
。
ヘ
レン
ベ
ー

ン
大
会
で
は
堀
井
が
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝、
総
合
で
宮
部
が
五
位と
な
っ
た。
女
子
の
山
本
真
弓
(王
子
製
紙)
楠
瀬
ら
も
健
闘
し

た
が
上
位
入
賞
は
成
ら
な
か
っ
た。

同
六
年
(九
四)
十
一
月
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
女
子
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
山
本
宏
美
の
六
位
が
最
高、
小
笠
原
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。

同
年
十
二
月
の
帯
広
大
会
で
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
が
リ
ン
ク
新
で
優
勝、

一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
世
界
記
録
保
持
者
の
宮

部
が
制
し
た。
女
子
の
楠
瀬、
梶、
山
本
(真)

ら
の
活
躍
も
目
立
っ
た
。

帯
広
大
会
第
二
戦
男
子
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
宮
部
が
三
位
に
入
賞
し
た
ほ
か
堀
井、
女
子
の
楠
瀬、
山
本
(真)

ら
も
よ
く
善
戦
し

た
。
同
七
年
(九
五)

一月
の
ダ
ボ
ス
(ス
イ
ス)
大
会
で
楠
瀬
が
総
合
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た。
男
子
の
宮
部、
堀
井
も
上
位
に
食
い
込

ん
だ
。
続
く
カ
ル
ガ
リ
ー
(カ
ナ
ダ)
大
会
で
は
堀
井
が
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
自
己
ベ
ス
ト
で
優
勝、
宮
部
も
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

今
季
二
勝
目
を
挙
げ
た
。
女
子
の
楠
瀬、
梶
は
実
力
を
出
し
切
れ
な
か
っ
た
。

同
七
年
(九
五)
十二
月
の
ヘ
レ
ン
ベ
ー
ン
(オ
ラ
ン
ダ)
大
会
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
が二
連
勝
を
飾
り、
宮
部
も
今
季
三

戦
を
制
し
た
。
女
子
の
楠
瀬
も
よ
く
健
闘
し
た。
同
八
年
(九
六
)
一月
の
メデ
ィ
オ
(カ
ザ
フ
ス
タ
ン
)
大
会
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
堀
井
と
宮
部
が
男
子
五〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
同
タ
イ
ム
の
優
勝
を
分
け
た。
ま
た
宮
部
は
一、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
制
し
今
季
初
勝
利
を

挙
げ
た
。
二
月
の
イン
ス
ブ
ル
ッ
ク
(オ
ー
ス
ト
リ
ア)
大
会
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
が
リ
ン
ク
新
で
優
勝、
日
本
男
子
は
全
四

レー
ス
で
優
勝
を
独
占
す
る
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た。
同
年
二
月
の
ロ
ー
ズ
ビ
ル
(ア
メ
リ
カ)
大
会
出
場
の
堀
井
も
宮
部
も
と
も
に

三
位
以
内
の
入
賞
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
ま
た、
女
子
の
楠
瀬
も
上
位
進
出
が
成
ら
な
か
っ
た
。
同
八
年
(九
六)
三
月
の
カ
ル
ガ
リ
ー

(カ
ナ
ダ)
大
会
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
が
世
界
新、
日
本
新の
35秒
67を
マー
ク、
さ
ら
に
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
も
世
界
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新
、
日
本
新
の
1
分
11秒

67を
出
し
て
優
勝、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
総
合
で
堀
井
が
制
覇、
宮
部
は三
位
と
な
っ
た。

平
成
八
年
(九
六
)
十
二
月
の
チ
ョン
ジ
ュ
(韓
国)
大
会
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
が
リ
ン
ク
新
で
優
勝
を
飾り
、
W
杯
通
算

勝
利
を
16と
し
た
。
同
月
の
伊
香
保
大
会
は
一
七
カ
国
から
七
九
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
が
国
内

最
高
記
録
で
W
杯
通
算
17勝
目
を
挙
げ
た。
同
九
年
(九
七)

一月
の
カ
ル
ガ
リ
ー
(カ
ナ
ダ)
大
会
で
は
堀
井、
宮
部
と
も
に
振
る
わ

な
か
っ
た。
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
(ア
メ
リ
カ)
大
会
男
子
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
が
リ
ン
ク
新
で
連
勝、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
二

位
と
な
っ
た。
二
月
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
(オ
ー
ス
ト
リ
ア
)
大
会
男
子
五
〇
〇
、
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
堀
井
も
宮
部
も

上
位
入
賞
は
果
た
せ
な
か
っ
た。
女
子
の
楠
瀬
も
五
位
以
内
に
入
れ
な
か
っ
た
。
堀
井
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ップ
総
合
成
績
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
二
位
、
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
高
得
点
で
優
勝
を
飾
っ
た
。

同
十
年
(九
八)

一月
の
バ
ゼ
ル
ガ
デ
ィ
ビ
(イ
タ
リ
ア
)
大
会
出
場
の
堀
井
は
波
に
乗
れ
ず
屈
辱
的
な
成
績
に
沈
ん
だ
。
同
年
十
二

月
の
春
川
(韓
国)
大
会
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
出
場
の
堀
井
は
記
録
が
伸び
ず
八
位
止
ま
り
で
あ
っ
た。
同
十
一
年
(九
九)

一月
の

コ
ラ
ル
ボ
(イ
タ
リ
ア
)
大
会
男
子
代
表
の
野
崎
貴
裕
(王
子
製
紙)、

女
子
は
田
畑
真
紀
(駒
大
苫
小
牧
高
出)、

香
川
真
由
美
(同)、

妹
尾
栄
里
子
(王
子
製
紙)、

長
岡
弥
生
(苫
小
牧
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
)
ら
が
出
場
し
た
。
女
子
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
出
場
の
田
畑
が

3)
八
位
で
最
高、
ほ
か
の
選
手
は
二
ケ
タ
台
の
成
績
で
実
力
を
十
分
に
出
し
切
れ
な
か
っ
た
。

注
(1)(2)(3)

『連
盟
設
立
一
〇
周
年
記
念
誌
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ス
ケー
ト
連
盟
設
立
一〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会、
『北
海
道
年
鑑』
各

年
版
北
海
道
新
聞
社、
『新
聞
切
抜
綴
‒‒ス
ポ
ー
ツ
3
』
平
成
元
年
～
同
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
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二、
高
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト

こ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
新
制
の
高
校
が
設
置
さ
れ
て
暫
ら
く
し
て
か
ら
で、
昭
和
二
十
七
年
(一
九

競
技
選
手
権
大
会
五
二
)
一月
に
長
野
県
蓼
科
湖
で
第
一
回
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
た
。

そ
し
て
、
同
四
十
九
年
(七
四)

一月
の
第
二
三
回
大
会
で
長
谷
川
恵
子
の
活
躍
と
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
も
勝
っ
た
駒
大

苫
高
女
子
は
学
校
別
対
抗
で
初
優
勝
し
た
。
同
五
十
年
(七
五
)
二
月
に
は
第二
四
回
大
会
を
迎
え、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
富
士
急
ハ

イ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た。
男
子
で
は
東
出
俊
一
(苫
工
高
)、
女
子
の
で
は
邨
中
正
子
(苫
西
高
)、
小
林
明
子
(駒
大
苫
高)、

船
橋
咲

恵
(同)

ら
が
活
躍
し
た
が、
駒
大
苫
高
女
子
は
振
る
わ
ず
四
位
に
甘
ん
じ
た
。

第
二
五
回
大
会
は
同
五
十
一
年
(七
六
)
一月
八
戸
で
行
わ
れ、
女
子
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
船
橋
咲
恵
(駒
大
苫
高
)
が
優
勝
、

三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
吉
田
葉
子
(同)

が
勝
ち
、
学
校
別
で二
年
ぶ
り
二
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た。
第
二
六
回
大
会
は
同
五
十
二
年

(七
七)

一月、
群
馬
県
伊
香
保
町
で
行
わ
れ
、
女
子
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
早
坂
悦
子
(駒
大
苫
高
)
が
大
会
新
で
優
勝
し
た
。
ま

た
女
子
二
、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
(早
坂、
船
橋、
脇
田、
森
)
が
大
会
新、
日
本
高
校
新
で
優
勝
を
飾
っ
た
。
第
二

七
回
大
会
は
同
五
十
三
年
(七
八)

一月、
盛
岡
市
で
行
わ
れ
た
。
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
石
井
和
恵
(駒
大
苫
高)、

一、
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
は
脇
田
貴
美
子
(同
)
が
制
し
、
男
子
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
も
勝
利
し
、
学
校
対
抗
で
駒
大
苫
高
女
子
が
一
位
と

な
り
、
以
後
八
連
覇
と
な
っ
た
。

第
二
八
回
大
会
は
同
五
十
四
年
(七
九)
一月、

長
野
県
軽
井
沢
町
で
行
わ
れ、
女
子
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
大
会
新
を
マー
ク
し

て
脇
田
貴
美
子
が
優
勝、
同
三
、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
高
校
新
を
出
し
た
早
坂
悦
子
が
活
躍
し
て
二
連
覇
を
達
成
し
た。
ま
た、
二、

〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
男
子
が
大
会
新、
同
女
子
が
日
本
新
を
出
し
て
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
っ
た。
第
二
九
回
大
会
は
同
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五
十
五
年
(八
〇
)
一月
に
釧
路
市
で
行
わ
れ、
女
子
の
五
〇
〇
、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
石
井
和
恵
が
優
勝
を
飾
り
、
リ
レ
ー
も
勝
っ

て、
学
校
対
抗
の
女
子
は
駒
大
苫
高
が三
年
連
続
五
度
目
の
全
国
一
に
輝
い
た
。

第
三
〇
回
大
会
は
昭
和
五
十
六
年
(八
一)

一月、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ、
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
日
向
寺
三
佳
(駒
大
苫
高)
が
大
会
新で
優
勝、
女
子
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
橋
本
聖
子
(同)

が
大
会
新
で、
ま
た三
、
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
で
も
橋
本
が
二
冠
に
輝
い
た
。
女
子
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
(平
、
日
向
寺、
佐
藤、
長
崎)
は
日
本
新

で
優
勝
を
飾
っ
た。
第
三
一
回
大
会
は
同
五
十
七
年
(八
二
)
一月、

八
戸
市
長
根
リン
ク
で
行
わ
れ、
男
子
一、
〇〇
〇
、
五、
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
で
樽
本
覚
(駒
大
苫
高)
が
優
勝、
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
平
智
聡
(同)、

三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
佐
藤
千
栄
子

(同
)、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
橋
本
聖
子
(同)

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
果
た
し
た。
ま
た、
女
子
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
駒

大
苫
高
(房
野、
田
中、
佐
藤、
平)
は
大
会
新、
高
校
新
を
マ
ー
ク
し
て
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
三
二
回
大
会
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
一月、

岩
手
県
盛
岡
市
県
営
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
女
子
五
〇
〇
、
一、

房
野
抄
子
(駒
大
苫
高)、

一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
関
ナ
ツ
エ
(同)、

三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
伏
見
克
代
(同
)
が
優
勝、
二
、
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
も
駒
大
苫
高
が
勝
っ
て、
六
連
覇
を
達
成
し
た
。
第
三
三
回
大
会
は
同
五
十
九
年
(九
四)

一月
に
釧
路
市
で

行
わ
れ、
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
田
中
明
美
(駒
大
苫
高
)、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
関
ナ
ツ
エ
(同
)、
三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

浅
尾
恵
子
(同
)
が
優
勝
を
飾
っ
た
。
ま
た
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
が
無
敵
の
四
連
勝
を
遂
げ
た
。

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

第
三
四
回
大
会
は
同
六
十
年
(八
五)

一月、
日
光
市
で
行
わ
れ、
帰
山
由
美
(駒
大
苫
高)
が
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で、
関
ナ
ツ

エ
(同
)
が
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
大
会
新
を
出
し
て
優
勝
し
た
。
ま
た、
二、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
駒
苫
高
女
子
が
学
校
対

抗
で
八
連
勝
を
達
成
し
た。
第
三
五
回
大
会
は
同
六
十
一
年
(八
六)
一月、

群
馬
県
伊
香
保
町
で
行
わ
れ、
帰
山
由
美
(駒
大
苫
高)

は
一、
五
〇
〇、
三、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
種
目
を
制
し
た
が、
学
校
対
抗
で
は
九
連
覇
は
な
ら
な
か
っ
た
。
第三
六
回
大
会
は
同
六
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

十
二
年
(八
七)
一月、

八戸
市
長
根
リン
ク
で
行
わ
れ
た
が、
常
勝
の
苫
小
牧
勢
に
優
勝
者
の
な
い
大
会
に
終
わ
った。

第
三
七
回
大

会
は
昭
和
六
十
三
年
(八
八
)
一月
帯
広
市
で
行
わ
れ、
女
子
五
〇
〇
、
一〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
大
月
利
恵
(苫
南
高)
が
二
冠
王
と
な
っ

た
。
女
子
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
が
高
校
新
で
優
勝
し
た
。

第
三
八
回
大
会
は
平
成
元
年
(八
九)
一月
に
軽
井
沢
町で
行
わ
れ、
女
子三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
山
本
宏
美
(駒
大
苫
高)
が
優

勝
し
た
が、
女
王
の
座
に
あ
っ
た
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
は
惨
敗
し
た
も
の
の
、
学
校
別
対
抗
で
は
四
年
ぶ
り
一一
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
三
九
回
大
会
は
同
二
年
(九
〇
)
一
月
に
盛
岡
市
で
行
わ
れ
た。
女
子
一、
五
〇
〇
、
三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
鉄
田
貴
子
(駒
大
苫

高
)
が
二
冠
に
輝
い
た。
ま
た、
女
子
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
が
優
勝、
前
年
の
雪
辱
を
果
た
し
学
校
別
対
抗
で
二
年
連
続
一二
度
目
の
優

勝
を
飾
っ
た。
第
四〇
回
大
会
は
同
三
年
(九
一)
一月、

富
士
吉
田
市
で
行
わ
れ
た
。
駒
大
苫
高
は
善
戦
し
た
が
結
果
を
出
す
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
第
四
一
回
大
会
は
同
四
年
(九
二
)
一月
に
日
光
市
で
行
わ
れ、
男
子
の
大
槻
嘉
(苫
南
高)
が
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

優
勝、
女
子
の
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
大
竹
口
綾
(駒
大
苫
高)
が
優
勝
し
た
。
ま
た、
女
子
リ
レ
ー
で
は
駒
大
苫
高
が
日
本
高
校
新
を
マ
ー

ク
し
て
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

第
四
二
回
大
会
は
同
五
年
(九三
)
一月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で、
苫
小
牧
市
で
は三
十
九
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た。
大
会
に

は
三
二
都
道
府
県
から
二
七
八
校、
一、
二
八
一
人
が
参
加
し
た。
女
子
五
〇
〇
、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
香
川
真
由
美
(駒
大
苫
高
)

が
二
冠
を
達
成
し
、
女
子
リ
レ
ー
で
も
駒
大
苫
高
(原
田、
大
竹
口
、
植
松、
香
川
)
が
リ
ン
ク
新
で
制
し、
女
子
学
校
対
抗
は
駒
大
苫

高
が
二
年
連
続
一
四
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た。
第
四
三
回
大
会
は
同
六
年
(九
四)

一月
に
福
島
県
郡
山
市
で
行
わ
れ、
駒
大
苫
高
女
子

の
大
竹
口
が
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝、
原
田
季
世
子
が
二
位
と
な
っ
た
。
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
虎
口
貴
子
が
優
勝、
沢
田
こ
ず

え
が
二
位
と
な
っ
た
。

第
四
四
回
大
会
は
同
七
年
(九
五)

一月
に
八
戸
市
で
行
わ
れ、
苫
小
牧
勢
の
優
勝
は
な
か
っ
た
が、
全
体
的
な
活
躍
に
よ
り
学
校
別
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対
抗
で
は
駒
大
苫
高
が
一
五
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
第
四
五
回
大
会
は
平
成
八
年
(九
六)
一月
に
群
馬
県
伊
香
保
町
で
行
わ
れ
た
が、

苫
小
牧
勢
の
活
躍
は
な
か
っ
た。
第
四
六
回
大
会
は
同
九
年
(九
七)

一月
に
釧
路
市
で
行
わ
れ、
女
子
リ
レ
ー
で
駒
大
苫
高
が
久
し
ぶ

り
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
第
四
七
回
大
会
は
同
十
年
(九
八
)
一月
に
福
島
県
郡
山
市
で
行
わ
れ
た
が、
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
石
黒

真
弓
(駒
大
苫
高)
が
二
位
に
入
賞
し
た
の
が
最
高
で
あ
っ
た
。
第
四
八
回
大
会
は
同
十
一
年
(九
九)

一月
に
長
野
市
で
行
わ
れ、
苫

小
牧
勢
は
か
つ
て
の
黄
金
時
代
に
か
げ
り
が
見
え、
帯
広
、
釧
路
圏
や
本
州
勢
に
上
位
を
独
占
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
の
奮
起
を
期
待

し
た
い
。

全
道
高
校
ス
ケ
ー
ト

全
道
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
は
全
国
大
会
よ
り
三
年
早
い、
昭
和
二
十
四
年
(四
九)

一月
八
日

競
技
選
手
権
大
会
に
苫
小
牧
市
の
王
子
製
紙
リ
ン
ク
で
行
な
わ
れ
た
の
が
そ
の
初
ま
り
で
あ
っ
た
。

全
国
大
会
で
活
躍
し
た
選
手
は、
当
然
な
がら
本
大
会
で
も
活
躍
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
そ
の
活
躍
し
た
選
手
の
み
を
挙
げ
る
こ
と
に

す
る
。
同
五
十
年
代
(七
五
～)

前
半
の
高
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
界
の
精
鋭
に
は、
駒
大
苫
高
の
中
村
裕
信
、
脇
田
貴
美
子
、
吉
田
葉

子
、
佐
藤
千
栄
子、
日
向
寺
三
佳
ら
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
後
半
で
は
駒
大
苫
高
の
竹
原
信
男、
樽
本
覚、
橋
本
聖
子、
石
井
和

恵
、
早
坂
悦
子
、
平
智
聡、
伏
見
克
代、
関
ナ
ツ
エ
、
房
野
抄
子、
田
中
明
美、
浅
尾
恵
子、
山
口
優
瑞、
苫
小
牧
中
央
高
の
戸
田
則
子、

山
木
恵
子、
道
日
大
の
山
本
達
也、
今
井
弘、
椿
央、
南
道
彦
ら
が
選
手
権
大
会
で
競
り
合
っ
て
記
録
に
挑
戦
し
て
い
た
。

同
六
十
年
代
(八
五
～)

に
お
け
る
全
道
大
会
で
際
立
っ
た
成
績
を
収
め
た
選
手
に
は
、
苫
南
高
の
大
月
利
恵
、
駒
大
苫
高
の
山
本
真

弓、
佐
藤
敏
恵
、
楠
瀬
志
保、
椿
文
子、
鉄
田
貴
子
、
山
本
宏
美、
佐
藤
浩
子、
門
田
千
代、
塚
原
倫
朗
ら
が
い
た
。

平
成
年
代
(八
九
～)
に
入
っ
て
か
ら
は
駒
大
苫
高
の
佐
藤
慶
一、
長
岡
弥
生、
田
畑
真
紀、
大
竹
口
綾、
野
中
亜
希
子、
小
林
加
苗

恵
、
三戸
伸
崇
と
苫
南
高
の
沢
口
一
樹
など
の
活
躍
が
あ
った。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

注
(1)(2)

『北
海
道
年
鑑
』
各
年
版
北
海
道
新
聞
社、
『新
聞
切
抜
綴‒‒ス

ポー
ツ
1
2
3
』
昭
和
五
十
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事

務
局
編

三、
中
学
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

全
国
中
学
校
ス

第
一
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
は
昭
和
五
十
六
年
(一
九
八
一)
二
月
に
八
戸
市
長
根
リ
ン
ク
で
行

ケ
ー
ト
競
技
大
会
わ
れ
た。
田
中
明
美
(啓
北)、

関
ナ
ツ
エ
(明
倫)
の
活
躍
が
あ
っ
た
が、
優
勝
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
第
三

回
大
会
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
二
月
に
長
野
県
軽
井
沢
町
で
行
わ
れ、
女
子
三
、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
帰
山
由
美
(啓
北)
が
大
会
新

を
マ
ー
ク
し
て
優
勝、
諸
橋
緑
(同)

も
二
位
に
な
り
女
子
総
合
で
も
啓
北
中
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
五
回
大
会
は
同
六
十
年
(八
五
)
一月、

釧
路
市
柳
町
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
大
月
利
恵
(啓
明)
が
女
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝、

一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
三
位
と
な
っ
た
。
第
七
回
大
会
は
同
六
十
二
年
(八
六
)
二
月
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン

ド
で
行
わ
れ、
女
子
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
山
本
真
弓
(和
光)
が
大
会
新
で
優
勝
し
、
女
子
学
校
別
対
抗
で
も
和
光
中
が
初
優
勝
に

輝
い
た。
第
八
回
大
会
は
同
六
十
三
年
(八
八
)
二
月
に
栃
木
県
日
光
市
で
行
わ
れ、
長
岡
弥
生
(和
光)
が
女
子
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ルで
優
勝
し、
女
子
学
校
別
対
抗
で
も
和
光
中
が二
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
第
九
回
大
会
は
平
成
元
年
(八
九)
二
月
に
八
戸
市
の
長
根

リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
長
岡
(和
光)
は
女
子
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝、
三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は二
位、
曽
我
(同
)
は
五
〇
〇

メー
ト
ル
で
二
位
の
成
績
を
収
め、
女
子
学
校
別
対
抗
で
堂
の々
三
年
連
続
優
勝
を
飾
った
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら、
そ
の
後
の
大

会
で
は
苫
小
牧
勢
は
不
振
に
終
わ
っ
た
い
る
。

第
一
九
回
大
会
は
同
十
一
年
(九
九)
二
月
に
盛
岡
市
の
県
営
リ
ン
ク
で
行
わ
れ
た
が、
女
子
一、
五
〇
〇
、
三、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
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(1)
で
小
野
寺
未
夏
(啓
北)
が二
冠
に
輝
い
た
も
のの
、
学
校
別
対
抗
女
子
で
啓
北
中
は二
位
に
と
ど
ま
り
、
他
の
選
手
の
記
録
は
不
調
に

終
わ
っ
た。

全
道
中
学
校
ス

全
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
の
第
一
回
大
会
は、
昭
和
四
十
六
年
(七
一)
一月
六
日
か
ら
苫
小
牧
市
の

ケ
ー
ト
競
技
大
会

ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
全
道
中
学
放
送
ス
ピ
ー
ド
選
手
権
大
会
が
そ
の
初
ま
り
で
あ
っ

た
。
苫
小
牧
勢
で
は
女
子
の
中
道
悦
子
(勇
払)
が
五
〇
〇
、
一〇
〇
〇
、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
三
種
目
制
覇
を
遂
げ
た
。
ま
た
男

子
の
加
藤
秀
樹
(和
光)
が
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
二
位
の
成
績
を
収
め
た。
第
二
回
大
会
は
同
四
十
七
年
(七二

)
一月
に
千
歳
市

営
リ
ン
ク
で
行
わ
れ
、
男
子
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
岡
村
利
行
(和
光)
が
優
勝、
斉
藤
(同
)
が
三位
と
な
っ
た
。

第
四
回
大
会
は
同
四
十
九
年
(七
四)

一月
に
苫
小
牧
市
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ、
女
子
の
船
橋
咲
恵
(和
光)

は
一、
〇
〇
〇
、
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
冠
に
輝
い
た。
脇
田
貴
美
子
(啓
北)
は
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
二
位
と
な
っ
た
。

第
七
回
大
会
は
同
五
十
二
年
(七
七)

一月、
白
老
町
ポ
ロ
ト
湖
で
行
わ
れ、
女
子
の
佐
藤三
重
子
(啓
北)
が
一、
〇
〇
〇
、
一、

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
種
目
を
制
覇、
石
井
和
恵
(同)

は
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
二
位
と
な
っ
た
。
同
五
十
三
年
(七
八
)
一月
の

第
八
回
大
会
は
釧
路
市
の
柳
町
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
山
木
恵
子
(和
光)
が
女
子
一、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
を
飾
っ
た。
第
九
回
大

会
は
同
五
十
四
年
(七
九)

一月、
札
幌
市
真
駒
内
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
女
子
の
山
木
恵
子
(和
光)
が
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
二
連

覇
を
達
成
し
た
。

第
一三
回
大
会
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
一月、

札
幌
市
の
真
駒
内
リ
ン
ク
で
行
わ
れ
た。
女
子
の
帰
山
由
美
(啓
北)
は三
、
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝、
山
田
法
子
(凌
雲)
が
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
栄
冠
に
輝
い
た
。
第
一
四
回
大
会
は
同
五
十
九
年
(八
四)
一月
、

苫
小
牧
市
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
女
子
一、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
大
月
利
恵
(啓
北)
が
優
勝
し
た
に
と
ど
ま
っ

た
。
第
一
五
回
大
会
は
同
六
十
年
(八
五)

一月、
帯
広
市
緑
ケ
丘
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
男
子
五、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
久
保
大
輔
(明
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倫)
が
優
勝、
女
子
の
大
月
利
恵
(啓
明)
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
し
た
。
第
一六
回
大
会
は
同
六
十
一
年
(八
六)
一月、

釧
路

市
柳
町
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
女
子
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
谷
美
和
(和
光)
が
強
敵
の
山
本
宏
美
(白
老)
を
抑
え
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
一
七
回
大
会
は
昭
和
六
十二
年
(八
七)

一月、
札
幌
市
真
駒
内
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
男
女
と
も
そ
れ
な
り
の
活
躍
が
あ
り、
女
子
リ

レ
ー
で
和
光
中
が
栄
冠
に
輝
い
た
。

第
一
八
回
大
会
は
同
六
十三
年
(八
八)

一月
八
日
から
帯
広
で
行
わ
れ
女
子
三
、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
長
岡
弥
生
(和
光)
が
堂
々

の
優
勝
を
飾
っ
た。
第
二
〇
回
大
会
は
平
成
二
年
(九〇
)
一月、

釧
路
市
柳
町
リ
ン
ク
で
行
わ
れ
が、
記
録
は
低
調
に
終
わ
っ
た
。
そ

の
後
も
苫
小
牧
中
学
勢
は
低
迷
を
続
け、
二、
三
の
選
手
が
上
位
入
賞
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

平
成
七
年
(九
五)

一月
の
第
二
五
回
大
会
は
札
幌
市
真
駒
内
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
女
子
で
は
石
黒
真
弓
(明
野)
が
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
で
、
男
子
で
は
半
崎
泰
生
(明
野)
が三
、
〇〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
苫
小
牧
勢
と
し
て
は
久
の々
優
勝
を
飾
っ
た。

第
二
八
回
大
会
は
同
十
年
(九
八)

一月、
釧
路
市
柳
町
リ
ン
ク
で
行
わ
れ、
女
子
の
小
野
寺
未
夏
(啓
北
)
が
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト

(2)
ル
で
優
勝
し
た
が、
翌
十
一年

(九
九)
の
第
二
九
回
大
会
で
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。

注
(1)(2)

『連
盟
創
立
10周
年
記
念
誌
‒‒協
会
創
立
7
周
年
』
平
成
九
年
苫
小
牧
ス
ケー
ト
連
盟
、『北

海
道
年
鑑
』
各
年
版
北
海
道
新
聞
社、

『新
聞
切
抜
綴
‒‒ス
ポー
ツ
1
2
3
』
昭
和
五
十
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
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第
六
節

野

球

王
子
製
紙
硬
式

一、
社
会

人
野

球

王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
硬
式
野
球
部
(根
岸
幸
男
監
督)
は
昭
和
二
十
五
年
(一
九
五
〇
)
五
月
に
当
時
道
内
で

野
球
部
の
発
足
最
強
を
誇
っ
て
い
た
同
軟
式
野
球
部
を
母
体
に
結
成
し、
日
本
社
会
人
野
球
協
会
北
海
道
連
盟
に
登
録
し
た。

当
時
の
王
子
球
場
(現
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ニ
ュー
王
子
)
は
軟
式
球
場
の
た
め
非
常
に
不
備
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
二
十
六
年
(五

一)
に
市
内
旭
町
(現
末
広
町
・
総
合
体
育
館)
の
王
子
製
紙
社
有
地
に
市
営
球
場
が
建
設
さ
れ
て
、
軟
式
か
ら
硬
式
へ
の
本
格
的
な
猛

練
習
が
始
ま
っ
た
。

初
の
公
式
戦
は
同
二
十
五
年
(五
〇
)
六
月
の
第二
回
北
海
道
社
会
人
野
球
結
成
大
会
が
札
幌
市
の
中
島
球
場
で
一
七
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
が、
ト
ラ
ック
に
幌
を
か
け
砂
利
道
の
ガ
タ
ガ
タ
道
路
に
揺
ら
れ
埃
ま
み
れ
の
出
陣
で
あ
っ
た
。
公
式
戦
初
出
場
の
王
子

製
紙
苫
小
牧
工
場
は
古
豪
の
三
菱
美
唄、
土
屋
建
設
を
破
り、
準
決
勝
で
強
豪
・
小
樽
協
会
と
対
戦
苦
杯
し、
三・
四
位
戦
で
も
函
館
太

洋
に
敗
れ、
初
陣
は
四
位
の
成
績
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
試
合
経
験
が
原
点
と
な
っ
て
王
子
製
紙
苫
小
牧
は
社
会
人
野
球
界
の
強
豪
に

ま
で
成
長
し
て
い
っ
た
。

-)
創
部
五
十
年
余
を
経
た
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
野
球
部
は
都
市
対
抗
出
場
一
〇
回、
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
出
場
一〇
回
の
戦
跡
を

飾
り、
特
に
同
六
十二
年
(八
七)
の
第
五
八
回
都
市
対
抗
本
大
会
で
は
ベ
ス
ト
8
に
残
る
活
躍
が
あ
っ
た
。
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都
市
対
抗
野
球

大
会
へ
の
出
場

昭
和二
十
六
年
(五
一)
から
毎
回
出
場
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
野
球
部
は、
同三
十
四
年
(五
九)
の
第三

○
回
都
市
対
抗
野
球
兼
日
本
選
手
権
北
海
道
地
方
大
会
(一
六
チ
ー
ム
参
加)
に
出
場、
円
山
球
場
で
の
決
勝
で
王

子
製
紙
は
羽
幌
炭
礦
を
13対
8
で
破
り
初
優
勝
し
チ
ー
ム
結
成
後、
苦
節
十
年
目
に
し
て
宿
願
の
夏
の
後
楽
園
進
出
を
果
た
し
た
。
そ
の

後
も
都
市
対
抗
野
球
道
大
会
で
優
勝
し
、
同
四
十
年
代
(六
五
～)
ま
で
に
四
回
、
憧
れ
の
後
楽
園
へ
出
場
し
健
闘
し
た
。

し
か
し
、
同
五
十
年
(七
五)
に
は
国
内
の
イ
ン
フ
レ
、
不
況
の
あ
お
り
で
野
球
部
は
対
外
試
合
の
自
粛
を
決
め
当
面、
出
場
を
見
合

わ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が、
同
五
十
六
年
(八
一)
七
月、
第
五
二
回
都
市
対
抗
野
球
で
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
(平
田
衛
一
監
督)
は

十
五
年
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
見
事
掻
い
潜
り
、
全
勝
で
四
度
目
の
道
第
一
代
表
と
な
っ
た
。

(2) 王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
本
大
会
一
回
戦
で
三
菱
重
工
長
崎
と
対
戦、
好
機
に
決
定
打
を
欠
い
た
王
子
は
3
対
6
で
一
回
戦
突
破
は
成

ら
な
か
っ
た
。
な
お、
王
子
の
樋
口
博
美
投
手
が
第
五
回
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
カ
ッ
プ
野
球
大
会
の
全
日
本
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ

た
。同
五
十
八
年
(八三
)
七
月、
第
五
四
回
大
会
に
北
海
道
第二
代
表
の
王
子
製
紙
苫
小
牧工
場
は、
二
年
ぶ
り
通
算
五
度
目
の
後
楽
園

出
場
と
な
っ
た。
第
一
戦
で
新
日
鉄
名
古
屋
の
打
線
に
つ
か
ま
り
、
最
終
回
に
3
点
本
塁
打
を
許
し
6
対
7
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫

し
た。
第
五
六
回
大
会
は
同
六
十
年
(八
五
)
七
月
に
行
わ
れ、
北
海
道
第
二
代
表
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は、
初
戦
で
N
T
T
東
京

と
対
戦
し
、
八
回
に
満
塁
本
塁
打
を
浴
び
た
王
子
が
N
T
T
に
突
き
放
さ
れ、
悲
願
の
一
勝
は
成
ら
な
か
っ
た
。

第
五
八
回
大
会
は
同
六
十
二
年
(八
七
)
七
月、
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
(樋
口
博
美
監
督)
は
一
回
戦
で
川
崎
市
の
三
菱
自
動
車
川

崎
と
対
戦
し
1
点
を
争
う
大
接
戦
と
な
っ
た
が
最
終
回、
四
時
間
の
熱
戦
の
末
、
王
子
の
猛
攻
で
七
回
目
の
後
楽
園
出
場
で
悲
願
の
一
回

(3)
戦
突
破
を
果
た
し
、
応
援
席
は
大
歓
声
の
ル
ツ
ボ
と
化
し
た。
準
決々
勝
で
は
N
T
T
東
海
に
惜
し
く
も
敗
れ
た
。

第
六
七
回
大
会
は
平
成
八
年
(九
六)
八
月、
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
。
新
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
(石
井
馨
監
督)
は
九
年
ぶ
り
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八
度
目
の
道
代
表
権
を
獲
得、
本
戦
に
出
場
し
た。
新
王
子
は
一
回
戦
で
浜
松
市
の
ヤ
マ
ハと
対
戦
し
た
が
ヤ
マ
ハ
に
大
量
点
を
許
し
1

対
8
で
初
戦
で
敗
退
し
た
。

第
六
八
回
大
会
は
同
九
年
(九
七)
七
月、
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
。
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
大
阪
市
・
日
本
生
命と
対
戦
し、

優
勝
候
補
の
日
生
を
相
手
に
粘
り
の
挑
戦
野
球で
奮
闘
し
た
が
終
盤
、
力
尽
き
初
戦
突
破
は
成
ら
な
か
っ
た
。

第
七
〇
回
大
会
は
同
十
一
年
(九
九
)
七
月、
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ、
道
第
一
代
表
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
神
奈
川
の
第
二
代

表
川
崎
市
の
優
勝
実
績
四
回
の
東
芝
と
対
戦
し、
3
対5
で
及
ば
ず
敗
れ
た
。
同
年
八
月
に
王
子
製
紙
苫
小
牧
硬
式
野
球
部
の
石
井
馨
監

督
が
勇
退
、
新
監
督
に
大
西
豊
勝
が
就
任
し
た
。
道
内
五
強
と
い
わ
れ
た
王
子
は
同
七
年
(九
五
)
以
降、
都
市
対
抗
で三
回、
日
本
選

手
権
で
は
五
年
連
続
の
代
表
権
を
獲
得
す
る
な
ど
道
内
の
強
豪
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
。

社
会
人
野
球
日

第
九
回
日
本
社
会
人
野
球
選
手
権
大
会
は
昭
和
五
十
七
年
(八
二
)
十
月
に
大
阪
球
場
で
行
わ
れ、
本
道
代
表
初

本
選
手
権
大
会
出
場
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
四
国
代
表
の
大
倉
工
業
と
対
戦
し
、
二
番
手
投
手
の
大
西
豊
勝
が
大
倉
打
線
を
抑

え、
外
野
手
の
阿
部
一
行
の
決
勝
3
ラ
ン
で
打
ち
勝
ち
初
戦
を
突
破
し
た
。
二
回
戦
で
王
子
製
紙
は
近
畿
代
表
の
新
日
鉄
堺
と
対
戦、
王

子
の
エー
ス
樋
口
が
2
ホ
ー
マ
ー
を
浴
び
る
な
ど
し
て
敗
れ
ベ
ス
ト
8
進
出
は
成
ら
な
か
っ
た
。

第
一
〇
回
日
本
選
手
権
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
十
月
に
大
阪
球
場
で
行
わ
れ
、
本
道
代
表
と
し
て
二
年
連
続
二
度
目
の
出
場
を
果
た

し
た
王
子
製
紙
苫
小
牧
(平
田
衛
一
監
督)
は
初
日
の
第
一
試
合
で
電
電
四
国
と
対
戦
し、
王
子
は
大
西、
樋
口
の
好
継
投
で
電
電
を
破

り
初
戦
を
制
し
た
。
二
回
戦
で
王
子
はベ
ス
ト
8
進
出
を
か
け
て
地元
近
畿
の
松
下
電
器
と
対
戦
し
た。
接
戦
の
好
試
合
と
な
っ
た
が
王

子
は
最
終
回
に
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
、
前
年
に
続
き
二
回
戦
の
壁
を
破
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
一三
回
日
本
選
手
権
は
同
六
十
一
年
(八
六
)
十
月
大
阪
球
場
で
行
わ
れ、
本
道
代
表
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
(樋
口
博
美
監
督
)

は
一
回
戦
で
兵
庫
代
表
の
新
日
鉄
広
畑
と
対
戦
し
、
2
対
2
の
同
点
で
迎
え
た
九
回
に
広
畑
の
二
塁
打
で
2
点
を
奪
わ
れ
王
子
が
突
き
放
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NILA19
Shapes
5

王子製紙苫小牧工場野球部

さ
れ
た
。

第
二
二
回
日
本
選
手
権
は
平
成
七
年
(九
五)
十
月
に
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
で

行
わ
れ
た
。
本
道
代
表
と
し
て
八
年
ぶ
り
五
度
目
の
出
場
を
果
た
し
た
新
王
子
製
紙
苫
小

牧
工
場
は
一
回
戦
で
新
日
鉄
名
古
屋
と
対
戦
し
、
先
制
直
後
に
逆
転
を
喫
し
追
加
点
を
奪

わ
れ
て
反
撃
を
阻
ま
れ
2
対5
で
敗
れ
た
。

第
二
三
回
日
本
選
手
権
は
同
八
年
(九
六
)
十
月
に
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
で
行

わ
れ、
二
年
連
続
六
度
目
出
場
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
一
回
戦
で
北
陸
銀
行
と
対
戦

し
接
戦
の
末、
王
子
が
5
対
6
の
1
点
差
で
惜
敗
し
て
第
一〇
回
大
会
以
来
一三
年
ぶ
り

の
初
戦
突
破
は
成
ら
な
か
っ
た。

第
二
四
回
日
本
選
手
権
は
同
九
年
(九
七)
十
月
大
阪
シ
テ
ィ
ー
ド
ー
ム
で
行
わ
れ、

本
道
代
表
で
三
年
連
続
出
場
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
開
幕
一
回
戦
で
日
本
生
命
と
対

戦
し
2
対
7
で
王
子
が
敗
れ
て
念
願
の
初
戦
突
破
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

第
二
五
回
日
本
選
手
権
は
同
十
年
(九
八
)
十
月
に
大
阪
シ
テ
ィ
ー
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
四
年
連
続
八
度
目

の
道
代
表
と
し
て
出
場、

一回
戦
で
四
国
代
表
の
N
T
T
四
国
と
対
戦
し
延
長
一
二
回
の
大
熱
戦
の
末、
勝
ち
越
し
を
許
し
た
王
子
は
裏

の
攻
撃
で
追
い
上
げ
ら
れ
ず
ま
た
も
や
初
戦
勝
利
の
壁
に
阻
ま
れ
た
。

(五
)

第
二
六
回
日
本
選
手
権
は
同
十
一
年
(九
九)
十
月
に
大
阪
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た。
道
代
表
の
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
は
一回
戦
で
日

産
自
動
車
と
対
戦、

一時
は
先
行
す
る
展
開
と
な
っ
た
が
打
線
の
反
撃
及
ば
ず
4
対
7
で
敗
れ
た。

道
内
で
は
輝
か
し
い
伝
統
を
持
つ
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
野
球
部
で
は
あ
っ
た
が、
会
社
そ
の
も
の
が
企
業
合
併
に
よ
り
巨
大
化
し、
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苫
小
牧
工
場、
春
日
井
工
場、
米
子
工
場
に
そ
れ
ぞ
れ
野
球
部
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
収
益
へ
の
影
響
も
あ
り、

企
業
に
お
け
る
ス
ポー
ツ
活
動
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
同
社
経
営
会
議
で
も
論
議
さ
れ、
す
で
に
平
成
十
年
(九
八)
九

月
に
米
子
工
場
野
球
部
の
廃
止
を
決
め、
苫
小
牧
工
場
に
つ
い
て
も
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部、
ス
ピ
ー
ト
ス
ケ
ー
ト
部
を
残
し
、
野
球
部
は

春
日
井
工
場
に
統
合
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
平
成
十
一
年
(九
九
)
十
二
月
二
十
一
日
に
梶
田
工
場
長
代
理
(野
球
部
長)
は
翌
十

(5)
二
年
(二
〇
〇
〇
)
八
月
を
以
て
苫
小
牧
工
場
野
球
部
を
休
部
す
る
旨
発
表
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
都
市
苫
小
牧
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
で

は
あ
っ
た
が、
道
内
社
会
人
チ
ー
ム
は
す
で
に
変
革
期
を
迎
え
て
お
り、
同
十
一
年
末
現
在
で
企
業
チ
ー
ム
は
僅
か
六
で
あ
り、
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
一三
と
な
っ
て
いる
こ
と
か
ら
も
こ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
も
は
や
時
代
の
流
れ
な
の
か
もし
れ
な
い
。

注
(1)

『四〇
年
の
歩
み
』
平
成三年

王
子
製
紙(株)苫

小
牧
工
場
硬
式
野
球
部

(2)
『北
海
道
年
鑑
‒‒昭

和
57年

度
』
昭
和
五
十
八
年
北
海
道
新
聞
社

(3)(4)
『新
聞
切
抜
綴
‒‒ス

ポ
ー
ツ
1
・
2
・
3
』
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(5)
『苫
小
牧
民
報』

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
号
苫
小
牧
民
報
社

二、
高

校
野
球

全
国
高
校
野
球
選

苫
小
牧
の
高
校
勢
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
の
は、
苫
小
牧
工
業
高
が
春
の
選
抜
大
会
に
は

手
権
大
会
の
出
場
・昭
和
三
十
一
年
(一
九
五
八
)、
同
三
十
四
年
(五
九
)、
同
四
十
七
年
(七
二
)、
同
四
十
九
年
(七
四)、

平
成

元
年
(八
九)
の
五
回、
夏
の
甲
子
園
出
場
は
昭
和
四
十
七
年
(七二
)
の
一
回
の
出
場
を
果
た
し
て
い
た
。
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一方、
苫
小
牧
東
高
は
昭
和三
十
二
年
(五
七)、

同
四
十
年
(六
五
)、
同
四
十
三
年
(六
八)、

平
成
十
年
(九
八)
の
選
抜
甲
子
園

に
四
回
出
場、
同
三
十
四
年
(五
九
)
の
夏
の
甲
子
園
に
一
回、
ま
た、
駒
大
苫
小
牧
高
が
同
四
十
一
年
(六
六)
の
夏
の
大
会
一
回
出

場
し
て
お
り
、
苫
小
牧
勢
は
春
の
甲
子
園
に
九
回
出
場、
夏
の
大
会
に三
回
出
場、
計
一二
回
の
出
場
を
果
た
し
て
い
た
。
(1)

同
四
十
九
年
(七
四)
三月
、
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
た
第
四
六
回
選
抜
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
は
苫
小
牧
工
高
(金
子
満
夫
監
督)

が
四
度
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。
一回
戦
で
苦
工
高
は
緒
戦
から
強
豪
の
広
島
商
と
対
戦
し
た
が、
健
闘
む
な
し
く
0
対
2
と
惜
敗
涙
を

の
ん
だ
。

第
六
一
回
選
抜
大
会
は
平
成
元
年
(八
九)
三月
甲
子
園
で
開
幕
し
た
が、
苫
小
牧

工
高
は
昭
和
四
十
九
年
以
来
の
実
に
十
五
年
ぶ
り
の
念
願
の
甲
子
園
出
場
で
あ
っ
た
。

開
会
式
直
後
の
第
一
試
合
で
日
高
高
(和
歌
山)
と
対
戦
し
、
両
軍
合
わ
せ
て
3
安
打

の
大
会
新
記
録
を
マ
ー
ク
す
る
大
乱
戦
と
な
っ
た。
苫
工
高
は
序
盤
の
劣
性
から
成
田

の
記
念
す
べ
き
平
成
第
一号
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
大
逆
転
を
演
じ
12対
7
で
選
抜
大

会
悲
願
の
甲
子
園
初
勝
利
を
挙
げ、
苫
工
高
「遠
く
狭
霧
に
つ
つ
ま
れ
て
」
の
校
歌
を

と
ど
ろ
か
せ
た
。
苫
工
高
は二
回
戦
で
強
豪
・
京
都
西
高
と
対
戦
し、
苫
工
高
が
初
回

に
2
点
を
先
行
し
た
が、
中
盤
で
京
都
西
に
大
量
点
を
奪
わ
れ
2
対
11と
突
き
放
さ
れ

ベ
ス
ト
8
進
出
は
なら
な
かっ
た。

第
七〇
回
選
抜
大
会
に
出
場
の
た
め
平
成
十
年
(九
八)
三月
二
十
日
に
甲
子
園
入

り
し
た
苫
東
高
は、
二
十
五
日
に
開
会
式
後
出
番
が
な
く
待
ち
に
待
た
さ
れ
た
。
く
じ

引
き
で
出
場
高三
六
番
目
の
し
ん
が
り
と
な
り
、
雨
も
あ
っ
て
開
幕
か
ら
八
日
間
も
試

苫小牧東

出東 東京吉

小谷津海北

苫小牧東高選抜大会甲子園出場
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合
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
影
響
し
た
訳
で
は
な
い
が、
四
月
二
日
の
初
戦
で
は
浦
和
学
院
と
対
戦
し、
三
回
ま
で
は
0
対
0
と

善
戦
し
た
も
の
の
、
中
盤
以
降
エ
ー
ス
寺
沢
の
玉
が
高
め
に
浮
き、
痛
打
を
浴
び
て
し
ま
い、
1
対
1
で
初
戦
敗
退
し
た。
甲
子
園
出
場

の
た
め
八
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
応
援
団
が
堂
々
の
応
援
を
披
露
し
、
十
数
年
間
休
眠
し
て
い
た
応
援
歌
「白
煙
悠
樽々
前
霊
峰」
も
ア
ル

プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
こ
だ
ま
し
、
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

南
北
海
道
大
会
で
の

苫
小
牧
勢
の
活
躍

第
六
七
回
南
北
海
道
大
会
は
昭
和
六
十
年
(八
五)
七
月
、
札
幌
・
円
山
球
場
で
行
わ
れ
室
蘭
地
区
代
表
の

一八
回
出
場
の
苫
小
牧
工
高
(金
子
満
夫
監
督)
は
緒
戦
で
強
豪、
東
海
大
四
高
を
破
り
、
二
回
戦
で
小
樽
工

高
を
振
り
切
っ
た
。
準
決
勝
で
強
敵、
駒
大
岩
見
沢
高
を
延
長
一
一回
の
末
苦
工
高
が
競
り
勝
っ
た
。
十
三
年
ぶ
り
二
回
目
の
甲
子
園
を

目
指
し
た
苫
工
高
は
決
勝
戦
で
函
館
有
斗
高
と
対
戦
、
苫
工
高
が
先
制
し
た
も
の
の
守
備
に
乱
れ
が
出
て
函
館
有
斗
にミ
ス
を
つ
か
れ
優

勝
を
逸
し
、
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

第
六
八
回
大
会
は
同
六
十
一
年
(八
六
)
七
月
に
札
幌
市
の
円
山
球
場
で
行
な
わ
れ
、
苫
小
牧
工
業
高
と
苫
小
牧
東
高
が
出
場
し
た
。

苫
工
高
は
一
回
戦
で
敗
退
し
た
が、
苫
東
高
は
一回
戦
で
駒
大
岩
見
沢
高
に
快
勝
し
、
二
回
戦
で
札
幌
創
成
と
対
戦
し
苫
東
高
の
木
村
の

投
打
の
活
躍
で
札
幌
創
成
を
逆
転
で
下
し
た。
準
決
勝
は
室
蘭
大
谷
高
戦
と
な
り
、
苫
東
高
が
18安
打
で
三
時
間
半
に
わ
た
る
乱
打
戦
に

打
ち
勝
っ
た
。
決
勝
戦
は
苫
東
高
と
東
海
大
四
高
と
な
り
、
同三
十
四
年
(五
九)
以
来
の
甲
子
園
出
場
を
ね
ら
う
苫
東
高
は
中
盤、
東

(3)
海
四
高
に
支
配
さ
れ
優
勝
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

大
会
(新
人
戦
)

秋
季
全
道
高
校
野
球

第
四
一
回
秋
季
大
会
は
昭
和
六
十三
年
(八
八)
十
月
札
幌
市
の
円
山
球
場
で
行
わ
れ、
一回
戦
で
苫
小
牧

工
高
(金
子
満
夫
監
督)
は
小
樽
潮
陵
高
を
中
軸
打
線
爆
発
で
七
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
二
回
戦
へ
駒
を
進
め
た。

二
回
戦
進
出
の
苦
工
高
は
砂
川
北
高
を
猛
攻
で
大
量
点
を
奪
い
七
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
収
め
た
。
準
決
勝
で
苫
工
高
は
強
豪
の
函
館
有
斗

高
と
激
突、
苫
工
高
は
中
盤
に
集
中
打
で
逆
転
し
優
勝
候
補
の
函
館
有
斗
高
を
破
り
十
五
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
決
め
た。
決
勝
戦
で
苫
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工
高
は
宿
敵
東
海
大
四
高
と
対
戦
し
た
が、
持
ち
前
の
打
線
が
振
る
わ
ず
東
海
大
四
の
壁
を
破
る
こ
と
が
で
き
ず
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

苫
工
高
は
平
成元
年
(八
九)
四
月
の
選
抜
甲
子
園
大
会
代
表
に
選
ば
れ
た
。

第
四
四
回
秋
季
大
会
は
平
成三
年
(九
一)
十
月、
札
幌
市
の
円
山
球
場
で
行
わ
れ、
苫
小
牧
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
苫
小
牧
工
高
は
一
回

戦
で
札
幌
清
田
と
対
戦、
投
打
に
ま
さ
る
苦
工
高
が
清
田
を
下
し
初
戦
を
突
破
し
た。
二
回
戦
で
苫
工
高
は
強
豪、
函
館
有
斗
高
に
快
勝、

準
決
勝
で
砂
川
北
高
と
激
突
し
た
が
苦
工
高
が
競
り
勝
っ
た
。
決
勝
対
決
は
苫
工
高
と
駒
大
岩
見
沢
の
決
戦
と
な
っ
た
。
2
点
を
先
取
し

た
苦
工
高
で
あ
っ
た
が、
後
半
駒
大
岩
見
沢
高
に
逆
転
を
許
し、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
っ
た
。

第
五
〇
回
秋
季
大
会
は
同
九
年
(九
七)
十
月、
札
幌
市
の
円
山
球
場
で
行
わ
れ、
室
蘭
支
部
代
表
の
苫
東
高
(小
城
監
督)
は
一
回

戦
で
旭
川
竜
谷
と
対
戦
し、
苫
東
高
が
持
ち
前
の
集
中
打
で
竜
谷
投
手
陣
を
打
ち
込
み、
六
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
し
て
初
戦
を
突
破
し
た。

二
回
戦
で
苫
東
高
は
札
幌
地
区
の
強
豪
、
北
海
高
と
激
突
し
4
対
2
と
快
勝
し
た
。
準
決
勝
で
苫
東
高
は
函
館
工
業
と
対
戦
し
、
苫
東
高

が
11安
打
の
猛
攻
で
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
大
勝
し
た
。

選
抜
甲
子
園
に
つ
な
が
る
決
勝
戦
で
苫
東
高
は
小
樽
北
照
と
激
突、
序
盤
は
互
角
の
投
手
戦
と
な
っ
た
が、
中
盤
か
ら
苫
東
・
寺
沢
が

北
照
の
打
線
に
つ
か
ま
り
1
対5
で
敗
れ
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
第
七
〇
回
の
記
念
選
抜
大
会
に
は
北
海
道
か
ら
ニ
チ
ー
ム
選

(4)
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
年三
月
の
選
抜
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
た
。

注
1)
『苫
小
牧
市
史
‒‒下
巻
』
昭
和
五
十
一
年
苫
小
牧
市

『苦
工
野
球
部
七
五
年
史
・
闘
魂
』
平
成
十
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校

(4)(3)(2)(1)『苫
小
牧
民
報』

平
成
十
年
十
二
月
十
九
日
号
苫
小
牧
民
報
社

『新
聞
切
抜
綴
‒‒ス

ポ
ー
ツ
1
・
2
・
3
』
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
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中学校の野球大会 (オーロラ球場)

全
国
中
学
校

三
、
中

学
野
球

第
四
回
全
国
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
は
昭
和
五
十
七
年
(八
二
)
八
月、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た。
北
海
道

野
球
大
会
代
表
の
明
倫
中
学
校
野
球
部
(佐
藤
義
光
監
督)
は
一回
戦
で
千
葉
代
表
の
習
志
野
第三
中
と
対
戦、
先
手
を
取
っ
た

明
倫
は
同
点
で
迎
え
た
六
回、
長
短
打
で
習
志
野
三
中
に
2
点
を
奪
わ
れ、
2
対
4
の
ス
コ
ア
で
惜
敗
し
た
。

第
五
回
大
会
は
同
五
十
八
年
(八
三
)
八
月、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た。
二
年
連
続
出
場
の
明
倫
中
野
球
部
は
一
回
戦
で
東
海

地
区
の
富
士
宮
第二
中
と
対
戦
し
、
1
対
4
で
リー
ド
さ
れ
て
迎
え
た
最
終
回
に、
四
球

な
ど
で
一
死
満
塁
から
2
点
を
か
え
し
詰
め
寄
っ
た
も
の
の
一
歩
及
ば
ず、
前
年
に
続
い

て
一
回
戦
の
壁
を
破
れ
な
か
っ
た
。

第
一
七
回
大
会
は
平
成
八
年
(九
六)
八
月、
宇
都
宮
市
清
原
球
場
で
行
わ
れ
た
。

本
道
代
表
の
啓
北
中
学
校
は
一
回
戦
で
東
海
地
区
代
表
の
各
務
原
稲
羽
中
(岐
阜
県)

を
6
対
5
の
七
回
サ
ヨ
ナ
ラ
で
制
し
、
二
回
戦
で
関
東
地
区
群
馬
蓑
郷
中
と
対
戦
し
、
1

対
0
で
勝
ち
準
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。
準
決
勝
戦
で
啓
北
中
は
熊
本
県
八
代
第
六
中
と
対

戦
し、
善
戦
し
た
が
り
対
5
で
敗
退、
決
勝
進
出
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

全
道
中
学
校

第
二
九
回
大
会
、
第
三
〇
回
の
全
道
中
学
校
野
球
大
会
に
出
場
し
た

野
球
大
会
胆
振
地
区
代
表
の
明
倫
中
学
校
は
準
決
勝、
準
々
決
勝
ま
で
し
か
進
め

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
五
十
七
年
(八
二
)
八
月
に
帯
広
市
で
行
わ
れ
た
第
三
三
回
大

会
に
三
年
ぶ
り
三
度
目
の
出
場
を
果
た
し
た
明
倫
中
は、

一
回
戦
で
北
檜
山
中
に
快
勝、
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史
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補
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二
回
戦
は
延
長
一〇
回
の
末、
礼
文
船
泊
中
を
破り、

準
決
勝
で
鹿
部
中
を下
し、
決
勝
戦
で
留
萌
中
を2
対0
で
完
封
し
初
優
勝
を
飾
っ

た
。
明
倫
中
は
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
た
。

続
く
同
五
十
八
年
(八
三
)
の
第三
四
回
大
会
は
札
幌
市
の
円
山
球
場
で
行
な
わ
れ、
胆
振
代
表
の
明
倫
中
学
校
は
一
回
戦
で
稚
内
潮

見
中
を
5
対
1
、
二
回
戦
で
岩
見
沢
光
陵
中
を
1
対し
、
準
決
勝
で
釧
路
地
区
の
鶴
居
中
に
5
対
し、
決
勝
で
は
石
狩
地
区
の
広
島
東
部

中
と
対
戦
し、
1
対
0
で
完
封
し
て
二
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
明
倫
中
の
エー
ス
西
田
投
手
は
本
大
会
の
失
点
は
僅
か
一点
だ
け
て
の
好

投
を
見
せ
た
。

第
四六
回
大
会
は
平
成
七
年
(九
五
)
八
月、
札
幌
市
円
山
球
場
で
行
わ
れ
た。
胆
振
地
区
代
表
の
啓
北
中
学
校
は
二
回
戦
か
ら
登
場

し
た
。
初
戦
の
大
楽
毛
中
(釧
路)
に
は
2
対
0
の
快
勝、
三回
戦
の
聖
園
中
(旭
川)
戦
で
も
得
点
を
重
ね
準
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

準
決
勝
の
北
白
石
中
(札
幌)
戦
は
熱
戦
を
展
開、
最
終
回
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
延
長
戦
と
な
っ
た
が、
八
回、
北
白
石
は
2
点
を
追

加、
啓
北
は
リ
ー
ド
さ
れ
た
。
こ
の
回
の
裏
、
啓
北
は
猛
反
撃
に
出
て
劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
た
。
こ
れ
に
勢
いづ
い
た
啓
北
は

(2)
決
勝
戦
で
厚
別
中
(札
幌)
を
下
し
て
優
勝、
三度
目
の
全
道
大
会
出
場
で
初
の
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

注
(1)

『新
聞
切
抜
綴‒‒ス

ポー
ツ
1
・
2
・
3
』
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

苫
小
牧
市

四
、
そ

の
他

の
野
球

苫
小
牧
市
役
所
野
球
部
が
発
足
し
た
の
は
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
一
年
(一
九
四
六
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
来
五

役
所
野
球
部
十
有
余
年
の
歴
史
を
刻
み
道
内
屈
指
の
軟
式
野
球
界
の
王
者
と
し
て
そ
の
地
位
に
あ
り
輝
か
し
い
球
歴
を
築
き
上
げ
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て
き
た
。

昭
和
五
十
年
(七
五)
以
前
の
同
野
球
部
活
躍
の
戦
跡
は、
天
皇
賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球

大
会
全
国
大
会、
常
陸
宮
賜
杯
全
日
本
準
硬
式
野
球
全
国
大
会、
国
体
野
球
競
技
な
ど
に
出

場
し
て、
数
好々
成
績
を
納
めて
き
た。
し
か
し
な
が
ら
、
新
人
選
手
の
獲
得
は
思
う
よ
う

に
い
か
ず、
選
手
の
高
齢
化
が
目
立
ち
は
じ
め
、部
の
在
り
方
も
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そこ
で
同
五
十
二
年
(七
七
)
に
は
準
硬
式
の
大
会
か
ら
身
を
退
く
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。

== 第43回国民体育大会款式野球競技会組合せ表三

350.0

3年

22

北海道

苫小牧市役所野球部の国体出場

同
六
十
三
年
(八
八)
六
月
十
日、
苫
小
牧
市
役
所
軟
式
野
球
部
O
B
を
中心
に
し
た
新

チ
ー
ム
「苫
小
牧
市
役
所
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
」
(高
橋
一
郎
監
督)
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
平

成
元
年
(八
九)
に
開
催
さ
れ
る
「は
ま
な
す
国
体」
か
ら
新
設
さ
れ
る
軟
式
野
球
壮
年
の

部
(四
〇
歳
以
上
)
への
出
場
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

国
体
軟
式
野
球
壮
年
の
北
海
道
代
表
を
決
め
る
決
定
戦
が
平
成
元
年
(八
九)
五
月、
千

歳
市
民
球
場
で
行
わ
れ
た。
決
定
戦
は
苫
小
牧
市
役
所
クラ
ブ
と
釧
路
ス
ター
ズ
の
対
戦
と
な
り
、
投
打
に
勝
る
苫
小
牧
市
役
所
が
第
一

試
合
1
対
0
と
釧
路
を
下
し
、
第
二
試
合
は
16対
1
の
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
制
し
本
道
代
表
の
座
を
射
止
め
た
。

は
ま
な
す
国
体
軟
式
野
球
は
同
元
年
九
月
十
九
日
か
ら
千
歳
市
民
球
場
な
ど
で
行
わ
れ
た。
成
年
二
部
壮
年
の
苫
小
牧
市
役
所
(岩
本

靖
雄
監
督)
は
二
回
戦
か
ら
登
場
し
、
徳
島
フ
ォー
テ
ィ
ー
(徳
島
)
を
7
対
0
で
破
り
楽
勝
し
た
。
準
決
勝
で
は
厚
木
ク
ラ
ブ
(神
奈

川
)
と
対
戦
し
中
盤
ま
で
の
得
点
を
守
り
抜
い
て
厚
木
を
振
り
切
っ
た
。
決
勝
で
苫
小
牧
市
役
所
は
鳥
取
県
選
抜
(鳥
取)
を
7
対
4
で

下
し
、
晴
れ
の
国
体
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
三
編

教
育
・
文
化

1001



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

文
化、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野で
輝
か
し
い
活
躍
を
し
た
選
手
な
ど
に
対
し
て
道
知
事
が
贈
る
「栄
誉
を
た
た
え
て」
の
贈
呈
式
が
平

成
元
年
(八
九
)
十
二
月
七
日、
札
幌
で
行
わ
れ
た。
第
四
四
回
国
民
体
育
大
会
(は
ま
な
す
国
体)
成
年
二
部
壮
年
で
優
勝
し
た
苫
小

牧
市
役
所
クラ
ブ
が
受
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た。

第
四
五
回
国
体
(と
び
う
め
国
体)
道
予
選
は
同
二
年
(九
〇
)
八
月、
苫
小
牧
市
営
オ
ー
ロ
ラ
球
場
な
ど
三
会
場
で
行
わ
れ
た。
壮

年
の
部二
回
戦
で
苫
小
牧
市
役
所
クラ
ブ
は
旭
川
ク
ラ
ブ
に
快
勝、
準
決
勝
で
苫
小
牧
市
役
所
クラ
ブ
は
札
幌
クラ
ブ
を
接
戦
の
末、
突

き
放
し
決
勝
へ
進
出
し
た
。
決
勝
戦
は
工
学
院
ク
ラ
ブ
(室
蘭)
と
対
戦
し
延
長
一
一回
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
決
め
た
苫
小
牧
市
役
所
ク

ラ
ブ
が
二
連
覇
を
達
成
し
た
。

と
び
う
め
国
体
秋
季
大
会
は
同
年
十
月二
十
一
日
か
ら
福
島
県
で
行
わ
れ
た。
軟
式
野
球
壮
年
の
部
に
出
場
の
苫
小
牧
市
役
所
ク
ラ
ブ

は
一
回
戦
で
全
神
戸
ク
ラ
ブ
に
勝
利
を
収
め
た
が、
二
回
戦
で
オ
ー
ル
香
川
に
0
対
3
で
惜
し
く
も
敗
退、
四
強
入
り
は
成
ら
な
か
っ
た
。

第
四
六
回
国
体
道
予
選
が
同三
年
(九
一
)
八
月、
室
蘭
市
営
中
島
球
場
で
行
わ
れ
た。
軟
式
野
球
壮
年
の
部
に
出
場
の
苫
小
牧
市
役

所
ク
ラ
ブ
は
決
勝
戦
で
釧
路
ス
タ
ー
ズ
を
延
長
一
一回
の
末、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
優
勝
を
飾
り
三
年
連
続
の
国
体
出
場
を
決
め
た
。
ま
た
、

二
回
戦
の
松
前
ク
ラ
ミ
ン
グ
戦
で
は
苫
小
牧
市
役
所
の
高
橋
投
手
が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
し
た
。

石
川
国
体
秋
季
大
会
は
同
年
十
月、
石
川
県
で
行
わ
れ
軟
式
野
球
壮
年
の
部
出
場
の
苫
小
牧
市
役
所
ク
ラ
ブ
は
一
回
戦
で
岡
山
代
表
の

岡
山
と
対
戦
し
4
対
5
で
敗
れ
初
戦
突
破
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

第
四
七
回
国
体
道
予
選
最
終
戦
は
平
成
四
年
(九二
)
八
月、
伊
達
市
営
館
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
軟
式
野
球
壮
年
の
部
で
苫
小
牧

市
役
所
クラ
ブ
は
決
勝
で
室
蘭・蘭

東
クラ
ブ
と
対
戦
し
3
対
0
で
勝
ち
道
内
随
一
の
強
豪
ぶ
り
を
発
揮、
四
年
連
続
の
道
代
表
に
決
ま
っ

た
山
形
国
体
秋
季
大
会
(べ
に
ば
な
国
体)
は
同
年
十
月
四
日
から
山
形
県
で
行
わ
れ
た。
軟
式
野
球
壮
年
の
部
出
場
の
苫
小
牧
市
役
所
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ク
ラ
ブ
は
一
回
戦
で
オ
ー
ル
京
都
(京
都)
と
対
戦、
1
対
0
で
苫
小
牧
が
京
都
を
下
し
た
が、
準
決々
勝
で
苫
小
牧
は
郡
山
クラ
ブ
ラ

イ
オ
ン
ズ
(福
島)
に
惜
し
く
も
り
対
3
で
敗
れ
準
決
勝
進
出
を
阻
ま
れ
た。

少
年
硬
式

苫
小
牧
で
は
初
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「苫
小
牧
レ
イ
ン
ボ
ー
球
団」
(板
谷
實
球
団

野
球
大
会
代
表
)
の
結
団
式
が
平
成
三年

(九
一)
三
月
十
九
日、
王
子
町
の
成
志
会
館
で
行
わ
れ
た。
結
団
式
に
は
子
ど
も
た

ち
一
九
人
の
ほ
か
父
母、
球
団
関
係
者
五
〇
人
が
参
加
し
激
励
を
受
け
た。

第
二
一
回
日
本
少
年
野
球
春
季
選
手
権
大
会
(中
学
生
硬
式
野
球)
が
平
成
三
年
(九
一)
三月
、
大
阪
・
日
生
球
場
で
行
わ
れ
た。

北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
し
た
苫
小
牧
レ
イ
ン
ボ
ー
は
一
回
戦
で
大
阪
北
支
部
代
表
の
大
淀
と
対
戦、
1
対
4
で
敗
れ
初
戦
を
突
破
で
き

な
か
っ
た
。

中
学
生
硬
式
野
球
協
会
北
海
道
支
部
結
成
記
念
大
会
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
同三
年
(九
一)
十
月、
苫
小
牧
市
の
王
子
球
場
で
行

わ
れ
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
チ
ー
ム
は
苫
小
牧
ク
ラ
ブ
(福
田
勝
夫
代
表)
を
は
じ
め
札
幌、
新
札
幌、
函
館
な
ど
四
チ
ー
ム
が

参
加
し
た
。
今
季
新
た
に
結
成
し
た
苫
小
牧
ク
ラ
ブ
は
準
決
勝
で
札
幌
ホ
エ
ー
ル
ズ
と
対
戦
し
健
闘
む
な
し
く
1
対
4
で
敗
退、
決
勝
進

出
は
成
ら
な
か
っ
た
。

中
学
校
硬
式
野
球ミ
ド
ル
リ
ー
グ
の
第
一
回
東
日
本
少
年
野
球
苫
小
牧
クラ
ブ
結
成
記
念
大
会
が
同
四
年
(九二

)
六
月、
苫
小
牧
緑
ケ

丘
球
場
で
苫
小
牧
ク
ラ
ブ
、
新
札
幌
ク
ラ
ブ
、
札
幌
北
陽
ク
ラ
ブ
、
札
幌
ホ
エ
ー
ル
ズ
、
函
館
中
央
ク
ラ
ブ
な
ど
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
。

苫
小
牧
ク
ラ
ブ
は
準
決
勝
で
新
札
幌
を
1
対
0
で
破
り
、
決
勝
戦
で
は
札
幌
ホ
エ
ー
ル
ズ
に
大
量
12点
を
挙
げ
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

で
優
勝
し
た。
最
優
秀
選
手
に
天
野
雅
文
(苫
小
牧
ク
ラ
ブ
)
が
選
ば
れ
た
。

第
二
回
東
日
本
少
年
野
球
北
海
道
リ
ー
グ
上
位
ト
ー
ナ
メン
ト
決
勝
戦
が
同
五
年
(九三
)
七
月
に
行
わ
れ、
苫
小
牧
クラ
ブ
が
優
勝、
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

苫小牧レインボー

少年硬式野球の全国大会出場

全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
同
年
八
月
に
大
阪
・
日
生
球
場
で
開
か
れ
た
第二
四
回

全
国
少
年
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
の
苫
小
牧
ク
ラ
ブ
は
初
戦
で
敗
退
し
た
。

少
年
少
女
硬
式
野
球
全
国
大
会
リ
ー
グ
東
京
大
会
は
同
七
年
(九
五)
五
月、
東
京
ガ
ス

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た。
北
海
道
代
表
の
苫
小
牧
ク
ラ
ブ
は
一
回
戦
で
江
戸
川
ク
ラ
ブ
を

7
対
1
の
四
回
コ
ー
ル
ド
で
破
っ
た
の
に
続
き、
二
回
戦
で
も
東
京
ニ
ュー
タ
イ
ガ
ー
ス
に

も
8
対
2
の
四
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
収
め
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
た。

中
学
生
硬
式
野
球
の
「日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
協
会
北
海
道
連
盟
第
一七
回
全
道
選
手

権
大
会
」
が
同
七
年
(九
五)
八
月、
苫
小
牧
緑
ヶ
丘
球
場
と
オ
ー
ロラ
球
場
、
鵡
川
町
営

球
場
の三
会
場
に
一五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
苫
小
牧
か
ら
は
苫
小
牧シ
ニ
ア
が

二
回
戦
か
ら
登
場、
札
幌
豊
平
東
シ
ニ
ア
と
対
戦
し
3
対
2
で
健
闘
及
ば
ず
惜
敗、
初
戦
を

飾
れ
な
か
った。

全
道
少
年

第
八
回
全
道
少
年
野
球
大
会
は
昭
和
五
十
四
年
(七
九)
七
月、
札
幌
・
中
島
と
美
香
保
の
両
球
場
で
行
わ
れ
た。

野
球
大
会
苫
小
牧
・
千
歳
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
苫
小
牧
勇
払
育
成
会
は
初
出
場
と
な
っ
た。
勇
払
は
一回
戦
で
遠
軽
東
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
対
戦
し
4
対
0
と
快
勝
し
た。

二
回
戦
の
勇
払
は
陸
別
町
ス
ポ
ー
ツ少
年
団
と
対
戦、
投
打
に
ま
さ
る
勇
払
は
五
回
ま
で
に
大
量
10点
を
奪
い
コー
ル
ド
ゲ
ー
ム
勝
ち

を
収
め
た
。
準
決
勝
で
勇
払
は
室
蘭
祝
津
フ
ァ
イ
ター
ズ
と
対
決、
延
長
九
回
2
対2
の
引
き
分
け
の
末、
抽
選
負
け
を
喫
し
た
勇
払
が

悔
や
し
涙
にく
れ
た
。
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第
一
一回
全
道
少
年
野
球
大
会
は
同
五
十
七
年
(八
二
)
七
月、
室
蘭
市
営
球
場
で
行
わ
れ
苫
小
牧
・
千
歳
代
表
と
し
て三
年
ぶ
り
二

度
目
の
出
場
を
果
た
し
た
勇
払
育
成
会
は
二
回
戦
から
登
場、
三
井
芦
別
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ネ
ー
ク
ス
を
下
し
、
準
決
勝
で
上
手
稲
コン
ド
ル

を
延
長
八
回
逆
転
で
破
り
決
勝
へ
進
ん
だ
。
決
勝
戦
で
は
小
樽
緑
町
会
と
対
戦、
最
終
回
に
二
点
を
入
れ、
3
対2
で
小
樽
を
振
り
切
り、

初
制
覇
の
栄
冠
に
輝
い
た
。
勇
払
は
大
阪
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た。

第
二
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
は
同
五
十
七
年
(八
二
)
八
月、
大
阪
・
住
之
江
公
園
球
場
で
行
わ
れ
た。
本
道
代
表
の
勇
払
育

成
会
は
一
回
戦
で
京
都
代
表
の
久
御
山
バ
ッフ
ァ
ロー
ズ
と
対
戦、
延
長
戦
の
末
4
対
6
で
惜
し
く
も
初
戦
の
突
破
は
成
ら
な
か
っ
た
。

第
二
四
回
全
道
少
年
野
球
大
会
兼
第
一
五
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
は
平
成
七
年
(九
五
)
七
月、
野
幌
運
動
公
園
野
球
場
で
行

わ
れ
た
。苫
小
牧
から
出
場
し
た
美
園
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
は
一
回
戦
で
釧
路
寿
と
ん
け
し
を
下
し
、準

決々
勝
で
室
蘭
中
島
リ
ト
ル
タ
イ
ガ
ー

ス
を
破
っ
た
。
快
進
撃
の
美
園
は
準
決
勝
で
も
網
走
旭
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
クラ
ブ
を
延
長
九
回
の
末、
突
き
放
し
て
勝
利
を
収
め
決
勝
へ
進

(3)
出
し
た
。
決
勝
で
古
平
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
3
対
6
で
敗
れ、
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。

(2)(3)

注
(1)

『苫
小
牧
市
役
所
野
球
部
創
部
五
十
年
記
念
誌
‒‒五
十
年
の
軌
跡
〈飛
翔〉』

平
成
九
年
苫
小
牧
市
役
所
野
球
部

『新
聞
切
抜
綴‒‒ス

ポー
ツ
3
』
平
成
元
年
～
同
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)第
七
節
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ

活
躍
し
た
陸

一、
陸
上
競
技
と
マ
ラ
ソ
ン

昭
和二
十
一
年
(一
九
四
六
)
十
一
月
に
苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
の
復
活
総
会
が
開
か
れ、
以
来、
五
十
数
年
の
長

上
競
技
選
手
い
歴
史
を
持
つ
苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
(岩
瀬
久
春
会
長
)
は
、
同
五
十
七
年
(八
二
)
二
月、
道
陸
協、
日
胆
陸
協

か
ら
の
分
離、
独
立
が
承
認
さ
れ
道
内
一
七
番
目
の
地
方
協
会
と
な
っ
た
。

一方、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
緑
ケ
丘
公
園
陸
上
競
技
場
(三
種
公
認)
も
将
来
的
に
二
種、

一種
へ
格
付
け
さ
れ
る
よ
う
設
備
充
実

が
苫
小
牧
市
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
国、
全
道
レ
ベ
ル
で
活
躍
で
き
る
有
力
選
手
の
強
化、
陸
上
競
技
愛
好
者
の
底
辺

拡
大
に
大
き
な
弾
み
と
な
っ
て
い
る
。

同
五
十
年
(七
五
)
以
降
で
特
筆
さ
れ
る
選
手
は、
山
内
と
も
こ
(苦
中
央
高)
で、
同
五
十
七
年
(八
二
)
～
同
六
十
年
(八
五
)

ま
で
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
北
海
道
女
子
マ
ラ
ソ
ン
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
し
た
の
を
は
じ
め、
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝、
国
際
女

子
駅
伝
に
出
場、
道
陸
協
よ
り
女
子
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
た。
さ
ら
に
山
内
は、
北
海
道
選
手
権
で
二
種
目
優
勝、
群
馬
国
体
一、
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
道
最
高
記
録
を
マー
ク、
同
五
十
九
年
(八
四)
に
は
日
本
陸
連
よ
り
春
日
弘
賞
を
受
賞
し
た
。
同
六
十
年
(八
五
)

に
山
内
は
ダ
イ
エ
ー
苫
小
牧
店
に
入
社
し
た
が
北
海
道
選
手
権
で
二
種
目
制
覇、
五
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
三
連
勝
を
飾
る
な
ど
、
八
〇

〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
ま
で
延
べ
二
一
種
目
で
北
海
道
記
録
を
更
新
し
た
山
内
の
傑
出
し
た
大
活
躍
は
際
立
った
も
の
が
あ
っ
た。

昭
和
五
十
年
(七
五
)
以
降
に
お
け
る
苫
小
牧
陸
協
所
属
の
主
な
活
躍
選
手
の
活
躍
状
況
を
一覧
表
に
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
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苫
小
牧
地
区
で
活
躍
し
た
陸
上
選
手
一
覧
表
(昭
和
五
十
年
～
平
成三
年
ま
で
の
記
録
)

99年

58年 57 年

55 年

54年

53年

51

次

氏崎
宮
下

一
美

弘
江 名

属

活

躍

内

容

三重
国
体
出
場、
市
体
協
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
受
賞
(走
高
跳
・
道
ベ
ス
ト
2)、

全
道
高
校
(同
・
優
勝)

市
体
協
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
受
賞
(走
高
跳
・
道
ベ
ス
ト
3)

全
道
高
校
(一
〇
〇
、
二〇
〇
m
優
勝)、

道
陸
協
よ
り
優
秀
選
手
賞
受
賞、
市
体
協
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞

佐
賀
国
体
出
場
(走
高
跳
六
位
入
賞)、

北
海
道
選
手
権
(同
優
勝)、

道
陸
協
優
秀
選
手
賞
受
賞

札
幌
選
手
権
(砲
丸
投
優
勝
一
〇
八
八、
北
海
道
新
記
録)

全
道
高
校
(ハン
マ
ー
投
優
勝
五三
m
四〇
)

北
海
道
選
手
権
(円
盤
投
優
勝
三
五
m四
八)

北
海
道
選
手
権
(五
種
競
技
優
勝)

全
道
高
校
(円
盤
投
優
勝三
三
m五
八
)

全
国
青
年
大
会
(三
段
跳
優
勝
一三
m
七
五)

全
国
青
年
大
会
(砲
丸
投
優
勝
一
五
m二
八)

全
国
青
年
大
会
(三
種
競
技
優
勝)

北
海
道
選
手
権
(円
盤
投
優
勝三
七
m三
六
)

北
海
道
選
手
権
(一
〇
〇
、
二
〇
〇
m
優
勝
、
二
〇
〇
1
北
海
道
新
記
録)

全
国
中
学
一
年
一
、五
〇
〇
m四
位
入
賞、
北
海
道
新
記
録)、

日
本
陸
連
河
野
一
郎
賞
受
賞

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
出
場、
国
際
女
子
駅
伝
出
場、
北
海
道
女
子
マ
ラ
ソ
ン
優
勝、
道
陸
協
優
秀
賞

北
海
道
選
手
権
(円
盤
投
優
勝三
九
m一
八)

苫
小
牧
市
中
体
連
(四
〇
〇
m
(
大
会
新)、

三、〇
〇
〇
m優
勝、
全
国
陸
上
入
賞
(北
海
道
中
学
新)

北
海
道
選
手
権
一、五

〇
〇
m、
三、〇

〇
〇
m
優
勝、
群
馬
国
体
(一、
五
〇
〇
m
八
位
入
賞)

全
国
高
校
(八
〇
〇
m八
位)、

北
海
道
選
手
権
(三
、〇
〇
〇
m、
五
、〇
〇
〇
m
優
勝)、

春
日
弘
賞
受
賞

日
胆
選
手
権
(三
段
跳
七
連
勝)

北
海
道
選
手
権
(女
子
二
〇
〇
m
優
勝
)
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苫
小
牧
工
高

所
苫
小
牧
西
高

苫
小
牧
東
高

光
洋
中
教
員

三重
国
体
出
場
(札
幌
選
手
権
一〇
〇
m
優
勝
)

飛
渡

柳
原

進
一

紀
代
美

山
陽
国策
パ

苫
小
牧
西
高

光
洋
中
教
員

光
洋
中
教
員

苫
小
牧
西
高

王
子
製
紙

王
子
製
紙

王
子
製
紙

山
陽
国
策

苫
小
牧
工
高

勇
払
中

苫
小
牧
中
央
高

光
洋
中
教
員

勇
払
中

苫
小
牧
中
央
高

池
添
裕
之

山
内

と
も
こ

長
岡
孝
行

日
田
則

子

山
内

と
も
こ

長
岡

孝
行

覚
張

千
万

飛
渡
紀
代美

小
島
徹
雄

鈴
木

省
三

宮
下

一
美

板
谷
浩
美

坂
口
明
子

白
田
則
子

田
中

康
恵

苫
小
牧
西
高

高
橋

紀
明

苫
小
牧
東
高

片
岡

良
子

小
路

修
司

年

昭
和
50年

田
中

康
恵

年

山
内
ともこ

王
子
製
紙

苫
小牧
中央
高

苫
小
牧
ク
ラ
ブ

札
幌
選
手
権
(走
高
跳
優
勝
二
四〇
八
、
北
海
道
最
高
記
録)



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

3
年

2
年

平
成
元
年

62年

61年

60年

昭
和
59年

佐
藤

小

井

林

内 田

徳 寛

み
大

谷
亜
希

川
田

昌
則

大
谷
亜
希

伊
藤

文
雄

神
田
め
ぐ
み

山
田

山
田

神
田
め
ぐ
み

山
内

と
も
こ

山
田

松
岡

寺
井
直
樹

子 明 聖 ほ 学 洋

啓
北
中

苫
小
牧
東
高

苫
小
牧
南
高

苫
小
牧
東
高

苫
小
牧
東
高

苫
小
牧
南
高

苫
小
牧
南
高

苫
小
牧
南
高

苫
小
牧
南
高

苫
小
牧
工
高

明
倫
中

苫
小
牧
東
高

啓
北
中

ダ
イ
エ
ー
苫
小
牧

啓
北
中

北
海
道
中
学
苫
小
牧
大
会
(二
年
一、五
〇
〇
m
優
勝)

北
海
道
選
手
権
(三
、〇
〇
〇
、
五、〇

〇
〇
m
優
勝、
五
、〇
〇
〇
m三
連
勝、
北
海
道
新)

明
倫
中

道
ジ
ュ
ニ
ア
(C三
種
競
技
優
勝)

全
道
中
学
(二
・
三年
共
通
八
〇
〇
m
優
勝
)

国
体
道
予
選
(少
年
B
八
〇
〇
m
優
勝、
新
記
録)

全
日
本
中
通
陸
(中
女
子
一
〇
〇
m
北
海
道
一
位)

全
道
高
校
(八
種
競
技
優
勝)

全
道
高
校
(女
子
槍
投
四三
m九
四、
北
海
道
一〇
傑
一
位
)

全
道
高
校
(J
一
一〇
m
ハー
ド
ル
優
勝)

北
海
道
選
手
権
(女
子
槍
投
優
勝)、

全
道
高
校
(女
子
槍
投
優
勝)、

市
体
協
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
受
賞

北
海
道
高
校
新
人
(一
〇
〇
、
二〇
〇
m二
種
目
優
勝)

北
海
道
高
校
新
人
(一
一〇
mハ
ー
ド
ル
優
勝)

国
体
道
予
選
(一
一〇
mハ
ー
ド
ル
優
勝)、

市
体
協
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
受
賞

北
海
道
高
校
新
人
(一
〇
〇
m
ハ
ー
ド
ル
優
勝
)

(『苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
創
立
50周
年
記
念
誌
・
足
跡』

平
成
八
年
苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
よ
り
作
成)

昭
和
六
十
一
年
度
(八
六)
に
「苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
・
栄
章
規
定」
が
制
定
さ
れ、
選
手
に
つ
い
て
は
年
度
末
の
「道
陸
協
・
一

○
傑
表
」
を
も
と
に
選
考、
翌
年
度
の
春
季
記
録
会
に
お
い
て
表
彰
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
表
彰
は
最
優
秀
選
手
賞、
優
秀
選
手
賞、

中
学
奨
励
賞、
小
学
奨
励
賞、
特
別
賞
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

栄
章
規
定
の
制
定
後
の
最
優
秀
選
手
賞
及
び
優
秀
選
手
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

荒
崎
恵
(道
女
子
短
大
・
走
幅
跳)、

田
村
彰
英
(王
子
製
紙・
槍
投)、

柿
崎
雅
子
(札
幌
大
・
走
高
跳)、

荒
谷
雅
子
(苫
陸
協
・
ハー
フ
マ
ラ
ソン
)、

板
谷
浩
美
(青
葉
幼
稚
園・
円
盤
投)、

大
谷
亜
希
(苫
南
高
・
槍
投)、

川
田
昌
則
(苫
南
高
・
一一
〇
m
ハ
ー
ド
ル
)、
小
林
寛
明
(苫
東
高
・
一一
〇
m

1008

全
道
高
校
(三
段
跳
優
勝
一
四
川
一八)

北
海
道
中
学
苫
小
牧
大
会
(二
〇
〇
m
優
勝
)
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ハー
ド
ル
)、
岩
野
利
之
(苫
南
高
・
二
、
〇
〇
〇
m
障
害
競
技)、

三上
孝
幸
(苫
高
専
・
五
、
〇
〇
〇
Ⅱ
競
歩
)、
斉
木
順
子
(苫
陸
協・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン)、
酒
井
富
士
子
(苫
陸
協・
マラ
ソ
ン
)、
尾
崎
晃
(苫
工
高
・
一〇
〇
m)、
福
田
み
ほ
(苫
南
高
・
一〇
〇
m、
四
〇
〇
mリ
レ
ー
)、
森
真
由
美

(苫
南
高
・
四〇
〇
m
リ
レ
ー
)、
神
田
め
ぐ
み
(苫
南
高
・
四
〇
〇
m
リ
レ
ー
)、
井
内
聖
(苫
東
高
・
一一
〇
m
ハー
ド
ル)、

土
谷
孝
平
(苫
東
高
・

二
〇
〇
m、
四〇
〇
mリ
レ
ー
)、
加
藤
恭
生
(苫
東
高
・
四
〇
〇
mリ
レ
ー
)、
三
浦二
郎
(苫
東
高
・三
段
跳、
四
〇
〇
m
リ
レ
ー
)、
飯
田
昭
人
(苫
東

高
・
四
〇
〇
m
リ
レ
ー
)、
今
野
博
文
(苫
南
高
・
槍
投)、

竹
中
良
洋
(苫
東
高
・
一〇
、
〇
〇
〇
m)、

酒
井
祐
敬
(苫
工
高
・
J
円
盤
投)、

佐
藤
徳
子

(苫
南
高
・
一〇
〇
m
ハー
ド
ル)、

藤
枝
加
奈
子
(苫
南
高
・
一〇
〇
m
ハ
ー
ド
ル)、

曽
根
亜
希
(苫
西
高
・
砲
丸
投)、

中
島
正
義
(苫
南
高
・
J
砲
丸

投
)、
田
村
彰
英
(王
子
製
紙
・
槍
投)、

大
浦
拓
美
(駒
大
苫
高
・
槍
投)、

井
上
涼
子
(苫
南
高
・
砲
丸
投)

苫
小
牧

(『苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
創
立
50周
年
記
念
誌
・
足
跡
』
平
成
八
年
苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会)

苫
小
牧
市
教
育
委
員
会、
苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
、
苫
小
牧
民
報
社
主
催
の
第
一
回
苫
小
牧
マラ
ソ
ン
が
昭
和
五
十

マ
ラ
ソ
ン

九
年
(八
四
)
十
月
十
日
の
「体
育
の
日
」
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
こ
れ
ま
で
市
内
で
開
か
れ
て
い
た
市

民
マ
ラ
ソ
ン
(市
教
委
主
催)
と
支
笏
湖
マ
ラ
ソ
ン
(苫
小
牧
民
報
社
主
催)
と
を
一
本
化
し
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
得
よ
う
と
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
回
マラ
ソン
の
種
目
は
男
子
二
〇
キ
ロ、
男
女
一〇
キ
ロ
の
ロー
ド
レ
ー
ス
と
オ
ー
プ
ン
参
加
の
五
、
三
キ
ロ
の
四
コ
ー
ス
が
設

定
さ
れ、
市
営
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
総
勢
八
三
〇
人
が
健
脚
を
競
っ
た
。
初
の
マラ
ソン
に
は
地
元
苫
小
牧
を
は
じ
め
千
歳、
恵
庭、

札
幌
など
か
ら
も
参
加、
気
温
は
や
や
低
め
で
は
あ
っ
た
が、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
選
手
は
思
い
思
い
の
記
録
に
挑
戦
し
た。
初

優
勝
を
飾
っ
た
の
は、
男
子
二
〇
キ
ロ
ロー
ド
は
中
野
良
二
(東
千
歳
自
衛
隊)、

男
子
一
〇
キ
ロ
は
中
沢
重
道
(千
歳
1
0
7
走
友
会
)、

女
子
一〇
キ
ロ
で
は
佐
藤
綾
子
(和
光
中
)
が
制
し
た
。
ま
た
、
車
い
す
マラ
ソン
に
山
口
勇
ら
三
人
が三
キ
ロ
完
走
コ
ー
ス
に
出
場、

沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た。
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第
二
回
苫
小
牧
マラ
ソ
ン
は
昭
和
六
十
年
(八
五)
十
月
十
日、
秋
晴
れ
の
広
が
る
市
営
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
八
八
六
選
手
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た。
出
場
選
手
中
最
高
年
齢
者
で
選
手
宣
誓
の
大
役
を
務
め
た
八
一
歳
の
菅
井
久
太
郎
ら
が
快
走、
男
子
二
〇
キ
ロ
で
門

脇
邦
夫
(千
歳ラ
ン
ナ
ー
ズ)
が
大
会
新
記
録
で
初
優
勝、
男
子
一〇
キ
ロ
は
中
沢
重
道
(千
歳)
が
大
会
新
記
録で
二
連
勝、
女
子
一

〇
キ
ロ
で
は
大
川
真
佐
子
(勇
払
中)
が
大
会
記
録
を
短
縮し
て
初
優
勝
に
輝
い
た
。

第
三
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
同
六
十
一
年
(八
六
)
十
月
の
体
育
の
日
に
市
営
陸
上
競
技
場
を
主
会
場
に
開
か
れ
た。
今
回
は
千
歳
線

開
通
六
〇
周
年
を
迎
え、
基
点
の
沼
ノ
端
を
出
発
点
と
す
る
特
別
記
念
ロー
ド
レ
ー
ス
も
行
わ
れ、
一、
〇
三
〇
人
と
過
去
最
高
の
参
加

者
と
な
っ
た。
家
族
四
人
で
第
一
回
大
会
か
ら
参
加
し
て
い
る
吉
川
正
一
一家
が
選
手
宣
誓
を
行
い、
次
に々
さ
わ
や
か
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
男
子
二
〇
キ
ロ
ロ
ー
ド
は
坂
本
好
康
(千
歳
ラ
ン
ナ
ー
ズ
)
が
初
出
場
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
男
子
一
〇
キ
ロ
は
上
野
松
夫

(千
歳
第
七
師
団
1
連
隊)、

女
子
一
〇
キ
ロ
は
酒
井
富
士
子
(苫
中
央
高
一
年
)、
特
別
記
念
コ
ー
ス
で
は
男
子
が
酒
井
洋
(大
昭
和
白

老)、
女
子
は
小
野
多
恵
子
(苫
小
牧ラ
ン
ラ
ン
ク
ラ
ブ
)
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た。

第
四
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
同
六
十
二
年
(八
七
)
十
月
十
日
に
今
秋
一
番
の
冷
え
込
み
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
エン
ト
リ
ー
は
新

設
さ
れ
た
女
子
二
〇
キ
ロ
と
完
走
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
で
参
加
者
は
一、
二
六
八
人
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た。
今
大
会
に
は
姉
妹
都
市、

八
王
子
富
士
森
走
友
会
の
守
屋
和
利
ら
六
人
も
参
加
し
健
脚
を
競
っ
た
。
男
子
二
〇
キ
ロ
は
第
一
回
大
会
優
勝
の
中
野
良二

(千
歳
ラ
ン

ナ
ー
ズ
)
が
独
走
、
二
位
に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
し
た。
新
設
の
女
子
二
〇
キ
ロ
は
楠
瀬
志
保
(駒
大
苫
高)
が
初
優
勝
を
飾
り、

一〇
キ
ロ
男
子
は
竹
内
貴
之
(札
幌
大
学)、

同
女
子
は
大
川
真
佐
子
(苫
南
高)
が
優
勝
し
た
。

第
五
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
同
六
十
三
年
(八
八
)
十
月
の
体
育
の
日
、
市
営
陸
上
競
技
場
を
主
会
場
に
開
か
れ
た
。
あ
い
に
く
の
曇

り
空
で
あ
っ
た
が
参
加
者
は
一、
二
一
三人
に
及
ん
だ。
小
林
洋
一
一家
六
人
に
よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ、
八
つ
の
部
門
で
の
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
た。
ハー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
子
は
初
参
加
の
関
憲
治
(当
別
陸
協)
が、
同
女
子
は
酒
井
富
士
子
(苫
中
央
高)
が
優
勝
を
飾
っ
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た
。
ロー
ド
一
〇
キ
ロ男
子
(四
〇
歳
未
満)
は
門
脇
邦
夫
(東
千
歳)、

同
四
〇
歳
以
上
で
は
中
沢
重
道
(千
歳
若
葉
走
友
会)、

女
子

は
白
川
陽
子
(苫
東
高)
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

第
六
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
平
成
元
年
(八
九)
十
月
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
体
育
の
日
に
行
わ
れ
た
。
地
元
を
は
じ
め
千
歳、
恵
庭
な

ど
道
内
外
一
五
市
町
か
ら
一
、
三五
〇
人
が
参
加、
岩
田
康
幸
一
家
五
人
が元
気
に
選
手
宣
誓
を
行
い、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
皮
切
り
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
ハー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
子
は
初
挑
戦
の
上
野
松
夫
(千
歳
ラ
ン
ナ
ー
ズ
)
が
優
勝、
同
女
子
は
酒
井
富
士
子
(苫
臨
床
検

査
セ
ン
タ
ー
)
が二
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
二
連
覇
を
果
た
し
た
。
ま
た、

一〇
キ
ロ
男
子
・
二
〇
歳
代
で
鈴
木
克
知
(北
星
学

園
大)、

同
三
〇
歳
代
は
堀
内
健
二
(大
昭
和
製
紙)、

同
四
〇
歳
代
で
中
沢
重
道
(千
歳
若
葉
走
友
会
)、
同
五
〇
歳
以
上
で
高
谷
敬
三

(函
館
走
友
会
)、
一〇
キ
ロ
女
子
は
三
〇
歳
未
満
で
大
川
真
佐
子
(北
電
臨
海
火
力
保
守
セン
タ
ー
)、
同
三
〇
歳
以
上
で
鈴
木
冊
子

(八
王
子
市)
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
七
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
同
二
年
(九
〇
)
十
月
の
体
育
の
日、
苫
小
牧
を
は
じ
め
千
歳、
札
幌、
函
館
な
ど
道
内
一
四
市
町
の
ほ

か、
東
京
な
ど
か
ら
の
初
参
加
も
あ
り
一、

一八
八
人
が
出
場
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
加
の
小
川
充
一家
五
人
が
選
手
宣
誓
を
行
い、
男

女
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ハ
ー
フ
男
子
は
三
上
浩二

(き
ょ
う
ほ
く
石
油)
が
初
制
覇
、
女
子
は
酒
井
富
士

子
(苫
小
牧
臨
床
検
査
セン
タ
ー
)
が
堂
々
の三
連
覇
を
果
た
し
た
。
一〇
キ
ロ
男
子
一〇
・
二
〇
歳
代
は
金
子
一
夫
(千
歳
ラ
ン
ナ
ー

ズ)、
同
三
〇
歳
代
は
森
中
修
一
(札
幌・
旭
警
備
)、
同
四〇
歳
代
は
中
沢
重
道
(陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地)、

同
五
〇
歳
以
上
は
高

橋
四
郎
(同
)
が
優
勝、
同
女
子
三
〇
歳
未
満
は
栗
原
知
香
恵
(穂
別
陸
上
少
年
団)、

同
三
〇
歳
以
上
で
は
猪
村
か
な
え
(ナ
イ
ア
ガ
ラ

M
C
)
が
そ
れ
ぞ
れ
晴
れ
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

第
八
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
同三
年
(九
一)十

月
の
体
育
の
日
に
初
の
試
み
と
し
て
設
け
ら
れ
た
道
道
苫
小
牧
環
状
線
の
市
街
地
コ
ー

ス
に
道
内
一
八
市
町
から
一、
五三
八
人
が
参
加
し
、
マラ
ソン
愛
好
者、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
参
加
が
目
立
っ
た。
ファ
ミ
リ
ー
参
加
の
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1.

黑中此�熱上

1307
小無農素:

349
「なるとまごまいて!

139國小世民加社

1739 1000マビとまこすりマリンン

苫小牧マラソン大会 青
木
敏
文
一
家
五
人
が
選
手
宣
誓
し
た
あ
と
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た。
ハー
フ
マ
ラ
ソン
男
子
は
上
野
松
夫
(千
歳
ラ
ン
ナ
ー
ズ)
が二
位
と
の

差
を
約
一
キ
ロ
引
き
離
し
て
、
二
年
ぶ
り
通
算二
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
同
女
子

は
余
裕
の
レ
ー
ス
展
開
を
み
せ
た
酒
井
富
士
子
(カ
ナ
モ
ト)
が
四
年
連
続
四
度
目
の

優
勝
を
達
成
し
た
。
一〇
キ
ロ
男
子
一
〇
・
二
〇
歳
代
は
石
見
一
樹
(早
来
自
衛
隊)、

同
三
〇
歳
代
は
森
中
修
一
(札
幌
市)、

四〇
歳
代
は
平
泉
幸
男
(白
老
曹
友
会)、

同
五
〇
歳
以
上
は
高
橋
四
郎
(北
千
歳
自
衛
隊)
が
優
勝、
同
女
子
三
〇
歳
未
満
は
新
納

有
紀
子
(北
星
学
園
大)、

同
三
〇
歳
以
上
は
松
下
優
子
(苫
小
牧
ガ
ッ
テ
ン
ダ
ー
ズ
)

が
そ
れ
ぞ
れ
栄
冠
を
勝
ち
と
っ
た
。

�小宝典版社

1322
813

第
九
回
苫
小
牧
マラ
ソ
ン
は
平
成
四
年
(九
二
)
十
月
の
体
育
の
日
、
小
雨
の
降
る

中
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
に
参
加
の
鈴
木
利
之
一
家
の
選
手
宣
誓
に
続
い
て
、
男
女
車

い
す
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
皮
切
り
に
男
女
一
二
種
目
に
一、
四
六
六
人
が
出
場
し
健
脚

を
競
っ
た
。
ハー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
国
際
姉
妹
都
市
ネー
ピ
ア
市
か
ら
の
招
待
選
手
が

出
場、
初
の
車
い
す
ハー
フ
マ
ラ
ソ
ン
も
行
わ
れ、
沿
道
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
市
民
から
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
た
。
ハ
ー
フマ
ラ
ソン

男
子
は
中
盤
か
ら
二
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
独
走
し
た
招
待
選
手
の
フ
ィ
ル・コ

ス
ト
レ
イ

(ネ
ー
ピ
ア
市)が

好
記
録
で
優
勝、

女
子
の
松
下
優
子
(苫
小
牧
ガ
ッテ
ン
ダ
ー
ズ
)
は
招
待
選
手
の
サ
ン
ド
ラ
・
ジ
ェ
イン
・
ウ
イ
ギ
ン
ズ
(ネー
ピ
ア
市)
を
ゴ
ー
ル
直

前
で
競
り
勝
ち
逆
転
優
勝
を
決
め
た
。
車
い
す
は
小
野
茂
(北
海
道
車
イ
ス
マ
ラ
ソン
ク
ラ
ブ
)
が
初
優
勝
を
飾
り、

一〇
キ
ロ
ロ
ー
ド

男
子
一
〇
・
二〇
歳
代
は
山
下
広
京
(千
歳
市)、

同
三
〇
歳
代
は
森
中
修
一
が
(二
連
勝
・
札
幌
市)、

同
四
〇
歳
代
は
吉
田
佳
津
夫
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(大
昭
和
走
ろ
う
会
)、
同
五
〇
歳
以
上
は
高
橋
四
郎
が
(三
連
勝・リバ

ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
セン
タ
ー
)
が
優
勝、
一〇
キ
ロ
ロー
ド
女

子
三
〇
歳
未
満
は
新
納
有
紀
子
(二
連
勝・北

星
学
園大)、

同三
〇
歳
以
上
は
手
繰
早
知
子
(苫
小
牧
気
分
は
走
会
)
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

を
飾
っ
た
。

第
一〇
回
苫
小
牧
マラ
ソ
ン
は
平
成
五
年
(九
三
)
十
月
の
体
育
の
日、
市
営
陸
上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
行
わ
れ
た
が、
開
会
式

か
ら
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り、
完
走
部
門
は
中
止
さ
れ
た
が、
ハー
フマ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ロ
ー
ド
部
門
は
全
種
目
で
健
脚
を
競
っ
た
。
登

録
選
手
は
最
高
齢
七
三
歳
ま
で
の
約
一、
三〇
〇
人
が
受
け
付
け
を
済
ま
せ
た
が、
激
し
い
雨
が
降
り
出
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
三
キ
ロ、
五
キ

ロ
は
中
止
と
な
っ
た。
ハー
フ
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
に
は
男
女
二
六
人
が
出
場、
レ
ー
ス
で
は
昨
年
優
勝
の
小
野
茂
(北
海
道
車
イ
ス
マ
ラ

ソン
ク
ラ
ブ
)
が
終
始、
独
走
体
制
の
実
力
を
発
揮
し
て
二
連
覇
を
果
た
し
た
。
ハ
ー
フ
男
子
は
森
和
人
(東
芝
電
波
特
機)
が
好
タ
イ

ム
で
優
勝、
同
女
子
は
加
瀬
清
美
(苫
中
央
高
)
が
前
回
の
覇
者、
新
納
を
同
タ
イ
ム
先
着
で
わ
ず
か
に
か
わ
し
初
優
勝
を
遂
げ
た
。
一

〇
キ
ロ
男
子
一〇
・二
〇
歳
代
は
前
田
義
久
(苫
泉
野
小
教)
が
優
勝、
同
三
〇
歳
代
は
上
野
松
夫
(自
衛
隊
七
師
団)、

同
四
〇
歳
代
は

酒
井
洋
(大
昭
和
白
老)、

同
五
〇
歳
以
上
は
大
和
守
人
(ヤ
マ
ザ
キ
製
パ
ン
)、
同
女
子
は
高
尾
美
雪
(北
星
学
園
大)
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
を
飾
っ
た
。

第
一
一回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
同
六
年
(九
四)
十
月
の
体
育
の
日、
緑
ケ
丘
公
園
陸
上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
た。
苫
小

牧
、
千
歳
を
はじ
め
白
老、
函
館
など
八
市
一
四
町
から
約
一、
一〇
〇
人
の
選
手
登
録
が
あ
り
、
各
種
目
で
日ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

競
り
合
っ
た
。
今
回
で
三
回
目
の
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
は
二
八
人
が
エン
ト
リ
ー
し
、
初
出
場
の
宝
塚
一
也
(北
海
道
車
い
す
マラ
ソン
)

が
初
優
勝
を
飾
っ
た。
ハ
ー
フ
男
子
は
前
回
の
覇
者、
森
和
人
(東
芝
電
波
特
機)
が
歴
代
三位
の
記
録
で
二
連
覇
を
達
成
し
た
。
同
女

子
は
前
年
優
勝
の
加
瀬
清
美
(カ
ナ
モ
ト)
が
最
後
ま
で
余
裕
の
走
り
を
み
せ二
連
勝
に
輝
い
た
。
一〇
キ
ロ
男
子
一
〇
・
二
〇
歳
代
は

岡
田
宜
明
(北
海
道
マラ
ソン
クラ
ブ
)
が
優
勝、
同
三
〇
歳
代
は
上
野
松
夫
(自
衛
隊
七
師
団)
が
二
連
勝、
同
四〇
歳
代
は
酒
井
洋
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(大
昭
和
白
老
)
が
二
連
勝、
同
五
〇
歳
以
上
は
大
和
守
人
(恵
庭
市
役
所)
が
連
続
優
勝、
同
女
子
は
浅
野
裕
美
(北
海
道
ゴ
ル
フ
倶

楽
部)
が
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

第
一二
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
平
成
七
年
(九
五)
十
月
十
日
に
地
元
苫
小
牧
を
は
じ
め
道
内
三
一市
町
村
と
、
遠
来
の
広
島
県
から

の
参
加
者
も
あ
り、

一、
三五
二
人
が
出
場、
完
走
部
門
と
ロー
ド
レ
ー
ス
部
門
の
計
八
種
目
に
分
か
れ、
全
力
を
尽
く
す
力
走
を
繰
り

広
げ
た
。
今
年
で
四
回
目
の
車
い
す
ハー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
は、
大
会
二
度
目
出
場
の
長
田
弘
幸
(札
幌)
が
健
闘、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

ハー
フ
男
子
は
岡
崎
祐三

(新
王
子
製
紙)
が
快
調
な
走
り
を
み
せ
初
優
勝、
一〇
キ
ロ
男
子
一〇
・
二
〇
代
は
岡
田
宜
明
(北
海
道
地

区
補
給
処)
が
二
連
勝、
同
三
〇
・
四
〇
歳
代
で
森
中
修
一
(札
幌
)
が
第
九
回
大
会
の
三
〇
歳
代
に
続
い
て
二
回
目
の
優
勝、
同
五
〇

歳
以
上
は
大
和
和
人
(恵
庭
市
役
所
)
が
三
年
連
続
の
優
勝、
昨
年
ま
で
の
女
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソン
と
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
一
本
化
さ
れ
た

女
子
一
〇
キ
ロ
は
槙
本
美
恵
子
(函
館
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
)
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
一三
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は
同
八
年
(九
六
)
十
月
の
体
育
の
日
に、
地
元
苫
小
牧
を
は
じ
め
道
内
三
三
市
町
村
と
埼
玉
県
か
ら
の

参
加
を
含
め
た
約
一、四

〇
〇
人
が
出
場、沿

道
の
市
民
の
声
援
を
受
け
て
健
脚
を
競
っ
た。車

い
す
ハ
ー
フ
に
は
二
一
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
、

長
田
弘
幸
(エ
ス
カ
ヨ
ツ)
が
二
連
覇
を
果
た
し
た。
男
子
ハ
ー
フ
は
栗
林
秀
人
(栗
林
商
会
室
蘭
)
が
二
度
目
の
参
加
で
初
優
勝、

一

〇
キ
ロ
ロ
ー
ド
男
子
一
〇
・
二
〇
歳
代
は
長
谷
川
春
良
(第
73戦
車
連
隊)
が
初
出
場、
初
優
勝、
同三
〇
・
四
〇
歳
代
は
岡
田
宜
明

(北
海
道
地
区
補
給
処)
が
見
事
、
三
連
覇
を
達
成、
同
女
子
は
槙
本
美
恵
子
(函
館
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
)
が
二
年
連
続
優
勝
を

飾
っ
た
。

第
一
四
回
苫
小
牧
マラ
ソ
ン
は
同
九
年
(九
七)
十
月
の
体
育
の
日、
曇
り
一
時
雨
と
な
っ
た
が
地元
、
苫
小
牧
を
は
じ
め
道
内三
五

市
町
村
と
、
遠
来
の
愛
知、
徳
島
両
県
から
の
参
加
を
含
め
一、
二
七二
人
が
出
場、
家
族
五
人
で
参
加
し
た
真
所
一
雅
一
家
の
選
手
宣

誓
が
秋
空
に
澄
み
渡
り
、
苫
小
牧
の
秋
を
彩
っ
た。
車
い
す
ハ
ー
フ
に
は
二
五
人
が
出
場、
猛
烈
な
デ
ット
ヒ
ー
ト
の
末
、
長
田
弘
幸
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(札
幌
)
が
見
事
に三
連
覇
を
達
成し
、
実
力
の
差
を
見
せつ
け
た。
新
設
定
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
男
子
ハー
フ
は
強
豪、
森
和
人

(東
芝
電
波
特
機)
が
三
年
ぶ
り
史
上
最
多
三
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た。
同
一〇
・二
〇
歳
代
は
佐
々
木
一也

(陸
上
自
衛
隊
7
師
団
)

が
初
参
加、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
同
三
〇
・
四
〇
歳
代
で
は
岡
田
宜
明
(北
海
道
補
給
処
)
が
堂
々
の
四
連
覇
を
達
成
し
た
。
同
五
〇
歳

以
上
は
中
村
浩
二
(札
幌
ヤ
ク
ル
ト
)
が
初
出
場
、
初
優
勝、
同
女
子
は
太
田
尚
子
(ア
ブ
ロ
ス
エ
ア
ロ
組
)
が
快
走
を
み
せ
優
勝
し
た
。

第
一
五
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
が
平
成
十
年
(九
八
)
十
月
の
体
育
の
日、
地
元
苫
小
牧
を
は
じ
め
道
内
三
〇
市
町
村
と
遠
来
の
神
奈
川、

千
葉、
静
岡、
岡
山
各
県
から
の
参
加
も
含
め
一、
二
一
七
人
が
出
場、
八
種
目
に
分
か
れ
て
快
晴
の
街
を
駆
け
抜
け
た
。
同
大
会
に
は、

ジ
ョ
セ
フ
・
M
・
オ
ツ
オ
リ
(ト
ヨ
タ
自
動
車
)、
佐
木々
七
恵
(エ
ス
ビ
ー
食
品
)
の
両
招
待
選
手
を
招
き
大
会
に
花
を
添
え
た。
ま

た
、
四
つ
子
の
家
族
六
人
で
参
加
し
た
本
間
龍
美
一
家
が
選
手
宣
誓
を
行
い、
フ
ァミ
リ
ー
三
キ
ロ
を
皮
切
り
に
レ
ー
ス
が
始
ま
っ
た
。

車
い
す
は
樽
前
ハ
イ
ラ
ン
ド
市
バ
ス
停
留
所
前
を、
男
女
一
〇
キ
ロ
は
啓
明
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
実
施、
熱
走
が
展
開
さ

れ
た
。
今
回
で
七
回
目
を
迎
え
た
車
い
す
ハー
フ
に
は
二
八
選
手
が
出
場、
長
野
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
を
果
た
し
た
長
田
弘
幸

(北
海
道
車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
)
が
四
連
覇
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
男
子
ハ
ー
フ
は
初
出
場
の
池
本
隆
志
(池
本
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョン
)
が
初
栄
冠
に
輝
い
た
。
男
子
一〇
キ
ロ
一〇
・
二〇
歳
代
は
初
参
加
の
鶴
田
賢
一
(
B
U
R
N
I
N
G
B
L
O
O
D
)
が
初
優

勝
、
同三
〇
・
四〇
歳
代
は
岡
田
宜
明
(北
海
道
補
給
処)
が
五
回
連
続
優
勝
を
飾
り、
同
五
〇
歳
以
上
は
中
沢
重
道
(千
歳
若
葉
走
友

会
)
は
一
回
目
から
出
場
し
通
算
七
回
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た。
女
子
一
〇
キ
ロ
は
太
田
尚
子
(苫
小
牧
踊
走
会)
が
大
会
新
記
録
で

二
年
連
続
優
勝
を
飾
っ
た
。

第
一
六
回
苫
小
牧
マ
ラ
ソ
ン
は、
好
天
に
恵
ま
れ
た
同
十
一
年
(九
九)
十
月
の
体
育
の
日
、
地
元
苫
小
牧
を
は
じ
め
道
内
三
七
市
町

村、
道
外
も
兵
庫
、
神
奈
川、
埼
玉
県
な
ど
七
市
か
ら
一、
二
七
七
人
が
出
場
し
た
。
車
い
す
三
キ
ロ
が
新
設
さ
れ
た
完
走
部
門
と
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
部
門
九
種
目
に
分
か
れ
力
走
を
展
開
し
た
。
開
会
式
で
は
家
族
六
人
で
参
加
し
た
小
室
優
一
家
が元
気
い
っぱ
い
宣
誓
し
た
あ
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(1)

と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
三
キ
ロ
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
車
い
す
ハー
フに
は
二
四
選
手
が
出
場、
神
戸
から
初
出
場
の
藤
川
康

博
(日
進
医
療
器)
が
過
去
最
高
タ
イ
ム
で
初
優
勝
を
飾
り、
長
田
弘
幸
(札
幌
市
)
の
五
連
覇
を
阻
止
し
た。
ハ
ー
フ
男
子
は
小
学
三

年
だ
っ
た
第
一
回
大
会
以
来、

一五
年
ぶ
り
の
参
加
で
酒
井
健
太
郎
(NRC‒‒K)

が
歓
喜
の
初
優
勝
に
輝
い
た。

一〇
キ
ロ
男
子
一

〇
・
二〇
歳
代
は
初
参
加
の
伊
藤
一
臣
(ま
ど
か
RC)

が
優
勝、
同
三
〇
・
四〇
歳
代
は
常
勝
の
岡
田
宜
明
(北
海
道
マラ
ソ
ン
ク
ラ

ブ)
が
六
回
連
続
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
同
五
〇
歳
以
上
は
中
沢
重
道
(千
歳
若
葉
走
友
会
)
が
通
算
九
度
目、
五
〇
代
で
は二
連

勝
を
果
た
し
た。
同
女
子
は
太
田
尚
子
(と
よ
ぞ
ー
く
ら
ぶ)
が
自
身
の
歴
代
最
高
タ
イ
ム
を
更
新
す
る
好
タ
イ
ム
で
五
連
覇
に
花
を
添

え
た
。
中
学
駅
伝

苫
小
牧
体
育
協
会
四
〇
周
年
記
念
第
一回
中
学
駅
伝
苫
小
牧
大
会
が
(苫
体
協
主
催、
苫
小
牧
市、
市
教
委、
苫
陸

苫
小
牧
大
会
協
、
苫
中
体
連
、
苫
小
牧
民
報
社
共
催)
平
成
四
年
(九
二
)
十
月
十
八
日、
青
空
の
広
が
る
緑
ヶ
丘
公
園
陸
上
競
技

場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
た
。
苫
小
牧
を
は
じ
め
伊
達、
登
別、
早
来、
鵡
川、
静
内
な
ど
か
ら
男
子
一
七、
女
子
ハ
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
道
道
苫
小
牧
環
状
線
六
区
間
二
〇
キ
ロ
を
舞
台
に
熱
い
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
た。

男
子
は
全
区
間
一
位
を
維
持
し
た
静
内
第
三
中
が、
女
子
は
四
人
が
区
間
賞
を
獲
得
し
て
好
タ
イ
ム
で
走
り
抜
い
た
鷲
別
中
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
を
飾
っ
た。
地
元
勢
の
男
子
で
は
苫
東
中
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
A
が
二
位
、
沼
ノ
端
中
A
が
四
位、
明
倫
中
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

が
七
位
、
凌
雲
中
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
八
位
に
入
賞
し
た
。
女
子
は
啓
明
中
フ
ァイ
タ
ー
ズ
が
三
位、
啓
北
中
が
五
位、
和
光
中
が
六

位
、
明
倫
中
が
七
位
の
成
績
で
あ
っ
た
。
ま
た、
男
子
区
間
賞
は二
区
の
茅
森
健
一
(苫
東
ア
A)、

三
区
の
伊
藤
敬
彗
(凌
雲
ア
A)、

四
区
の
吉
沢
雄
介
(苫
東
ア
A)、

五
区
の
佐
藤
雄三

(沼
ノ
端
A)、

六
区
の
横
山
雅
茂
(同
)
が
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
た
。
ま
た、
女
子

区
間
賞
は
五
区
の
岸
本
あ
ゆ
み
(啓
明
中
フ
ァ
タ
へ
ズ
)
で
あ
っ
た。

第
二
回
大
会
(苫
小
牧
市
体
育
協
会、
苫
小
牧
民
報
社
主
催)
は
同
五
年
(九
三
)
九
月
二
十
三
日
、
男
子
二
一、
女
子
九
チ
ー
ム
の
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計
三
〇
チ
ー
ム
が
出
場
し、
沿
道
の
市
民
の
声
援
を
背
に
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
展
開
し
た
。
男
子
は
第三
区
間
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
鷲
別

中
が
最
終
区
間
で
激
し
く
追
い
上
げ
る
沼
ノ
端
中
を
抑
え
て
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
女
子
は
札
幌
信
濃
中
が
二
位
以
下
に
大
差
を
つ
け
て
初

の
栄
冠
に
輝
い
た
。
地
元
勢
の
男
子
で
は
沼
ノ
端
中
が
二
位
に
食
い
込
み、
苫
東
中
A
が
六
位、
啓
北
中
陸
上
部
が
八
位
に
入
賞
し
た
。

ま
た、
女
子
は
啓
明
中
陸
上
部
が
四
位、
沼
ノ
端
中
が
六
位、
啓
北
中
陸
上
部
が
七
位、
明
倫
中
陸
上
部
が
八
位
に
入
賞
し
た
。
地元
選

手
の
男
子
区
間
賞
で
は
四
区
の
森
本
佳
樹
(沼ノ

端)、
五
区
の
田
中
圭
太
(明
倫
ア
A)、

六
区
の
横
山
雅
茂
(沼ノ

端
・
大
会
新)
が

獲
得、
よ
く
健
闘
し
た
。

第
三
回
大
会
が
好
天
の
平
成
六
年
(九
四)
七
月三
十
一
日、
男
子
二
三
、
女
子
一

五
チ
ー
ム
の
大
会
最
多
の
計三
ハ
チ
ー
ム、
約
三
八
〇
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た。
男

子
は
二
区
で
首
位
に
立
ち、
独
走
態
勢
を
キ
ー
プ
し
た
初
出
場
の
札
幌
南
が
丘
中
が
大

会
新
記
録
の
好
タ
イ
ム
で
優
勝、
上
位
四
位
ま
で
を
札
幌
勢
が
独
占
し
た
。
女
子
は
前

回
優
勝
の
札
幌
信
濃
中
が
断
ト
ツ
の
レー
ス
を
繰
り
広
げ
同
校
A
・
B
が
接
戦
を
展
開、

同
B
が
競
り
勝
ち
優
勝、
二
連
覇
を
達
成
し
た
。
ま
た、
札
幌
信
濃
中
の
石
川
理
子
ら

六
人
は
い
ず
れ
も
区
間
賞
を
独
占
し
た
。
地
元
苫
小
牧
勢
で
は
女
子
七
位
に
沼
ノ
端
中

が
入
賞
し
た
の
が
最
高
位
で
あ
っ
た
。

第
四
回
大
会
は
薄
曇
り
時
折
り
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中、
同
七
年
(九
五
)
七
月
三
十

日
緑
ヶ
丘
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
地
元
苫
小
牧
を
は
じ
め
六
市
五
町
か
ら
男
子

四
〇
、
女
子
二
一、
計
六
一
チ
ー
ム
出
場
の
過去
最
大
規
模
の
大
会
と
な
っ
た
。
男
子

は
ス
タ
ー
ト
か
ら
上
位
チ
ー
ム
が
混
戦
と
な
り、
六
区
で
アン
カ
ー
が
ト
ッ
プ
に
立
っ

56K
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

た
札
幌
羊
丘
中
が
大
会
新
を
マー
ク
し
て
優
勝、
女
子
は二
区
から
徐
々
に
差
を
つ
け
た
初
陣
の
赤
平
中
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。
地
元
苫

小
牧
勢
は
男
子
沼
ノ
端
中
が
一
〇
位、
女
子
で
は
大
健
闘
し
た
沼
ノ
端
中
が
四
位
に
入
賞、
啓
明
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
A・B

が
そ
れ
ぞ
れ
六
、

七
位
と
善
戦
し
た
。

苫
小
牧
市
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
三
〇
周
年
記
念
・
第
五
回
中
学
駅
伝
大
会
は
平
成
八
年
(九
六
)
八
月
十
一
日、
真
夏
の
駅
伝
と
し
て
は
涼

し
い
中、
男
子
三
五
、
女
子
一
五
、
計
五
〇
チ
ー
ム
が
出
場、
道
道
環
状
線
の
二
車
線
使
用
に
拡
大
し
て
の
大
会
と
な
っ
た
。
男
子
は
福

島
中
(渡
島)
と
札
幌
南
が
丘
中
が
序
盤
から
激
し
い
ト
ップ
争
い
と
な
り、
六
区
で
抜
け
出
し
た
福
島
中
が
初
出
場、
大
会
新
で
初
優

勝
を
飾
っ
た。
二
位
の
札
幌
南
が
丘
中
も
大
会
新
を
マ
ー
ク
し
た
。
女
子
は
ス
タ
ー
ト
から
終
盤
に
か
け
て
上
位
を
キ
ー
プ
し
た
札
幌
信

濃
中
が
二
年
ぶ
り
三
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
二
位
に
は
四
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
区
間
賞
を
獲
得
し
た
苫
小
牧
選
抜
が
入
賞、
歴
代
地
元

女
子
と
し
て
は
最
高
順
位
と
タ
イ
ム
を
マ
ー
ク
し
た
。
苫
小
牧
勢
女
子
が
区
間
賞
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
第
一
回
以
来、
四
年
ぶ
り
の
健
闘

で
二
区
の
清
水
紗
織
(沼ノ

端)、
三区
の
熊
谷
弘
美
(和
光)、

四
区
の
池
田
有
美
(沼
ノ
端)、

五
区
の
須
田三
枝
子
(明
倫)
の
四
選

手
で
あ
っ
た
。

第
六
回
大
会
は
同
九
年
(九
七)
八
月
十
日、
雨
あ
が
り
の
な
か
地
元
苫
小
牧
を
は
じ
め
恵
庭、
札
幌、
岩
見
沢、
上
富
良
野
など
一

三市
町
か
ら
男
子
三
四、
女
子
一
六
、
計
五
〇
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
黄
色
の
た
す
き
を
つ
な
げ
る
健
脚
を
競
っ
た。
男
子
は
七
飯
町
(渡

島
)
の
大
中
山
中
が
歴
代二
位
の
好
タ
イ
ム
で
初
優
勝、
女
子
は
福
島
中
(渡
島
)
が
初
優
勝
を
飾
り
、
渡
島
勢
が
栄
冠
を
独
占
し
た
。

苫
小
牧
勢
は
女
子
の
啓
北
中
が
七
位
と
善
戦
し
た
が、
他
の
チ
ー
ム
で
は
弥
生
中
男
女
の
一
二
位
で
あ
っ
た
。

市
制
五〇
周
年
記
念
・
第
七
回
大
会
は、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
同
十
年
(九
八)
八
月
二
日、
一一
市
町
か
ら
男
子
三

一、
女
子
一二
、
計三
三
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
展
開
し
た。
男
子
は
六
区
で
前
年
の
覇
者
七
飯
町
大
中
山
中
(渡
島)

を
抜
い
た
上
磯
中
陸
上
部
(同
)
が
好
タ
イ
ム
で
初
優
勝、
女
子
は
全
区
間
独
走
し
大
会
新
記
録
を
マ
ー
ク
し
た
七
飯
女
子
選
抜
(同
)
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が
初
優
勝
を
飾
っ
た。
地
元
苫
小
牧
勢
で
は、
女
子
の
啓
北
中
が二
位
に
食
い
込
み
市
内
勢
過
去
最
高
タ
イ
ム
の
準
優
勝
に
輝
い
た
ほ
か、

弥
生
中バ
ス
ケ
ッ
ト
部
A
が
六
位、
明
野
中
陸
上
部
が
八
位、
男
子
も
啓
北
中
が
八
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

第
八
回
大
会
は
平
成
十
一
年
(九
九)
七
月
十
八
日、
緑
ヶ
丘
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
開
か
れ
た
。
道
道
苫
小
牧
環
状
線
(清
水
町

‒‒柏
木
町)
を
折
り
返
す
一
七
・
一キ
ロ
六
区
間
の
新
コ
ー
ス
に
男
子二
九
チ
ー
ム、
女
子
一三
チ
ー
ム
の
計
四二
チ
ー
ム
が
出
場、
選

手
は
懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
力
走
し
た。
男
子
は
札
幌
羊
丘
中
が
好
タ
イ
ム
で
四
年
ぶ
り
二
度
目
の
優
勝
飾
っ
た
。
地元
勢
で
は
啓
北

中
が
よ
く
健
闘
し
四
位
と
な
り、
同
校
男
子
と
し
て
三
年
連
続
の
入
賞
を
達
成、
光
洋
中
選
抜
は
六
位、
緑
陵
中
選
抜
七
位、
苫
東
中
が

八
位
と
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を
果
た
し
た
。
ま
た、
区
間
賞
に
男
子
一
区
の
守
屋
暁
生
(啓
北)
と
同
五
区
の
柳
谷
祐
(光
洋)
が
獲
得
し
た
。

女
子
は
二
年
連
続
出
場
の
上
富
良
野
中
が
札
幌
屯
田
中
央
中
と
の
競
り
合
い
を
制
し
て
優
勝
を
果
た
し
た
。
啓
北
中
は
序
盤
で
出
遅
れ
た

が
五
区
で
札
幌
屯
田
中
央
中
を
逆
転
し
二
位
と
好
走
し
た
。
啓
北
中三
区
の
藤
田
光、
五
区
の
小
野
寺
志
保
、
六
区
アン
カ
ー
の
阿
部
江

利
奈
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
区
間
賞
に
輝
い
た
。
な
お、
地
元
勢
で
は
弥
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
A
が
四
位、
沼
ノ
端バ
ス
テニ
ー
ズ
が
五
位、
啓

(3)
明
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
六
位、
明
倫
中
が
八
位
と
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

注
(1)(3)

『新
聞
切
抜
綴
‒‒ス

ポ
ー
ツ
1
・
2
・
3
』
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(2)
『苫
小
牧
陸
上
競
技
協
会
設
立
50周
年
記
念
誌
・
足
跡』

平
成
八
年
苫
小
牧
陸
上
競
技
連
盟
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苫
小
牧
市
史
(
追
補
編)

二、
そ

の
他

の
ス
ポ

ー
ツ

岩
倉
組
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

昭
和
四
十
二
年
(一
九
六
七)
四
月
に
株
式
会
社
岩
倉
組
は
女
子
バ
ス
ケ
ット
ボ
ー
ル
部
(田
口
正
平

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
監
督)
を
創
設
し
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
が、
道
内
の
高
校
有
望
選
手
を
集
め
て

技
術
強
化
を
図
っ
た。

一時
は
全
道
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
王
座
を
維
持
し、
苫
小
牧
初
の
実
業
団
チ
ー
ム
と
し
て
数
々
の
戦
跡

を
残
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

岩
倉
組
女
子バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
結
成
直
後
の
同
四
十三
年
(六
八
)
十
月
の
福
井
国
体
に
本
道
代
表
と
し
て
出
場
し、
三
回
戦

ま
で
勝
ち
進
ん
だ。
そ
の
後、
同
五
十
年
(七
五
)
ま
で
本
道
代
表
と
し
て
五
年
連
続
国
体
に
出
場、
道
内
の
女
子バ
ス
ケ
ッ
ト
ボー
ル

チー
ム
で
は
屈
指
の
強
豪
と
し
て
岩
倉
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
五
十
年
(七
五
)
以
降
会
社
経
営
も
不
振
に
向
か
い、
同
社
ス
ポ
ー
ツ
部
の
維
持
経
営
も
困
難
な
状
態
に
陥
って

い
た
。
こ
の
た
め
、
最
も
金
の
掛
る
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
同
五
十
四
年
(七
九)
五
月
に
廃
部
(雪
印
移
管)
を
決
定
し
、
岩
倉
組
は

翌
五
十
五
年
四
月
一
日
に
不
良
団
体
の
清
算
会
社
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
有
望
選
手
の
入
部
も
な
く

陰
り
を
み
せ
同
年
十
月
の三
重
国
体、
同
五
十
三
年
(七
八)
十
月
の
長
野
国
体
で
も
一
回
戦
で
敗
退
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も

1)
同
五
十
六
年
度
(八
一
)
の
全
道
実
業
団
大
会
に
出
場
し
て
一
〇
連
勝
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。

岩
倉
組
女
子
バ
ス
ケ
ット
部
は
国
体
道
代
表
七
回、
全
国
実
業
団
大
会
三
回
出
場
を
果
た
し
、
同
チ
ー
ム
の
目
指
し
た
日
本
リ
ー
グ
入

り
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が、
同
五
十
六
年
度
(八
一
)
を
も
っ
て
多
く
の
フ
ァン
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
部
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
し
た
選
手
・
団
体

ス
ポ
ー
ツ
宣
言
都
市
苫
小
牧
に
お
け
る
ス
ポー
ツの
歴
史
は
古
く、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
ス
ケー
ト
界

の
目
覚
ま
し
い
活
躍
が
あ
り
、
幾
多
の
国
際
的
な
名
選
手
を
輩
出
し
て
き
た。
一方、

野
球、
柔
道、
剣
道、
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陸
上
競
技
等
に
お
い
て
も
数
々
の
輝
か
し
い
戦
跡
を
残
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

特
に
近
年
に
な
っ
て
体
育
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
総
合
体
育
館、
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
の
各

施
設、
白
鳥
ア
リ
ー
ナ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
設
で
は、
年
間
延
べ
一三
〇
万
人
を
超
す
利
用
者
の
あ
る
こ
と
は、
苫
小
牧
市
体
育

協
会
を
根
幹
と
す
る
各
ス
ポ
ー
ツ
加
盟
団
体
の
活
動
が
基
礎
と
な
っ
て
苫
小
牧
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
、
発
展
に
寄
与
し
そ
の
成
果
が

ま
す
ま
す
高
め
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
(七
五)
以
降
の
苫
小
牧
市
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
に
記
す
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
界
で
全
道
・
全

国
で
活
躍
し
た
選
手
・
団
体
(チ
ー
ム
)
の
主
な
も
の
を
挙
げ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
以
降
に
お
い
て
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
記
録

内
容

第
三
編

教
育
・
文
化

剣
種

別

道
年

10・
9

1
.
6

8
・
12

3
.
5

札
幌
市

水
戸
市

札
幌
市

札
幌
市

札
幌
市

東
京
都

東
京
都

場
所

成
績

第
1
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
苫
小
牧
剣
道
ス
ポ
ー
ツ少
年
団
・
苫
小
牧
正
心
館
が
出
場
す
る
。

第
12回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
中
学
の
部
で
苫
小
牧
正
心
館
が三
位
入
賞
。

第
34回
北
海
道
地
区
大
学
体
育
大
会
剣
道
女
子
団
体
で
苫
小
牧
駒
澤
短
期
大
学
が
優
勝。

第
12回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会
団
体
の
部
で
苫
小
牧
駒
澤
短
期
大
学
が
優
勝、
全
国
大
会
へ出
場。

第
15回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
で
駒
澤
大
学
苫
小
牧
短
期
大
学
(学
名
変
更
)
の三
浦
弘
美三
段
が
優

勝
、
菊
地
亜
希
子三
段
が
二
位、
徳
増
英
子
三
段
が三
位
入
賞、
全
国
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
に
出
場。

第
30回
全
国
選
抜
少
年
剣
道
錬
成
大
会
で
浅
野
千
晶
子
(苫
正
心
館)
が
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
る
。

第
18回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
個
人
戦
で
阿
部
明
子
(駒
大
苫
小
牧
短
大)
が
優
勝。

第
22回
北
海
道
地
区
少
年
剣
道
錬
成
大
会
小
学
生
団
体
の
部
で
苫
小
牧
真
義
館
A
が
優
勝、
中
学
生
女
子
個
人
の
部

で
藤
田
舞
(同)

が
準
優
勝、
全
国
大
会
へ出
場。

第
1
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
胆
振
A
団
体
戦
で
苫
小
牧
選
抜
が
優
勝、
全
国
大
会
出
場
へ。

苫
小
牧
市

平
成元
・
4

8
6
・
5

6
・
10

6
・
7

62・
8

昭
和
5
1
.
8 月 月

札
幌
市

札
幌
市

第
24回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会
で
苫
小
牧
駒
澤
大
学
剣
道
部
が
短
大
時
代
か
ら
通
算
し
一
一度
目
の
優
勝

を
飾
り
、
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
大
会
へ出
場。
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剣

庭
球 球 道道

昭
和
60・

4

1
1
.
8

1
・
7

1
.
5

・
7

1
0
.
6

1
0
.
5

7
.
2

4
.
8

3
.
8

平
成
2
.
8

昭
和
5
2
.
8

1
・
7

1
.
6 5

小
樽
市

福
井
県

札
幌
市

札
幌
市

札
幌
市

岩
見
沢
市

札
幌
市

深
川
市

滝
川
市

旭
川
市

岩
見
沢
市

江
別
市

札
幌
市

札
幌
市

札
幌
市

第
26回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
個人
戦
で
桜
井
明
香
(苫
小
牧
駒
澤
大)
が
準
優
勝、
全
日
本
女
子
学

生
選
手
権
へ
出
場。

北
海
道
少
年
剣
道
錬
成
大
会
中
学
女
子
個
人
戦
で
藤
田
舞
(苫
小
牧
真
義
館)
が
優
勝、
同
男
子
で
対
馬
良
祐
(同)

が三
位入
賞、
男
子
団
体
小
学
生
の
部
が
準
優
勝、
全
国
大
会
へ出
場。

9
年
度
北
海
道
地
区
大
学
体
育
大
会
女
子
剣
道
団
体
対
抗
で
苫
小
牧
駒
澤
大
学
が
短
大
か
ら
通
算
し
一
〇
度
目
優
勝

全
道
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
苫
小
牧
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
が
優
勝。

第
36回
全
国
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
道
予
選
で
優
勝
の
小
田
部
恭
代
子
・
十
川
真
紀
(苫
西
高)
が
全
国

大
会
へ
出
場。

第
9
回
全
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦
で
伴
宏
美
(苫
ア
ブ
ロ
ス
ス
ポー
ツ)
が
優
勝。

第
10回
全
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
男
子シ
ン
グ
ル
済
戦
で三
上
裕
司
(大
成
小
同
好
会)
が
優
勝。

第
1
回
全
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
女
子シ
ン
グ
ル
ス
戦
で
岩
松
真
美
子
(苫
小
牧
リ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ア
クラ
ブ
)

が
優
勝、
同
ダブ
ル
ス
で
湊
綾子
・
山
田
亜
紀
組
(同)

が
優
勝。

第
26回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
大
会
で
女
子シ
ン
グ
ル
ス
の
木
村
充
美
(駒
澤
短
大)、

ペ
ア
の
佐
藤
奈

々
子
・
窪
田三
佐
都
組
が
優
勝。

第
11回
全
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
一般
女
子シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
李
荔
(り
・
り
ー
、
苫
小
牧
駒
澤
大)
が

優
勝
。

第
47回
全
道
学
生バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
女
子
の
部シ
ン
グ
ル
ス
で
李
荔
(苫
小
牧
駒
澤
大)、

ダ
ブ
ル
スで

本
多
志
保
・
小
森
亜
紀
子
組
(同)

が
優
勝。

第
45回
北
海
道
地
区
大
学
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
団
体
で
苫
小
牧
駒
澤
大
が
優
勝、
東
日
本
大
会
出
場。

第
43回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
坂
井
学・
大
津
達
也
(苫
小
牧
駒
澤
大)
が
優

勝、
全
国
大
会
へ。

9
年
度
北
海
道
地
区
大
学
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
団
体
対
抗
で
苫
小
牧
駒
澤
大
が
優
勝。

9
年
度
全
国
中
学
校バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
に
神
田
麻
里
(啓
明
中)
が
出
場。

第
1
回
北
海
道
小
学
生
選
抜
軟
式
庭
球
イン
ド
ア
大
会
男
子
の
部
で
石
羽
沢
・
山
川
組
(苫
小
牧
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
)
が
優
勝。
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第
31回
全
道
実
業
団
軟
式
庭
球
大
会
団
体
戦
で
苫
小
牧
市
役
所
A
が
優
勝、
全
日
本
実
業
団
大
会
出
場。

第
8
回
北
海
道
小
学
生
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
男
子
個人
で
細
野
湖・
伊
藤
義
隆
(苫
小
牧
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
)
が

優
勝、
男
子
団
体
戦
で
も
苫
小
牧
チ
ー
ム
が
優
勝。

第
1
回
北
海
道
小
学
生
軟
式
庭
球
大
会
で
苫
小
牧
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
女
子
5
年
チ
ー
ム
が
優
勝。

全
道
中
学
体
育
大
会
軟
式
庭
球
個
人
戦
で
佐
木々
ヒ
ロミ
・
氏
家
美
紀
組
(苫
東
中)
が
準
優
勝、
全
国
大
会
出
場
。

第
2
回
北
海
道
中
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
小
西
卓
・
小
野
寺
篤
史
組
(苫
東
中)
が
準
優
勝、
全
日

本
大
会
出
場
。

第
15回
全
日
本
小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
男
子
団
体
の
部
で
北
海
道
チー
ム
(堀
一
郎
監
督、
選
手
の
う
ち
磯
部

伸
也、
渡
辺
賢二
と
も
に
澄
川
小)、

女
子
団
体
の
部
で
同
(都
田
あ
ゆ
み、
早
坂
麻
衣
と
も
に
清
水
小)
が
全
国

制
覇
。

第
20回
朝
日
レ
デ
ィ
ー
ステ
ニ
ス
記
念
全
道
大
会
ダ
ブ
ル
ス
で
苫
小
牧
テ
ニ
ス
協
会
の
五
十
嵐
と
し
子
が
札
幌
の
選

手
と
ペ
ア
で
優
勝、
全
国
大
会
出
場。

昭
和
52年
度
全
国
定
時
制
高
校
体
育
連
盟
体
育
大
会
柔
道
の
部
に
長
谷
川
法
明
(苫
工
高
定)
が
全
国
大
会
出
場
。

第
16回
全
日
本
実
業
団
柔
道
個
人
選
手
権
で
畑
山
一
之
四
段
(王
子
製
紙)
が
三
位
入
賞
。

第
23回
東
日
本
実
業
団
柔
道
団
体
対
抗
大
会三
部
で
王
子
製
紙
が
優
勝。

東
京
都

枚
方
市

東
京
都

苫
小
牧
市

当
麻
町

札
幌
市

札
幌
市

柔 軟軟
式

-
身
体
障
害
者

イ
ン
グ

ウ
エ
ー
ト
リ
フ 道 球 球ツ

昭
和
55・11

1
・
7

平
成
6
・
1

平
成
1
・
7

6
・
1

6
・9

61
.
8

昭
和
22・

8

1
0
.
9

1
0
・
7

8
.
2

平
成
元
・
8

0
0
.
0
0

61.
6

昭
和
6
0
・
7

6
.
8

札
幌
市

宇
都
宮
市

旭
川
市

いわ
き市

札
幌
市

東
京
都

全
日
本
新
人
体
重
別
柔
道
北
海
道
予
選
95キ
ロ
超
級
で
鶴
間
謙
治
初
段
(王
子
製
紙)
が
優
勝、
全
日
本
大
会
へ
。

第
52回
北
海
道
・
東
北
対
抗
柔
道
大
会
個
人
戦
で
長
谷
川
清
志三
段
(王
子
製
紙)
が
二
年
連
続
準
優
勝。

第
12回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
55～59歳

の
部
88キ
ロ
級
で
前
川
正
喜
(新
王
子
製

紙
)
が
日
本
新
記
録
を
更
新
し
て
三
連
覇、
世
界
大
会
へ三
年
連
続
出
場。

第
9
回
北
海
道
秋
季
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会
兼
95全
道
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
大
会
高
校
生
の
部
1
0
8

キ
ロ
超
級
で
若
林
貴
博
(苫
東
高
)
が
優
勝、
同
8
キ
ロ
級
で
高
尾
幸
司
(同)

が
準
優
勝、
マ
ス
タ
ー
ズ
40歳
以

上
76キ
ロ
級
で
前
川
正
喜
(山
手
町)
と
今
野
澄
男
(北
光
町
)
が
優
勝
。

第
16回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
藤
井
洋
美
(苫
小
牧)
が
陸
上
競
技
の
部
(立
ち
幅
跳
び
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投
げ)
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得。

第
1
回
北
海
道
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会
で
佐
藤
伸
夫
(苫
小
牧
身
障
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
)
が

優
勝
。
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(『
新
聞
切
抜
綴
～
ス
ポ
ー
ツ
1
・
2
・
3
』

空
手
道

小
学
生
陸
上
競
技

ス
ポ
ー

身
体
障
害
者

平
成
1
・
6

昭
和
580・

6

10.9

平
成
1
0
・
7

平
成
3
・
8

札
幌
市

札
幌
市

東
京
都

室
蘭
市

札
幌
市

第
6
回
北
海
道
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェリ
ー
競
技
大
会
男
子
Bラ
ン
ク
の
部
で
松
川
隆志

(見
山
町)
が
優
勝、
女

子
B
ラ
ン
ク
で
外
村
マ
リ
子
(花
園
町)
が
二
位
入
賞。

場
ま
た
6
年
女
子
ボ
ー
ル
投
げ
で
小
林
麻
友
(明
野
小)
が三
連
覇
達
成。

第
16回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
5
年
男
子
一〇
〇
mで
伊
丸
岡
亮
太
(沼
ノ
端
小)
が
優
勝、
全
国
大
会
出

第
14回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
会
5
年
男
子
一〇
〇
m
で
道
代
表
の
伊
丸
岡
亮
太
(沼
ノ
端
小)
が二
位
入
賞

第
10回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
で
渡
部
昭
次
(若
草
小
・
極
真
会
館
高
木
道
場
苫
小

牧
支
部)
が
優
勝、
深
川
正
伸
(同)

が三
位
入
賞。

第
18回
北
海
道
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会
女
子
個
人
演
武
・
規
定
の
部
で
伴
辺
望
・
久
保
愛
(苫
東
高)
が
優
勝

昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
よ
り
作
成)

注
(1)

『苫
小
牧
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボー
ル
協
会
創
立
40周
年
記
念
誌
・40年

の
歩
み
』
平
成
四
年
苫
小
牧
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会

1024
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第
五
章
観
光
と
ま
つ
り

第
一
節
苫
小
牧
の
観
光
資
源

一、
苫
小
牧
観
光
協
会
と
観
光
対
策

苫
小
牧
観
光

苫
小
牧
観
光
協
会
(小
保
方
一
雄
会
長
)
は
昭
和
六
十
三
年
(一
九
八
八
)
五
月
の
定
時
総
会
に
お
い
て
懸
案
と

協
会
の
法
人
化
な
っ
て
い
た
社
団
化
に
向
け
て
「社
団
化
特
別
委
員
会」
(成
田
繁
委
員
長)
の
設
置
を
決
め
た
。
観
光
事
業
に
対
す

る
期
待
が
高
ま
る
中、
こ
れ
ま
で
同
協
会
は
任
意
団
体
と
し
て
推
移、
事
務
局
も
苫
小
牧
商
工
会
議
所
に
委
託
さ
れ、
専
従
職
員
が
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て、
大
規
模
な
観
光
事
業
の
展
開
も
限
界
に
き
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
っ
た。
こ
の
た
め
同
協
会
で
は
同
五
十
九
年
度

(八
四)
か
ら
法
人
格
を
持
つ
社
団
法
人
化
の
促
進
を
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
て
き
た
が
、
同
特
別
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
一
歩
踏
み

出
し
た
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

一方
、
同
協
会
の
社
団
化
に
つ
い
て
苫
小
牧
商
工
会
議
所
(渡
辺
三
郎
会
頭)
は
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ップ
す
る
こ
と
と
し
、
同
会

議
所
と
市
理
事
者
と
の
懇
談
会
で
も
同
協
会
の
社
団
化
実
現
に
向
け
て
強
力
な
支
援
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
市
は
同
協
会
の
社
団
化

に
前
向
き
な
考
え
を示
し、
市
と
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
の
三
者
一
体
で
具
体
的
な
活
動
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
元
年
(八
九)
四
月
二
十
五
日、
同
協
会
の
諮
問
機
関
「社
団
化
特
別
委
員
会
」
は、
協
会
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め、
法
人
化

第
三
編

教
育
・
文
化
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を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
と
の
結
論
に
達
し、
そ
の
見
解
を
小
保
方
会
長
に
答
申
し
た。
こ
れ
を
受
け
て
同
協
会
理
事
会
が
五
月
十
日
に

開
か
れ、
同
会
長
は
社
団
法
人
化
を
提
案、
社
団
法
人
化
と
そ
の
た
め
の
「社
団
法
人
設
立
実
行
委
員
会」
(会
長
兼
務)
の
設
置
が
承
認

さ
れ
た
。
苫
小
牧
観
光
協
会
の
平
成
元
年
度
(八
九)
定
期
総
会
が
開
か
れ、
悲
願
の
社
団
法
人
化
促
進
を
正
式
に
機
関
決
定
し
た
。

全
道、
全
国
規
模
の
大
会、
競
技
会
な
ど
の
誘
致
を
通
し、
苫
小
牧
の
産
業
経
済、
文
化、
体
育
の
振
興
を
図
っ
て
き
た
「苫
小
牧
市

全
道
全
国
大
会
誘
致
連
絡
協
議
会
」
(会
長
・小
保
方
一
雄)
は
同
三
年
(九
一)
四
月
一
日、
総
会
を
開
き
大
会
誘
致
協
の
解
散
を
決
め

た
。
同
協
議
会
は
昭
和
五
十
九
年
(八
四)

一月
に
発
足
し、
苫
小
牧
市
と
苫
小
牧
商
工
会
議
所、
同
観
光
協
会
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

各
種
大
会
の
誘
致
計
画
の
策
定
、
関
係
機
関
や
関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
、
観
光
促
進
交
流
会
へ
の
参
加、
来
苫
者
の
歓
迎
事
業
な
ど
を

主
な
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
が、
観
光
協
会
の
社
団
法
人
化
に
伴
い
発
展
的
に
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
観
光
協
会
の
法
人
認
可
が
平
成三
年
(九
一)
七
月
三
日、
道
か
ら
正
式
に
下
り
た
。
昭
和
二
十
四
年
(四
九
)
十
二
月
十
日

に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
た
苫
小
牧
観
光
協
会
は、
実
に
設
立
以
来
四
十
二
年
の
歳
月
を
経
て
よ
う
や
く
法
人
化
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
社会
的
信
用
度
が
さら
に
確
立
さ
れ、
人
的
体
制
や
財
政
基
盤
も
充
実、
各
種
積
極
的
な
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
新
し
い
リ
ゾ
ー

ト
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
時
代
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
活
動
が
大
い
に
注
目
を
浴
び
た
。

道
内
で
観
光
協
会
が
社
団
法
人
化し
て
い
る
の
は
札
幌、
函
館、
旭
川、
室
蘭、
白
老、
登
別、
上
富
良
野、
千
歳、
小
樽
に
次
い
で

苫
小
牧
観
光
協
会
は
一〇
番
目
と
な
っ
た
。
七
月
三
十
日
に
は
懸
案
で
あ
っ
た
社
団
法
人
化
を
祝
い、
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
盛
大
に
行

1)
わ
れ
新
し
い
船
出
と
な
っ
た
。

任 観
光
大
使
の

苫
小
牧
観
光
協
会
は
平
成
八
年
(九
六
)
三
月、
苫
小
牧
市
外
に
住
む
苫
小
牧
出
身
者
な
ど
を
「観
光
大
使」
に
任

命
命
し、
苫
小
牧
の
観
光
を
全
国
に
P
R
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た。
こ
れ
は、
か
つ
て
苫
小
牧
に
勤
務
し
て
い
て
愛

着
を
持
っ
て
い
る
人
や
苫
小
牧
に
縁
の
あ
る
人
、
観
光
行
政
の
推
進
に
積
極
的
な
人
な
ど
を
観
光
大
使
に
任
命
す
る
と
い
う
も
の
で、
名
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刺
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
区
で
宣
伝
活
動
を
展
開
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
新
規
事
業
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

初
年
度
は
「東
京
と
ま
こ
ま
い
会
」
の
会
員
六
〇
〇
人
を
中
心
に
五
〇
人
程
度
に
委
嘱
し
、
苫
小
牧
観
光
の
魅
力
を
広
く
P
R
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た。
平
成
八
年
(九
六)
十
月
に
出
来
上
が
っ
た
名
刺
は、
苫
小
牧
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
写
真
入
り
で、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
た

た
ず
む
ウ
ト
ナ
イ
湖、
神
秘
的
な
樽
前
ガ
ロー、

キ
ャ
ン
プ
客
で
賑
わ
う
ア
ル
テ
ン
、
雄
大
な
樽
前
山
の
四
種
類
で、
そ
れ
ぞ
れ
「ス
ケー

ト
と
ハ
ス
カ
ップ
の
街
と
ま
こ
ま
い」
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
写
真
を
採
用、
同
年
十
一

月
中
旬
ま
で
に
観
光
大
使
五
〇
人
を
達
成、
苫
小
牧
観
光
P
R
に
か
か
わ
る
観
光
大
使

の
活
動
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

新
千
歳
空
港
タ
ー

北
の
空
の
拠
点
・
新
千
歳
空
港
は
平
成
四
年
(九
二
)
七
月

ミ
ナ
ル
へ
の
出
店

一日
、
新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
、
新
し
い
航
空

時
代
へ
の
幕
を
開
け
た
。
同
ビ
ル
二
階
に
苫
小
牧
観
光
協
会
の
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
「ゆ

の
み
n
o
n
-
n
o
」
が
鳥
越
市
長
と
小
保
方
会
長
が
一
日
店
長
を
務
め、
同
日
オ
ー

プン
し
た
。

同
セン
ター
は、
苫
小
牧
と
東
胆
振
の
物
産
販
売
と
観
光
案
内
を
兼
ね
た
店
舗
で、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
中
で
は
唯
一
観
光
協
会
が
運
営
す
る
物
販
店
と
な
っ

た
。
苫
小
牧
市
産
ホ
タ
テ
、
ホ
ッ
キ
な
ど
の
貝
類
や
海
産
物
加
工
品、
ス
モ
ー
ク
サ
ー

モン
、
ハ
ス
カ
ップ
加
工
品、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
食
品
や
木
彫
民
芸
品
の
ほ
か
、
穂
別
の

メ
ロン
、
鵡
川
の
シ
シ
ャ
モ
な
ど
東
胆
振
の
特
産
品
を
販
売
す
る
一
方、
苫
小
牧
と
東

日光のエセンター

2001

新千歳空港ビルのゆのみnon-no
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胆
振
の
各
種
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
き
P
R
、
観
光
客
ら
が
立
ち
寄
り
幸
先
よ
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ゆ
の
み
n
o
n
-
n
o
は
苫
小
牧
観
光
協
会
発
足
以
来
初
め
て
の
収
益
事
業
で
あ
った
が、
特
産
品
の
イ
メ
ー
ジ
が

弱
く
経
営
が
伸び
悩
み、
新
製
品
の
開
発
や
発
掘
が
課
題
と
な
って
い
た。
平
成
五
年
(九三
)
七
月
に
空
港
内
の
販
売
店
の
売
り
上
げ

増
を
目
的
に
店
内
改
装
を
進
め
る
等
の
苦
心
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
開
店
五
年
目
の
観
光
物
産
セン
タ
ー
ゆ
の
み
n
o
n
-
n
o
は
地

元
特
産
品
を
強
化、
売
り
上
げ
ア
ップ
を
図
っ
て
い
る
も
の
の
店
舗
は
二
階
の
駐
車
場
と
の
連
絡
口
付
近
に
あ
り
、
生
も
の
の
海
産
物
は

販
売
で
き
な
い
と
いう
規
制
が
あ
り、
ハス
カ
ップ
製
品
な
ど
が
中心
の
品
ぞ
ろ
え
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
搭
乗
口
や
セン
タ
ー
プ
ラ

ザ
か
ら
遠
い
と
い
う
立
地
条
件
も
あ
っ
て
赤
字
の
厳
し
い
状
態
から
脱
し
切
れ
ず、
協
会
で
は
頭
痛
の
種
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
折
り
、
道
が
北
海
道
輸
入
促
進
地
域
(FAZ)

計
画
の
第
一
弾
と
し
て
旧
ター
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
展
開
し
て
い
た
各
種
施
設

を
新
ビ
ル
に
移
転
し
た
の
に
伴
い、
同
十
年
(九
八
)
八
月
五
日、
ゆ
の
み
n
o
n
-
n
o
は
念
願
の
移
動
が
か
な
っ
た
。
出
店
場
所
を

(2)
移
転
し
た
同
店
は
売
り
上
げ
が
伸
び
始
め、
今
後
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
い
る
。

東
胆
振
物
産

苫
小
牧
市
は
昭
和
五
十
九
年
(八
四)
三月
、
東
胆
振
一
市
六
町
の
産
業
と
観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
「東
胆
振
物

ま
つ
り
産
即
売
観
光
展
」
の
実
現
に
向
け
て、
各
町
と
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
前
年
十
一
月
に
札
幌
で
開
催
さ

れ
た
北
海
道
物
産
ま
つ
り
で
は
各
市
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
一
村
一
品
運
動
で
各
地の
特
産、
名
産
品
など
の
展示
、
即
売
会
が
予
想

以
上
の
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
が
刺
激
と
な
っ
た
。

苫
小
牧
か
ら
も
四
業
者
が
畜
産
品
、
菓
子
、
海
産
物、
弁
当
な
ど
を
出
品
し
、
約
一
四
五
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
物

産
展
を
東
胆
振
広
域
圏
で
も
開
催
し
て、
産
業
と
観
光
の
両
面
の
振
興
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
に
開
か

れ
た
東
胆
振
広
域
振
興
協
議
会
で
開
催
が
決
ま
り、
九
月
に
は
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ、
出
品
内
容
や
予
算、
協
賛
事
業
な
ど
を
細
部

に
わ
た
っ
て
決
定
し
た
。
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道
の
提
唱
す
る
一
村
一
品
運
動
に
添
っ
た
官
民
一
体
の
初
の
イ
ベ
ン
ト
「84東

胆
振
物
産
観
光
ま
つ
り
」
が
昭
和
五
十
九
年
(八
四)

十
月
二
十
七
日
から
四
日
間、
サン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
開
か
れ
た。
東
胆
振
一
市
六
町
の
四〇
社
から
一三
四
品
目
の
物
産
が
並び
人
気

を
呼
ん
だ。
出
品
さ
れ
た
の
は
苫
小
牧
の
「ゆ
の
み
羊
か
ん
」、
白
老
の
「ヌ
カ
に
し
ん」、

早
来
の
「御
幸
よ
う
か
ん」、

追
分
の
「ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
ハニ
ー
」、
厚
真
の
「ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」、
鵡
川
の
「し
し
ゃ
も」、

穂
別
の
「長
い
も」
な
ど
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ、
買
い

物
客
で
ご
っ
た
返
し
反
響
は
上
で々
あ
っ
た。

こ
の
ほ
か、
六
階
に
は
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ、
一市
六
町
の
観
光
ガ
イ
ド
が
常
時
放
映
さ
れ
P
R
に
努
め
た。
ま
た、
穂
別

の
纏
太
鼓
の
演
奏、
特
別
サー
ビ
スと
し
て
穂
別
米、
観
光
タ
オ
ル
な
ど
が
無
料プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ほ
か、

一市
六
町
か
ら
も
抽
選
に

よ
り
名
産
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
再
発
見
を
合
言
葉
に
開
か
れ
た
同
物
産
ま
つり
は、
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が、
期
間
中
の
入
場
者
は
約
一
万
人
で、
売

り
上
げ
は
目
標
の
五
〇
〇
万
円
を
突
破
し
て
、
約
六
五
一
万
円
に
な
り
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

第
五
回
を
迎
え
た
「8
同
物
産
観
光
展」
(陛
下
の
ご
病
気
で
ま
つ
り
を
削
除)
が
同
六
十
三
年
(八
八
)
十
月
二
十
八
日
から
四
日

間、
サン
プ
ラ
ザ
特
設
会
場
で
開
か
れ
た
。
一村
一
品
運
動
も
定
着
し
東
胆
振
一
市
六
町
か
ら
三
五
店
が
出
店、

一五三
品
の
特
産、
名

産
が
出
品
さ
れ
た
ほ
か、
今
年
か
ら
西
胆
振三
市
一
町
が
初
参
加
し
て
全
体
の
出
品
数
は
一八
一品
に
の
ぼ
っ
た
。
シ
シ
ャ
モ
を
は
じ
め

ハ
ス
カ
ップ
、
カ
リ
ン
ズ
製
品
、
え
ぞ
白
貝、
タラ
コ、
ジン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
、
いず
れ
も
各
市
町
が
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
商
品
ば

か
り
で
、
ダ
イ
エ
ー
苫
小
牧
店
の
新
装
オー
プ
ン
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て、
開
店
早
か々
ら
大
勢
の
市
民
でご
っ
た
返
し
た
。
ま
た、

会
場
の
一
角
で
は
ア
イ
デ
ア
商
品
を
集
め
た
試
作
品
展
も
開
か
れ、
独
自
開
発
し
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
作
品
が
来
場
者
の
関

心
を
誘
っ
た
。

第
一
〇
回
東
胆
振
物
産
ま
つ
り
が
平
成
五
年
(九
三
)
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で、
サ
ン
プ
ラ
ザ
特
設
会
場
で
開
か
れ
た。

第
三
編
教
育
・
文
化

1029



苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

東・西
胆
振
圏
か
ら
三
〇
店
が
出
店、
農
水
産
加
工
品
や
陶
芸、
木
工
品
な
ど
各
地
自
慢
の
特
産
品
一
六
七
点
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
。

二
十
三
日
に
は
各
首
長
が
一
日
店
長
を
務
め、
格
安
販
売
の
売
り
込
み
に
一
役
か
っ
た
。
一〇
回
目
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト、
演
歌
歌
手

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト、
親
子
餅
つ
き
大
会、
記
念
特
別
抽
選
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
に
会
場
は
終
日、
買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た
。

東
胆
振
の
特
産
品
を
一
堂
に
集
め
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
第
一
五
回
同
物
産
ま
つり
が
同
十
年
(九
八
)
十
月
二
十
九
日、
サン
プ

ラ
ザ
で
開
幕
し
た。
同
ま
つ
り
は
苫
小
牧
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て、
国
際
姉
妹
都
市
・
ネ
ー
ピ
ア
と
国
際
友
好
都
市
・
秦

皇
島
市
に
ち
な
ん
だ
中
国
と
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
物
産
コー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ、
ビ
デ
オ
を
放
映
す
る
な
ど
来
場
者
に
両
国
の
観
光
と

特
産
物
を
P
R
、
好
評
を
博
し
た
。
同
物
産
ま
つ
り
は
十
一
月
一
日
で
閉
幕
し
た
が
四
日
間
の
延
べ
来
場
者
数
は
前
年
比
二
七
パ
ー
セン

ト
増
の
開
催
以
来
初
めて
の
一
万
八、
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
大
盛
況で
あ
っ
た。

注
(1)(2)(3)

『新
聞
切
抜
綴
‒‒観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン』

昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

二
、
観
光
地
・
観
光
資
源
の
変
化

観
光
地
から
野
鳥
の
聖
域

国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
図
を
み
る
と
「ウ
ト
ナ
イ
沼」
と
な
っ
て
お
り
、
「ウ
ト
ナ
イ
湖」
と

に
な
っ
た
ウ
ト
ナ
イ
湖
は
な
っ
て
い
な
い
。
湖
の
定
義
で
は、
中
央
部
が
沿
岸
植
物
の
侵
入
を
許
さ
な
い
深
度
五
～
一
〇
メ
ー
ト

ル
以
上
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り、
ウ
ト
ナ
イ
沼
の
深
度
は
せ
い
ぜ
い
深
いと
こ
ろ
で
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら、
学
術
的
に
「ウ

(1)
ト
ナ
イ
沼
」
が
正
し
い
の
で
あ
る
。

この
沼
が
一
般
的
有
名
と
な
っ
た
の
は
昭
和三
十三
年
(一
九
五
八)
七
月
に
ウ
ト
ナ
イ
遊
園
地
が
設
け
ら
れ、
こ
こ
に
ウ
ト
ナ
イ
観
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白鳥の遊ぶウトナイ湖

光
ホ
テ
ル
が
建
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た。

一時
は
温
泉
も
掘
り
当
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
遊
園
地、
パ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
な
と
が
あ
り、
野
外
ス
ケ
ー
ト
場と
白
鳥
の
飛
来
が
あ
り、
ま
た、
近
く
に
市
営
ユ
ー
ス
ホ
ステ
ル
も
開
設
さ
れ、
ウ
ト
ナ
イ
湖

は
苫
小
牧
を
代
表
す
る
観
光
地
の
一
つ
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
(八〇

～)
か
ら
ウ
ト
ナ
イ
観
光
ホ
テ
ル
の
経
営
が
悪
化
し、
同
五
八
年
(八
三
)
二
月
四
日

に
苫
小
牧
港
開
発
会
社
が
施
設
一
切
を
買
収
し
て
、
ホ
テ
ル
と
ボー
リ
ン
グ
場
は
改
修
し、
温
泉
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
撤
去
し
て
新
た
に
郊
外

型
レ
ス
ト
ラ
ン
を
建
設、
同
年
七
月二
十
四
日
に
全
面
オ
ー
プ
ン
し
た。
最
初
は
自

然
を
生
か
し
た
景
観
に人
気
が
あ
り、
そ
れ
な
り
の
営
業
を
続
け
て
い
た
が、
バ
ブ

ル
の
崩
壊
後
の
不
景
気
も
手
伝
っ
て
次
第
に
低
迷
し、
営
業
そ
の
も
の
が
成
り
立
た

な
く
な
り
、
平
成
七
年
(九
五
)
十
一
月
五
日
に
閉
鎖
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、
そ
の
一
方
で
は
ウ
ト
ナ
イ
湖
が
野
鳥
の
聖
域
と
し
て
新
た
な
価
値
観

を
有
す
る
こ
と
に
な
り、
自
然
保
護
、
野
鳥
保
護
が
叫
ば
れ
は
じ
め、
観
光
地
ウ
ト

ナ
イ
湖
が
変
貌
し
て
い
く
要
因
と
も
な
っ
た
。

財
団
法
人
「日
本
野
鳥
の
会
」
は
昭
和
五
十
四
年
(七
九
)
五
月、
ウ
ト
ナ
イ
湖

周
辺
を
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
手
に
よ
る
日
本
で
は
最
初
の
バ
ー
ド
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

(野
鳥
の
聖
域)
と
し
て
、
ネ
イ
チ
ャー
セン
タ
ー
や
観
察
小
屋
な
ど
の
施
設
建
設

を
進
め
ると
発
表
し
た。
ウ
ト
ナ
イ
湖
が
選
ば
れ
た
の
は、
渡
り
鳥
の
重
要
な
中
継

基
地
で
あ
り
一
八
六
種
も
の
豊
富
に
鳥
相
を
示
す
開
発
地
域
で、
自
然
保
護
の
必
要

が
高
ま
る
人
口
密
集
地
に
近
く、
人
と
自
然
の
ふ
れ
合
い
の
場
と
な
る
な
ど
が
理
由
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と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
昭
和
五
十
四
年
(七
九)
八
月
九
日
に
日
本
野
鳥
の
会
苫
小
牧
支
部
(紀
藤
義
一支
部
長)
が
設
立
さ
れ、
同
五
十
六

年
(八
一)
四
月、
同
サ
ン
ク
チ
ュ
アリ
の
運
営、
全
体
計
画
を
協
議
す
る
運
営
協
議
会
が
ウ
ト
ナ
イ
観
光
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
発
足
し
た
。

日
本
野
鳥
の
会
会
員
一
万
人
が
足
か
け
五
カ
年
間
の
野
鳥
保
護
基
金
の
募
金
一
億
円
を
も
と
に
整
備
さ
れ
た
「ウ
ト
ナ
イ
湖
サン
ク
チ
ュ

ア
リ
」
の
開
所
式
が
同
年
五
月
十
日
に
行
な
わ
れ、
新
た
な
ウ
ト
ナ
イ
湖
が
出
発
し
た
。
そ
の
後、
同
五
十
七
年
(八
二
)
三
月三
十
一

日
に
は
ウ
ト
ナ
イ
湖
一
帯
が
国
設
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
た
の
で
あ
る
。

自
然
保
護
と
自
然
教
育
の
拠
点
と
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
周
年
を
迎
え
た
サン
ク
チ
ュ
ア
リ
・
ネ
イ
チ
ャー
セン
タ
ー
の
来
館
者
数

は
二
万
人
を
超
す
来
訪
者
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
は
オ
ー
プ
ン
一
年
目
に
し
て
苫
小
牧
の
顔
の
一つ
に
な
っ

た
。
野
鳥
の
宝
庫
が
自
然
鑑
賞、
観
察
と
し
て
人
気
を
集
め
る
こ
と
に
な
り
、
同
六
十
年
(八
五)
五
月、
ウ
ト
ナ
イ
湖
・
美
川々
流
域

が
「北
海
道
自
然
一
〇
〇
選
」
に
選
ば
れ
た。
さら
に
ま
た、
平
成
四
年
(九二
)
一月
十
七
日
に
ウ
ト
ナ
イ
湖
は
ラ
ム
サー
ル
条
約
湿

地
に
登
録
さ
れ、
市
役
所
に
お
い
て
「国
際
登
録
認
定
証」
の
交
付
式
が
行
わ
れ
た。

ウ
ト
ナ
イ
湖
は
野
鳥
保
護、
自
然
保
護
と
い
う
別
の
意
味
で
の
観
光
資
源
を
有
す
る
こと
に
な
り、
一
方
で
は
工
業
開
発
も
進
め
ら
れ

て
いて
、
い
か
に
し
て
両
立
さ
せ
て
い
く
か
今
後
に
お
い
て
難
し
い
問
題
も
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
(ア
ル
テ
ン
)
構
想
は
北
海
道
開
発
庁
の
発
表
し
た
「オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
・
ネ
ッ

小
牧
(ア
ル
テ
ン
)

ト
ワ
ー
ク
計
画」
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
は
昭
和
六
十三
年
(八
八
)

七
月
の
計
画
で
は
ト
キ
ト
沼
を
中心
と
す
る
民
有
地
を
主
に
約
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
し
た
が、
土
地
所
有
者
と
の
交
渉
が
ま
と
ま

ら
ず
、
この
計
画
を
縮
小
し
、
錦
大
沼
公
園
に
隣
接
す
る
市
有
地二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
同
公
園
の
一
部
を
対
象
と
し
て
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
変
更
し
た
ので
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
計
画
は
市
農
業
委
員
会、
市
都
市
計
画
審
議
会
で
公
園
区
域
拡
大
が
問
題
視
さ
れ
論
議
を
呼
び、
自
然
環
境
保
全
審
議

会
で
も
強
い
反
発
が
あ
っ
た
。
一方、

同
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
計
画
に
関
し
て
市
と
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
と
の
話
し
合
い
が
昭
和
六
十三

年
(八
八)
十
二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ、
保
護
団
体
側
は
自
然
保
護
地
域
と
利
用
地
域
の
明
確
化
な
ど
の
注
文
を
つ
け
、
同
計
画
に
不

透
明
な
部
分
が
多
いこ
と
から
話
し
合
い
を
継
続
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
苫
小
牧
市
は、
平
成
元
年
(八
九)
三月
九
日、
錦
大
沼
公
園
で
進
め
る
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
計
画
の
基
本
計
画

を
明
ら
か
に
し
た。
同
構
想
で
は
同
公
園
(二
二
九・七

ヘ
ク
タ
ー
ル)
のう
ち
約
四
五
ヘ
ク
ター
ル
を
開
発
し、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営

す
る
有
料
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場、
乗
馬
場
、
カ
ヌー
基
地、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
施
設
を
特
色
と
し
、
無
料
の
都
市
緑
化
植
物
園、

日
帰
り
キ
ャン
プ
場
な
ど
を
整
備、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
活
動
の
ほ
か
自
然
観
察
、
体
験
学
習
な
ど
の
教
育
的
活
動
も
出
来

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

市
は
同
元
年
九
月
十
四
日
に
錦
大
沼
公
園
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
の
動
・
植
物、
自
然
景
観、
大
気、
水
質、
騒
音
・
振
動
な
ど
環
境
保
全

や
公
害
防
止
に
関
す
る
環
境
影
響
調
査
結
果
を
自
然
環
境
保
全
審
議
会
に
報
告
し
、
審
議
会
は
環
境
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
の
結
論
を
出

し
て
大
枠
で
了
承
し
た
。
こ
れ
を
受
け
市
は、
同
月二
十
日
に
「
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
樽
前
」
(仮
称)
の
年
次
別
建
設
計
画
を
ま
と
め
た
の

で
あ
る
。

同
事
業
計
画
で
は
同元
年
度
から
同
四
年
度
(九
二
)
ま
で
を
一
期、
同
五
年
度
(九
三
)
か
ら
同
七
年
度
(九
五)
ま
で
を
二
期
と

し
、
同
四
年
の
暫
定
開
業
を
目
指
し
キ
ャン
ピ
ン
グ
カ
ー
サ
イ
ト
(キ
ャン
プ
場
)、
修
景
池
(調
整
池)
に
始
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
、
ト
イ
レ
・
炊
事
棟、
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
を
順
次
着
工
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
行
う
工
事
も
同
三
年
(九
一)

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

な
お、
公
共
事
業
分
合
計
二
三
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
財
源
と
し
て
補
助
金
八
億
九、
三〇
〇
万
円、
起
債
一〇
億
八、
七
四
〇
万
円

第
三
編
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を
見
込
み、

一般
財
源
か
ら
三
億
九、
〇
〇
〇
万
円
を
支
出
す
る
計
画
も
合
わ
せ
て
ま
と
め
た
。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
樽
前
の
開
発
面
積
は
約
四
五
ヘ
ク
ター
ル
で
上
下
水
道、
キ
ャン
プ
場、
駐
車
場
など
基
盤
部
分
の
整
備
は
市
が
公

共
事
業
と
し
て
手
が
け、
営
利
部
分の
クア
ハ
ウ
ス
(多
目
的
温
泉
保
養
施
設)、

コ
テ
ー
ジ
な
ど
の
建
設
に
つ
い
て
は
第三
セ
ク
ター
が

当
た
る
こ
と
に
し
、
総
事
業
費
は
約三
三
億
円
を
見
込
ん
だ
。
こ
の
事
業
主
体と
な
る
第三
セ
ク
ター
設
立
へ
向
け、
発
起
人
会
(市
な

ど
四
者
で
構
成)
の
初
会
合
が
平
成三
年
(九
一)
十
月二
十
五
日、
苫
小
牧
市
役
所
で
開
か
れ
た。
発
起
人
会
の
メン
バ
ー
は
市
の
ほ

か
、
北
海
道
コ
カ
コ
ー
ラ
・
ボ
ト
リ
ン
グ
、
道
環、
山
大
産
業
の
四
者
で、
出
資
者
構

成
は
市
の
ほ
か、
金
融
機
関
三
社、
報
道
機
関三
社、
三
井
グ
ル
ー
プ
四
社、
地
元
企

業
九
社
の
計
二
〇
社
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
苫
小
牧
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
(本
社
苫
小

牧
市
字
樽
前
四
二
一
、
資
本
金
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
)
の
創
立
総
会
と
取
締
役
会
が

平
成三
年
(九
一
)
十
一
月
二
十
七
日、
ホ
テ
ル
ニ
ュー
王
子
で
開
か
れ
た
。
代
表
取

締
役
社
長
に
は
前
苫
小
牧
市
監
査
委
員
の
池
野
昌
利
を
選
任
し
た。

苫
小
牧
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
の
名
称
は
平
成
四
年
(九
二
)
二
月二
十
日、
「オ
ー
ト

リゾ
ー
ト
苫
小
牧」
に、
愛
称
を
「A
R
T
E
N
(
ア
ル
テ
ン
)」
と
す
る
こ
と
を
決

め
た。
愛
称
は
苫
小
牧
オー
ト
リ
ゾ
ー
ト、
テ
ィ
アラ
、
ア
ク
ト
苫
小
牧、
パ
パ
苫
小

牧
、
レ
パ
苫
小
牧
の
中
か
ら
選
ば
れ、
オ
ー
ト
の
A、
リ
ゾ
ー
ト
の
R、
苫
小
牧
と
テ

ン
ト
の
T
E
N
を
組
み
合
わ
せ
て
「ア
ル
テ
ン
」
と
し
た
。

平
成
四
年
(九二
)
七
月、
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
「ア
ルテ
ン
」
は
オー
プ
ン

を
前
に
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
た
。
苫
小
牧
の
滞
在
型
観
光
の
活
性
化
を
担
う
オ
ー

オートリゾート苫小牧アルテン
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ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
(ア
ル
テ
ン
)
が
平
成
四
年
(九二
)
七
月二
十
五
日、
樽
前
の
錦
大
沼
公
園
内
に
オー
プ
ン
し
た
。

完
成
し
た
の
は
八
〇
サ
イ
ト
(区
画)
の
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
場で
、
上
下
水
道
や
電
気、
衛
星
放
送
も
入
る
テ
レ
ビ
電
源
な
ど
デ
ラ
ッ

ク
ス
な
装
備
が
誇
り
と
な
っ
た
。
全
面
完
成
す
る
と
二
三〇
サ
イ
ト
ま
で
増
え
、
国
内
最
大
規
模
と
な
る
。
さ
ら
に
四
〇
〇
人
収
容
の
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
場、
管
理
棟
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス、
マ
ウン
テ
ン
バ
イ
ク
の
専
用
コ
ー
ス
を
備
え
た
多
目
的
広
場
や
野
外
ス
テ
ー
ジ

も
あ
る
親
水
公
園
も
完
成
し
た
。
オー
プ
ン
初
日
は
あ
い
にく
の
雨
模
様
と
な
っ
た
が
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
を
実
施、
華
や
か
に
開
業
し

た
。
こ
の
あ
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「Y
O
U
・
遊
・
ゆ
う
」
と
ま
こ
ま
い
子
ど
も
キ
ャン
プ
祭
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た。

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
「ア
ル
テ
ン
」
が、
日
本
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
協
会
の
同
五
年
度
(九
三
)
「四
つ
星
」
マ
ー
ク
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ンプ
場
に
認
定
さ
れ
た
。
星
マ
ー
ク
制
度
は、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
選
び
の
目
安
の
ほ
か、
キ
ャ
ン
プ
場
自
体
の
施
設
管
理
や
整
備
の
レ

ベ
ル
ア
ップ
を
図
る
こ
と
を
狙
い
に
昭
和
六
十
三
年
度
(八
八
)
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

国
内
に
は
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
場
を
含
め
て
約二
、五
〇
〇
カ
所
の
キ
ャン
プ
場
が
あ
る
が、
同
協
会
の
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
委
員
会
が
キ
ャ

ンプ
場
診
断
士
部
会
の
意
見
を
参
考
に
格
付
け
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た。
四
つ
星
に
は
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
ア
ル
テ
ン
の
ほ

か
マ
オ
イ
オ
ー
ト
ラ
ン
ド
(長
沼
町)、

グ
リ
ー
ン
ス
テ
イ
洞
爺
湖
の
道
内三
カ
所
を
含
む
六
カ
所
が
認
定
さ
れ
た
。

「今
年
こ
そ
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
の
メ
ッ
カ
に
行
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
協
会
主
催
の
「第
二
三
回
全
日
本
オ
ー
ト

キ
ャン
プ
北
海
道
大
会
」
が
平
成
五
年
(九
三
)
八
月
十
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
五
日
間
の
日
程
で
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
(ア
ル
テ

ン)
で
開
か
れ
た
。
道
内
で
開
か
れ
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
全
国
各
地
か
ら
三
〇
〇
家
族、

一、
〇
〇
〇
人
規
模
が
参
加
し
、
オー
ト

4)
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

苫
小
牧
市
農
業
委
員
会
の
総
会
が
同
五
年
八
月二
十
六
日、
市
役
所
で
開
か
れ、
苫
小
牧
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
が
温
泉
試
掘
調
査
の
た
め
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農
地
を
一
時
転
用
す
る
許
可
申
請
な
ど
に
関
す
る
議
案
を
審
議
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。
苫
小
牧
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
は
温
浴
施
設
建
設
の

た
め
周
辺
の
地
質
調
査
を
行
い、
火
山
性
の
泉
源
が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
市
内
樽
前
の
市
有
樽
前
放
牧
場
北
側
を
試
掘
場
に

選
定
し
た
。

ア
ル
テ
ン
が
開
業
か
ら
四
年
目
を
迎
え
た
平
成
七
年
(九
五
)
六
月
に
は、
日
本
キ
ャン
プ
協
会
の
最
高
位
で
あ
る
「五
つ
星
」
キ
ャ

ン
プ
場
の
認
定
も
受
け、
道
内
外
の
キ
ャン
パ
ー
の
人
気
を
集
め
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の
キ
ャン
プ
場
と
し
て、
苫
小
牧
の
滞
在
型
観
光
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て、
そ
の
一翼
を
担
う
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

同
八
年
度
(九
六
)
の
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
場
マ
ー
ク
制
度
の
最
高
位
で
あ
る
「五
つ
星
」
に
ア
ル
テ
ン
が
三
年
連
続
の
受
賞
と
な
り、

全
国
一
ラン
ク
の
「お
墨
付
き」
と
な
り、
さ
ら
に
全
国
の
キ
ャン
パ
ー
の
人
気
が
上
昇
し
た。
同
協
会
が
全
国
の
キ
ャン
パ
ー
を
対
象

に
実
施
し
た
「も
う
一度
行
き
た
い
キ
ャン
プ
場
」
アン
ケ
ー
ト
で
、
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
苫
小
牧
市
(ア
ル
テ
ン
)
が
全
国
九
位
に
ラン

ク
さ
れ
た
。

苫
小
牧
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
(本
社
苫
小
牧
・
占
部
一
誠
社
長、
資
本
金
二
億
八、
〇
〇
〇
万
円)
は
同
八
年
(九
六
)
九
月、
ア
ル
テ

ン
敷
地
内
で
温
泉
掘
削
工
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
通
年
施
設
と
し
て
の
需
要
を
高
め
る
た
め
の
同
社
の
「ク
ワ
ハ
ウ
ス
」
(温
浴
施
設)

開
設
計
画
は
積
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
平
成
年
代
に
入
っ
て
市
内
に
は
大
型
浴
場
が
次
に々
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
も
あ
り
、
採
算
性
な
ど

か
ら
建
物
規
模
を
含
む
計
画
は二
転三
転
し
、
計
画
は
遅
れ
気
味
に
推
移
し
て
い
た
。

同
月
二
十
七
日
に
は
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
最
盛
期
と
な
る
来
夏
ま
で
に
露
天
ぶ

ろ
を
開
設
す
る
計
画
で
地
下
一、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
削
す
る
工
事
が
こ
の
日
か
ら
始
動
し
た
。
四
年
連
続
「五
つ
星
」
マー
ク
の

最
高
位
と
な
っ
た
ア
ル
テ
ン
の
温
泉
ボー
リ
ン
グ
は
平
成
九
年
(九
八)
三
月
二
十
七
日
ま
で
に
温
泉
を
掘
り
当
て
た
。

同
社
は
ボ
ー
リ
ン
グ
業
者
の
日
鉱
探
開
(本
社
東
京)
へ作
業
を
委
託し
、
温
泉
掘
削
工
事
を
進
めて
い
た。
工
事
は
最
終
的
に
地
下
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一、
八
五
三
・
四
メー
ト
ル
ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
、
念
願
の
温
泉
が
湧
出
し
た。
湯
温
は
四
九
度
も
あ
り、
湯
量
は
毎
分
一三
〇
リ
ッ
ト
ル

で
泉
質
は
「ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩
化
物
強
塩
泉」
で
色
は
無
色
透
明、
皮
膚
病
や
神
経
痛
に
効
能
が
期
待
で
き
る
と
あ
り、
平
成
九
年
(九

八
)
七
月
ま
で
に
露
天
ぶ
ろ
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
は
同
十
一
年
度
(九
九
)
予
算
案
に
ア
ル
テ
ン
敷
地
内
の
温
浴
施
設
建
設
費
と
し
て
一
〇
億
一、
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
西
側
に
建
設
し
た
建
物
は、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て、
延
べ
二
、
〇
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で、
施
設
内
に
大
浴
槽、

気
泡
浴、
サ
ウ
ナ
、
み
ず
ぶ
ろ
、
打
た
せ
湯、
ハ
ー
ブ
湯、
寝
湯
を
設
置
し
た。
こ
の
ほ
か、
休
憩
室
(和
室
と
洋
室
各
一室
)、
ラ
ウ
ン

ジ、
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「湯
待
夢」、

マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
た。

(5)

市
は
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
・
ア
ル
テ
ン
に
平
成
十
一
年
(九
九
)
十
月
八
日、
温
浴
施
設
「ゆ
の
み
の
湯
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
午
前
十

一時
か
ら
落
成
式
を
行
い、
午
後三
時
に
営
業
を
開
始、
オ
ー
ト
キ
ャ
ンプ
場
の
新
し
い
目
玉
誕
生
で
利
用
者
増
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ

れ
る
新
名
所
と
な
っ
た
。
運
営
す
る
苫
小
牧
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
(村
岡
実
社
長
)
は、
キ
ャ
ン
パ
ー
を
含
め
年
間
一
五
万
人
の
利
用
を
見

込
ん
だ
。

樽
前
ヒ
ユ
ツ

樽
前
山
七
合
目
の
市
営
ヒ
ュ
ッテ

(標
高
七
二
〇
メ
ー
ト
ル)
は
昭
和
三
十
三
年
(五
八
)
に
開
設、
面
積
二
〇
平

テ
と
樽
前
荘
方
メ
ー
ト
ル、
休
憩、
宿
泊
人
員
一
五
人、
管
理
人
常
駐
の
施
設
と
し
て
樽
前
山
登
山
観
光
道
路
(約
六
、
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
)
七
合
目
に
建
設
さ
れ
た。
築
後
二
五
年
を
経
て
老
朽
化
が
進
み
建
設
以
来
の
改
修
工
事
が
同
五
十
八
年
(八
三
)
十
月
に
始

ま
っ
た。
屋
根
の
塗
装、
外
壁
張
り
替
え、
窓
の
二
重
化
な
ど
の
ほ
か、
壁
に
は
断
熱
材
を
入
れ
て
厳
寒
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
改
修
さ
れ、

工
費
は
約
三
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
同
時
に
ヒ
ュ
ッテ
前
の
五
〇
台
収
容
の
駐
車
場
を
新
た
に
造
成、
大
型
バ
ス
一
二
台
を
含
む
三
〇
〇

台
収
容
に
拡
張
さ
れ
た
。

樽
前
山
七
合
目
ヒ
ュ
ッテ
無
人
化
に
つ
い
て
同
六
十
一
年
(八
六)
十
月、
市
議
会
で
問
題
と
な
っ
た
。
板
谷
實
市
長
は
同
ヒ
ュ
ッテ
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の
通
年
無
人
化
を
原
則
と
す
る
考
え
は
変
わ
ら
な
い
が
、
今
冬
は
従
来
通
り
管
理
人
を
常
駐
さ
せ
る
と
表
明
し
た
。
こ
れ
は
当
面
の
無
人

化
が
凍
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で、
し
ば
し
ば
こ
の
問
題
が
論
議
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
鳥
越
忠
行
新
市
長
は
昭
和
六
十
二
年
(八
七
)
五
月、
同
ヒ
ュ
ッテ
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
市
嘱
託

職
員
に
よ
る
常
駐
の
管
理
を
続
け
る
方
針
を
固
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
論
議
を
巻
き
起
こ
し
て
き
た
同
ヒ
ュ
ッテ
管
理
問
題
は、
す
べ
て
解

決
さ
れ
た
。

同
ヒ
ュ
ッテ
に
は
管
理
人
が
通
年
常
駐
し
て
い
る
が、
こ
れ
ま
で
不
十
分
だ
っ
た
日
曜
日、
祝
日
など
の
連
絡
体
制
を
強
化
す
る
た
め

同
六
十三
年
(八
八)
六
月
か
ら
待
望
の
無
線
電
話
が
設
置
さ
れ
た。
同
ヒ
ュ
ッテ

の
通
信
手
段
は
防
災
無
線
と
消
防
無
線
の
二
種
が
配
備
さ
れ
て
い
る
が
、
事
務
連
絡

用
の
防
災
無
線
は
夜
間
や
土
曜
日
の
午
後、
日
曜
日、
祝
日
な
ど
は
連
絡
の
受
け
手

と
な
る
市
役
所
職
員
が
お
ら
ず
通
信
は
不
能、
こ
の
た
め
消
防
無
線
で
苫
小
牧
市
中

央
消
防
署
に
連
絡
し、
消
防
署
を
通じ
て
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

樽
前
ヒ
ュ
ッテ
は
登
山
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
大
事
に
施
設
で
あ
り、
初
め
て
訪

れ
る
人
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
施
設
で、
あ
る
一
面
で
は
観
光
的
な
側
面
も
持
つ

も
の
で
あ
る
。

市
営
モ
ー
ラ
ップ
休
憩
所
「樽
前
荘」
は
昭
和
二
十
七
年
(五
二
)
八
月二
十
日
、

支
笏
湖
畔
モ
ー
ラ
ップ
キ
ャ
ン
プ
場
に
建
設
費
二
、一三

一
万
円
を
か
け
て
完
成
し
、

翌
二
十
一
日
か
ら
一
般
観
光
客
に
開
放
さ
れ
た。
二
階
建
て
の
面
積
二
七
三
平
方

メ
ー
ト
ル
で
六
〇
人
の
簡
易
宿
泊
休
憩
所
で
階
下
休
憩
は
無
料、
階
上
休
憩
及
び
宿

樽前莊
若小牧市營休息干

ライダーで賑わった旧樽前荘
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泊
は
有
料
と
し
た。
昭
和
三
十
二
年
度
(五
七)
か
ら
天
幕
を
備
え
つ
け
貸
し
出
し
を
始
め
た
。

市
は
観
光
拠
点
施
設
の
一つ
と
し
て
樽
前
荘
を
直
営、
好
評
を
得
て
利
用
客
で
賑
わ
っ
て
き
た
が、
同
六
十
年
度
(八
五)
か
ら
利
用

料
金
の
値
上
げ
な
ど
が
影
響
し
利
用
者
が
激
減
し
た
。
五
月
か
ら
十
月
ま
で
営
業
し
て
い
る
樽
前
荘
は
同
六
十
一
年
度
(八
六)
は
六
一

八
人
と
前
年
の
半
分
に、
特
に
一
般
は
前
年
の
一、
二八
三
人
が
四
八
九
人
と
約三
分
の
一
の
利
用
者
にと
ど
ま
っ
た
。

こ
れ
は
宿
泊
料
金
を
一
般
で
二
〇
〇
円
か
ら
六
〇
〇
円
に
一
挙
に
三
倍
へ
値
上
げ
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
数
年
オ
ー

ト
バ
イ
に
よ
る
道
内
旅
行
者
が
ロ
コ
ミ
で
増
え
上
向
き
傾
向
で
あ
っ
た
が、

一挙
に
敬
遠
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
建
物
も
老
朽
化
し
て

こ
の
ま
ま
で
は
利
用
増
に
転
じ
る
要
素
は
な
く、
積
極
的
な
P
R
や
観
光
施
設
と
し
て
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
迫
ら
れ
た
。

施
設
の
老
朽
化
問
題
を
抱
え
る
市
営
休
憩
所
「樽
前
荘
」
の
運
営
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
苫
小
牧
市
樽
前
荘
・
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
運
営
検
討
懇
話
会
で
は
樽
前
荘
は
存
続
す
る
と
の
方
針
を
固
め、
市
長
に
提
言
し
た
。

市
は
平
成
五
年
(九
三
)
十
二
月、
宿
泊
者
が
伸
び
悩
む
市
営
樽
前
荘
と
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
運
営
懇
話
会
を
設
置、
今
後
の
運
営
の

あ
り
方
に
つ
いて
提
言
を
求
め
た。
こ
の
な
か
で
施
設
の
存
廃
を
含
め
た
議
論
が
話
題
と
な
り、
宿
泊
者
か
ら
は
市
あ
て
に
廃
止
阻
止
を

訴
え
る
投
書
が
郵
送
さ
れ
る
な
ど
反
対
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
た。
首
都
圏
や
近
畿
圏
な
ど
過
去
に
利
用
し
た
全
国
の
ラ
イ
ダ
ー
仲
間
に
施

設
廃
止
の
う
わ
さ
が
話
題
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

樽
前
荘
は
老
朽
化
の
た
め
平
成
十
年
(九
八
)
八
月
か
ら
一
時
休
業
し
全
面
改
築
が
始
ま
っ
た
。
新
樽
前
荘
は
総
工
費
一
億二
、
〇
〇

〇
万
円
で
着
工
し
、
木
造二
階
建
て
三
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風、
五
人
部
屋
が
五
室、
八
人
部
屋
が
三
室
設
け
ら
れ、
同

十
一
年
(九
九)
六
月
二
十
九
日
に
完
成
し
、
七
月
一日
に
新
樽
前
荘
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

平
成
元
年
(八
九)
五
月
四
日、
大
手
ス
ー
パ
ー
長
崎
屋
は
J
R
苫
小
牧
駅
北
側
に
隣
接
す
る
木
場
町
に
全
天
候

ド
ー

ム
型
室
内
遊
園
施
設
「フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ド
ー
ム
」
の
建
設
計
画
を
発
表
し
た
。
同
ド
ー
ム
は
最
頂
部
の
高
さ
が
五
〇

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
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メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
大
規
模
な
も
の
で
、
室
内
施
設
に
は
時
速
八
五
キ
ロ
の
ス
ー

パ
ー
ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
大
型
遊
具
二
五
種
を
配
置
す
る
ほ
か、
輪
投
げ
や

射
的
を
楽
し
む
カ
ー
ニ
バ
ル
コー
ナ
ー
、
飲
食
店
を
集
め
て
フ
ー
ド
パ
ー
ク
な
ど
を

開
設
す
る
と
いう
も
の
で
、
平
成
元
年
(八
九)
七
月二
十
六
日
に
現
地
で
起
工
式

を
行
な
っ
た
。

施
設
面
積
約
一
万
四、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
鉄
筋
造
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階

建
て、
延
べ
三
万
七〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
フー
ド
付
き
遊
園
施
設
は
一五
〇
億
円

で、
長
崎
屋
の
系
列
会
社
サン
ラ
ン
ド
が
出
資
し
て
設
立
し
た
現
地
法
人
「フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ま
こ
ま
い
」
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

新
し
い
シ
ョ
ッピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
戦
略
と
し
て
、
建
設
を
進
め
て
い
た
同
ド
ー
ム

の
竣
工
式
と
長
崎
屋
苫
小
牧
店
と
の
連
絡
通
路
ス
カ
イ
ウ
エ
ー
の
開
通
式
が、
同
二

年
(九
〇
)
八
月三
十
日
に
行
な
わ
れ
た
。
全
天
候
型
の
大
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
建

設
し
た
の
は
流
通
業
界
で
は
初
め
て
のこ
と
で
あ
り、
年
間
八
〇
～
一〇
〇
万
人
の
入
場
者
を
見
込
ん
で、
同
年
九
月
五
日
に
フ
ァン
タ

ジ
ー
・
ド
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
た。

長
崎
屋
と
子
会
社
の
サ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ま
こ
ま
い
は、
同
八
年
(九
六
)
十
一
月
二
十
九
日
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ド
ー
ム

を
来
年
一
月
十
六
日
に
閉
鎖
す
る
と
公
表
し
た。
閉
鎖
後
は
改
装
し
た
う
え
長
崎
屋
苫
小
牧
店
が
移
転
し、
売
場
面
積
を
拡
大
し
て
同
十

年
(九
八
)
三月
六
日
に
開
店
し
た
。

サ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ま
こ
ま
い
は
約
一
五
〇
億
円
を
投
資
し
て
フ
ァン
タ
ジ
ー
・
ド
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
同
ド
ー
ム
と

建設中のファンタジードーム
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苫
小
牧
店
を
結び
物
販
と
の
相
乗
効
果
を
ね
っ
た
が、
景
気
の
低
迷
など
も
あ
っ
て
苦
戦
続
き
で
あ
っ
た。
入
場
者
数
は
当
初
年
間
八〇

万
人
を
目
標
に
し
た
が、
最
大
の
ピ
ー
ク
時
で
も
五
五
万
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
入
場
料
の
無
料
化
な
ど
で
集
客
ア
ップ
を
試
み
た
が、
同

八
年
(九
六
)
二
月
期
の
累
積
赤
字
は
六
八
億
円
に
上
り、
大
幅
な
経
営
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
な
お、
旧
長
崎
屋
の
建
物
は

系
列
会
社
ト
マ
モ
ー
ル
が
引
継
ぎ、
平
成
十
一年

(九
九)
十
二
月
に
遊
戯
施
設
・
飲
食
施
設
等
の
一
部
が
開
業
し
た。

バ
ブ
ル
の
崩
壊
な
ど
景
気
の
低
迷
は
あ
る
に
せ
よ、
ま
た
も
や
観
光
施
設
の
閉
鎖
で
あ
る
。
業
者
の
見
通
し
の
甘
さ、
集
客
方
法
の
ま
ず

～)

さ
も
あ
る
が、
苫
小
牧
に
は
大
が
か
り
な
観
光
施
設
は
育
た
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
ウ
ト
ナ
イ
観
光
ホ
テ
ル
(レ

イ
ク
ホ
テ
ル)、

シ
ョ
イ
ラ
ン
ド
樽
前、
樽
前
ハ
イ
ラ
ン
ド、
白
鳥
湖
観
光
ホテ
ル
な
ど
も
同
じ
み
ち
を
辿
って
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他

ジ
ョ
イ
ラ
ン
ド
樽
前
は
株
式
会
社
道
王
(本
社
苫
小
牧)
が
市
内
錦
岡
の
丘
陵
地
に
昭
和
五
十
年
(七
五)
八
月二

の
施

設
十
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。
道
内
で
初
の
総
合
的
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
貸
別
荘
の
ほ
か
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設、
温
泉、
遊
具

な
ど
が
整
備
さ
れ、
家
族
揃
っ
て
自
然
を
満
喫
で
き
る
と
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
会
員
募
集
を
開
始
し
た
。

総
面
積
は
約
二
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
敷
地
内
に
は
貸
別
荘
の
ほ
か
温
泉
大
浴
場、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
、
テニ
ス
コ
ー
ト
、
健
康
セ

ン
タ
ー
、
ゴ
ル
フ
練
習
コー
ス、
貸
農
園
な
ど
の
各
種
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。

ジ
ョイ
ラ
ン
ド
樽
前
を
経
営
し
て
い
る
道
王
は
同
五
十
四
年
(七
九
)
四
月、
北
海
道
野
性
動
物
公
園
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
、

シベ
リ
ア
ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
猛
獣
を
は
じ
め
ツ
ル、
キン
ケ
イ、
クジ
ャ
ク、
イン
コ
な
ど
八
〇
種、
一、
〇
〇
〇

頭、
羽
を
収
容、
樽
前
山
ろ
く
は
動
物
王
国
に
変
身
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
動
物
の
飼
育
に
不
手
際
が
あ
り
、
多
く
のラ
イ
オ
ン
等
を
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め、
道
の
指
導
を
受
け、

多
額
な
負
債
を
抱
え
経
営
が
行
き
詰
ま
り
、
道
王
は
同
五
十
八
年
(八三
)
六
月、
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
た。
道
王
は
事
実
上
の
倒
産
と

な
っ
た
が、
施
設
と
し
て
の
北
海
道
野
性
動
物
公
園
は
債
務
弁
済
の
肩
代
わ
り
と
し
て
別
会
社
に
賃
貸
さ
れ
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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同
公
園
は
昭
和
五
十
九
年
(八
四)
七
月、
新
装
オー
プ
ン
し
た。
世
界
珍
獣
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ボン
ゴ
の
ほ
か、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

キ
ン
カ
ジ
ュ
ウ
な
ど
新
た
な
動
物
も
加
わ
っ
た
。

同
動
物
公
園で
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
一
〇
匹
が
同
六
十
年
(八
五
)
十
二
月
、
飢
え
と
寒
さ
の
た
め
相
次
い
で
死
亡、
同
公
園
冬
季
の
暖
房

を
電
気
に
頼
っ
て
お
り、
電
気
料
未
納
で
送
電
を
止
め
ら
れ
た
た
め、
動
物
た
ち
は
寒
さ
に
凍
え、
体
力
の
な
い
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
が
全
滅

し
た。
こ
の
事
故
で
道
は
処
分、
指
導
後、
初
の
立
ち
入
り
検
査
を
行
っ
た
。

ジ
ョイ
ラ
ン
ド
樽
前
の
野
性
動
物
公
園
は
折
か
ら
の
不
況
と
入
場
者
の
激
減
で
経
営
不
振
と
な
り
同
六
十
二
年
(八
七)
二
月、
当
面

再
開
の
メ
ド
も
立
た
ず
事
実
上
の
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
た
。

T
B
S
樽
前
ハ
イ
ラ
ン
ド
は、
同
四
十
五
年
(七
〇
)
十
一
月
十
四
日
に
市
内
樽
前
の
同
ヘ
ル
ス
セン
タ
ー
で
完
成
式
を
行
い、
森
と

湖
の
大
自
然
を
生
か
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
誕
生
を
祝
っ
た
。完
成
し
た
の
は
二
〇
〇
人
収
容
の
大
広
間
を
も
つ
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
、

年
中
泳
げ
る
温
水
プ
ー
ル、
自
然
を
生
か
し
た
ポ
ニ
ー
牧
場、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
し
い
た
け
園、
ホ
テ
ル
な
ど
で
同
月
十
五
日
オ
ー
プ
ン

し
た
。

同
ハ
イ
ラ
ン
ド
は
国
道
36号
か
ら
二
・
五
キ
ロ
山
側
へ
入
っ
た
地
点
で
第
一
期
工
事
は
三
三
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
に
総
工
費

五
億
五、
〇
〇
〇
万
円
を
投じ
て、
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地下
二
階、
地
上
四
階
建
て
の
ホ
テ
ル、
同
平
屋
建
て
温
水プ
ー
ル
、
同
二
階

建
て
ヘ
ル
ス
セン
タ
ー
など
の
施
設
が
竣
工
し
た
。

同
ハ
イ
ラ
ン
ド
は
ホ
テ
ル
、
温
水プ
ー
ル
に
引
き
続
き
翌
四
十
六
年
(七
一)
四
月
に
は
貸
し
ボ
ー
ト
や
子
ど
も
用
ゲ
ー
ム
施
設
を
開

放
し
た
。
特
に
わ
が
国
で
は
千
葉
県
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
で
し
か
見
ら
れ
な
い、
南
米
の
チ
リ
か
ら
輸
入
し
た
フラ
ミ
ン
ゴ
(別
名
ベ
ニ
ゾ

ル
)
の
華
麗
な
シ
ョ
ー
(二
〇
〇
羽)
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た。

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
シ
ョ
ー
を
呼
び
物
に
し
て
い
た
T
B
S
樽
前
ハ
イ
ラ
ン
ド
が
折
か
ら
の
不
況
で
道
内
人
口
が
減
少
し
て
い
る
う
え
、
こ
こ
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ジョイランド樽前

TBS樽前ハイランド

繁栄したウトナイ湖畔一帯

数
年、
夕
張
や
留
寿
都
に
大
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
客
足
が
奪
わ
れ
経
営
不
振
に
陥
っ
た。
そ
の
う
え
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

十
五
年
を
経
て
施
設
全
体
が
老
朽
化
し
、
巨
額
を
投
じ
て
一
新
し
な
け
れ
ば
入
場
者
増
も
見
込
ま
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
再
利
用
や
再

開
の
見
通
し
も
立
た
ず
、
昭
和
六
十
二
年
(八
七)
四
月
を
も
っ
て
休
業
と
な
っ
た。
同
施
設
の
人
気
者
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
一
〇
六
羽
(減
少)

(00)
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
引
き
取
ら
れ
た
。

森
田
遊
園
地
は
市
内
樽
前
奥
地
の
森
田
沼
周
辺
が
整
備
さ
れ、
昭
和
四
十
九
年
(七
四)
五
月
一日
か
ら
「森
田
遊
園」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
。
森
田
沼
は
周
囲
四
キ
ロ
でこ
の
沼
の
持
ち
主
で
あ
る
森
田
哲
也
が
約
一、
〇
〇
〇
万
円
を
か
け
て
ツ
ツ
ジ
五
〇
〇
本
を
植
え
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た
ほ
か、
あ
ず
ま
屋
を
建
て、
売
店
を
つく
る
など
し
て
沼
の
周
囲
を
整
備、
ボ
ー
ト
も
導
入
し
た。

国
道
36号
か
ら
車
で
三
〇
分
程
度
の
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
の
沼
の
周
囲
で
は、
こ
れ
ま
で
青
少
年
団
体
な
ど
が
自
然
と
親
し
む
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た。森

田
は
今
後
家
庭
レ
ク
の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
施
設
な
ど
は
あ
ま
り
つ
く
ら
な
い
方
針
だ
と
い
う
。

白
鳥
湖
温
泉
の
沼
は
持
ち
主
の
名
を
と
り
丹
治
沼
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
昭
和三
十
六
年
(六
一)
五
月
に
千
歳
の
時
計
店
経
営
者

で
あ
っ
た
五
十
嵐
直
蔵
が
丹
治
沼
の
東
側
高
台
に
温
泉
ホ
テ
ル
を
建
て、
こ
れ
を
「白
鳥
湖
温
泉
ホ
テ
ル
」
と
し
た
た
め、
白
鳥
湖
の
名

が
定
着
し
た。
沼
の
前
方
に
は
遊
園
地
も
設
け
ら
れ、
野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー、
ボ
ー
ト
遊
び
な
ど
で
一
時
は
静
寂
な
沼
と
し
て
人
気
を
集

め
た
が、
同
四
十
三
年
(六
八
)
ご
ろ
か
ら
営
業
不
振
に
な
り
、
同
四
十
四
年
(六
九
)
十
二
月
に
丹
治
林
業
が
買
収、
営
業
を
続
け
た
。

(2)
そ
の
後
客
足
の
減
少
に
よ
り、
平
成
四
年
(九二
)
三月
に
ホ
テ
ル
を
廃
業
し
た
。

王
子
サー
ビ
ス
セン
タ
ー
が
健
全
娯
楽
施
設
と
し
て
巨
大
迷
路
「フ
ァミ
リ
ー
ラ
ン
ド
・
ラ
ビ
ィ
」
を
昭
和
六
十
三
年
(八
八
)
三
月

十
一
日、
現
地で
地
鎮
祭
を
行
い
工
事
に
着
工
し
た。
名
称
の
ラ
ビ
ィ
は
英
語
の
「迷
路」
の
意
で
あ
る
。
巨
大
迷
路
は
市
内
花
園
町
の

同
社
花
園
店
西
側
隣
接
地
約三
、
三〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
約
一
億
円
か
け
て
建
設
す
る
も
の
で、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
た
上

に
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
板
べ
い
を
張
り
巡
ら
せ
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の
平
均
歩
行
距
離
は三
キ
ロ
と
し
た
。
迷
路
内
を
約

一
時
間
で
回
れ
る
よ
う
に
す
る
ほ
か、
鉄
骨
ブ
リ
ッ
ジ
を
二
カ
所
に
設
置
し
、
迷
路
内
を
一
望
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た。
巨
大
迷
路

は
同
年
四
月
二
十
七
日
オ
ー
プ
ン
、
待
ち
か
ね
た
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
、
幼
児
を
連
れ
だ
っ
た
父
母
など
家
族
連
れ
の
姿
が
多
数
見

ら
れ
大
へ
ん
賑
わ
っ
た
。
し
か
し
、
オー
プ
ン
七
年
後
の
平
成
六
年
(九
四)
九
月
十
五
日、
施
設
の
老
朽
化
と
集
客
力
の
激
減
な
ど
の

理
由
で
閉
鎖
と
な
った
。

そ
の
外
に
平
成元
年
(八
九)
三
月
二
十
四
日
字
美
沢
に
開
設
し
た
乗
馬
を
主
体と
す
る
ノ
ー
ザン
ホ
ー
ス
も
観
光
施
設
と
し
て
脚
光

を
浴
び
て
い
る。
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注
(1)

『苫
小
牧
市
史
|
上
巻
』
昭
和
五
十
年
苫
小
牧
市

(2)
『ウ
ト
ナ
イ
湖
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
記
念
誌
』
平
成
五
年
苫
小
牧
市

(3)(4)(5)
『新
聞
切
抜
綴
‒‒観

光
・
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
』
昭
和
六
十
二
年
～
平
成
十
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(6)(8)
『新
聞
切
抜
綴‒‒観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン』

昭
和
四
十
八
年～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(7)
『苫
小
牧
民
報
』
平
成
八
年
十
一
月
三
十
日
号

(9)
『角
川
日
本
地
名
大
辞
典1
北
海
道
上
巻
』
昭
和
六
十
二
年
角
川
書
店

市
内
に
お
け

三
、
娯

楽
施
設

苫
小
牧
市
内
に
お
いて
こ
れ
ま
で
に
温
泉
が
噴
出
し
た
例
は
多
く
あ
る
が、
い
わ
ゆ
る
温
泉
営
業
を
続
け
て
い
る
と

る
温
泉
施
設
こ
ろ
は、
湯
遊
ク
ラ
ブ
ピ
ア、
湯
け
む
り
パ
ー
ク
湯
ら
ん
銭、
ニ
ュ
ー
健
康
オ
ア
シ
ス
湯
ら
り
、
ア
ル
テ
ン
ゆ
の
み
の

湯
、
い
と
い
の
湯
等
が
あ
る
。

湯
遊
ク
ラ
ブ
ピ
ア
は
平
成
四
年
(九
二
)
に
藤
コー
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
す
る
「風
呂
館
海
の
扉」
と
し
て
開
設
さ
れ
た
が、
四
年
後

に
「湯
遊
クラ
ブ
ピ
ア」
と
改
称
し
た
。
冷
泉
で
あ
る
が、
成
分
に
塩
化
ナ
ト
リ
ュ
ー
ム
を
含
ん
で
お
り
、
天
然
温
泉
で
あ
る
。

湯
ら
ん
銭
は
日
新
町シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
街
に
パ
チ
ン
コ
店
経
営
者
に
よ
り
公
衆
浴
場
と
し
て
開
業
し
た
が、
使
用
す
る
地
下
水
か

ら
温
泉
と
な
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
温
泉
は
温
度
が
二
五
度
以
上
か、
水
分
中
に
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
メ
タ

け
い
酸
が
一定
量
含
ま
れ
て
い
る
場
合
と
さ
れ、
湯
ら
ん
銭
の
場
合
水
温
は
一
一
度
程
度
で
あ
っ
た
が、
水
分
中
の
物
質
が
一
定
量
を
超

え
て
い
た
の
で
、
同
八
年
(九
六
)
八
月
七
日
に
北
海
道
温
泉
協
会
か
ら
許
可
さ
れ、
天
然
温
泉
の
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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ア
ル
テ
ン
ゆ
の
み
の
湯
は
平
成
八
年
(九
六)
九
月二
十
八
日
に
約
一
億
四、
〇〇

〇
万
円
を
も
っ
て
ボ
ー
リ
ン
グ
に
着
手
し
、
翌
九
年
(九
七)
三月
二
十
七
日
に
地
下

一、
八
五
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
四
九
度
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
強
塩
泉
を
掘
り
当
て

た
。
七
月
二
十
日
に
は
露
天
風
呂
「
樽
前
」
(水
着
着
用)
と
し
て
開
業
し
た
が、
同
十

年
度
(九
八
)
に
総
工
費
約
一二
億
円
を
も
っ
て
延
べ
二
、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

本
格
的
な
温
泉
棟
の
建
設
に
着
手
し
た
。
こ
の
温
泉
施
設
は
公
募
に
よ
り
愛
称
を
「ゆ

の
み
の
湯
」
(名
付
親
・竹
田
正
博)
と
し
、
同
十
一年

(九
九)
十
月
八
日
に
オ
ー
プ

(1)
ンし
た
。

い
と
い
の
湯
は
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
「荒
狗
路
(あ
ら
く
じ
)
苫
小
牧
店」
を
経
営
す

る
株)グ
ル
メ
ボ
ー
イ
が
同
十
一年

(九
九
)
十
一
月
に
隣
接
地
に
開
設
し
た
割
烹
温
泉

で
あ
る
。
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
天
然
泉
で、
神
経
痛、
関
節
痛、
慢
性
消
化
器
病、

婦
人
病、
冷
え
性
等
に
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ニ
ュー
健
康
オ
ア
シ
ス
湯
ら
り
は
同
三
年
(九
一)
十
二
月
八
日
に
市
内
柳
町
で
漢

方
励
明
薬
湯
苫
小
牧
健
康
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
業
し
た。
当
初
よ
り
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
天
然
温
泉
と
薬
湯
に
よ
り
そ
れ
な
り
の
利

用
者
を
得
て
い
た
が、
遠
距
離、
高
料
金、
馴
れ
な
ど
も
あ
っ
て
五
年
後
から
経
営
が
悪
化し
、
同
十
年
(九
八)
に
は
経
営
者、
名
称

と
も
変
わ
って
い
る
。

閉
鎖
さ
れ
た

ウ
ト
ナ
イ
観
光
ホ
テ
ル
は
昭
和
四
十
三
年
(六
八
)
に
建
設
さ
れ、
さ
ら
に
温
泉
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
建
設
し、
郊
外
の

天
然
温
泉
観
光
地
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
た
。
当
初
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
浅
部
の
温
泉
を
利
用
し
た
い
た
から
、
色
は

P
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黒
ず
ん
だ
茶
褐
色
で
あ
っ
た。
そ
の
後
一、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
か
ら
の
温
泉
を
掘
り
当
て、
無
色
透
明
の
温
泉
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

一
時
は
温
泉
と
ジ
ン
ギ
カン
鍋
の
ほ
か、
ボ
ー
リン
グ
、
ゴ
ー
カ
ー
ト、
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
の
遊
戯
施
設
に
よ
り、
宴
会
や
日
帰
り
客

も
多
く
あ
っ
て、
苫
小
牧
の
奥
座
敷
と
も
言
わ
れ
た
が、
自
然
保
護
の
高
ま
る
中
で
温
泉
・
食
堂
・
遊
戯
施
設
と
も
利
用
者
の
減
少
に
よ

る
不
況
に
見
舞
わ
れ、
昭
和
五
十
八
年
(八
三
)
七
月
に
苫
小
牧
港
開
発
に
買
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
同
社
に
よ
り
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
と
し

て
温
泉
営
業
も
続
け
ら
れ
た
が、
平
成
七
年
(九
五
)
十
一
月
五
日
を
最
後
に
全
面
閉
鎖
し
長
い
温
泉
の
歴
史
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

白
鳥
湖
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
も
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
天
然
泉
が
噴
出
し
、
営
業
を
引
き
継
い
だ
丹
治
林
業
に
お
い
て
も
温
泉
経

営
を
続
け
て
い
た
が、
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
同
様
不
況
に
陥
り、
平
成
四
年
(九二
)
三
月
を
も
っ
て
閉
鎖
し
た
。

苫
小
牧
温
泉
は
市
街
地
の
歓
楽
街
で
あ
る
大
町
の
「サ
ウ
ナ
イ
ン
苫
小
牧」
が
地
下
水
を
汲
み
上
げ
よ
う
と
掘
っ
た
井
戸
水
が二
五
度

に
は
満
た
な
い
が、
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
「冷
鉱
泉」
と
診
断
さ
れ
た
。
平
成
三年

(九
一)
十
二
月
二
十
日
か
ら
「苫
小
牧
温
泉」
と
改

称
し
て
営
業
を
開
始
し
た
。
当
初
は
か
な
り
の
人
気
を
得
て
流
行
っ
て
い
た
が、
そ
の
う
ち
飽
き
ら
れ
利
用
数
が
減
少
し
、
現
在
は
休
業

中
で
あ
る
。

五
徳
温
泉
は
有
明
町
に
あ
っ
た
温
泉
で、
平
成二
年
(九
〇
)
七
月
に
温
泉
ホ
テ
ル
海
洋
亭
と
し
て
開
業
し
た
が、

一年
ほ
ど
で
閉
鎖

し
た
。
同
四
年
(九
二
)
一月
三
十
一
日
に
は
天
然
秘
湯
「五
徳
温
泉」
と
し
て
再
開
し
、
冷
泉
を三
七
～
三
八
度
で
加
熱
し
、
温
質
は

炭
酸
分、
硫
黄
分
を
含
む
強
塩
泉
で
湧
出
量
は
毎
分三
二
〇
リ
ッ
ト
ル
の
天
然
温
泉
で
あ
っ
た。
入
浴
後
の
休
憩
が
で
き
る
大
広
間
に
は

カ
ラ
オ
ケ
装
置
な
ど
も
用
意
し
、
浴
衣、
タ
オ
ル
は
無
料
で
貸
し
出
し
グ
ル
ー
プ
利
用
に
は
無
料
バ
ス
が
送
迎
し
て
い
た
が、
二
年
余
り

で
利
用
減
が
続
き
、
休
業
状
態
と
な
り
間
も
な
く
閉
鎖
と
な
った。

昭
和
五
十
年
以
降

昭
和
五
十
年
(一
九
七
五)
二
月
現
在
の
苫
小
牧
の
映
画
館
は
旭
館、
王
子
娯
楽
場、
日
劇、
遊
楽
館
の
四
カ

の
映
画
館
の
変
遷
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
後、
幾
多
の
変
遷
が
あ
っ
た
が
同
五
十
五
年三
月
に
は
九
館
と
最
も
多
い
数
字
で
あ
っ
た
。
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映
画
館
の
小
型
化
や
ア
ダ
ル
ト
映
画
の
登
場
で
新
し
い
館
が
出
来
た
が、
反
面
古
い
伝
統
を
持
つ
映
画
館
が
姿
を
消
し
た
の
も
こ
の
前
後

で
あ
っ
た
。

苫
小
牧で
は
最
も古
い
娯
楽
と
文
化の
殿
堂
と
し
て
七
〇
年
余
(大
正
四
年
開
設)
の
銀
幕
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
王
子
娯
楽
場
は
木

造
建
築
で
あ
る
が
故
に、
老
朽
化
も
激
し
く
危
険
な
建
物
に
な
っ
た
う
え、
映
画
界
の
不
況
も
あ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年
(八
二
)
五
月三
十
一
日、
サ
ヨ
ナ
ラ
王
子
娯
楽
場
映
画
祭
が
開
か
れ、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
館
し
た。
そ
し
て
六
月
十

(3)
一
日
から
解
体
が
始
ま
り、
八
月
一
日
よ
り
娯
楽
場
パ
ー
ク
駐
車
場
に
変
わ
っ
た
。

苫
小
牧
で
初
め
て
常
設
映
画
館
と
し
て
大
正
十
一
年
(二
二
)
五
月
に
開
館
し
た
旭
館
は、
そ
の
名
称
の
通
り
を
旭
館
通
り
と
呼
ぶ
ほ

ど
親
し
ま
れ
た
施
設
で
あ
っ
た
。
映
画
黄
金
時
代
に
は
収
容
人
員
四〇
〇
人
の
大
型
映
画
館
で
あ
り
な
が
ら
、
立
ち
見
が
あ
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
普
及
と
映
画
産
業
の
斜
陽
化
に
よ
り
入
場
者
は
激
減
し
、
大
型
映
画
館
で
は
経
営

も
成
り
立
た
なく
な
っ
て
い
た。
昭
和
六
十
一
年
(八
六
)
四
月
二
十
七
日
に
は
「火
宅
の
人
」
の
上
映
を
最
後
に
六
四
年
間
の
銀
幕
の

歴
史
を
閉じ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
以
降
に
開
設
さ
れ
た
映
画
館
は
苫
小
牧
日
活、
松
竹
セン
ト
ラ
ル、
サ
ン
テ
ア
ト
ル
、
苫
小
牧
東
宝、
苫
小
牧
ス
カ
ラ
座、

日
劇
2、

シ
ネ
マ
・
ト
ー
ラ
ス、
ス
ト
リ
ップ
劇
場
と
し
て
デ
ラ
ッ
ク
ス
シ
ョ
ー
劇
も
あ
っ
た
が、
こ
の
中
か
ら
も
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
平
成
十
一
年
(九
九)
四
月
現
在
で
苫
小
牧
の
映
画
館
は
、
サ
ン
テ
ア
ト
ル、
シ
ネ
マ
・
ト
ー
ラ
ス、
セ
ン
ト
ラ

(4)
ル
映
劇、
苫
小
牧
東
宝、
苫
小
牧
日
劇、
苫
小
牧
日
劇
2
の
六
館
で
あ
る
。

注
(1)

『新
聞
切
抜
綴‒‒観

光
・
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
』
昭
和
六
十
二
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(2)
『続
苫
小
牧
市
史
年
表
』
平
成
九
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
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(3)
『苫
小
牧
民
報』

昭
和
五
十
七
年
五
月三
十
日
号
苫
小
牧
民
報
社

(4)
『タ
ウン
&
ハ
ロー
ペ
ー
ジ
|
職
業
別
・50音

別
電
話
帳、
苫
小
牧・
日
高
地
方』

平
成
十
一年

N
T
T

第
二
節
各
種
ま
つ
り
と
市
民

一、
苫
小

牧
の
ま

つ
り

昭
和
五
十
年
以
降
の

と
ま
こ
ま
い
港
ま
つり

昭
和
五
十
年
(一
九
七
五
)
の
港
ま
つり
は
第
二
〇
回
を
迎
え、
八
月
八
日
から
三
日
間、
元
王
子
球
場

横
広
場
(現
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ニ
ュー
王
子
)
を
メ
ー
ン
会
場
に
「二
〇
歳
の
年
輪
み
ん
な
の
ま
つ
り
」

を
テ
ー
マ
に
一
三
万
市
民
総
参
加
の
も
と
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た。
ま
つ
り
の
中心
行
事
は
仮
装
パ
レー
ド
で
、
個
人
や
各
企
業
から
一
四

の
出
し
物
が
参
加、
三
日
間
の
人
出
は
延
べ
四
八
万
人
を
超
す
人
出
と
な
っ
た
。
「希
望
と
や
す
ら
ぎ
へ
の
出
発
(た
び
た
ち
)」
を
テ
ー

マ
に
同
五
十
一
年
(七
六
)
八
月
六
日
か
ら
三
日
間
第
二
一回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
。
メ
ー
ン
行
事
と
な
っ
た
市
民
お
ど

り
パ
レ
ー
ド
に
は
、
町
内
会
を
中
心
に
し
て
四
一
団
体、
二、
五
〇
〇
人
の
市
民
が
参
加
し
て
鉄
南、
鉄
北
の
ニ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
長

い
お
ど
り
の
列
が
続
い
た
。
沿
道
に
は
約
六
万
五、
〇
〇
〇
人
の
市
民
が
詰
め
か
け
短
い
北
国
の
夏
を
楽
し
ん
だ
。

第
二
六
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つり
は
同
五
十
六
年
(八
一)
八
月
七
日
か
ら
三
日
間、
元
王
子
球
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
た
。
メ
ー
ン

行
事
の
市
民
おど
り
パ
レ
ー
ド
に
は
史
上
最
高
の
五
七
団
体、
四、
二〇
〇
人
が
参
加
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が、
途
中
激
し
い
雨
に
見

舞
わ
れ
中
止
と
な
っ
た。
市
民
おど
り
が
中
止
さ
れ
た
の
は
同
四
十
五
年
(七
〇
)
に
市
民
お
ど
り
が
初
登
場
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
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た。

とまこまい港まつり

開
港
二
〇
周
年、
市
制
施
行三
五
周
年
を
祝
う
第
二
八
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
が
昭
和
五
十
八
年
(八
三
)
八
月
五
日
か
ら
開
幕
し

た
。
三
日
間
と
も
快
晴
に
恵
ま
れ
メ
ー
ン
の
吹
奏
楽
パ
レー
ド
に
は、
幼
稚
園
から
市
内
小
中
高
校
や
企
業
の
一
五
団
体、
一、
一〇
〇

人
が
参
加、
見
事
な
演
奏
パ
レー
ド
を
繰
り
広
げ
た。
こ
の
ほ
か
港
公
園で
は
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ヤ
ン
グ
を
中心
に
三

万
人
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。
「海
に
大
地
に
咲
か
せ
る
未
来」
を
テ
ー
マ
に、
第
三
〇
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
は
同
五
十
九
年
(八
四
)

八
月
二
日
から
メ
ー
ン
会
場
を
若
草
町
の
中
央
公
園
お
祭
り
広
場
に
移
し
て
行
わ
れ、
三

日
間
の
人
出
は
史
上
最
高
の
三
四
万
一
、
〇〇
〇
人
を
記
録
し
た
。
メ
ー
ン
の
マー
チ
ン

グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル、
ポ
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
は
見
物
の
市
民
の
人
垣
で
埋
ま
っ
た
。
こ

の
ま
つ
り
に
は
姉
妹
都
市
の
ネー
ピ
ア
、
八
王
子
、
日
光
から
の
参
加
も
あ
り
最
高
の
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

「港
に
ロ
マン
、
あ
し
た
に
拓
け、
若
い
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
第三
三
回
と
ま
こ
ま
い
港

ま
つ
り
は
同
六
十
三
年
(八
八
)
八
月
五
日
から
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
苫
小
牧
一
一五
年、

市
制
施
行
四〇
周
年、
開
港
二
五
周
年
を
祝
っ
て
の
ま
つ
り
は、
ネ
ー
ピ
ア
市
の
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ト
・
ブ
リ
ベ
ン
ス
市
長
ら
も
参
加
し
て
親
善
の
踊
り
を
熱
演
し
た
。
第
三
五
回
と

ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
は
「希
望
の
港
、
大
き
く
育
て、
わ
が
郷
土
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成

二
年
(九
〇
)
八
月
一
日
から
三
日
間
豪
華
に
繰り
広
げら
れ
た。
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
で

あ
る
市
民
踊
り
に
は
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
か
ら
六
七
団
体、
約
五、
〇
〇
〇
人
が
参
加、

マ
ー
チ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル、
納
涼
市
民
おど
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
次
に々
登
場
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し
た
。
ま
た、
若
草
中
央
公
園
で
は
初
め
て
取
り
組
ん
だ
「協
賛
店」
も
終
日
賑
わ
い
を
見
せ、
三日
間
の
人
出
は
四
五
万
一、
〇
〇
〇

人
と
連
日
猛
暑
の
中、
市
民
は
ま
つ
り
に
酔
い
し
れ
た
。

「育
て
若
い
芽、
と
び
だ
せ
世
界
の
海
へ」
を
テ
ー
マ
に
第
四
〇
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
は、
平
成
七
年
(九
五
)
八
月
四
日
か
ら
三

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た。
メ
ー
ン
会
場
の
若
草
中
央
公
園
に
は、
市
民
手
作
り
の
協
賛
店
七
四
店
や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
開
店、
家
族
連

れ
で
賑
わ
っ
た
。
ま
た、
苫
小
牧
港
と
中
国
・
秦
皇
島
港
の
国
際
友
好
港
締
結
一〇
周
年
を
記
念
し
て
来
苦
し
た
「中
国
交
通
部
秦
皇
島

港
訪
日
代
表
団」
の
王
世
宝
団
長
、
朱
福
昌
副
団
長
ら
も
参
加、
市
民
か
ら
熱
烈
歓
迎
の
拍
手
を
受
け
た
。

「出
会
い、
感
動、
港
輝
く
」
を
テ
ー
マ
に
第
四三
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
は
同
十
年
(九
八)
八
月
七
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
た。

市
制
五
〇
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
多
彩
な
催
し
に
市
民
の
熱
気
が
溢
れ三
六
万
二
、
〇
〇
〇
人
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。
若
草
町
の
中
央

公
園
に
は
地
元
企
業
や
市
民
グ
ル
ー
プ
協
賛
の
出
店
一一
九
店
が
軒
を
並
べ
た
。
最
終
日
は
一日
の
人
出
と
し
て
は
過
去
最
高
の
延
べ
二

〇
万
二
、
〇
〇
〇
人
が
繰
り
出
し
た。
恒
例の
マ
ー
チン
グ
・
フ
ェ
ステ
ィバ
ル
や
ポ
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
の
ほ
か、
こ
れ
に
全
国
郷
土
芸

能
ま
つ
り
のパ
レ
ー
ド
が
合
流
し
、
青
森
の
「ね
ぶ
た」、

秋
田
の
「竿
頭」、

沖
縄
の
「エ
イ
サー
」
な
ど
が
威
勢
よ
く
登
場し
、
参
加

団
体
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
。

「夢
・
人
・
も
っ
と
熱
い
夏
」
を
テ
ー
マ
に
第
四
四
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
は、
平
成
十
一
年
(九
九
)
八
月
六
日
から
三
日
間、
若

草
町
の
中
央
公
園
を
主
会
場
に
多
彩
な
イベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た。
中
央
公
園
に
は
事
業
所
や
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
一
〇
九
の
協

賛
店
が
出
店、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
開
会
式
前
から
混
雑
が
始
ま
っ
た
。
中心
街
で
は
港
ま
つ
り
の
華、
市
民
お
ど
り
が
行
わ
れ
一八
町
内

会
、
三一
の
事
業
所
な
ど
四
九
団
体、
約
四、
三〇
〇
人
の
市
民
が
「苫
小
牧
お
ど
り」
と
「と
ま
こ
ま
い
サ
ン
バ
」
を
交
互
に
熱
を
帯

び
た
踊
り
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
マー
チ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ポ
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
催
し
に
市
民
の
熱
気
が
溢
れ、
期
間

中
三
一
万
七、
〇
〇
〇
人
の
人
出
を
記
録
し
た。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)と

ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
一
覧
表
(昭
和
五
十
年
以
降)

4
回

(40回
39回
38回
37回
36回
55回

34回
33回 2回
31回
30回
29回
28回
27回
26回
25回

24回

23回

2
回

21回
第
20回

回
数

8
・
8
・
2
～
4

7
・
8
・
4
～
6

0
.
00
.
LO～
～

5
・
8
・
8
～
1
0

4
・
8
・
7
4
9

3
・
8
・
2
～
4

H元
・
8
・
4
～
6

2
.
00
.
C
O
U
L
D

6
3
・
8
・
5
～
7

6
2
・
8
・
1
～
3

61・
8
・
1
～
3

60
・8

・2
～
4

53
・8

・
3
～
5

58・8
・
5
～
7

57・
8
・
6
～
8

5
6
・
8
・
7
～
9

5
・
8
・
7
～
9

54・8・10～12

53・
8
・
11～13

52・8・12～14

51・
8
・
6
～
8

S
50
・
8
・
8
～
1
0

催

鳥
越
忠
行

鳥
越

忠
行

鳥
越

鳥
越
忠
行

鳥
越
忠
行

鳥
越

忠
行

鳥
越

忠
行

鳥
越
忠
行

鳥
越
忠
行

鳥
越
忠
行 實

板
谷

實
板
谷

實 實

大
泉
源
郎

大
泉
源
郎

大
泉
源
郎

大
泉
源
郎

大
泉
源
郎

岩
倉
巻
次

大
田

本
間
敏
幸

実
行
委
員
長

メ
ー
ン
会
場

夢
の
せ
て、
港
が
拓
く
二
一
世
紀

育
て
若
い
芽、
と
び
だ
せ
世
界
の
海
へ

海
に
夢、
港
に
咲
か
せ
る
大
き
な
未
来

三
〇
年
築
い
た
港
に
飛
躍
の
未
来

わ
が
港
確
か
な
未
来
へ
い
ま
躍
進

人
の
和
と
つ
な
ぐ
港
に
夢
ひ
ら
け

希
望
の
港
大
き
く
育
て、
わ
が
郷
土

港
に
ロ
マ
ン
あ
し
た
に
拓
け
若
い
ま
ち

港
か
ら
世
紀
へ
羽
ば
た
け
ま
ち
づ
く
り

そ
だ
て
よ
う
若
い
力
と
我
等
の
郷
土

海
に
大
地
に、
咲
か
せ
る
未
来

か
お
る
潮
風、
新
た
な
飛
躍

吹
き
込
め
新
風、
広
が
れ
未
来

ひ
び
け
つ
ち
お
と
、
で
っ
か
い
未
来

伸
び
よ
ふ
る
さ
と
、
高
ま
る
い
ぶ
き

ひ
ら
け
大
地、
輝
け
ふ
る
さ
と

燃
え
ろ
ふ
る
さ
と
あ
す
への
ジ
ャ
ン
プ

翔
け
ふ
る
さ
と
、
と
び
散
る
し
ぶ
き

熱
く
な
れ、
俺
た
ち
の
街

希
望
と
や
す
ら
ぎ
へ
の
出
発

二
〇
歳
の
年
輪
み
ん
な
の
ま
つ
り マ

樽
前
ば
やし
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
港
カ
ー
ニ
バ
ル

ミ
ニ
S
L
運
行、
ゲ
ー
ト
ボー
ル
大
会
、
歌
謡
大
会

山
車
太
鼓、
ブ
ル
ー
ス
ヨ
ット
シ
ョー
、
船
釣
り
大
会

ビ
ン
ゴ
ケ
ー
ム、
マー
チ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル

サ
マ
ー
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム、
吹
奏
楽

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ポ
ー
ト
カ
ニ
ー
バ
ル

勇
払
千
人
隊
御
会
所、
マー
チン
グ
パ
レ
ー
ド

港
に
夢
み
ん
な
で
つ
く
る
希
望
の
灯

歌
の
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
大
会

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー、
ヒ
ー
ト
ア
ップ
フ
ェ
ス
タ

レ
ー
ザー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
ョ
ー、
マー
チ
ン
グ
パ
レ

マー
チ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
カ
ニ
ー
バ
ル
パ
レ
ー
ト

ラ
ジ
コ
ン
大
会
、
ゲー
ト
ボ
ー
ル、
ポ
ー
ト
カ
ー
ニ
バ
ル

親
子
船
釣
り
大
会、
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
、
マー
チン
グ
バ

山
車
太
鼓
共
演、
マー
チ
ン
グ
・
仮
装
パ
レ
ー
ト

松
村
和
子
・
堀
江
淳
・
伊
藤
多
喜
雄
共
演、
パ
レ
ー
ド

堀
江
淳
コ
ン
サ
ー
ト、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
、

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
、
マ
ー
チ
ン
グ
・
仮
装
パ
レ
ー
ド

花
の
ス
テ
ー
ジ
、
ミ
ニ
S
L
、
仮
装
・
吹
奏
楽
パ
レ
ー
ド

夢
の
ス
パ
ー
カ
ー
シ
ョ
ー
、
仮
装
・
吹
奏
楽
パ
レ
ー
ド

全
国
郷
土
芸
能
・
吹
奏
楽
・
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
ラ
イ
ブ

吹
奏
楽
・
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
、
大
笑
い
シ
ョ
ー

仮
装
・
鼓
笛
パ
レ
ー
ト、
歌
謡
シ
ョ
ー、
海
洋
少
年
団

主
な
行
事
(市
民
お
ど
り、
花
火
大
会
恒
例)

" "1 = = " " = " =

若
草
中
央
公
園

" " = = " =

旧
王
子
球
場
広
場

日

板
谷

板
谷

忠
行 剛

開

テ
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4
回

43回

第
12回

1
・
8
・
6
～
8

1
0
.
8
.
7
～
9

H
9
・
8
・
1
～
3

鳥
越
忠
行

鳥
越

忠
行

鳥
越
忠
行
若
草
中
央
公
園

夢
・
人
・
も
っ
と
熱
い
夏

出会
い、
感
動、
港
輝く

夢
の
か
け
橋、
若
さ
あ
ふ
れ
る
苫
小
牧

親
子
船
釣
り
大
会、
ワ
イ
ル
ト
ワ
ン
ズ
シ
ョ
ー

山
車
太
鼓、
全
国
芸
能
ま
つ
り、
よ
さ
いこ
ソ
ー
ラ
ン

少
年
三
味
線、
マ
ー
チ
ン
グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
パ
レ
ー
ド

"

(『観
光
ま
つ
り
・
港
ま
つ
り
関
係
書
類
』
昭
和
二
十
五
年
～
平
成
十
一
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
よ
り
作
成
)

昭
和
五
十
年
以
降
の
苫

小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り

苫
小
牧
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
第
九
回
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
が
、
昭
和
五
十
年

(七
五)
二
月
八、
九
日
の
二
日
間、
約
九
万
二
、
〇
〇
〇
人
の
市
民
が
繰
り
出
し
て
行
わ
れ
た
。
子
ど
も

氷
上
運
動
会、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ブ
ス
レ
ー
記
録
会、
小
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
記
録
会、
親
と
子
の
氷
上
ピ
ク
ニ
ッ
ク、
町
内
会
対
抗
競

技、
モデ
ル
撮
影
会
など
多
彩
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た。
氷
上
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
市
内
の
企
業
な
ど
か
ら
六
つ
の
出
し
物
が
登
場、

一
万
二
、
〇
〇
〇
人
の
観
客
が
ス
タ
ン
ド
に
詰
め
か
け
た
。
一方、

ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
の
名
物と
な
っ
て
い
る
「し
ば
れ
焼
き」
会
場
は

大
繁
盛
で
ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
のマ
ト
ン
三
〇
〇
頭
分
に
の
ぼ
る
二
万
食
が
胃
に
収
ま
り
、
四
〇
本
用
意
さ
れ
た
ド
ラ
ム
缶
は
空
く
ひ

ま
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
協
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
の
第
一〇
回
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
は
同
五
十
一
年(七

六
)

二
月
七
日、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セン
タ
ー
で
二
日
間
の
幕
を
開
け
た。
子
ど
も
氷
上
運
動
会
を
は
じ
め
氷
上
カ
ー
ニ
バ
ル、
雪
造
ス

ベリ
台
が
子
ど
も
た
ち
の
人
気
と
な
っ
た。
し
ば
れ
焼
き
会
場
も
大
賑
わ
い
で
最
終
日
に
は
小
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
記
録
会
や
モ
デ

ル
撮
影
会、
剣
道
野
試
合
な
ど
数
の々
行
事
が
行
わ
れ、
九
〇
〇
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
冬
の
一大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

第
一
五
回
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
は
同
五
十
六
年
(八
一)
二
月
六
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
た
。
会
場
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
は
延
べ
一
〇
万
人
の
市
民
が
訪
れ、
カ
ー
ニ
バ
ル
や
氷
上
花
火
大
会、
小
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
、
苫
民
杯
道
南
中

学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
新
人
戦
な
ど
が
行
わ
れ、
郷
土
の
冬
ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。
氷
都
の
冬
を
楽
し
む
第二
〇
回
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

り
は、
昭
和
六
十
一
年
(八
六)
二
月
四
日、
四
日
間
の
幕
を
開
け
た。
姉
妹
都
市
の

八
王
子
、
日
光
を
は
じ
め、
友
好
都
市
の
千
歳、
釧
路、
指
宿
な
ど
か
ら
も
来
賓
を
迎

え
た
。
第
一
九
回
ま
つり
か
ら
登
場
の
市
民
参
加
に
よ
る
「ミ
ニ
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
は
三
〇
団
体
が
参
加
し
て
彩
り
を
添
え
た
。
第
二
五
回
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
は

平
成
三
年
(九
一
)
二
月
九
日
に
開
幕、
会
場
に
は
大
勢
の
市
民
が
訪
れ
混
雑
し
た
。

町
内
会
対
抗
競
技
大
会
や
ま
つ
り
の
華
・
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
公
開
演
技、
ア
マ
チ
ュ
アバ
ン
ド
のミ
ュー
ジ
ッ
クシ
ャ
ワー
な
ど
を
楽
し

み
延
べ
二
二
万
人
の
人
出
で
あ
っ
た
。

冬
の
祭
典
第
三
〇
回
苫
小
牧
ス
ケー
ト
ま
つ
り
は
同
八
年
(九
六
)
二
月
十
日
から

三
日
間、
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
穏
や
か
な
天
候
と
連
休
で
二

八
万
九
、
〇
〇
〇
人
を
超
す
人
出
で、
名
物
し
ば
れ
焼
き
は
三
万
三
、
〇
〇
〇
食
を
完

売
、
六
六
〇
キ
ログ
ラ
ム
の
肉
が
さ
ば
け
た
。
最
終
日
に
は
ダン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
や
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
建
設
基
金
ス
ポ
ー
ツ
用
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
オ
ー
クシ
ョ
ン
で
は
新
王
子
製
紙
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
ホ
ッ
ケー
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
目
玉
に、
ス
ケー
ト
靴
や
ホ
ッ
ケ
ー
防
具
が
格
安
で
売
り
さ
ば
か
れ、
売
り

上
げ
一
九
万
三
、
八
〇
〇
円
の
全
額
を
ア
リ
ー
ナ
建
設
基
金
に
寄
付
を
し
た
。
第
三
三
回
苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
は
同
十
一
年
(九
九)

二
月
十
二
日
に
開
幕、
姉
妹
都
市
の
八
王
子
、
日
光
両
市
市
長
を
は
じ
め
親
善
使
節
団
を
迎
え、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
メ
ー
ン
会
場
で
は
地元
企
業
や
団
体
に
よ
る
計
一
六
店
の
協
賛
店
が
出
店
し
、
苫
小
牧
観
光
協
会
が
地
元
産
ホ
ッ
キ
を
格
安
で
販

売
、
人
気
を
集
め
た
ほ
か
恒
例
の
し
ば
れ
焼
き
も
六
〇
個
用
意
し
た
ド
ラ
ム
缶
は
黒
山
の
人
だ
か
り
と
な
っ
た
。
三
日
間
の
人
出
は
延
べ

こまい の スケー トま

苫小牧スケートまつり
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一
九
万
九、
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
冬
の
華、
花
火
大
会
は
緑
ヶ
丘
公
園
展
望
台
付
近
で
打
ち
上
げ
ら
れ、
澄
み
切
っ
た
夜
空
に
幻
想
的

(2)
な
世
界
を
演
出
し
た
。

26回

25回

24回

23回

2
回

21回

20回

19回
18回
17回
16回

15回

14回

13回

12回

11回

10回

第
9
回

回
数

4
・
2
・
9
～
1
1

3
・
2
・
7
4
9
村
瀬

真

2
・
2
・
1
0
～
1
2

H
元
・2・10～12

63・
2
・
1
1
～
1
4

62
・
2
・
1
3
～
1
5

61
・
2
・
8
～
1

6
0
・
2
・
9
～
1
1

39・
2
・
10～12

3
8
・
2
・
1
～
2
2

5
7
・
2
・
12～14

5
・
2
・
c
o
n
c
o

5
5
・
2
・
9
～
11

5
・
1
・
2
6
～
29

54・
2
・

3
・
2
・
10 S

2

32・
2
・
11～13

51
・
2
・
7
～
9

S
5
0
・
2
・
8
～
9

開
催
年
月
日

木下
克
彦

村
瀬
村
瀬
村
瀬

石
川
晴
樹

石
川

晴
樹

石
川
晴
樹

石
川

晴
樹

海
老
原
朗

竹
橋
欣
司

欣
司

竹
橋
欣
司

竹
橋
欣
司

竹
橋
欣
司
英
介
英
介

英
介
英
介

実
行
委
員
長

本
番
を
二
部

国
体
中
を
一
部

ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
トS

メ
ー

ン
会
場

そ
ん
ご
く
う

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
仲
間
た
ち

バ
ッ
ト
マ
ン

宮
殿
と
パ
ン
ダ

白
雪
姫
と
七
人
の
小
人

南
極
日
本
基
地

マン
モ
ス
山

ゴ
ジ
ラ

忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん

宇
宙
人
E
・
T

霊
峰
樽
前
と
苫
小
牧
城

氷
像
・
中
国
の
龍
門

氷
像
・
氷
の
水
族
館

国
体
に
よ
り
雪
像
中
止

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト

冬
の
開
拓
農
家

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
10周
年
記
念
塔

苫
ス
ケ
ー
ト
協
会
50周
年
記
念
像

苫
小
牧
港

大
雪

像
名

称

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
剣
道

フ
ギ
ュ
ア
公
開
演
技、
ホ
ー
キ
ン
グ
ホ
ッ
ケ
ー

郷
土
芸
能
大
会
、
歩
く
ス
キ
ー
、
剣
道
野
試
合

中
学
校
スプ
リ
ン
ト
、
ふ
る
さ
と
民
謡
ま
つ
り

苫
小
牧
・
釧
路
ア
イ
ス
ホ
ッー
、
カ
ー
ニ
バ
ル

ス
ノ
ー
コン
サ
ー
ト、
氷
上
ピ
ク
ニ
ッ
ク

親
子
ふ
れ
あ
いリ
レ
ー
、
ふ
る
さ
と
民
謡
ま
つ
り

ホー
キ
ン
グ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
カ
ー
ニ
バ
ル

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
橇、
剣
道
大
会
、
カ
ー
ニ
バ
ル

中
学
ス
ピ
ー
ド
大
会
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
競
技
会

ボ
ブ
ス
レ
ー
競
技
会、
カ
ー
ニ
バ
ル、
剣
道
大
会

氷
上
運
動
会
、
宝
さ
が
し
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

中
学
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
、
剣
道、
カ
ー
ニ
バ
ル

氷
上
水
族
館、
ち
び
っ
こ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

雪
山
ス
ロー
プ
、
小
学
生
ス
ケー
ト、
カ
ー
ニ
バ
ル

小
学
生
ス
ピ
ー
ド
、
女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

剣
道
野
試
合、
氷
上
運
動
会、
千
人
隊
太
鼓

ボ
ブ
ス
リ
ー
、
小
学
生
ス
ケ
ー
ト、
カ
ー
ニ
バ
ル

氷
上
運
動
会、
氷
上
ピ
ク
ニ
ック
、
カ
ー
ニ
バ
ル

主
な
行
事
(し
ば
れ
焼
き
・
花
火
大
会
恒
例)

苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
一
覧
表
(昭
和
五
十
年
以
降)

= = = = = = " = = = = " "

荘 荘

眞 真 眞 眞

1
0
～
2

荘 荘
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

3
回

3
回
32回

31回

30回

29回

28回
第
27回

1
2
・
2
・

1
・
2

10・
2
・

9
・
2
・
7

8
・
2
・

7
・
2
・

6
・
2
・
1
1
～

H
5
・
2
・
1
2
～
1
4

篠
田
和
久

高
嶋
高嶋 高
嶋

浩

木
下

克
彦

木
下
克
彦

木
下
克
彦

木
下
克
彦

= = = = = = =

ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
ト
S

飛
躍
の
年
二
千
年
竜
く
ん
よ
ろ
し
く

よ
み
が
え
れ
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク

ポ
ケ
モ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

L
O
V
E
N
I
C
E
C
A
T
C
H

幸
せ
い
っ
ぱ
い
福
ね
ず
み

S
L
ド
リ
ー
ム
号
幸
せ
ゆ
き

闘
う
恐
竜

雪
の
城

ダ
ン
ス
パ
フ
ォー
マン
ス、
各
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケー

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
バ
ル、
郷
土
芸
能
ま
つ
り

チ
ビ
ッ
コ
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
、
氷
上
ピ
ク
ニ
ッ
ク

小
学
校
ス
ピ
ー
ト
競
技
会、
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
タ

氷
上
ピ
クニ
ッ
ク、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ、
剣
道

中
学
校
スプ
リ
ン
ト
、
ホ
ー
キ
ン
グ
ホ
ッ
ケ
ー

チ
ビ
ッコ
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
、
歩
く
ス
キー

氷
上
ピ
ク
ニ
ッ
ク、
ふ
る
さ
と
民
謡
ま
つ
り

S ～
1
4

～ S

10 ～

10 ～

13 15 9 12 12 13

浩 浩

(『苫
小
牧
ス
ケ
ー
ト
祭
り
関
係
書
類』

昭
和
四
十二
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
よ
り
作
成)

昭
和
五
十
年
以
降
に
行
な

苫
小
牧
市
に
お
い
て
は
夏
の
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
、
冬
の
ス
ケ
ー
ト
ま
つ
り
の
二
大
ま
つ
り
の

わ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
ま
つ
り
ほ
か、
趣
向
を
懲
ら
し
た
各
種
ま
つ
り
が
毎
年
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

緑
ヶ
丘
公
園
ま
つ
り
は
当
初
は
花
見
の
延
長
線
上
の
感
覚
で
桜
ま
つ
り
と
し
て
、
公
園
頂
上
に
登
る
途
中
の
さ
く
ら
の
樹々
の
間
で
行

な
わ
れ
て
い
た。
昭
和
四
十
九
年
(七
四)
か
ら
緑
ヶ
丘
公
園の
整
備
も
進
み、
緑
ケ
丘
公
園
ま
つ
り
と
改
称し
て
頂
上
の
芝
生
で
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
同
五
十
四
年
(七
九
)
か
ら
は
市
と
商
工
会
議
所、
観
光
協
会
の三
者
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
行
な
わ
れ

て
い
る
。

サ
ク
ラ
の
植
樹
運
動
が
進
め
ら
れ、
ボ
ー
ト
の
乗
り
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュー
ハ
ウ
ス
、
ジ
ャン
ボ
滑
り
台
の
遊
具
施
設
の
設
置
で、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
人
気
の
高
ま
っ
て
い
る
金
太
郎
の
池
周
辺
に
会
場
を
移し
た
の
は
平
成
八
年
(九
六
)
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
に
開

催
日
を
五
月
の
第
三
日
曜
日
で
定
着
さ
せ、
開
催
時
間
は
一時
間
繰
り
下
げ
午
前
一
〇
時
半
か
ら
午
後三
時
ま
で
と
し
た
。

今
で
は
金
太
郎
の
池
周
辺
で
の
公
園
ま
つ
り
も
す
っ
か
り
市
民
に
定
着
し、
平
成
十
一
年
(九
九)
五
月
に
は
第二
六
回
ま
つ
り
を
迎

1056
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まつり演芸会

緑ヶ丘公園裏坂で行なわれた桜まつり

え
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ、
青
空
が
広
が
る
金
太
郎
の
池
広
場
に
は
約二
万
三
、
〇
〇

○
人
の
市
民
で
賑
わ
っ
た。
イ
ベ
ン
ト
は
市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
「桜
コン
サー
ト
」

と
M
B
A
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
蝦
夷
美
衆
の
「よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」、
民
謡

ふ
る
さ
と
会
に
よ
る
「ふ
る
さ
と
の
歌」、

舞
踊
北
扇
流
の
「桜
おど
り」
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョン
に
観
衆
は
沸
い
た。
この
よ
う
に
緑
ヶ
丘
公
園
ま
つ
り
は
年
、々
市
民

に
定
着
度
を
増
し
て
ま
す
ま
す
盛
ん
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

と
ま
こ
ま
い
ハ
ス
カ
ップ
ウ
イ
ー
ク
は
苫
小
牧
のシ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ハ
ス
カ
ッ
プ

を
み
ん
な
の
手
で
育
て、
未
来
に
受
け
継
ご
う
と
地元
若
手
商
業
者ら
で
昭
和
五
十
四

年
(七
九)
六
月三
十
日
から
七
月
十
五
日
ま
で
の
二
週
間
に
わ
た
っ
て
苫
小
牧
駅
前

通
り
を
舞
台
に
第
一
回
苫
小
牧
ハ
ス
カ
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
が
始

ま
り
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
ま
つ
り
は
市
内
の
青
年
が
中
心
と
な
っ
て
ハ
ス
カ
ッ
プ
ウ
イ
ー
ク
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
、
商
店
街
の
活
性
化、
他
都
市
から
の
観
光
客、
購
買
客
の
動
員
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
期
間
中、

同
実
行
委
は
苫
小
牧
駅
か
ら
三
条
通
り
交
差
点
区
間
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
ハ
ス
カ
ップ
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
置
き、
街
路
灯
に
装
飾

を
施
し
各
商
店
で
は
ハ
ス
カ
ップ
バ
ザ
ー
ル
を
行
い、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
駅
通
り
一
帯
を
ハ
ス
カ
ッ
プ
ム
ー
ド
一
色
に
し
ウ
イ
ー
ク
を

盛
り
上
げ
た
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク
は
毎
年
テ
ー
マ
を
設
け、
思
考
を
懲
ら
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り、
平
成
十
一
年
(九
九)
に
は
第
二
一回
を
迎

え
七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で、
シン
ボ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
商
店
街
を
中
心
に
開
か
れ
た
。
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
、
レ
シ
ー
ト
セ
ー

第
三
編
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

ル
を
はじ
め、
初
の
ハス
カ
ップ
広
場
で
は
苫
小
牧
市
農
協の
生
ハ
ス
カ
ップ
も
販
売
さ
れ、
ラ
ブ
エ
キ
マ
エ
献
血
も
恒
例イ
ベ
ン
ト
の

一
環
と
な
り
、
地
元
バ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ、

ハ
ス
カ
ップ
ボ
ー
イ
&
ガ
ー
ル
集
ま
れ
も
行
わ
れ
て
若
者
に
記
念

品
がプ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
な
ど
、
同
ウ
イ
ー
ク
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
市
民
に
根づ
い
た
苫
小
牧
の
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
発
展
し

て
い
る
。

港
ふ
れ
あ
いフ
ェ
ス
テ
ィバ
ル
は
夏
の
観
光
客、
帰
省
・
U
タ
ー
ン
客
で
賑
わ
う
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
活
気
を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
結
び
つ
け、
市
民
と
港
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
作
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
。
第
一
回
港
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル
は
昭
和
六
十
二
年
(八

七)
八
月
十
四
日
から
三
日
間、
苫
小
牧
港
フ
ェ
リ
ー
ター
ミ
ナ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
た。
第
一
会
場
の
シ
ャ
シ
ー
置
場
で
は
東
胆
振
各

市
町
の
物
産
を
扱
う
ふ
る
さ
と
バ
ザ
ー
ル、
臨
海
鉄
道
の
レ
ー
ル
や
機
関
車
部
品
を
売
る
レ
ー
ル
バ
ザ
ー
ル
の
ほ
か
、
大
迷
路、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト、
自
動
車
な
ど
の
展
示
が
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
た。
第
二
会
場
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
三
階
で
は
ネー
ピ
ア
広
場
が
設
け
ら

れ、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
物
産
が
展
示
、
即
売
さ
れ、
予
想
を
上
回
る
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

「新
発
見、
港
は
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い」
を
テ
ー
マ
に
第
二
回
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
同
六
十三
年
(八
八
)
八
月
十
二
日
か
ら
、
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
会
場
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
第
一
会
場
の
シ
ャシ
ー
駐
車
場
で
は、
海
賊
焼
き
や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
各
展
示
・
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
店
開
き
を
し
た
。
ま
た
「
ぼ
く
ら
の
水
族
館」
で
は
苫
小
牧
沖
で
見
ら
れ
る
三
五
種
類
の
魚
や
海
の
生
物
が
展
示
さ
れ
て
興

味
を
誘
っ
た
。
第
二
会
場
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
、
直
輸
入
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ、
キ
ウ
イ
ワ
イ
ン
な
ど
の
ほ
か、

キ
ャン
デ
ー
や
チ
ョ
コ
レー
ト
な
ど
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ
大
勢
の
市
民
や
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
。

第
七
回
フ
ェ
ス
テ
ィバ
ル
は
平
成
五
年
(九三
)
七
月二
十
三
日
に
開
幕
し
た。
名
物
の
「海
賊
焼
き
」
に
人
気
が
集
ま
り、
太
平
洋

フ
ェ
リ
ー
「き
た
か
み
」
で
は
野
だ
て
が
行
わ
れ、
船
内
見
学
に
訪
れ
た
人
た
ち
に
抹
茶
が
振
る
舞
わ
れ
た。
屋
外
会
場
で
は
物
産
展、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト、
縁
日
が
行
わ
れ
家
族
連
れで
賑
わ
っ
た
。「出
会
い
ワ
ク
ワ
ク
思
い
出
キ
ラ
キ
ラ
港
は
み
ん
な
の
宝
島」を

テ
ー
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マ
に
第
一〇
回
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル
は
平
成
八
年
(九
六)
七
月二
十
六
日
から
三
日
間、
フエ
リ
ー
ター
ミ
ナ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
た。

一〇
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
ま
つ
り
は、
お
な
じ
み
の
海
賊
焼
き
の
香
り
が
潮
風
に
乗
っ
て
模
擬
店
は
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
連
日
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
が
場
内
を
練
り
歩
き、
ま
た、
「勇
払
千
人
太
鼓」
が
迫
力
満
点
に
披
露、
豪
華

フ
ェ
リ
ー
の
一
般
公
開
や
記
念
行
事
「船
上
フ
ォー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
「そ
う
や
」
の
体
験
航
海
も
行

わ
れ、
期
間
中
の
人
出
は
過
去
最
高
の
六
万
五
、
〇
〇
〇
人
を
記
録
し
た
。
同
十
一
年
(九
九)
七
月
に
は
第
一三
回
目
の
港
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
を
迎
え、
市
民
は
も
と
よ
り
観
光
客
に
も
人
気
を
得
て
い
る
。

そ
の
他
の
ま
つ
り
で
は
、
苫
小
牧
中
心
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
の
主
催
す
る
「と
ま
こ
ま
い
ナ
ナ
カ
マ
ド
ま
つ
り
」
が
昭
和

六
十
一
年
(八
六
)
十
月
か
ら
一条
銀
座
で
開
催
さ
れ
(一
時
中
止)、

苫
小
牧
産
の
ホ
ッ
キ
や
樽
前
牛
な
ど
の
特
産
物
を
味
わ
い
な
が

ら
、
苫
小
牧
観
光
の
魅
力
を
広
く
P
R
す
る
「樽
前
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル」
は
苫
小
牧
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
ア
ル
テ
ン
を
会
場
に

平
成
七
年
(九
五
)
九
月
か
ら
行
な
わ
れ、
日
本
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
苫
小
牧
の
特
産
品
ホ
ッ
キ
を
市
民
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
同
八
年

(九
六
)
十
一
月
か
ら
「ホ
ッ
キ
フ
ェ
ス
タ
・
苫
小
牧
漁
港
ま
つ
り
」
が
苫
小
牧
漁
港
区
で
開
催
さ
れ、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
生
か
し
な

(3)
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
。

注
(1)(3)

『新
聞
切
抜
綴‒‒港

ま
つ
り
・
他
フ
ェ
ス
タ』

昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編

(2)
『新
聞
切
抜
綴
‒
ス
ケ
ー
ト
祭
』
昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

二
、
市
民
お
ど
り
と
郷
土
の
歌

郷
土
の
歌
と

苫
小
牧
市
の
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
の
一環
と
し
て
制
作
し
た
市
民
お
ど
り
の
新
曲
「と
ま
こ
ま
い
サ
ン

お
ど
り
バ」
が
平
成
九
年
(一
九
九
七)
四
月十
日、
発
表
さ
れ
た。
作
詞
・
阿
久
悠、
作
曲・
羽
田
健
太
郎、
歌
手
・
長
山

洋
子
と
決
ま
っ
た
。
市
は
新
曲
作
り
を
計
画
し
、
同
八
年
度
(九
六
)
予
算
に
一、
五
〇
〇
万
円
を
計
上、
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
常
設

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
市
内
の
音
楽
や
ダ
ン
ス
関
係
者
を
加
え
た
「市
民
お
ど
り
新
曲
イ
メ
ー
ジ
検
討
専
門
委
員
会
」
を
設
立
し
て、
東

京
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て、
お
ど
り
の
振
り
付
け
と
曲
作
り
を
進
め
た
。

「出
会
い
感
動
港
輝く
」
を
テ
ー
マ
に
第
四
三
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
は
同
十
年
(九
八)
八
月
八
日
から
三
日
間
行
わ
れ
た。
ま

つり
の
華
で
あ
る
市
民
おど
り
に
は
五
一
団
体、
四、
六
〇
〇
人
が
参
加
し
て
「と
ま
こ
ま
い
サ
ン
バ
」
の
初
登
場
と
な
っ
た。
踊
り
は

「と
ま
こ
ま
い
サ
ン
バ
」
と
従
来
の
「苫
小
牧
お
ど
り
」
を
交
互
に
踊
る
試
み
で、
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
一段
と
華
や
い
だ
お
ど
り

の
輪
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

「と
ま
こ
ま
い
サ
ン
バ
」

バ
ラ
ダ
イ
ス
求
め
て

北
国
を
め
ざ
せ
ば

大
地
は
花
ざ
か
り

み
ど
り
の
風
が
吹
く

す
れ
ち
が
う
誰
も
が

ほ
ほ
え
み
を
う
か
べ

作
詞
/
阿
久
悠
・
作
曲/
羽
田
健
太
郎
・
編
曲/
伊
戸
の
り
お
・
歌
/
長
山
洋
子

ロ
マ
ン
ス
を
探
し
て

お
と
め
ら
が
歩
け
ば

港
に
船
が
群
れ

広
場
は
人
の
波

美
し
い
自
然
と

移
り
ゆ
く
季
節
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青
空
の下
で
歌
い
つづ
け
る

つ
か
ま
え
て
私
を

こ
の
街
の
ど
こ
か
で

つ
か
ま
え
て
私
を

甘
い
言
葉
で
誘
っ
て
よ

好
き
な
ひ
と
と
ト
マ
コ
マ
イ

心
は
ず
む
トマ
コ
マ
イ

月
の
下
の
ト
マコ
マ
イ

踊
る
サ
ン
バ
す
て
き

あ
ざ
や
か
な
色
に
染
ま
り
つ
づ
け
る

つ
か
ま
え
て
私
を

と
き
め
き
の

ま
ん
ま
で

つ
か
ま
え
て
私
を

熱
い
想
いで

抱
き
締
め
て

昼
も
夜
も
ト
マ
コ
マ
イ

胸
に
響
く
ト
マ
コ
マ
イ

星
の下
の
ト
マ
コ
マ
イ

踊
る
サン
バ
す
て
き

(『苫
小
牧
民
報
』
平
成
九
年
四
月
十
日
号
苫
小
牧
民
報
社)

三
、
ミ

ス
苫

小
牧

昭
和
五
十
年
以
降

苫
小
牧
で
ミ
ス
が
選
ば
れ
た
の
は
昭
和
二
十
五
年
(一
九
五
〇
)
七
月
で
、
北
海
道
開
発
博
覧
会
ミ
ス
苫
小
牧

の
ミ
ス
苫
小
牧
と
し
て
の
山
田
静
江
(王
子
病
院
看
護
婦)
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
ミ
ス
朝
市
など
も
行
な
わ
れ
た
が、
本
格

的
なミ
ス
苫
小
牧
は
第
一
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、ミ
ス
港
ま
つ
り
を
選
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
は
ミ
ス
を
一
人、
準
ミ
ス
を
二
人、
入
選
ミ
ス
を
選
ん
で
い
た
。
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

(1)

そ
の
後
一
時
的
に
中
止
し
た
こ
と
も
あ
っ
た。
同
四
十
年
(六
五)
から
は
次
の
よ
う
に
形
は
変
わ
っ
た
が、
毎
年
続
けら
れ
て
い
る。

す
な
わ
ち
同
四
十
五
年
(七
〇
)
の
第
一
五
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
か
ら
「ミ
ス
苫
小
牧」
と
改
称
し、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ク
ラ
ウ
ン
一人
、

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ウ
ン
二
人
と
し
た。
さ
ら
に、
同
六
十
三
年
(八
八
)
の
第三
三
回
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
か
ら
は
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
、
シル
バ
ー
クラ
ウン
の
呼
称
を
廃
し、
三
人
と
も
ミ
ス
苫
小
牧
と
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ミ
ス
苫
小
牧

一
覧
表
(昭
和
五
〇
年
以
降
)

年

31 30 29 28 27
吉
成

一代
高
嶋
希
美
恵
小
池

聡
= " " " "

10 9

8 7 6

5 4 3 2 63

43 42 11 10 39 38 37 36 5 34
平
成
元

近
江
麻
利
子

33
加
藤
美
香
中
村
里
織

洋
子

小
田
島
万
満
子

森
利
口
美
紀
子

名

1
新
谷
比
呂
恵

60 59 58 57 54
24 23

53
北
沢
光
枝

"

52 5
山
下
五
月
今
沢
い
ず
み
今
村
裕
子

21

越
後
谷
忍
真
部
秋
子
高
橋
住
代

22 20 回
氏

菊
池
美
幸
藤
本
久
美
子
佐
木々
順
子

昭
和
62
32

年
回

金
久
保
貴
子
辻

澤
田
美
奈
子
矢
代
桃
子
千
田
文
子

堀
江
ゆ
か
太
田
紀
子
牧
野
利
絵
子

児
玉
憲
子
山
口
明
子
幸
田
紀
子

橋
本

恵
美
柴
田
幸
枝
松
本
麻
衣

知里
相
武

綾
大
森
美
樹

恵
斉
藤
理
砂
木
戸
真
美

56
25

工
藤
千
佳
子

上
野
む
つ
み
中
野
典
子

"

25
小
野
智
香
子
藤
田
聖
子
松
岡
久
美
子

55

岩
花
純
子
古
川
千
鶴
南
部
あ
つ
子

高
橋
智
子
大
久
保
郁
子

斉
藤
正
枝

晴
美

岩
瀬
ひ
と
み

塚
本

則
子
高
橋
千
尋

佐
々
木
麻
里
坂本

幸
野
あ
ゆ
み
和
田
輝
美

" "

"
渡
辺
紀
子
成
田
み
ゆ
き

加
賀
谷
知
子
荒
川
奈
津
紀
佐
藤
純
子

高橋 坂
本

杉
江
知子

渋
澤
雪
絵
高
丸
え
り
子
畠
山
亜
紀
子

瀬
野
多
恵
子

" " 昭
和
50

名
氏

斉
藤
美
紀
森
利
口
恭
子
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平
成
1
4
八
島
紗
織
会
田
千
秋
小
関
紀
子

平
成
12

45
島
田
千
登
世
川
渕
美
和
子
今
野
美
由
紀

(『苫
小
牧
の
ミ
ス
た
ち
』
平
成
七
年
堀
江
敏
夫
著
苫
小
牧
女
性
史
時
の
原
稿
(未
発
表
))

注
(1)

『新
聞
切
抜
綴
‒
観
光
・
み
な
と
ま
つ
り
、
他
(フ
ェ
ス
タ)』

昭
和
四
十
八
年
～
平
成
十
二
年
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
編
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